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１　新入社員の目撃１









　不思議なものを見た気分だった。




　午前十一時のオフィス。他の一般企業より少し遅れて稼働し始めた会社の中は騒がしく、打ち合わせの談笑と、電話口で怒鳴っている声と、コピー機が紙を吐き出す音なんかで満たされている。

　おぉ、なんか、ポイ。ポイぞ。

　ほんとに広告会社に就職したんだなぁ、なんてこっそり噛かみしめながら、辺りを見回す。

「午後からはクライアントに挨拶に連れて行くからね。午前中は企業のホームページと過去の広告素材を見て、最低限のことは勉強しておいて。……って言ってももう午前中終わるけど。それから、クライアントから帰ったらＣＭ素材を──」

　ウキウキしすぎて、トレーナーの先輩の話は右から左へと流れていった。先輩は忙しいらしい。綺き麗れいなネイルをした指先で、カタカタと超高速でメールの返信を打っている。時々画面から視線をはずして、手は動かしながら私に指示を出す。私は真剣な面持ちで、はっきり「はい」と返事をして相あい槌づちを打ちながら、先輩の視線がパソコンの画面に戻るとよそ見をした。




　その時だ。




　デスクで椅子に座り、机上を睨んでいる男の人に偶然目が留まった。シャープな顔立ちで、切れ長の目を細めて熱心に机の上の何かを見ている。その人は、ふと気を緩めたように顔を上げたと思うと、変な動きをした。

　その場で後転でもするんですか？　と訊ききたくなるくらい、自分の肩の上で片方の手のひらを反らせて、何かを受け取るのを待つポーズ。誰にも声をかけずにそのままの姿勢でいるから〝何してるんだろう？〟と思っていたら。男の人の後ろを、事務の人らしき女の人が通りかかった。その女の人はお盆にコーヒーを載せて運んでいるところだったが、歩きながら片手で自分のポケットの中をごそごそと探り、取り出した何かを彼が差し出していた手の中に入れる。そしてそのまま特に何も言わず、彼の後ろを通り過ぎて、何食わぬ顔で部長にコーヒーを出していた。

（……んん？）

　私は首を傾げる。彼女が彼の手の中に何を入れたのか、絶妙に見えなかった。メモか何かだろうか？　あっ、まさか！　〝今晩空いてますか？〟ってお誘いの手紙？　オフィスラブというやつですか!?　うちの会社そんなのあるんだ！　うわー！　……と思ったけど、今時そんなもの、紙でやり取りするだろうか。それに男の人の催促するようなあの手のひら。お誘い待ちだったんだとしたら、ちょっと間抜けで格好悪い。

（うーん……）

　気になりすぎてガン見する。何かを受け取った男の人は、またデスクの上をじっと見ている。恐らくそこに書類か何かがあるのだろう。熟考の末、筆立てからボールペンを抜き取り何か記入している。そして手のひらの中のそれを──、きゅぽっ、とキャップをはずして、デスクの上に（恐らく書類に）ついた。

　そこまで見て、私はやっと、それがスタンプ式の印鑑だということに気付く。彼は事務の女の人から印鑑を受け取っていたのだ。

　それもそれでよくわからない。人の印鑑が必要なことなんて、そんなにあるものなんですかね社会人には。その上、彼は手のひらを出して無言でそれを要求していた。彼女も無言でそれに応えていたというのだから、ますます不思議だ。

「……ちょっと、野の波なみ。今の話聴いてた？」

「えっ」

「初日からよそ見？　良い度胸ね」

　私が慌あわてて向き直ると、先輩は美しく口角を上げて微笑ほほえむ。まだメールを返しているのか……と思って画面を見ると、先輩のウインドウは企画書に切り替わっていた。いつの間に。

「まぁいいけど。初日なんてガチガチに緊張して力入っちゃうのが普通だから、それくらい余裕でいてくれるほうが有望だわ」

「すみません、松まつ原ばらさん……」

「いいわよ。私もあなたと同じで入社したての頃は──」

　と松原さんが昔話に入ったところで、再び私の視線は、吸い込まれるように彼と彼女のほうへ向いた。コーヒーを部長に出した女の人が、空のお盆を持ってまた彼の後ろを通るところだった。

　彼はやっぱり一言も発さずに。先ほど何かを記入して印鑑を捺おしていた書類を、バッと自分の背後に渡す。彼女も特に驚くことなく、少しだけ幼さの残る顔で彼を一瞥して、書類を受け取った。

　なんだ。なんなんだ、この二人。

「ちょっと、野波……？」

　松原さんの声が今度は少し怒気をはらんでいても、反応できないくらいに釘付けだった。なぜならば、女の人は笑っていたのだ。受け取った書類で口元を隠していたけれど、でも、絶対に────笑っていた。




　不思議なものを見た気分だった。




　冒頭からこんなに出しゃばっておいてなんですが、これは私、新入社員・野波由ゆ佳かの物語ではありません。

　私が入社初日に見た、どこか違和感のある彼と彼女の物語です。








２　証言１　才川夫妻のお家芸









　どこか幼くてかわいらしいあの女の人は、書類の下に口元を隠して、間違いなく笑っていた。言葉を交わすことなく一連のやり取りを終えた二人。

　不思議なものを見たなぁ……と思ったその後、私は松原さんにこってり絞られた。

「ほんと良い度胸してるわ、あなた」

　綺麗に微笑んでいても、眉根に皺しわができていた。トレーナーにつくのは私が初めてだと言っていた松原さんは、ドカンと一発雷を落とすタイプの人かと思ったら、そんなことはなくて。声を荒げて怒るのが嫌いなのか、静かにとくとくと、メリハリをつけるよう諭された。

「別にいつでもいい子でいる必要はないわよ。たまにはズレたこともしないと、頭一つ飛び出ることはできないし。でも、基本的には素直に振る舞って、社内に味方はつくっておくことね」

「はい」

「それで？　野波は何にそんな気をとられていたの？」

　隣同士のデスクで、今度はノートパソコンを畳んでこちらに体を向けて、話を聴いてくれた。それが少し嬉うれしくて、私はさっき見たものをぺらぺらと話してしまう。




「──ということがありまして」

　よそ見をしていた経緯いきさつを話している間、松原さんは適当に相槌を打っていた。そして私が話し終えると、彼女は興味がなさそうにデスクに頬杖を突いて。

「……で？」

「え！　〝で？〟じゃないですよ！　不思議じゃないですか。まったく会話もなしにハンコ渡して、書類受け取ってるんですよ？　医療モノのドラマで執刀医がオペ中に〝メス〟って言ったら、看護師さんがそれを差し出す、みたいな。それを〝メス〟って口に出さずにやっちゃう、みたいなっ！」

「それめちゃくちゃ危ないわよね……？」

「そこじゃないです！　びっくりしましたよ。っていうか……もしかしてうちの会社って、そういう読心術的な能力が必要なんですか……？」

「ぶっ」

　松原さんは突然吹き出し、ぷるぷると震えだした。

「……松原さん、汚いです」

「野波がっ……面白いこと言うからでしょう！　読心術が必須スキルってあんた……違う違う。あれは単に付き合いが長いからなせるワザってやつ」

「はぁ……」

「うちの会社じゃ有名なのよ、〝才さい川かわ夫妻〟って言ってね」

「あの二人ご夫婦なんですか？」

「んーん、二人とも独身。花はな村むらが〝お前は嫁か！〟ってくらい才川の思考を読んで動くから、〝才川夫妻〟って呼ばれてるの」

「そうなんですね……」

　ちらりと問題の二人を見ると、今度は普通に言葉を交わしているようだった。男の人のデスクで彼女は傍に立ち、一つの書類についてあれこれ話をしている。

「そんなに気になるなら紹介しましょうか」

「え」

「ちょうどいいわ。まだ管理職にしか挨拶に行けてなかったし、二人とも同じ部署なんだから挨拶しときましょ」

「え、えぇっ」

　行きましょうか、と言って松原さんは立ち上がり、まっすぐに二人がいる営業二課の島へと歩いていく。心の準備ができていなかった私はあたふたと立ち上がり、松原さんの後ろをひょこひょことついていった。

「お疲れ。二人とも今ちょっといいかしら」

　松原さんが声をかけると二人は振り返った。椅子に座っていた彼も、傍に立っていた彼女も、急に声をかけられてきょとんとした顔がそっくりだと思った。

「お疲れ様です、松原さん」

　彼のほうは爽やかに笑って答える。初めて正面に立ったけれど、見れば見るほど綺麗な顔をしている。すっとした鼻筋と切れ長の目。閉じた口の端も少し上がっていて感じがいい。あぁこの人、絶対に人気あるなと一瞬で悟った。彼女のほうはといえば、ぺこっとお辞儀をして控えめにその場に佇んでいる。遠目に見て、ふわふわとした外見と顔から幼い印象だった彼女は、間近で見るとずっと凛りんとしていて、落ち着きのある人だった。

「新人を紹介しようと思って。私がトレーナーをすることになった野波由佳。一緒に仕事することは当分無いかもしれないけど、飲みに連れてったげて」

「新入社員の野波由佳です。よろしくお願いします」

　慌ててぺこっと頭を下げる。

　私が顔を上げると、二人はそっくりな表情でふわりと笑っていた。

「営業二課の才川です。……松原さんの下なんて大変だな」

「才川、それはどういう意味？」

「仕事がめちゃくちゃできて優秀な先輩についていくのは大変、って意味ですよ」

「やだ、嫌味？　最年少主任にそんなこと言われたんじゃ立場ないんだけど」

　ビリビリした空気を飛ばし合う二人をよそに、女性のほうがにこりと私に微笑んだ。

「二課営業事務の花村です。私はもしかしたら仕事でお手伝いすることがあるかも。社内の手続きとかで困ったら何でも言ってね」

「ありがとうございます」

「才川と花村は私の二つ下。同期同士よ」

　そう紹介された二人は、笑い方がやっぱりそっくりだと思った。

　私はついさっき見た不思議なやり取りが強く印象に残っていて、二人の間に特別な繋つながりを見出そうとしていた。だから、そう見えただけなのかもしれないけど。思ったままを口に出してみる。

「ほんとにご夫婦みたいですね」

　私がぽつりとこぼした言葉に、松原さんが面白くなさそうに言った。

「息ぴったりの才川夫妻だからねー」

「いえ、なんと言うか……それだけじゃなくて、雰囲気が」

　長い時間を一緒に過ごすと顔が似てくる、みたいな話を思い出しながら、私はうまく言葉にできないでいた。すると才川さんが、くるりと花村さんのほうに顔を向けて笑う。

「だって、花村さん。ほんとに結婚しちゃう？」

　そう言って、傍に立つ花村さんの手を握るから、びっくりした。

「やだ、才川くんったら♡　本気にしちゃうじゃないですか～」

　花村さんも花村さんで、片手を自分の頬に当てて嬉しそうな顔をする。……なんだこれ！

「こらそこイチャイチャすんな！　野波も、下手に絡むとしょっぱいもの見せられるわよ。気を付けなさい」

「えぇっ……」

　おかしい。突然ハートを飛ばし始めた二人に、強烈な違和感を覚えた。なんというか、わざとらしいというか……。

「邪魔したわね。野波、行くわよ」

「あ、はい」

「野波さん、今度飲みに行こうね」

　愛想よくひらひらと手を振ってくる才川さんに会釈をして、目の前でイチャつかれてぷりぷりと腹を立てている松原さんの後ろをついていく。どうしても違和感があったから訊いてみた。

「才川さんと花村さん、本当にご結婚されてないんですか？」

「ないない、あれはネタよ。二人の鉄板ネタ。確かに普段から仲は良いけど、かれこれ数年はあんな感じ。才川はあの通り花村を溺愛してるし、花村も満更でもなさそうにノるけど、あれはもうお家芸の域ねー」

　そう説明されても、やっぱりなんだか腑ふに落ちない。

　こっそりと後ろを振り返って二人を見る。才川さんはまだ花村さんの手を握っていた。不敵に笑っている才川さん。その手を、花村さんがきゅっと握り返していた。少し恥ずかしそうに。

「……」

　見てはいけないものを見てしまった。そんな気分になる。

（……あれは本当にデキてるんじゃ……？）




　入社初日。

　私の専らの関心事は、この〝才川夫妻〟のことになった。








３　証言２　酔うとキス魔になる









「才川と花村？」

　神かみ谷やさんはビールを一口ぐっと飲んで、私に訊き返した。

「はい、お二人と同期だって松原さんから伺ったので……」

　新人歓迎会の席で、私は営業の神谷さん・竹たけ島しまさんと同じテーブルについた。ナイスタイミング。〝才川夫妻〟のことが気になっていた私は、二人と同期だというこの二人と話すチャンスを待っていた。

　スポーツをやっていたんだろうなと想像がつくほど体格のいい竹島さんと、細身で柔らかな目をした眼鏡の神谷さん。どちらも私の同期の女子たちが格好いいと騒いでいた先輩だ。でも私のミーハー心は今、別の二人へと向いている。

「〝才川夫妻〟って呼ばれているのって、ほんとにただのネタなのかなぁって」

　竹島さんはテーブルの真ん中に腕を伸ばして、枝豆をつまみながら言う。

「まあ、ネタだな。もう随分長いことそう呼ばれてるし。才川はあれだ。〝花村マニア〟」

「……花村マニア？」

「見てみろ、あれ」

　そう言って、神谷さんは細長い指で奥のテーブルを指す。私の同期男子が座っているテーブル。才川夫妻はそのテーブルで、そこがお互いの定位置だと言うように自然に隣同士で座っていた。……だけど少し様子がおかしい。才川さんの頬がほんのりと赤い。……酔ってる？

「あいつは酔うとキス魔になる。花村限定で」

　神谷さんがそう言うや否や──キス魔は動く。才川さんは赤らんだ顔を花村さんに近づけると、一思いにその唇に食らいついた。

「え？」

　一瞬、何が起こったのかわからなかった。見ているこっちのほうが、ここが居酒屋だということを忘れてしまいそうになるほど。才川さんがごく自然にキスをしていたから。

　そして、それは一瞬では終わらない。花村さんがドンドンと才川さんの胸を叩いても離れず、それどころか彼女の頭の後ろにくしゃっと手を掻かき入れて、更に口づけを深くした。微弱な抵抗をする花村さんを丸め込むようにして。あれはたぶん、舌入ってる。辺りは呆ぼう然ぜん。

　才川さんは自分の気が済むまでキスをして、唇を離すとやっとそこで、竹島さんが声をあげた。

「……だっ……大丈夫か花村ぁーっ！」

「ちょっと才川くん……！　いくらなんでもやりすぎっ……」

　近くの女の先輩もたしなめていた。びっくりした。これがスタンダードなのかと思ったら、そういうわけでもないらしい。先輩たちにとっても予想外だったのか、慌てて才川さんを花村さんから引き剥はがしている。

　けれど才川さんは花村さんを離そうとせず、酔っていて上機嫌なのか、〝んー〟と彼女の頬にキスをしていた。されたほうの花村さんはといえば。

「わっ……私は大丈夫ですから。仕方ないです、才川くん、酒癖ぐせよくないし」

　慣れました、と苦笑しながら、自分の口をゴシゴシと拭う。女神か。女神なのか。

　普通、不本意にキスされたなら怒ると思うのです。……もし、不本意だったなら。私は花村さんの心の内を想像する。キスされて、本当はどう思っているんだろう？

「才川、お前……。花村のこと好きすぎるだろ……」

　怖ぇよ、と竹島さんがため息交じりに言うと、才川さんはへらっと笑った。

「好き、大好き。俺の花村」

　そういうこと、恥ずかしげもなく言えちゃうんだ……。お酒のせいでしょうか？　やれやれといった顔をしている花村さんの肩をぎゅっと抱き寄せながら、才川さんは言う。彼らの正面に座っている、私の同期に向かって。

「そういうわけで、花村は俺のだから。覚えといてね」

　そう言われた私の同期は困ったように笑っていた。そういえばあいつ、花村さんのことかわいいとか、狙っちゃおうかなとか馬鹿言ってたなぁ……。ん？

「……」

　もしかして、それで？

「神谷、お前も。あぁなるってわかってたんなら止めろよ」

「いや、才川ならやるかもなーって思っただけだし。花村も満更でもなさそうだから、別にいいかなって」

　そう言って神谷さんは興味なさそうにからあげにお箸を伸ばす。

　私はますます釈然としない。

「……あれで本当に、ご夫婦じゃないんですね……？」

「夫婦ではないよ。でも付き合ってたことくらいあるんじゃね？　何度か噂うわさになってるよな」

　なぁ？　と竹島さんは神谷さんに同意を求めながら、また枝豆をつまむ。

「あったな、そんな噂。まあ、才川が花村を好きなのには違いないだろ」

「俺、一回才川に訊いてみたんだよ」

「なんて？」

「〝実際のところ、花村とはどこまでいったんだ？〟って。そしたら才川の奴、真顔で〝夢の中で三回は抱いた〟とか言うんだ」

「うわぁ……きもい……」

「……ぷっ」

　神谷さんが本当に気持ち悪そうに言うから笑ってしまった。私はちらりと才川夫妻に目をやりながら、慣れないビールを口にする。苦い。

　才川さんはまだ花村さんの肩を抱いていて、花村さんは〝お茶飲む？〟と甲斐甲斐しく尋ねている。……どうも臭うなぁ。二人の関係がただの〝夫婦っぽいコンビ〟だとは思えなかった。




　才川夫妻に関しては引き続き調査が必要なようです。








４　〇真相　才川夫妻の関係性









　なんとなく、まずいなぁ、とは思っていた。

　新人歓迎会の席で、才川くんの隣に座った時から。今日は注意しておかなければいけないと、わかっていた。





＊






「え、じゃあ花村さんって彼氏いないんすか！」

「う、うん……悲しいことにね」

　同じテーブルに座った新人の男の子は、トレーナーの教育が行き届いているのか、それとも大学で先輩の扱いを熟知してきたのか。一緒に飲んでいる相手を気持ちよく酔わせる術を知っていて、絶妙に持ち上げてきてくれる。私に彼氏がいないと聞くと、本当に喜んだかのように声をあげてくれた。……だけど違う。違うんだよ。ハツラツとした新人くんに対して思う。今そういうのいいから！　やめて！　と叫びたい気持ちに駆られる。私の隣に座る才川くんが何を考えているのか、手に取るようにわかるから。

　彼は私の隣で、ニコニコと新人くんの話を聞きながらハイペースでビールジョッキを空にしている。

「あ、才川さん次どうしますか？　ビール？」

「うん、もう一杯もらおうかな」

「すみませーん！　注文いいですか」

　ほんとに、新人とは思えないくらい気がまわるなぁと感心しながら、心情的には小さく縮こまっていた。才川くんはなぜこんなに〝ガンガンいこうぜ！〟なペースでジョッキを空けているのでしょうか……。普段はこんな飲み方しないのに。

　嫌な予感しかしない。

「いやぁ、でも信じらんないです。花村さんに彼氏がいないとか。ねぇ才川さん、そう思いますよね？」

　きっと新人くんは、先輩を会話から置いてけぼりにすまいと配慮したんだろう。でも、違う！　違うよ！　と教えてあげたい。そもそも話題が間違っているのだということを。きっとこの新人くんは、私たちが〝才川夫妻〟なんて呼ばれていることも知らなくて、純粋に話題を振ってくれているに違いない。

「そうだな」

　才川くんはぐっとビールの残りを飲み干して、また新しくきたジョッキに口をつけ始めた。そしてこう言った。

「でも彼氏がいないとか、関係ないから」

（……ん？）

　今なんて言った？　と訊こうとして彼のほうを向くと、すぐ目の前に顔が迫ってきていた。無理矢理流し込んだビールで少し赤らんだ顔。あ、これダメなやつ。

　直感的に思うと同時に、唇を塞がれた。

「んっ……」

　食らいつくようなキス。

（え？　え??）

　抵抗する暇もなく、一瞬の間に奪われたが。触れるだけでは終わらなかった。アルコール混じりの熱い唇から、ぬるりと舌が伸びてくる。──ここは居酒屋！

「ん……んん！　ん！」

　ドン、ドン、と彼の胸を両手で叩いた。離れて、と言っていることが、それで伝わらないはずがない。──注目されていることがわかる。たくさんの視線を感じて、頬がカッと熱くなる。才川くんは口を離すどころか、私の頭の後ろに手を掻き入れてグッと引き寄せると、更に奥へと舌を伸ばしてきた。首の裏を撫なでていった指に、ゾクっと感じてしまう。

　私の抵抗なんて無力だとでも言うように、頭を抱いて、体を抱いて、丸め込むようにしてキスは続く。──数秒が経って。唇を解放されると、離れていった才川くんの口と自分の口の間に唾液の糸が伝った。

「……だっ……大丈夫か花村ぁーっ！」

「ちょっと才川くん……！　いくらなんでもやりすぎっ……」

　周囲のたしなめる声が響いて、私は正気を取り戻す。……正直、途中から何も考えられなくなっていた。相変わらずキスが巧くて、ずるい。

　周りのみんなが引き剥がそうとするのをものともせず、才川くんは〝んー〟と甘えるように私の頬にキスをしてきた。……ご機嫌すぎて怖い！

　新入社員のみんなはもちろん、普段〝才川夫妻〟なんて言って面白がってくる人たちまで狼狽うろたえている。明らかにやりすぎだった。降りやまないキスを両手で防御しながら、おろおろと戸惑っているみんなに声をかける。

「わっ……私は大丈夫ですから。仕方ないです、才川くん、酒癖よくないし」

　慣れました、と言って笑って自分の口を拭って見せると、みんな少しほっとした顔をしてくれた。

　いや、慣れるわけないじゃんこんなの！　と自分が言ったセリフに対して突っ込む。心臓がまだバクバク鳴っている。たまったもんじゃない。

　竹島くんが言った。

「才川、お前……。花村のこと好きすぎるだろ……」

　怖ぇよ、とため息交じりに言われたことに対して、才川くんはへらっと笑って返事する。

「好き、大好き。俺の花村」

　……それ二人の時にもう一回ちゃんと言ってくれないかな！

〝やれやれ〟と呆あきれた顔をつくりながら、心の録音機にばっちり保存する。いつでも脳内再生できるように。そんなことを一人しているとぎゅっと肩を抱き寄せられた。才川くんは言う。正面に座っている新人くんに向かって。

「そういうわけで俺のだから。覚えといてね」

　そう言って、ニヤニヤしながら私の肩に頭を預けてくる。

　言われた新人くんは困ったように笑っていた。……困るよねそんなこと言われても！　ごめんね！

「ごめん、気にしなくて大丈夫だから。……才川くん、ちゃんとして」

「えぇ……いいじゃん、花村ぁー」

　言いながら、私の肩に頭をぐりぐり擦りつけて甘えてくる。……なにこのかわいい生き物！　誰！　と悶もん絶ぜつしそうになりながら耐えた。耐え抜いた。

　平静を装って彼に尋ねる。

「才川くん。お茶飲む？」

「……ん、飲む」

　あ、飲むんだ。やっぱりビールばっかりは嫌だったのかな。

　手をあげて店員さんを呼ぼうとすると、先に新人くんが「すみませーん！　あったかいお茶三つ！」と頼んでくれた。ほんとにできた新人だ……。こんな子相手に、この人は、一体何をしているんだろう。




　歓迎会がお開きになって、才川くんはすぐにタクシーに押し込まれていった。それを見送って、私も帰路へつこうとする。

「花村、大丈夫か？」

　声のほうを振り向くと、竹島くんが心配そうな顔で私を見ていた。同期の彼は面倒見がよくて、私のことも才川くんのことも気にかけてくれている。大丈夫か、というのは、きっとさっきのキスのことだろう。

「大丈夫、ありがとう」

「あいつ、ちょっと酒癖が悪すぎるよなぁ。サシで飲んだらそんなことないんだけど……。こういう宴会だとハイになっちゃうのか、必ず酔って花村に絡んで」

「そうねぇ、困ったねぇ」

「……俺から才川に言おうか？」

　真面目なトーンの言葉に、心の中で焦あせる。その焦りを感じさせないように、私はなるべく自然に笑って見せた。

「平気。才川くん、酔ってたからああなだけで、シラフに戻ったら反省してるから。そっとしといてあげて」

「……花村。お前」

「なに？」

「ほんと良くできた嫁だよな……」

「……」

　そう言われて、なんとも言えない気持ちになる。ごめん、竹島くん。ほんとに申し訳ない。今の会話の中には嘘があった。

　あの男は、少しも酔ってなんかいません。反省もきっと、していません。

「家まで送ろうか？」

「ううん、私は飲んでないしちゃんと帰れるよ。本当にありがとう、竹島くん」

　そう申し出を断って、私もタクシーに乗り込む。才川くんが乗っていったのとは反対方面へ。

「どちらまで？」

　初老の運転手さんの問いかけに、私はお決まりの返事をする。

「このまましばらくまっすぐ走ってもらって、五反田のほうに」

「五反田は反対方向ですよ？」

「大丈夫です。少しだけ進んだら引き返してください」

「はぁ……」

　不思議そうに首を傾げる運転手さんに、ややこしいこと言ってごめんなさい、と心の中で謝って。私は深くシートに沈み込んだ。疲れた……。

　まずいなぁとは思っていたけれど、まさかあんなキスをされるとは。

「……」

　唇に指で触れる。リップグロスはすっかり落ちてしまっている。久しぶりのキスに、ドキドキしなかったと言えば嘘だ。今晩の彼はどんな感じだろう？　期待と不安に揉もまれながら、私は自宅を目指す。

　駅近のマンション。会社からはだいぶ離れた高層マンションの十四階に住んでいる。鞄かばんから鍵を取り出して部屋のドアを開けると、ちょうど廊下の向こうに彼の姿を見つけ、目が合った。お風呂からあがったばかりらしい才川くんは、トレーナー姿で髪をタオルで拭きながら、ペットボトルの水を飲んでいる。

「みつき、お帰り」

　さっきまでとはまったく違う、落ち着き払った表情。この二重人格！　と私は心の中で毒づく。

「ただいま」

　ぶすっと返事をしながらアウターを脱ぎ、ハンガーに掛ける。

　彼はガサガサと髪を拭きながら、また水を一口飲む。あぁ……先にちゃんと髪を拭けばいいのに。湿った髪の毛先からぽたりと滴が落ちて、グレーのカーペットに黒い染みをつくった。ついため息が出る。

　まあいいか、と思い直して、自分もシャワーを浴びようと浴室に足を向けた。その時だ。

「っ……どうしたの、才川くん」

　突然後ろから抱きしめられた。

　珍しいことにドキドキしながら、なるべく平静さを保って問いかける。こんなことするの、会社での才川くんみたいで。……もしかして本当に酔ってる？　と思ったけど、それはない。彼はザルだ。一軒目で酔うことなんてまずない。

　背中にお風呂あがりのあったかい体温を感じながら、首の裏を彼の拭ききれていない髪の水気で濡ぬらされていく。自分と同じシャンプーの香りがして一気に心拍数が上がった。お腹の前にまわされた腕の逞たくましさに、思わずときめいた。

　今更、ときめいた。

「俺が帰ったあと、誰にも絡まれなかった？」

　才川くんが訊いてきたのは、そんなこと。

「絡まれてない……。竹島くんが心配してくれたよ、人前であんなことされて大丈夫かって」

「さすが竹島、お節介」

「……信じらんない」

「ん？」

「才川くん、舌入れたでしょ」

　後ろを振り返ってキッと睨むと、才川くんはきょとんとして、笑った。

「ちょっと応えてたくせに」

「っ」

「なぁ、みつき。……人前でキスされて感じた？」

「あっ……」

　するりと温かな手が下肢へと伸びて、スカートの中の内腿に触れる。不意を突くその動きに反射的に身をよじった。だけど、さっきときめいた逞しい腕は、私を逃がしてくれない。

「お前は俺が悪いって言いそうだけどさぁ……。みんなの前でトロ顔すんの、やめて」

「し、してないよ……！」

「してたよ。気持ちよさそーに目ぇとろんとさせて、顔赤くして……。せっかく牽制したのに、あれじゃ意味ないかも」

　もう片方の手のひらが胸を包んで、その形を明らかにするように服の上から揉みしだく。いやらしい触り方。きっとわざと羞しゅう恥ち心を煽あおっているんだ。……嫌な人。

「才川くん……もう、ああいうのは……」

　嫌な予感はしていたのだ。あの新入社員の男の子の前に座ると、彼が言いだした時から。

　絶対に何かするつもりなんだと、わかっていた。

「〝千ち秋あき〟だ」

「っん……」

　耳元で囁ささやかれて背筋が震える。

「いい加減、二人の時くらい名前で呼べば？　もう何年〝才川くん〟だよ」

　ちゅっと首筋を水っぽい音をたてて吸いながら、才川くんは言う。ずるい。いつもは才川くんって呼んでも文句言わないくせに。こういうことしてる最中にだけ、本音を話すみたいに言うの、ほんとにずるい。

「……そんなの、絶対会社で間違えちゃう……」

「その時はその時だろ。いくらでもフォローできるから」

　呼んで、と熱く囁きながら才川くんの手は止まらない。

　彼が家の中でこんなに触れてくることは珍しい。だから、ほんとはちょっと嬉しい。そんなこと口に出してしまうとパッとやめられてしまいそうで、言えないけど。

　ショーツとストッキングの上から敏感な部分を引っ掻かれる。

「んんっ……！」

「それで、感じたのかって訊いたんだけど。……濡れてるか確かめていい？」

「やだ……先にお風呂入りたい」

「先にも後にもない。確かめていいか、って訊いたんだけど」

　そう言いながら彼は、私の答えなんて待たなかった。敏感な部分を引っ掻いた指先はスカートを捲めくりあげ、ストッキングの穿はき口から侵入してショーツの中へと入っていく。

　もう片方の手でぎゅっと左の乳房を揉みしだきながら、首筋を甘く吸い上げて。私がどこに意識をやればいいのかわからなくなっていると、蠢うごめく指先は簡単に繁みを掻き分け、蜜が溢あふれ出す場所へと辿たどり着いた。

「っ、あ……さ、さいかわ、くんっ……やめっ……」

「……びっくりした。思ったよりぐしょぐしょ」

「っ」

　暗に〝いやらしい〟と言われた気がして、カッと頬が熱くなる。羞恥心に耐え切れなくて、抱きしめる腕を振りほどこうとしたけれど、無駄だった。強い腕は、私の力ではどうにも。

「ちょっ……！」

　才川くんは抜き出した指をまじまじと見つめて、私の愛液で濡らした指先をぺろっと舐なめた。間近でその光景を見てしまって言葉を失う。──じわっ、と、それでまた濡れたのがわかってしまって泣きたくなった。

　後ろから抱きしめられたまま。立ったまま。顔がすぐそばにある状態で目が合うと、彼は意地悪く笑う。

「ほぐす？　ナカ」

　ふるふると首を振っても、もう聞いてくれない。

　さっきよりも強い力で、形が変わってしまうんじゃないかと思うくらい、強く胸を揉みながら、さっき才川くんが舐めた指先がまたショーツの中を探って。今度は触れるだけにとどまらずに、指の第二関節くらいまでが蜜口の中に沈められる。

「っあ……！　ん、ふっ……やぁっ」

「まだ中指しか入れてないのに、こんなキツく食い締めて……最近シてないから？」

「あっ、あぁっ……」

　じゅぽっ、と音をたてながら指を抜き入れされて、立っているのがやっとだった脚の力が抜けていく。ガクガクと膝が震えだすのを懸命に抑えながら訴えた。

「才川くん……も、やめっ……イっちゃうからぁっ！」

「千秋って呼べって」




　会社ではもう勘弁してほしいと思うくらい、溺愛してくるくせに。

　家ではドＳなこの男、才川千秋は。




「自分が〝才川みつき〟だって自覚が足りないんじゃないか？」

「っ……！」




　七年前から私の旦那様です。








５　証言３　不仲な新人時代









「才川とみっちゃんのこと？　うん、同期だよ」

「……みっちゃんというのは花村さんのことですよね？」

「あ、ごめん。うちの同期、なぜか女子だけみんなあだ名なんだよねぇ」

　本当に普段から花村さんのことをみっちゃんと呼んでいるようで、葉は山やまさんはとても自然にそのあだ名を口にしていた。そういえば、葉山さんを紹介してくれた竹島さんも、彼女のことを〝はやまん〟って呼んでたなぁ、と思い出す。同期の仲が良くて羨うらやましい。私たちもこういう風になるんだろうか？

　葉山椎しいさん。前までは営業にいたそうだが、今は広告媒体を担当する部署に移っていて雑誌の広告枠の発注や掲載ページの調整をしている。……と、私のトレーナーである松原さんがなぜか面白くなさそうに教えてくれた。あの人、社内に一体何人曰くつきの人がいるんだろう。この間も才川さんにガン飛ばしてたしな……。元ヤンなのかな……。

　松原さんは得意先に呼ばれて出ていって、私は電話番を任されていた。ちょうどそこに営業と打ち合わせをしていた葉山さんが通りかかったので、私が声をかけた。最近の私はすっかり〝才川夫妻〟調査員だ。

　最初は立ち話をしていたが、私が質問していろいろ訊きたい姿勢を見せると葉山さんは松原さんのデスクに腰かけた。彼女がしゃべるたびに、ミルクティー色のセミロングの髪が揺れる。

「この間の歓迎会、酷かったって聞いたけど。才川が居酒屋でみっちゃんにキスしたって」

「そうなんですよ。すごーく自然に……」

「大丈夫？　この会社やばいってヒいちゃわなかった？　あんなキス魔ばっかりじゃないから安心してね」

「あはは」

　乾いた笑い声が自分の口から漏れ出る。正直、周りの人たちが慌てだすまでは〝さすが広告会社！　チャラい！　ただれてる！〟くらいには思っていた。パートナーでもない同僚の唇を奪うなんて超ド級のセクハラだ。……でも花村さんの内心は満更でもないような気がして。

　葉山さんに、私が入社初日に見た不思議な出来事を話してみた。言葉を一切交わさずに印鑑と書類をやり取りした二人の話。彼女は大きな目をぱちぱちさせて、息をついた。

「はー、さすが。しゃべらずにそこまでできちゃう域なんだ……。すごいな才川夫妻」

「どうして花村さんが才川さんの印鑑を持っていたのかが不思議で」

「それはそんな不思議でもないかな？　みっちゃんは才川の補佐だし、業務で使うから印鑑は預けてるのかも」

「そういうものなんですか……」

　あの雰囲気に飲まれていたのかなぁ。言葉を交わさない異質な関係に。確かに私は今、あの先輩二人にまつわることがなんでもかんでも特別に見えてしまっているような気もする。

「まぁ、うちの会社は結婚しても旧姓で働いてる人が多いし。あの二人見てたら、花村は旧姓で実は夫婦なんじゃないかって勘違いしても仕方ないよ。私も、私の同期の望田も旧姓だし」

「葉山さんも旧姓なんですか？」

　彼女の薬指には指輪が嵌はまっている。シンプルなデザインだけど、どこかで見たような……？

「うん」

　葉山さんは照れ臭そうに笑って、右手で左手の薬指の指輪をいじりながら会話を続ける。

「でも……そうだなぁ。あの二人が今こんなに仲が良いのも、意外といえば意外なのよね」

「意外……？」

「あの二人、入社してすぐの研修ではまったくしゃべらなかったから。もしかして仲悪いのかなって思ってたくらい」

「へぇ……？」

　それは新しい情報だ。

「あ、噂をすれば才川くん、帰ってきたね」

「あ、本当ですね」

　遅めの昼食に出ていたらしい才川さんは、ジャケットなしのワイシャツ姿でフロアに帰ってきた。その半歩後ろを一緒に出ていたらしい花村さんがついて歩く。……やっぱり夫婦に見えるんですけど。

　思ったままを葉山さんに伝えようとした時、どこからか別の男の先輩がやってきて才川さんに声をかけた。

「才川さん、どうっすか今晩の試合！　行けます？」

「あぁ、いや、うん……」

　この会社に入社してわかったこと。我が社の男性陣はみんな、合コンのことを〝試合〟と呼ぶ。

　言葉を濁にごした才川さんはちらりと背後の花村さんを見た。花村さんはにっこりと笑う。凛とした笑顔。あぁかわいいな～なんて、ぼんやりと思っていたら。

　花村さんは、才川さんのネクタイを掴んでぐいっと引っ張った。

　え、顔近くない？　とこっちがハラハラする距離で顔面を捉えて、花村さんは言う。

「浮気はイヤですよ、才川くん」

　笑っていたけれど、目が据わっていた。

「ははっ……やだなー。浮気なんてするわけないだろ？　花村さんというものがありながら……」

「私はものじゃありません」

　……これも鉄板ネタ？　普通に修羅場に見えるのですが……。

　才川さんは茶化して返事をしていたけれど、そのこめかみには薄らと冷や汗が見えた。いつもなら〝才川くんったら〟と彼女がデレてオチるのに、今日は何やら花村さんのご機嫌がよろしくない。才川さんはネクタイを掴つかまれたまま、誘ってきた後輩に片手を上げて合図する。

「ごめん、俺、今日無理だわ。花村さんストップかかったから行けないってみんなに言っといて」

「うぃっす……」

　完全に尻に敷かれている……。

　才川さんが試合の誘いを完全に断ると、花村さんはパッと才川さんのネクタイから手を離して自分のデスクにつく。それを追うように才川さんは花村さんのデスクに行って、懐柔しようと屈んで声をかけていた。

「そんな怒んないでよ、花村さん」

「別に怒ってませんけど？　言ってみただけ。本当に行きたいならどうぞお好きなように」

「花村」




　……確かにしょっぱいです、松原さん。

　そこで私は、別のことに気が付いた。

「……あれ？　才川さん、花村さんのこと名字で呼んでますよね？　……あ、でも竹島さんもか。神谷さんも」

　さっき葉山さんは〝うちの同期は女子だけみんなあだ名で呼ばれている〟と言っていた。

　一緒に一部始終を見ていた葉山さんも、しょっぱい顔をしながら答えてくれた。

「あぁ、そういえばそうね。……んー。才川があだ名で呼んでるのは聞いたことがないけど、竹島は最初の頃みっちゃんって呼んでいたような……？」

「そうなんですか？」

「うん、確か。なんで呼び方変えちゃったんだろうね」

　これはまた、竹島さんにも話を聞かなければなりません。いろんな人に聞きこみをしたその先に、面白い結果が待っているのかはわからないけど。

　葉山さんは言う。

「もう結婚しちゃえばいいのにねぇ？」

　いや、あれもう絶対夫婦ですって。野波の勘がそう告げています。




　……というわけで、調査は続行です。








６　〇真相　才川夫妻の浮気対策









　私たちは大学を卒業するのと同時に夫婦になった。
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　クライアントから朝方、広告の実施報告書を急ぎであげてほしいと依頼があったので、才川くんと私は午前中ずっとその資料のまとめ作業にかかりきりだった。他の部員のみんながお昼に出ている間も黙々とキーボードを叩いて、才川くんが送信ボタンを押したのが午後二時前。少し遅めの昼食を食べに、外に出ることにした。

　何の相談もせずにただ才川くんに着いていくと、会社の人もあまり存在を知らない穴場のお蕎そ麦ば屋さんに行きつく。路地を一本入らなければ見つけられないここは、才川くんと私が二人だけで昼食をとる時にはよく来るお店だった。

　二人掛け席に案内されて、椅子に腰掛けるなり私の口をついて出たのは才川くんへのクレーム。彼のほうにメニューを向けながら悪態をつく。

「この間の歓迎会の時のこと、いろんな人にいじられるんだけど」

「ん？　なんの話？」

「……」

　才川くんは頬杖をついてニコニコと笑う。……白々しい。白々しいけどこの変わりよう、慣れたとはいえ感心してしまう。家での彼とはあまりに違いすぎる。最初の頃は、自分の夫は二重人格なんじゃないかとわりと本気で悩んだものだ。とても……あの夜、散々私の体を弄もてあそんだ上に放置した男と、同一人物だとは思えない。

「……結局最後までしないし」

「ごめん花村さん、声が小さくてよく聞こえない」

「なんでもありません」

　聞こえてるくせに！　大きい声で言えないようなことだからぼそっと言ったのに！

　家でなら迷わず口に出せる抗議を、ぐぐっと口の中に押し込んでしまうあたり、私も外では〝花村さん〟なのだ。長い時間をかけて叩き込まれた関係性を、それはもうきっちりと、訓練された犬のように忠実に守っている。

　私たちは大学を卒業するのと同時に夫婦になった。

「……なんでこんなことになったの？」

「こんなことって？」

「なに。俺と夫婦みたいって言われるのそんなに嫌？　傷つくなぁ」

　言いながら彼は、お蕎麦を食べるのに邪魔だと思ったのか、ネクタイを緩めて解き、背もたれに掛けた。私は彼の溺愛キャラ仕様のセリフを華麗にスルーして言葉を続ける。

「知ってる？　私たち、いろんな人に〝もういっそのこと籍入れちゃえば？〟って言われてるんだよ。〝とっくに入れてるわ！〟って、いつこの口が勝手に言ってしまうか不安で、私……」

「社外秘のことは外でベラベラしゃべるもんじゃないよ、花村さん」

「……」

「誰が聞いてるかわかんないからね」

　あ、今ちょっと家で見せる顔。

　それは〝我が家の秘密をベラベラしゃべってんじゃねーよ〟という意味ですね？

「……ごめん」

「素直に謝る花村さん超萌えるー。抱きてー」

「ぶっ」

　棒読みのセリフに危うくお茶を吹き出しそうになった。

「……やめてよ」

　口元をハンカチで拭いながら非難の目を向けると、才川くんはニコニコと笑って「ごめんね」と言った。──抱かないくせに。会社では花村マニア（謎）と名高い才川くんですが、家ではまったくそんなことありません。

　不用意な発言は禁止だと才川くんから指令が出てから、私たちは運ばれてきたお蕎麦を黙々と食べた。彼は天ざる蕎麦を。私はとろろ蕎麦を。もう数えきれないくらい見てきたけれど、才川くんはとっても綺麗な食べ方をする。姿勢よくお箸を持って、正しい所作で。これ、結構私の中で大きな好きポイントかもしれない。

　最後の一口、お蕎麦をすすり終えて熱いお茶を飲む。一息ついて、才川くんは思い出したように言った。

「そうだ。花村さん」

「なに？」

「前から言ってたけど、今晩合コンだから」

　さらりと言ってのけてこの男は、またお茶にちびちびと口をつける。この猫舌め。

「……本当にやるの？」

「よろしく頼むよ」

　そんな〝出張精算やっといてよ〟みたいなノリで言わないでほしい。全力で不本意な顔をしてみたけれど、効果はなかった。

「戻るか」

　そう言って椅子から立ち上がる。彼が伝票を持ってレジへと向かう中、私は、憂鬱だった。オフィスに戻ってからのことを思うと、なんとも。……嫌だなぁ。

　才川くんは自然に二人分の代金を支払ってくれた。

「ご馳走様です」

「いーえ。花村さんにはいつも世話になってるし」

「!?　下ネタ!?」

「深読みしすぎだろ、びっくりするわ」




　私たちがオフィスに戻ると、待ち構えていたかのように才川くんに近付いてくる人がいた。定時になるとそわそわとフロアを徘徊しだすことで有名な、合コン大好き男。

「才川さんどうっすか今晩の試合！　行けます？」

「あぁ、いや、うん……」

　言葉を濁した才川くんはちらりと振り返って私の顔を見た。何その窺うかがうような顔。……やればいいんでしょ！　やればっ！

　ヤケクソになってにこりと微笑んで見せる。才川くんの首にぶら下がるネクタイを思い切り引っ張って、自分のほうに引き寄せた。唇が触れるんじゃないかと思うほどの至近距離に私のほうが驚きつつ、言い放つ。

「浮気はイヤですよ、才川くん」

　間近にある顔は少しも驚いてなんかいない。そりゃそうだ。彼がこうしろって私に指示したんだから。いっそ本当にキスでもすれば、彼は動揺するんだろうか？　……しないなぁ。きっとその気になったフリで、また舌を入れられてしまうんだろう。見えた。

「ははっ……やだなー。浮気なんてするわけないだろ？　花村さんというものがありながら……」

　才川くんはおどけて笑う。冷や汗も演技。一体どれだけ役者なの……。

「私はものじゃありません」

　ネクタイをきりきりと引っ張る。才川くんはされるがままでいながら、片手を上げた。合コン大好き男に向かって宣言する。

「ごめん、俺、今日無理だわ。花村さんストップかかったから行けないってみんなに言っといて」

「うぃっす……」

　……なーにが花村さんストップだ。行く気がないなら最初からちゃんと断っといてくれればいいのに！

　こんな小芝居、ほんとに必要なんだろうか。しかしそのまま疑問をぶつけると、才川くんは〝普通に断ったら角が立つだろ〟と、それらしいことを言って私を丸め込んだ。男の人の気にするメンツってよくわからないな、と思いながら、結局私は渋々請け負ってしまったのだ。

　才川くんは付き合ってすらいないはずの私を言い訳に、今晩の合コンを断った。私の役目は終わった。パッと彼のネクタイから手を離してデスクに戻る。〝結婚してる〟って、ちゃんと周りに言えていたら、そもそもこんな芝居は必要ない。

「そんな怒んないでよ、花村さん」

　人の気も知らないで。……いや、たぶん知っていながら。才川くんはまるでヤキモチを焼く彼女をなだめるかのように、甘い声をかけてきた。それがまた私の神経を逆撫でる。

「別に怒ってませんけど？　言ってみただけ。本当に行きたいならどうぞお好きなように」

　嘘だ。ほんとはちょっと怒っている。私にこんな恥ずかしい芝居を打たせて、体よく断る彼に。芝居を打たなければいけないこの状況に。──そんなにメンツが大事なら、合コンでもなんでも行けばいい。そんな尖とがった気持ちで、だから〝お好きなように〟なんて嫌味を言って。

「花村」

　背後から才川くんが私のデスクに手をつく。彼の体に覆い被さられた背中が、熱い。

　それは私にしか聞こえない、一瞬の耳打ちだった。




〝本当に行っていいの？〟




「……っ、お昼休憩終わり！」

　かき消すように叫んだ。……行っていいわけないでしょう！

　それから午後はずっと、〝才川（嫁）がご立腹だ〟と囁かれているのを感じながら事務処理をこなすことになる。みんなして私が怒っている理由を、才川くんが合コンへ行こうとしたからだと思っているんだろうなぁと思うと、なんだかもうやりきれなかった。




　家に帰りつくのは私のほうが少しだけ早かった。部屋着に着替えようかなと思ったところで、才川くんが帰ってくる。

「お帰りなさい」

「ただいま。みつきもお帰り」

　言いながらスーツのジャケットを脱ぎ、片手で器用にネクタイを緩める。その仕草を見ると私は、反射的に手を出して彼の脱いだものを受け取ってしまう。よく訓練された忠犬。無意識に尻尾振っちゃってないかな。

　ジャケットとネクタイを受け取る時に必ず会話が発生する。一日会社で私を溺愛した彼が、家ではまず何を言うのか。この瞬間がいつもドキドキした。

「みつき。あれ。昼間の、ネクタイ引っ張るやつ……あれちょっと、首が苦しい」

　それかい。

「知らない」

「何いじけてんの？」

「……知らない！　先にお風呂入っちゃうからね！」

　そう言って彼のジャケットの皺を伸ばしてハンガーに掛け、そそくさと脱衣所へと向かう。

「ダメだ」

「わ」

　手首を掴まれて、私の進路は阻まれた。……一番風呂は譲らないとか、どこまで亭主関白気取りなの！　と本格的に夫婦喧げん嘩かに持ち込もうとしたら、グイッと強く掴まれていた腕を引っ張られる。

「えっ」

　私は簡単にバランスを崩す。引っ張られたのはソファのある方向。二人して倒れこんで──気付けば、私が才川くんの上に乗っていた。彼の胸の上で、目と鼻の先の距離で目が合う。

「……才川くん？」

「痕つけていいよ」

　そう言って、才川くんは自分のシャツのボタンを上から一つはずし、首筋を私に差し出す。

「……」

「浮気防止に。俺が合コンに行くのも嫌なんだろ？　どうぞ、奥サン」

　その挑発的な目は、絶対に面白がってますよね？　だから私は面白くない。

　会社ではベタベタに甘やかして、動揺させて。家では圧倒的に優位で、翻ほん弄ろうして。私の反応を見て面白がっているんでしょう？　知ってます。見くびらないでほしい。私が何年、あなたの妻をしてると思っているの。

　ギシッとソファを軋ませて、横たわる彼の上を陣取る。邪魔になる自分の長い髪を片手でまとめて、そっと首筋に唇を寄せた。

「……そんな見えるとこにつけたいの？」

　才川くんの声は笑っている。

「会社で疑われるのは花村さんだと思うけど」

「……」

「ほんとのことだから、いいのか」

「……才川くんちょっと黙ってて」

　邪魔な髪はもう、背中のほうへ全部流して、彼の両肩を掴んだ。シャツの内側にある清潔な首筋。そこに何度も口付ける。吸い付くと少しだけ彼の身体が反応したような気がして、もっとはっきりとした痕を残したい欲が膨れ上がる。最終的に、片手で彼の襟足を押さえ、噛みつくように首にキスをしていた。その間も彼は、私の髪を撫でていた。

　しばらくして、顔を上げて〝はぁっ〟と息を吸い込む。彼の首筋には目が覚めるような赤さのキスマークが残っていた。──いやらしい。

　自分が彼につけた所有印をまじまじと見て、変な気分になってしまった。

「綺麗につけれた？」

「才川くん」

「ん？」

「……したい」

「……何を？」

　その余裕な態度がイヤ。

　彼の首筋に噛みついた私は、その匂いに、髪を撫でてくる手に、すべてに、欲情していた。

「何がしたいのか言って？」

　未だに挑発的に笑うその顔が、憎らしくてたまらないのに。今しがた自分でつけた首筋の痕と相まって、クラクラする。

　欲しい。浅ましい欲望には、従順に。私は彼が求める言葉をそっと耳元で囁いた。

「────」

「……そんなにしたいんだ？」

　こくんと頷うなずく。そして彼のベルトに手を伸ばした。──けれどここで、才川くんは言うのだ。




「ごめん。今日はあんまり気分じゃない」




「……！」

　しれっと。悪びれなく。

　わりと素直に誘っているつもりなんだけど、高確率で断られる。夫婦になってから七年、ずっとこんな感じ。……でも今日はなんだかいけそうな気がしてたのに！　言わせといてあんまりだ！

　すっかりその気になってしまっていた私は、ただただ恥ずかしくて。頬が熱いのを隠しながら「そっか、残念……」と返す。残念どころじゃない。




　会社ではベタベタに甘やかしてくるくせに、家ではこの淡白さ。

　普通、逆じゃない？　会社では他人のように振る舞って、家で甘やかしてくれるというならまだしも。







　どうしてなの、才川くん。







　すごく恥ずかしいことを言わせておいて「今日はあんまり気分じゃない」と仰る。夫の安定のつれなさに今日も涙で枕を濡らす。なんとベッドも別々です。

　誕生日。結婚記念日。事あるごとに「ダブルベッド欲しいなぁ！」とねだってきたけれど、すべて今まで却下されてきました。なぜ。

「……才川くん」

　電気を落とし真っ暗になった寝室で、隣のベッドに横たわる少し離れた背中に声を投げかける。

「……」

　返事はない。じっと息を殺すと微かに寝息が聞こえてきた。もう眠ってしまったらしい。……抱きしめたいのになぁ。暖かい春でこうなのだから、人肌恋しい冬はどれだけこの距離が恨めしいか。もう結婚して七年も経つのに、未だに自由に触れられなくて、虚しい。

「……はぁ」

　私は寂しいんだろうか？

　一人きりのベッドの中で、こんな風に彼の背中に視線を送って。抱きしめて髪を撫でてほしいと、毎晩のように思っている。会社でならば、もしかしたら。私を溺愛する会社での才川くんだったら、〝抱きしめて〟とお願いすれば、ぎゅっと強く体を抱いて甘い言葉を囁いてくれるかもしれない。……うーん、それもちょっと、欲しいのと違うなぁ……。

　あんなベタ甘の才川くんじゃなくて。ちょっと素っ気ないくらいの彼に、不器用に優しくされたい。そんなことを考えながら、ウトウトと眠りに落ちていく。




　その晩、私は、夢を見た。自分で夢だとわかるその不思議な夢は、入社してすぐの私と才川くんの姿を映しだしていた。
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　入社したての頃。私たちは会社ですれ違ったって、目も合わせなかった。

「みっちゃん、もしかして才川と仲悪い？」

　夢の中。まだハタチ過ぎてそこそこの垢抜けないはやまんが、心配そうな顔で問いかけてくる。同期のはやまんに対して私は「そんなことないよ」となるべく明るく笑って返していた。今思えば、最初は過剰に避けていたかもしれない。




　大学卒業と同時に籍を入れた私たちは、入社する前に決めたのだ。




　シーンが切り替わって、今住んでいるマンションの一室。部屋の中はまだがらんとしていて、隅には段ボールが積み上げられていた。今より少しだけ若い才川くんが、シャツの袖を捲って荷解きをしている。私は彼が段ボールの中から取り出したものを受け取って収納へとしまっていく。新居に引っ越したその日に、彼がいつものトーンで話したこと。

「新入社員がもう結婚してるってさ」

「うん」

「ちょっと生意気に映るよな、きっと。人によっては」

「まぁ、うん。そうかなぁ」

「その上夫婦揃そろって同じ会社に入社してきたってなったら」

「……」

　受け取った才川くんの卒業アルバムを手にしたまま、彼の顔を見る。……何が言いたいんだろう？

　言われてみればそうだと思った。別に四六時中一緒にいたいとか、そんな理由で同じ会社に入るわけではないのだけど。はたから見れば、私たちは片時も相手と離れたくない痛い新婚カップルに見えるだろう。

　才川くんは段ボールから本を何冊か取り出しながら、続けて言う。

「そんなことで変にやっかまれるのも馬鹿らしいし」

「うん？」

「だから、会社では他人でいよう」

「……他人？」

「うん。結婚してることは最低限、必要な人にだけ話して。みつきも旧姓で仕事してさ」

　あ、そう。……ふーん？

「わかった。そうするね」

　その時の私は、それが実際にどういうことなのか、よくわからずに了承した。まぁそれで彼の仕事が不都合なく回るのなら、それがいいんだろうと思って。

　正直私はそれよりも、新居に運び込まれたベッドが二台なことのほうがずっと気になっていた。

「……才川くん？」

「ん？」

「ベッド、二台もいるかな？」

「え？」

「え？」

「いるだろ」

「いやぁ～、いらないんじゃないかなぁ……」

　納得しない素振りで抵抗してみる。けれど努力虚しく、才川くんは話題を変えた。

「〝才川くん〟じゃない」

「……」

「もうみつきも才川さんなんだから、ほら」

　呼んでみ、と、才川くんは荷解きを続けながら小さく笑って、待っている。

「……」

　私は〝い〟の口をしたり〝あ〟の口をしたり、パクパクして、発音しようとした。才川くんはたぶん、私が気負わないように、わざと視線を自分の手元に落としている。そこまでわかっていて、結局、言えなかった。

　他のどんな恥ずかしいことをしたりされたりするよりも、名前を呼ぶことが一番恥ずかしいと思っていた。その後、入社してから〝才川くん〟と呼ばなければいけない状況になって、ずっと私は、今も彼のことを名前で呼べないでいる。




　入社して間もなくの頃。会社ですれ違ったら、ふい、と視線をそらされる。

（あ、そこまで徹底するんだ）

　最初に目をそらされた時はそう思った。

　会社では他人でいようって、そういうことね！　オッケー了解！　……なんて、馬鹿みたいに素直に、他人のように振る舞う努力をした私。この頃から忠犬だったなぁ……。

　同じ会社にいれば何度だって顔を合わせる。ましてや研修期間。同じ部屋で研修を受けていれば、嫌でも目に入る。プレゼンテーションの実習中、スクリーンの前に一人で立って一生懸命話していると、対面している同期たちの顔の中、見慣れすぎた顔がある。休憩時間、飲み物を買いに自販機に行こうと思って部屋を出ようとすると、ドアを開けたところでばったり鉢合わせて。朝家を出る前に見たスーツ姿にドキドキして。

　それでも一度だって目が合わない。才川千秋と花村みつきは、たったの一度も言葉を交わさない。

　会社の人にバレないためだとわかっていながら、地味にダメージを受けていた。




「──って。……みっちゃん、聞いてる？」

「ん？」

　研修の休憩時間。気付けば私は才川くんを見つめていた。斜め前の席で座ったまま伸びをした姿を見て〝あー全力でくすぐりたーい〟なんて欲求に火をつけていたら、はやまんの話を聞き逃していた。慌てて振り向くと、はやまんはちょっとムッとしていて。才川くんを見ていたことは、バレてなさそうだ。

「ごめん、何だっけ？」

「褒ほめたのに！　〝花村みつき〟って、音も字もすごく綺麗だねーって。結婚したら名字変わっちゃうの、勿体ないよね」

「えっ」

「え？」

　結婚という言葉にビクっと反応してしまう。はやまんの背後で才川くんが振り向く気配。でもそっちをきちんと見ることができない。見てしまったら、表情でバレてしまうだろう。私は適当な話でごまかす。

「……結婚したからって、名字が変わるとは限らないよ。旦那さんが変える場合もあるだろうし」

「あぁ、確かに。うん……。みっちゃんは花村が似合うから、旦那さんになる人に変えてもらおう！」

「ありがとう。そんな相手ができたら考えるね」

　茶化して笑いながら、そこで初めてちらりと才川くんのほうを見た。もう前に向き直っていて、後ろ姿しか見えない。今、何を思っただろう。……私の名前、〝才川〟は似合わない？

　今すぐ才川くんに訊きたかった。会社で旧姓を名乗っていると、自分が才川みつきになったんだってことも忘れてしまいそうで。

　会社でもどかしい思いをする一方で、家では甘い甘い新婚生活が……あったらよかったのにね！　七年経った今と変わらない。やっぱりあの時、駄々をこねてでも二台置くのは阻止するべきだったんだ。部屋に二台もあるそれが、私たち夫婦をなんとなーく阻んでいた。才川くんが、学生時代の貯金で無理して二台買ったというベッド。

　そこ、無理する必要なんてあるの？　と訊いても、彼はあるよと答えるばかり。




「……」

「……ん？　なに、みつき」

　研修期間中のとある夜。私は我慢の限界で、才川くんのベッドに潜り込んだ。後ろからぎゅっと抱き付く。身動きが取れなくなるほどぎゅっと強く、パジャマを着たその背中に。

「どうした」

　特に動揺もしていなければ、嬉しそうでもない。本当に、どうかしたのかって不思議そうに訊いてくる。──わかってるくせに。そう思って私は、黙っていた。

「……」

「なに？　……寂しいの？」

　ほらね。わかってるのに言わせようとするところ、本当に性格が悪いと思うな！

　でも喧嘩がしたいわけじゃないから、口には出さない。聞いてほしい不満はそれじゃないから。

　初めて潜り込んだベッドは二人分の体温であったかい。背中から伝わる体温にほっとしながら、顔が見えないのをいいことに言ってみる。

「……結婚したのに、なんか遠いんですが」

　私のつぶやきは、真っ暗な寝室の闇の中に独り言のように溶けていく。少し遅れて、抱きついている背中の向こう側から声がする。

「そうだな」

　肯定した彼の言葉は、心なしか笑っているような気がした。

　……〝そうだな〟じゃなくてさぁ。でもまぁいいか、と、この時は、伝わる体温に懐柔されてしまったのです。私はすぐにウトウトと、眠りに落ちてしまった。
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　会社で才川くんが私を溺愛するようになるまでは、ずっとそんな生活だった。溺愛するようになったらなったで前にも増して家ではドライだし、未だにベッドは別々だし。

　心配は特にしてないんです。彼が私のことをどう思っているのか、さすがにこの七年でよく知っているので。




　でも、あとほんのちょっとくらい、可愛がってくれてもいいんじゃないかな。才川くん……。




　昔の夢を見た私は、朝、身体にかかる重みと違和感で目を覚ます。








７　証言４　深夜残業の二人の噂うわさ









「花村のあだ名？」

　葉山さんにあだ名の話を聞いた私は翌朝すぐ、竹島さんが喫煙スペースに入ろうとしているところを捕まえて質問した。

「竹島さんも昔は〝みっちゃん〟って呼んでたって、葉山さんが」

　いつからかやめてしまったという、あだ名呼び。その理由に、才川夫妻にまつわる何かが隠れている気がしたのだ。

　竹島さんは私の勢いに気圧されてか少し驚いた顔をしていた。そして、体育会系らしい逞しい腕を組んで、その場で立ち話をする姿勢になる。

「あー、呼んでた呼んでた。でもいつの話だそれ？　懐かしー。今はもう気恥ずかしくて呼べねぇわ」

「いつの話なんですか？」

「え？」

「いつ、なんでやめちゃったんだろうって、気になってて」

「また変なこと気にしてんのなぁ野波。……あ、お前もしかして、まだ才川夫妻のこと探ってんのか？」

「はい」

　一度疑問が湧いてしまったことは、はっきりさせないと気が済まないタチだった。採用面接でもこの好奇心が買われたわけだから、これは私の長所だと思っている。……でも会社も、まさかこんなことに好奇心を発揮するとは思っていなかっただろうけど。

「それで、いつ頃からあだ名で呼んでないんですか？」

「んーと……才川が急に、〝俺の花村〟って主張しだしたんだ、確か。あれはいつだったっけなぁー。何がきっかけだったか……」

「思い出してください！　竹島さん頑張って！」

「待て待て。急せかしたら出てこない……あー、社内の配置転換の時だ。才川と花村が同じ部になって」

「その配置転換は、いつあったんです？」

「んー、あの時俺も異動になったから……五年前？　俺たちの代が三年目になった時」

「三年目になって、突然ですか？」

　思った以上に手応えを感じる情報で、つい前のめりになってしまう。入社当時はまったくしゃべらなかった二人。ある日、突然花村さんを特別扱いし始めた才川さん。気になる。

　竹島さんは私の勢いに若干ヒきつつも答えてくれた。

「あ、あぁ、突然だったな。その時までまったくそんな素振り見せなかったくせに、男二人で飲んでたら才川が〝花村まじでかわいいやばい〟って言い出して。いや、同期相手に何言ってんだよ、ってその時の俺は思ったわけだが」

「ほほぉー。それで、あだ名で呼ぶのはやめろと才川さんが仰ったわけですね？」

　竹島さんは頷く。

「まぁ、普通に考えればさ。同じ部署になって接点が増えて、気に入っちゃっただけなんだろうな」

「そんな普通にまとめちゃったら面白くないじゃないですか」

「面白くないって、先輩に何を求めてるんだこの新人は……。もっちーと同じ怖さを感じるよお前……」

　おぞましいものを見るような目を向けられながら、そういえば望もち田ださんにはまだ話を聞いていなかったなと思い出す。

　戦略部門の望田さんも、竹島さんたちの同期だという。まだ私は直接話したことがないけれど、噂だけは耳にしていた。役員を含むほぼ全社員の弱みを握っている、東水広告社一の情報通……。もしかしたら彼女に訊けば、私の疑問は大方すっきりしてしまうのかもしれない。

　それ一発ですべてが明らかになってしまうのも、つまらない気がするけれど……。次に話を聞くなら望田さんかなぁ、なんてあたりをつけていたら。竹島さんがふいと顔を動かす。

「お、噂をすれば。才川夫妻のご出社だ」

　言われて竹島さんの視線の先に目を向けると、そこには確かに、今エレベーターホールから出てきたばかりの二人がいた。スーツ姿の才川さんと私服の花村さん。時刻は始業の五分前。

　いつもなら、花村さんはもうとっくに席に着いて視聴率チェックを始めている時間だ。珍しい……と不思議な気持ちで二人の様子を窺いながら、私が挨拶をしようとした時。先に口を開いた竹島さんが、とんでもないことを言った。

「なんだ才川夫妻。ラブホから仲良く出社か？」

「ちょっと！　竹島さん！」

　突然何を言い出すんですか！　……グッジョブです！

　澄ました顔で挨拶をしようとしながら、私は内心気になって気になって仕方がなかった。どうしてこんなギリギリの時間に、二人揃っての出社なのか。でもさすがにそんな露骨なこと、先輩に向かって訊けないので。

　きょとんとして足を止めた二人に竹島さんが畳みかけた。

「昨日は合コンがどうとかって喧嘩してたらしいし？　夜は仲直りでさぞ燃えたんだろうなぁ」

　……ゲスだなぁ。横目で竹島さんをチラ見しながら、それでも興味津々で私は二人の反応を待つ。なんて答えるんだろう？　二人がたまたまそこで会ったんだとは、思えない。

　才川さんはけろっとした顔で言った。

「バレたか」

「才川くん！」

　後ろにいた花村さんが慌てて〝バレたかじゃないでしょっ！〟と抗議すると、才川さんは後ろにいた花村さんを振り返った。そして──彼女の頭をそっと自分のほうへ抱き寄せて、耳元に囁く。甘い声で。

「花村さん。……昨日、よかった？」

「……やだ才川くん、大きい声で……秘密だって言ったのにっ。……すごくよかった」

　花村さんも恥じらうように目を伏せる。

「……」

　下品なフリにもしっかり対応する二人に、ある意味感心した。

「花村さんも、すごくかわいかったよ」

「才川くん……」

「うるせぇノってんじゃねぇ！　花村も！　もう視聴率データ配信されてんぞ」

「わかってるなら振らないで！」

　竹島くんの馬鹿！　なんて言いながら、花村さんは才川さんの腕から抜け出てバタバタとオフィスへ駆け込んでいった。残された才川さんは行き場のなくなった手を下ろして、笑う。花村さんの後ろ姿を見つめながら。

「あともうひと押し、って感じするよな」

「何がだ」

「もうそろそろ花村、俺に一線超えさせてくれそうじゃない？」

「嬉しそうに何言ってんだ朝から。野波の顔を見ろ、ドン引きだぞ」

「えー、そんなことないよなぁ？　野波さん」

　ニコニコと私に笑いかける才川さん。不覚にも、その顔にドキッとしてしまったけれど。……この笑顔も、どうも胡散臭いんだよなぁ。格好良いけど。感じよく笑っているのに、なんというか、目が策士っぽいというか……。

「……っと。そろそろ得意先から電話くるかも。俺も先に行ってる」

　そう言って、何事もなかったかのように才川さんもオフィスへと入っていった。その場に二人残された私と竹島さんは顔を見合わせる。

「……びっくりした。あそこまでノってくるとは思わないよなぁ」

「ですね……」

「あの様子じゃ、噂もあながち嘘じゃなかったりして」

「噂？」

　竹島さんの顔を覗のぞき込むと〝あ、いや〟と動揺した顔を見せた。どうやら失言だったらしい。絶対に逃がさない！

「なんです？　噂って」

「いや、新入社員にするような話じゃ……」

「なんなんですか？　教えてくれるまで離しません！」

　手にがっちりと竹島さんのスーツの裾を掴んだ。このままいれば二人揃って遅刻だ。

「あのなぁ……！」

　竹島さんは絶対に手を離しそうにない私の目に観念したのか、〝わかったよ〟と息をつく。声を抑えて話しだす。

「深夜残業の夜に、会議室でヤってるんだと。あの二人が」

「ヤってる……？　何をですか？」

「だから、ナニを」

「……最低ですね竹島さん」

「だぁから言いたくなかったの！　言わせたのお前だろ！」

「セクハラ委員会の委員長って松原さんでしたっけ？」

「野波さんごめんそれだけは！」

　そんな応酬を繰り広げている間に、始業のチャイムが鳴る。竹島さんがそれに合わせて〝あ！　俺まだ一本も吸ってねぇ！〟と嘆くので、すみません、と謝っておいた。喫煙スペース前からは撤退。

　自分のデスクへ小走りで戻りながら考える。二人が実は〝カラダの関係でしたー〟とわかったとしても、正直〝そうですかー〟って感じだ。もしそうだとしたら、それは竹島さんの下世話なフリをしっかり拾ってまで隠さなければいけないことだろうか？　それなら最初から、男女の関係なんて一切感じさせないように振る舞えばいい。

　私は思い出していた。二人に初めて挨拶した日のことを。花村さんの手を握って笑っていた才川さんと、演技ではなさそうに恥じらっていた花村さんの顔を。

（それに）

　今朝出社してきた時の才川さんの首元。きちんとネクタイを締められた襟の端から、少しだけ覗いていた赤い痕。あれは、たぶん……。




　二人はきっと何かを隠している。




　変な確信があって、私はまだ才川夫妻への興味関心を膨らませ続けている。








８　〇真相　才川夫妻の愛情表現









　一年間、三六五日。

　その内のたった何日かだけ。
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　その日の朝、私は体の上にのしかかる重みで目を覚ました。

　ふわふわとしてあったかい。気持ちいい。一人で眠るベッドに、それはあるはずのない感覚で。

「……才川くん……？」

　まだ覚醒しきらないまま薄らと目を開けると、真上に彼の顔があった。

「おはよ」

　綺麗な顔で微笑む才川くんに、あれ？　なんだか朝からご機嫌だな？　どうしたんだろう……と不思議に思いながら、腕を伸ばして抱き付こうとした──のだが。

「──え。なん……っや、ちょっ、と……才川くん……!?」

「っ、なに……？」

「なにって、これっ……挿は入いっ……あんっ！」

　──意味がわからなかった。気付けばお腹の中に圧迫感。ベッドの中で、私は彼と繋がっていたのだ。

　才川くんが綺麗な顔を少しだけ歪めて腰を揺さぶってくる。

「あっ、あぁっ……」

　起き抜けのこの状況に混乱しながら、それでも身体は勝手に反応してしまっていて。私は彼に突かれるたびに漏れ出てしまう声を必死に手のひらで押し込めた。

「なん、でっ……んんッ、朝、からっ……」

「はっ……みつきっ……。あーやばい、食いちぎられそう……っ」

「ぁっ……んぅっ……！」

　身体の中心を貫く衝撃に堪たえるようにして、片手できゅっと枕の端を掴む。もう片方の手は自分の口を塞いだまま。甘い痺しびれが行ったり来たり。

　それを最後に感じたのはいつだったか、もう忘れてしまったくらい久しぶりの感触。……嘘です。忘れてないです。最後にしたのは、お正月休みでした。

　あれからもう三ヵ月以上も焦じらされて。

「ずっとしてなかったから？　……それとも、昨日の夜お預けしたから？　感度良すぎっ……」

「んんっ」

「ん……できあがってるよ、お前のカラダ。寝てたのに、ちょっと舐めただけでビンビンに乳首勃たたせて。ココも、すんなり挿は入いっちゃうくらい濡らして……」

「ひぁっ……！」

　べろりと胸の先端を舐められる。パジャマのボタンはすべてはずされて前が開いていた。ズボンとショーツは一緒に下ろされていた。全部、眠っている間に彼がしたことに違いない。

　欲情して頬を上気させている才川くんの端正な顔を、下から見つめながら。頭の中がぼーっと、溶けていく。彼が腰を打ち付けるたびに軋むシングルベッド。跳ねる自分の体。こんなことをもう何ヵ月、私は、期待していたんだろう。

「さ……才川くん、止めっ……んんっ」

「無理っ……」

「だめっ、激しっ……あ、っ……あーっ……」

「イく？　……っは……俺も」

　久しぶりのことにすぐにでも意識を手放してしまいそうだった。でもそんなの勿体ない。ちゃんと感じていたかった。こんなことは滅多にないから。才川くんの首に両腕を回して、振り落とされないように必死にしがみつく。彼の雄々しいモノに突き上げられるたびに、子宮と、胸の奥がきゅっと絞られる。

「っ……ひぁ、あぁっ……！」

　達する瞬間、腰を両手で掴まれて最奥をグリグリと抉られた。遅れて、真上まで降りてきた才川くんの体をぎゅっと強く抱き締めて、受け止める。

「っ、はっ……はぁっ」

　彼も同時に達したようで、しばらく私の胸の上で苦しそうに息を荒げていた。吐き出される熱はなかなか止まらなかった。

　彼の震えがようやくおさまると、私の腕は力が抜けてずるりとベッドに落ちる。肩で息をする。新鮮な朝の空気を肺に吸い入れて、だんだん、冷静になっていく。……なんだかよくわからないままシてしまった！

「……なんで、こんな……っ、はぁ……。昨日は……気分じゃないって、言ったっ……くせにっ……」

「は……焦らされて悶もん々もんとした？」

「っ」

「〝今日は気分じゃない〟って言ったら、物欲しそうな顔してたな」

「……そういうこと言わないで」

「……ごめん、みつき。おさまらない」

「え」

　言われた言葉に反応して視線を上げると、才川くんは上体を起こして、着ていたトレーナーをガバッと脱いだ。

「……」

　裸の体が露あらわになって、私は微み塵じんも動けなくなる。細い体に適度についた筋肉は、堅すぎずしなやかだ。さっきの行為のせいで少しだけ汗ばんだ肌。久しぶりに間近で見る綺麗な体。

　見み惚とれていると才川くんはまた身を屈めた。上にのしかかられたまま両肘を顔の左右に突かれて、正面から視線を捉えられる。

　息がかかるほどの至近距離で目が合うと、ドキドキして死んでしまうんじゃないかと思う。余裕な表情の中に一つ宿る、深く吸い込まれそうな瞳の中の欲情。

「……舌。出して」

　──あぁ、そうだ。この目だ。

　もう一度そろりと首に腕を回して小さく口を開く。久しぶりに触れた素肌が気持ちよかった。躊躇ためらいながら、少し、自分から舌を伸ばす。

「ん……」

　ちゅ、ちゅ、とついばむようにキスをした。愛されていると疑う余地がない隙間ないキスを。何度も。何度もした。

　会社の人に見せるための演技の顔じゃない。関係を隠すためのカモフラージュの甘さじゃない。ごくたまに家で見せる欲情した顔だけが、紛れもなく自分だけの、自分しか知らない顔なんだと感じて、優越感に落ちていく。




　一年間、三六五日。

　その内のたった何日かだけ、才川くんは慈しむように、狂ったように、何度も何度も私のことを抱く。




「みつき……」

「あ、ン……なに……？」

「……もう一回。ナカ、入りたい」




　──朝の五時から。

　この後出社するぎりぎりまで、めちゃくちゃに愛し合った。





＊






　そんなこんなで。

　遅刻です。




「……才川くんの馬鹿！　色狂い！」

「花村さんもう会社近いから。それは聞かれるとさすがに言い訳に困るから」

　ついさっきまでの甘い空気はどこへやら。彼の数歩後ろをせかせかと小走りになりながら背中に小言を飛ばす。いつもは時間をずらしてどちらかが先に家を出るのに、今日はそんな調整をする余裕もない。どちらかが遅れて出れば、そのどちらかは確実に遅刻する時間だった。それもこれも……。

「時間くらいちゃんと計算して！　あんなタイミングでもう一回なんて、どう考えても間に合うわけがっ……」

「悦んでたくせに」

「……な」

「ぐずぐずになって自分から──」

「もう会社着くから！」

「さっきからそう言ってる」

　腹だたしい……！

　朝から喚く私と通常運転の才川くん。同時に会社のビルの中に足を踏み入れ、警備員さんに挨拶をする。おはようございます、と、にこっと笑って愛想よく。ちらりと腕時計を見ると始業五分前。……なんとかいける、か？　まだ油断はできない。才川くんはまだ余裕かもしれないけれど、私は始業時間と共にテレビ番組の視聴率を送るという仕事が課せられていた。

　ちょうどよくエレベーターが止まっていて、二人でそれに乗り込んだ。八階のボタンを押して浮上する。

　八階に降り立つ頃には〝才川くんと花村さん〟でいなければならない。幸いにも二人の他には誰も乗っていなかった。最後の小言タイムだと思って、隣に立つ彼の顔をじっと見る。

「……なに」

「才川くんの変態。むっつり。……絶倫男」

「犯すよ花村さん」

　顔を引きつらせる私に向かって微笑む、その顔はもう会社での才川くんだった。

　八階に着いてエレベーターホールに降り立つ。まだ油断はできない。歩くのが早い才川くんの後ろを一生懸命小走りでついていった。あともうちょっと。

　急いでいる道すがら、竹島くんと新人の野波さんが目に入った。挨拶して前を通り抜けようとすると、竹島くんが口を開く。嫌な予感がした。

「なんだ才川夫妻。ラブホから仲良く出社か？」

「ちょっと！　竹島さん！」

　隣にいた野波さんが慌てて竹島くんをたしなめる。……突然何を言ってくるかと思えば！　ラブホじゃありませんけど！　家ですけど!!

　時間がないところを呼び止められてイライラが募る。才川くん、なんで足止めたの。

　竹島くんは面白がって畳みかけてきた。

「昨日は合コンがどうとかって喧嘩してたらしいし？　夜は仲直りでさぞ燃えたんだろうなぁ」

「……！」

　ゲスすぎて、開いた口が塞がらなかった。なに。なんなの竹島くん。この間は親身になってくれたのに！　居酒屋で才川くんにキスされた私に〝困ってるなら俺から話そうか？〟って言ってくれたじゃない……。それを何、余計なことを！

　嫌な予感しかしなかった。その予感通り、私の前にいた才川くんはさらりと言ってのけた。

「バレたか」

「才川くん！　バレたかじゃないでしょ！」

　時間がないのに！　と思って心の底から抗議すると、彼は振り返った。

（あ）

　視線の合図。演技だ。かち合った目は〝ノるぞ、合わせろ〟と言っていた。……時間がないんだってば……！

　私も目で訴えてみたけれど一瞬で棄却されて、大きな手がまっすぐ伸びてくる。頭をそっと抱き寄せられて、耳の中に甘い声が響く。

「花村さん。……昨日、よかった？」

　──ぞくっとして、正直脚がすくんだ。……昨日は気分じゃないって断られて、なんにもありませんでしたけどね！　不貞腐れた気持ちでごまかして、彼に合わせたセリフを吐く。

「……やだ才川くん、大きい声で……秘密だって言ったのにっ。……すごくよかった」

　馬鹿っぽいなぁここまで合わせる必要あるのかなぁと心の中で独り言ごちながら、恥じらうようにして目を伏せた。

　その時。

「────」

「っ」

　耳元に寄せられたままの唇が、息を漏らすように小さな、聞き取れるかどうかも危うい声量でこうこぼした。




〝朝も？〟




「……っ」

　ひくん、と脚の間が疼うずく。朝方に繰り返したセックスを思い出す。

　まだ頭を抱き寄せられたままでじんわりと頬が熱くなった。クラクラする。耳元で囁く声は続く。

「花村さんも、すごくかわいかったよ」




〝最高だった〟




　絶妙に竹島くんと野波さんには聞こえない言葉を交えて私を辱める。彼が小さな声で囁くたびに、彼の唇が開く湿った音がした。それもいけなかった。朝、さんざん私の耳の中を犯した彼の舌を彷ほう彿ふつとさせる。

「才川くん……」

　もう一度犯された気分だ。

　いろいろ思い出してしまって自分の脚で立っているのもつらくなる。彼はそんな私の様子も察して、ふっと笑った。──きっとまた、しばらくは抱いてもらえないのに。

「うるせぇノってんじゃねぇ！　花村も！　もう視聴率データ配信されてんぞ」

「っ、わかってるなら振らないで！」

　その指摘で時間のことを思い出した。立っていられないなんて言ってる場合じゃない。するりと才川くんの腕の中から抜け出て、オフィスに走る。

　あぁもう台無し。才川くんと噂される花村さんは、もっとずっと淑女でイイ女でいたかったのに、朝からこんなに走っちゃって、台無し。

「……竹島くんの馬鹿！」

　最後にそう吐き捨てた。

　自分のデスクに着くなり急いでパソコンを立ち上げる。起動するのを待っている間、体がとても熱かった。余韻。激しく求められた朝の余韻。恥ずかしくて幸せで死んでしまいそうだ。……でもなんだか最近の才川くんは、攻め方がえっちです。こういうのはだいぶ困る。




　なんとかしなきゃと考えて、始業のチャイムを聞きながらパソコンに向き直った。








９　証言５　複雑な結婚式









「才川夫妻のこと？」

　望田さんはおかっぱ頭を揺らし、まっすぐに私を見つめて訊き返した。それからペペロンチーノの中にフォークを差し入れてくるくると回す。

　望田あかりさん。先日産休明けで広告戦略を立てる部署に戻ってきたばかりの先輩。彼女もまた、才川夫妻の同期の一人だ。

　社内一の情報通で、全社員の弱みを握っているという噂の彼女に、ついに私は情報を求めることにした。具体的にどうしたかというと、お昼休憩の時間に入った瞬間に戦略課の島に行って「望田さんランチ奢おごってください！」と叫んだ。新人の特権です。

「望田さんは、あの二人が何か隠してると思いますか？」

「思うね～。だってどう考えてもおかしいでしょ、会社であんなにイチャイチャしまくってるの。あの二人が、っていうより……隠してるのはみっちゃんなんじゃないかなって」

「花村さんがですか……？」

　妙に確信めいた言い方に吸い寄せられる。望田さんはもったいぶってまたペペロンチーノを口へ運ぶと、ナプキンで口を拭いた。

　さっさと話してくださいと言いたい気持ちを胸の中に押し込めてじっと待っていると、望田さんはどこからか一枚の写真を取り出した。……ほんとに今どこから出てきた？

「同期の秘密だからそっとしておいたんだけど……好奇心旺盛な見込みある新人にだけ特別に見せてあげる。ここにとある結婚式の写真があります」

「結婚式……？」

　既に完食したパスタのお皿の横にずいと出された一枚の写真。

　そこに写っていたのは才川夫妻だった。

「……かわいい」

　写真の中で困ったように笑う花村さんを見て思わずそうこぼした。髪をアップにして、パーティードレスで着飾っている。淡い水色のドレスはノースリーブで首元にパールのビジュー。リボンでウエストを縛るそのデザインは可愛らしい彼女の雰囲気によく似合っていた。

　その隣で、よそ見をしながらワインに口をつけている才川さんが写っている。こちらはいつものスーツ姿。それなのに、髪型が違うだけでいつもとは違って見えた。格好いい。いつも花村花村ってうるさいキス魔だとは思えない……。

「……なーんか、こうして見ると、やっぱりほんとの夫婦みたいだなぁって思うんですよねぇ……」

　家で支度をしている時に、才川さんのネクタイを締めてあげる花村さんが目に浮かんだ。花村さんのネックレスをとめてあげる才川さんも、簡単に想像できた。

　なんというか、二人で並んでいるというだけのことがとっても自然で。

「ほんとの夫婦みたいって、才川夫妻が？」

「はい」

「甘いな～新人。そんな安直な分析じゃ人の弱みは握れないよ！」

「えぇ……」

　私べつに才川夫妻の弱みを握りたいわけじゃないんですが……。さっきまでもったいぶっていた望田さんは、今は早くしゃべりたくて仕方ないという風に目をキラキラさせていた。

　夫婦みたい、というのが安直な分析だと言うのなら聞かせてもらいましょう。大先輩の分析を。

「この写真が、どうかしたんですか？」

「注目すべきはみっちゃんの表情です」

「んん……？」

　言われて、じっと写真の中の花村さんの顔を見る。さっきは珍しい姿に〝かわいいな～〟なんて思っていたけれど。

「……困った顔して笑ってますね」

「そう。この日、みっちゃんはなぜか元気がなかったんだよ。同期の結婚式なのに」

「同期の結婚式？」

「うん。これは神谷とはやまんの結婚式の写真」

「…………え!?」

　望田さんの言っていることを理解するまでに数秒、時間がかかった。

「あの二人ってご夫婦だったんですか……!?」

「それに気付いてなかったんじゃあ、やっぱりまだまだだねぇ」

　知らなかった……。あぁでもそういえば、葉山さんの、どこかで見た覚えのあるデザインの指輪。そうだ。居酒屋で見た神谷さんの指輪と同じだったんだ。自分の中で繋がって合点がいく。いや、そこが夫婦やったんかーいって感じですけれども……。完全にノーチェックでした。

　それで一体、望田さんは何を言いたいのかという話だ。

「神谷とはやまんの結婚式で元気が無くて、それをごまかすように笑って見せるみっちゃん……。ここから言えることは一つでしょう」

「何ですか？」

「みっちゃんも実は、神谷のことが好きだったんだよ」

　どどーん、と望田さんは人差し指を立てて凄んで見せたけれど。

「……」

　……それは違うんじゃないかなぁ……。

　だってそんな気配を感じる瞬間なんて一度もなかった。そもそも、二人が話しているのを私はほとんど見たことがない。私が新入社員だから？　同期として過ごしてきた時間の中には、そう思わせる瞬間があったということなんだろうか？

　それにしたって。

「……それなら、どうして花村さんは才川さんと噂になったりするんです？　周りの振りに合わせる意味もわかんないです」

「お子様だなぁ野波。みっちゃんはほんとは神谷のことが好きだったんだけど、同期カップルに割り込む勇気がなくて結婚式で切ない思いをしていたんだよ。才川夫妻は、みっちゃんの気持ちを隠すためのカモフラージュ。才川はみっちゃんのかなわない片思いを知ってて、みっちゃんがみじめにならないようにずっとああやってゲロ甘に可愛がってるってわけだ」

「小説一本書けそうなレベルの妄想ですね……」

「人の弱みは突飛な憶測から見つかるもんだよ」

　だから私べつに弱みを握りたいわけではないんです……。

　なんとなく、望田さんの仮説は〝違うな〟と思った。だって全然ぴんとこない。私の知っている花村さんは、みんなが見ていない時に才川さんに手を握られて、照れて。あんな恋してるような顔を、カモフラージュでできるんだとしたら恐ろしい。

（……そうだ）

　自分の頭の中から出てきた言葉で、気付いた。だから気になるんだ。

　二人のやり取りのわざとらしさや以心伝心具合、ふとした時の表情が似ていることから〝実は本当に夫婦なんじゃないか〟と疑う、その一方で。夫婦にしては、花村さんのあの時の反応はやけに初々しかった。まるで才川さんに恋をしているみたいに。

　夫婦みたいなのに、そこにあるのは家族愛というよりも恋愛な気がして。きっと、私はその違和感に引っ張られている。

「……望田さん、この写真もらってもいいですか？」

「ん？　いいよ、別に」

　言いながら彼女はもう関心が次へと移ってしまったようで「デザートのケーキどうしよっかなー」なんて呑気な悩みをこぼしていた。自分から訊いておいてなんだけど、今回の望田さんの証言は私の中であまり役に立たなかった。

　けれど一つだけ、収穫もある。もらった写真をもう一度眺める。

（確かに……）

　この花村さんの困った切ない顔には、何か意味があるのかもしれない。

　並んで写るお似合いな才川夫妻の間に、この日一体どんなやり取りがあったのか。それはもう知りようがないけれど。でも花村さんの本心なら、花村さん自身がよく知っているでしょう。




　次のターゲットを定めて、私は元気よく「ごちそうさまでした」と言った。








10　〇真相　才川夫妻の薬指









「二人はいつ結婚するの？」




　そう冗談まじりに訊かれるたびに、ちょっとだけ息苦しかった。





＊






　夜八時前。本日中仕上げで頼まれていた仕事が大方片付いた頃、うーんと大きく伸びをする。一日デスクワークをこなして、体がガチガチになっている。マッサージに行きたいなぁなんて思いながら、少しだけ、〝才川くんお願いしたらやってくれないかなー〟なんて考えた。……無理だな。どうせ、うまいこと丸め込まれて私がマッサージをさせられるんだ。見えた。

　ボードを確認すると〝才川〟の欄は得意先往訪で、戻り時間が夜九時になっていた。今そこまで立て込んでいる案件はないはずだけど、本当に戻ってくるんだろうか。彼が行っている得意先の本社は遠くて、ここに戻ってくるのにも一時間以上かかってしまうはずだ。直帰すればいいのに。

　待とうか、どうしようか。

　オフィスを見回してみると、どこの部署も今は業務が落ち着いているのか、残っている社員はわずかだった。私がいる営業二課も、自分以外には新入社員の野波さんしか残っていない。新人を一人残して先に帰るのも忍びないと思って、後ろの島を振り返った。

「野波さん」

「あ、はい」

「大丈夫？　松原さん、今日はもう戻ってこないと思うけど……」

「大丈夫です。頼まれていたことは終わったのでちょうど帰ろうかなって。ありがとうございます」

　野波さんは肩上でふわっとしたボブヘアーを揺らしながら感じよく笑った。新人かわいい、若い……！　と噛みしめながら私は「そう」と微笑む。

　自分のデスクへ向き直って片付けを始めた。そういえば、才川くんはまだ新人トレーナーをやったことがなかったな。一人の指導をする間もなく一足飛びで主任になっちゃったけど、新人の教育も経験的には必要なんじゃ……なんて、誰目線かよくわからないことを考えていた。その時、左隣の才川くんのデスクの椅子が引かれる。椅子を引いたのは野波さんだった。

「花村さんもう出ちゃいます？　今ちょっとだけお時間いいですか？」

「うん、大丈夫。どうしたの？」

「何ってことはないんですけどね。花村さんとお話ししたくて」

　そう言いながら彼女は才川くんの席に座った。えーなにそれかわいい……！　さすが営業に配属されただけあって、人の懐ふところに入ってくるのが上手だなぁと感心してしまう。どうしよう何話そう、と後輩相手に少し緊張していると、話題は野波さんが振ってくれた。

「この間、たまたま望田さんとランチご一緒したんですけどね」

「もっちーと……？」

「はい。その時に、葉山さんの結婚式の時の写真を見せていただいたんです」

「へぇ……？」

　話がよく見えないなと思っていると、野波さんは手に持っていた手帳から一枚の写真を取り出した。それは確かに、はやまんと神谷くんの結婚式の時の写真だった。ただそこに写っていたのは。

「……私と才川くんだね？」

「はい」

　微妙な顔で笑っている自分と、よそ見をしている才川くん。まじまじと見て思い出す。すごく素敵な結婚式だった。みんなの前で永遠の愛を誓った二人の言葉にはずっしりと重みがあって。とても、お互いを思う気持ちが深い気がして。

　この写真がどうしたと言うんだろう？

「望田さんがね、言うんですよ。花村さん、本当は神谷さんのことが好きだったんじゃないかって」

「えぇ……？」

　それはまたもっちーもよくわかんないことを……。珍しい。彼女の持つ情報はあることないこと含め、それが噂になると最もらしく囁かれるから恐れられているのだ。だから、私が神谷くんをなんて根も葉もない話は……あぁ。だからこの写真？

「花村さんの顔が少し悲しそうなのは、だからじゃないかって」

　言われてもう一度写真を見る。確かに、私はとても微妙な顔で笑っていた。

　素敵な式だったからこそ、少しアテられてしまったのかもしれない。本当だったら私と才川くんもこんな風に……と思うと、ちょっとだけ切なかった。

　誰にも言えない、ってことは、誰にも祝福されないってこと。

「……」

　黙ってしまった私に野波さんはもう一度問いかけた。

「花村さんは、神谷さんのこと好きだったんですか？」

「……ふふ。ないない。この時ちょっと悲しかったとしたら、はやまんを神谷くんにとられちゃう！　ってことくらいかなー。実際結婚してからあんまり遊んでくれなくなったし」

「ですよね！　私も、それはないんじゃないかなぁーと思いながら興味で訊いちゃいました」

　すみません、と悪戯っぽく笑いながら彼女は謝った。かわいく〝お話ししたいです〟なんて言いながらこんな話をぶっこんでくるんだから、新人侮れない……。

　その後も少しだけ野波さんと他愛のない話をしていると、デスクに置いていたスマホが震えた。確認すると得意先に出ていた才川くんから「今日直帰」とメッセージが入っていた。

　四文字熟語……。絵文字もスタンプもないその文面に、修行僧のような気持ちになる。もうちょっとなんかこう……もうちょっとさぁ！

　スマホを握りしめながら野波さんに笑いかけた。

「じゃあ、そろそろ帰ろうかな」

「そうですね。引き止めてしまってすみませんでした」

「いえいえ」

　席を立ってボードの〝花村〟の欄に帰宅のマグネットを貼る。〝才川〟の欄にも、九時戻りと書いてあったのを消して帰宅のマグネットを。

　野波さんとは会社を出てすぐに別れた。駅までの道を一人歩きながら、家に帰ったら何をしようかと考える。ほんとは溜まった家事がある。でもまだ九時前だ。こんな時間に彼と一緒に家にいられることは珍しいので、この際溜まった家事は休日にまわして、ＤＶＤでも借りて帰ろうかと。浮かれた足取りで改札を通り抜けた。




　夜十一時過ぎ。私の予定では今頃、リビングで借りてきた映画を一緒に見ているはずでした。それがどうしてこうなった？

「才川くん」

「何」

「でぃ」

「ＤＶＤなら見ないぞ」

「……えぇー」

　被せ気味に却下されて項うな垂だれる。寝室で、お風呂からあがった才川くんは自分のベッドに座って文庫本を読んでいた。私は隣のベッドからただそれを見つめている。……解せない！　家の中だというのに、この距離感。




　今から二時間ほど前。家の最寄り駅に降り立った私はレンタルショップに寄って、洋画のラブストーリーを五本ほど厳選して借りてきた。これで家での才川くんも、甘い展開に流されて私とイチャイチャしてくれるはず！　と、我ながら安直な考えで妄想を繰り広げながら帰宅。

　家に帰ると洗濯物が畳まれていて感動した。その上、先に帰っていた才川くんは夕飯まで作ってくれていて、テーブルにはナポリタンとサラダとコーンスープ。私の旦那様ってなんてハイスペックなんだろう……と恐ろしくなりながら、仕事の話をいくつかして、夕飯を済ませ、才川くんはお風呂に入った。その間に私が洗い物をして、出てきた才川くんと入れ違いでお風呂に入る。体をピカピカに磨いて、ほどよく香るボディクリームで肌を包んだ。映画を見ている最中、何気なく彼が私に触れたくなるように願いを込めて。




　しかし結果はこれである。




　映画は却下され、才川くんの視線はさっきから、ゆっくりとページを捲っている文庫本に釘付け。私は自分のベッドに座り、ぼやく。

「……五本借りてきたんだけどなぁ」

「五本も？　絶対に全部見きれないだろ」

「五本もあれば才川くんもどれか見たいのあるかなって」

「悪いけど、なかなか読む時間とれないから今日はこっち」

　そう話す間も、一回も視線をこっちにくれない。何をそんなに一生懸命読んでいるんだろう？

「そうですかー……」

　確かに五本は借りすぎた。仕方がないから、今夜は一人で一本でも映画を消化しようかな……。借りてきたやつ、結構面白そうだし。そう思ってリビングへ行こうとベッドから下りた時。

　才川くんの手がちょいちょいと私を招いた。

「おいで」

　……そんなまた、こっちを見もせずに。

　招くその手の動きに、抗うことができずに才川くんの傍へ行った。すると彼は少し横にずれてスペースを作ったので、私は様子を見ながらベッドの中にお邪魔する。彼の体温で温まった布団のなか、なんとなくドキドキしてしまって。

　けれど才川くんは、本に集中したままで読書をやめる気配がない。彼の隣で私は、〝一体なんでベッドに呼んだんだろう〟と不思議に思いながら彼を見つめていた。すると、片手が伸びてきた。

（わ）

　大きな手のひらが私の頭を抱いたかと思うと、そっと彼の胸の上に抱き寄せられる。しなだれかかるようにして彼の胸にぴたっと耳をあてる体勢になった。

（……うわぁ）

「……」

　才川くんはそうしておいて何を話すでもない。ペラ……とたまにページを捲る音が聞こえてくるだけで、彼の集中力は途切れない。

　これで構っているつもりなんだろうか？　お風呂で温まった体温に触れながら、トクトクと鳴る心音を聞いていると、不覚にも満たされてしまう。ずるいなぁ。胸に耳を当てたまま、しばらくぼーっとしていた。心音とページを捲る音と、才川くんの呼吸だけをＢＧＭに。

　そこでふと、ベッドの脇にある黒いベッドサイドテーブルに目がいった。

「……」

　一番下の段にある鍵のかかった引き出し。そこは私たち夫婦の間の不可侵領域だった。

　基本的には彼の私物の片付けもするし、洗濯だって二人のものを一緒に洗っている。それくらいは夫婦として許されているけれど、その引き出しだけはどうにも触れがたくて。才川くんはたぶん、その引き出しの鍵を家の鍵と一緒に管理して、肌身離さず持っている。

　ずっと中身が不明だった引き出しだけど、ついこの間一度だけ開いた。中から出てきた紙切れのせいで一悶着あったけれど、それももう解決して落ち着いている。……落ち着いたはずなんだけどなぁ。引き出しにはまた鍵がかけられていた。

　頭上でぱたりと本を閉じる音がして、胸に手をあてたままでそっと上を向いた。それに気付いた才川くんと間近で目が合う。

「……どうした？」

　私が何か言いたげな顔をしていたんだろう。才川くんは目敏く察して瞳の中を覗き込んでくる。唐突に、あの結婚式の時の気持ちが蘇よみがえって泣きそうになった。

「……もう、言ってもいいんじゃないかなって思うんだけど」

「何を？」

「私たちが結婚してること、会社のみんなに。もう七年も経ったんだから、さすがに誰も生意気だなんて思わないでしょう？」

「……」

　才川くんは文庫本をベッドサイドに置いて、少し考えてからこう言った。

「……お前、言えるか？」

「え？」

「〝七年間も嘘ついてました〟って、今更会社のみんなに言えるのか」

「……」

　そう言われると言葉が出てこなかった。……でも、じゃあ、ずっとこのまま？

　それは嫌だと思うのに反論する言葉が出てこない。確かに、嘘をついていましたと告白する瞬間のことを思うと胃がキリキリと痛んだ。

「うーん……」

　考えて唸りながら目を閉じる。

「みつき」

「なに……？」

「寝るならベッド戻って」

「え」

「お前のベッドはあっち」

　そう言って隣のベッドを指さす。

　いつもの彼の意地悪な笑い方に、わなわなと震えた。

「……意地悪すぎる！」

「意地悪？　何が？」

「そんな態度ばっかりとるならもう知らないから！　会社で私も素っ気なくして──んッ」

　胸の上で抗議していると、才川くんは私の肩を掴んで触れるだけのキスをした。たった一瞬だけ触れた唇の熱さに心奪われて、ぽかんとしてしまって。後に言おうと思っていたことは全部忘れた。……私、ちょろすぎる。

「……才川くん」

「ん？」

「もっと」

「……」

　首元をきゅっと掴んで首を伸ばす。ダメもとでねだったもう一回のキスは、意外とすんなり降ってきて、口内を優しく舐められた。甘い息が漏れる。

「ん……ふぁ……ん、んんっ……」

「は……お前、ほんとキス好きだよな。さっきから俺のに擦りつけてきてるのはわざと……？」

「っ」

「無意識か。いつこんな誘うのうまくなったんだろうってびっくりした」

「や……」

「ほら、腰揺れてる」

　体のどこをいじられたわけでもない。ただキスだけで昂たかぶって、彼の言う通り自分から秘所を彼に擦りつけていた。指摘されてカッと頬が熱くなるのを感じながら、ここで引いちゃダメだと、目と鼻の先にある才川くんの目を見る。

「……今夜もそんな気分じゃない？」

　思い切って訊いてみると彼はピクッと反応して、また少し考えてから言った。

「……気分じゃない、こともないけど」

「ん」

　唇を唇で食まれながら、返ってきた言葉に耳を疑った。気分じゃない……こともない？　じゃあ、と体が期待して、熱をもっていくのがわかる。深いキスに息が切れて、唇が離れるのと同時に大きく空気を吸い込んだ。

　彼は言った。

「──でも、ごめん。ゴム切らしてる」

「……ん」

　その申告を境目に、深く口の中を絡めとるキスは徐々に落ち着きを見せて、触れるだけのキスに戻っていった。最後にちゅっと口を吸って、才川くんは私の両肩をゆっくりと押し離す。すり、と頬を撫でられる。彼の表情は少しだけ苦しげで、私ももどかしくてたまらない。

「あー……まさか、あの朝あんな使い切るほどヤると思ってなかったから……」

「……着けずにしないの？」

「え？」

「や……」

　別に避妊しなくていいのでは？　と思いながら。というかむしろ、そろそろ。

　うまく言えずに濁していると、才川くんは穏やかに笑って「しないよ」と言った。……あぁ、そう？　そうですか。ふーん……。

　わかりやすく不貞腐れた顔をしてベッドから抜け出そうとすると、才川くんはそんな私の手を引いてベッドに引き留める。

「カラダ、火照ってるだろ。そんな状態で眠れるのか？」

「……仕方ないでしょ！」

　自分がしないって決めてるくせに！　憤慨する私に、才川くんは笑ってまた布団の中へと誘う。そうされると私が逆らえないと知っていて、「おいで」と優しい声で招いて、「こっちに背中向けて座って」と指示してくる。……なんだろう？　私は、少しの期待と不安でおずおずとしながら、もう一度ベッドに入って才川くんに背中を預けた。彼は、この火照りをどうにかしてくれる？

「……ん？」

　あれ？

　視界の端に、彼が片手に持って読んでいる文庫本が見えた。さっきベッドサイドに置いたはずの文庫本。そのページは器用に、本を持っている彼の手の親指で捲られていく。

　さも体の火照りをどうにかしてくれそうな誘い方をしておいて、結局本を読むんだ。もう意味がわからない……。私が落胆していると、もう片方の手が動きだした。

「っ……！」

　その手はするりとパジャマのズボンの中に入って、ショーツの中に忍び込んで。茂みを掻き分けすぐに核心を探り当てる。

「あっ……」

　才川くんの胸の上で小さく身じろぎした。ぞわっと腰のあたりが痺れて、つい浮かしそうになってしまう。いつも隣の席でキーボードを叩いている彼の長い指を想像した。その人差し指と薬指が、器用に襞を押し開き、一番敏感なところを中指が擦りあげた。

「あっ、だめっ……擦っちゃ……！」

「動くな、揺れて字が読めない」

　あろうことか彼は、左手で私を慰めながら右手に持った本を読んでいた。

「やぁんっ……！」

「……濡れ方がすごいな。さっきのキスだけでこんなに濡れたのか？　……それとも、こんな適当にされるのがイイんだ？」

「んっ……そんなわけ、な……あぁっ！」

　しゃべろうとすると中指に強く押し潰される。そのたびに強烈な刺激が腰骨を痺れさせて、おかしくなってしまいそうだった。

　それでも彼のもう片方の手の親指は、平然と本のページを捲る。

　気持ちいいのは確かだ。でも。

「んっ、んっ…………めて……」

「え？」

「……本……あっ、んんっ……読むの、やめて……？」

「……どうして？」

　ちゃんと気持ちイイだろ？　と耳元で囁かれる。その意地悪な声で達してしまいそうだった。でもこんなのは嫌だ。

　ずっと擦りあげられて刺激を受け続けながら、息も絶え絶えに伝える。

「んッ……もっとちゃんと構ってっ……」

「構ってるよ。構ってるからみつき、びしょびしょに濡らしてるじゃん」

「そうじゃな、くてっ……私にっ……私に集中してっ……！　あぁっ」

　あ、ダメだもう。意識飛びそう……。

　そう思った瞬間、視界の端でぽとりと本が落ちる。続いて甘い声が耳の中をくすぐった。「了解」と彼は、熱っぽく返事をして。

　擦る指の動きを激しくしながら、さっきまで文庫本を持っていたほうの手で後ろから私の胸をグニグニと強く揉みしだいた。

「あぁんッ……！」

「はぁッ……ヌルヌルんなってるぞ、ココ。指、何本でも入りそうだけどどうする……？」

「やっ……いっぱい入れちゃだめっ……！」

　いつの間にか才川くんは私の首筋に顔を埋めて、舐めて。興奮したように息を荒げていた。預けている体のお尻の部分にも彼の昂りを感じる。一体いつスイッチが入ったのか。

　ぐちゅぐちゅと何本かの指で掻き混ぜられながら、才川くんの興奮を全身で感じて、乱されていく。欲望を一身に浴びるのは恥ずかしすぎて消えてしまいそうで、それ以上にとても満たされた。

　──もっと。満たされても満たされても、次から次へと湧いてくる欲求は、たった一つを求めている。お尻に擦りつけられている凶暴な硬さを持った彼の欲望。

　文庫本は所在なく掛布団の上に落ちたまま。

「っ、才川くんっ……」

「んん……？　っ、は……なに……？」

　あ、ダメだもう今度こそ。

　予感した瞬間にぐるん、と後ろを向いて唇を押し当てた。拍子抜けした顔を視界の端に捉えながら。

「──も、挿いれて。お願い……才川くんが欲しいっ……！」

　そう素直に伝えたら、貪るように唇を奪われた。

「ん、んんッ！」

　大きく口を開かされて舌を思いっきり吸い上げられた。口の端から唾液がこぼれるのがわかって、でも拭う余裕すらない。

「ん……っ。ゴム、切らしてるって……言っただろ」

　熱い吐息と舌が言葉の合間に絡んできて、脳が溶ける。彼を受け入れたがって伸縮を繰り返すナカに、細く長い指が沈み込んでいく。

「あッ……ナマでっ、ん、いいっ……からぁっ……」

「……淫乱」

「ひゃぁっ……も、指じゃやだっ……」

「そんなに欲しい？」

　じゅぽじゅぽと空気を含ませた音が鳴るほどナカで動かされる指と、お尻に擦り付けられる、私が今一番欲しいもの。ナカに突き挿れてほしいもの。恥じらっている余裕なんてとっくになかった。

「欲しい」

　意を決して言っても、彼の答えは決まっている。

「ん──ダメ、あげない」

　上と下を同時に激しく攻めながら深く口づけて、そう言う才川くんはどことなく嬉しそうだった。

「あっ、あぁーっ……」

「イく？　……いいよ、イって」

「ひんっ……！」

　最後に中指で激しくナカを掻き乱されて、私は達した。彼の胸に背中を預けたままビクビクと体を痙けい攣れんさせ、ぐったりと凭もたれかかる。才川くんは息を荒くしたまま、イっている最中の私の肩や首筋に数えきれないほどのキスを落とした。




　しばらくぼーっとしていて、気付けば、自分のベッドへ運ばれて。ゆっくりとベッドに降ろされる瞬間の、背中と膝裏に回されていた大きな手が離れていく感覚がくすぐったい。

「……才川くん？」

　未だ体を支配する甘い痺れに縛られながら、私は大人しく彼に布団を掛けられた。才川くんはそっと私のこめかみにキスをする。……なんか今日、やけに甘い。

「おやすみ、みつき」

「……おやすみなさい。朝になって襲ってこないでね」

「それは約束できないな」

「……」

　ずるいなぁ。

　また今夜も私は一人のベッドで考えるのだ。会社の人に結婚していることを明かせないもやもやと、なかなか子どもをつくろうという話にならない夫婦間のもやもや。




　ねぇ才川くんもう少し、私は。










　翌朝。ベッドの中で目覚めると重みも違和感もなかった。〝約束できない〟なんてちょっと期待を持たせる言い方をするところがほんとにもう……。何もないってわかっていたけど。

　いつも通り二人で朝食をとって、時間をずらして出社する。今日は私が先に家を出た。あの朝みたいに、遅刻しそうでもなければ私たちは一緒に通勤することすらない。




　始業前、私より後に出社してきた才川くんは隣のデスクで新聞を読んでいた。昨日の夕方に得意先のお菓子メーカーが原料会社の吸収合併を発表して、それがどう取り上げられているのか確認するのだという。今朝私がメディア部の新聞担当から借りてきた全国紙の朝刊をデスクの上に積んで、一紙を広げて見落としがないように視線を滑らせていた。

　邪魔をしないように、彼に確認したかった書類は後回しにして私は視聴率チェックを始める。

「花村さん」

「はい」

　紙面に視線を落としたまま才川くんは私を呼んだ。なんでしょう、と左の席に座る彼に向き直った。

「印刷会社への支払い処理って済んでる？」

「済んでる」

「本社移転祝いの花の手配は？」

「先週のうちに」

「俺の出張精算」

「それも先週のうちに」

　ちなみにそれはうちの家計に関わることなのでソッコーで処理しました。……と心の中で返事する。

「花村さん、百点満点だな。ありがとう」

　相変わらず視線は紙の上だったけれど、褒められれば素直に嬉しかった。百点満点。にやけだしそうなのを堪こらえて「どういたしまして」と澄ました返事をする。

　そのやりとりを聞いていたらしい隣の課の駒こま田ださんが、ぬっと向かいのデスク越しに私たちを覗き込んできた。駒田さんは四十歳過ぎの経験豊富な営業社員。貫禄ある口髭を撫でながら、にやにやと笑って私に話しかけてくる。

「百点満点だとよ。花村、お前早く才川にもらってもらえ。さっさと印鑑押させて籍入れないと嫁にいき遅れるぞー」

　……だから、とっくに結婚してますけど……！

　立派なセクハラな上に、本当のことを言えないもどかしさで余計に腹が立った。言えないのは最初に嘘から始めた自分たちのせいだ。わかっている。でもどうしようもなくもどかしくて、悔しい。

「そうですねー、いき遅れたくないですねー」

　これでもかというほどの愛想笑いで駒田さんに適当に返事をする。駒田さんはそうだろうそうだろうと頷いてその場にとどまり、まだ小言を言いそうな雰囲気でうんざりした。

　そこで才川くんが口を開く。

「俺は、いつでも大歓迎なんですけどねー」

　やっぱり紙面を見つめたまま。

　ただ、左手で広げた新聞を持ちながら、右手で。

（え）

　右手の人差し指と中指で、キーボードの上に添えていた私の左手の薬指を撫でた。ちょうど、本当だったら結婚指輪が嵌まっているはずのあたり。

（えぇっ……）

　私たちの手元が見えていない駒田さんはまだ何かを言っていたけれど、何も頭に入ってこなかった。演技なのか、素なのか。でも死角だから誰に見せるわけでもなく。くすぐられる左手の薬指に全神経を持っていかれる。彼の綺麗な手が、長い指先が。指の腹で、自分のものだって主張するみたいに私の薬指を。

「……っ」

　嫌にドキドキした。初めて彼が私の隣の席に座った日と同じくらい、ドキドキした。

　撫でられた薬指を思いっきり意識しながら。今も昔も、同じことを思っている。

（……好き）

　何を考えているの？　才川くん。




　入社三年目のある日、部署異動の辞令が出るまで会社ではまったく言葉を交わさなかった私たち。彼が隣の席になった日のことは、今でもよく覚えている。
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　その辞令が出た日。




「あ。みっちゃん才川とおんなじ部だね！　同期で一緒なんて珍しい」

「……」

　……誰か嘘だと言ってくれ……！

　私は掲示板の前で膝から崩れ落ちそうになっていた。入社三年目。四月一日付の人事異動では、「ここ数年じゃ珍しい」と先輩たちが口々に言うほどの大規模な配置転換が行われた。職種を跨またいでの異動も多く見られ、たくさんの社員の氏名が並ぶ貼り紙の中で。〝花村みつき〟は名前の順で〝才川千秋〟の下に名を連ねていた。その横に記載されている文章はどちらも同じ。〝営業二課〟

（聞いてない……！）

　四月一日付の人事異動。内示は先々週には既に出ていて、部長からは異動があることを聞かされていた。

　私は内示を出されたその晩、ご飯をよそいながら才川くんに「私異動するみたい！」と声高に報告した気がする。いや、した。絶対にした。でも才川くん、何も言ってなかったのに。異動なんて一言も……。っていうか私二課って言ったよね!?　才川くんおんなじ部って絶対わかってたよね!?　うわぁぁぁやられたぁぁぁ！

　ほんとに膝から崩れ落ちそうだった。




　午前中は引っ越し大会。前の週に引き継ぎを済ませていた私は、段ボール一つというすっきりとした荷物を両手に抱きかかえて二課のデスクへと向かった。……お、重い。一つにまとめられたものの、営業事務は手持ちの文房具類が多いのだ。ラベルシールのプリンターや、広告媒体の料金表冊子まで入っているものだから、見かけ以上に重くて。よろよろと二課を目指す。

　才川くんと同じ部になることは予想外だった。でもこの時、彼も私もまだ三年目。こんな若手たちを、しかも同期同士を組ませることはないだろう。接点はあっても、電話の取次ぎくらいじゃない？　それで席が部の端と端とかだったら……うん、なんか大丈夫な気がしてきた。いけるいける！　おっけー！　と、足取り軽く、段ボールを抱えなおして弾みをつけたところで、つんのめった。

「ひゃうっ！」

　変な声が出たことを恥じる間もなく前のめりに倒れ込む。

　箱の中身をぶちまけなかったのは、誰かが受け止めてくれたから。

「う……すみません……ありがとうございま──」

「大丈夫？」

「……あー……うん、大丈夫」

　抱えた段ボール越しに視線がかち合ってしまった。初めて社内で目を合わせた。家で見慣れているはずのその目に、自分が映りこむと異常に恥ずかしくて、叫んで逃げだしたくなる。

「ほんとに？」

　──動悸がする。

　私が抱えていた段ボールをひょいと奪って、才川くんは回れ右をして二課へと向かう。背広の後ろ姿。家で何度近くに見たってずっと遠いものだと思っていた。働いている彼の姿が素敵だと人伝てに聞いても、絶対に目で追わないように自分に言い聞かせてきた。

「……あ、の」

　自分で運びます、と私が言うより先に彼が口を開く。背を向けたまま。

「同じ課なんて驚いた」

「……どの口が」

　小さな声で漏らすと軽く振り返って目と口元が笑う。あぁほらやっぱり。内示が出た夜に、自分だけこうなることを知ってて黙っていたんだ。確信犯。ほんとに性格が悪いったらない。

「ちなみに俺たちの席、隣らしいよ」

「……え？」

「よろしく、花村さん」

「……はぁ。よろしくお願いします……？」

　才川くんは私の新しいデスクに段ボールを下ろし、見たことない爽やかな笑顔を私に向けた。

（くっ……）

　癖になりそう……！

　家でのドライな対応にすっかり慣れてしまっていた私は、彼の社内用営業スマイルにもときめいてしまったのです。

　後から異動先の部長に話を聞くと、席が隣になっただけでなく、私は才川くんをメインで補佐するようにとのお達し。なんでも彼には異動を機に、三年目と思えないほどの仕事の負荷をかけて成長させようという狙いだったそうで。実際に才川くんはテレビにＷＥＢ、新聞と多岐にわたって広告展開をするクライアントの担当になった。

　そしてそこから始まったのは甘い甘い夫婦生活……なんてことももちろんなくて、めくるめく深夜残業の日々が始まったわけですが。




　閑話休題。

　私は彼の隣の席に座り、彼の補佐として就くこととなりました。




「むりむりむりむりむり！」

　異動があった日。彼が家に帰ってくるなり私は玄関で詰め寄った。

「こら。何よりも先にお帰りなさいだろ」

「才川くんお帰りなさい！　無理です！」

「ただいま。何が無理？」

　この会話の流れで自然とスーツのジャケットと鞄を受け取ってしまう自分も自分だと思うし、渡す才川くんも才川くんだと思う。私は受け取ったジャケットをハンガーに掛けながら、マイペースにゆるゆるとネクタイをはずす才川くんの背中に向かって言った。

「隣の席なんて無理！　しかも補佐担当なんてっ……」

「なんで？　俺わりと的確に指示出すほうだと思うけど」

「そういうことじゃなくて！　毎日あの距離で話すなんて、他人のフリしきれるわけがっ……」

　今日一日だけでもうどっと疲れていた。会社で夫が隣にいる緊張感は尋常じゃない。見られているわけじゃないとわかっていても意識してしまうし、隣でキーボードを打つ音や伸びをする気配だけでびくっと反応してしまう。

　初めて一緒の課になった松原さんにも、ランチの時に「異動してきて緊張してるの？」と笑われてしまった。

　それなのに才川くんは。

「別に今まで通りにしてればいい」

　そう言ってワイシャツのボタンをはずしながら脱衣所へ足を向けてしまう。「先にお風呂？」と訊くと「うん」と答える。「一緒に入る？」と訊くと「入らない」と答える。いつかうっかり「うん」って言わないかなーなんて思っているけれど、なかなか言わない。

　ちぇ、と思いながら最後に背中に投げ掛けた。

「今まで通りは、無理だからね」

「なんで」

「ドキドキするから」

「……なんで？」

「……なんで、って」

　急に振り返って真顔で訊くから狼狽えた。

　なんでって、なんで。

「才川くん……お風呂は？　待って近い。近い！　近い近い近い！」

「みつき今日うるさい」

「っ」

　シャツを脱ぎかけたままの姿で才川くんは、私の正面に立って両手を首元に差し込んできた。突然首に触れた体温にぴくっと反応したのを笑いながら、才川くんは二人だけの部屋で、内緒話をするように耳元で囁く。

「……なんか楽しそう」

「っ……楽しくなんか」

「なんでドキドキするんだ？」

「勘弁してっ……」

　ほんとにどれだけ意地が悪いのかと。鼓膜の中をくすぐるように囁くその感じに、いろんなことを思い出してしまう。

　三年目のこの時もう既に、信じられないほど頻度の低いセックスに縛られていた。二ヵ月や三ヵ月も間が空くのなんて当たり前。そんなにしなかったら忘れてしまいそうなものなのに。そのたった一回が良すぎて、何度でも思い出す。きつく押さえつける腕と慈しむような唇。容赦ない動きと甘やかす手のひら。欲情した声と、その後だんだん丸く優しくなる瞳。

　なんて呪いをかけてくれたんだろう、と。

「なんで？」

　アダルトな雰囲気の中で繰り返される子どものような「なんで」に、そう長くもたなかった。私は半ばキレながら「好きだから以外ある!?」と叫んでいた。

　彼は「やっぱり楽しそうだ」と笑った。そして言ったのだ。腕の中に私を収めながら、よくない笑い方で。

「いいこと思いついたんだけど」

　……それ絶対いいことじゃないですよね？




　当たり前だけど、才川くんは次の日も私の隣のデスクに座っていた。彼が電話に出ている隙を見計らって、ちらっと隣の様子を窺う。肩口に受話器を挟はさみながらメモを取っている彼を見て〝あぁ格好いいってこれのこと〟と合点がいってしまう。三年目のくせに余裕のある表情。笑う切れ長の目。細くて長い指先。どれも自分はよく知っているくせに。旦那さん相手に馬鹿みたい。どれだけ彼のビジュアルが好きなんだと、恥ずかしくなって両手で顔を覆った。

「花村さん」

「はいっ」

　いつの間にか電話を終えていた彼に名前を呼ばれて飛び上がる。とっさに左を向くと目が合った。死ぬ。唇があわあわと震える。死ぬ。微笑まないで死んでしまう！

「この書類頼んでいい？　社判申請」

「はい……」

「……緊張してる」

「っ」

　書類を受け取った指先は震えていた。バレる。絶対にバレてしまう。うつむく私の顔を、才川くんはそっと覗き込んできた。……だから無理だって言ったじゃん！

　こんなの仕事にならない。事情を知っている人事に話して、席の離れた部に移してもらえるようお願いしよう。うん、そうしよう。そう思って私が顔を上げた時。

　パッと手を握られた。お互い席についたまま、隣同士で。左手を。

「花村さん」

「……はい」

「ごめん、突然だけど」

　なに。この手はなに？

　彼はこの辺一帯によく聞こえるような、明瞭な声で言った。




「花村さん、俺のタイプど真ん中なんだ」




「…………は？」

「だから隣の席とか緊張するけど、かなり嬉しい」

　ザワッ！　とオフィス中がどよめいて、周囲ではいろんなことが囁かれた。「あいつら隣にしたの誰だよ」とか、「才川くんってあんなキャラだったっけ？」とか、「会社で口説くなよなー」とか。

　彼は最後に耳に入ってきた小言を拾って周囲に言った。

「すみません。なるべく我慢しますけど、口説くかも」

　まだ呆けている私の前で、周りからの嬌声や野次に対してニコニコと笑っている。それは決して家では見せない種類の笑顔。

　口説く？　才川くんが？　私を？　……どうして？

　理解が追いつかない私の手を握りなおして、彼が周りに聞こえないくらい小さく囁いた言葉で、やっとわかった。




〝ドキドキしてていいよ〟




　その一言で。馬鹿みたいだけど。座っていたけど。

　今度こそ本当に膝から崩れ落ちるかと思ったのでした。
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　そんな茶番が今でも続いている。三年目のあの日に彼が始めた溺愛設定が、八年目になった今もそのまま。変わったことといえば、口説くところから始まった設定が、今ではお酒の席でキスされたり、カラダの関係を匂わせる（明らかな）芝居をしたりと関係が進んでいるところだろうか。

　隣の席をちらりと窺えば。今日も今日とて、隣で才川くんが働いている。

「えぇ、それは一度きちんと時間を設定して打ち合わせしましょう。そのキャンペーンだと個人情報を取得することになるので、細かい決め事が多いです。一度資料をお持ちするので──」

　肩口に受話器を挟んで打ち合わせしながらメールを打つ姿を、油断するとずっと見つめてしまいそうになるから、私は自分の仕事に精を出すしかない。

　滑るようにキーボードを叩く細長い指。彼に指の腹で撫でられた薬指が、まだ熱をもっているような気がした。──実は。私は才川くんから結婚指輪をもらっていない。

「花村さん、ごめん。頼む」

「はい」

　いつの間にか電話を終えていた才川くんがそれだけ言って、書類を手渡してきた。彼はいつも書類をそのままパスしてくる。処理をするのは必ず私。他の営業事務にはできないし、なんなら彼自身にだってできない。私にしか。

　それには理由があって。指輪はもらっていないけど、彼の演技が始まった日に一つだけもらった物がある。




〝俺の大事な物、受け取ってほしいんだけど〟




　彼が意味深なセリフで、意味深な微笑を浮かべて私の手の中に落とした物。それは今、私の制服のポケットの中にある。取り出して、きゅぽっ、とキャップをはずして書類の上についた。もらった物は〝印鑑〟だ。〝才川〟の名前の印鑑。

　もらった瞬間は「ただの仕事道具じゃない！」なんて言って彼を非難したけれど、ほんとは嬉しかった。〝花村〟と呼ばれることがほとんどの生活の中で、この印鑑を捺す瞬間だけ、才川みつきになれる気がして。

　隣で才川くんが言う。

「花村さん、ご機嫌」

　印鑑を捺している私に、彼はいつもそうやって声をかけた。五年経って私は、微笑み返せるようになった。

「仕事が好きなので」

「ストイックだな。惚れそう」

「惚れてるでしょ？」

「そうだった」

　松原さんに「他でやんなさいよ」とたしなめられる。すみません、と素直に謝る。怒られても仕方がない。でも私にとったらこれは、ささやかな夫婦の睦むつ言ごとだから。なぜか家ではこういうのほとんどないし……。

　綺麗に捺せた〝才川〟の字のインクを乾かそうと、パタパタ書類をはためかせているとまた電話が鳴った。外線だ。片手を伸ばすと才川くんが「出るよ」と私の手を制した。

「はい、東水広告社です。はい……。はい、お世話になっております、才川です」

　今の番号は旅館チェーンかな……。

　書類をトレイに置いて、メモとペンを才川くんの手元に置く。手で〝ありがとう〟と合図して、彼は自然とそれを受け取って会話を続けた。きちんとお礼を言ってくれるところも、好きだと思う。

「はい。えぇ……はい、そう記憶しています。期初にそれで予算設定しましたよね。はい……」

　言いながら、さらさらとメモに走り書く。強くて綺麗な筆致。〝新聞予算〟〝役員会議〟〝試験的に〟……〝ＷＥＢ予算に付け替え〟？

「…………え？　全部、ですか？」

　あ。珍しく〝やばい〟って顔してる。




　しばらくは残業かしらとあたりをつけながら、才川の印鑑を大事にポケットにしまった。








11　証言６　夫婦の悩み









「うどん食いに行くか」

「……今からですか？」

　ふらっと二課に現れた駒田さんの誘いに、私はつい〝それマジで言ってるんですか？〟というトーンで答えてしまった。ただいまの時刻、深夜二時。

　昼間の喧騒が消え、カタカタとキーボードを叩く音だけが響いているオフィス。フロアにはまだ人が点々と残っていて、その中で営業二課だけやけに残っている人が多い。

　私も、終電はとっくの前に諦めた。

「いいわよ野波、行ってきなさい」

　隣の席で松原さんが首を回しながら言う。だいぶお疲れのようだけど、こんな時間でも化粧崩れ一つしていない。私のトレーナーは何か、特別な魔法を使える魔女なのかもしれない、と最近思う。

「でも」

「手伝ってくれたお陰でもうすぐ資料はできるわ。あとはクリエイティブから上がってくる絵コンテと合わせるだけだから、それは私のほうでやっとく」

「それなら私も」

「ダメよ。さくっとうどん食べて寝なさい。明日のプレゼンで居眠りされても困るし」

「……はい」

〝厳しいようであの人、身内には甘いから〟

　ついこの間二人で話した時に、花村さんは松原さんのことをそんな風に言っていた。それはほんとにその通りで、松原さんは優しい。

　ここは素直に甘えておくべきなのかなぁと迷いながら席を立つ。すると松原さんは椅子をくるりと回転させて、後ろの島を振り返った。

「それと、今ちょうど帰るところらしい才川も一緒に」

「え」

　パソコンの電源を落としていた才川さんが不意を突かれて振り返る。松原さんはふん、と笑ってから駒田さんに微笑みかけた。

「連れてってやってください駒田さん。今度はぜひ私も一緒にお願いしますね」

「お前と行くならうどんよりかはバーだろうなぁ」

「駒田さんの行きつけでお願いします」

「いやーあの、俺は」

　二人の間に割って入ろうとする才川さんは、きっと断りたかったんだろう。だけど魔女がそれを許さない。

「どうせ今から男一人の家に帰ったってコンビニ飯でしょ」

「まぁ……そう、ですね」

「ちゃんと食べなさい。それから先輩をよいしょして後輩を可愛がりなさい」

「松原。俺の前でよいしょって言うな……」

「やだぁ、私はいつでも本気で駒田さんのこと尊敬してますよっ。ほんとに良いお店ご存知ですもんねー」

「尊敬してるとこそこだけ……？」

　断るタイミングをなくした才川さん。じっと見ていると、目が合った。彼は〝仕方ない〟という風にふっと笑った。

　数日前、才川さんにかかってきた電話を皮切りにして営業二課では突発案件が次々に発生した。才川さんがメインで担当している旅館チェーンは、何やら差し迫って対応しているみたいだし、松原さん担当の下着メーカーは広告を一新するらしく「またコンペか！」と彼女は嘆いていた。さっきまで作っていたのはそのプレゼン資料だ。

　そんなわけで、営業二課の一部のメンバーはこの時間まで深夜残業。私と才川さんと駒田さんは、深夜にうどんを食べることになった。




「そういえば花村はどうした？」

　片手と口で器用にお箸を割ると、駒田さんはそう問いかけてどんぶりにたっぷり入った肉うどんをすする。

　とっても美味しそうだけど深夜にそれは……。でも炭水化物という時点でもう……。なんて、ぐるぐる考えながら私は素うどんをすする。

「調子悪そうだったんで先に帰しました」

　そう答えて才川さんは、隣で天ぷらうどんをすすった。とても姿勢よく、美しい所作で天ぷらうどんの小サイズを。……才川さんは小なのに。私は特に迷わず並を頼んだ自分を恨んだ。お腹の中に炭水化物と罪悪感が溜まる。

　確かに彼は、ワイシャツの上から見る限り贅肉とか脂肪とかとは無縁そうだ。思わず食べる手を止めて体を凝視してしまった。私の視線に気付いた才川さんが不思議そうにこちらを見る。

　あ。違う違う。私の興味は才川夫妻。花村さんがなんだって？

「まぁ、お前らここ最近ずっと遅いらしいしなぁ……。花村のあんな細っこい体ではもたんわな」

「いや、体力ありますよ花村は。同期を褒めるのもなんですけど根性もあるし。今回は僕が無理をさせてしまっただけで」

「足腰立たなくなるくらい？」

「ははっ。明け方まで抱き続けたらそりゃ仕事キツくなりますよね。反省してます」

「若いっていいなぁー」

「……駒田さんも才川さんも、私には下ネタ聞かせても大丈夫って思ってるでしょ」

「こんくらい何が下ネタだ」

　びっくりした。途中まで〝仕事で無理させてしまった〟って話だったはずなのに、すごくナチュラルに下ネタに切り替わっててびっくりした！　才川さんの間髪入れない切り返しにもびっくりした。〝言われた本人が不快に思ったらセクハラ〟って習ったのを、駒田さんは覚えていそうにない。セクハラ研修意味ない。私は黙って素うどんをすすることにした。

「冗談はさておき、才川」

「はい」

「お前、そろそろちゃんとしろよ。花村とのことは」

　……お？

「三十路前の女つかまえていつまでもあんな茶番やるもんじゃねぇぞ」

「わかってますよ」

　あれ。

　もしかして今、すごく核心に触れる会話を。

「その様子だとあの噂もデタラメなんだろ」

「噂？」

「タバコ部屋で噂になってたぞ。深夜の会議室でお前と花村がヤってるって」

　……また下ネタ！

　最低です！　と抗議したいのをぐっと堪えてうどんのダシを飲む。水を差したくなかった。才川さんが答える一言一句を、ちゃんと聞いておきたい。

「……はは」

　彼は否定も肯定もしなかった。駒田さんはそれ以上追及せずに、また別の質問をする。

「本気で落とす気あんのか？」

　才川さんは、今度はニコリと笑って答える。

「結婚式の二次会の、乾杯の挨拶は駒田さんにお願いしますね」

　おぉ任せとけ、と駒田さんが機嫌よく笑ってこの話題は終わった。結局才川さんの本心は、よくわからないまま。

　全員のどんぶりの中身が残り少ないダシだけになって、最後に熱いお茶を三人で飲んだ。

「駒田さん注ぎましょうか？」

「あぁ頼む」

　すぐに空になった駒田さんの湯飲みに、席に置かれていたポットでお茶のおかわりを注ぐ。ちらっと才川さんの湯飲みを確認すると、中身はほとんど減っていなかった。

　注いだお茶を私が目前に差し出すと、駒田さんはサンキューと軽く礼を言って、すぐに口をつける。一息ついてから、才川さんに言った。

「お前が苦戦してる案件だけどな」

「はい」

「見切りをつけるタイミングを間違うなよ」

　そう言って熱いお茶をずずっとすする。駒田さんのその姿はさっきまでの下ネタ親父とは違って、中堅の貫禄がある。

「……」

　才川さんが苦戦している案件というのはきっと、あの電話から始まった一件のことだろう。私は詳しいことをよく知らない。ただ聞こえてきた話から推察するに、才川さん担当の旅館チェーンが、今期新聞広告に充てる予定だった予算をすべてＷＥＢ広告に付け替えると言い出した。……らしい。

「あちらさんもトップダウンできた話なんだろ？　現場でコントロールできないんなら、今回は各新聞社に死んでもらうしかねぇんじゃねーか？　守りきれるとは思えない」

「……まぁ、そうですよね」

「……」

　二人のやり取りをずっと黙って聞いている私は、物騒だな、と思う。駒田さんだけじゃない。入社してわかったけれど、この会社の人はビジネス上誰かに不利益な皺寄せがいくことを〝死んでもらう〟という言い方をする。もしかしたらうちの会社だけじゃなくて業界用語なのかもしれない。それともビジネスでは普通の言葉なのかも？　なんにしても物騒だ……と思いながら、私は思い出していた。珍しく花村さんと二人になった時に、彼女が言っていたことを。

「新聞の生き残り策ばっか考えてないで、さっさと見切りつけてＷＥＢの提案持っていくのが賢いと思うけどな。こだわってるうちに代理店変えられたらどうする」

「そうならないようにうまく立ち回りますよ」

　……本当に。

　花村さんの言う通りなんだなぁ。

「……なに？　野波さん」

「え？」

「俺の顔なんかついてる？」

「いえ……」

　しまった。また見つめてしまった。慌てて自分の前髪を触ってみたり時計を触ったり、よくわからない動きをしながら答える。

「なんだか、花村さんの言う通りだなと思って」

「花村……？　何か言ってたの、俺のこと」

「……言いません。内緒です」

　なんだよ言えよ野波ー、と、駒田さんが茶々を入れたところでブブッとテーブルに振動が伝った。震えたのは才川さんのスマホだった。

「……そろそろ帰りましょうか。野波さんも、明日プレゼンで居眠りなんかしたら松原さんに殺されるよな」

「しませんよ居眠りなんて！　そこまで大物じゃないです」

「そう？」

「俺も明日午前中から得意先だー……。しゃーないな、もう一杯ひっかけたいとこだが、帰るか」

「はい」

　そうしてその場はお開きになった。

　電車はもうとっくにないので、大通りに出てタクシーを拾う。方面が同じという理由で、私は駒田さんの乗るタクシーにお邪魔することになった。

「僕は次のタクシー拾うので。駒田さん、ご馳走様でした」

「おぉ、お疲れ」

「野波さん、明日ちゃんと起きろよ」

「大丈夫ですってば！　……お疲れ様でした」

「おやすみ」

　会釈して見送る才川さんを後にして、タクシーが走り出す。

　走行音だけが響く車内で、シートに深く沈み込んだ駒田さんは無言にならないように、言葉を探し出すように口を開いた。

「クレバーな男だよあいつは」

　突然の話題だったので、私は首を傾げる。

「……才川さんのことですか？」

「話の流れ的に今それしかないだろ。そう、才川が」

「クレバーですか……」

「頑固だけどな。さっき話してた旅館チェーンの件も、うまく立ち回るって断言したからにはうまくやるんだろうよ」

「信頼厚いんですね」

「まぁ、あいつとは飲み友達だからな」

　……ほう？

　そう言われて一気に関心が湧く。私は勝手ながら、才川さんに少し〝付き合いが悪い〟というイメージを持っていた。

「飲むって言ってもたまにだぞ。しかも語り合うというよりかは、俺が一方的に嫁さんの愚痴を聞いてもらうってくらいで……」

「あ、駒田さんって奥さんいらっしゃったんですね」

「なんだ今の〝あ〟は。わかりやすく〝意外〟って顔すんな」

「すみません」

　実際意外だったのだ。広告マンはたいそうおモテになるようで、私が知っている限り男の先輩たちはなかなかの遊び人だった。結婚も皆さん遅くて、四十を前にしてついに、観念したように結婚する、というイメージがある。

　駒田さんは眠いのか両手で目を押さえながら〝あー〟と息をついて話を続けた。

「あいつ聞き上手なんだよなぁ～」

「奥さんのどんなこと愚痴るんですか？」

「んー？　そうだなぁ……愚痴っていうか……。付き合いが長いと、どう接していいかわからなくなるんだよ」

「そんな長いんですか、奥さんと」

「いま結婚八年目」

「……」

「〝意外と長くないな？〟って顔すんな」

「心を読まないでください」

　やっぱり駒田さんも観念したクチらしい。

「大変なんだぞ八年目だって。結婚記念日もネタが尽きてくるし、甘い言葉なんて今更シラフで言えねぇだろ。それでも求められてるような気がするから勝手にプレッシャー感じちまって……」

「へぇ」

「……やっぱり才川のほうが聞き上手だな」

「すみません……」

「才川なぁ～。聞き上手だけど軽いんだよなぁ。しっかり話聞いてくれてんのはわかるんだけど、あいつ、頷きながら〝わかります〟とか言うんだ」

「……へぇ？」

　それはそれは……。いろいろと勘繰ってしまう証言です。

「わかってたまるかってんだよ独身貴族が！　会社で花村といい感じになりやがって！」

「落ち着いてください」

　どうどう、とおねむな四十路の先輩をなだめながら思い出す。

　さっきのうどん屋さんで才川さんのスマホが震えた。彼の隣に座っていた私は見てしまったのだ。才川さんのスマホに届いていたメッセージの通知。

〝冷蔵庫に入れとくね〟と。表示名はわかりやすく〝みつき〟だった。

　わかりやすすぎてどうかと思う。探りを入れている自分が、だんだん馬鹿みたいに思えてきて。

「……ほんとに、いい感じですよねぇ」

「あ？」

　おまけにもう一つ。花村さんの言葉を思い出しながら、「うまく立ち回ります」と言った才川さんの横顔を、気付けば私はじっと見つめていた。……なんで私あの時、ちょっとドキッとしてしまったんだろう？

「……嫌だなぁ」

　これはだいぶ厄介な気持ちに気付いてしまったかもしれない。

　私は寝落ちしそうな駒田さんの体を揺さぶりながら、一旦、忘れることにした。
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〝今日はもう帰れ〟




　才川くんにそう言われてしまった瞬間、あぁ、と全身から力が抜けた。情けなかった。どれだけ明るく笑って見せても彼にだけは隠せない。調子が悪いことを一番隠し通したい相手が、皮肉にも一番よく私のことを見抜いてしまうのだ。

　きっと才川くんは今日、終電も見送って深夜まで作業をするつもりなんだろう。旅館チェーンが新聞予算をすべてＷＥＢへ付け替えれば、多少なりともうちの収益は落ちてしまう。その上、今まで付き合いのあった新聞社は痛手を受けるし、旅館チェーンにしたって、今まで新聞で獲得していた顧客を取り逃すことになるから得策ではなかった。それを防ぐために、役員会議で上げてもらう説得資料を明日中メドで仕上げなければならない。それも、レギュラーの業務をこなしながら。

　最後まで業務を手伝えずに、自分だけ先に帰ることももちろん悔しかった。でも、才川くんが私に先に帰るよう言うことが、周りから見れば女を甘やかしているように映ることも悔しかった。いくら溺愛キャラが、彼が勝手に始めた茶番だとしても。仕事に関わる本質的な部分で彼の評価が落ちるのは、嫌だったのだ。




　だってね、才川くん。

　私、一回も言ってないけど。この七年間で才川くんのこと、とっても……。




「……ん」

　衣擦れの音で目が覚めた。夜七時過ぎには先に帰宅していたから、夕食を作った後は少し仮眠を取って、才川くんが帰ってくる頃には起きているつもりだった。それが、電気を点けたままの寝室で、私は布団も被らずに眠ってしまっていたらしい。一体いま何時なんだろう。

　寝室に入ってきた才川くんは着替えを取りにきたようで、物音をたてないようにそろりとクローゼットを開けていた。私は起き上がって「お帰りなさい」を言おうとしたけれど、少し思いとどまって狸たぬき寝入りをする。

「……」

　クローゼットを閉じる気配。これからシャワーを浴びるつもりなんだろうか。寝不足だろうし、もう朝にしちゃえばいいのに。彼はお風呂に入らずベッドに入るのが嫌みたいで、そういうところ潔癖だよなーなんて思いながら、私はまだ狸寝入りを続ける。

　すると、ギシッとベッドが軋んで。私の胸は期待に高鳴った。

　ワイシャツ越しに伝わる体温と、少しかかっている体重に胸が苦しくなって。手のひらがそろりと頬を撫でていく。吐息を近くに感じると息を止めてしまいそうだった。緊張のあまり、微動だにしない今の自分が怪しい気がしてきて、なるべく自然に寝返りを打つ。掛布団を抱きしめるようにして、あくまで自然に。──どこに唇が落ちるだろう？

　寝返りを打って横向きになった私。耳にかかる髪がそっと指で流されたかと思うと、耳元に吐息が近付く。ゾクりと背筋が震えて、それだけで声が出てしまいそうになるのを、我慢した。

　何をされてしまうのか。はたまた、何を囁かれるのか。抱きしめている掛布団をぎゅっと握って堪える準備。──ぴちゃ、と彼が唇を開く音がした直後。

「……寝たフリすんな」

「うひゃあぁっ!?」

　息をたっぷり含んだ指摘にのけ反った。……思ってたのと違う！

　直前に緊張しすぎたせいかもしれない。構えていたくせに心臓がドクドクと鳴って体が驚いていた。なんならちょっと涙が出てきた。囁かれた左耳を押さえながら抗議する。

「っ……なんかもっと他にあるでしょう！」

「他にって？」

「あ……愛してるよ的な……」

「……」

　あっ、すごい呆れた目で見られてる……。つらい……。

　ごめん忘れて、と両手で視線を制すると、才川くんは「プレッシャー……」とよくわからないことをつぶやいて私の上から降りた。

「……プレッシャー？」

「なんでもない。……それよりちゃんと寝たのか？　ご飯作ってくれたみたいだけど」

「うん、睡眠はばっちり。ごめんね今日……。あ、もしかしてご飯食べてきた？」

　ちらりと時計を確認すると時刻は三時半を過ぎたところだった。一度目を覚ましてなんとか彼にメッセージを送ったのが一時間ぐらい前だから、食べていたとしてもおかしくない。

「いや、食べる」

「……うん？」

　なんか会話が噛み合わないような……。不思議に思ってじっと見つめると、本当に微妙なくらいの変化だけど才川くんは顎を少し低くした。……あー、食べてきたんだなぁ、と察しがついてしまう。同時に、それを隠して食べると言ってくれている彼に、にやけそうになった。

「残ったら朝ごはんにするから、食べられる分だけで」

「うん」

「温めるね」

「いい、自分でやる。……寝てていいよ。悪かったな起こして」

　そう言って才川くんは、起き上がろうとした私を制して掛布団をかける。深夜残業で帰ってきた旦那様を置いて寝るのも忍びないんですが……。家で甘やかされ慣れていないこともあって、どうしようかと迷っていると、彼は着替えを小脇に抱えてネクタイを緩めながら私をじっと見下ろした。

「……ん？　なに？」

「みつき、野波さんに何か言った？」

「え？」

　なんでここで野波さん……？　疑問に思いながらも心当たりを探す。と言っても、野波さんと最近じっくり話したのはこの間の帰り際くらいだ。

　実は一つだけ、あのことかなぁと思う会話があった。でもそれはちょっと、言いたくない。

「何かって、どんなこと？」

「……いや、まぁいいや。おやすみ」

「うん？　……おやすみなさい」

　電気が消されてパタリとドアが閉まる。

　濁しちゃったなぁ。でもこれはちょっと言えない。もしかしたら会社でなら、〝才川くんと花村さん〟の関係性の中で軽く言葉にしてしまえるのかな。でもそんな風にして伝えたくはなかった。

　瞼まぶたが重くなる。

　今日も一人のベッドで。囁かれた左耳の熱に悩まされながら、眠る。




　目覚めて、木曜日。

　頭の中に一日の才川くんのスケジュールを思い浮かべる。今日の午前中は製薬会社の冬のキャンペーン展開の打ち合わせ。往訪だからこれだけで午前中は終わってしまうはずだ。午後一には来客がある。テレビ局の営業さんだからそんなに時間はかからないだろう。その後は四時から部会。部長から事例発表を命じられていたけど、それは昨日のうちに資料を仕上げているし問題ないはず。あとは六時に打ち合わせがもう一本。新製品開発プロジェクトの報告会があったはずだ。これは主任という立場で報告を受けるだけだけど……説得資料の作業はいつ？

　現場で動く彼を、主任という役職が邪魔しているようで、なんだかなぁ、と思ってしまう。明日の役員会議で上げてもらうためには、今晩中に資料を先方に送っておかなければならない。今晩中とは言ってもきっと、このスケジュールでは常識的な時間に送ることはできないだろう。深夜残業がはなから見えていた。

「……大丈夫？」

　夜に少しだけ会話してから、たった三時間半しか経っていない。朝の七時にまたワイシャツに腕を通す才川くんは、さすがに眠たそうだった。

「うん、平気」

　欠伸あくびを噛み殺しながら返事をされてもちょっと不安だ。だからといって〝休めばいいよ〟なんて言えないし。




「行ってきます」

　一足先に会社に出て行く背中を見送る。

「行ってらっしゃい」

　自分にできることは、少しでも今日彼の業務がうまく回るように段取りをすることだけ。鏡の前で最後に身支度を整える。うん、ばっちり。昨日早く帰してもらったお陰で、顔に疲れは残っていなかった。

　才川くんに遅れること七分。彼の一本後の電車に乗ることを見越して、家を出る。




　出社して業務が回りだしてみれば案の定、説得資料に取り掛かる時間はなかった。才川くんがどんなアプローチで新聞の予算を守ろうとしているか、それはなんとなくわかっていたので、資料収集だけでも……と思っていたら。私の作業にもトラブルが起きた。今日入稿締切の新聞広告原稿に誤植が見つかったのだ。

「これ、別原稿も同じ誤植ですね……。全部製版しなおしたとして、何時に入稿できそうですか？」

　制作会社の担当さんと連絡を取りながらちらりと時計を確認する。午後四時過ぎ。緊急対応で部会を抜けさせてもらっている今、才川くんは部員の前で広告事例の発表をしている頃だろう。自分もこの対応にもう少し時間がかかるだろうから、説得資料に取り掛かるのは二人同じくらいのタイミングになってしまうかも。

「わかりました。すみません、ありがとうございます。そしたら、私のほうで先方に確認取りつつ、並行して他に誤植がないかチェックしますね。……えぇ。えぇ、助かります。はい」

　こんな日に限って。

　七年勤めていればそれなりの経験則でわかっていたつもりですが、あらためて実感。トラブルとは重なるものです。




　午後八時。才川くんが会議室での報告会からデスクに戻ってきたタイミングで、ちょうど私もすべての原稿の入稿を終えた。

　才川くんは打ち合わせ資料を一式がさっと自分のデスクに置いて、息をつく。同時に私は入稿の済んだ素材の校正原稿をデスクの隅に寄せ、息をつく。「はぁ……」と二人被ってしまったため息に、顔を見合わせて笑った。

「やばい。全然手ぇつけてない」

「ほんとに。共有フォルダに入れてあった資料が最新だよね？　進捗三十パーセントってところ……？」

「良い読みだな。そんなとこだよ」

「とりあえず私、資料室行ってくる」

「え？」

　本当に少し驚いた声を発した才川くんに、私のほうが少し驚いた。宣言通り資料室へ行こうと椅子から立ち上がった私は、その声に気を取られて彼を振り向く。

「え？」

「いや、なんで資料室……と思って」

「だって、必要でしょう？　大昔の新聞原稿。今の社長が現場だった頃に作った新聞広告、資料の中に入れるよね？」

「あぁ、うん……」

「その頃の広告素材ってもう、電子データベースにも格納されてないし。資料室には全国紙の縮刷版が大昔の分まであるはずだから、探せばきっと見つかるなって」

「……うん。でも俺、そんなの今作ってる資料には一言も書いてないよな」

「え？」

「花村さんさぁ」

　……うん？

　あれ、違ったかな。確かに書いてはなかったけど。自信満々に言ってしまった手前「考えていることと全然違う」と言われてしまうと恥ずかしい。才川くんは片手で目元を覆っているし……あれ？　……照れてる？

　まさか、と思いながらじっと凝視していると、彼は両手を私の肩に掛けてきた。まだ人が残っているオフィスで注目が集まるのを感じる。されるがままでいながら、まさかシラフでキスはしないだろうな？　と警戒していると、才川くんは額を私の肩に乗せてきた。

　なにこれ？

　思わず、行き場のない手が浮いた。

「今のはすごい。考え読みすぎ。……あー、愛しいわ花村……」

「いとっ……！」

　演技かよ！　と思いながら、会社でも初めて出てきた〝愛しい〟というワードに狼狽える。なになになに！　急に溺愛のレベルを上げるのはやめてほしい。なんて返せばいいの！

「っ……やだ、才川くんってばっ。当然でしょ♡　どれだけ付き合いが長いと、思って……」

　不自然なほどの猫撫で声を出してしまったことに、言ったそばから〝しくじった〟と悔いていた。でもそれさえも次の言葉で吹き飛んだ。気付けば肩に置かれていた手はぎゅっと私の体を抱きしめていて。肩に凭れかかる彼の口から、飛び出す。一撃必殺。

「愛してるよ」

「……あ」

　──どうして今？

　彼の腕の中で、指先一つ動かせなくなった。

　狸寝入りしてる時も言ってくれなかったのに！　なんなら、結婚してから今の今まで言われていないような気さえする。なんで今？　こんな、みんなが注目して聞いているところなんかで。どうして、今。ずるい。なんで。

　頭の中で延々不満を並べてみても、頬が熱くなっていくのを止められない。みんなの前で抱きしめられている。愛してると言った彼の声を、頭の中で何度も再生してしまう。

　松原さんがいつものように「他でやんなさい」と言ったことで才川くんは私の体を放した。

「すみません、あまりに感動して」なんてニコニコ笑いながら、彼はこちらを見ようとしない。私は今度こそ返す言葉を見つけられなかった。まずい。絶対に今、顔が真っ赤になってしまっている。こんな状態で黙っていたら、変だ。バレてしまう。

　うまい切り返しは思いつかなかったけれど〝この状況はまずい〟って気持ちだけが先行して、やっとの思いで振り絞った言葉は「資料室行ってきます！」だった。何も持たずにその場を早足で後にする。……０点！　花村さん、０点！

　結局怪しさをたっぷりその場に残し、廊下を早足で駆け抜ける。




　資料室に入った瞬間、埃っぽい匂いが立ち込めた。資料のほとんどが電子化されているけれど、マーケティングの古典や消費者データは依然として紙のものが利用されているから、この部屋も利用者がいないわけじゃない。そこそこに掃除が行き届いた書棚の間を進む。

　入った瞬間は誰もいなくて、電気も点いていなかった。夜八時を過ぎている今、資料室の大きな窓にはオフィス街の夜景が広がっている。

「……」

　少しの間それを眺めて心を落ち着けた。

　最近の才川くんはよくわからない。わかるんだけど、わからない。

　いつからだろう……と思い出して、あれは新人歓迎会の飲み会の頃からだと思い至る。あのキスのあたりから、才川くんの溺愛キャラは過剰になった。それまでも「好き」とか「かわいい」とかは散々言われていたし、冗談で手の甲や頬にキスされることはあったけれど（それに内心とっても振り回されていたけれど）口にキスなんてあからさまなことはしなかった。舌を入れられることもなかったし、下世話な演技もなかったし。「結婚しちゃう？」なんて、冗談でも言わなかった。……わからないなぁ。七年も彼の奥さんをやっているのに、彼が何を考えているのかわからない。悔しい。

　わかることは、たった一つだけだった。




　電気を点けて新聞の縮刷版を探す。探しているのはうんと昔のものだから、普通の書棚には置いていないだろう。可動式の書庫の前に移動する。読みは正しくて、棚に貼られている分類パネルを見ると〝一九九〇年以前縮刷版〟とあった。書棚の側面についたハンドルレバーをぐるぐる回すと、その書棚がゆっくりと動きだす。しばらく回し続けると目当ての書棚と隣の書棚の間にスペースができる。自分一人入るには充分なスペースを作って中に入った。

（……あれ。社長が現場やってる頃って……いつ？）

　たくさんの縮刷版を前に、迷ってしまった。慌ててオフィスから逃げ出てきたものだから、社長の年齢を調べてくるのを忘れてしまった。スマホもデスクに置いてきてしまったし。……しくじったなぁ。これじゃ探せない。

　そう思った時に、大きな影に覆われて一帯が暗くなった。

「社長は今年六十歳だよ」

「……」

「あとスマホ、デスクに忘れてた」

　それを受け取りながら、手渡してきた彼の顔をじっと見る。

「……自分だって人の頭の中読みすぎじゃない？」

「当然だろ。どれだけ付き合い長いと思ってんの？　花村サン」

「私はもう、あなたがよくわからない……」

　はぁ、とため息をつきながら隣に彼のスペースを作る。

「またまた、そんなこと言って」

　彼は当たり前のようにそのスペースに入ってきて、書棚の上へと手を伸ばした。私はもう答えずに自分も縮刷版へと手を伸ばす。

「……六十歳、ということは」

「入社してすぐに現場で広告に携わったって言ってた、確か」

「新入社員って二十三歳くらい？」

「ってことはその頃の縮刷版を順に見て行けば見つかるか？」

「んー……」

　該当しそうな年の縮刷版を探すと、棚の上のほうにあった。届くだろうか？　背伸びして、とりあえず並んでいるうちの一冊を取り出そうと思い切り右手を伸ばす。

　その手は大きな右手に捕まえられた。あ、取ってくれるんだ。そりゃそうか、この身長差だし……。「ありがとう」と言って潔く手を引こうとしたら。

「……なにこの手は」

　大きな右手は私の右手を放さなかった。

「……なんだろうな？」

　あ、家での笑い方だ……。

　そう思っている間に後ろに回り込まれる。

「ちょっと、才川くんっ……」

　狭い書棚の間でうまく身動きがとれずに。元々自分一人だけ通れれば充分、くらいに思っていたから、そんなに広くスペースを作らなかった。後ろに回り込まれればぴったりと体がくっついてしまう。

　嫌な予感がした。

「……なぁ花村。知ってる？」

　彼は右手を上のほうで握ったまま、私の左耳に囁く。息を多く含んだ声のくすぐったさに肩をすくめながら、直感的に〝わざとだ〟と思った。

「っ、何を……？」

「深夜の会議室でヤってるらしいよ、俺たち」

「……は？」

　一瞬、言われたことの意味がわからず訊き返してしまった。訊き返さなきゃよかったと思った。遅れて意味を理解して、さっき熱をあげた頬がまた熱くなる。

「もう終電も無いような時間に。人がほとんど残ってないのをいいことに、会議室に鍵かけて」

「は、え？　……やめっ」

　掴まれていた右手は彼の右手によって書棚に押し付けられていた。彼の空いてる左手は、指先で服越しにお臍へその上を撫でる。

「ん……」

「俺が会議机に花村を押し倒して、始発が動きだすまで喘あえがせ続けてるんだって」

「誰がそんなこと……」

「さぁ？　……でも心外だよな。こっちは真面目に働いてるのに」

　ほんとだよね。心外。……そう言って一緒に憤慨したかったけれど、じゃあこの状況は何なんですか？　と訊きたい。

　訊きたいけど。首筋に顔を埋められて、息が詰まって声が出せない。

「……本当にしちゃう？　ここで」

「っ！」

　言ってることがめちゃくちゃだ……！

「……才川くん。やめっ……どいて。あたってるからっ……」

「そういえば最近、家でさ。俺のシャツが一枚足りない気がするんだけど」

「っ……！」

　どきりと心臓が跳ねあがる。

　その瞬間左の胸を鷲掴まれて、抑えた声で囁かれた。

「……みつき。どこやった？」

「あっ……」

「あぁ間違えた。……どこいったか知らない？　花村さん」

「しらっ……知らない」

「あぁそう」

　ふーん、と温度のない声がして、わからなくなる。〝みつき〟って呼んだり〝花村さん〟って呼んだりするから、もっとわからなくなる。今はどっち？　会社の顔と家での顔。一体どっちのつもりで、何のつもりで？　わからない。

「……花村。俺たちそろそろ」

「え……？」

　体を触られてあがっていく息を抑えつけながら、彼の言葉を聞き漏らさないように耳を澄ませる。

「そろそろ、同期以上の関係になってもいいんじゃないかな」

「ん……それっ……どういう……」

「キスだけじゃなくてさ」

　胸を強く掴んでいた手が滑るように下肢に伸びて、腿の内側を撫でた。──わからない。




　たった一つのことを除いたら、わからない。

　あなたのことは、なんにも。
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　駒田さんと才川さんと深夜、三人でうどんを食べたその翌日。午前中は下着メーカーへのプレゼンに同行させてもらった。松原さんが導入をしゃべって、今回与えられた課題の整理をする。続いて戦略課の先輩が調査結果をもとに広告の訴求ポイントを解説して、最後に制作の先輩が具体的な広告ビジュアルやＰＲ展開を発表した。

　一言でまとめると、私のトレーナーはすごい。プレゼンの後、役員たちから質問が飛び交う中、少しも物怖じせずに優雅にそれに答える。戦略課の人も制作の人もその受け応えには一切口を出さず、落ち着いた顔を見せていたので、松原さんに全幅の信頼を寄せていることがわかった。

　いつかは自分もこういう場所で……と想像して、期待と不安で胸が苦しくなる一方、才川さんはどんなプレゼンをするのかななんて、考えてしまって。

「……」

　伸びた背筋と、一癖も二癖もありそうなあの目を思い出してしまった。……あー、やだやだ。咬かませ犬になるなんてごめんなんですよ。

　プレゼンに行ったメンバーでランチに寄って、有名なステーキ屋さんでささやかに打ち上げをした。今日のプレゼンのために昨晩深い時間まで残っていたのは松原さんと私だけじゃない。下のフロアで最後まで企画の細部を詰めてくれていた人がいる。

「え、松原さんて学生時代、神谷さんと付き合ってたんですか……？」

「そう、ついこの間まで〝葉山を入れての泥沼三角関係か!?〟なーんて言われてたのになぁ」

「知らなかったです……」

　私、聞かされてません！　と遺憾を訴える顔で松原さんを見ると、彼女は〝ふん〟と澄ました顔。ナプキンで優雅に口を拭いていた。

「そんな大昔のことは忘れました」

「あ、今は薬品会社の主任といい感じなんだっけ？」

「それも初耳です……！」

「野波、食いつかなくていいから。あと、それも昔のことです」

「……」

　なんだかあまり触れてはいけないところらしい。私のトレーナーは地雷が多い。

「……咬ませ犬はもう勘弁だわ」

「……」

　松原さんが小さくそうつぶやいたのをばっちり聞き取ってしまって、私は、松原さんと自分は似た者同士なのかもしれないなぁ、とそんなことを思った。

「あ、松原さんお肉焼けてます！」

「馬鹿ねまだよ。ミディアムウェルまでは待つの」

　豪華なステーキランチに舌鼓を打ちながら、他愛のない会話を楽しむ。いつもならこういう場所で何よりも才川夫妻について尋ねるところ、今日はそうしなかった。

　贅ぜい沢たくなランチを終えて会社に戻ると、営業二課は相変わらずバタついていた。ボードを確認すると才川さんは来客で応接に。花村さんは恐らく得意先の人と、電話で入稿原稿の話をしていた。またある先輩は電話で協力会社と揉めているようだったし、別の若い先輩は電話で誰かを相手に「すみません、打ち合わせを二十分遅らせてもらっていいですか」なんて言っていて。

「……」

　大変すぎやしませんか？　思わず気圧されてデスクでぼーっとしてしまう。

「あなた今日は早く帰りなさい」

「え」

　隣の席を振り向くと松原さんが、長い髪を一つにまとめているところだった。

「定時であがってもいいわ。私も今日は早く帰るし」

「で、でも」

　この大変な空気の中をですか？　と訊こうとしたのを、松原さんの言葉が遮る。

「メリハリが大事よ。睡眠不足だと効率も悪くなるし、ロクな判断しないし。そんな状態で働いて残業代もらったって給料泥棒だから、帰んなさい」

「……はい」

　またこの人はこんな、わかりにくい優しさで。いや、逆にわかりやすいのか……？　言われていることはもっともだと思った。睡眠不足だとロクな判断をしない。──ドキッとしてしまったのだってきっと、寝不足のせい。

　お言葉に甘えて定時に帰らせてもらおうと決めて、任されている仕事を片付けにかかる。制作会社から届いた段ボールを開封して、中に入ったテレビＣＭ素材のＨＤテープを取り出す。四十本以上あるそれを、今回ＣＭを放送する全国のテレビ局一覧表を見ながらそれぞれの局に割り振って、郵送の準備。作業台でテープを梱包していると、ふと花村さんの姿が目に入った。

　昨日は体調不良を理由に、才川さんに先に帰されていた花村さんだけど、今日はハツラツとしている。電話に出る声も朗らかで元気がいい。昨日だって調子が悪そうだとは少しも思わなかったけど……。才川さんには、わかるってことなんだろうなぁ。

　その上、昨晩のうどん屋さんで才川さんに届いていたメッセージ。

〝冷蔵庫に入れとくね〟

　あれで確信した。あぁ、だからあんなに帰りたそうにしてたんですね。うどんの小を頼んでいた理由も納得です。ご飯を作って帰りを待つ人がいたということ。二人は一緒に暮らしているんだろう。そうでなくとも、どちらかの家に泊まるような仲であると。

　ほら見なさい！　と誰かに向かって言ってやりたい。ほらね。私の読みは大方正しかったというわけです。二人はデキている。本当の夫婦だという証拠までは掴んでいないけれど、二人はただの同期じゃないし、才川さんが花村さんを一方的に溺愛しているわけでもない。やっぱり入社してすぐに見た、花村さんの手を握って不敵に笑う才川さんと、照れていた花村さんは見間違いなんかじゃなかった。ほらね。ほら。…………。

　あんな、家で花村さんが帰りを待ってることがわかるメッセージ通知なんて、見つけなければよかった。

（……ほんとに、今日は早く寝よう）

　やっぱり、どうも昨日の晩から思考がおかしい。今までさんざん才川夫妻の情報を追っかけて、いろんな人から聴き取りをしたくせに〝見つけなければよかった〟？　おかしいでしょうそれは。

　深夜残業は人をダメにするなぁ、なんて思いながら黙々とテープの梱包を続けていると、花村さんの焦った声がした。

「え……誤植、ですか？」

　……おおう。なんだか不穏なワードが聞こえてきた。

　しばらく様子を窺っていると、花村さんはその後三本くらい連続で電話をかけ、入稿を止めて誤植の内容を確認し、修正の依頼をかけていた。迷いのない動きを見ていると大事ではなさそうだけど、大変なことって重なるんだな……。

　そうこうしているうちに四時になって、部会が始まる時間。緊急対応の花村さんを二課に残し、二課の面々は部会に出席するため会議室へと移動した。

　会議室に足を踏み入れた時、前方に才川さんが座っているのが見えた。私は初めて、今日の部会のメインが彼の事例発表であることを知る。スクール形式でスクリーンに向かって並べられた座席の、最前列。なかなか誰も座ろうとしない最前列の、一番左端の席についた。席には余裕があったみたいで、案の定、最前列は一番左端を除いて埋まらなかった。

　最初に五分ほど、部長から今月の予算到達度の報告があって、その後マイクは才川さんに手渡される。スクリーンの隣に設置された席に腰かけると、彼は長机の上のマイクスタンドにマイクを固定しながら話し始めた。

「すみません、少しだけお時間いただきます」

　マイク越しの彼の声がスピーカーから流れだした瞬間、全身がさざめいた。低く落ち着いた声が鼓膜にじんわりと広がる。

　落ち着け、私。何をいきなり恋愛スイッチが入っちゃったみたいに、浮ついているの。

「三日前に部長から〝次の部会で広告事例話して〟って指令がメールで飛んできて。〝え、何の広告事例ですか？〟ってデスクに訊きに行ったら〝なんでもいいよ任せる。ためになること〟っていう……なかなかな無茶ぶりが飛んできまして」

　わっと会場が笑いで沸く。三十路前の男のおどけた笑顔。こんなの処世術なんだから、ときめくなんて言語道断。

　最前列で私は、真面目に発表を聞いて勉強するのです。

「そういうわけでどうしようか悩んだんですが、今回は〝他代理店からの扱い奪取に繋がるＷＥＢ提案〟という題でお話しさせていただきます。まず──」

「……」

　最前列の端っこは才川さんと視線が合うことがなくて、私は自分が透明人間になって彼を一方的に見つめている気分になった。思うことは、最初に挨拶をした時と同じ。すっとした鼻筋と切れ長の目。感じよく笑う口の端。ワイシャツの上からでもわかる、程よく締まった体。細長く綺麗な指先。時折見せる策士の目。耳によく馴な染じむ声。

　才川さんの発表はとっても好評だったにもかかわらず、私の頭の中にはさっぱり何も残らなかった。




　部会が終わったのがちょうど定時の夕方五時半頃。デスクに戻ると、花村さんはまだ誤植への対応に追われているようだった。同じく部会から戻ってきた才川さんに報告を入れている。

　そういえば、昨日才川さんが残業して作っていた旅館チェーンの資料って、今日までだったんじゃ……。才川さん、事例発表なんてしてる場合じゃなかったんじゃないの？　花村さんも、本当に大変なことが重なってたんだ……。

　今のところ、新人の私は二人と動いている案件はないし、手伝えることは何一つ思い浮かばなかった。それでも、ここでつるっと定時に帰るのはどうにも忍びない。そう思って、二人の背中に近付いていく。

「あの──……」

　何か手伝えることはありませんか。

　そう言って、仕事の報告をし合っている二人に声をかけようとした、その時に。

「ごめん、野波」

　後ろから声がして肩を掴まれた。振り返ると、綺麗な顔を少しだけ苦々しく歪めた松原さんがいた。

「今クライアントから電話があったの。今日のプレゼンの結果」

「え」

　もうですか、と言うより早く松原さんは言う。

「再プレゼンよ」

「……再プレゼン？」

「最後にうちともう一社、どっちにするかを決めかねてるんですって。だからもう一度」

「それは、いつですか？」

「来週の水曜日」

　クラッとした。それって、浅い経験値でもわかりますけど全然時間ないですよね？

「だから、ごめん。さっき定時で帰っていいって言ったけど、今から打ち合わせいける？」

「大丈夫です」

「悪いわね。方向性決めて、各担当に振りだして……そんで今日は、終電では絶対に帰るわよ」

「はい」

　あ、終電まではかかるんだ……と思ったことは黙っておく。

　新人、野波。一つ身をもって覚えました。大変なことは重なるし、続くものです。




　午後八時。

　再プレゼンに向けた打ち合わせが終わりデスクに戻ると、二課には往訪から戻った先輩たちもいて、八時だというのにお昼間よりも人が増えていた。

「野波、分担しましょう。さっき決まった追加提案する媒体だけど、屋外広告の分だけ媒体担当に振り出しお願いできる？」

「はい」

「私は他の振り出しをするとして……。あ、あとさっき言ってたクリエイティブ案。電車のステッカー広告のやつ。私もいいと思うから、一度スライド一枚にまとめてみて。それは別に今日じゃなくて構わないから」

「わかりました」

　案を褒められたことが密かに嬉しくて、にやけそうな口元をごまかしながらパソコンのスクリーンセーバーを解除する。するとそのタイミングで、また別の打ち合わせを終えたらしい才川さんが戻ってきた。

　あからさまに振り向くことはしないけれど、思いっきり背中のほうを意識する。がさっと資料をデスクに降ろす音。それから小さなため息が二つ。

　そして、小さな笑い声が、二つ。

「やばい。全然手ぇつけてない」

「ほんとに。共有フォルダに入れてあった資料が最新だよね？　進捗三十パーセントってところ……？」

「良い読みだな。そんなとこだよ」

　軽やかな会話に耳を澄ます。花村さんが〝三十パーセント〟って言ったことから察するに、きっとこの後の作業も夜深くまで続くんだろう。だけど二人の声は少しだけ楽しそう。

「とりあえず私、資料室行ってくる」

「え？」

　才川さんの少し驚いた声に振り向いてしまった。戻ってきたところで立ちっぱなしだった才川さんが、椅子から立ちあがったところの花村さんを身長差で見下ろしている。

　気付けば二人に目を向けていたのは私だけではなかった。二課全体が少し、二人を意識し始めていた。花村さんは不思議そうな顔をして才川さんを見つめ返す。

「え？」

「いや、なんで資料室……と思って」

「だって、必要でしょう？　大昔の新聞原稿。今の社長が現場だった頃に作った新聞広告、資料の中に入れるよね？」

「あぁ、うん……」

「その頃の広告素材ってもう、電子データベースにも格納されてないし。資料室には全国紙の縮刷版が大昔の分まであるはずだから、探せばきっと見つかるなって」

「……うん。でも俺、そんなの今作ってる資料には一言も書いてないよな」

「え？」

　え。じゃあ伝えてないのに花村さんが先読みしたの？

　周りの人が同じ疑問を持ったことが手に取るようにわかった。これが、才川夫妻と呼ばれる由縁。

「花村さんさぁ」

　才川さんが花村さんの両肩に手をかける。……まさか今、お酒の席でもないのにキスなんてしないですよねと、なぜかこっちがハラハラして。

　二課全体の注目が集まるなか才川さんは、彼女の肩に額を乗せた。

「今のはすごい。考え読みすぎ。……あー、愛しいわ花村……」

「いとっ……！　っ……やだ、才川くんってば♡　当然でしょ　どれだけ付き合いが長いと、思って……」

「愛してるよ」

　……あれれ？　胸が痛いぞ？

　こんなのただの、お家芸。鉄板ネタ。人に見せるためのパフォーマンス。そう思いながら、花村さんの体を抱きしめる才川さんを目の端に映してパソコンへと向き直る。

「他でやんなさい」

　隣の席で松原さんが、二人に顔を向けずに言った。才川さんがおどけて「すみません、あまりに感動して」なんて言って、花村さんが「資料室行ってきます！」と叫んで営業フロアを出て行った。私はなんだか、よくわからない感情で心臓が痛い。

　その後しばらくして、才川さんがパソコンを持って資料室へと向かっていく気配を、私はただただ背中に感じていたのでした。




　──あれから二時間ほど経過して、夜十時。オフィスには相変わらず人が残っていた。私は松原さんから指示された屋外広告の振り出しを済ませ、褒めてもらったアイデアを提案書に落とし込んでいるところ。これは明日でいいと言われていた仕事だから、本当はもう、帰ろうと思えば帰れる状況だった。

「野波。遠慮してるならいいから、先に帰りなさい」

「違うんです。ちょっとノってきたのでやってしまいたくて」

「そう……？　それなら、無理には帰さないけど」

　そう言いながら松原さんはキーボードを叩き続け、提案書を大きく修正していた。気にかけてくれている松原さんにはとっても申し訳ないけど、私は本当に遠慮しているわけじゃない。今会社を出て一人になると、あまり考えないほうがいいことに思考を巡らせてしまいそうだった。少しくらい眠くても、仕事に頭を働かせているほうがいい。

　だけどその集中力も、ヒソヒソと囁く声が聞こえてきたことで途切れた。声の主は喫煙スペースの常連である先輩二人組だ。

「……なぁ。あれからあいつら、一回も戻ってきてないよな」

「あぁ……まだ資料室にいんのかな」

「いるんじゃねぇ？　っていうか今、資料室って才川と花村以外に誰かいんの？」

「さぁ？」

「やばいよな。噂が本当だったとしたら、今頃……」

　……ゲスだ。考えないようにしてるのに、やめてほしい。

　あまりその会話を聞いていたくなくて化粧室に行こうとした時、駒田さんがやってきて先輩二人の肩を掴んだ。

「そんなに気になるなら確かめにいけばいいだろー？」

「えっ」

「見てもねぇこと想像であれこれ勝手言うもんじゃねぇぞ」

　よくぞ言ってくれました！　心の中で盛大に拍手。案外駒田さん、良識のある大人じゃないですか！　と心の中で褒めたたえる。

　肩を掴まれた先輩は、駒田さんを振り返りながら不満げに言う。

「えー、じゃあ駒田さん見てきてくださいよ。俺とても目撃者になる勇気ないです……」

「行かねぇよ馬鹿、大先輩使おうとすんな！　こういうのはな、下の年次が行くって相場が決まってんだよ」

「……下の年次？」

　あ。しまった。

　慌てて視線をそらしてももう遅い。駒田さんと先輩たちのやり取りを気にしていた私は、席から立ち上がったままばっちり先輩と目が合ってしまった。

「いってくれるか野波！」

　ほらきた！

「いっ、嫌ですよ！　私だって目撃者になる勇気ないです！」

「そう言わずに！　ちょっとアホのふりして行ってきてくれ、空気読めない感じで！」

「嫌ですってば……！」

「行ってやれ野波。どうせそんないかがわしいことにはなってないから、先輩たちの疑いを晴らすためにも行ってやれ」

「そう言うなら駒田さんが行ってきてください！」

「だから大先輩を使おうとすんな！　ほらさっさと行け」

　横暴だ……！

　絶対に行きません！　と主張したものの聞き入れてもらえず、松原さんに助けを求めたものの、そこは助けてもらえず。かくして私はいろんな人の期待を背負って、資料室へと派遣されたのです。

　深夜十時の廊下を歩く。遠くの扉付近にある照明と、窓から射す外の明かりだけで照らされるこの廊下は本当に薄暗くて、更に私の気を滅入らせた。……本当に中から喘ぎ声が聞こえてきたらどうしよう。さすがにそれはないだろうと思いつつも、気が重い。

　資料室は会議室を通り過ぎて更に奥にある。私は入社した日に松原さんに案内されたきりで、ここに来るのはまだ二回目だ。戦略課の人が統計や消費者データを探しに利用することが多いらしいけれど、営業はなかなか行く機会がないかもね、と教わった。まさかこんな理由で来ることになるとは……。

　さくっと様子を見て戻ろう。軽く息を吐いて、大きな扉の取っ手に触れて、ゆっくりと押し開けた。

「……」

　資料室の電気は点いていた。

　耳を澄ますと、カタカタとキーボードを打つ音が聞こえる。そっと後ろ手に扉を閉めて、辺りを見回す。二人の姿はない。……一体どこに？

　もっとよく耳を澄ましてみる。キーボードを叩く音は部屋の奥から聞こえた。つられてそちらに足を向けて歩き出す。部屋の奥まったところにある書棚には、新聞の縮刷版や年鑑といった分厚い資料ばかりが揃えられていた。埃っぽい紙の匂いに包まれていく。カタカタという音は次第に近付いてきて、私の侵入に気付いていないのか、その音は少しも乱れない。

　ここだ。書棚の陰から、ちらっと顔を出してみた。

「…………何してるんですか？　こんなところで」

　私がそう尋ねると、壁際で座り込んでパソコンのキーを叩いていた才川さんは〝しー〟と口元で人差し指を立てて合図する。起こすなということだろう。

　才川さんの肩では、花村さんが彼のスーツを被って寝息をたてていた。

　才川さんは抑えた声で話す。

「誰かに様子見てこいって言われた？」

　私はこくりと頷く。

「変な噂流れてるもんな。こんなに真面目に働いてるのに、心外だなぁ」

「……真面目に？」

　ちらりと、彼の肩口であどけない顔をして眠る花村さんに視線を向ける。才川さんはそれに気付いて、〝あぁ〟と。

「かわいいでしょ、俺の奥さん」

　そう言って、自分の肩に寄りかかる花村さんの前髪に唇を寄せる。……いつものわざとらしい演技だ。そう思うのに、こっちがちょっと恥ずかしくなってしまった。

　まずい。

「……冗談に聞こえません」

「野波さんは勘が良さそうで怖いな」

「ほんとに、最初にご挨拶した時から冗談に思えなかったんです。どうしても他人に見えないっていうか……」

「夫婦は他人だよ」

「……ん？」

　今なんて？　と問い返そうとして、できなかった。

　才川さんが花村さんの前髪に唇を寄せたままで優しく目を細めたから。




　あ。




　やばいやばいやばい。待って。そんな顔しないで。




　だめ。




「……ん？」

　二人が並んで座っている前にしゃがみこんだ。才川さんは不思議そうに私を見る。同じ高さになった視線が絡み合う。──松原さんの言ったことは、正しかった。睡眠不足でロクな判断なんてできやしない。

「……どうしたの野波さん」

「……面倒なことを言ってもいいですか。才川さん、私」

　ほんとにもう、咬ませ犬なんてごめんなんだって、そんなことよくわかってるのに。




　止められなかった。




「才川さんのこと、好きになってしまったかもしれません」
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　本気の夫婦喧嘩は一度だけ。





＊






　あの資料室での深夜残業の翌週。旅館チェーンの予算付け替え問題は無事に収束した。木曜日（日付変わって金曜日）に先方に提出した資料で事細かに〝現状の新聞広告がどれだけ顧客獲得に貢献しているか〟〝これをすべてＷＥＢに回した場合どれだけの顧客を取りこぼすか〟、シミュレーションを交えて説明した。役員はもう軽々しく「予算を全部ＷＥＢに突っ込め」とは言えなくなったらしい。それからダメ押しで才川くんが用意した、社長が入社当時に現場で携わった新聞広告を資料に入れ込んだことも功を奏した。窓口の先方担当者の話では、その広告を見た社長は懐かしそうに目を細めて「この頃からのお客様を大事にしないとな」と言ったんだとか。

　結果的に、この旅館チェーンのために良い広告枠を押さえてくれていた新聞社の担当に大損をさせずに済んだ。うちの会社のＷＥＢ広告担当だけが〝せっかく大口の売上が作れたかもしれないのに！〟とむくれていたけれど、それも先週の部会で才川くんがＷＥＢ広告の事例発表をしたことで部員が活発に得意先提案をしているらしく、なんだかんだ言われても感謝されていた。

　一件落着。終電を超えるような深夜残業もしばらくはないはずだし、今週は早めに帰ってゆっくり溜まった家事をやっていこーっと。そんなことを頭で考えながら〝よしっ〟と両手を握りデスクを見渡す。溜まっている書類はどれも処理が簡単なものばかり。時計をちら見する。ただいまの時刻、午後三時半。よし。六時には会社を出よう。そして今日は、スーパーに寄って才川くんの好きなものを作ろう。心に決めて、それとなーく今日は何を食べたい気分か訊きだそうと、隣のデスクを向く。

「才川く……」

　呼ぼうとして、やめた。左隣を向くと、見えたのは才川くんの背中と椅子の背もたれだった。私に背を向けて彼は今、人と話しているところ。

「……」

　前言撤回。一件落着。ただし一難去ってまた一難。才川くんと話しているのは、若くてかわいい新入社員の女の子。

「……飲みに？　俺と？」

「はい」

「サシで？」

「サシでお願いします！」

　意外にも体育会系なノリで野波さんは力強く言った。柔らかなボブヘアーのふわっとした容姿とは少しイメージが違う。だめです。だめだめ。才川くんそういうギャップ、嫌いじゃないから……！

　うるさい頭の中を無理矢理黙らせて、私は視線を才川くんの背中から剥がしてデスクの書類に戻す。無になろうと念仏の代わりにこの後の作業工程を唱え……ようとしたけれど、耳が会話に引っ張られる。

「了解。じゃあ、七時頃に出るか」

　……了解してしまった……！

　もう頑張れない。〝六時までに仕事を仕上げるぞ〟というさっきまでのやる気は急速に減退していく。野波さんは「はい、お願いします！」と緊張した面持ちで返事して、自分のデスクに戻っていってしまった。

　椅子を回転させる音がして、才川くんがこちらを向く気配。私は渋々顔を上げる。

「……そういうわけだから、花村さん」

「……はい？」

「聞こえてたと思うけど、今晩は早めに野波さんと出るから」

　……それは、晩御飯は要らないってこと？

　何それ。そういう家用の連絡はスマホにメッセージでくれればいいのに。

「はぁ、そう。……それ、私に何か関係ある？」

「いや、だから。花村さんも帰れるなら今日は早めに帰ったらいいよって。……なんか怒ってる？」

　まるで何もわからないような顔で才川くんは言う。そのことにカチンときて、私はにっこり微笑んだ。

「いいえ、まったく。楽しんできてね」

「……」

　才川くんは何も言わずに〝あ、そう〟という顔をした。

　今日は一人で贅沢してやるんだから。家の最寄りのレストランで一人で良い物を食べて、帰りにコンビニに寄って自分の分だけダッツ買ってやる……！

　そう決意すると心が幾分穏やかになって、私は自分のデスクへと向き直る。その時を見計らったように、才川くんが私のデスクに処理の必要な書類を置いた。あっ、仕事増えた！　と思うと同時に、左から耳打ちされる。




〝ほんとは起きてただろ、あの時〟




　言われて左を見ると、才川くんはもうこちらを向いていなかった。彼自身の仕事を片付けるべく、メールの返信をしている。そのことにまたムッとする。言うだけ言っておいて。

「……」

　えぇ、起きていましたとも。

　デスクに広がった書類に一つ一つ〝才川〟の印鑑を捺しながら思い出す。あの、いまいちすっきりしない、資料室での出来事を。





＊






　資料室で才川くんに迫られたあの時。




〝……本当にしちゃう？　ここで〟




〝俺たち、そろそろ同期以上の関係になってもいいんじゃないかな〟




〝キスだけじゃなくてさ〟




　そんな言葉で体を寄せられて、内腿を触られて。何事かと思ったけれど、冗談だとわかっていた。何を思って〝そろそろ同期以上に〟って言ったのかはわからない。でも〝ここでしちゃう？〟なんて本気なわけがない。さすがに才川くんが、そういうものを会社で持ち歩いているとも思えなかった。

　だから私は、書棚の狭い隙間の中で後ろを振り返ったのだ。彼のほうを。また体が密着する。今度は正面で向かい合って。くっつくと身長差で、私はほぼ真上を向くことになった。彼の胸に手を置いて至近距離で目が合う。

「……同期以上にしてくれるの？」

　彼の目は少し驚いていた。才川くんはきっと、会社で私がこんなことに応じるはずがないと思っている。

　お酒の席でのキスは百歩譲って許せる。でも、仕事が差し迫った状況で、会社でそんなことするなんてありえない。才川くんは、そういう私の気持ちを知っているはずだった。

　少し背伸びをして彼にキスをする。高い位置にある首に両腕を絡めると、才川くんの手は少し迷ってから私の腰を抱いた。ずっと上を向いていると首が痛い。薄い唇の隙間を舌でつつく。彼はまた少し迷ってから口を開いて、私が肉厚な舌を吸うとガタッと肩を書棚にぶつけた。

「……大丈夫？」

　結構痛そうな音がした。心配になって唇を離して尋ねると〝あぁ〟と返事して彼は、私の肩を押し離しながら明らかに戸惑った顔をしていた。──珍しい。どうしてだろうと考えて、そういえば、私からキスをするのはものすごく久しぶりだなと思った。

　こんな時でも鋭利な瞳に、自分の顔が映り込む。一見すると冷たい瞳の中にある熱。ずっと見ていると理性が流されてしまいそうで、少し視線を下にそらす。すると口紅で汚れた唇に目が止まって、恥ずかしくなって。身動きが取りにくいほど狭いのに、私は思わず首に回していた腕を片方解いて、人差し指で彼の唇を拭っていた。

「……口紅ついてる？」

「うん」

「……」

　私が薄い唇を触る間、才川くんは何を考えていたのか。綺麗に落ちた、と思って人差し指を唇から離すと、今度は彼に唇を奪われた。

「ん……ふ」

　熱くて柔い唇の感触が気持ちいい。歯列の裏をなぞるキスは、いつかの朝の行為を思い起こさせた。そこで薄く目を開けると同じタイミングで彼も目を開けたので、才川くんもあの朝を思い起こしているんだと確信する。息遣いから欲情していることが伝わってきて、これが家ならなぁ……と思って目を閉じながら。──わかっていた。

　激しいキスの途中で、唇は離れていく。

「……ごめん花村さん。がっついて」

　仕事しようか、と彼は自分で自分の唇を拭いながら、反対の手でぽんぽんと私の頭を撫でていった。私は一人書棚の間で、自分の唇からはみでたリップを指で拭う。

　わかっていました。才川くんは避妊なしに私を抱くことができない。

「私、過去の新聞広告探すね」

「うん。頼んだ」

　今の茶番にはどんな意味があったのか。結局わからないまま私たちはそれぞれ仕事に戻る。デスクからノートパソコンを持ってきていた才川くんは、壁際にべたりと座り込んで腕まくりをした。すっかり作業モードだ。「テーブル使ったら？」と声をかけると、「今日は椅子に座りっぱなしだったから腰が疲れた」とおじさんみたいなことを言う。

　何事もなかったように黙々と作業をした。私が資料室の中から使えそうな資料を見繕い、付箋を貼った書籍を才川くんのすぐ傍に積んでいく。彼はその資料の数値をグラフ化して、説明資料に落とし込んでいく。




　終わりが見えてきた頃、私はつい、ウトウトとしてしまった。夜十時。いつもならデスクに置いてある辛いタブレットを食べて眠気を凌ぐ時間。

「もうすぐ終わるから、寝ててもいいぞ」

「……寝るくらいなら先に帰る」

「ダメ。どうせもうタクシーだから一緒に帰ろう」

　おいで、と肩に呼び寄せられながら、〝あれ？　今のは家での口調かなぁ〟とわからなくなって。徐々に意識が遠のく。

　ただ、深くまで眠りに落ちることはなかった。数分後。頬に接していた才川くんの肩がぴくっと揺れたことで私の意識は覚醒した。

「…………何してるんですか？　こんなところで」

　野波さんの声。あ、ちょっと恥ずかしいところを見られてしまった……。

　私は照れ臭さで、起きていることを言いだせずに狸寝入りを続けた。脚がはしたないことになっていないかと気になったけれど、自分の衣服ではない重みを下半身に感じて、彼がジャケットを掛けてくれていることに気付く。

「誰かに様子見てこいって言われた？」

　肩に触れた頬から才川くんの声が振動で伝わる。寝たフリをしていることがだんだんむず痒がゆくなってくる。

「変な噂流れてるもんな。こんなに真面目に働いてるのに、心外だなぁ」

「……真面目に？」

　真面目に？　と思った心の声が野波さんの声とシンクロする。ついさっきおどけた声で〝本当にしちゃう？　ここで〟なんて言っていた口がよくもまぁ……！

　言ってやりたい口がむずむずとするのをごまかしながら、自然な呼吸を心掛ける。すると、繋がりはよく見えないけれど、才川くんは野波さんにこう返事した。

「あぁ……かわいいでしょ、俺の奥さん」

　さすがに声が出そうになった。前髪に何か当たったような気がしたけど、それどころじゃない。……奥さん!?　今、奥さんって言った!?　えぇちょっと何言ってるのこの人……！

　盛大に動揺するも、狸寝入りしているばかりに何もフォローできない。

「……冗談に聞こえません」

　……あ、冗談か。

「野波さんは勘が良さそうで怖いな」

「ほんとに、最初にご挨拶した時から冗談に思えなかったんです。どうしても他人に見えないっていうか……」

「夫婦は他人だよ」

「……ん？」

　んんん……？

　行き交う言葉についていけなかった。野波さんが、まさかそこまで私たちの関係を疑っているとも知らなかった。最初に挨拶した時に〝本当の夫婦みたい〟と言われたことは覚えているけれど。あれからずっと疑っていた……？

「……ん？」

　今度不思議そうな声を出したのは、才川くんだった。どうしたんだろう。目を瞑っている私には状況がわからない。

「……どうしたの野波さん」

「……面倒なことを言ってもいいですか。才川さん、私……才川さんのこと、好きになってしまったかもしれません」

　……。

　才川くんの〝俺の奥さん〟発言には散々慌てふためいた私だけど、意外にもこの時は冷静な気持ちでいた。

　お互い独身で通している以上、こうやって才川くんが告白されることはあるだろうなと予想していた。さすがにこんな形で現場に居合わせるとは思っていなかったけど。

「……」

　呼吸の音がする。

　才川くん何と返事するんだろう。私と結婚していることが明かせないこの状況で。

　こんな時でも〝花村が〟なんて言い出すのかな。それはちょっと……嫌だなぁ。

　彼が口を開く気配がして──その時。

「野波ー！　無事かぁー？」

　野太く大きな声が響いた。駒田さんの声だ。

　それに乗じて私は、ピクッと驚き、たった今目を覚ましたという素振りで才川くんの肩を離れる。

「……」

　その時の才川くんの疑わしげな目で〝これは寝たふりだったってバレてる〟と思ったけれど、あえて言葉にしない。資料室の中にずかずか入ってきた駒田さんは私たち三人を見下ろして、髭を触りながら大きな声で言った。

「野波がなかなか帰ってこねぇから、まさか二人に混じってヤってんじゃないだろうなってみんな心配してたんだぞ」

「心配の仕方が最低です！」

　負けずに大きな声を張る野波さんの顔は紅潮していた。

　才川くんに好きだと打ち明けた野波さんの声は揺れながらもはっきりと、一文字もうやむやにしない明瞭な声だった。駒田さんに邪魔されてしまったものの、その声はきっと才川くんの心に届いている。

　もう一度ちらりと彼の横顔を窺ってみたけれど、才川くんはすっかり会社での人好きのする表情に変わっていて何も読み取れない。

　野波さんは言う。

「いかがわしいことにはなってませんでしたけど、肩枕でしっかりイチャイチャしてました」

　え！

　突然の告げ口に私が戸惑っていると、才川くんが弁解した。

「いやぁー花村の寝顔がかわいくて、起こせなくてつい……天使かなって」

「やだ才川くん、言いすぎ♡　恥ずかしい……」

　そうおどけて返しながら、ドギマギする。

〝かわいいでしょ、俺の奥さん〟

　演技で言ったことだとわかっていながら、初めて外で言われた〝奥さん〟という言葉に動揺していた。

「既に終わってしっぽりしてたとこかー」

「あはは」

「笑ってんな才川、否定しろ」

　よく笑えるなぁ……。

　自分に掛けられたスーツの皺を伸ばして埃を払いながら、私はやっぱり彼の考えていることが、よくわからなかったのでした。





＊






　六時を過ぎて、溜まっていた仕事は大方片付いた。パソコンの電源を落とし、すっきりとしたデスクをウェットティッシュでさっと一拭き。最後に才川くんに声をかける。

「才川くん」

「ん」

「私、お先に失礼しようと思うんだけど。大丈夫？」

「あぁ、うん大丈夫。ゆっくり休んで」

　そう言って微笑む。今日はこの顔で、野波さんとお食事ですか。そうですか。

「お疲れ様です」

「お疲れ。また明日」

　席を立ちながら、周りの人たちにも〝お先に失礼します〟と声をかけ、ボードの所へ歩いていく。〝花村〟の欄に〝帰宅〟のマグネットを貼って、何気なく野波さんのほうを見た。彼女は得意先相手か、電話を片手に楽しそうに笑っていた。もうすっかり営業さんだなぁと思う。松原さんの教育の賜物だろうか。

「……」

　心配なんてしていません。これは別に強がりでもなんでもなくて。

　ただよくよく考えると、私たち夫婦は酷いもので。





・結婚していることを会社で公言できない

・結婚指輪をもらっていない

・ベッドは夫婦別々

・話し合ってはないけど子どもをつくりたくなさそうな雰囲気

・頑なに一緒にお風呂に入ろうとしない






　……まぁ最後の一個はアレですけど。客観的に見ると、なかなかな夫婦の危機なんじゃないでしょうか。

　極めつけは一枚の紙。寝室にある彼のベッドサイドテーブルの、開かずの引き出しから出てきたもの。その紙を見つけたのは今年の三月。大学の卒業シーズン。結婚記念日が間近に迫ったある日のこと。その日、珍しく開かずの引き出しの鍵はかかっておらず、中が開け放たれていたのです。寝室の掃除をしていた私は、吸い寄せられるようにその引き出しの中を覗き。中から出てきたのは、一枚の紙きれ。




〝離婚届〟でした。








15　〇真相　才川夫妻の重要書類









　才川くんが野波さんと飲みにいったその夜。一人家路についた私は、家の最寄りのちょっと贅沢なレストランを前に数秒悩んで、結局入ることができなかった。ここのローストビーフは最高。おすすめで出してくれる赤ワインも美味しい。知ってる。すごくよく知ってる。結婚記念日のディナーに才川くんは必ずここを選ぶから。

「……」

　スーパーに引き返してお惣菜を買う。アイスクリームのコーナーでダッツを一個買い物カゴの中に入れて、そこでも少し迷ってから、結局もう一個カゴの中に入れていた。

「……」

　こんなちょっとしたことも後ろめたくなる自分って……！

　染みついた忠犬根性に自分でドン引きしながら二人で暮らすマンションに帰る。私の立場は、とことん弱い。

　早く帰ってこないかなぁ。そしたら私は才川くんのスーツを受け取りながら「お帰りなさい」と言って、それからダメ元で「一緒にお風呂入る？」って訊くだろう。答えはわかっているのに性懲りもなく。いつかうっかり彼が「うん」って言う、ほんのわずかな可能性に期待して。




　その晩、才川くんは日付が変わってから帰ってきた。

　ガチャリと鍵が開く音がして、続く玄関からの物音で目が覚めた私は、ベッドの中から目覚まし時計に手を伸ばす。暗い部屋の中で時計のライトを点灯させると、時刻は深夜一時前。ちょうど終電で帰ってきたであろう時間。それだけ確認して時計を元あった場所に置き、布団を被りなおす。

　程なくして才川くんが寝室に入ってきた。着替えを取りに来たんだろうと思った。起きようかな、どうしようかなと考えていると、一向にクローゼットを開ける気配がない。……あれ？

　不意にギシッとベッドが軋んだ。この状況、前にも……。性懲りもなく、期待に胸は高鳴った。

　ワイシャツ越しに伝わる体温。自分より大きな体から少し体重をかけられて、苦しくなる。でも決して不快ではない重み。そのうち手のひらがそろりと私の頬を撫でて吐息を近くに感じた。──今日はほんのりお酒が香る。結構飲んだんだなぁ。野波さんはお酒強いのかな。耳にかかった髪をさらりと指で流されて、耳に吐息がかかると、余計な考えはすべて流されていった。ぴちゃ、と彼の唇が開く音。

　冷静に。冷静に。どうせまた「寝たフリすんな」なんて良い声で囁かれてしまうんだ……。今度は飛び上がらない、と心に決めて。彼の言葉を待つ。

「花村」

　……花村？

「っ」

　耳の中に舌を入れられてぞくっとする。

「──かわいい、花村。好き」

　どうして花村、と思う間もなく息を含んだ囁きは続く。舐めて、わざとチュッと音をたてながら。酔っ払ったように、少し舌足らずな甘い声で。

「好き、大好き。……花村。食べたいくらい好き」

「っ、あ……」

　声が漏れそうになるのを自分の手で塞ふさぐ。もう起きてることなんてバレている。それでも終わらなかった。

「……愛してるよ、花村。……めちゃくちゃに抱きたい」

「や」

「ナカがグチャグチャに泡立つまで何度も突いて。アンアン言わせて。〝もう無理〟って泣き叫ぶまでイかせまくって──子宮が下りてきたら」

「んんっ……！」

　体の芯に火をつけるような熱っぽい声に体は疼かされた。言葉はどんどん過激になって、もう……ギブアップ！

　そう叫ぼうとした時、最後に囁かれる。




〝ナカに出したい〟




「ッ……！　酔ったフリしないでっ!!」

　飛び起きてぼすっと枕を彼に投げつけた。才川くんはそれを簡単に受け止めて飄々とした顔で言う。

「バレたか」

　酔っているハズがない。彼はザルだ。結婚して七年、彼が泥酔しているところは一度も見たことがない。

　才川くんはほんのりとお酒の匂いをさせながら、ベッドから下りてネクタイを解く。

「起きてたんだな」

「起こされたの」

「起きてただろ」

「……」

「野波さんと何話したか、気になる？」

「……気にならない」

「あっそ」

　意地悪く目を細めて、笑う。酔っ払ってはいないようだけど、お酒が入ってご機嫌の様子。楽しかったのなら良かった。何よりです。それにしたって許せない。

　彼は最後に、冗談で言ってほしくないことを言った。

「……才川くんちょっと」

「ん？」

「ここに座って」

　そう言ってベッドサイドのランプを点けた。オレンジの薄明かりが広がって、才川くんの顔がさっきよりもよく見える。

「なに？」

　自分のベッドの上に彼が座るスペースをつくる。すると才川くんは着替えを取り出そうとしていたクローゼットを閉めて私のベッドに腰かけた。

「なんですか奥さん」

「才川くんの考えていることがよくわからない」

　まっすぐ彼の目を見つめて真面目に言う。切れ長の目。深い色の瞳。正面から捉えれば何かが読み取れる気がして。でも、ダメで。

　ふっと彼が会社の顔で微笑むから、掴みかけた何かは有耶無耶になって消えた。

「またまた。花村さんは先読みも素晴らしいしとっても優秀で、助かってるけど」

「そういうことじゃなくて」

「……みつき？」

「才川くん、ほんとに。最近特にさっぱり。まったく意味がわからない」

「…………」

　ベッドの上で姿勢を正している私と、中央に背を向けて腰かけながら顔を私のほうに向けている彼。しばらく無言で見つめ合った。睨み合ったといってもいい。これはあのたった一回の、夫婦喧嘩の延長戦かもしれないから。

　しばらくして、才川くんは私の目を見たまま言った。

「俺、不安にさせてる？」

　私は首を横に振る。

「……じゃあ、寂しくさせてる？」

　今度はどちらにも首を振らない。それは正直わからないのだ。ただ寂しい、とは少し違う気がして。だから正直にそう言った。

「……わからない」

「どうしたんだよ」

「最近の才川くんは、変」

「変？」

「会社には結婚してることバラさないって言ったくせに、結婚を匂わせるようなこと言うし。野波さんの前で〝俺の奥さん〟とか言うし」

「あぁ」

「子ども欲しくなさそうなのに酔ったフリしてあんな……あんなこと言うし」

「あんなこと？」

「……わかってるでしょ！　言わせようとしないで」

「ごめん」

　謝って見せても、彼は絶対に悪いなんて思っていない。余裕のある表情から、本当のことを教えてくれる気はないのだと悟る。そう思うと気が抜けたけど、こんなに本音をぶつける機会もそうない。私は話を続けた。

「……結婚指輪ももらってない」

「うん」

「ベッドも別々だし」

「うん」

「何回もダブルベッドがいいって言ってるのに」

「なかなか諦めないよなお前」

「お風呂も一緒に入ってくれないでしょ」

「それもなかなか諦めないよな……」

「言い続けたらいつか間違って〝うん〟って言わないかなって」

「言わないだろ。言っても間違いは間違いだから入らないだろ」

「うーん……」

　おかしい。真面目に話しているつもりなのに、どうにも冗談ぽさが拭えない。これじゃいけないと思い、話題にあげるかどうか迷っていた一言を投げ入れる。

「離婚届」

「……」

「極めつけは、それです」

　その一言で少しだけ、本当に少しだけ、才川くんの表情が固くなる。結婚記念日目前に彼の引き出しから見つかったその紙は、彼にとっても記憶に新しいはずだ。

　微妙な変化を読み取ろうと、私は視線をそらさない。

「…………そうだな」

　才川くんは肩を落として深く息をついた。

「そうやって聞くと、なかなか酷い夫婦だよな俺たち。……っていうか、俺が酷い夫なのか」

「……」

「それでみつきは、何？　やっぱり別れたい？」

〝別れる〟という単語は鋭利に尖って心をかすめていく。才川くんの口から発せられたその言葉は、何十倍にも何百倍にも研ぎ澄まされて痛かった。目と鼻の奥がツンとして、気を抜くとぽろっと泣いてしまうかと思うほど。──でも何の意味もない。

　自分の膝の上に置いていた両手をきゅっと強く握った。伝えるべき言葉を頭の中で選りすぐって、開いた口から声にする。

「……だって、離婚届だよ」

「うん」

「そんなの見つけたら普通、〝もう気持ち冷めたのかな〟って疑うし、信じろっていうほうが難しいでしょ」

「……うん」

「……でも少しも疑えなかった」

「…………え？」

〝別れたい？〟って訊く言葉も。離婚届も。

　意味がない。

「私ね、才川くん。少しも疑えなかった。自分でもびっくりしたの。旦那さんが離婚届なんて持ってたのに、すごく自信があった。才川くんきっと──」

　息を吸い込んで、はっきりと言葉にする。




「私に惚れてるでしょう？」




　一瞬面食らった才川くんは、また会社での顔になって笑って見せる。

「花村さん、照れるから」

　だけどそんなことで逃がさない。ごまかさせてなんてあげない。私は声のトーンを変えずに言った。

「〝花村さん〟じゃなくて」

「……」

「〝才川みつき〟が好きでしょう？　才川くん」

　傍から見れば馬鹿に見えるかもしれないな。事実だけ挙げれば酷い夫婦なのに、何を能天気に自惚うぬぼれているのかと。だけど私には自信があった。

「私のこと大好きだよね」

「……前も思ったけど、たいした自信だよ」

　たった一つのことを除いて、才川くんのことは何もわからないと思っている。意味のわからない行動と言動。引き出しから出てきた離婚届。まったくもって意味がわかりません。七年も夫婦をしているのにさっぱり、彼の意図することは何もわからない。

　ただ〝自分は彼に好かれている〟そのたった一つの確信で、あの離婚届はただの紙きれだと思えた。

　三月の、結婚記念日直前に見つけた離婚届。そこから始まった私たちの夫婦喧嘩が決着したのは、春になってから。




　今年の四月一日のことです。





＊






　それは春になって新入社員が入ってくるよりも少し前。三月の卒業シーズン。大学卒業と同時に籍を入れた私たちの、結婚記念日が間近に迫ったある日。休日だから気合を入れて掃除しようと、私は寝室に掃除機をかけていた。それは、才川くんが掛布団をベランダに干しにいってくれている時のことでした。

　寒がりだから冬はコタツから動こうとしないけれど、暖かくなってくると家事を手伝ってくれる才川くん。私が早々にコタツを片付けた時はすこぶる不機嫌だったけど、それも毎年繰り返していれば、もはや定番の流れです。とにかく私は、機嫌良く鼻歌なんて歌いながら掃除機をかけていた。

　そしてふと気付いた。いつもは鍵のかかっているベッドサイドテーブルの引き出しが、開いていることに。私は吸い寄せられるようにその引き出しの中を覗き、出てきたのは、一枚の紙きれ。

「みつき干せ…………あ」

　なんだこれ、と思った。

　離婚届を見つけた私を見て才川くんが珍しく〝しまった〟って顔をするから、あぁここは怒らなきゃいけないんだ、と思って。怒るべき場面なんだ、と思って。

「……私、ハンコ捺せばいいのかな？　これ」

　寝室の入り口に立っている才川くんに向かってぺらりとその紙を見せた。〝しまった〟という顔をしたということは、これは私に見つかってほしくないものだったんだろう。

　才川くんは〝ハンコ捺せばいいの？〟という私の質問に、低い声でゆっくりと答えた。

「……捺したければ」

　ふむ。

「そう」

　それじゃあ、と私は離婚届をリビングに持っていき、テーブルに広げた。自分の通勤バッグから印鑑とボールペンを取り出して署名する。続いてスタンプ式の印鑑を、慎重に、ブレないように捺印。

　少しも迷わなかった。〝才川みつき〟の文字の横にくっきりと真っ赤な才川の印。赤のインクがどこかに移ってしまわないよう、パタパタとはためかせて乾かす。会社でするのとまったく変わらない動きで。

　そして、傍に立ってただ見ていた才川くんに離婚届を託した。彼は自然と手を出してそれを受け取る。とても静かな目をしていた。見つめると何かが読み取れそうで、でも結局何もわからない。それもいつものことだった。

「その紙は好きにして。あ、でも才川くんの印鑑は私が持ってるから、必要な時は声かけてね」

「……みつきはそれでいいんだ？」

　いいわけがない。でも、いい。

「才川くんが私と別れられるって言うなら、いい」

〝あっそ〟と言って彼は、まだインクが乾いていないかもしれない離婚届を持って、部屋に戻っていった。

　一見すると明らかに修羅場ですが、その日から私たち夫婦の関係が変わったのかといえば、実はそんなこともありませんでした。

　翌日の会社でも。

「花村さん、請求書」

「封筒に宛名書いて送る準備してあるよ」

「ありがとう助かる」

　仕事で顔を合わせるし、そもそも席が隣だし。避けるのにも限界がある。でもそれ以前に、特に険悪にもなっていなかった。何もかもいつも通り。

　私たちのやり取りを見ていた駒田さんがいつものように声をかけてくる。

「花村はほんと優秀だなー。本気で俺の補佐にこねぇ？　ランチ代くらいなら毎日出してもいい」

「ほんとですか？」

　ランチを毎日……！　言われて頭が勝手に試算する。まさか二人分のお弁当を作って持っていくわけにもいかないし、自分の分だけ用意するのも忍びない。残業でお互い遅い日が多いから、ランチは割り切って外食にしている。だけどそれも、平日五日間積み重なると馬鹿にならないのだ。

　駒田さんの出した条件を〝なかなかオイシイ……〟と思っていることがバレたのか、才川くんが口を挟んだ。

「ダメですよ駒田さん、俺のです」

「……」

　それならどうして離婚届？　と心の中で突っ込む。

「相変わらず花村にはべったりだなぁ才川……」

　私は駒田さんと才川くんのやりとりに困ったように笑う。いつも通りの〝才川夫妻〟。

　家に帰っても特段変わったところはない。私が先に会社を出た日、遅れて帰ってきた才川くんからいつもと変わらずスーツのジャケットを受け取る。

「お帰りなさい」

「ただいま」

「先にお風呂？」

「いや、飯」

　私はご飯を作るし、彼もそれを普通に食べた。さすがにアレかなぁと思って「一緒にお風呂入る？」とは訊かないし、極端に構ってほしがることはしないけど。いつもと違うことといったら本当にそのくらい。それ以外は七年間続けてきた夫婦生活と何一つ変わらなかった。

　ただ、結婚記念日は何もなく過ぎた。いつもなら、才川くんはその日が近付くと三日くらい前に「夕飯行くだろ」と何気なく予定を確認してくる。別の予定なんて入れるはずがないのに。私はいつも少しだけもったいぶってみて「たぶん大丈夫」と答える。そのたびに才川くんは〝はッ〟と馬鹿にして鼻で笑った。そこまでが定番の流れだった。でも今年は綺麗に全部スルーした。

　それだけがちょっと悲しかったけど、生活は何もなかったかのように続いていくから、わからなくなる。才川くんはあの紙をどうするんだろう。

　このまま普通に、今まで通りで暮らしていくことはできる。あの日私は開いた引き出しから、離婚届なんて見つけなかった。離婚届なんて、最初から存在しなかった。そう思い込むことも、できなくはない。でも才川くんの手元には、私の署名と捺印が施された離婚届が確かに残っている。それはきっと彼に、いろんなことを考えさせるはず。……まぁそもそも、なんで才川くんがそんなものを引き出しにしまっていたのかも、わからないんですけどね。

　とにかく私は、もう少し待つことにした。




　そして決着の日はやってきて、四月一日。

　もしかしたら彼は有耶無耶にするつもりなのかもしれない。いつもと変わらない横顔で仕事をする彼を覗き見ながら、そんなことを思っていた。それならそれでいいのかな、とも。結婚記念日をスルーしてしまった私たちは、あれから数日間、一度も離婚届のことを話題に出さずにきた。

　結局何かの間違いかもしれないしね！　人からの預かりモノとか。誰かに〝代わりに役所行ってもらってきて〟って頼まれたとか。……ないな。あまりに納得感がないし、あれは間違いなく彼が自分でもらってきたものなんだろう。でも印鑑を寄越せと言ってくる気配もないし、離婚届を持って行った様子もないし……。

「……なに、花村さん。人のこと見つめすぎじゃない？」

　おっと。横顔を覗き見していたつもりが、考えすぎていつの間にかガン見していたようです。私は反射的にありったけの愛嬌で笑いかけた。

「ごめんなさい。見惚れちゃって」

「なにそれ、嬉しい」

「何時間でも見つめていられそう」

「花村さんに見つめられてたら、緊張で仕事にならない」

「穴開けてあげる」

　芝居に乗って甘く笑う彼にニコニコと微笑み返す。いつもより甘さ三割増しの返答をして席から立ち上がった。お昼の十一時。部長が昼食に出る前にタバコを一服してコーヒーを飲みたがる時間だ。

「部長にコーヒー淹れてくるね。才川くんも飲む？」

「いや、大丈夫。ありがとう」

　いつも通りのやり取りで、もう、いいかなぁと思えてきた。

　給湯室で、コーヒーマシンの前でカップにコーヒーが溜まるのを待ちながら考える。別に〝別れよう〟って直接言われたわけじゃない。私が印鑑を〝捺せばいいの？〟と訊いた時に〝捺したければ〟と返されたことは、少し寂しかったけど。

　私に離婚届を見つけられることが彼の本意でなかったんだとしたら、忘れるべきなのかも。そうなると啖呵を切って署名して捺印してしまったことが悔やまれる……。あんなこじらせるようなこと、しなきゃよかった。馬鹿みたいに「もぉー何よこれー！」って言って笑って済ませて……いやいやいや。それは正しくない。納得できなかったから私は、彼にあの紙を託したんだ。

　お盆に部長用のコーヒー一杯だけを乗せてオフィスに戻る。今日のコーヒー、すごく良い匂い……なんて思いながら、営業二課の奥にある部長のデスクへ運ぼうとした、その時。

　才川くんの後ろを通り過ぎる前に。彼がぐい、と片方の手のひらを自分の肩の上で反らせた。何かを受け取るのを待つポーズ。

　──え、今？　と心内で驚きながら、私はコーヒーを載せたお盆を左手だけで持って、右手でスカートのポケットを探る。毎日使うソレは簡単にポケットの中から出てくる。

　彼のデスクに目をやると、数日前に私が署名・捺印した離婚届があった。

「……」

〝才川くんの印鑑は私が持ってるから、必要な時は声かけてね〟

　確かに私、そう言いましたね。右手の中の印鑑を、そっと彼の手のひらに預けた。そっと指先を剥がして、何食わぬ顔で部長のデスクにコーヒーを運ぶ。

「部長、コーヒー入りました。どうぞ」

「あぁ、ありがとう花村」

　こんな時でも愛想よく笑えている自信がある。慣れって怖い。ずっと〝夫婦じゃないけど特別な二人〟を演じてきた。入社三年目で彼の隣の席になった時から比べれば、私はとっても芸達者になったと思う。

　だけどそれだけじゃない。結婚八年目にして、私はとっても自惚れ屋になっていた。引き出しから離婚届を見つけた時、〝悲しい〟よりも〝苦しい〟よりもただ意味がわからなくて。しっくりこなくて。才川くんが私と離婚したいなんて、それだけはあり得ないと思うほどには自惚れていた。

　空のお盆を脇に抱えてもう一度、才川くんの後ろを通る。その時、彼はまた何も言わずに紙を一枚、ばっと後ろに手渡してきた。離婚届だ。

　ちらりと才川くんの顔を見る。いつも通り。切れ長の三白眼からはやっぱり何も読み取れない。ただ、私がその紙を受け取った彼の右手は、小指側の側面が赤いインクで少し汚れていた。

「…………ふっ」

　受け取った離婚届を見た瞬間、私は笑ってしまった。

　思わずにやけてしまう口元を離婚届で隠した。こんな顔、誰にも見られちゃいけない。今の私は明らかに不審者だ。

　後ろで、才川くんがバツの悪さをごまかすように頭を掻いている。それが振り返らなくてもわかって、余計におかしかった。──離婚届には。届出人の署名欄、妻の欄には私の名前が書いてある。その横には〝才川〟の印。私があの休日に、リビングのテーブルで捺したものだ。夫の欄には、何も書かれていない。

　ただ余白に、ボールペンで書いた一筆と〝才川〟の認印が捺されていた。




〝ごめん、降参〟




　四月一日。

　私は賭けに勝って、また自惚れを深くしたのです。





＊






「……結局、才川くんがなんで離婚届を持ってたのかはわからず終いだけど」

　深夜一時を過ぎた私たちの家族会議も、そろそろ幕引きだ。ほろ酔いの才川くんにあれこれ言ってみたけれど、彼は何も答えてくれる気はないらしい。

　才川くんは解いたネクタイを、向かいにある自分のベッドに放り投げた。

「それはみつきが〝別に教えてくれなくていい〟って言ったんだろ」

「うーん……。〝降参〟って書いてあったし、その時はまぁいっかって思っちゃって。〝仕方ないなぁもうっ……！〟ってなんか、あの時の才川くんかわいくて……」

「お前な……」

「大好きだもんね、私のこと」

「みつき。しつこい」

「才川くんが自惚れさせたんだよ」

「……」

　彼は何か言い返そうとして言葉に詰まる。それはきっと、多少の心当たりがあるから。

「家では妙に距離を取ろうとするし、子どもとか結婚指輪とか、なぜかそういう夫婦らしいことは避けようとするけど。それでも、愛されてるなぁって思うもん」

「なんで」

「私と話す時空気が柔らかくなるでしょ」

　言ってみたものの、これって伝わるのかなと不安になる。

「才川くんは知らないかもしれないけど、話してるとだんだん目が優しく丸くなる」

「……」

「それに、会社の男の人のこと誰彼構わず牽制するし。そのためにあんな溺愛キャラまで演じちゃうし。最初こそびっくりしたけど、七年も経てばわかるよ」

「……何がわかんの？」

「恥ずかしいくらい愛されてるなぁって」

　才川くんは私のベッドに腰かけたままで、視線をそらして居心地悪そうにしていたけれど〝違う〟とも否定しなかった。私は彼に気を遣いながら言葉を続ける。

「大事なことはわかってるつもりなんだけどね……。わかんないことといったら、なんで家では淡白なのかってことと、なんで離婚届持ってたのかってことと。それからなんでベッドが二つなのかってことくらい」

　あとなんで子どもつくろうってならないのかってことくらい、と小さな声で付け足した。

「……結構わかってないな？」

「でも愛されてる自信はある」

「うん……そうだなぁ……」

　彼は肯定とも取れるようにつぶやいて、それからこんなことを言った。

「俺たち、早くに結婚したからな」

「……え？」

　それって何か関係あるの？

　訊きたかったけどそれよりも早く、才川くんの片方の手が私の頬を包んだ。

「自信があるくせに、なんで今日は〝わからない〟ってごねてるんだ」

「……自信はあるけど疲れる。才川くんの言うこととかすることで意味わかんなくなって、信じられないくらいエネルギー使うの。結婚してもう七年も経つのに」

「……なんで？」

　……なんで？

　そう訊く彼の意地悪な顔に、いつか言わされた言葉を思い出す。気付いた時には遅かった。

「言わせないで」

「なんでそんな風になるんだ」

　間近に迫ってきていた才川くんは、もう絶対に言わせるつもりの顔をしていた。

　観念して小さな声でつぶやく。

「……好きだから以外ある？」

「ないな」

　才川くんは満足そうに笑うと、私のベッドから立ち上がって隣のベッドサイドテーブルの別の引き出しを開ける。中から小さな箱を取り出して、銀色の正方形の袋を一枚つまみ出した。

　私はぽかんとしてしまって一瞬反応が遅れた。

「……え、するの？」

「ダメ？」

「や、でもついこの間したとこだし……今から？」

　朝目覚めたら抱かれていたことはまだ記憶に新しい。後日一度だけダメ元で誘ってみたけど、〝ゴムを切らしてるから〟と断られてそれっきりだった。彼が二ヵ月も経たず、こんなに短いスパンで身体を求めてくることは珍しい。……というか、結婚以来ない。こんなの戸惑う。

　ギシッ、と彼の膝が私のベッドを軋ませる。座っていた私の上に、少しずつ迫ってくる。ネクタイを外したワイシャツ姿で。あまりに戸惑って若干後ずさってしまったけど、にじり寄られて距離はすぐに詰められた。

「抱きたいんだけど」

　ダメ？　なんてまた訊かれてしまったら、ダメなんて言えるはずがない。黙っていると正面から唇を塞がれて、パジャマのボタンを上から外される。

「んンっ……」

　少し強引な、唇を味わうようなキスだった。食んでくる唇の隙間から、漏れる息に交えて彼が言う。

「……一回だけにするから」

「……それも珍しい」

「なんで。……いっぱいシたい？」

「んっ、やぁっ……」

　べろっとザラついた舌の感触で背筋が震えた。私が後ろに倒れそうになるのを背に回した手で支えながら、才川くんは、私の胸に顔を埋めて言ったのだ。

「……あともうちょっとだけ待って」

「…………え？　っあ」

　結局その晩、才川くんは何一つ明かさずに。

　本当に一回だけ、これでもかというほど優しく私を抱いた。
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「ん…………」

　体の節々が痛くて目が覚めた。気付けば、みつきのベッドにいた。

　頭上に手を伸ばして彼女の目覚まし時計を探る。爪にカツッと当たったのを感じてそれを掴み、確認すると朝の四時前。体が痛いのは当然で、シングルベッドは二人で眠るには狭すぎる。よく落っこちなかったな、と思いながら腕の中の彼女を確認するととてもよく眠っていた。俺のシャツを掴んで寝ぼけながら胸に頬ずりをしてくる。

「……」

　なんとなく離れがたいが、それでも離れなければいけない。

　起こさないように最大限気を付けてそっと細い肩を押し離す。こちらを向いていたみつきを仰向けに寝かせて、ゆっくりと肩から手を剥がす。その間際、薄く開いた唇にキスを落とした。眠りの深い彼女はそんなことでは目を覚まさない。

　体を起こして気付いた。自分の格好は帰ってきた時のワイシャツ姿のままだった。風呂に入らなければ。シャワーを浴びて、みつきが起き出す前に自分のベッドに戻らなければならない。

　これまでずっとそうしてきたはずなのに。今日はなぜか、どうにも離れがたかった。

　じっと寝顔を見つめる。




〝私のこと大好きだよね〟




〝……好きだから以外ある？〟




　自信満々に言った顔と、悔しそうに頬を赤らめた顔を思い出しながらさらりと前髪を撫でた。

　会社では結婚のことを隠しているから、七年前に夫婦になったことを知っているのはごく少数。会社の人事部長と、総務担当。それから親と古い友人が数人ほどだけ。彼らでさえ、あんなに早く結婚を決めたのが俺のほうだと知ったら驚くんだろう。




　勝負はとっくの昔についていた。





＊






　最初に出会ったのは大学三年の十月。

　東水広告社の新卒採用説明会で、会議室に設置された二人掛けの机。俺の隣の席に座ったのがみつきだった。ニコニコと会釈をしてきたから、俺も合わせて会釈だけして、リクルートスーツに身を包んだ彼女を横目に見た。一つにまとめた髪とナチュラルメイク。他の就活生と変わらない姿。一目惚ぼれをしたわけではない。ぴんと伸びた背筋に、ぼんやりと〝姿勢がいいな〟と思ったくらいで。特に会話をすることもなかった。

　会社概要の説明があった後、先輩社員が登壇して自分の職種について語った。営業、マーケティング、クリエイティブ。見たことのあるテレビＣＭが、どういう意図で作られたものなのか。少し前に話題になったプレゼントキャンペーンが、どういう仕組みで話題化されたのか。実施する上でクライアントとどんな調整が必要だったのか。華やかに見える業界だけど実際は、裏でだいぶ泥臭い仕事もしているということ。残業もそれなりにあるということ。

　その話を聞いている時も、隣の彼女はずっと姿勢正しくまっすぐ登壇者を見つめていた。前列に座る就活生のように、過剰に頷くこともなく、凛と。それが少し印象的で。ほんとにそれだけで、たまたま隣の席に座ったというだけ。本当だったら〝たまたま隣に座った名前も知らない子〟で終わるはずだった。

　それで終わらなかったのは、先輩社員の話の後にグループワークがあったからだ。広告会社の仕事の一部を体感するために『百円のボールペンを売るためのアイデア』を傍にいた六人で考える。その前段として隣の人とペアになって、簡単な自己紹介と〝どうして広告業界に興味を持ったか〟を話す時間が設けられた。げ、と面倒に思ったものの、投げ出すわけにはいかない。就活生は人事担当者に言われるがままだ。

　だけどそれほどここで力を入れる必要はない。適当に愛想よくやり過ごせばいい。周囲が少しの照れを滲にじませながら隣の席の相手と向かい合う。それに倣ならって俺も、彼女のほうを向いた。初めて正面からお互いの顔を見る。愛想笑いを浮かべて挨拶をした。

「才川です。よろしく」

「花村です。なんか……くすぐったいですよね、こういうの」

　なんとなく幼い印象があったものの、相対した彼女の雰囲気は少し違っていた。ふわっとした前髪の下に覗いている目は大きく澄んでいる。見透かされそうだと思った。形のいい唇は、笑っているけれどしっかりと結ばれていて、意志が強そう。姿勢の良さと相まって、とても凛として見えて。

　綺麗だな、と率直に思った。

「〝才川〟ってなんか、賢そうな名字。下の名前も訊いていいですか？」

「そう？　そうでもないと思うけど、ありがとう。下の名前は千秋です」

　言ってから、次に彼女が言う言葉を想像する。〝素敵な名前ですね！〟と彼女は愛嬌のある笑顔で言うんだろうな。就職活動が始まってから、こんな風に初対面で挨拶する機会が増えて、そのたびにお決まりの自己紹介があって。本心かどうかはさておき、名前を褒められるこの一連の流れにうんざりしていた。でもそんなこと、俺は顔に出していなかったと思う。いつものようにちゃんと、嘘臭くないくらいの愛想の良さでいたはずだ。

　みつきは俺の名前を褒めなかった。褒めずに、こう言った。

「……それは、なんと言うか……。呼ぶのにちょっと照れてしまう名前ですね……」

「……は？」

　どういう意味だそれは。

　一瞬けなされたのかと思った。けれど、なぜか照れている彼女の顔に悪意はなさそうで、どういうことだろうと一瞬考える。結論が出る前に彼女が言葉を繋いだ。

「私は花村みつきです。志望動機を話すんでしたっけ？」

「あ、あぁ」

　さらりと下の名前を教えられて、それにコメントする間もなく次の話題。完全に彼女のペースだった。

　花村みつき。柔らかそうで凛とした彼女の雰囲気によく合っていると思ったのに。伝える間もなくて。いや、きっと言わなかっただろうけど。

「どっちから話します？」

「どっちでも」

「じゃあ私から話しますね。……とは言っても、たいした志望動機じゃないんですけど」

　初対面でお互いの志望動機を話すのも、就職活動におけるお決まりのパターンだった。答えなんてだいたいいくつかの種類しかない。〝子どもの頃に見たＣＭが大好きで、それを制作したのがこの会社だと知って〟だとか、〝ＯＢ訪問で話を聞いた先輩に影響されて〟だとか。自分にとっては特別な理由でも、たくさんの中で並べられると同じカテゴリに分類されて、似たり寄ったりだと思われてしまう。

　そんな中で。いまいちペースの掴めない彼女がどうしてこの業界に入りたいと思っているのかには、少し興味が出てきていた。何食わぬ顔で彼女の話の続きを待つ。

「社会に出たら、自立してしっかり生きていかなきゃいけないじゃないですか」

「……うん？」

「だからお給料が良くて、福利厚生の充実した会社がいいなと思って」

「……」

「あと私、どうにも飽きっぽいところがあるので。毎日同じ内容の仕事をコツコツやるのは向いてないと思うんですよね～」

「……」

　それは今までにない回答ではあったが、あまりに即物的でコメントに困った。

　なんだこいつ。夢見がちそうな外見とは裏腹に、超現実主義者じゃないか……。

「あ、才川くん今ヒいてるでしょ」

「……」

　心を読むのはやめてほしい。おかしそうに笑う彼女は、決して人の気持ちに疎いわけではないらしい。自分の言葉を相手がどんな風に感じ取るのか、わりと正確に捉えている。その上でとてもマイペースだった。

　そのことに気付くとまた関心が膨れ上がって。ドン引きだ、とは言わずに質問をした。

「その動機なら、別に広告じゃなくてもいいんじゃない？　条件に当てはまりそうな業界は他にもあるし。わざわざこんな残業が多い……言っちゃえばブラックな業界に行く理由ある？」

　彼女はなんと答えるだろう。膨れ上がる興味。

　みつきはふいと視線をはずして、小首を傾げて考えだした。こういう質問をされたことが今までなかったんだろう。十数秒ほど。彼女はよく考えて、それから口を開いた。

「……まぁ、人生一度きりですし。死ぬほど働いてみるのも悪くないかなって」

「……なるほど」

　それはなかなか、悪くない動機だと思った。

　納得したところで人事担当者が「そろそろグループワークに移ります」と案内をかけた。まだ俺は自分の志望動機を話していなかったけれど、特に進んで話したくもないので〝ラッキー〟と思って正面に向き直る。

　隣で彼女が小さな声で言った。

「そう言うあなたは、結構ワクワクしてますよね。この仕事に」

「え？」

　言われてみつきのほうを振り向くと彼女はニコッと笑って、正面に視線を戻した。

「……」

　見透かされた気分だった。

　お陰でその後のグループワークはちっとも身が入らなくて。『どうすれば百円のボールペンが売れるか』。与えられたお題は面白いと思っていたのに、頭がうまく働かない。隣で彼女が意見を言ったり、笑ったりするたびに胸がざわざわした。

　元来俺は他人から〝何を考えているのかわかりにくい〟と言われるタイプだ。愛想よくもできるし、冗談も言える。だから取り立てて人付き合いに苦労した記憶はないけれど、付き合いの長い友達からも〝本当のところは何を思っているのかわからない〟と言われがちで。だから、珍しく何もかも見透かされているような感覚に落ち着かなかった。胸がざわざわする理由はそれだけだ。まさか会社説明会で、こんなにペースを狂わされるとは思わなかった。

　そんなことばかり考えていたらグループワークの時間が終わった。六人で一つの回答を導き出したはずなのに、俺は、どうやって百円のボールペンを売ることになったのかさっぱり記憶にない。

　彼女とはもしかしたら、この後に続く選考でまた顔を合わせることがあるかもしれない。そう思って、特に連絡先を交換することもせず「お疲れ」とだけ声をかけて席を立つ。みつきは一瞬じっと俺の顔を見て「お疲れ様でした」と言った。

　そんな出会いだった。そこで終わっていれば、まぁまぁありふれた話。




　説明会を終えてエレベーターで一階まで降りる。他の就活生たちの波に流されるようにして会社の建物の外へ出て、駅へ向かって歩きだそうとした時だ。

「ん……」

　何かがコートに引っかかって、俺はそこから動けなかった。

「……花村さん？」

　振り返るとみつきがコートの裾を掴んでいた。十月の夕方、少し肌寒くなった秋空の下で。ベージュのトレンチコートに身を包んだ彼女の顔は、少し興奮気味で。頬を上気させていて。走ってきたせいか、さっきまでの凛とした雰囲気とは違う。緊張した面持ちで口を開いた。

「才川くん。初対面でこんなこと言ったらヒかれちゃうかもしれないけど」

「……はい」

　この時点で、彼女の表情から何を言われるかは想像がついた。そこまで緊張しなくても。中高生じゃないんだぞ俺たちは。そう思いながらも緊張が伝染する。こっちまでむず痒くなってきて、どんな顔をすればいいのかわからなくなる。

　それなのに、彼女はあっさりと俺を裏切って、一人吹っ切れたように表情を変えた。




「才川くんのこと、好きになってしまったかもしれません」




　──それが、あまりに可愛らしく、花がほころぶように笑うので。




「……あぁ、ほんとにな。ドン引き」




　告白された後のことはあまりよく覚えていない。予想外の展開に頭の奥が熱を持って、余裕がなくて。

「ちょっと……ちょっと待って！　才川くん、なんっ……なんですか!?」

　初対面の彼女からの告白に〝ドン引き〟と返事をして俺は、彼女の手を引いて一人暮らしの自分の部屋まで連れ帰ってきた。性急な手つきで部屋の鍵を開けて、後ろ手に繋いでいた彼女の小さな手をグイッと引っ張る。前につんのめったみつきは土足で部屋にあがるわけにもいかなかったのか、慌ててパンプスを脱いだ。そしてバタバタと二人、慌ただしく玄関を抜けてまっすぐベッドまで。

　正直なところこの時は、頭が沸騰していたので。

　一秒でも早く彼女を自分のものにすることしか、考えていなかった。

「才、か……く……ひゃぅ!?」

　一体何が起こっているのか大混乱な彼女をよそに、纏まとっていたトレンチコートとリクルートスーツのジャケットを剥いで自分のベッドに押し倒した。合間に自分のジャケットも脱いでベッドの下に落とす。

「……」

　細い手首を両手で押さえつけて彼女を見下ろして。清潔な白いシャツに、タイトな黒のスカート。意外と体のラインがでるその姿を一瞬だけ俯瞰して見て、すぐにその首筋に食らいついた。

「……あっ……」

　シャツのボタンを上から一つずつはずしながら、唇を肩へと滑らせていく。

「ん……やっ、待っ……待って！　こんな急にっ……」

「……怖い？」

「……怖くは……。っ、ふ……」

　怖いと言われてもやめたくなかったから、そのまま唇を塞いだ。

「ん……んんっ……」

　角度を変えて何度もその柔さを味わう。途中微かに唇の隙間から漏れてくる甘い声に頭の奥が痺れた。それとさっき〝好きになってしまったかもしれません〟と言った唇の、甘いこと。

　息苦しかったのか、彼女は背中に回した手でぱたぱたと俺の肩を叩いた。なんだろうと思って一瞬唇を離すと〝ぷはっ〟と息をして、酸欠で真っ赤になった顔と対面する。

「鼻で息しろよ」

「だっ……だってキスっ……突然するなんて思わな」

「口開けて」

「えっ……。っ、ん……！」

　もう一度唇を塞いだ。今度は唇を食みながら、舌先で唇の間をこじ開けて侵食する。舌同士が触れた瞬間びくっと跳ねた体を抱き込んで、じたばたと抵抗する体を抑えつけた。

「ん……んんっ！　んーっ……！」

　何か言いたそうにしていたけれど、舌を入れられたままでまともに発音できずに喉を鳴らして。それでもまだ、抱きしめている体は腕から抜けだそうと抵抗をやめない。非力な腕の突っ張りで精一杯俺の胸を押し離そうとしていた。……告白されたとはいえ。いきなり家に連れ込んだ上にこうまで抵抗されたんじゃレイプと変わんないよな……と思ったけれど。

　触れるほどに〝欲しい〟という気持ちが頭の中を占拠して、どうしようもなくて。どうしようかな、と迷いながらキスを続けてヘアゴムをはずす。ふわっと彼女の髪がベッドに広がる。頭の後ろに手を掻き入れて、そっとその長い髪を梳いた。同時に舌を甘く吸いあげる。

「あ……ん……」

　すると、じたばたと俺の下でもがいていた彼女がだんだん大人しくなる。大人しくなって、胸を押し返してくる腕の力が弱くなって。

　それをいいことにもっと深く舌を伸ばした。自分の唇を開く動きで彼女の唇を押し開かせて、前歯の裏のずっと奥にある口こう蓋がいを舐める。彼女の体がゾクッと震えたのがわかって、もっと伸ばす。

「んんッ……！」

　苦しそうな声がして、〝ガッつきすぎだ〟と自覚しているのにやめられなくて。ふと、力をなくした彼女の手が俺の背中に回された。その手にきゅっと力がこもって、シャツの背中を掴まれる。驚いて口を離すと、彼女の唇はどちらのものか唾液で濡れて光っていて。蕩けた表情に視線を奪われた。

　そして彼女は、俺の欲に拍車をかけるように言ったのだ。

「……キス、もっとして」

　そこからは少しも躊躇わなかった。求められたのはキスだけだったが、そんなことも構っていられなかった。激しいキスをしながら、彼女の濡れそぼったナカを指でぐちゃぐちゃと掻き混ぜる。

「ふ、ん……んんーッ……！」

　体が大きく痙攣して、ぐったりとベッドに沈み込む。仰向けになって髪を乱している姿はやけに艶っぽくて、さっきまでの童顔とのギャップもちょっと好きだと思ってしまった。……好き？　好きなんだろうか。今日出会ったばかりで？

　どうにも陳腐さは拭えなかったけれど、体はもう止められない。……別にいいか。初めてってわけでもないだろうし。

　沸騰した頭がまともに考えることも放棄して、俺は彼女の脚を押し拡げ、自分の下肢を割り込ませた。彼女はもう何も言わずに、ただじっと俺の顔を見上げている。その眺めにもクラクラする。なんて目で見てくるんだろう、と思いながら、指で散々ほぐした彼女のナカに自身を押し込んだ。

「～っ……！」

　少し挿れた段階で、違和感はあった。

「……」

　今まさに突き上げようと少し引いた腰が静止する。

「……まさかとは思うけど」

「……はい」

　見下ろした彼女の小さな口から、バツの悪そうな弱弱しい声がする。

「……はじめて？」

「……」

　黙っているものだからそっと顔を上げて表情を確認すると、彼女は目にいっぱい涙を溜めて、手で半分顔を隠しながらこくこくと頷く。……まじかよ。

　思わぬ答えに息をついて、それから。

「…………えっ。あッ、痛っ……！　んんっ……！」

　面倒だな、なんて思うのは後で冷静になってからで、最中はそんなこと考えもしなかった。ただ彼女が処女だと知った瞬間、高揚感に襲われて。思わず陶酔の息をついて。俺の、という意識ばかり強くなっていって。

　痛みを堪えるように爪を立ててくる彼女の耳に、唇を押し付けて囁いた。

「……力抜いて。もっと奥まで入りたい」

「ん……」

　初対面相手に何を言っているんだろう、と思いながら。それでも欲しくて、たまらなくて。瞼や額、薄く涙がこぼれる目尻にキスをしながら、少しずつ奥へと腰を押し進めた。

「……全部入った。……つらい？」

　訊くと彼女は、なんとなくわかっていたがふるふると首を横に振った。彼女は平気で俺に嘘をつく。俺を甘やかす嘘。都合のいい嘘を全部真に受けて、俺は動くのをやめなかった。

　ゆっくりと腰を揺すりながら胸にキスする。ツンと尖った胸の先を口に含むと、少しずつ彼女の口から甘い声が漏れだす。

「……っ、ぁ……んん……」

「……気持ちよくなってきた？」

「ん……才川くん」

「なに？」

「胸よりも口に……」

　キスをたくさんねだってくる彼女がたまらなかった。




　これは明らかによくないパターン。就活中に知り合った女と寝てしまうなんて、どう考えたって。同じような話を〝就活ラブだ〟なんて言ってゼミの奴が話しているのを聞いた時は、馬鹿だと思った。目的を見失っているし、就活でなんてどちらかが不採用になった瞬間、すぐに気まずくなって終わるに決まっている。

　確かにそう思っていたのに、今一体自分は何をしているのか。泣きながらしがみついてくるみつきの上でそんなことを考える一方で、仕方がない、と思っている自分もいた。




　花のように微笑んで〝好きかもしれない〟と言われた時の衝動は。

　こんなに強烈に何かを欲しいとか、自分のものにしたいとか思ったのは初めてだった。




「あっ……あっ、あんっ！　やっ、あ、もうっ……やぁっ！」

　自分の形を覚えさせるようにして何度も彼女のナカに突き入れた。手に入れる術をそれしか知らないみたいに。

「才川くん……！」

　高く切羽詰まった悲鳴にも近い声で名前を呼びながら、必死でしがみついてくる。甘い征服感に胸が満たされていく。彼女のナカがキツく締まって、俺のを飲み込むようにうねるたびに、心でも体でも求められているような気がして、与えたくなって。

　ゴムさえ取り払ってしまいたい欲を最後の理性で抑えつけた。

「はッ…………。ここに、俺の入ってるのわかる？」

　尋ねながら臍の下に指を滑らせると「あ……」と感じた声を漏らした。それから泣きそうな顔で頷いて見せる。何から何まで煽るような仕草に腹が立った。しっかりと煽られている自分にも腹が立った。舌打ちして腰を打ち付ける速度を上げる。

「っ！　だめっ、才川くっ……激しっ……！　苦しいからっ、もうっ……！」

「っ……腹に力入れてるからだよ。……はぁ……っ、何度でもイっていいからっ……」

　イって、と耳元で囁いた。そうされるのに弱いことに気付いて、試してみると効果てき面。彼女は俺の首に回した腕をぎゅっと引き寄せて、声にならない声をあげて達した。初めてでキツかった彼女のナカが余計に締まって、出してしまいそうになるのを堪えた。

　首に回していた腕の力が抜けて、くたりとベッドに落ちる。シャツの前ボタンを全部開けて、ブラもズレたあられもない姿。薄く目を開いて肩で息をするその姿に、まだ全然足りない、と思った。

　一度彼女のナカから抜くとゴムには血がついていて、彼女が間違いなく処女であったことを物語る。笑ってしまいそうになるのを我慢しながら、上にたくしあげていたスカートのジッパーを下ろした。

「……才川くん？」

「腰浮かせて」

　不思議そうに見上げながら、従順に腰を浮かせる。スカートを抜きとって、片方の脚を大きく抱え上げると彼女は目を丸くした。

「え……」

「俺はまだイってない」

「嘘っ……！　っあぁッ!!」

　片脚を肩に掛けてベッドに座ったまま突き入れた。初めての彼女を労わるとか、休ませるとかそういうことをしなかったあたり、ほんとに余裕がなくて、子どもじみたセックスだったなぁと後になって思うのだ。その後も俺は中枢が馬鹿になったみたいにまったくおさまらなくて、体位を変えて何度もみつきと交わり続けた。

　初めて出会った彼女と、これで一生分じゃないかと思うほどのキスをして、突き上げて。それでもまったく自分のものになった気がしないから困った。




　散々抱いて、啼なかせて。翌朝目覚めて腕の中の彼女と目が合った時、やってきたのは盛大な後悔だった。──やらかした。激しい自己嫌悪に襲われる。何が〝仕方がない〟だ。俺は犬か？　自分の理性があまりにクズだと知って絶望する。告白されて、なんですぐ抱こうと思った。他に何かあっただろ。断らないにしても、もっと他に穏やかな関係の始め方が何か……。輪をかけてバツが悪いことに、彼女は処女だった。面倒なことこの上ない。

「……才川くん」

「……おはよ」

　気恥ずかしそうに名字を呼ばれて、どうしたものかと逡巡する。この状況をなんと説明しよう。もし「責任取って付き合ってください」なんて言われたら、なんて言い訳しよう。情けないことに、そんなことばかり考えていた。

　すると彼女は、俺の胸をそろりと押し離して腕の中を出て行った。機嫌良さそうに口元を笑わせている。上体を起き上がらせて掛布団で胸元を隠しながら、ベッドの下に落ちている下着やシャツを片手で拾おうとする。

「……」

　不思議な気持ちでそれを見ていた。どういうつもりなんだろう。何を思って、そんなに笑って。

「……なぁ」

　俺は横になったままで、一生懸命服に手を伸ばすみつきの後ろ姿に声をかけた。こっち向け、と念じながら。

　それが伝わったように彼女はこちらを向いて、ふにゃりと笑う。そして言う。

「大丈夫です、わかってます！　二度目は、ないんですよね」

　大人の関係ですね、なんて無理して笑う顔にぐっときてしまって。

　そんなことまで察するな。勝手に気持ちを読むな。昨日まで処女だったくせに何が大人の関係だ、と呆れながら。──愛しいかもしれない、なんて思ってしまって。

　気付けば、ベッドの中から出て行こうとする彼女の腕を掴んで。尋ねていた。




「……付き合う？」




　彼女は心底驚いた顔でこくりと頷いた。──彼女を自分のものにしようと、これからずっと苦心し続けることなんて、この時の俺はまだ知る由もなかった。
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　出会ったその日に関係を持ってしまった。そんな始まりにもかかわらず、みつきとの交際は順調だった。自分でも意外なことに、彼女と過ごすのは居心地が良かったのだ。

　彼女はたまに俺の家に来るようになった。会社説明会の帰りにそのままスーパーに寄って、食材を買って手料理を振る舞ってくれることもあったし、休みの日にやってきて一緒に過ごすこともあった。

　遠出をしたのは数えるほどだけ。俺が人混みを嫌がることを早々に察した彼女は、どこへ行きたいとか何がしたいとかいう希望をあまり言わなかった。人混みが嫌なのは確かなので正直有難かったが、まったく何も言われないと逆に気になる。

　気まぐれに「行きたいとこないの」と訊くと、たいてい「特に思いつかない」と答える。それでもしつこく「本当にないのか」と訊くと、ある時は熟考の末に「水族館」と答えた。そして実際に水族館に連れて行くと、みつきは水槽に貼り付き目をキラキラさせていた。そんなに来たかったなら言えばいいのに。少しくらいわがまま言ったっていいんだぞ、と伝えようかと思ったが。その時、無脊椎動物の水槽の前で彼女がやけに楽しそうな声をあげた。「見て才川くん！　そっくり！」と言ってパイプに引きこもろうとする愛想のないエビを指さしたので「誰がそっくりだ」と否定していると、伝えたかったことは言い損ねてしまった。

　ほとんどの時間を家で過ごしたが、始まりが始まりだっただけに、むやみに体を重ねるのはよそうと思った。最初に抱いた朝〝大人の関係ですね〟と言った彼女は、ともすればこの関係をセフレだと勘違いしかねない。勘違いした上でその関係さえも受け入れてしまいそうな危うさがあった。きちんと「付き合う」と言ったはずだが、念には念を入れて。俺はとても慎重に彼女に接していたと思う。

　同じ部屋で過ごしていても、別々のことをしていることが多かった。俺がベッドで本を読んでいると彼女がローテーブルでエントリーシートを書いていたり、俺が筆記選考の勉強をしていると彼女が借りてきたＤＶＤを観ていたり。

　稀に、彼女の隣で同じようにベッドに背を凭れて、一緒にＤＶＤを観ることがあった。そういう時が一番厄介で、途中、ウトウトとしたみつきが肩に凭れかかってくると、自分は試されているんだろうかと少し考える。

　真意を探るために「帰る？」と訊くと「帰ったほうがいい？」と訊いてくるから、「別に」としか言えなくて。自分の肩口で静かにテレビを見つめる彼女の、唇がやけに目についた。キスをしたほうがいいんだろうかと迷うけど、今テレビに流れているのはコメディ映画で。コメディを選んだあたり、彼女は別にそういう気分ってわけじゃないんだろうな、とか。みつきは静かだが、時折ツボに入るようで小さく笑う。そのたび鎖骨にかかる髪がくすぐったくてかなわなかった。

「みつき」

「はい」

「くすぐったい」

「あ、ごめん」

　言うと彼女は自分の髪が原因だと気付いて、すっと俺の肩から離れていった。別にどいてほしかったわけではないんだけどな……と思っていると、みつきは映画そっちのけでじっと俺の顔を覗き込んでくる。なんだ。

　尋ねるより先に彼女が身を乗り出して、片膝を立てて座っていた俺の、もう片方、胡坐をかいていたほうの足の太腿に手をついて、ぐっと顔を近づけてきた。

　それは一瞬の出来事だった。彼女が、唇の表面だけを突き合わせてきた。

　なんの前触れもなかったし、何よりみつきからというのが意外で。俺は、目を閉じるとか抱きしめるとかそんな余裕もなく、しばらくフリーズしてしまって。数秒後。唇を離した彼女は間近できゅっと変な形に口を閉じ、俺の顔を見た後、少し頬を赤らめながら気まずそうな顔で言った。

「……ごめんなさい。キスしたいのかなと思って」

　気まずそうな顔は〝あれ、やばい違ったかも〟という顔だったらしい。……なんだそれ。

「……そんなことまでわかんの？」

「え？」

「すごいけどみつき、惜しい」

　太腿に置かれていた手を引いて、向き合ったまま彼女を自分の膝の上に乗せながら思った。みつきの読みはすごい。だけど完璧なわけじゃない。そんな触れるだけのキスがしたかったわけじゃないんだ、と。

「ん……」




　むやみに体を重ねるようなことはしなかった。

　彼女がこの欲に気付いていない時にだけ、教えるように手を伸ばした。




　あぁなんだ。始まりこそおかしな展開だったけど。案外ちゃんと、俺たちは段階を踏んで関係を築いていけそうじゃないか。

　そんな風に考えていたのを、自分の手で打ち砕くことになったのは大学四年の六月。みつきと付き合い始めて八ヵ月が経とうとしていた頃、東水広告社から内定が出た。どちらか一方ではなく、二人とも。正直俺が一番心配していたのはそこだった。

〝就活中に付き合ったって、どちらかが不採用になった瞬間に気まずくなって終わるに決まってる〟

　過去の自分の考えがブーメランになって自身を襲っていたのだ。選考が進んで、結果のメールを開くたびに走る緊張。みつきが通っていて自分は落ちていたら、やっぱりちょっと顔向けできなくなっていたと思う。やっとまともに築き始めた自分たちの関係に、そんなことで水を差されたくなかった。

　だから、自分に内定の電話がかかってきた時は嬉しいより先にひとまずほっとしたし、その後みつきから内定が出たと連絡があった時は心の底からほっとした。良かった。自分の心配は杞憂だったとわかって、それからやっと、第一志望の会社で働けるんだという実感が湧いてきて。ふつふつと、嬉しくて。ガラにもなくみつきに「二人でお祝いしよう」なんて電話口で言ってしまうくらいには、浮かれていて。

　だからこの後やってくるどんでん返しには気付かなかった。




　内定が出た日の夜。両手にはち切れんばかりのレジ袋を提げてきたみつきは、いつもより豪勢な手料理を振る舞ってくれた。ビールと缶チューハイで乾杯をして、腹が苦しくなるほど食べて。選考中の笑い話や、入社してからやりたいことを語ったりなんかして。俺は少し饒じょう舌ぜつになっていた。二人同じ会社で勤めるとややこしいこともありそうだが、それさえも些細なことだと思っていた。いつもと比べて楽観的な自分。

　だから本当に、それは不意打ちで。食事の片付けをして、二人分のコーヒーを淹れてくれたみつきは、俺の隣に座って信じられないことを言った。

「内定なんだけど……辞退しようかと思ってるの」

「……は？」

　本当に驚いた声が出た。少しの酔いは完全に吹き飛んで、動揺を抑えつけながら隣に顔を向ける。

「なんで」

　内定が出たことを伝え合った時、みつきの声は嬉しそうだったと思う。家に来て一緒に祝ったみつきも、ついさっきまで嬉しそうにしていたと思う。「辞退しようかと思ってる」と言った声も別段暗いものではなくて、いつものトーンだからなおさら、混乱する。

　俺の疑問に答えようとする彼女は、暗くはなかったが言葉を探すのに困っているようだった。うーん、と考えながら宙に視線を彷徨わせる。しばらくすると自分の中でまとまったようで、みつきは口を開いた。

「私が大学を卒業したら、うちの家族はみんな田舎に引っ越すみたいで」

「……うん？」

　要領の掴めない始まりに疑問符が隠せない。……家族が田舎に引っ越す？

　付き合って八ヵ月ほど。まださほど深く知らない彼女の、家庭のことを聞くのもこれが初めてだった。

「ずっとこっちにいるものだと思ってたんだけど、この間初めて引っ越しの話を聞かされて。そしたら就職先も考え直さないといけないかなぁって」

「……家族についていくから？」

「ううん、その逆。〝好きなようにしていい〟って。てっきり〝実家にいてほしい〟って言われると思ってたんだけどね。お兄ちゃんが就職で出て行っちゃった時、両親とも寂しそうだったし」

「……好きなようにできるなら、なんで」

　言いながら、兄がいたのか、と基本の家族構成を知る。まだ八ヵ月しか付き合っていない。でも八ヵ月一緒にいるにしても、自分は彼女のことを知らなくて。同じく自分のことも、彼女は何も知らない。俺に妹がいることを彼女は知らないんだろう。だって言ってない。

　あまりに心を読まれるものだから、それでいろいろわかるつもりになっていた。だけどそれはよくよく考えると、彼女が俺の内面をわかっているというだけの話だった。

　なんでもない世間話のようなトーンで、みつきの話は続く。

「実家にいてほしいものだと思ってたから、〝それなら働くのも東京の会社がいいな〟って考えてて。でも、みんな田舎に引っ越しちゃうって言うし。〝好きなようにしていい〟って言われたら、別に東京の会社にこだわる理由もなくなっちゃって」

「……」

　出会った時からみつきは現実主義者だった。実利的だし、家事のスキルといい金銭感覚といい、やたらと生活能力が高い。彼女の考え方はどうやら育った家庭環境に根付いているらしい。一人でも自立して生きていけるように、変に甘やかされず大事に大事に育てられてきたんだろう。どうりでやけに強かで、物分かりがいいわけだ。そういう意味では、みつきの両親は方針通りに娘を教育したと言えるんだろう。いや、でも。だけど。それでどうして。

「……なんで、それで内定を辞退するってことになるんだ？」

「あ、なんかうまく答えられてないね。えーっと……〝実家から通えるところ〟っていう縛りがなくなって、〝じゃあ自分はどうしたいんだろう〟って、最近また考えるようになって。それで、考えれば考えるほど……」

「……」

「私のこれからって、ものすごく自由なんだなぁって」

「……」

　……頭が痛かった。

「そう考えたら、就職ってすごく良い機会でしょ？　新しい扉が開けそうで。いっそ、すごーく地方か、海外か。ずっと遠くまで行って働いてみるのもいいかもしれないなって思って」

「……」

　今こそ俺の気持ちを読んでほしかった。──いや、嘘。読まれなくて良かった。〝そしたら俺とのことはどうなるんだ？〟なんて思ってしまったことは、格好悪すぎて絶対に知られたくない。

　出会った時、あの会社説明会で彼女が最初に言っていたことを思いだす。




〝私、どうにも飽きっぽいところがあるので。毎日同じ内容の仕事をコツコツやるのは向いてないと思うんですよね～〟




〝……まぁ、人生一度きりですし。死ぬほど働いてみるのも悪くないかなって〟




　……言ってた。うん、知ってた。実利的でありながら意外と刺激も求めてるってことも、これから働くことに対して熱を持ってるってことも。

　わりにしっかりしている彼女のことだから、遠くに行っても立派に生きるのかもしれない。俺なんてまったく関係のないところで、幸せに暮らしていくのかもしれない。──そう思うと、すぐに捕まえなければいけない気になった。

「……俺も大事な話があるんだけど、みつき」

「え、今？」

「今」

「唐突だね」

「聞いて」

「どうぞ」




「結婚しよう」




「……」

　みつきは、理解できなかったのかきょとんとしていた。

　俺は言ったそばから後悔していた。熟考の末でもなんでもない。完全に勢いで口から出てきた言葉。みつきを繋ぎ止めたいがためだけに出てきた言葉。自分がこんなに考えの浅い人間だとは思わなかった。

　目を丸くしたみつきを見るとどうしようもなく頭を抱えたくなって、死にたくなって、こんなの俺じゃないって言いたくなって。「ごめん冗談」と言おうとした時。

　みつきはまた、花がほころぶように笑って見せた。




「──はい。喜んで」

「……」




　…………嘘だろ？




　こうして、俺と彼女は付き合って一年経たずして結婚を決めた。

　それは百パーセント、俺の焦りとわがままで決まった結婚だった。
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　──ごめん、冗談。結婚は言いすぎた。




　その言葉は喉まで出かかっていたのに、みつきが心の底から嬉しそうに「喜んで」と言うものだから、言えなくて。

「……いいのか？」

「え？」

「地方とか海外とか、考えてたんだろ」

　この期に及んで俺は、結婚すると言った彼女が籍だけ入れてどこか遠くへ行ってしまう可能性を考えていた。冗談だと撤回したいくらいのプロポーズだったけど、繋ぎ止めておきたい気持ちは確かにあって。

　みつきは笑って言った。

「いいの。才川くんのお嫁さんになるほうがずっと魅力的だもん」

　……あ、ダメだ。冗談だなんて絶対に言えない。「結婚したら〝才川みつき〟になるんだね～」なんて照れ笑いしている彼女には、絶対に。口が裂けても言えないと思った。

　それでも何度か言おうとしたのだ。勢いで言ってしまったことなんだと正直に打ち明けて、なかったことにさせてほしいと伝えようとした。結婚なんて一度も真剣に考えたことがないのに、現実になるのは想像がつかなかったし。こんなことで彼女の将来をもらってしまうのは、責任が取りきれないと思った。自分には重すぎると。

　当時のみつきとの付き合いが本気じゃなかったというわけではなくて。でも出会って一年も経たない間に、お互いのことも実際にはよく知らないで。あまつさえ〝行かないでほしい〟なんて幼稚な動機で。結婚なんてしていいわけがない。──でも言えなかった。言えなかった理由は、たぶんいろいろある。撤回したらやっぱり遠くへ行ってしまうんだろうなと思ったし、勢いでプロポーズしたなんて幻滅されてしまうかもしれないとも思った。

　でも何よりも。

〝私のこれからって、ものすごく自由なんだなぁって〟

　その自由を投げうって、俺と結婚するほうが魅力的だと言ってくれた彼女の笑顔を、嘘にしていいものか？　〝ごめん冗談だったんだ〟なんて言葉で濁らせていいものだろうか。

　言えなかった。勢いだけのプロポーズだったけど、嘘にしたくない、と切実に思ってしまうほどに。あの瞬間、彼女が迷わず自分を選んでくれたことが、本当は目の奥が熱くなるほど嬉しかったんだ。




　そうこうしているうちに、みつきの両親に挨拶をしに行くことになった。十月の内定式が済んで、もう卒業式までしばらくスーツを着ることもないなと思っていたら。まさか結婚の挨拶で着ることになるとは……。普通に気が重い。

　しかも相手はみつきの両親。掴みどころのない彼女を育ててきた親だ。なんとなくクレイジーな予感がする。正直とても行きたくなかった。みつきは「案外普通の両親ですよ？」なんて言っていたけれど、信じられるわけがない。

　そもそもこんな結婚、許してもらえるだろうか。学生結婚な上に出会って間もない。みつきは俺とのことをどこまで正直に両親に話したのか。まさか〝去年の十月に出会った〟なんて馬鹿正直に話してないだろうな……いや、話しかねない。考えれば考えるほど結婚を了承してもらえるとは思えなかった。いっそ認めてもらえないほうが、都合がいいかもしれない、なんて思ったりして。

　ただ、出会って間もないしとか認めてもらえないほうがとか、いろいろと悩んだわりには。




「みつきさんのことを心から大切に思っています。結婚させてください」




　何十回と考え直して結局シンプルになったその言葉は、すとんと自分の中に落ちてきた。

　みつきの両親は本当に普通の人だった。恰幅が良く、寡黙だけれど目元の優しい父親と、小柄で品よく、慎ましく笑うみつきに似た母親。どれだけ厳しそうな人たちに出迎えられるんだろうと構えていたから、最初に挨拶をした時は拍子抜けした。

　ただただ善良そうな二人を前に、この二人が大事に育ててきた娘を自分は〝くれ〟と言っているんだと思うと心臓がぎゅっと縮んだ。俺が親だったら、絶対にこんな結婚了承しない。

　だけど俺が頭を下げた後に、頭上から降ってきたみつきの父親の言葉は。

「好きにしなさい」

　穏やかで、だけど威厳のある、背筋の伸びる声だった。

「みつきがキミを選んだんなら、好きにしなさい。ただし籍を入れるのは大学を卒業してからにしてほしい。卒業した後だったら、自分たちの責任でなんでも好きなようにするといい」

「……」

　妙に突き放すような、それでもそこに、娘への絶大な信頼があるような。

　これは認めてもらったということでいいんだろうかと戸惑いながら、俺は〝ありがとうございます〟ともう一度頭を下げた。それからちらりと隣のみつきを窺うと、父親の答えは予想通りのものだったようでニコニコと笑っている。気楽なもんだな……と呆れて見ていたら、彼女のちらりと見えている耳が赤くなっていることに気付いて、なんとも言えない気持ちになった。

　大切に思っているとか、ともすれば〝好き〟の一言すらも、みつきには言ったことがなかったことを思い出す。今日はきちんと言えたほうだ。ただ一つ、迷った末に「幸せにします」の一言だけ言えなくて。

　そのまま昼食をご馳走になることになって、テーブルに移動すると厳粛な空気が一気に緩んだ。それを境に、みつきの母親はずっと我慢していたのか堰を切ったようにしゃべりだす。

「ねぇ才川くん、みつきからいろいろと聞いてはいたんだけど」

「はい」

　……いろいろと？

　外向けの笑顔を浮かべながら、嫌な予感がした。

「去年の会社説明会でこの子と会ったのよね？　一体どこが良くて付き合おうと思ったのかな～ってずっと気になってたのよー」

　やっぱりバラしてた……。みつきを見ると、バツが悪そうでもなくてむしろ〝私も気になる！〟くらいに興味津々でこちらを見ていた。おい。

　次に会う時は説教だと心に決めて、それを笑顔の下に隠し彼女の母親に向き直る。

「みつきさんがとてもまっすぐに告白してきてくれたので。それにほだされて、ですかね」

「あらやだ、みつきから告白したの？」

　母親の問いかけにみつきは、照れながらも笑って〝うん〟と頷いた。

「そうなの？　……でも付き合おうって言ったのは才川くんからなのよね？」

「え」

「朝、ベッドの中で付き合おうってなったんでしょ？　やだすごいロマンチックーと思って聞いていたんだけど……」

　違うの？　と彼女の母親は、みつきにそっくりな大きな目をパチパチさせて訊いてきた。

「……はは」

　俺はごまかすように笑いながら、生きた心地がしなかった。〝え？〟という顔をしたみつきの父親からバッと顔をそらして、もう二度とそちらを向くことができない。

　みつきを見ると前髪を片手で押さえて真っ赤になって黙り込んでいた。……お前がしゃべったんだろうが！

　次に会う時は絶対に泣かせてやると心に決めて、なんとか話題をそらそうと奮闘した。




　結婚の挨拶は（概おおむね）つつがなく終わりを迎える。幸か不幸か結婚の承諾を得て、それなりにみつきの両親と打ち解けることができた。帰り際、駅まで送ってくれるというみつきが支度してくるのを玄関で待ちながら、思う。自分の中での今日の評価は及第点。

　早くも少し気が抜けていたところ、みつきの父親に声をかけられた。

「才川くん」

「はい」

「みつきのことをあまり甘やかさず、でも幸せにしてやってほしい」

「……」

　彼女の父親のこの言葉で、彼女がとても大事に育てられてきたんだと改めて実感した。同時に〝幸せにする〟という言葉は、こんな風に言わされるのではなくて自分から宣言するべきだったと、後悔した。

「……わかりました」

　強めに頷く。

　この時やっと、自分はみつきを妻にするんだという実感が湧いた。




　そして、翌年の三月十八日。大学の卒業式の日。たまたま俺の通う大学も、みつきの通う大学も卒業式の日程が被った。

　よくよく考えればこの日に急いで籍を入れる必要はなかったし、三月末まで二人の身分は学生だった。けれど卒業式を境に、彼女は住む家をなくすという話だったので。俺たちはそれぞれゼミの謝恩会の後合流して、役所の夜間窓口に行った。

　手続き自体はあっさりしたもので。たった一枚の婚姻届で俺たちは夫婦になった。戸籍謄本を準備したり証人の署名捺印をもらう手間はあったけれど、それでも提出する瞬間は一瞬で。

「……意外とあっさりしてたね」

「まぁ……そういうもんだろ」

「結構緊張してたんだけどなぁ……。なかなか寝付けなかったの、昨日。袴の着付けで早起きしなきゃいけなかったのに」

　お陰で寝不足です、なんて言って口を尖らせているみつきは、ついさっきまでの花村みつきと何も違わないはずなのに。妙におかしくて、少し前を歩く彼女に声をかけた。

「才川さん」

「…………え？」

　遅れてみつきが振り返る。卒業式だったからだろうか。いつもより少しはっきりとしたメイクで、髪をアップにしていて。スプリングコートの下には謝恩会のドレスを着込んでいる。

　この後全部自分の手で解いていくのを想像する。

「ちゃんと、反応しなきゃダメだろ。才川みつきになったんだから」

「……あぁ！」

「自覚が足りないんじゃない？」

　言ってやるとみつきは「ほんとだね」と照れるように笑った。

　花村みつきは、才川みつきになった。たったそれだけの、言葉にすると一行で済んでしまう変化。それだけのことがとてつもなく大きく自分の世界を変えてしまうような、重大な、圧倒的に特別なことに思えるのは。どうしてなんだろう。

　自分のもの。

「……うちに帰ったらさ」

「初夜……!?」

「……」

　いや、そこは読んじゃダメだろ。わかっても先に言っちゃダメだろ、この空気で。

　あくまでマイペースな彼女に呆れながら。ただ、彼女の読心術はなかなか鋭くて、言おうとしたことがあながち外れていないからどうしたものかと思っていた。緊張した面持ちで確かめてきたみつきに、否定するのも馬鹿らしかった。

「……うん。新婚初夜だから」

〝朝までしよ〟と馬鹿みたいなことを囁いて、手を繋いで、自分のコートのポケットの中にその手を突っ込む。するとマイペースな彼女も大人しくなった。赤くなって小さな声で「朝まで……？」と尋ね返してくる。それには答えてやらない。

　家まで帰る道で、これから始まる結婚生活のことを考えていた。彼女の父親に言われたのは〝甘やかさず、幸せにする〟こと。後から思い出すとこの言葉はなかなか深くて、あれからずっと心の中に留まって道しるべになっていた。自分の妻になった彼女と、どうやって付き合っていくべきか。

　これからの計画を考えると、もしかしたら自分の気持ちを疑われることがあるかもしれない。みつきが、不安に思うようなこともあるかもしれない。

　だから今日だけは、精一杯彼女を甘やかすことに決めていた。これから不安になる時があっても、今晩の記憶だけは彼女を甘やかすように。それからきっといろいろと我慢をすることになる、これからの自分のために。




　家に帰りつくなり、後ろ手に玄関のドアを閉めながらどちらからともなく軽いキスをした。唇を離すとみつきは照れ臭そうに目を伏せて、少し赤くなる。

　思わず笑ってしまった。

「ほんとに今日化粧濃いな」

「しっ……仕方ないでしょう！　普段のメイクじゃ袴に顔が負けちゃうしっ……」

　似合ってないのもわかってるけど！　と怒りながら弁解するみつきに、つい気が緩んだ。こんな風に怒る彼女すら、今日から自分のものだということ。それがどれだけ信じられなくて、嬉しいことか。

　笑って、スプリングコートごと彼女を抱き寄せる。鼻の頭を擦り合わせながら言ってやった。

「童顔」

「……知ってます！」

「みつき」

「なん……」

「しよっか」

「っ……」

　真っ赤になって下を向き、それでも小さく頷いた。合意を確認するなり彼女の手を取って、ベッドまで手を引いて連れていく。スプリングコートだけを脱がせてベッドに寝かせた。

　シーツの上に広がるレースの裾。ホルターネックのそのドレスは真っ白で、ウエディングドレスに見えないこともない。

「あの……ドレス、汚れるのはちょっと」

「大丈夫。最後は脱がす」

　そう返事して肩にキスをした。みつきはくすぐったそうに笑って俺の頭を撫でる。

「……本当に夫婦なんだね、もう」

「実感ない？」

「まだちょっと。ほら、私童顔だし人妻感ないでしょう？」

「根に持つなよ……」

「あなた、とか呼んだほうがいいのかな」

「いや、それより名前だろ」

「……名前？」

「〝才川くん〟はもうおかしい」

「えぇっ」

　明らかに困った顔をされて、肌へのキスを中断する。名前を呼ぶくらい何を渋ることがあるのか。

「呼べよ」

「えっ……嫌だ」

「……」

　むっとした顔で見つめても、みつきはきゅっと口を結んで頑なに拒む顔を見せた。なんだそれ。変なところで意固地な彼女は、ほんとによくわからない。

「……あッ」

　黙って見つめ合っていたところ、不意に下肢に手を伸ばすとびくんと体が震えた。いつも以上の感度に触れた瞬間こっちが戸惑ったが、彼女も彼女で今日を特別に思っているのかなぁと思ったら、その反応も愛しかった。

　名前を呼ぶまでやめないとか、そんな意地悪くらいしてやりたかったけど。今日はそれもちょっと違うような気がした。

　感じた声を出したことを恥じているみつきの内腿を撫でながら、その耳に唇を寄せる。

「みつき」

「はい……？」

「好きだよ」

「っ……！　え、あっ……んんっ！」

　言われたことが予想外だったのか、みつきは目を見開いた。その瞬間を見計らって中指を彼女の潤んだ穴の中へ押し込む。反射的に弓なりに跳ねたみつきの体を押さえつけてキスをした。

「は、っん……あっ、あぁっ……」

「ん……好き。勝手に俺の考えてること読んでくるところも」

「待っ……才川くんちょっと、止まっ……」

「俺に気を遣って、なんでも我慢しようとするところも」

「やぁっ……」

　言われたことに照れているのか、みつきは両手で自分の顔を覆った。それでもキュウキュウと指を締め付けてくるから悦んでいるとわかって、そんな姿に興奮を煽られていく。

　気付かれないようにスーツのスラックスの前をくつろげる。みつきはもう充分に濡れていた。

　耳の中を舐めながらそっと宛がう。

「やっ……耳やめて！　やだっ……ぞくぞくするっ……」

　聴覚にばかり気を取られているみつきに余計に嗜虐心を煽られて、耳に唇を押し付けて囁き続けた。

「……みつき、顔見せて。好き」

「っん……そこで囁かないでっ……」

「好きだ……実は結構エッチなところも好き」

「っ……！　そんなことなっ……あぁん！」

　油断しているところに突き入れた。

　急な挿そう入にゅうに彼女の体はガクガクと震えて、達したんだとわかる。それでも腰を振るのをやめない。

「っ、あ、あーっ……！」

「好き……すごく、好き」

　言えば言うほど切実な気持ちになって、声はだんだん掠かすれていった。




　それからもう何回したかわからない。

　シーツの上にもベッドの下にもゴムの入っていた開封済みの銀袋。家に置いていたストックはもう一つも残っていない。

「……好き。みつき」

「っ」

　好きと言いながら突くたびにびくんとナカが反応して、みつきの息が詰まるのがわかる。キュッと締まって遅れて自分の息が詰まって、出したい欲が高まっていく。みつきには言っていないけれどこの一回は。この一回だけは、俺はゴムを着けていなかった。

「好き。好きだ、大好き……」

「や、だ……耳元ッ、や、あッ……またイっちゃうからぁっ……！」

「初めてだな、こんなにイってばっかなの。……好きって言われるのそんなに感じる？」

「っ……面白がって、好きって言わないで……」

「言うか馬鹿。……思ってなかったら言わない」

「も、やぁっ……！」

　このまま。

　このまま中に出しても、夫婦なんだから、別に。

「みつき、好き」

　了解を取る余裕もなくて、我慢できなくて。一番奥に擦りつけた瞬間にみつきがぎゅっと首に抱き着いてきて、息も絶え絶えに言った。

「は……私も、好きっ……好き。才川くん……大好き」

「っ」

　その言葉が甘く響くと同時に、襲ってきたのは罪悪感。

　好きだと言われたことで一気に射精欲が昂って、みつきの苦しげに開いた唇を塞ぎながら、吐き出す直前に引き抜いた。

「あッ……！」

　みつきの腹の上にかけてしまった自分のものを見て、全身の疲労感に襲われながら。着けていなかったことをなんと説明しよう……と自分の下の彼女の顔色を窺うと、疲労で眠りこけていて。

「……」

　着けないでして、結局中に出す勇気もない。これが一番情けない結果だと思った。




　翌朝。起き抜けに昨晩の最後の一回のことを謝ろうとしたのに、みつきは掛布団を奪い取ってそれに包まり、一向に話を聞こうとしなかった。

「……怒ってる？」

「怒ってなんか……怒ってなんかないけど！」

「じゃあなんなんだその反応は」

　顔見せろ、と無理やり布団を剥ぎ取ると彼女は予想外の表情。顔を真っ赤にしてバツの悪い顔をしていた。……なぜ？

「……照れすぎじゃないか？」

　初めてしたわけでもないのに。っていうか初めてした日の朝は、機嫌のいい顔をつくって笑っていたくせに。

　彼女はバツの悪い顔のままでおずおずと口を開いた。

「……あのね、才川くん」

「うん」

「私すっごいやらしい夢見たかもしれない……」

「……どんな？」

　嫌な予感がした。

「私、才川くんと、その……」

「なに」

「しちゃった。……着けずに」

　……夢だったことになってる！

　そうきたか！　と衝撃を受けながら頭の中で必死に情報処理をする。夢だと思われているということは？　そういうことにしとけばいいのか？　死んでしまいそうなくらい照れているみつきの顔を見て、昨晩ティッシュと濡れタオルで拭いた彼女の腹のことを思い出す。

　俺は苦し紛れにいった。

「まぁ……そのうちな」

「だよね！　……まだ早いよねぇ、昨日籍入れたばかりで」

「……」

　罪悪感がすごい……。

　ふにゃふにゃと笑うみつきが照れながらすり寄ってきて、その頭を撫でながら。新居のベッドは絶対に二台、別々に離そう、と決めた。それから一緒に風呂に入るのは絶対に避けよう、と心に決めた。

　絶対にしないと心に誓うことばかりが増えていく朝。




〝才川みつき〟になった彼女の体を何度も愛しながら、もうこんなに二度と言わないと思うほど一生分、その耳に「好きだ」と囁き続けた初夜だった。
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　大学卒業と同時に結婚生活が始まって、少し遅れて社会人生活が始まる。

　俺たちが入社した頃、配属の前に長めの新人研修があった。新入社員を会議室に集め、広告の基礎やプレゼンの仕方をみっちり教え込むという研修。朝起きて家で朝食を食べた後に、また会社でみつきと顔を合わせることになる。言葉を交わすこともあるだろう。

　会社で毎日のように嫁と顔を合わせるって、どんな状況だ。そもそも、新人が既に結婚していて、しかも夫婦揃って同じ会社に入社してきたなんて、先輩社員の目にはどう映るだろう。二人して同じ会社に勤めることのやりにくさは、入社前から想像がついていた。だから俺たちは、あらかじめ決めていたのだ。

　籍を入れてすぐ。俺の一人暮らしの部屋から、二人で暮らす新居に引っ越した日のこと。俺はみつきに一つ提案をした。

「会社では他人でいよう」

「……他人？」

　みつきは、俺が段ボールから取り出した卒業アルバムを手にぽかんとして固まっていた。

〝新入社員が既に結婚してるなんてきっと生意気に映る〟

〝変にやっかまれるのも馬鹿らしいし〟

　それらしい理由を並べて、他人として振る舞うことがさも最善であるかのような口調で説得する。そういうことは昔から得意だった。

「うん。結婚してることは最低限、必要な人にだけ話して。みつきも旧姓で仕事してさ」

　言って、ちらっと彼女の様子を窺う。前に一人暮らしの家に来た時は、今手に持っている俺の卒業アルバムを開いてはしゃいでいた。それを今日はただ手に持ったまま、不思議そうに目をパチパチとさせて。それから、こう言った。

「わかった。そうするね」

「……」

　嫌だと言われるのかと思ったら良い笑顔で返事をされて。〝あ、いいんだ……〟なんて少し気落ちしながら。まぁまぁ計画通りだからいいか、と思い直す。

　計画。このマイペースな彼女を、少しずつこっちのペースに引き込むための計画。





・一つ、会社では他人のように振る舞うこと。






　俺の目下の目標は、みつきを飽きさせないことだった。

　家でも職場でも俺と一緒なんて、みつきはきっと飽きてしまう。〝毎日同じ業務内容は無理だから〟と言って広告業界に入ろうとしていた彼女だ。同じことの繰り返しに耐えられない彼女に、ずっとこちらを向かせ続けるためには、どうすればいいか。

　そんなことに、ほんと、嫌になるくらい知恵を絞った。




　四月になって、東水広告社に入社して。新人研修が始まると、俺は事前に取り決めたことを忠実に守った。会社ですれ違う時には必ずすっと視線をそらす。研修の中で二人が同じグループになることがあっても、みんなに笑いかけながらみつきとは目を合わせない。研修をしていた会議室の入り口で、たまたま鉢合わせてしまっても同じ。才川千秋と花村みつきは、たったの一度も言葉を交わさない。それは同期にしては少し不自然なほど徹底的に。

　最初こそみつきは〝オッケー！　わかった！〟と言わんばかりに意気込んだ顔を見せて、与えられたミッションを楽しむような様子でいたから複雑な気持ちになりもしたが。効果はじわじわと現れた。目が合うことを避け続けるうちに、彼女は会社で俺に気付くなり自分からふっと顔を背けるようになった。ほんと嫌になるくらい従順で。みつきが顔を背けたのをいいことにその表情を窺うと、思わず笑ってしまいそうになる。もどかしそうな顔がたまらなかった。

　すごく惚れてくれているらしい一方で、こちらの事情を察して離れていこうとする、物分かりがよすぎる性格。〝自分は自由だ〟と簡単に地方にでも海外にでも行ってしまいそうな奔放さ。俺の手の中にいるようで実はそうじゃないことがたぶん、気にくわなくて。ちゃんと自分の手の中に落として、ずぶずぶに離れられなくしてやりたい。彼女を心から大切だと思う裏にある、自分のそんな仄暗い感情にも気付いていた。その上で着々と計画をこなした。





・一つ、夜眠るベッドは別々にすること。






　新居の寝室には新しいベッドを二台入れた。お陰で学生時代の貯金はだいぶ消耗してしまったけれど、必要経費だったと思う。

　運び込まれたベッドを見て、みつきは言った。

「……才川くん？」

「ん？」

「ベッド、二台もいるかな？」

「え？」

「え？」

〝何言ってんの？〟って顔で見てやれば、〝そっちが何言ってるの？〟って顔で見返してくる。だからはっきりと言ってやった。

「いるだろ」

「いやぁ～、いらないんじゃないかなぁ……」

　彼女の言い方がいかにも不満げで、おかしくて。つい笑ってしまいそうになるのを我慢する。〝会社では他人〟をあっさり了承したみつきが、それだけはちょっと嫌そうにしてくれて安心している自分がいた。




　会社では目も合わせない。夜眠るベッドも別々。そんな日々が続いて、ある夜。それぞれのベッドで寝つこうとしていると、彼女が俺のベッドの中に潜り込んで、背中に張り付いてきた。

　暗闇の中で背中を抱きしめてきて、彼女は黙っている。

「……ん？　なに、みつき。どうした」

　ベッドを別々にして一定の距離を置いた。俺が引いたその線を、彼女が勝手に越えてきたことが大きな進歩だと思った。付き合った日の彼女ならきっと。〝大人の関係ですね〟なんて割り切ったように笑って見せた彼女なら、きっと。引かれた線を従順に守って、こっちには入ってこなかっただろう。

　ベッドの中に潜り込んできた彼女に、確かな手応え。どうして潜り込んできたのか。答えはわかっていたが、黙っている彼女に尋ねる。

「なに？　……寂しいの？」

「……」

　強がりなのか、なんなのか。彼女は明確に〝寂しい〟とは言わなかった。

　けれどこう言った。

「……結婚したのに、なんか遠いんですが」

「……そうだな」

　返事をした声は、もしかしたら少し笑ってしまっていたかもしれない。かわいかったし、嬉しかった。だけど後ろを向いて抱きしめ返したらすべてが水の泡になる。伸ばしたくなった自分の指先をきゅっと我慢すれば、背中からは静かな寝息が聞こえてきた。

　彼女は明らかに変わってきていた。少しずつ。じわじわと。もどかしいとか寂しいとかいう感情で、みつきが俺に落ちていく。──その密かな陶酔感の一方で。俺には一つ負い目があった。それはこの結婚が、完全に自分のわがままで結ばれた契約だということ。

　勢いで決めてしまった結婚がいつまでも心に引っかかっていた。離れていってほしくなかったから「結婚しよう」と言ったのに、もし自分がそう言わなければ、みつきは今とはまったく違う人生を手に入れていたんだろうな、なんて。そんな当たり前の事実がすごく重くて。自分の勝手で彼女の未来を縛ったことに、漠然とした罪悪感があった。

　いつか彼女が真面目にあの日のことを思い返して、〝あんなのはやっぱりおかしかった〟〝あんなノリで結婚なんて決めちゃいけなかった〟と思う時がきたら？

　自分の手の中に収めたいと願いながら。彼女が〝別れたい〟と言う時がきたら、その時は素直に手を離さなければいけないと思っていた。必要ならいつでも差し出せるように離婚届を手元に置いて。買った結婚指輪を嵌めさせることもできずに。子どもをつくるなんてとんでもないと思いながら。幼稚な感情で結んでしまったこの夫婦関係は、みつきを縛るあらゆることを俺に渋らせた。

　自分のことながら、なんだか随分弱気だ。




　三年目になったタイミングで、俺とみつきは同じ部になる。

　内示を受けた日、夕飯を食べながらみつきは「私異動するみたい」と嬉しそうに話した。そういえば自分も異動があることを伝えていなかったなと思いながら、とりあえず彼女の話を聞く。

「へぇ。どこの部？」

「二課！」

「……」

　え？　と聞き返しそうになったのを寸前で我慢する。

「……営業二課？」

「そう。松原さんが〝人が足りない！〟って前に言ってたから、松原さんの補佐かなぁ～なんて、勝手に思ってるんだけどね」

「ふーん……」

　俺に今日出た内示も、営業二課への異動だった。なんとなくみつきには黙っておくことにする。言わなくてもどうせ四月一日になったらわかることだし。

　ちょうどいいと思った。この時、会社で他人のフリをする生活にみつきが慣れ始めていた。最初のようにベッドに潜り込んでくることもなくなって、いつも機嫌良さそうに働いて、家事をしてくれて。機嫌が良いのにこしたことはないんだろうけど、単調な生活に飽きられたら終わりだ。

　だからちょうどいい。今まで意図的に離れていた距離が強制的に縮まれば、それはまた少しの間緊張感をつくって、彼女の刺激になるだろう。……それくらいに思っていたのだが。

　四月一日になってみると、予想していた以上に俺たちの距離は近くなっていた。物理的に。

「……」

　異動に伴う席替えで荷物を新しい席に運ぶと、隣の席にはまだ誰もいなくて、荷物もなくて。まさか……と思っていると、当時向かいの席だった松原さんが俺に声をかけた。

「あぁ、そこ花村の席だから」

「……あ、そうなんですね」

　隣かよ。

　それでよくよく部長に話を聞けば、俺の補佐にみつきをつけると言う。それはさすがにやりにくいだろうと思って「同期なんですけどいいですか」とエクスキューズをつけたが、「何か不都合があるのか？」と返されて。そりゃそうだ。仕事なんだから同期だとか関係ない。

　俺とみつきの夫婦関係を知る人事部長にも、配置ミスじゃないかと一応確認してみると、「まぁ、面白いしいいかなと思って」と返された。大丈夫かこの会社……。

　同じ部になったと知ったみつきは恨めしそうに俺のことを見ていたが、隣の席だと知って、今度は状況が処理できないと言うようにぽかんとしていた。




　そしてその日の夜。

「むりむりむりむりむり！」

　家に帰るなり、エプロン姿の彼女が詰め寄ってきた。

　隣の席で他人のフリなんてできるわけがない、と彼女は自信満々に断言した。

「今まで通りは、無理だからね」

「なんで」

「ドキドキするから」

「……」

　それは正直なところ意外な答えだった。てっきり、他人のフリをしながら仕事をするのがただ大変なんだろうと思っていたから。ドキドキするんだ、と思うと、どうしても訊きたくなってしまう。

「……なんで？」

「……なんで、って」

　あ、困ってる。

　明らかに狼狽えているその顔に、絶対に言わせなければという気になって。風呂に入ろうとしていたのに気が変わった。戸惑う顔にすっと近付いていく。みつきは〝近い！〟と喚いたが、首元に両手を差し込んで、耳元で囁くと静かになった。

「……なんか楽しそう」

「っ……楽しくなんか」

　会社での離れた距離に慣れきっていた彼女が、珍しく動揺してはしゃぐ。その様子は飽きとは程遠くて、安心する。

「なんでドキドキするんだ？」

「勘弁してっ……」

　耳元で囁くとみつきは顔を赤くした。その表情の中にある妙な色っぽさに察しがついた。うなじまで真っ赤になった彼女は今、きっと前に抱き合った時のことを思い出している。前に愛し合ったことを思い出して、唐突に生まれた劣情に苦しんでいる。

　キッチンに立っている彼女を不意打ちで後ろから襲ったのはもう二ヵ月以上前のこと。それも結婚以来の計画の一つだった。





・一つ、簡単には抱かないこと。






　絶対に慣れさせたくなかった。みつきに俺を意識させるのに、セックスはとても重要な要素だった。頻度の低い営みに焦れて、彼女は俺が傍にいてもいなくても、俺のことを意識する。もどかしそうに欲しがってくれる顔には興奮もしたし、安心もした。だから抱いてほしそうにされても期待には応えず、いつもタイミングをずらして不意打ちで仕掛けていた。

　竹島からみつきとの関係を訊かれた時、俺は〝夢の中で三回は抱いた〟とおどけて答えた。それもあながち冗談じゃない。抱きたくないわけじゃないのにあえて二ヵ月も三ヵ月も我慢していれば、そりゃ夢にも出てくるよなって話で。みつきを飽きさせないための計画で、俺は自分にも勝手に我慢を強いてきた。それはなかなかにしんどい我慢だった。

　だけどそんな馬鹿なことにも、ちゃんと意味があったと思う。腕の中に捕まえた彼女に「なんで」と、ドキドキする理由をしつこく尋ねると、彼女は堪えかねて怒ったように「好きだから以外ある!?」と叫んだ。

　そうか。好きか。

　それなら我慢してる甲斐があるよと、もちろん言葉にはしないけど少し口が緩んでしまう。代わりに「やっぱり楽しそうだ」と言ってやった。

　そして翌日、新たに思いついた作戦を実行した。




「花村さん、俺のタイプど真ん中なんだ」

　白昼のオフィスでみつきの手を握り、周りによく聞こえるように言った。一帯がざわっとどよめく中で、みつきだけがぽかんとしている。

　すごく馬鹿なことをしている自覚はあった。彼女を飽きさせないためだけにこんなことまでしてしまう自分が、少し怖い。けれどおくびにも出さずに周囲に笑って見せる。

「すみません。なるべく我慢しますけど口説くかも」

　そう言ってから、ずっとぽかんとしたままのみつきの耳に〝ドキドキしてていいよ〟と囁く。ようやく意図を理解した彼女は頬を赤らめて、困ったように口を変に結んだ。

（ドキドキしてろ）

　心の中で、本当はそう思っていた。




　そうして始まった〝同期の花村を溺愛する才川〟という設定は、その後五年続いた。いつ頃からか〝才川夫妻〟と揶や揄ゆされるようになったり、俺が一方的に迫るだけの関係から彼女も慣れた返事をするようになったりして、関係を少しずつ進展させて。

　会社ではベタベタに甘やかしておき、家では素っ気なく振る舞う。これが効果てきめんで、彼女の心が毎日グラグラと揺れるのが手に取るようにわかった。同時に、彼女は俺のことがよくわからなくなっていった。




　夫婦でいれば、夫婦になっていけるような気がしていた。勢いでしてしまった結婚の負い目も、ちゃんとみつきの意識を自分に向けて時が経てば、いずれ気にならなくなるだろうと思っていた。七年も経ったんだ。さすがにもういいだろ。

　結婚八年目の記念日に、今まで渡せなかった結婚指輪をみつきに渡そうと思っていた。指輪はずっと寝室に、ベッドサイドテーブルの引き出しに鍵をかけてしまってあったので、結婚記念日が間近に迫った休日、そっと開いてリングケースの中を確かめた。七年間人の肌に触れてこなかったその指輪は黒ずむことなくまっさらなままだ。

　これを渡そうと決めて、リングケースを引き出しの奥にしまいなおす。ちょうどその時スマホが鳴った。相手は新聞社の営業担当だった。休日にまで……と思ったが、きっと週明けの広告掲載に何か問題があったんだろう。そのまま電話に出る。

「──はい、才川です。……いえ、大丈夫ですよ。どうしました？」

　スマホを片手に持ちながら俺は、引き出しをきちんと閉めたつもりだった。

　結局、電話の内容にそこまで問題はなくて、ただ広告の掲載面が移動したという報告だった。やれやれと思いながら、みつきに布団を干すよう頼まれていたことを思い出す。ベッドの上の掛布団を抱え、ベランダに向かう。

　──開けっ放しだったらしい引き出しの中で、離婚届だけをみつきに見つけられてしまったのは、本当に間の悪い偶然で。

　寝室に戻って、掃除機を脇に抱えたまま離婚届を手にするみつきを見た時は眩暈めまいがした。適当にごまかせばよかった。だけどこんな時に限って言葉が出てこない。

　そうこうしているうちにみつきが口を開いた。

「……私、ハンコ捺せばいいのかな？　これ」

　どくん、と、心臓が大きく脈打つ。

　みつきは泣くでもなく、怒るでもなく、ただ凛とこちらを見ている。

「……捺したければ」

「そう」

　短く相槌を打つと、彼女は離婚届をリビングに持って行ってテーブルに広げ、必要な箇所を記入して印鑑を捺した。迷いのない動きで。

　なんでこうなった……。うんざりしながら、嫌な心臓の音が鳴りやまない。みつきは捺印した部分のインクを乾かすように離婚届をはためかせ、それを俺に手渡した。

「その紙は好きにして。あ、でも才川くんの印鑑は私が持ってるから、必要な時は声かけてね」

「……みつきはそれでいいんだ？」

　がっかりしたなんてもんじゃない。

　彼女のあまりの潔さに、俺の七年間はなんだったんだろう？　と苦しくなった。これじゃあ何も変わらない。出会ったあの日に「大人の関係ですね」と言って離れていこうとした彼女のまま。あの時の関係のままだ。

　やっぱり、勢いだけの結婚は二人を夫婦にはしてくれなかった。こんなに簡単にくっついたり離れたりできるような結びつきで、どうして指輪なんて渡せるだろう。〝俺の〟だなんて言えそうにもない。あと一体何をすれば、彼女は自分のものになるんだろうか。

　痛む心臓に苦々しさが顔に出そうになるのを堪えていると、みつきが質問に答えた。

「才川くんが私と別れられるって言うなら、いい」

　それは突き放すようでいて、どこか絶対的な信頼を含んでいる気がする言葉だった。同じようなニュアンスの言葉を聞いたことがある気がして、すぐにそれが、みつきの父親の言葉だと思い至る。みつきが選んだのなら、結婚でもなんでも好きにすればいいと。そこにあったのは、娘は間違えないだろうという信頼。

　じゃあ今のみつきの言葉には？　〝私と別れられるって言うなら、いい〟という言葉に、含まれていたものは何だ。それは。




〝絶対に別れられないでしょう？〟と彼女は、そう言った？




　確信が得られずに「あっそ」と言って寝室に戻った。結婚指輪の残った引き出しにとりあえず鍵をかける。手の中にある離婚届は、どうしようか。やっと捨てられそうだと思ったのに。こんな一枚の紙きれをなかなか捨てられなかったばっかりに、よっぽど厄介なものになって手の中に残ってしまった。

　修羅場と言ってもいいようなやり取りの後、みつきの様子は普段と何も変わらない。会社でも安定の先読みで仕事に滞りはないし、家で作ってくれる飯もいつも通り美味い。

　ただ、いつも必ず「一緒にお風呂に入らない？」と訊いてきたくせに、それは無かった。甘えたそうにする様子もない。そのまま、結婚記念日も何でもない日と同じように過ぎてしまった。それでも彼女からは何も言ってこなかった。

　離婚届のことにみつきのほうから触れてくることもない。あくまで〝委ねた〟というスタンス。ともすれば彼女は、俺がこのまま離婚届のことを有耶無耶にして振る舞っても笑って見逃してくれそうな気さえした。でもそれでいいだろうか、本当に。言われたことと委ねられたことの意味を考える。彼女が何か答えを待っているのだとしたら、俺はちゃんと考えて回答を出さないといけないんじゃないのか。

　例えば、この離婚届に自分も署名・捺印して。親に証人印をもらって、役所に提出に行くとして。

「……」

　委ねられた離婚届を肌身離さず持って、家でも会社でも同じことを考えていた。

　ずっと自分で隠し持っていた離婚届を彼女のほうから突きつけられて、わかったことは一つだけ。




　──あぁ、全然無理。




　いつか別れたいと言われた時は手を離さないといけない。縛るように指輪を嵌めさせることもできない。子どもなんて、できてしまったらもう後戻りできなくなる。──そんな風に思っていたはずなのに、もう、とっくに手放せなくなっていたことに気付く。

　彼女が今更なんと言ったところで、もう無理なのだ。どうしたって手放せない。離婚届には〝降参〟と書いて、みつきから受け取った印鑑で認印を捺した。そもそもあんなに重要な書類、スタンプ式の印鑑が有効なわけがない。今思えば、それも承知の上でみつきは簡単に印鑑を渡してきたのかもしれないけど。それでも俺の負けに違いなかった。背中から、なんの効力もない離婚届を受け取ったみつきが笑う気配。かなわない、とひどく悔しい気持ちになって、それも今回は仕方ないと目をつむる。

　年貢の納め時かもしれない。どれだけ自分で〝あのプロポーズだけは無かった〟と悔いていても、自分たちは七年前に結婚しているのだ。俺は今度こそ、ちゃんと彼女の人生を貰い受ける覚悟を決めるべきかもしれない。自分のデスクで頭を掻きながら、そんなことを考えていた。





＊






　勝負はとっくの昔についていた。それをつい最近になって、やっと認めることができたのだ。そして追い打ちをかけるように今晩、みつきは言った。何を考えているのか全然わからないと言いながら、それでも確信を持って「私のこと大好きだよね」と。俺のことでわけがわからなくなって半泣きになりながら、恋をしているような必死さで「好き」だと。

　自分のほうを向かせたくて、切なくさせてしまうようなこともたくさんしてきたのに。絶対的な信頼で想ってくれている。彼女にこれ以上何を求めることがあるのか。

　シャワーを浴びて、タオルで髪を拭きながら寝室に戻ると、もう一度彼女のベッドに腰掛けた。顔を覗き込む。みつきは疲れたのか、呼吸で胸を上下させてぐっすりとよく眠っている。

「……」

　すり、と頬を手のひらで撫でた。いつまででもこうしていられそうだな、と思う。

　さっき一度だけ抱いたら、誘った瞬間彼女は〝ついこの間したとこなのに？〟と目を丸くしていた。前にした時から一ヵ月も経っていなかったから意外だったんだろう。俺のせいだけど、みつきはその辺の基準がだいぶ変になっている。〝今日は我慢できなかった〟なんて絶対に言えない。

　思えば絶対に言えないことばかりだ。告白された瞬間の笑顔があまりにかわいくて、欲しくてたまらなくなって衝動的に抱いてしまったことも。みつきが遠くへ行こうとした時、〝俺とのことはどうなるんだ〟と無性に寂しくなってプロポーズしてしまったことも。結婚してからもずっと欲しくて、七年もの間いろいろと知恵を絞り続けたことも。

　絶対に言えないし、言ってもみつきは戸惑うだろう。何度も虐めてきた裏で考えていたことが、実はこんなにも情けないことだと知られてしまったら。もう何をしたって格好つかないじゃないか。

　ほんとのことは口が裂けても言わないし墓場まで持っていく。もう決めていた。自分の勝手でもらってしまった人生だから、絶対に退屈なんてさせない。マンネリなんて無縁の結婚生活にするんだと。よぼよぼになっても彼女を一喜一憂させるような、そんな夫になるんだと。そのために掴みどころのない男でいるんだと。




　みつきは一生知らなくていい。




　死んでも言えない。それはあの離婚届の一件の後、今日までずっと準備をしてきたこともそうだ。それを明日、実行に移したら。彼女はどんな顔をするだろう？




　できれば告白してきてくれた時みたいに。

　結婚を承諾してくれた時みたいに。

　笑ってくれればいいな、と思う。








20　証言７　あなたの愛する人









　さぁ皆さん、なじってもいいんですよ。




　なんのことか思い出せませんか？　言ってもつい最近のことです。私、新入社員・野波由佳が先週の深夜、資料室でやらかした愚行のことですよ。




〝才川さんのこと、好きになってしまったかもしれません〟




　言った瞬間、花村さんの頭を肩に乗せて床に座ったままだった才川さんは、目をパチパチさせて驚いた顔をしていた。何か、返事をしようとしていたのかどうかはわからない。結局私の告白は、駒田さんの乱入によりなあなあになってしまったから。

　あの直後。私は心の中で叫びました。




　死ねぇぇぇぇぇぇぇ!!

　うわぁぁぁぁ自分死ねぇぇぇぇぇぇぇ!!




　自分がこんなにも愚かだとは思わなかった。会社に気になる男女がいて、気になって気になって仕方がないから追っかけて調査して、そしたら男のほうを好きになっちゃいました？　馬鹿じゃん！　すっごい馬鹿な奴じゃん私！　あれほど咬ませ犬はごめんだとか考えてたくせに、好きとか……。

　あの後、下着メーカーの再プレゼンの準備で私はまたしばらく深夜残業が続いた。才川さんに弁解できるような時間はまったくなくて、そもそもなんと言えばいいのかもよくわからなくて。何回か代理で電話を受けた時だけ、ドキドキしながら取り次いだ。すると才川さんは、まるで何事もなかったかのように〝ありがとう〟と爽やかに笑って普段通り接してくれた。

　電話の伝言メモを彼に手渡す時に、思った。これはあれかな。無かったことにしてしまうのが得策……？　しかも今になって気付いてしまった新事実。才川さんから花村さんと同じシャンプーの匂いがするものだから、もう……。ここまで徹底的に、百パーセント負け戦なのは初めてだ。どうして今まで気付かなかったんだろう？

　どうして、ここまで完全に無理だとわかっていて、まだもやもやしているんだろう。




　水曜日の再プレゼンはつつがなく終わった。私はプレゼンテーターではなかったから、関係者の控え席で先輩たちが入れ替わって説明するのをただじっと見守っていた。松原さんは一回目のプレゼンの時と変わらず、優雅に、けれど緩慢にならずキビキビと得意先の経営陣を説得していて。私はその姿を見て、とっても不謹慎だけど別のことを考えてしまった。──こんなに強くて、優しくて完璧に見える人でも、咬ませ犬になることがあるのだ。

　再プレゼンが済んで、今日こそ定時で帰宅……とはいかなかった。プレゼンの準備に割いた時間、後回しにしてきたレギュラーの業務がだいたい水曜日締切で。それを松原さんと一緒に捌さばききった頃には終電は終わっていた。私たちは一緒にタクシーで帰ることにした。

　タクシーに乗り込むと松原さんは、いつもピンと伸びた背筋をルーズに反らせてシートに沈みこんだ。

「……さすがに疲れたわね」

「はい」

　松原さんの化粧は深夜でもまったく崩れていない。それでも、隣から見る横顔にはうっすらとクマが見える。超人的に仕事ができても人間。私のトレーナーは、すごいけど人間。それを忘れないようにサポートしなければと思う。

「今日の結果、いつ連絡きますかねー……」

「うーん……前は当日だったからなぁ。どうせもう決まってんでしょー？　と思っちゃうわよね……。返事を延ばす理由は……タレントが気に入らないとか？　それならすぐ希望投げ返してくれる気もするしなー」

「もやもやしますね……」

「そうね。でもまぁ、そんなものよ。やることはやったから、結果が出るのが楽しみでもあるわね。返事は早く欲しいところだけど、こういう宙ぶらりんは嫌いじゃない」

「ははぁ……さすがです」

　素直に感嘆しながら、その言葉を自分の状況に当てはめて考える。結果が出ないことは、もやもやする。そして私はやることはやったのかと言われると……無かったことにしようかなんて考えていて。だけど相手が、もう決まった返事を用意していそうな場合、私はどうすれば？

「……松原さん、全然関係ない話してもいいですか？」

「その話面白い？　面白いならどうぞ」

「弟子の話くらい面白くなくても聞いてください」

「あら、言うようになったじゃない。いいわよ。何？」

　私はトレーナーに答えを求めることにした。

「松原さんは、好きになった相手に高確率で恋人か奥さんか、パートナーがいそうな場合、相手に好きだって伝えますか？」

　訊いてからすぐ後悔が始まった。トレーナーが、何を相談されたかと思えば恋愛相談って。〝色ボケてるなこいつ〟って幻滅されてしまうかも……。

　撤回しようと、恐る恐る隣の松原さんの表情を確認すると、窓の外の外灯に照らされた顔が何か真剣に考え込んでいた。

「……」

　あれ、もしかして聞いてなかった……？

　それならそれでいいけど、なんだか寂しい……。私が複雑な気持ちで正面に向き直った時、彼女が口を開いた。

「うーん……。まず、本当にパートナーがいるかどうかは確かめるでしょうね。諦めるかどうかはさておき、既婚者はさすがにややこしいから遠慮したいかなとも思うし……」

「……ですよね」

　ちゃんと聞いて真面目に考えてくれていたことに安あん堵どして、その答えのまともさに少しだけがっかりする。欲しかったのは自分では辿りつけない回答。ブレイクスルーのためのちょっとぶっとんでるくらいの突破口。いや、答えてもらっておいてですけど。先輩に何を求めてるのって感じですけど。私は私のトレーナーのことを、人間だけど、すごい人間だと思っているから。

　そんな不ふ遜そんな感想と勝手な期待に気付いたのか、松原さんは余裕のある笑顔で私に笑いかけた。

「それでもね、野波。私は結構、告白推進派なのよ」

「……そうなんですか？　意外です。松原さん、望みがないところにぶつかっていくのって非効率で嫌いって言いそう」

「それはきっとまだあんたの私への分析が甘いんだわ」

「咬ませ犬はごめんだって言ってたじゃないですか」

「もちろんできれば避けたいとは思ってる。でもそれで済まないことって、ままあるじゃない」

　松原さんの後ろに見える外の景色が左から右に流れていく。外灯があったり、なかったりして、彼女の顔を照らしたり、影を落としたりする。それでも変わらない表情が綺麗だった。

「私はいつでも自分を一番大事にしているの。告白することで自分は傷つくのか、それ以上にすっきりするのか。自分にとって今の衝動が大切か、告白した後の現実のほうが大切か。告白して得られるものがあるのか、ないのか。自分にとっての最良を考えて、ちゃんと選んでるつもり」

「……自分のことだけですか？」

「ええ。私が告白することで相手がどんな気持ちになろうが関係ないわ。だって無理な時は無理だって断るでしょう？　相手にはその選択の自由がある。でも告白した段階で、自分にはもう選択肢がないの。とっても不自由なの。相手がどう思うかなんて最初から心配するのは馬鹿みたいじゃない？」

「自己中じゃないですか、それって」

「自己中よ。でもそうなってもいい時があると思う。告白なんて、自分が伝えることで相手に心境の変化があるかどうか試すためにするものでしょう？」

「ただ好きってことが伝えたいだけの告白もあるじゃないですか」

「ごめんだけど、そういう気持ちってちょっと信じられない。男女間での〝好き〟で知ってほしいだけなんてあり得る？　絶対にそんなことないと思う。相手にどこまで望むかは別にしても、少なくとも、今よりちょっと気にしてほしいとか、何かしら欲を孕はらんだものだと思うけど」

「……」

　いつも以上に饒舌な松原さんに、私はついに黙る。そして考える。

　あの時の自分の告白の中に含まれていた欲。衝動的ではあったけれど、そこに何か望みがあったとすれば。……あれだろうな、と思い当ることが一つだけある。

「……まぁ、告白すればいいんじゃない。才川に」

「……えぇ!?」

「〝なぜバレた！〟みたいな顔してるけど……さすがにわかるわよ。入社した日から野波は才川と花村のことばっかりだったし。特に最近は、才川のことよく目で追ってたみたいだしね。本人にも気付かれてるんじゃない？」

「……」

　さすがに〝既に一回告白しちゃいました！〟とは恥ずかしくて言えなかった。

　あまりのバツの悪さにシートの上で縮こまっていると、松原さんはふっと笑ってこっちを見た。

「私はあんたのトレーナーだからね。一段落したらちゃーんと飲みに連れていって忘れさせてあげるから、任せなさい」

「……玉砕すること前提じゃないですかぁ」

「なんなの、勝つ気あるわけ？」

　そんなのあるわけがない。

　松原さんにバレていたことで気が付いた。私はてっきり、あの日見た不思議なものに惹かれているんだと、ずっと思っていたけれど。最初に気になったのは、そういえば才川さんの真剣な横顔だったなぁ、と。深夜帰宅のタクシーに揺られながら、思い出していたのでした。




　そして翌日、木曜日。午後三時半。

　私はまっすぐ、彼のデスクに歩いて行った。

「才川さん」

　呼ぶと才川さんはキーボードを叩いていた手を止めて、椅子を回転させて体ごとこちらに向けた。ふわっとした髪が揺れる。両端の上がった感じの良い口元と、切れ長の目。まともに向かい合うと少し息苦しくなる。だけど。

「どうしたの野波さん」

「今日、飲みに連れていってもらえませんか」

　苦しくなるけど、できたら今日、私は。彼と向き合っていたいと思う。

　お誘いをした瞬間の才川さんは、私が告白した時と同じように少しぽかんとして、不思議そうな顔で口を開く。

「……飲みに？　俺と？」

「はい」

「サシで？」

「サシでお願いします！」

　思わず両手で拳こぶしを握って叫んでいた。緊張に堪えられなくなってきて、思うよりも力の入った声が出てしまった。恥ずかしい。

　野波由佳。公表していませんが大学時代は女子ハンドボール部キャプテンです。なぜか出してしまった体育会系のノリに一人死にそうになっていると、才川さんは何かを見極めるようにじっと私の顔を見てから、言った。

「了解。じゃあ、七時頃に出るか」

「はい、お願いします！」

　やった！

　素直に心が喜んだ。自分の用件を考えると決して浮かれていられないのに、それでも。嬉しくなってしまっている。

　くるりと自分のデスクに戻って席につく。隣でメールを打つ松原さんは、今の一連の流れが聞こえていただろうに、何も言ってこなかった。その態度にも少し安心した。一段落してからのことは任せなさいと言ってくれたから。だから私は一段落するところまで、好きなようにやろう。




　業務をこなして、七時。帰り支度を整えていると、デスクに鞄を持った才川さんがやってきた。

「出れそう？」

「あ、はい」

　ただ返事をするだけで、自分の声が緊張してしまっている気がする。これから二人で話すというのに、こんなんで大丈夫だろうか……。不安になっていると、隣の席の松原さんが手元の書類から顔を上げて私たちを見た。

「何か言いたげですね松原さん」

「別に。何もないわよ」

「野波さん借りていきます」

「どうぞ。良いモノ食べさせてよね」

「了解です」

　お先です、と続けて言って才川さんはオフィスを出て行く。私も、お先に失礼します、と言って彼の後を追いかけた。その時、才川さんの島のボードをちらりと見る。花村さんの欄は〝帰宅〟になっている。




　さてさて。

　野波由佳、最後の聴き取り調査です。




　才川さんが連れてきてくれたのは、会社からタクシーで十分ほど走ったところにある和創作ダイニング。社風なのか、入社してから先輩たちが入れ代わり立ち代わりでいろんなお店に連れていってくれたけれど、だいたいは会社から徒歩圏内にあるお店だった。タクシー移動は初めてだ。加えて、こんなちょっとおしゃれな感じなのも初めてだ。いつも〝絶品焼肉！〟とか〝名物餃子！〟とかだったから。

　ぽわんとした暖色の照明。高い天井。和風モダンな店内装飾。そして通されたのは、天井は高いのに取られたスペースはこぢんまりとした二人掛けの個室。……大衆居酒屋とかでよかったのに……！

　またせり上がってくる緊張にそんなことを思ったけど、私の今日の目的から考えると本当はこのほうが合っていた。人の耳を気にせずゆっくりと話せる場所。ただ、ばっちりすぎて尻込みする。そしてこういう場所を選ぶあたり、才川さんは私の目的をきっちり把握しているらしい。

　向かい合って座ると、私はテーブルの隅に立てかけてあったメニューに手を伸ばして、才川さんのほうに向けて置こうとする。彼の手は私からそれを取り上げるように奪った。

「……え？」

　奪った才川さんは、テーブルに肘を突いた両手にメニューを重ねて持って、ニコニコと笑う。

「そんなにガチガチじゃ料理の味もわかんないでしょ」

「は……」

「何か言いたいことがあるなら、先にしない？　ここの料理は美味しく食べてほしい」

「っ……！」

　ダメだ。全部バレてる。

　一度告白はしているのだから、当たり前といえば当たり前だった。ただ、こんな風に仕掛けてこられるとは思わなくて。不意を突かれて心臓が早鐘を打ち始める。

（速攻でケリをつける気じゃないですか……）

　全力でドキドキしているのに絶望的な気分、という不思議な状況の中。店員さんがお水とおしぼりを持ってきて、束の間の会話中断。ありがとう、とおしぼりを受け取りながら才川さんはメニューをテーブルの隅によける。店員さんは「ご注文が決まりましたらそちらのボタンでお呼びください」と言って一礼して去っていく。これでもう、ボタンを押さない限りは、二人。恐る恐る才川さんの目を見ると、余裕のある表情でこちらを見て微笑んでいた。

　私は思う。──そんな顔じゃないんです、欲しいのは。

　昨日、プレゼンをする松原さんを見ていて思った。

〝こんなに強くて、優しくて完璧に見える人でも、咬ませ犬になることがあるのだ〟

　そう思うと、まだ青くてなんの武器もない私は、どうすれば才川さんの視界に入ることができたんだろう。自覚する前から全面的な敗北が決まっていた恋に、何かしら正解を探そうとしていた。きっとそんなものどこにもないのに。わかっていながら、肩で眠る花村さんを愛しげに見たあの目が、どうすれば自分に向けられるのか。ただ知りたかった。

　告白した瞬間の私の欲望は、ただ一つ。

　あの愛しげな眼差しを、少しでも自分に向けられたら。

「……才川さん」

「うん」

「もう一度言いますね」

「どうぞ」

「才川さんのことが好きです。私と、付き合ってください」

「……好きになってしまったかも、って前は言ってなかった？」

「確信になりました」

　そっか、と言って才川さんは一度息をついた。きっと答えは決まっているだろうに、口元を笑わせたまま少し考えるように視線を下ろして、時間を取る。

　ドキドキしながら、私は、ゆっくりと諦めていく。

「野波さん、ごめん」

　諦めていく心に、チクリと〝ごめん〟が刺さって唇を噛んだ。それでも顔は下げずにじっと才川さんの顔を見て。

　彼は今までとは違う笑い方をした。それはいつもの愛想のいいニコニコした笑顔じゃなくて、もっとこう、ふわっと和らぐような。言うなら、花がほころぶみたいな。──誰かの笑い方を思わせる笑顔。

「俺、ずっと前から好きでたまらない大事な人がいるんだ」

　だから付き合えない、と。欲しくてたまらなかったその顔が、清々しいほど私を拒絶する。

「……ですよね。私もずっと、そんな気がしていました」

　私の〝好き〟は一ミリも彼の気持ちを動かさなかった。だけどきっとこんな表情、もう一度向き合わない限りは見られなかったんだろうな、と。それならこの告白に価値はあったかもしれない、と。自分を納得させていく。

　テーブルの下、膝の上でぐっと拳を握って深く息を吸い込んだ。

「──よし！　すっきりです！　ご飯食べましょう才川さん、私お腹ぺこぺこですよもう」

「あぁ、好きなだけ食べて。野波さん酒は飲めるの？」

「大好きです」

「いいね」

　それからの私たちは、至って普通だった。気まずくなるでもなく、告白をなかったように振る舞うでもなく。自然で、泣くのはあまりに場違いすぎて、目の奥が熱いのはすっと引っ込んでいった。一段落ついたと区切るのは、今日才川さんと別れて一人になってからだ。

　才川さんが選んでくれたお店の料理は美味しくて、意外なことに珍味が多かった。クリームチーズの鰹の塩辛のせ。かにみそ。ほたるいかの沖漬け。お酒の進むメニューに舌鼓を打ちながら、いろんなことを話した。

「松原さん、厳しい？」

「厳しいですよ。でも優しいです」

「だろうな。野波さんもよく松原さんに付いていけてると思うし。よかったよ、二人が相性良いみたいで」

「相性良いですかね？」

「良いと思うけど？　あの人、トレーナーやるの初めてだから、きみが配属されてくる前は結構緊張してたんだよ」

「想像できない……！」

「そう？　でも杞憂だったってわかったんだろうな。野波さんが来て張り切ってるのか、今まで以上に仕事楽しそうだなって傍から見てて思う」

「……そうだったら、すごく嬉しいですけど」




「噂流したのって、才川さんですよね」

「え？」

「あれです。才川さんと花村さんが深夜の会議室で……っていう。ほら、あの、アウトな噂」

「あぁ、ヤってるっていうやつ？」

「個室でもやめてください！」

「ごめんごめん。俺が？　自分で噂流したって？」

「タバコ部屋で噂になってたって聞いたので、いろんな人に訊いてみたんですけど……どうしても噂の出所がわからなかったんですよね」

「……それみんなに訊いてまわったのか？　野波さん」

「表現には気をつけましたよ。結局出所は掴めなかったんですけど、才川さんなんだろうなぁって。なんとなくそんな気がします」

「ほんとに勘が良くて怖い……」

「なんでそんなことしたんですか？」

「さぁね」




「結局のところ、才川さんと花村さんは結婚してますよね？」

「野波さん。酒回ってきてるみたいだけど、さっきからさ、なんでも確信もって言ってくるのやめて」

「してるでしょー。私は最初にご挨拶した時から、ずぅーっとそう思ってましたよ」

「どうしてそう思った？」

「……空気感？」

「……ふーん」

「嬉しそうにしないでください。腹が立ちます」

「きみはちょっとお茶を飲め」

「先週、資料室覗きに行った時。私ほんとに行くの嫌だったんですからね。喘ぎ声が聞こえたら速攻でセクハラ委員に泣きつこうと思ってました」

「それは行かせた駒田さんに言ってくれ。……でもあの夜さ。野波さんじゃなくても、もっと早く誰かが覗きに来るかと思ってたんだけど」

「え？」

「誰も来なかったな」

「そうですね……？」




「席の時間、そろそろですよね。二軒目行きません？」

「あぁ、行こうか」

「……意外です。いつもあんなに早く帰りたがるのに」

「たまには遅く帰って妬いてもらわないと」

「はー……。告白してきた後輩を当て馬に使うなんて最低です」

「なんとでも。花村以外に好かれようなんて思ってないし」

「才川さんほんとに！　ほんとに今日むかつきます……！」




　たくさんのことを話して、この人、呆れるくらい花村さんのこと好きだなーと泣きたい気持ちになりながら、私は思い出していた。才川さんばかりが花村さんを好きなわけじゃない。花村さんも。

　思えばあんな話を聞いたから、私は才川さんを意識するようになってしまったんだ。同時に、自分が絶対に勝てないということも思い知らされてしまった。

　深夜のオフィスは、苦いことばかり。





＊






　少し前に、人が少なくなった夜のオフィスで花村さんと話をした。才川さんの席に座って私が花村さんに尋ねたのは、神谷さんのことが好きだったのかっていうこと。でも私は、望田さんの仮説を少しも信じていなかった。だから〝興味で訊いちゃいました、すみません〟とすぐに撤回して。

　続けて、違う質問をした。

「じゃあ、才川さんのことは？」

「え？」

「好きなんですか？」

　本当は最初からこれが訊きたかった。いきなり放り込んだ質問に、花村さんは一瞬固まる。それからごまかすように笑った。

「……あ！　この間のだったら冗談だからね。竹島くんが〝ホテルから出社か～〟なんて言ってたの。いつものノリで返しちゃったけど、あんなの全部冗談だから！」

「はい。間髪入れずに息ぴったりの切り返しだったから、さすが才川夫妻！　って感じでした！　……あれは冗談として、ほんとのところってどうなんでしょう？　本当は、才川さんのことどう思ってるんですか？」

「……びっくり。真面目に訊かれることってあんまりないから」

　冗談ですよ、とは茶化さずに真面目な顔で答えを待つ。

　すると花村さんは、私が諦めそうにないことを悟ったのか、〝んー〟と考えるように宙を見て、それから私に視線を戻した。

「……すごく尊敬してる、かな」

「……」

　そんな曖昧な言葉でごまかされない。

　好きなのか、どうなのか。きちんと問いただそうと──したけれど、花村さんはニコッと嬉しそうに笑う。

「普段はあんなだけど。すごい同期なんだよ、才川くんは」

「……」

　そして続けて語りだしたから、私はとりあえず花村さんの話を聞くことにした。

「野波さんも薄々感じてるかもしれないけど、この業界って結構ドライな人が多いでしょ？　冷血、くらい極端に言ったほうがわかりやすいかな。仕事だからってなんでも割り切れちゃう人が多いし、そうじゃないと渡っていけないところもあるんだと思う」

「……そうですね」

「結構みんな言うんだよね。〝今回はあそこに死んでもらうしかない〟とか。長く付き合いあるところでも〝庇いきれないから切れ〟とか。なんか物騒でしょ？　でも慣れていくんだよね。だってこれは〝仕事〟だから」

　わかる話ではあった。会社の人はみんな面倒見がいいし、親切だ。自分にもとってもよくしてくれる。でも身内に優しくても、外側を向く時にはまた別の一面を持っていた。仕事だから、利益のために切られていく関係がままあるということ。華やかな仕事の裏にほど、割を食う人がいるという話をよく耳にする。

　花村さんは笑った。

「でもね。才川くんは絶対に誰のことも死なせないの。すごく考えて知恵を絞って、奔走して、最終的に割を食いそうな人の立場をきちんと救ってあげる。……だから残業も多くて大変そうに見えるけど、味方はすごく多いんだよ」

　それをすごく誇らしそうに言う。私は何も言えなかった。才川さんがすごいということは、よくわかった。でもそれ以上に。わからされたのは〝勝てない〟ということ。

「なんか、そういう働き方を傍で見てるとね。それだけでこの会社に入った価値ってあったなーって思う。そういう人の補佐をできるのって、幸せだなって」

「……大好きじゃないですか、才川さんのこと」

「……うん。こういうのも好きって呼ぶなら、そうなのかもしれないね」

　花村さんは照れるように微笑んだ後で「絶対本人には言わないでね！」と私に念押しした。その直後に花村さんのスマホにメッセージ通知がきて〝今日直帰〟と。表示された名前は〝アキちゃん〟だった。……カモフラージュのつもりでしょうか？　それとも家ではアキちゃんと呼んでいるのか……？　才川さんのフルネームが、才川千秋だということは知っている。それで花村さんが自分のボードを消すついでに、才川さんのまで消したら、そんなのもうバレバレだ。





＊






　思い出してもしょっぱい記憶だった。ラブラブか！　心の中で先輩に毒づく。あーもう無理。無理無理。そりゃあんな風に自分のことを見ててくれる人がいるなら、大事にしたくもなるだろう。「当て馬に使うなんて最低」と才川さんに文句を垂れながら、当て馬にさえなれないこともわかっていた。

　二軒目のバーも私は酔ったままで、たまに才川さんから惚気のろけを打ち込まれながらくだらない応酬をした。好きになっておいてなんだけど、意外とこの人デリカシーない……。告白してきた後輩にここまで嫁の話をしてくるだろうか、普通。それさえも、完全に私を諦めさせるための策なんだろうか。嫁からすれば、浮気の心配のない良い夫なんだろうけど。

　素敵なご夫婦です、さすが才川夫妻。ご馳走様です。……そういえば、結局二人は本当に夫婦だったんだろうか？

　最後の聴き取り調査と謳っておいて、白黒つけることができず。この件は迷宮入り────かのように思えましたが。




　その答えは、（私が二日酔いで苦しむことになる）翌日。

　思いがけない形で知ることになるのです。
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　朝。目が覚めるといつも通り、私は自分のベッドで眠っていた。

「……あれ？」

　ぼんやりと昨晩のことを思い出す。

　昨日夜遅くに、野波さんと飲みに行っていた才川くんが帰ってきた。才川くんがふざけていろいろ囁いてきて、私が怒って、少し話をして。……話をしたものの、わからなかったことは結局わからないまま終わったんだった。

　それなのに。

「……」

　思い出すと布団に埋まりたくなる。一体何だったんだろう昨日のエッチは……。

　いつもと全然違っていた。いつも、というほどしていないけど。でも記憶にあるものとはまったく違う。才川くんは宣言通り一回だけ私を抱いた。その一回はすごくゆっくりだった。激しくもなくて、意地悪でもなくて。ただひたすら気持ちよくさせようとしてくれているのがわかって、無性に照れた。〝抱きたい〟なんて言うからひどくされるのかな、なんて構えていたのに、ずっと優しくて。黙って動きながらキスばかりして、唇が腫れるかと思うくらいたくさん……。

　頑張って最後のほうを思い出そうとするのに、どうしても記憶がおぼろげだ。終わった後、才川くんは私を抱きしめてくれていた気がするんだけど。

　ちらりと才川くんのベッドを見れば、体を起こして眠そうに目をこすっている彼がいる。いつも通り彼自身のベッドで眠ったらしい。こちらに気付くと、欠伸を噛み殺しながら言う。

「おはよ」

「……ちゃんと寝た？」

「うん、まぁまぁ」

　そう言ってすっとベッドを抜け出ていく。洗面所に行ったらしい。もう出社の準備をする時間かー……。ベッドで寝返りを打ち、ぐーんと猫の伸びをする。ぜっっったいにこのベッドで一緒に寝てた気がするのに、気のせいなんだろうか？　気のせいかなぁ……。頑なに別々に眠ろうとする彼が、いきなりそれを許してくれるとは思えなかった。でも最近の才川くんは変だしなぁ……。

　それから、行為の間際に彼が言った言葉も気になっている。

〝あともうちょっとだけ待って〟

　私は一体何を待つんだろう？　わからなくて悶々としたまま、私もベッドを出て洗面所へと向かった。




　眠そうにしていた才川くんも、会社で顔を合わせた時にはキリッとしていて。朝からエンジンがかかっているようで素早くキーボードを叩いていた。パソコンの画面を盗み見ると、作っているのはＷＥＢ広告の週次レポート。

　そこでふと疑問が沸く。毎週金曜日に作って得意先に提出しているこのレポート。いつもならお昼を食べて午後から作り始めるのに、今日はやけに取り掛かりが早い。

「才川くん」

「ん？　なに、花村さん」

「もしかして今日、午後に何か予定がある？」

「え？」

　才川くんは少し驚いた顔で手を止めてこちらを見た。その反応にこっちが少し戸惑ってしまう。

「や、レポート作るのがいつもより早いなと思って……。何か作業が詰まってるなら、こっちに回してくれても」

「あぁ……。いや、平気。ありがとう。花村さんは？」

「え？」

「今日の午後って、時間固定の案件ある？」

「ない。新聞の入稿も今日はないし……。午後は溜まってきた広告素材を整理しようかなと思ってたくらい」

「そう」

「……ん？」

「え？」

「や、何か任せてくれても大丈夫だよ？」

「いや、いいよ。平気だって。何もないなら、午後はそのまま空けといて」

「……はい？」

　不思議なことを仰る。やっぱり最近の才川くんは変だ。隣の席の彼をちらちら訝いぶかしむ目で見ながら、私は午前中の自分の仕事に取りかかる。

　しばらくすると才川くんの席に野波さんがやってきた。

「才川さん」

「あぁ、野波さんおはよう」

「おはようございます。昨日、ありがとうございました」

「いーえ、お疲れでした。……顔色悪くないか？」

　才川くんがそう言ったので、気になってちらりと二人のほうを見た。……確かに。野波さん、顔が白い……。

「二日酔いです……ハイパーグロッキーです。逆になんで才川さんは平気なんです？」

「いや、昨日は俺も酔ってたよ。家に帰った時はフラフラだった」

　嘘つき。

「フラフラの才川さんって想像できませんね。……それで、ええと、私……。酔ってて記憶確かじゃないですけど、まぁまぁ失礼なこと言いましたよね？　才川さんに」

「はは」

「すみませんでした……」

「二十回くらい〝むかつく〟って言われたかなぁ」

「ごめんなさい……！」

「いいよ、また行こ。今日は一日しっかり水分取って酒抜けよ」

「はい……」

　ありがとうございました、とお辞儀して野波さんは自分の席に戻っていった。二人の会話があまりに楽しげな雰囲気で、私はつい心の声をこぼしてしまう。

「……むかつく才川くん」

「ん？　何？」

「昨日、楽しかったみたいで良かった。後輩に〝むかつく〟って連呼されるなんて、一体どんな話したの？」

「……別に気にならないんじゃなかったっけ？」

　そう言って薄く笑われると、私はうっと詰まってしまう。そんな家で言ったようなことを引き合いに出してくるのずるい。「そうでした」と笑って私はまた自分の手元の作業に戻る。

　隣で小さく笑う声が聞こえて、つられてまた彼のほうを向いてしまう。

「……なに」

「いや。むかつくって言われたのも、花村の惚気ばっかり言ってたら野波さんに怒られただけなのになーと思って」

「やだ、嬉しー」

「信じてないだろ。別にいいけど」

　そう言うと、才川くんも自分の作業に戻ってまたキーボードを叩きだした。……信じてないこともないんですが。でも本当にそうだったからといって、私はどんな反応をすればいいんでしょう。

　なんだか本当に才川くんが野波さんに私のことを話したんじゃないかという気がして、ちょっとむず痒い気持ちになってしまう。

（仕事しよう……）

　きちんと仕事をこなして、私は今日も才川夫妻の嫁をまっとうする。彼が彼の仕事でベストを尽くせるように。




　いつものように才川くんと昼食をとって、午後。

　今日は時間に余裕があったので外で食べようということになり、二人で行きつけのお蕎麦屋さんに行った。お腹いっぱいになってオフィスに戻ると宅配業者の人がいて、社員証でしか開かない扉の前で立ち往生していた。

「あ、すみません！　宅配ですよね。サインします」

　声をかけて、伝票にサインする。荷物は営業二課宛てで、内容は〝バラ〟と書かれていた。お花なんて手配した覚えないんだけどな……しかもバラ？　誰か営業さんが、タレントへのプレゼントにでも用意したんだろうか。

　不思議に思いながら白い大きめの箱を受け取ると、中身が花だからかとっても軽かった。それを後ろにいた才川くんにひょいと奪われる。

「え」

「持つからドア、ロック開けて」

「あ、うん。ありがとう……？」

　それなら才川くんがドアを開けてくれたらいいのに……と思いながら、言われた通り社員証をかざしてドアを開ける。先に中に入ってドアを押さえていると、才川くんは箱を抱えたまますたすたと二課の自分のデスクに向かって歩いていった。

　私は小走りで後ろを追いかけて尋ねる。

「それ、誰が注文したか知ってる？　私頼んだ覚えがないんだけど、宛名には〝二課〟としか書かれてなくて」

「うん、大丈夫」

　知ってる、と言って彼はその箱を自分のデスクに置いた。かと思うと、そのまま中を開け始めた。私は隣に立ったままぽかんとそれを見つめる。

「……もしかして才川くんが頼んだ？」

「そう」

「珍しい……お花の手配なんていつも任せてくれるのに。急ぎだった？」

「まぁまぁ」

「んん……？」

　何か濁すような物言いに違和感が残る。中から取り出されたバラは色濃く真っ赤で、本数も多いボリュームのあるものだった。箱から出てきた瞬間に小さく〝うわ……〟と声をあげてしまったくらい。

「すごいね……。でもこれ、箱から出しちゃって良かったの？　このまま送ったほうがいいんじゃ」

「いいんだよ」

　花束を手に抱えたままで小さく笑う。彼がこんなにバラを抱えている姿を見ると、ちょっとおかしかった。

「結婚しよっか、花村さん」

「……え？」

　唐突に彼がそんなことを言って、私は一瞬固まってしまう。お昼休み明けのオフィスには、昼食に出かけていた人達が戻ってきていて結構な人数がいた。その注目が自分たちに集まるのがわかる。

　一瞬ドキッとしてしまったけれどすぐに気付いた。あぁ、いつものやつね。バラが手元にあるからって、そんな演技……。

　合図くらいくれたらいいのに、と思いながら微笑んだ。

「もー、才川くんったらまたそんなこと言って♡　本気にしちゃうでしょう？」

「本気」

「……才川くん、冗談が」

　過ぎる、と言うより前に詰め寄られる。手を握られた。おかしな芝居が始まったあの日みたいに。──ただ違うのは、才川くんの表情は、会社での演技の顔じゃなくて。

「真剣に。花村さん」




「俺と結婚してください」




　ざわっとオフィスがどよめく。「才川夫妻が！」「ついに！」と嬌声をあげる人たち。私は頭が真っ白になった。……どういうこと？

　気付けばバラの花束は自分の腕の中に。

「もう隠さなくていいように」

　続けて彼はそう言った。その言葉を聞いた周囲の人々から「今までも全然隠せてねーよ！」と野次が飛ぶ。──そうじゃない。彼が言っているのは、そういう意味じゃない。

　右腕で花束を抱えながら、握られている左の手は震えた。ぽろっと泣きそうになるのを堪える。彼が言っているのは、ずっと隠してきた夫婦関係のこと。ずっと周りに言いたくて、言えなかったこと。

「……もういいの？」

「うん」

「ほんとに？」

「うん。……みつき。夫婦になりたい」

　みつきって呼んだ！　と周りがザワつく。才川くんはそんな声が聞こえていないかのように穏やかに笑って、それから私の耳元で囁いた。




〝ちゃんと俺のものにしたいんだ〟




　……そんなことを言われてしまったら、断れるわけがない。

　ぐすっと鼻が鳴りそうになるのをバラの花束に顔を埋めて隠した。一瞬だけそうして、落ち着いたら顔を上げる。すぐ傍に立つ才川くんをまっすぐ見つめて、返事をする。




「──はい、喜んで」




　八年前に「結婚しよう」と言われた時と同じように。……もしかしたらそれ以上に満たされた気持ちで、微笑み返した。










「というわけで改めまして。うちの妻です」

　おめでとー！　と祝福の拍手を受ける中、才川くんはいつもの社内用スマイルに戻って「ありがとうございます」と爽やかに微笑んでいた。私はその隣で嬉しいやら混乱するやらで複雑な心中を隠し、同じように「ありがとうございます」と微笑む。

　そして何が始まるのかと思えば、午後から才川くんの後ろについて各部署を回る結婚報告。「局長たちにも時間もらってるから」と彼はしれっと言って、管理職の面々の前で「ついに落としました」とか「ここまで長かったです」とか「新婚旅行でお休みもらうことになると思いますが、ご迷惑おかけします」……だとか！

　何一つ聞かされていないことが彼の口からポンポン出てきて度肝を抜かれる。秘密は終わったはずなのに、これはこれで心臓に悪い……！

　それでも「おめでとう」と言われるとにやけてしまう。午後をたっぷり挨拶回りに費やして、その日。〝才川夫妻〟は社内公認の本当の夫婦になった。




　その夜。金曜日だったこともあり、営業二課で〝才川夫妻の結婚祝い〟と称した飲み会が行われた。最初はまともに部長の挨拶から始まって、お祝いの言葉をもらって。一体いつ付き合ったの？　という質問が飛んできて私がドギマギしていると、才川くんは「内緒ですよ」と言ってすべてひらりとかわし続けた。

　ただ、わかっていたけれど、営業二課の面々は酒癖がよろしくない。時間が経ってお酒の減りが早くなるにつれて、松原さんの絡み酒が始まる。

「なんなの才川。ほんとになんなの……？　出世だけじゃなくて結婚まで私より先なの？　誰に許可とったの？」

「すみません松原さん、お先です」

「は～ほんとむかつきますね才川さん！　昨日私と話したことって一体なんだったんです？　むかつきます！」

「うん、野波さん。お前はお茶を飲もうな」

「……」

　才川くんに絡む二人を見ながら、ほんとに似た者師弟だなぁと思った。

　一軒目を出る頃には大半が酔っ払っていて、強引に全員参加の二軒目ルートに突入する。「行くぞぉー！」と部長が先導を切るのにぞろぞろとついていく末尾で、才川くんが話しかけてきた。

「帰るだろ？」

「え？」

「二軒目行きたい？」

「や……でも才川くん行くでしょう？」

「行かないだろ。なんでプロポーズ成功した日に同僚と飲み明かすんだよ」

「は」

　そうなの？　と訊こうとしたけど、先に彼がバッと私の腕を掴んで上に高く掲げた。

「──すみません！　俺たちここで抜けますね。今日はありがとうございました！」

　えぇっ！　と不満の声が聞こえてきたのを、才川くんは気にすることなく私の手を引いて回れ右をした。そのまま足早に自宅方面に歩いていく。

「えっ、才川くん……いいの？　せっかくみんな祝ってくれてたのに」

「いいよ別に。みんなもう目的変わってるだろ。それに、こんな日くらい許してもらえる」

「……」

　それから彼は何も言わずに家まで私の手を引いて歩いた。少し急ぐようなその足取りが、手の熱さが。告白して初めて才川くんの家に行った日を思い出して無性にドキドキする。

　この流れと、さっきの「こんな日くらい」という言葉。それからきゅっと力の入っている握った手。

（……今日もエッチするのかな）

　なんて、不埒な考えが頭をよぎった。




　マンションに辿りついて部屋に入ると、私はいつも通り才川くんのスーツを受け取る。

「……さすがに今日は疲れたな」

「うん……」

「びっくりした？」

「当たり前でしょ」

「そっか」

　小さく笑って彼はネクタイを解く。

「風呂どうする？　みつき、先入る？」

「ううん、才川くん先に──あ」

「あ？」

「や、んーと……。……一緒に入らない？」

「……」

　今日はもしかしたら、という期待が拭えない。

　才川くんは黙ったまま、首元を開けたワイシャツ姿で近付いてくる。すっと手を伸ばしてきて、私の横の髪をくるりと指で遊んだ。

「……」

　じっと見つめて、黙り込む。その目の色は深くて、彼の出す答えはさっぱり予想がつかない。……もしかして、考えてる？　検討中？　──そう思った途端、うわぁ、と恥ずかしくなって、ぱっと視線を下にそらした。

「入らないよ」

「……あ、そう」

　頭上から降ってきた答えに脱力した。やっぱりそれはダメですか……。

　その後才川くんは一人でお風呂に入って、交代で私が入った。髪を乾かすともういい時間になっていて、深夜一時。明日も仕事だったら、今日はもう休むだろう。でも明日は土曜日だ。もしかしたら、と密かに胸をドキドキさせて、そっと寝室に足を踏み入れる。

　才川くんはいつも通りベッドに座って文庫本を読んでいて、私に気付くと視線を上げて、ふっと笑った。

「こっち来る？」

「……うん、行く」

　部屋の入り口から彼のベッドに行くまでの距離で、尋常じゃないほど緊張している自分がいた。才川くんは私が近付くと少し横にずれて「どうぞ」と言って、できたスペースに私を招き入れる。そろりと忍び込んだベッドの中は温かく、とても居心地が良かった。ぴたりと隣の才川くんにくっついて下を向く。

「なんで黙ってんの」

「……うん、なんかね」

「うん？」

「照れる……」

「何に？」

「〝ちゃんと俺のものにしたいんだ〟とか言われちゃうと……」

「……あぁ」

　急に低く甘くなった声のトーンに上を向くと、すぐ傍に顔があって唇が重なった。私は目を閉じて、手元にあった布団の端をきゅっと両手で掴む。

「ん……」

　キスは少しずつ深くなっていって、私の体はだんだん後ろへ反っていった。ただシングルベッドでそれは、後ろに傾きすぎるとベッドから落ちてしまう。気付いた才川くんがそこでキスをやめる。

「危ないな……上乗って」

「うん……」

　抱きとめられている体から一度離れて、足を伸ばしてベッドに座っている才川くんの膝の上に、向かい合う姿勢で座る。すると首筋にキスをされて、そこから顎を辿ってまた唇に行きついた。チュッと音をたてて吸われるとたまらなくなって、才川くんの首に腕を回す。

　昨日の夜を彷彿とさせるキスだった。唇を食むキスを交えながら、角度を変えて何度も舌を奥まで伸ばしてきたり。時にくちゅくちゅと口の中を弄んだかと思えば、ついばむような軽いキスを繰り返してきたり。いやらしいキスに自然と腰が浮いてしまう。

「っ、は、ん……才川くん……」

「ん……？　……はぁっ。何……？」

「したいっ……」

「何を？」

「やっ……お願い……意地悪しないで、今日はっ……」

「意地悪って何。……何がしたいの？」

「っ」

　グリッと硬いものを押し当てられる。それだけで足の爪先まで痺れて、達してしまいそうだった。

「……こら、腰振ってないで。何？　ちゃんと言わないとわからない」

「～っ……！」

　半分泣いていた。こんなのあんまりだと思う。なんで彼は、こんなに言わせたがるんだろう。ここまでズブズブに心も体も溶かされて、今更やめられなかった。首に腕を回して抱きしめながら、浅い息の漏れる唇を彼の耳元に運ぶ。

「────」

　思い切って囁くと、才川くんはバッと私の口から耳を離した。

「……そ、れは。お前っ」

「んっ」

「そこまで言えって言ってない……びっくりした、エロすぎ……っ」

「ふ、ん……！」

　また唇を塞がれた。パジャマを着たままで、下肢を擦りつけられながらキスを続けられて、飛んでしまいそうになる。

〝ちゃんと俺のものにしたい〟と彼は、お昼にそう言っていた。〝ちゃんと〟ってどういう意味なんだろう。今までは違ったのかな。これから何が変わるんだろう。

　彼の言葉はまた新しい疑問を生みはしたけれど、一つも不安にはならなかった。やっぱり愛されてるなぁという実感だけが、いつも色濃く私の中に残される。

「才川くっ……あっ、やだっ……もうシてっ……！」

　膝の上でほとんど喘ぎながら、私は才川くんにしがみついて強くねだった。

　欲しくて欲しくてたまらない。……と思っていることが、ちょっとでも彼に伝わればいいな、と思う。

「はッ……」

　けれど息を乱しながら才川くんは。

「ん」

　ちゅっと最後に私の口を吸って、唇を離すと。

　笑って言った。

「────しないよ」

「え」

「これで終わり」

「………………えぇ!?」




　彼は、ブレないドＳだった。










　なぜか。今日も私は自分のベッドで一人、眠りにつこうとしています。…………なぜ？

　ベッドの中、自分の体の中の熱を逃すように身を捩よじるけど、そんなことではどうにもならなくて。今回ばかりは本当に才川くんのことを恨んだ。

　だいぶ抗議したのだ。このタイミングでやめるのだけはおかしい！　もうドＳとか通り越してるよ！　ストイックな変態だよ！　と恥も外聞もなく抗議したけれど、意味がなかった。「でも気分じゃないし」なんて絶対に嘘。絶対にそんな気分になってたくせに。ますます才川くんがわからなくなった。

　私は自分のベッドの中で、延々とショックを受けていた。悶々と。体に残された熱に堪えながら、とっても理不尽な思いで、夫の安定のドＳ具合に堪えていた。……ほんとになんなんだろう？　不安とはまた違った涙が出そうになる。




〝俺のものにしたい〟って言ってくれるなら、もうちょっとくらい。可愛がってくれたらいいのに──。




　悶々としたまま寝れるわけがないと思っていたのに、いつの間にか眠りに落ちていた。










　翌朝。今日は土曜日。

　出社の時間を気にしなくてもいい。ゆっくりと睡眠を貪っていられる。ふわふわと幸せな気持ちで、ふかふかの布団の中でいつまでも眠っていられる──はずが。またしても。

　体の上にのしかかる重みで目を覚ました。

「……才川くん？　っあ」

「おはよ」

「っ、またっ!?　また朝からっ……！　あ、んんっ……!!」

　ずるりとナカから引き抜かれる感覚に声が漏れる。

　完全に前と同じパターンだった。パジャマを脱がされて、自分のベッドで。私が眠っているうちに忍び込んできた才川くんと体を繋げていた。

「もっ……だめっ、あっ。あんっ……気分じゃ、ない、って、言ったっ……んんっ！」

「は……。なんて？　……っ……喘いでて、何言ってるかよくわかんないんだけど」

「っ、じゃあ止まって！」

「無理だろ、気持ちよすぎるっ……。ん……なんか、もう、昨日言われたこと思い出すだけでイきそう……」

「……忘れて！」

「もう少し頑張れってこと？」

「違っ……あ。っ……あーっ……」

　腰がぐずぐずに溶けてまったく力が入らなかった。なんだかいつも以上に体が熱い。腰を振りながらチュッ、チュッ、と音をたてて肩や首筋にキスを落としてくる才川くんの、毛先が肌に触れるだけでもびくびくと体が反応する。──何かが、変。

「……みつき、気付いてる？」

「んっ、あんっ…………え、何……？」

「俺いま、避妊してないんだけど」

「っ……!!」

　信じられなかった。

　専ら、嬉しいほうの意味で。

「っ、なにその顔……喜びすぎだろっ……」

「だってっ……ん、あっ、あぁっ！」

　何も着けてない。初めてそのままの彼を受け入れているんだと自覚した途端、感じ方が尋常じゃなくなった。才川くんがピストンするたびに鳴るじゅぷじゅぷという音はどんどん大きくなって、ナカは彼に絡みつこうと急激にキュゥッと締まる。

「んっ、キツ……っ、出るかと思った……。…………今日って、危険日？」

「え……？　え、あ……んんッ……」

　体を大きく揺さぶられながら、一瞬考える。そうだと言ったら、やめてしまうんだろうか？

「……みつき？」

「…………危険日」

「そっか」

　やだ、と思って真上の体を強く抱きしめると、離れていくどころか彼の両腕は私の頭を強く抱き込んだ。腰の動きがいっそう激しくなる。

「あっ……んっ！　あんッ！　や……」

「っ……このまま中に出していい？」

「……へ？」

「子ども欲しいんだけど」

　みつきはいらない？　と、汗の浮かんだ顔が困ったように笑って訊いてくる。

　言われたこととその表情に胸がぎゅっとなって、泣きそうになった。

「っ……欲しいっ……」

「ん。わかった」

　それだけ言うと才川くんは私の額にキスを落とした。なんだか無性に恥ずかしくて、自分の左手の甲でキスされた部分に触れた。その時。額に触れた感触が、ひんやりと冷たい。

「……え？」

　自分の目の前に左手をかざして、初めて、左手の薬指に指輪が嵌まっていることに気付いた。びっくりしすぎて頭の中が真っ白になる。

　それに気付いた才川くんが一瞬、腰を振る速度を落とす。

「……何これ。……え？　いつ……？」

「……内緒」

「内緒、って……あっ」

「こっち集中して」

「んんっ……！」

　べろりと耳の中を舐められて、驚きでどこかに飛んでしまっていた快楽が戻ってくる。腰を打ち付ける動きが激しさを増して、何にも隔てられていない直の感触に背筋から迫りくる何か。

「あ、っ……あンッ、んんーっ……だめぇっ……！」

「だめ……？　はぁっ……嘘つけ。自分から腰振ってるくせに」

「あっ……あーっ……」

「〝もっと奥に欲しい〟って言われてるようにしか思えない」

「や、っ、深ぁっ……！」

　ゴリゴリと最奥を亀頭で擦られる。さっきよりもずっと大きくなっている才川くん自身を強く打ち付けられて、求められている実感に脳内が溶けた。

　まったく意味がわからない。急に子どもが欲しいと言い出したことも、自分の左手に指輪が嵌まっていたことも。意味はわからないのに、満たされてしまっている。

「才川く……も、激しすぎっ……」

「みつきっ……」

「んぁっ……キスっ……キスしてっ……！」

「ん……」

「ふ、んんっ……」

　──たぶん彼の愛情は、底知れない。

「みつきっ……は、出すぞ、中にっ……お前の中に、全部っ……！」

「うん……うん、欲しいっ……才川くんが欲しいっ……！」

「っ、くぁ……っ……出るっ！」

「んんーッ……!!」

　ドクドクと中に注ぎ込まれる感覚に、息が止まるかと思った。広がる熱を感じて、本当に彼が避妊していなかったことがわかって、ぽろっと泣いてしまいそうになる。嬉しくて。

　私のナカで果てた才川くんは、乱れて苦しそうな呼吸を整えながら私を見た。手が伸びてきて、するっと頬を撫でていく。触れるだけのキスを一度だけ。離れていく彼の顔を、まだぽーっとする頭で見つめていると、頬にぽたぽたと汗が落ちてきた。

　私の上には、まだ欲しそうに見下ろしてくる愛しい顔がある。

「……もう一回、いい？」

「……うん」

　その後もひたすら甘く抱き合って、お昼が過ぎても二人でベッドでまどろんだ。

　結婚生活始まって以来の、新しい休日の過ごし方。




「意味がわからない。才川くん、ほんとに。まったく。全然。ちっとも意味がわからない」

　子どもをつくる行為も一段落した頃。シャツを被った私は水を飲みながら、そう言って口を尖らせた。

「子どものこともだし、結婚指輪も……どういう心境の変化？」

「さぁ」

　まだ私のベッドに寝そべっている彼はそう言うばかりで、こうなった今でも真相を教えてくれる気はないらしい。やっぱり彼のことはよくわからない。……でも、そこがいいと思っていることは、言わないでおく。

　今度は才川くんがぼやいた。

「ほんとは、七年も我慢することなかったんだよな……」

「え？」

　彼はまたよくわからないことを言って、寝そべったところから手を伸ばして私の頭を撫でた。

「わからなくていいよ。お前は今まで通り、自分は才川みつきなんだってことだけ自覚して、愛されてるなって思いながらぼけーっとしててくれ」

「……人をアホの子みたいに」

「あとたまにでいいから、俺のことも名前で呼んで」

「え」

　予想外のお願いに一瞬固まる。才川くんは寝そべったままちらっと私の顔を見た。

　いやいや、恥ずかしいものは恥ずかしい……と思ったけど、なんだか今は、言えそうな気がして。

「…………千秋」

　呼んだ途端、才川くんは枕に顔を突っ伏した。

（え、え？）

　なんでなんでどうして！　と、言わされた自分が一番恥ずかしいはずなのにおろおろしていると、才川くんは。

「……っく」

　ぷるぷると震えだした。

「……」

　……こいつ、笑っている……！　言わせておいて笑っている……！

「……ちょっと！」

　それはあんまりだと思って私が怒ると、彼は枕から顔を上げて。




「あー、ドキドキした」




　そう言って才川くんは、見たこともないほどくしゃっと顔を崩して笑っている。

「……っ」

　その顔が、恥ずかしくて見ていられなくて、鼓動が早くて苦しい。──好きすぎる。ドキドキしているのは私のほうだ。




　私は一体いつまで、旦那さん相手にときめいたり、胸が苦しくなったりしなければならないんだろう？




　願わくばずっと最後まで。




　優しいあなたと恋していたい。








後日談１　才川夫妻の束縛論









　嫉妬、とか。





＊






　社内での公開プロポーズの後、しばらくは「いつの間に口説き落としたんだ」「残業中にヤったのか？　寝技で一本か？」なんていじられた。

　それも、俺が「長年の想いが伝わったんですよ」「それ聞きます？　わりとエグいことしてますけど」なんて笑って返事をしていれば、取り立てて注目されることもなくなっていって。これまでの鉄板ネタの延長みたいな扱いになっていって。

　思っていたよりも自然に、みつきはまだ俺の隣の席にいる。

「ＷＥＢ広告の週次レポートってもう出した？」

「まだ」

「作っとくね」

「助かる」

　みつきの調子も、これまでとさして変わらなかった。結婚に至った経緯を同僚から訊かれると、さすがにどう答えていいものか迷っていたようだけど。それ以外は至って普通。テキパキと日常の業務をこなし、先を読んで仕事の段取りをしていてくれる。お陰で俺は滞りなく自分の仕事を進めることができていて。

　穏やかな日々が続いていた。ふとタイピングする彼女の手元に目がいった時に、左手の薬指に自分と同じ結婚指輪がちらりと見える。それにこっそりと充足感を抱いて、だけどわざわざ口に出して伝えはしない。思っているだけでいい。

　本当に今までとなんら変わりなくて、今までより少しだけ満ち足りている時間。──変化は、まったく別のところで起きた。










「トレーナー、ですか？」

　そ、と部長は頷いて、熱いお茶を慎重にすする。

　応接室に呼び出されて、何を話し始めたかと思えば。てっきり異動の話がくると思っていた。夫婦を同じ部には置いておけないからと、どちらかが別の部に異動になるんだろうなと、漠然と思っていたら。逆にそんな話は一切出なくて、俺に打診されたのは新人のトレーナーになることだった。

「この中途半端な時期に……？」

「中途採用の第二新卒だよ。最初は制作会社に入ったみたいなんだが、うちの役員が気に入ったらしくてな。引き抜いてきたそうだ。一種のコネ採用だな」

「それでなぜ営業に？」

「広告ビジネスの金銭感覚を身に着けさせたいんだと。それなら一旦営業がいいだろうって話になって。だから、ちょっと営業で勉強したらすぐクリエイティブ配属になるんだと思う」

「はぁ」

　それでなんで俺なんだ。

　思ったことがバレたのか、部長はすぐその疑問に答えた。

「よくよく調べたら、意外と才川がまだだったんだよなー。三十歳でトレーナー未経験って珍しいぞ」

「今更……」

「うまく逃げおおせたと思ってたか？　残念でした！」

　がははっ、と豪快に笑い、部長はまた茶をすすった。俺はまだ冷めていないお茶に口をつけられず、両手を膝の上に置いたまま「残念です」と軽く笑っておく。部長の言う通り、逃げ切ったと思っていた。主任になった時に、〝もう自分にお鉢が回ってくることはないだろう〟と安心していた。今更トレーナーとか面倒臭すぎる……。仕事が倍増することを腹の中で嘆きつつ、「お断りします」なんて言えるはずもなく。決まったものは仕方がないと諦める。

　部長はそんな俺をフォローするように言葉を続けた。

「引き抜いてきた役員の評価だと、理解も早くて積極的な子らしい」

「それは助かりますね」

「ただなぁ……」

　そこで部長は言い淀む。

「……え、なんですか、〝ただ〟って」

「いやぁ……」

「実は問題物件とか？」

「あぁ、違う違う。優秀らしいし、聞いている限り本人にはなんの問題もない」

「じゃあ何が……」

　嫌な予感がして、更に気が滅入ってしまった。でも他者からの評価は上々だと言うし、部長は一体何を濁しているのか。焦れつつも答えを待っていると、部長はもったいぶったわりにケロッとした調子で言った。

「名前が、ちょっとな」

「…………名前？」










「才川くんがトレーナー……！」

　その晩、家に帰ってから夕食の席でその話をすると、みつきはなんだか知らないが喜んでいた。しゃもじを手に目をキラキラさせて、こっちを見ながらご飯のおかわりをよそう。

「みつき。そんなにいらない」

　気付けば茶碗にこんもりと白米が盛り上がっていた。テンションが上がっているみつきは俺の話を聞いてくれずに、そのまま茶碗を俺の前に置いて。

「めちゃくちゃ可愛がる！」

「普通にして」

「たくさんお菓子あげてベタベタに甘やかすね！」

「普通にしてくれ」

　どうして彼女がそんなに喜ぶのか。理解できない……と思いつつ、大盛りにされた白飯に箸をつける。今日のおかずはレバニラ炒め。食べきれなくはないか。

　みつきは俺の正面に座りなおして、自分も食事を再開する。ご機嫌でパクパクとレバニラ炒めを頬張っている。トレーナーなんて正直面倒なだけだし憂鬱だったけど。嬉しそうだし、まぁいいか。

　俺が少し気を緩ませた時に、みつきは訊いてきた。

「なんていう名前の子？」

「……」

　訊かれて一瞬、言おうかどうしようか迷ってしまった。別にたいしたことじゃない。たいしたことじゃないけど、少しだけ嫌な予感がしていて。

　でもどうせすぐに知ることになるから、一緒か。そう思って口を開いた。

「……花村」

「……ん。何？　……なんで家で〝花村〟って呼ぶの？」

「違う。お前じゃなくて」

「んん？」

　意味がわからないという風に、みつきは首を傾げる。その顔をちょっとかわいいなんて思ってしまったが、まさか口に出すはずもなく。俺は言葉を続ける。

「花村太た一いち」

「え」

「新人の名前。花村太一っていうんだって」

「……私と同じ名字だね？」

「うん」

「それは……なんというか、すごくややこしい……」

　そうだ、ややこしい。〝花村〟なんてそんなありきたりでもない名前が、同じ部内で被るなんて、すごくややこしい。しかもそのトレーナーを俺にするとは。どうにも人事部長が面白がってやった気がして仕方がなかった。本当に大丈夫かこの会社……。










　それから程なくして、花村太一は営業二課に配属されてきた。朝、出社するなり人事部長に引き連れられてやってきた男は、身長は俺と同じくらい。ひょろっとした背格好で、人好きのする顔をしていて。就職するにあたって髪を真っ黒く染めたんだろう。まだ垢抜けていない様子だった。

「花村太一です！　今日からお世話になります！」

　緊張しているみたいだった。挨拶しただけで頬が少し紅潮している。中途採用とはいっても、社会人になったのはついこの間。だから、新卒みたいなもんなのか。

「才川です。こちらこそよろしく」

　挨拶をして、早速打ち合わせスペースで軽く仕事の説明をする。花村太一は、部長から聞いていた通り確かに飲み込みが早かった。教えたことの要点を簡潔にメモしていて、少しでも引っかかることがあればすぐに質問してきて。積極的だし、意欲的だ。これだけ優秀なら、トレーナーとしての仕事は楽かもな、とも。

　みつきは俺たちの様子をこっそり（の、つもりだろうけどバレバレで）見守っていた。〝これはこうするんだよ〟と一つ一つ花村太一に俺が教えるのを見ては、感極まったような〝うるっ〟とした視線をこちらに向けてくる。なんなんだ。お前は俺の母親か。

　俺ヒトのトレーナーデビューで感慨深くなっているみつきを無視して、花村太一に自分のクライアントの紹介をした。少し会話した感じで問題なさそうだと判断して、クライアントにも連れて行こうと思ったからだ。

　最低限必要だと思われる情報を彼の頭に打ち込んだ後は、二課の面々に紹介した。花村太一はやっぱり少し緊張気味で、そのことをいじられて更に顔を赤くしていた。そんな中、みつきを紹介する順番が回ってきて。席に辿りつくと、こちらから声をかけるより先にみつきが椅子を立って、ニコッと笑って見せた。

「花村みつきです。二課で営業補佐をしています」

「〝花村〟って……もしかして、字も一緒ですか!?」

「一緒です。私、同じ名字の人に会うの初めて！」

「うわー！　俺もです！　あぁでもすみません……紛らわしいのが入ってきてしまって」

「何言ってるの、全然！　大歓迎です！」

「……」

　きゃー！　と同じ花村姓同士盛り上がっている二人の横で、俺は完全に置いてきぼりを食らっていた。なんだこのテンションの高さは。もしかしたら似た者同士なのかもしれない……。

　まぁ仲良くやってくれ、と完全に傍観者で突っ立っていると、二人の会話は続いた。

「名前は、確かにお互いちょっと紛らわしいよね……。あんまり解決にならないかもしれないけど、私のことは下の名前でもいいから」

　は？

「え、いいんですか？」

「もし嫌じゃなかったらだけど」

「嫌とかそんなわけないッスよ！　……みつきさん？」

「うん」

　いやいやいや。

　なんで〝うん〟とか、そんなかわいく笑ってんの？

「……」

　なんでだ。別に〝花村さん〟って呼ばせりゃいいじゃん……と思いながら、とっさにどう伝えればいいかわからずに。俺は黙って見ていることしかできなくて。

　結局、花村太一は彼女のことを〝みつきさん〟と呼ぶようになった。










　たかが名前の呼び方一つで、ムキになるのも格好悪いか。ちょっと冷静になった俺は帰宅してからも特に何も言わず、日々は流れていった。

　トレーナーになった手前、どこへ行くにしても花村太一を連れて、得意先や社内の人間に紹介して、挨拶をさせて。打ち合わせが終わるとわからなかった部分について質問される。自分の業務もある中、いちいち手を止めて一つ一つ説明するのは手間ではあったけれど、思っていたほど苦ではなかった。花村太一は俺が一度言ったことはきちんと覚えているし、得意先の前に連れていっても、明るく冗談を言って場を和ませた。新人にしては及第点。っていうか、別に俺が教えることとか何もないんじゃないか？　と思うほど。

　反応も素直だし、正直なところ少しかわいく思えてきていた。──そんな時。




「みつきさんってかわいいですよね……」




　そんなことを言い出すものだから、俺は思わず、鮭の塩焼きを食べようとしていた手を止めて固まってしまった。

「……は？」

　午前中に得意先に行って、もうすぐ昼時だったので昼食を食べてから会社に戻ろうと二人で定食屋に入った。花村太一は焼肉大盛りのスタミナ定食を頬張りながら、しみじみとみつきのことを褒める。

「ちょっとした時の仕草とか、笑った顔とか。見ててめっちゃ癒されるな～って」

　まじオアシスですよ……と、この数日で少し打ち解けたこともあって、素の照れ笑いを見せてくる。〝みつきさんって呼ぶな〟とか、〝同僚相手に馬鹿言うな〟とか、どう考えてもただの八つ当たりな言葉が出てきそうになって飲み込む。特に〝同僚相手に馬鹿言うな〟なんて、今まで自分が会社で取ってきた態度を考えると口が裂けても言えなかった。

　黙っているのも変だと思い、箸を持ったまま言葉を探す。苦し紛れに絞り出した一言。

「……人妻だけど」

「そうなんです！　まさか人妻とは!!　自己紹介の時に結婚指輪してるの見てショックでした……。まぁ、フリーなわけがないとも思ってたんですけどねー」

　人妻かぁ……と本当に残念そうにため息をつく姿に、なんとも言えない気持ちになる。っていうか、誰も言ってないのか？　花村太一は、どうにも俺とみつきが夫婦だということを知らなさそうで。

「旦那さんはあの胸を揉んでるんですよね……」

「……」

　揉んでいるけども。










　よくよく考えれば、これまで会社で言ってきたように「あれは俺のだから」とニッコリ笑って宣言しておけばいいだけだった。同期の花村を溺愛する才川は健在。結婚した今だって、俺がそうやって独占欲を見せたって誰も不思議がらないだろう。〝あーはいはい、いつものやつね〟と冗談で済ませられる。そういうポジションを築いてきた。

　だけどどういうわけか、俺は花村太一に打ち明けることができなかった。「実は俺の嫁なんだ」と簡単な一言が、なぜかなかなか口から出てきてくれなくて。

　一体どうしたんだ、俺。なんかペースが狂ってないか？

　定食屋では彼の話を聞くばかりで、結局俺は何も訂正することができないまま、会社に帰ってきてしまった。まぁ、夫婦だということもいつかは知るんだろうけど……。なんで言えなかったかなぁ、と自分に違和感を持ちながら、食後のコーヒーを飲もうと下のフロアの自動販売機に向かう。

「あ」

　たまたま、そこにみつきの姿を見つけた。俺が声を発したことで彼女もこちらに気付き、飲み物を選ぼうとしていた手を止める。

「あ、帰ってきたんだ。お疲れ様です」

「何飲むんだ」

「アイスコーヒーにしようかなって」

「俺も、同じやつ」

「えぇっ……仕方ないなぁ」

　文句を言いつつ、ちょっと嬉しそうに財布の中から追加の小銭を取り出す。そこで俺は、昼に花村太一が「みつきさんがこの間ジュース奢ってくれたんですよ～。優しくないですか？」と自慢してきたことを思い出して。少しイラッとして。

　硬貨の投入口に百円玉を入れて、もう一度同じボタンを押そうとしているみつきの背後に回り込んだ。周りに人の気配がないことを確認してから、そっと体に触れて。

「……んっ」

　胸を揉んでおく。後ろから抱え込むように背中を覆って、両方の手のひらでしっかりと弾力を味わった。不意を突かれて感じた声を漏らしたみつきは、俺が一瞬だけでパッと両手を離すと、振り返って不信な顔を見せる。

「……え。なに？」

「……別に？」

「人の胸をなんだと……！」

　っていうか会社でやめてよ、と真面目に怒られた。










　それからは釈然としない日々が続いた。みつきと花村太一は相変わらず仲が良く、社内システムのレクチャーをみつきに任せると、俺の隣でいちゃいちゃキャッキャしていた。俺はそれを意識からシャットアウトすべく無心で仕事をして、結果的に、仕事の効率は上がったわけだけど。それにしたって……。

　いろいろと解せないことはあったが、それもあと少し。花村太一は来週にはクリエイティブに異動することが決まっていて、勤務地は地方だと聞いていた。営業研修はあと数日で終わり。毎日のように〝みつきさん〟と名前を呼ぶ声に気が立ってしまうことも、もうない。

　そう自分に言い聞かせて、平常心を保っていたら。




「太一くん」




　そう呼ぶみつきの声がして──思わず振り返った。

　隣の席の彼女と目が合う。逡巡した結果、黙っていた。黙ったまま少しの間みつきと見つめ合って、それで、何も言わないままお互いに視線を剥がした。みつきは花村太一と会話を続ける。俺は、何もなかったかのように手元の書類に視線を落としながら。

（……バレた）

　他の男を下の名前で呼んだのを、不服に思ってしまったことがバレた。──バレたに違いない。

　視線を剥がす直前、みつきの口角は少しだけ上がっていた。










「……なんで下の名前？」

「え。だって、紛らわしいでしょう。花村被りだもん」

　たまたま一緒になった帰り道。俺は昼間のことでもうバレてしまっていることを悟り、みつきにワケを訊いていた。どうしてあいつを下の名前で呼ぶ必要があるのか。

　ケロッとした顔で答えたみつきの鼻をつまんでやりたいのを我慢して、あくまでいつも通りのトーンで追及する。

「でもあいつはお前のこと〝みつきさん〟って呼ぶし、それで区別つくだろ」

「私が違和感あるよ。自分の名字に〝さん〟付けなんて」

　いや、お前の名字は才川だろうが。……と、言いそうになった言葉をぐっと飲み込んだ。もう何回この手の言葉を飲み込んだかわからない。だけどそれを言うのは、あまりに大人げない気がして。

　名前くらい小さなことだと思う。

　小さなことなんだけど。

（……なんだこれ）




　嫉妬？




「隙ありっ」

「え」

　急に声をあげたと思うと、みつきは俺の手を勢いよく掴んだ。家まではあと少し。さすがにもう同僚の目はないだろうと踏んだのか、手を繋いできて。

「……ふふっ」

　指を絡めて、機嫌よく笑う。俺がそれを振り払う理由は特にない。彼女の小さな手を握りながら──でもこんなことで、簡単に機嫌を取られてしまうのもどうなんだ、なんて思って。

　そんなタイミングでみつきが。

「太一くんってさ」

「……うん？」

「良い子だよね」

（……また）

　そんなことを言うものだから。

　みつきが他の男を下の名前で呼ぶたびに心が狭くなっていく。自分は、こんなに堪え性がなかっただろうか？　わからない。こういうことは、今まであまりなかったから。

　今まで意図的に自分が追わせる側でいようとしていた。その作戦はうまく嵌まっていたと思うし、だから今もみつきはこうして、手を繋いで嬉しそうにしてくれているんだと思う。どうして今になって俺のほうがモヤモヤしているんだ。

「もう少しでお別れなんだと思うと、ちょっと寂しい……」

「……」

「あ。そういえば太一くんが──ひゃっ!?」

　グイッと繋いでいた手を引っ張って、歩幅を大きくした。一瞬前のめりになったみつきはタタッと駆け足になって、俺に引っ張られるがまま。足を速く動かすことで俺の歩みに付いてくる。

「まっ……待って、速い！　歩くの速いっ、こけちゃうから……ちょっと！」

　太一くんが太一くんがって、いい加減しつこい。みつきはもう気が付いているはずだった。俺がそれを面白くないと思っていると知っていて、わざと俺の前であいつの下の名前を呼んで見せている。反応して見せるのも馬鹿らしいくらい、露骨な悪戯だ。

　だけど無性にイライラした。無性にイライラして──もう二度と、他の男の名前を呼ぼうなんて思わないようにしたくなって。




　家の玄関に入った瞬間。鍵をかけるとすぐ、繋いでいた手を閉めたドアにそのまま押し付けた。

「えっ、才川くん……？」

　──そんな、〝どうしたの〟みたいな顔で。白々しいにも程があるだろ。苛立つ気持ちが抑え切れず、首筋に食らいつく。

「えっ!?　や、あっ……！」

　ここまで早足で歩いてきたから肌は少し汗ばんでいた。しっとりと湿った柔肌を思い切り吸い上げる。〝ずぉっ〟と血を一点に集めるイメージ。柔らかい匂いがする。シャンプーとも柔軟剤とも違う彼女自身の香りは、心が落ち着く時もあるし、興奮してたまらなくなる時もあるし。今は後者だった。

「は、あ……」

　吸われている内にみつきは力が抜けたようで、しがみつくように俺の首に腕を回してきた。自分の体を支えていられなくなったみたいだ。

　みつきをそんな状態にして、やっとのこと俺は唇を離した。濃い鬱血痕が残り、白い首筋で目立っている。──一つ付けてしまったら、後はもういくつ付けたところで同じだろう。

　そんなわけもないのに、唇の位置をずらして何度も何度も吸い付いた。

「っ、そんな……見えるところにっ……」

「付けさせて」

「才川くんがしたってバレる……」

「ん……いいから」

「んんっ……！」

　ちゅっ、ちゅっ……と水っぽい音が玄関に響いていた。みつきは声を殺して、吸い付いてくる俺の頭をグッと抱いて、泣きそうになっていて。息遣いとその顔にムラッとした俺は、ブラウスの裾から手を忍び込ませる。

「え……あ、だめっ。んぁっ……」

　腹に指を滑らせると、感じた声を漏らしてみつきの体が逃げる。だけど彼女の背後にあるのは閉まった扉。逃げ場のないみつきの体は俺にされるがままで、ビクッ、ビクッ、とその場で小さく跳ね続けた。

「才川くん……さすがに、ここじゃ……ぁっ！」

　ゆっくり体を登る内に指は乳房に辿りつき、下の丸みをなぞり上げる。次に触れられる場所をみつきの体は期待して、強張って。彼女は少し頬を赤く染めて見上げてきた。その顔をじっと見つめたまま、人さし指で尖りをクリクリと転がす。

「はっ……あ、んんっ！　外っ……聞こえちゃっ……」

「でも気持ちいいんだ？」

「っ！」

　耳元で辱める言葉を囁くと、みつきの頬は真っ赤になった。よっぽどこのシチュエーションが恥ずかしいようで、でも感じているのも事実らしい。俺が手を休めずに硬くなった胸の先を弾いたり、抓つねったりして遊ぶと、みつきはベッドの中と同じように甘い息と声を漏らした。

「ん、ふ……あぁっ」

　ドアに押し付けて胸を虐めながら、気持ちよさそうに悶もだえるその顔を覗き込む。彼女のことを〝かわいい〟と言った花村太一も、こんな顔は知らないんだよな……と考えて。それどころか、彼女の体は俺以外に男を知らない。こんな顔を知っているのは、間違いなく世界に自分たった一人だけなのだと。そう考えると少し心が落ち着いた。

「才川くんっ……」

〝はぁっ〟と涙まじりの悩ましげなため息。心が落ち着くのに反して、体は昂っている。みつきはなるべく声をあげまいと唇を固く閉めようとしていて、俺はその口の中に指を入れ、舌を愛あい撫ぶする。歯を立ててはいけないと思った彼女は口を閉じることができなくなって、歯の隙間から声を漏らした。

「ひ、ぁ……あぅ……」

　堪えるような表情に興奮する。〝もっと〟と欲する気持ちが膨らんで、普段なら絶対にしない決断をする。

「ふ……うぇ……？」

　そっと彼女の口の中から自分の指を抜き取った。その場からは動かず、みつきをまだ玄関のドアに押し付けたまま。靴すらまだ脱いでいない。

　俺はスルッと彼女の体のラインに手を滑らせて。

「あうっ……まっ、待って！　ここでするの!?」

　服は脱がさず、ショーツとストッキングに手をかけた。状況を理解したみつきはさっきまで抑えていた声を大にして抗議する。

「待ってってば！　それはいくらなんでもっ……！」

　立ったままで完全に脱がすのは難しい。だけど寝かせて、剥ぎ取ってという手順も今は邪魔臭かった。今すぐ繋がるには、少し下にずらすくらいで充分だ。

　制止の声はまったく耳に入らなかった。みつきの顔は、なんだかんだ期待も混じっているように見えたし。両脚を抱えて彼女を持ち上げると、ソコは直接触っていないのに充分に濡れて、潤んで、俺のことを誘っていた。

　抱えられて床から離れたみつきは、不安定な姿勢に脚をバタつかせる。

「やっ、やめっ……落ちちゃう！　怖いっ……」

「暴れたら背中痛いだろ」

「下ろしてっ」

「まぁ……突いても背中痛いかもしれないけど」

　ちょっとだけ我慢して、と耳に唇をつけて囁いて、俺はみつきのナカに押し入った。

「んっ♡　あっ……あーっ……！」

　ずっぷりと、簡単に沈み込んでいく。温泉みたいにじんわり熱く、予想のつかない動きで俺を締め上げて翻弄してくる彼女のナカ。みつきは喘ぎ声の合間に息を吐き出しながら俺を受け入れて。挿入寸前までバタつかせていた脚を折り畳み、俺の腕に掛けて預けていた。最奥に到達するまでギュッと首に抱き着いてきて、挿入感に体を震わせて。

「……奥、届いてるよな？」

　低く小さな声で問いかけると、うまく声が出せないらしいみつきはコクコクと強く頷く。俺も確かに先端が奥にぶつかっているのを感じていて、深い挿入感に、本当は今すぐめちゃくちゃに突き上げたくなっていた。

　でもそんなことしたら、さすがに背中が痛むだろうか……。一いち縷るの冷静さで、自分の欲望には従えずにいた。しがみついてくるみつきの体を支え、壁に押し付けながら、その表情を窺いつつゆさゆさと腰を揺する。

「あっ、あっ……あうっ」

　少し余裕が出てきたのを確認するなり、俺はまた執念深く首筋を吸った。みつきの首周りはもう真っ赤になっていて、明日から彼女はこれをどうやって隠すんだろうとか、そんな心配が頭にチラついては、すぐに消えて。──今、とても幼稚なことをしている。こうしなきゃ〝自分のもの〟って安心できない自分が、すごく小さく思えた。

「はっ……あ、んんっ……」

　腰を振りながら自己嫌悪に陥っていると、みつきの手が俺の頬に伸びてくる。

「……なに？」

　指先が触れてくるのがくすぐったくて顔を上げると、頬を上気させて蕩けた顔が問いかけてくる。

「……気持ちいい？」

　……何を気にしてるんだ。

「気持ちいいよ」

　別に溜まってたからこんなことをしているわけじゃない。けど、本当のことも言えない。嫉妬だとバレているとわかっていてなお、そんな格好悪いことは言えないと思った。

　これだけ長い時間を一緒に過ごしてきてまだ俺は、彼女に対して見栄を張っている。〝妬くわけがないだろう〟と余裕ぶって見せて、でも、そんなはずないのに。誰にも笑いかけてほしくないと思っているくせに。




　だだをこねている子どもみたいだ。




「んッ……」

　みつきをドアに押しつけたまま緩慢に腰を揺すっていると、もどかしくなってきたのか彼女はもぞもぞと動き始めた。ドアを背に体重の半分を俺に預けた状態で、腕を首に絡ませながらワイシャツの胸に額を擦りつけてくる。背中も擦れて、そろそろつらいのかもしれない。俺は少し考えて。

「……落ちるなよ」

「え？　……あっ！」

　脚を抱えていたみつきの体をそのまま持ち上げた。さっきよりもう一段挿入が深くなって、俺はつい突き上げたくなった気持ちを必死で堪えて、回れ右をする。

〝あっ……あっ〟と苦しそうなほど感じているみつきの吐息を首筋に感じながら、そっと玄関を上がった床に彼女を寝かせた。俺たちはまだ繋がったまま。

「才川くん……？」

　息を乱しながら不思議そうに首を傾げるみつきを見下ろす。ドアに押しつけたままじゃ背中が痛そうだと思ったから移動したけど、床もそう変わらないか。結局ベッドに連れて行くのが一番良かったように思えてきた。そうしなかったのは、なんとなく、彼女のナカから出て行きたくなかったから。

　花村太一のことを下の名前で呼んでいるのが嫌だった。そんなことを嫌だと思う自分の小ささに腹が立った。それも全部知った上で、いたずらに嫉妬心を煽ってくるみつきにもイライラした。だから俺は──。




「ひどくしていいよ」




　言われて、目を見張る。

　床から見上げてきていた彼女は、俺が考えていたことを先に言ってしまった。めちゃくちゃにしてやりたいと思っていた。

　まだ驚いている俺の後頭部に両手を伸ばしてきて。その手で包んで、抱き寄せてきて。──ふわっとみつきの匂いが香る。たおやかな手つきで頭を撫でてくる。そして、俺の耳元でもう一度。

「ひどくして。千秋くん」

　甘やかしてくる一言に、絶対にかなわない気持ちになった。

「──っ」

「……あっ。あああ────っ！」

　そこから少しの間は、まともに思考が働いていなかった。俺はみつきの体が引っくり返りそうなほど脚を高く持ち上げて、自分の肩に掛けると、彼女のくびれの横辺りに手を突いてがむしゃらに腰を振り始めた。

「あっ！　あぅっ、は、あんっ！　あっ！　あぁんっ……」

〝ドチュッ！　ズチュッ！〟と鈍く重たい音が玄関に響く。間隔短く、深くみつきのナカを抉りながら、途中でもっと近くで彼女を感じたくなった。突き続けながら肩に掛けていた脚をゆっくり下ろして、前屈して顔を近づける。喘ぎながら真っ赤になっている顔と目が合う。

「あん！　はっ……千秋くん、もっとっ、あ」

　煽られたからキスをして、律動で動く彼女の頭を腕に抱え込んだ。上半身と下半身が別の生き物になったみたいだ。それぞれの欲望に任せて、上では口腔内を味わい尽くすキスをして、下では彼女の一番奥に自分を擦り付けようとナカを穿うがち続けていた。

　キスの合間にみつきが「だめ」とか「こわれるっ……」とか、か細い声で訴えてくる言葉に興奮しながら。どこまでも彼女を自分に堕とそうと、刻みつけるように犯し続ける。

「だめぇっ！　あっ、やぁっ」

「はっ、はぁっ……ひどくしていいんだろ……？」

「んッ……」

　彼女も、意識が飛びそうになっていた。矛盾したことを口走っているとなんとなくわかっているようで、コクコクと頷いて〝続けていい〟と伝えてくる。

　ここまで激しいセックスは、たぶん初めてだった。

「ひぁっ!?　あっ、そんな、奥ッ……あぁんっ！」

「は……声、外に丸聞こえかも」

「やっ……」

「でもやめたくない……」

　言いながら〝ぶるっ〟と体が震えて、もう自分が果てそうになっていることに気付いた。とても今やめられそうにない。腰も動きも止められない。

　みつきはいつの間にか目尻から涙を零して、今にも達しそうにナカを痙攣させて、小さな声で呻うめく。

「最後までして」

「ん……」

「聞こえちゃってもいい」

「は」

「やめないで。もっとしてっ……」

「っ……」

〝ゾクゾクッ〟と腰の辺りから快感が迫り上げてきた。理性を完全に手放したみつきの言葉に、征服欲が満たされる。ここまで求められれば実感できる。

　自分のモノだ。

「あぁっ！」

「すぐにイくから」

　唇を舐めながらまた激しくナカに自分を擦り付けた。大きくピストンしながら時折奥でグリグリと擦りつけて、彼女が〝あっ〟と甘い声をあげる場所を執拗に突きまくる。

　そして宣言通り、そこから後はあまり長くはもたず。

「はァッ……出そう」

「いいっ……いいよ」

「中に出していい？」

「うん。いっぱいにしてっ……」

「みつきっ……！」

「あんっ！　あっ」

「イく……イく。あぁ出るッ、は、ぁ……くっ──」

「んんん────っ……！」

　中に出した瞬間、荒々しい呼吸のまま食べるようにみつきの唇を口で塞いだ。悲鳴のような喘ぎ声を全部飲み込む。射精によって突き抜けるような快感に晒さらされて、背中が反る。それでも唇を離したくなくて、彼女の後頭部に手を挿さし入れてキスを続けた。強く舌を吸って、口の中の唾液を奪って。

　何度かに分けてドクドクと吐き出される精を、すべてみつきの最奥に注ぎ込む。

「ん、あ、はぁっ……」

　いつもより長く続いた射精が、ようやく治まった頃。唇を離すと、同じタイミングで達したみつきも息を乱して胸を上下させていた。服を脱ぎ切らないままでしたから、お互いの汗でドロドロになってしまっている。

　汗で額に張りついているみつきの前髪を指で撫でて、そこに小さくキスを落とした。大きく息を吐き出し、体のだるさに負けてまた彼女の首筋に伏せる。

「はぁっ、ん……」

　上下する胸に揺らされて、早く激しくなっている鼓動に耳を澄ませていると心地良かった。とてつもない疲労感だ。だけど最高に満たされている。

　逆を言えば、こうまでしないと満たされない。彼女が他の男の下の名前を呼んだなんて、そんなちょっとしたことで自信が揺らぐ。まったくもって余裕がなくて、子どもじみていて。お前いくつだよ、と心の中で自分を罵る。

　休みながら自己嫌悪に陥っていると、頭上からみつきの声がした。

「はぁっ……玄関でするなんて、初めて……」

「……」

　事実を述べただけの彼女の言葉に、自己嫌悪は加速した。疲弊した頭で、俺は言うことをまともに取捨選択できず、思っていることが口からぽろぽろ出てしまう。

「……こんな、付き合いの浅いカップルみたいな……」

「え……？」

「玄関で襲うなんて……いい歳して。しかも、別に新婚でもないのに」

　これが結婚当初なら、まだ若さのせいにできた。でも俺たちはもういい大人で。結婚生活だって八年目に入っていて。もっと落ち着いていて然るべき。

　そう思っていたけれど。

「……別にいいと思う」

「え？」

　きっぱりとした声が玄関に小さく木霊する。

「私たちは、これでいいんだと思うよ」

「……」

　特に説明とかは何もなかった。みつきは〝いい〟とだけ肯定して、細かいことは何も言わずに、自分の胸にある俺の頭をくしゃっと撫でた。

　俺は普段なら絶対に釈然としないはずなのに、〝そうか、別にいいのか〟と素直に思った。だんだん穏やかになる呼吸と、優しく上下する胸に揺られて。

　靴も脱がないまま、玄関で。グズグズに溶けて絡まり合っていた。










　翌週。営業研修を終えた花村太一は予定通りクリエイティブに異動した。トレーナーを担当したといっても短期間。その上男同士だったから、別れもあっさりしたものだろう……と思っていたら、泣かれた。号泣された。

「本当にありがとうございました……！」

「お、おぉ」

　花村太一はご丁寧にお礼のプレゼントまで俺に用意して、〝俺のこと忘れないでくださいね……！〟と熱い抱擁を（一方的に）交わしてきた。予想外の熱さに対応に困った俺は恐る恐る彼の背中を叩き、月並みな言葉をかける。

「まぁ……頑張ってくれ。お前ならどこに行っても大丈夫だよ」

〝頑張ります……〟と言って花村太一は、鼻をズビズビ鳴らして頷いた。










　そして営業二課は、前より少し静かになって、だけど忙しさでそんなことも流れていく日常に戻っていく。

　課の人間が自分たち以外出払ったタイミングで、隣のみつきが口を開く。

「太一くん、最後まで才川くんにべったりだったねぇ」

「……」

　お前はまだ花村太一を下の名前で呼ぶのか。俺にべったりとか気持ち悪いことを言うな。……と、どっちを言えばいいのか迷って、結局みつきを無視する。

　すると彼女は、今度は俺の顔を横から覗き込んできて。

「ねぇ才川くん」

「なに」

「妬いた？」

「妬いてない」

　見え見えの嘘だ。ほんとは死ぬほど嫉妬した。だけど〝妬いた？〟と嬉しそうに訊かれて、誰が肯定するものか。

　俺が短く返事をしてパソコンのキーボードを打ち続けていると、みつきは俺の返事なんて聞いていなかったみたいに言葉を続けた。

「いつもみたいに溺愛モードで邪魔してこないから、たぶん本当に妬いてるんだろうなぁって」

「……」

「珍しいから意地悪しちゃった。ごめん」

「……妬いてないって言ってる」

「でもね、私、もうちゃんと奥さんなんだよ」

「聞けよ」

「〝人妻です〟って堂々と言えるの」

　ほら、と言って、嬉しそうに結婚指輪を見せてくる。左手の薬指に嵌まっているのは、間違いなく最近自分が彼女に贈ったものだ。最近になってやっと、嵌めさせる覚悟ができたものだ。

　戸籍上も、周囲の人間の意識上でも、彼女は〝才川みつき〟である。彼女が自分の妻だということはもう揺るがない事実。そんなことはわかっている。わかっているけど。

「……〝人妻がいい〟って言う男もいるかもしれないだろ」

「そんなふしだらな……」

　呆れた顔を向けられて、やっぱりこの話は面白くないと思った。どうにも勝てる気がしなかったからだ。

　この話題は金輪際スルーしようと心に決めて、またパソコンに向き直る。




　結婚する前から知っていた。

　本当に大事な部分は、全部、彼女が握っている。




「ねぇ才川くん」

「ん……？」

「独占されるのって、気持ちいいね」

「……」




　彼女の手で甘やかに、優しく握られている。








後日談２　才川夫妻の蜜月









　恋をしています。





＊






　目の前にある顔の、頬をペタペタと触る。特別なケアは何もしていないはずなのに、きめの細かい綺麗な肌にため息が出る。そこから滑るように鼻へ。規則正しく静かな寝息に、いつ起こしてしまうかと冷や冷やしながら、それでも触れるのをやめない。すっと通った鼻筋が、整った顔立ちを際立たせるんだろうなぁと冷静に分析する。そして、鼻からまっすぐ下に人差し指でなぞると辿りつく薄い唇。眠っている間きっちりと閉じられている才川くんらしい唇。この唇が、ちょっとだけ笑っている時の表情が好きだ。最後に、閉じた瞼の先から伸びる長い睫毛。その下の、彼が起きている時の切れ長の目を思い浮かべて、限界がきた。…………死ぬ！　恥ずかしすぎて死ぬ！　好き……！

　ベッドの中で、彼を起こさないように密かに身み悶もだえる。なぜ今、こんなに舞い上がっているのか。それは眠っている才川くんの顔を間近で観察して、改めてその造形一つ一つが自分の好みどストライクなことを確認したからです。旦那さん相手に何を馬鹿なことを……と自分で思いながらも止まらない。ほんとに、どれだけ彼のビジュアルが好きなんだ私は。でも好きなのは決してビジュアルだけじゃなくて……！　と心の中で、誰にともなく弁解しだすともうキリがなかった。




　閑話休題。




　なぜ今、私は眠る彼の寝顔をこんなに間近で見つめることができるのか。こんなこと、七年間の結婚生活の中で一度もなかった。なぜなら私たちはずっと別々のベッドで眠っていたし、抱き合うことがあってもたいてい私のシングルベッドで、事が終わると才川くんは必ず自分のベッドへと戻っていった。朝、余韻に浸るように腕の中でおはようと挨拶したのは……思えば、結婚してからは一度もない。衝撃の事実に気付いて固まった。




　再び閑話休題。




　なぜ今、私は眠る彼の寝顔をこんなに間近で見つめることができるのか。

　昨日、この寝室に奇跡が起きた。

「……ん」

「あ」

　長い睫毛の下の目が薄らと開く。起こしてしまった。慌てて触れていた手をぱっと離したけれど、ちょうどいい時間だ。もうそろそろ起きなければ会社に遅刻してしまう。

「おはよう」

　同じベッドに寝たまま、目と鼻の先にある才川くんの眠そうな顔に笑いかけた。

　きっと彼は〝ガン見するのやめて〟なんて言って、寝顔を見られたことにちょっと不機嫌になるに違いない。こんなに近くで見られるならそれもいいなと思って、にやけだしそうな顔で彼の反応を待った。

　だけど私の予想ははずれていて。

「…………みつき」

　低く掠れた声で名前を呼ばれたと思ったら、返事をする間もなく唇を重ねられた。予想していた非難の代わりに、浴びせられたのはキス。

「ん、才っ……ちょっ、と……」

　親指と人差し指で耳をさすりながら、ちゅっ、ちゅっとキスを繰り返してくる。

　起きていたのかと思った。本当はずっと起きていて、見つめていた私をからかうようにこんなキスをするんだと。だからちょっとたしなめれば止まってくれると思った。

「ッ……はぁッ……。んんっ……！」

　でもキスはいつまでもやまずに。どんどん深くなって、気付けば上から押さえ込まれるようなキスに変わって、飲まされた唾液にむせ返りそうになる。広いベッドの上で、才川くんは自由だった。

「……っは。………あっ、ん……やっ……」

　やっと口から離れた唇が今度は首筋を這はって、彼の手がごそごそと不穏な動きを始める。……また朝から!?　そんなに朝からがいいの!?　と混乱しながらも、触れたがる腕を捕まえて必死に阻止する。才川くんは私の名前を呼んだきり特に何も言わず、ただ本能的とも言えるマイペースさで首に口付け、たまにべろりと舐めあげた。その感触にうっかり、彼の好きなようにさせてしまいそうになった。だけど。……今日は平日なので！

「っ…………才川くん!!」

「っえ」

　少し怒った調子で私が叫ぶと、戸惑う声がして。才川くんはパッと私の首筋から顔を上げた。驚いた顔と目が合う。……驚いた顔？

　こっちが戸惑いながら、言おうとしていた言葉を続けた。

「……才川くんもう、止まってくれないと。今からなんてどう考えても間に合わないよ……」

「あぁ……うん。……ごめん……？」

「……」

　どうも様子がおかしい。才川くんはまだ何かにびっくりしているようで、ごめんと言ったものの、私の上から退く気配がない。

　朝から人のことを襲っておいて、何を驚いているんだろう……。彼の顔を見上げていると、浮かんだ可能性は一つ。

「才川くんもしかして」

「……」

「……寝ぼけてた？」

　バツが悪そうにそらされた切れ長の目を見て、確信した。彼はもう一度〝悪かった〟と小さな声で言ってベッドから降り、着替えを始める。私は一人取り残された広いベッドで布団の中に潜り、身悶えた。──なに今の！　かわいい……！

　同じベッドで眠って朝を迎えたら、こんな顔も見られるんだなぁなんて満ち足りた気持ちでいると、ワイシャツに着替えている途中の才川くんがぼやく。

「…………やっぱりなぁ。同じベッドじゃ一瞬でデキてたよな……」

「……んん？」

　才川くんはやっぱりよくわからないことを言う。一瞬でできるとは……？

　訊いても彼は「なんでもないよ」の一点張り。なんでもないならまぁいいか、と特にそれ以上追求せずに、私も支度のためベッドを抜け出す。

　昨日、この寝室に奇跡が起きて、突然キングサイズよりも大きなベッドが現れた。その奇跡は具体的に説明すると、彼と私のベッドを隙間なくくっつけた。奇跡？　と疑問を持たれてしまいそうだけど奇跡です。才川くんが「くっつけるか」って言い出したことが奇跡。

　二回目のプロポーズの後、才川くんは家でも少し私に甘くなった。彼の中で何かしらの変化があったらしい。子どもを欲しがるようになったし、結婚指輪をくれて彼自身も嵌めるようになったし。ベッドはくっつけるし。一体何が起これば、七年間も頑なだったことを変えようなんて思うんだろう？　相変わらず彼の考えることはよくわからない。

　わからないけど、私はただただ浮かれていた。結婚八年目にして再び訪れた新婚気分に毎分にやけそうになる。左手の薬指に嵌まっている指輪を、意味もなく触って確かめてしまう。そのたびに実感する。




　恋をしています。




　今まで切なかったり寂しかったりしたことが解消されて。こんな幸せ、慣れてしまうのが怖いなぁと思うほど。八年目にして今が一番満たされている。

　時間がない朝にもトーストを齧りながら新聞に目を通す彼を、盗み見て。この人と結婚して良かったなぁなんて、もうずっと思っていることをまた思った。

　彼が新聞を畳みだして、私はハッと壁の時計を確認する。同時に才川くんが言った。

「えらくのんびりしてるな、今日」

「あ、いや…………言ってよ！」

「なんでだよ」

　幸せに浸っていたら遅刻しかけていたなんて間抜けすぎて、言えなくて。理不尽な非難を捨てゼリフにして慌てて身支度を整える。ゆっくりしている時間はない。マグカップとお皿をシンクに残し、一緒に家を出た。……一緒に、家を出た……！

「……なにニヤニヤしてんの？」

　マンションから歩きだしたタイミングで、隣の才川くんがそう訝しげに尋ねてくる。指摘されてきゅっと口を結んでみたけれど、どうにも口の端がニヤけた。隠すのは無理。すぐ諦めて質問に答える。

「一緒に出社できる喜びを噛みしめています……」

「大袈裟」

「えぇっ」

「別に今までもあっただろ。一緒に出社したことくらい」

　そう言われればそうだ。でも違う。長い脚でさっさと歩く彼の歩幅に早足で付いて行きながら、精一杯、前とは違うことをアピールする。

「前は不審に思われてたでしょ？　〝ラブホからか〟なんて冷やかされて……。でも今はそうじゃないんだよ！　勝手に邪推されるのと、一緒に来てて当たり前って思われるのとじゃ全然違う……！」

「あぁそうですか」

　変わんないと思うけどな、とつぶやいて、才川くんは私の歩くスピードを気にして自分の歩みの速度を落とした。

　彼の隣で他愛のないことをたくさん話す。彼は相槌を打って、たまに小さく笑う。そんなちょっとしたことが嬉しい。客観的に見た私は今、嬉しくて尻尾を振る犬みたいになっちゃっているんだと思う。四六時中一緒にいられるこの感じに、新婚のごとく浮かれていた。




　この後それが覆されるとも知らないで。










　会社に着いてエレベーターでオフィスフロアに上がると、喫煙スペースから出てきた竹島くんと鉢合わせた。

「なんだ才川夫妻。こんなギリギリのご出社なんて、昨日の夜も頑張ったのか？」

「……」

　……相変わらずの、下衆……！　覚えのある絡まれ方にくらりとして、開いた口が塞がらなかった。才川くんは私を振り返って〝ほらな〟という顔をする。結婚を公言したところでいじられ方は変わらないらしい。

　私は竹島くんに言われたことを聞き流してそのまま自分の席へ向かおうと思った。だけど、足を止めた才川くんは動く気配がない。……なんで立ち止まったの？　前の時とまったく同じ流れに、嫌な予感がする。訝しむ私の視線なんて無視して、才川くんは爽やかな笑顔で口を開いた。

「頑張ったよ。みつきがなかなか満足してくれないから超頑張った」

「おぉー。やっぱ新婚は燃えるんだな」

「二人とも、やめて」

　恥じらって見せるのも馬鹿らしくって真面目にたしなめる。こういう演技も、前と変わらずきっちりやるんだ……と遠い目をしながら、思う。さっきの言葉は聞き捨てならない。なかなか満足しなかったのは、どっちだ。

　才川くんは構わず言葉を続けた。

「あぁ、燃える。何回しても初めてを抱いてるみたいで癖になる」

「お、おぉ」

「…………才川くん？」

　信じられない！

　結婚を公言しておいてそれは……ちっとも洒落になってない。絡んできた竹島くんすらちょっとヒいていた。いきすぎた演技に、隣の彼をキッと睨んで「冗談もいい加減に……」と真面目に怒ろうとした──が、抗議の途中で肩を抱かれ、ちゅっとこめかみにキスされる。

「……は」

「ほんとのことだよ」

「っ！」

　竹島くんにも聞こえる声量で言う。ただ目前に見えているその表情は、竹島くんには見えない。家で見せる意地悪な笑い方は、私にしか見えない。ほんとのこと、と、言われても……！

　溺愛仕様に本音を混ぜられて、膝から崩れ落ちそうになるのを踏ん張って堪えた。才川くんはふっと笑うと、会社での顔に戻って肩に頭を預けてくる。

「できたら片時も離さず傍に置いておきたいんだけど……仕方ないよなぁ」

「……え？」

「名残惜しいけど行くわ。俺、駒田さんに用事があるから、また後で」

「うん……？」

　名残惜しいって言っても、またすぐ隣の席で仕事じゃない……。なんだかとても不思議なことを言われた気がして、首を傾げながら才川くんの背中を見送った。

「……新婚怖い。二人の世界すぎて怖い」

　完全に放置していた竹島くんが隣でぼやく。ごめん、私も本当に忘れていました。ごまかすように笑いかける。

「もうちょっと自制してくれると、助かるんだけどね……」

「しっかりしろよ。業務のサポートだけじゃなくて、旦那の手綱握るのもこれからはお前の仕事だぞ」

「うーん……」

　それは七年間無理だったからもう無理なんじゃないかなぁ、と心の中で返事する。家ではドライな才川くんを前に、いつだって私はされるがままの降伏状態だ。だけど竹島くんが、夫絶対優位な私たちの夫婦関係を知るはずもないし。

　とりあえず〝善処します〟と実のない返事をしようとしたら、竹島くんが先に言った。

「でもまぁ、無理か。その様子じゃ」

「え？」

「痕つけられてんぞ、首の後ろ」

「……はぁ!?」

「お前の旦那様は怖いな……」

「っ……！」

「やだやだ、急に生々しくなって」

〝新婚こえー〟とわざとらしく大きな声でぼやきながら、竹島くんは行ってしまう。一人残された私は首の後ろを手のひらで押さえながら、見える場所についているらしいソレに困った。結婚公表前は、〝つけて〟と強要されたことはあったけれど、見えて困る場所につけられたことはなかったのだ。今では抵抗なく、簡単にキスマークを付けてくる。しかも見える位置に。……なんでだ!?

　多すぎる夫の変化に戸惑いながら、私はハッと時間がないことに気付いて自分のデスクへと急いだ。




　始業の五分前。私が自分のデスクにつくと才川くんも戻ってきていて、隣の席で全国紙の朝刊に目を通していた。いつも通りに挨拶をする。

「おはようございます」

「……さっき一緒に来たけどな」

「あ」

　そうでした。長い間、朝に一度顔を合わせているにもかかわらずデスクでおはようを言っていたから、癖になってしまっている。〝馬鹿〟と才川くんが小さく笑ったのを尻目に、私は悔しい気持ちになりながら自分のパソコンを立ち上げた。逆になんでそんなに早く順応できるの？　不思議でたまらない。……とは言っても、変わるのは挨拶くらいだった。朝の〝おはよう〟が一回になるだけ。夜に帰る時間が被ることなんてほとんどないから〝お疲れ様です〟は変わらない。仕事の内容だって変わらないし。

　一つ、私の会社での名字をどうするかという問題はあったけれど、それもすぐに決着した。才川くんは〝旧姓にしておけば〟と言った。私も、どっちでもいいなぁと思ったので、通例に倣って旧姓のままでいることにした。うちの職場の女性は結婚しても旧姓でいる人がほとんどだったので。

　私は引き続き、〝才川夫妻〟の〝花村さん〟でいる。

「今日は髪下ろしてるんだ？　最近はまとめてたのに」

「だっ……」

　誰のせいで！　と言いかけて寸前で我慢する。

　下ろした髪で隠したキスマークは、化粧室では確認することができなかった。私の首の裏は一体どんなことになっているのか。いつ！　とか、なんで！　とか、問い詰めても意味がないんだろうなぁ。才川くんはきっとのらりくらりとして答えてくれないだろうし。当の才川くんは、新聞を捲るのとは逆の手でデスクに頬杖をついて、笑っていた。

「下ろしてるほうがいいよ」

「……」

　パソコンの電源を入れて、すぐにコーヒーを淹れに行くつもりだった私は、その場に立ったまま。見上げるように頬杖をついた状態で笑う才川くんの顔が、家での笑い方だったから、ついドキッとしてしまって。こそっと訊いてみた。

「……下ろしてるほうが才川くんの好み？」

「……」

　丸くなった目を見下ろしてじっと返事を待つ。才川くんは一瞬黙って、それから口を薄く開いた。

　だけど音が発せられるよりも前に、私が別の声に呼ばれてしまう。

「花村、ちょっと」

「あ、はい！」

　呼ばれたほうを向くと部長と目が合った。手招きされて席を離れる。間際に才川くんのほうを見たけれど、もうこちらを見ていなくて、頬杖をやめて新聞に視線を落としていた。訊きたかったことは有耶無耶だ。

　痕を残されるのは困る。人に見せつけるようなことは正直好きじゃない。だけどその理由が、〝髪を下ろしているほうが好きだから〟なんて理由だったとしたら。かわいい人だな、と私は思ってしまう。

　まぁそうだとしても言ってくれないだろうなぁ……と諦めつつ、部長のデスクへと早足に向かう。すると部長は私がついてきているのを確認して、一番近い会議室へと入っていった。

（……んん？）

　個室に呼び出してする話って、一体？

　あまり経験のないことに内心ドキドキしながら会議室に足を踏み入れて、勧められるがままに部長の正面に座る。会議机を挟んだ距離で、部長は座ったまま前屈みになり、両手を目の前で組むと深いため息をついた。そして鋭利な瞳で私を射貫く。

「……」

「……」

　沈黙の中を緊張が走って、私は自然と姿勢を正す。すると部長は、ふっと空気を抜くように笑った。

「いきなり呼び出して悪いな花村。そんな緊張するような話じゃないんだ、楽にしてくれ」

「……はぁ」

　それなら凄まないでほしかった……と、一気に疲労感に襲われた。それから、部長のおちゃらけた性格を思い出した。営業一本でやってきたこの人は、精悍な顔つきとは裏腹にいつでもピエロになれる人だ。

　部長は言った。

「話したかったのは今の業務のことだ。花村、お前才川の補佐続けたいか？」

「……あぁ」

　異動の話か、と、わりとすんなり受け止めていた。結婚すると言えば、才川くんと同じ部ではなくなるんだろうなとぼんやり思っていたし、逆に今日までその話が出なかったのが不思議なくらい。

　続けたいか、続けたくないかと言われれば……。口を開こうとしたけど一瞬遅くて、部長が先に畳みかけた。

「いや、悪い。続けたいかって訊いたが、ほんとはもう決まってるんだ。才川から聞いてるよな？　花村は準備ができ次第、営業三課に異動」

「……」

　もちろん聞いてるよな？　というニュアンスで言われたけれど、もちろん聞いてない。

　私はそれをごまかすようにニコッと笑った。

「今までも息合わせてうまくやってたし、別に支障なさそうだなーとも思ったんだけどな。仕事はうまく回せても周りの目が前よりやりにくいだろ」

「はぁ」

「……まぁ、二人とも気にしなさそうな性格ではあるけど。一応、打診はしようと思って。才川にも訊いてみたんだ」

「それで、もう異動が決まってるってことは」

「ん？　……もしかして聞いてないのか？　才川から。あいつとは昨日話したんだが」

「あぁいえ……。彼が問題ないと言ったなら私はそれで構いません。すぐに動きますね」

「まぁ、前から引く手数多だし。サポートに就く人間が変われば仕事も変わって、楽しいだろう」

「はい、楽しみです」

　私がデスクに戻る頃には彼は新聞チェックを終え、電卓を叩きながら見積りを作っていた。それはいつもなら私がお願いされる仕事。力が抜けて、ため息が出た。

「……才川くん」

「ん？」

　呼ぶと振り返った彼の顔は、何も他意がなさそうで憎らしい。私は椅子に座りながらいつものトーンで話す。

「知ってたでしょ」

「……あぁ。補佐はずれるって話？　昨日、聞かされてたよ」

　そう言った才川くんが体ごとこちらに向ける気配がして、私は自然と彼のほうを向く。細長い指先が伸びてきていた。

「ほんとは片時も離したくないけど」

　くるりと、彼の指先が私の横の髪を一房、弄ぶ。

「仕事だから、仕方ないな」

　そして、ゆっくりと指先は剥がれていった。惜しむ言葉とは裏腹な余裕の笑顔。まるで自分はまったく平気、みたいな。

「今までありがとう、花村さん」




　これが、才川夫妻、お別れの挨拶でした。




　才川くんに〝今までありがとう〟とお礼を言われて、私は。

「──こちらこそ、ありがとう」

　微笑み返して、その日のうちに荷物をまとめにかかった。

　営業三課は二課から少し離れていたけれど、フロアが一緒なので引っ越しは楽だった。事務処理に使っていた書類やマニュアルは二課に残していくものがほとんどで、自分が使う文房具類は段ボール一つに収まる。私が荷造りをしている間、少しもこちらを気にすることなく仕事をこなす才川くんに話しかけた。

「引き継ぎ、必要？」

「いや、大丈夫。元々は全部自分でやってたことだし。ありがとう」

「そう」

　それでは、と微笑んで。段ボールを抱える。

「運んであげようか、荷物」

「ううん、大丈夫。軽いから。ありがとう」

　そう、と彼も微笑んだ。今日はいやに微笑み合っている。

　もぬけの殻になったデスクを後にする時、松原さんが気付いたようにパッとパソコンのディスプレイから顔を上げて「じゃーね」と手を振った。軽い挨拶。その隣では、突然の異動で送別会をする暇もなかったと、とても気にしていた野波さんが「追って絶対に開催しますから！」と固く約束してくれた。才川くんのことを抜きにしたって、二課はなかなか楽しかったんだけどなぁ、と思いながら。私は三課へと向かう。

　相変わらず何も教えてくれない彼の癖は気になったけれど、異動自体は確かに仕事のことだし、仕方ないと思っていた。もう五年以上も才川くんの補佐をしていたから、他の人のサポートをするのも面白そうだなー、なんて。

　何より私たちは結婚しているし。昔、会社で目も合わせなかった頃は、家でも素っ気なくされて寂しかったけど、今はそうじゃない。今なら全然寂しくない。




　そう思っていた。










「……え？」

　三課に異動してからちょうど一週間。化粧品会社のタイアップ広告が載る雑誌の校正をしていた夕方六時。才川くんからスマホにメッセージが届く。




〝遅くなるから先に寝てて〟




　今日も？　と、首を傾げる。

　この一週間、彼の帰りは深夜になることが続いていた。それ自体は特に珍しいことじゃない。提案前や得意先の繁忙期には深夜残業が続くことがあるのも知っている。でも、自分が把握している限りでは、そんな予定なかったのに……緊急案件でも入ったんだろうか？

　そんな会話をする暇もないくらい、私たちの生活はすれ違った。土日は元々予定されていた地方出張に才川くんが行っていたこともあって、余計に。夜は私が眠っている間に帰ってくるし、朝は、直行だからもう少しだけ寝る、と彼が言うので私が先に家を出ていた。……生活が噛み合わない……！

　雑誌一冊分の校正が終わって、キリのいいところで思い出した。松原さんからお願いされていた新聞記事のクリッピングファイル。あれを返していない。今それをたまたま思い出して、席を立つ。

　二課の島には才川くんしかいなかった。傍まで歩いていくと、才川くんはちらっと私の顔を見て、開いていたファイルをキャビネットの中にしまった。視線をパソコンの画面に移して、メールを打ち始める。私は構わず話しかけた。

「なんか、久しぶりだね」

「そうでもない。毎晩寝顔見てるよ」

「それなら私も、朝に布団の中で粘ってる眠そうな顔なら見てる」

「うるさい」

　周りに人がいないからか、話す声のトーンが家にいる時と一緒で嬉しくなる。私は松原さんに渡すはずだったファイルを手の中に持て余しながら話し続けた。

「最近、順調？」

「……あぁ」

「帰りが遅いけど」

「急な頼まれ事が多いんだ」

「そうなんだ。大変だねぇ……」

　言いながら彼のデスクを見回す。

「さっき連絡入れたけど、今日も遅くなる」

「見ました」

「起きてなくていいから」

「うん」

　久しぶりの会話はそれだけ。

　微妙に家での彼が覗いた会話にじれったくなりながら、そのまま三課の自分のデスクに戻ろうとした時。一番の目的を思い出した。回れ右をして松原さんの席に行き、雪崩が起こっているデスクの上にクリッピングのファイルを置く。これでもう、なかなか二課に来る用事もないだろう。たった少しの会話があっただけ。

　ゆっくり二人で話す時間を持てない間に、私には才川くんに話したいことがたくさんできていったけれど、その週も私たちはすれ違い続けた。










　そして木曜日の深夜。ベッドの中、ごそごそと動く気配に目を覚ます。

「ん……お帰りなさい」

「……ごめん、起こした」

　シャワーを浴びてきたらしい才川くんがベッドの中に入ってきたところだった。まだ完全に覚めきらない意識の中で問いかける。

「……何時？」

「今は……。夜中の、三時半」

「わぁ、遅い……」

　言いながら、ベッドの上に置かれた彼の手をぎゅっと握って自分のほうに引き寄せた。手のひらの温度と、自分と同じボディソープの香りにほっとする。

　才川くんは手をそのままに、ベッドの中で体を寄せて私の顔を覗き込んできた。

「……どうした？」

「別にどうも」

「どうもしないのにこんな甘える？」

「甘えるよ。いつも通りでしょう？」

「みつき……」

「……なぁに？」

「寂しい？」

「……」

　この人、私に寂しいって言わせたいだけなんじゃないだろうか……。（※正解）

　まさか寂しいって言わせるためだけに、担当替えを了承したんじゃないかなんて疑ってしまう。（※正解）

　才川くんは私の顔を覗き込んだまま、繋いでいた私の手を彼のほうに引き寄せてその唇に押し当てた。指先が、湿った唇の感触を敏感に感じ取って、心臓が痛くなる。そのまま才川くんは言う。

「する？」

　こんな時間だけど、と眠そうな顔が柔らかく笑った。もっと心臓が痛くなる。

　優しく甘いお誘いはとっても魅力的だけど、そこは長年、焦らされることに堪えてきたこの体。これくらいの我慢はなんてことないのです。

「……しない。それよりちゃんと眠って」

「なんで、つれないな」

　そう言って胸に顔を埋めてこようとする彼を、布団の中で強引に抱きしめた。

「……みつき？」

　自分の顔の真横にきた才川くんの顔が、不思議そうにこちらを窺おうとする。けれどそれを許さず抱きしめたまま、彼の大きな背中を、子どもを寝かしつける時のようにぽんぽんと叩いた。

「……これ、何？」

「お母さんになった時の練習」

「……」

　言うと才川くんは黙った。こんなので大人しく寝てくれるかな……と思っていたら、急に強い力で抱きしめ返される。

「っ、苦しっ……」

「……今のちょっとキた。抱きたい」

「寝てよもう……！」

　逃れようと背を向けても、そのままごそごそとパジャマの中を手でまさぐられてエッチな気分にさせられる。

「やっ……嫌だってばっ、才川くん！」

「嫌？　……ほんとに？」

「っ」

　二人きりなのにひそめられた声に、ゾクッと腰が震える。胸の尖りをクリクリ指先で捏こね回されて、これみよがしに下半身を押し付けられるから余計に、流されてしまいたくなって。

「才川くん、お尻にっ……硬いのが……」

「疲れてると勃ちやすいんだよ」

　そう打ち明けられた通り、才川くんが押し付けてきた彼自身は充分な硬さを持って、パジャマ越しに私のお尻の割れ目をなぞった。胸を触っただけでこんな風になっている。才川くんが私に、欲情している。

　その実感だけで体の芯が熱く蕩けていく。

「……挿れたい」

「んっ……」

　低く掠れた声で熱っぽくそう囁かれると、嫌だなんて言えなくなってしまう。早く彼を深いところで受け入れたいし、繋がりたい。才川くんの手がねだるようにそろりと下肢に伸びてショーツの中に侵入する。胸をいじられ、求める言葉を囁かれただけで、私のソコはもう充分に潤っていた。

　つぷ……と、ゆっくりとした動きで長い指が沈み込んでいく。

「あ……」

　不快じゃない異物感に背筋から快感が這い上がってくるようでたまらなかった。後ろから強く体を抱いてくる逞しい腕に擦り寄る。唇をくっつけられている耳が熱い。

「……ナカ、どろどろだ。熱くて、火傷しそう……絶対に気持ちいい」

　挿れたら腰が溶けそうだな、とつぶやいた甘い声が、私の耳の中でこだまする。じれったい動きで内側の壁を擦る指が気持ちいい。だんだん何も考えられなくなって、気を抜くと無意識に「挿れて」と口走ってしまいそうだ。そんなのダメだと思うのに、彼にゆっくり気持ちよくされると……。

「……根元まで入った。どの指かわかる？」

「は、ん…………中指……？」

「正解」

「あッ」

　長い指が奥まで届いて、関節を曲げてこちょこちょと動く。次から次へと蜜が溢れてくるのがわかって恥ずかしかった。どんどん熱くなる頬に困りながら、たいした抵抗もできずに喘ぐ。こんなんじゃ食べられるだけなのに。

　才川くんの誘惑は止まらない。

「……ここ。指じゃ届かないみつきの好きなとこ、俺のでいっぱい突いてさ」

「ん……」

「一番奥で出して……そのままもっと、奥突いてイきたい」

「っ」

　限界だった。

「え」

「あぁっ……！」

「っ……」

　ビクビクと体が震えて、彼に指を入れられたままのナカが伸縮を繰り返す。私は浅い呼吸を繰り返し、ぐったりとして言葉も出ない。……死んでしまいたい。こんな。

「みつき、お前」

「……」

「……想像してイった？」

「……指抜いて！」

　ちょっと嬉しそうな声に恨めしい気持ちになって、私はその後も才川くんの誘惑を必死の思いで拒み続けた。「疲れてるでしょ」「今日はやだ」と珍しく私のほうが却下するから、彼は面白くなかったのか、たくさんたくさん悪戯を仕掛けてきたけれど。私は頑としてセックスに応じなかった。

　そうして貴重な二人の夜は更けていきました。










　金曜日の朝。今日も直行だから、とベッドの中で粘る才川くんにため息をつきながら、私は今日あたりそろそろかな、なんて思っていた。

　この異動には、最初から無理があったと思う。

　異動する前に私が把握していた限り、ここまで深夜残業が続くような案件は入っていなかった。それから松原さんが、化粧室で顔を合わせた時に言っていた。




〝あんたの夫、立ちいかなくなってきてるわよ〟




　ついでに言うと、野波さんはわざわざ私のデスクまでやってきた。




〝才川さん、すぐ印鑑なくすし書類の場所全然わかってないですよ！〟




　私が彼の溺愛に踊らされていた五年間の中で、私もすっかり彼をダメにしていたようだ。夜に松原さんのファイルを口実に覗きにいった才川くんのデスクは、散々なありさまになっていた。もしかしたら？　と思って少し待ってしまったけれど、彼が自分から音を上げるわけがない。それに私ももう、彼にちゃんと帰ってきて、ゆっくり眠ってほしかった。




　お昼過ぎ。直行した先から才川くんが戻ってきたのを遠目に確認して、二課の島へと歩いて行く。雪崩を起こしかけているデスクを前に、目一杯椅子の背もたれに体重をかけて胸を反らす才川くん。げんなりしている彼の顔を、そっと隣に立って覗き込んだ。

「……なに？　三課の花村さん」

「補佐に戻ってあげてもいいよ」

「えらく上からだな」

　その顔は〝決定権なんてないくせに〟とちょっと馬鹿にしたように鼻で笑っていた。私はその鼻を挫くように、こそっと耳打ちする。

「……昨日、局長に訊かれたの。私を、補佐に戻したほうがいいと思う？　って」

「は」

「意外と私の一存ですよ？　千秋くん」

　──あ、悔しそうな顔。

　才川くんはじっと私の顔を見て。それから渋々、こう言った。

「……じゃあ、戻ってきてください」

「喜んで」

　また彼の新しい顔を見た。

　格好いい顔とは言えなかったけれどしっかりときめいてしまって、まだどこまででも好きになっていけそうだなぁと思った。




　恋をしています。




「……覚えてろよ今晩」

　そう言いながらデスクに積み上がった書類を片付けていく才川くんの横で、同じように書類を振り分けながら彼の言葉をスルーした。

　今日だけは私が勝つ日だと決めていたので。

「でもそろそろ、後任できる人探さなきゃね」

「なんで？　戻ってくるなら別に必要ないだろ」

　不思議そうに言った彼は、やっぱり気付いていない。あぁ、やっと言えるなぁーと思いながら、私はまだいつもの調子を守る。

「産休に入ったらさすがに補佐はしばらくできないし」

「……それいつの話？」

「結構すぐの話」

「……」

「妊娠しました」

　驚いてくれるかな、と思って隣の彼を見ると姿がなくて一瞬焦った。そのまま視線を下ろすと、才川くんはその場にしゃがみ込んでいた。

　え、そこまで!?　と逆に驚きながら、私もその場にしゃがみ込む。蚊の鳴くような声がする。

「…………そういう、大事なことは……。っていうか、早いな……？」

「夫婦は似るって言うから、旦那さんが秘密主義だとねぇ……。私も、早いなって思った」

　どっちの執念かな、と言ったら、そこははっきり「俺のだよ」と言う。最近まで欲しがらなかったくせにと思いながら、嬉しそうな彼の顔に笑ってしまった。




　恋をしています。




　いずれ衰えて傍目には格好良くなくなってしまっても、私には素敵に見えます。なぜなら、嬉しそうに笑う彼は「幸せになろう」と言った。




　彼が口にすることは、私が「喜んで」と言いたくなることばかりだからです。








　　　才川夫妻の恋愛事情　【終】
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一章　新入社員のぼやき









　謎はすべて、本当に解けたんだろうか？




「野の波なみ。Ｎ化粧品の人から電話！」

「はい！」

　えっ、私に？　とドギマギしながら自分の席に着く。同時に、声をかけてくれた斜め向かいの先輩に尋ねられる。

「野波、何番？」

　すぐに〝内線の番号を聞かれているんだ〟と思い当たって、自分の固定電話の番号を告げる。

「えっ、あ……７７４６です！」

「ん」

　先輩はすぐに転送してくれて、私のデスクの電話が鳴る。先輩はさっき、〝Ｎ化粧品の人から〟だと言っていた。

　野波由ゆ佳か。ここ、東水広告社に入社して三ヵ月目。今まで先輩への電話の取次ぎしかしてこなかった私に、初めて私指名で得意先から電話がかかってきました。

（……なんだろう！）

　ちょっと嬉うれしい。〝先輩に話したほうが早い〟と思わずに私を頼ってくれる。ちょっとずつ独り立ちできてきてるのかなって、ワクワクする。

　浮かれた気持ちが表に出ないように、深呼吸して電話に出た。

「──お電話代わりました。野波です。お世話になっております！」




　これでもかというほど元気よく出た電話の用件は、〝請求書の項目間違ってますよ〟というお叱りの電話だった。請求書を発行したのは私。

　浮足立った気持ちは一変。撃沈した。




「そう落ち込むな。慣れるまでは仕方ないって！」

　隣の課の中堅の先輩──駒こま田ださんに慰められながら、私はデスクで項うな垂だれている。

「でも……松まつ原ばらさん、呆あきれてました。〝なんで私の確認とらずに勝手に発行したの？〟って」

「……それはちょっと具合悪いな。確認はしないと、松原もお前のこと庇いようがないし」

「ですよね……。申し訳なさすぎて胃が痛い……」

「豆腐メンタルか！　打たれ弱いと仕事まわってこないぞ」

「それは困る！」

「それで持ち直すからお前は立派だよ……」

　だって憧れて入った会社ですもん。仕事ができないと意味がない。

　ましてや、〝仕事ができる〟と評判の先輩のトレーニーになれたのだ。私のトレーナーの松原静しずかさんは、どんなに忙しいときでも爪の先まで綺き麗れいな、格好いい女性。

　たくさん仕事術を盗めるように、頼ってもらえるように、ちゃんと役に立ちたい。

「まあ、小さな仕事から名誉挽回するしかないな。ほら、外線鳴ってる」

「はい！」

　しゅたっと固定電話に手を伸ばす。受話器を持ち上げ、〝代理応答〟のボタンを押す。

　光っていたのは、才さい川かわさんの席の電話だった。

「はい。東水広告社、才川のデスクです」

　電話の向こうからは、若い男性の丁寧な声がした。

『お世話になっております。わたくし、Ｋ印刷の西にし脇わきと申します。営業二課の才川主任はいらっしゃいますでしょうか？』

　やっぱり、才川さん宛ての電話だった。ランプが光った時点で覚悟していたけれど、どう返答しようかと焦あせってしまう。

「申し訳ございません。才川はお休みをいただいておりまして……」

『あ、そうなんですね。次の出社はいつになりますか？』

　ですよね。それを訊ききますよね。用事があって電話したんですもんね……。

　なぜか私が申し訳ない気持ちになりながら、事実を告げる。

「えっと……一週間後に」

『え!?　そっか、一週間後か……』

　あぁっ、困ってる……！

　私は慌あわてて言葉を繋つなぐ。

「あっ、ですが……メールは見ているかと思います！」

『あ、そうなんですね！』

　電話の相手の声が明るくなって、私はほっと胸を撫で下ろす。メールで解決するならよかった。才川さんのことだから、メールはたぶん見ているだろう。社用スマホなら外からでも見られるし。

　しかし、西脇さんは尋ねてくる。

『ちなみに、花はな村むらさんはご在席でしょうか……？』

　あれ？　急ぎの用件なのかな……？

　私の中にまた言いようのない気まずさが湧き上がってくるも、質問には答えねばならないので、慎重に言葉を選ぶ。

「その……実は花村も、同じく一週間不在で」

　どれだけ言葉を選んだところで意味は一つだった。だって本当のことだもの……。

　電話の向こうで西脇さんが、ぽかんとしているのがわかる。

『あ、えっ……えぇ？』

　混乱している西脇さん。これはもう、正直に話すほかない。

　私が二人の不在の理由を告げると、西脇さんは驚きながら『えー！　そうなんだ！　へぇー！』と楽しそうに笑っていた。笑って許してくれるのだから、優しい人だ。西脇さん。

　正直、才川さんには〝休む前にちゃんと周知しといてくださいよ！〟って気持ちでいっぱいです。まあ、直近仕事の予定がある人には伝えていたんでしょうけど……。

　西脇さんからの電話を終えてひと息つく私に、通話をずっと聞いていたらしい駒田さんが愉快そうに笑いかけてくる。

「〝一週間いない〟って、何事かと思われるよなぁ。しかも、二人揃そろって」

「本当ですよ……」




　一週間不在の二人。

　営業の才川千ち秋あきさんと、その補佐をしている花村みつきさんは仕事の息がぴったり。才川さんが花村さんをオープンに溺愛していることから〝才川夫妻〟なんて呼ばれていた。

　私が入社してすぐの頃、周りの先輩たちは「あれは二人の鉄板ネタだよ」なんて言って笑っていたけど、私は〝違う〟と思っていた。全部が全部ネタだとは思えなかったし、二人の間には特別な空気が流れている気がしたから。

　だから私は会社の人にヒアリングしながら、〝才川夫妻〟の本当の関係を探ろうとしたけれど……。まさかの大誤算。調査の途中で、私は才川さんを好きになってしまった。

　食事に誘って告白までしたものの、結果は清々しく撃沈。二軒目のバーではこれでもかというほど花村さんについて惚気のろけられて、百年の恋も冷める思いをした。

　そして、その翌日。才川さんは花村さんに会社で公開プロポーズをした。〝才川夫妻〟なんて冷やかされていた二人は、本物の夫婦になってしまった。




　つまり、やっぱり二人はただの同期ではなくて、付き合っていたらしいのだけど……。

「才川のアレは、結婚すれば少しは落ち着くもんかと思ってたけどな……」

　駒田さんは遠い目をして語る。中堅の貫禄ある横顔が、うんざりした様子で歪む。

「結婚報告の後もアイツ、まだ隣の席に花村がいるのをいいことに、イチャイチャべたべたと……」

「むしろ前より悪化してますよね……」

　前だって相当ひどかった。同僚の前で〝アツい一夜を過ごした〟と匂わす発言をしてみたり、事あるごとに「花村好き」と言いまくったりしていた。

　でも、それはみんな〝ネタ〟だと思っていたから、許されていたのであって。

「本物の夫婦がそれって……ただのバカップルですよね」

「ほんとだよ……この前なんか、得意先アポの前に花村にネクタイ結んでもらってたぞ」

　家でやってほしい。

「さすがに本気で怒ってもいいんじゃありません？」

「俺が注意したら僻みみたいになるだろうが。……正直羨うらやましい！」

　羨ましいんかい……。

　声には出さなかったつもりが、駒田さんには心の声が聞こえてしまったらしい。

　けろっとした顔で、私に向かって反論してくる。

「羨ましいよ。だって、あんなに照れもなく〝好き〟って言えるのは、一種才能だろう」

「才能……？」

「だって俺、絶対に無理だわー。嫁に臆面もなく〝好き〟なんて……いやー、無理だわー」

　駒田さんは意外と愛妻家である。

　なんだ、こっちも惚気か……と、「そろそろ自分の席に戻ってください」とお願いしようと思っていたら、彼は続けて話し続けた。

「まあ、結婚してもう長いからっていうのも、大きいと思うけど……。そうだな、よく考えたらアイツら、新婚だもんな。新婚のときなら俺だって！　あのくらいダイレクトに──」

「うわぁ……」

「……おい。勝手に想像して勝手にヒくな」

　駒田さんの告白、暑苦しそうなんですもん……。

　新婚かぁ……と、私は才川夫妻に思いを馳せた。なんだか変な感じだ。初めて二人に出会ったときの印象は〝長年連れ添った夫婦〟みたいに感じていたから、すごく違和感がある。

　それにやっぱり、謎が残る。結婚したことを考えると、二人は〝前から付き合っていた〟ということになるけど……。

「意外と口割らねぇよな～」

　駒田さんがぼやく。

「才川の奴。誰が問いただしても、いつから付き合ってたのかは絶対言わないんだ。〝いつからだと思います？〟ってニヤニヤするだけで……」

　才川さんが笑顔で流そうとするとき、そこには秘密があると思う。

　そうやって迷宮入りにされた謎が、いくつかある気がする。

「花村さんのほうに訊いてみるっていうのは？」

「それもやってはみたけど、花村も口が堅くてな……。あんまりしつこく問い詰めてると才川がすっ飛んでくるし。そこを秘密にする理由もよくわからんけど」

　確かに。もう結婚まで会社に知らせているのに、秘密はもう意味がないように思う。

　だいぶ前からの付き合いなんだろうか？　それとも、実は交際自体はものすごく最近だから、あまりに早く籍を入れたとは思われたくなくて……とか？

「……うーん」

　謎が奥深い。秘密をつくられると私の中の探求心が疼うずいてしまう。

　これはまだ調査の余地があるのでは……？

（──なんてね）

　私は伸びをして、元気よく声を出した。

「まあ、〝二人がいつから付き合ってたか〟なんて、心底どぉぉぉでもいいですけどね！」

「え、まさかの裏切り！」

　私は早々に駒田さんのことを裏切り、才川夫妻への興味をなくして見せる。──終わった恋にこだわっていても仕方がないのだ。私のこの探求心は、仕事や新しい恋に活かすべき。私の物語の主人公は私なのだから。




「ところで、才川と花村って今どこにいるんだっけ？」

　駒田さんの問いに、私は深くため息をつく。

　また冒頭から出しゃばってしまいましたが、残念ながら今回のお話も、私の物語ではありません。




「二人は今、草津です。温泉でも入ってるんじゃないですか？」

「ひゃー。なんかエロー」




　目下新婚旅行中である、彼と彼女の物語です。








二章　才川夫妻の新婚旅行　～妻は戸惑っている！～









「後半で寄る軽井沢も楽しみだね～。今なら人もそんなに多くないかな？」

　東京駅から軽井沢までは新幹線で約七十分。草津に向かうには、そこから更に八十分ほど路線バスに揺られなければならない。そんな風に時間を贅ぜい沢たくに使う長旅は久しぶりだった。

　新幹線の窓際に座って、私は興奮しながら外の景色を眺めている。プライベートで新幹線に乗るのなんていつぶりだろう？　業務や研修、出張ではたまに乗ることがあったけど、最後に私用で乗ったのはいつだったか思い出せない。

　隣には、ボーダーのＴシャツにアンクル丈のパンツ、ローカットのスニーカーといった休日ファッションの才川くんがいる。惜しげもなく晒さらされている腕や踝くるぶしがまぶしい……！

　対する私は、この日のために新しく下ろしたストライプのシャツワンピースに身を包んでいた。ブルーの夏らしいデザイン。今の私の浮かれた気分によく合っている。

「たしかに今が狙い目かもな。夏休みに入ると混むだろうし」

　才川くんは私の言うことに相あい槌づちを打ちながら、腕を組んで姿勢を変え、楽なポジションを探しているところだった。ちょっと眠そうな横顔。私はそんな彼をチラ見しながら、こっそりニヤける。嬉しい。なんだろう、この感じ……嬉しい！

　言い表しようのない、浮ついていてふわふわとした気持ち。テンションが上がりきっている私はしゃべりたくてしゃべりたくて仕方がないけど、相手が才川くんなのでぐっと我慢する。我慢して、ニマニマする口元をどうにかしようと力を入れながら、お菓子の箱を差し出した。

「おやつ食べる？」

「遠足か」

　やっぱり突っ込まれた。「食べない」と言われることも見越してのことだったけど、彼は箱からチョコレートがかかった棒状のプレッツェル一本抜き出してぽりぽりと食べる。それだけのことに、私はまた〝にへら〟と締まりなく笑いそうになった。

「遠足じゃないでしょ。新婚旅行です」

「結婚八年目になって〝新婚〟旅行って……って感じもするけど」

　それは、確かに。

　会社ではつい先日プロポーズをされたことになっているので、この旅行の名目は〝新婚旅行〟。




　だけど私たちは結婚八年目の夫婦だ。




　七年前に大学卒業と同時に籍を入れた私たちは、引っ越しがあったし入社式もすぐ迫っていたから新婚旅行らしい旅行はしなかった。その後も結婚を同僚に伏せていた都合もあって、二人揃そろって長期休暇を取ることもできず。ゴールデンウイークや年末年始休暇なら行けないこともなかったけど、〝どこも混むから〟という理由で避けていた。

（才川くん、人混み苦手だしなぁ……）

　だからこれが、私たちにとってはれっきとした新婚旅行なのだ。……結婚八年目を〝新婚〟とは言わないと思うけど、気持ちは新婚なので！

　才川くんは久しぶりに食べたこのお菓子をお気に召したのか、手を伸ばしてきてもう一本食べ始めた。

「二人して一週間会社を空けたことってないけど、大丈夫かな……」

「平気だろ。得意先にも休むことは前から伝えてたし」

「〝新婚旅行〟って言った？」

「言った」

「何か言われた？」

　才川くんはプレッツェルをちまちま齧りながら、宙に視線を漂わせて思い出している様子。

「……〝おめでとう〟とか。〝ゆっくりしてきて〟とか」

「そっか」

「それから……〝相手って花村さんですか〟とか」

　そう聞くと急に恥ずかしくなってきて、私は才川くんから目線をはずして正面に向き直った。才川くんの左手がまた箱の中に伸びてくる。

　その薬指には結婚指輪が嵌はまっている。同じように、私の左手の薬指にも嵌まっている。それがたまらなく嬉しい。

　才川くんは言う。

「会社であれだけ口説いといて、相手がまったく違う女だったら逆にびっくりするよな」

「でもずっとネタだと思われてたくらいだし」

「結婚報告すらネタだと思ってる人もいたけど」

「絶対普段の行いのせい……」

　つい先月、会社にバラの花束が届いて、〝誰宛てだろう？〟と思っていたら才川くんが私に用意していたもので、その場でプロポーズされた。七年前に結婚してから、ずっと同僚には夫婦関係を伏せていたけど。どういう心境の変化なのか。

　彼は「ちゃんと夫婦になりたい」と言って、プロポーズの後は会社中の人に結婚報告をして回った。

　結婚報告の直後は「いつから付き合ってたの？」とか「どうしてＯＫする気になったの？」とか質問攻めがすごかったけど、あれから一ヵ月が経って今は落ち着いている。大抵は才川くんが、「いつからだと思います？」「俺の粘り勝ちです」と言って笑ってかわしていた。

　結婚をオープンにしてからも、彼は会社での溺愛キャラを辞めるつもりはないようで。私はまだ才川くんの一挙一動にドキドキしている。

「……私たぶん、いろんな女の子に恨まれてるんだろうね……」

「なんで？」

「本当にネタだって信じてた子もいると思う。テレビ局担当の女の子とか、得意先の人とか……連絡先渡されたりしてたでしょう？」

「目敏い」

「隣の席なんだから嫌でもわかるよ」

　事実、そういうことは日常茶飯事だったように思う。極力気にしないようにしていたけど才川くんはモテる。

　最近になって私たちは結婚指輪を嵌めるようになったので、それに気付いて戦せん慄りつしていた女性陣は少なからず才川君に好意を持っていたんだろう。思えば、結構残酷なことをしている。既婚者であることを隠しているって罪だ。そんな相手に一目惚れなんてしてしまった日には、目もあてられない。

　隣で才川くんがぼやいた。

「お互い様だと思うけどな……」

「……どの辺が？」

「別に。それより、もう一袋開けよ」

　そんなにこのお菓子が気に入ったのか……。

　二袋も開けるつもりはなかったけど、もっと食べたがる彼がかわいいから開けてあげる。開けて、一本だけつまみ上げて「あーん」と彼の口に向けると、意外なことに彼は「あ」と口を開けた。……どうしたの！　なんで今日はしてくれるの？　新婚旅行サービス!?

　細い棒は瞬く間に彼の口の中。端っこまで食べられて、指先に唇が触れる。彼の唇は柔らかかった。つらい。好き……。

　旅行の序盤からときめきすぎて、これじゃ心臓がもたないと思ったので、私は心を落ち着けるために新しい話題を振った。

「……そういえば！」

「ん？」

「こういう旅行は初めてだけど……結婚してすぐに、別に記念日でもないのに良いホテルに連れていってくれたことがあったよね」

「……ああ」

　あれは結婚してすぐのことだった。三月十八日に入籍してから、四月一日の入社式までの間に。まだ引っ越しの荷解きも済んでいない中で、唐突に彼が言ったのだ。




〝ホテルのディナー予約したんだけど〟




　どうしてこのタイミングで？　と思いつつ、才川くんが企画してくれたことが嬉しくて、当時ものすごく舞い上がったことを覚えている。大学を卒業したばかりの私は、ホテルで男の子と食事をするなんていう経験がなかったし。ましてやその相手が好きな人だなんて、なんて素敵なイベントなのかと。

　約束の日は目一杯おめかしをした。今思えば少し背伸びしすぎだったなと思うような、クラシカルなワンピース。才川くんはカジュアルだけど大人っぽく見えるジャケットを着ていて、私はリクルートスーツじゃない彼の姿にドキドキしていた。

　夜景を眺めながら、当時ほとんど口にすることがなかった高級なコース料理を食べて、たくさん笑って。すごく幸せな時間だった。

　だけど、それだけだった。充分なんだけどそれだけだった。

　才川くんがどうしてあのタイミングでホテルのディナーを予約してくれたのか。ただ私を喜ばせようとしてくれただけなのか。今になっても、あの日の目的はよくわからないでいる。

「あの時って、働き始める前でお金もあんまり無かったのに……。どうしてあんなに良いホテルに連れて行ってくれたの？」

「そんな昔のことを今聞くのか」

「だって新婚旅行だから。普段は訊けないことを質問してもいいタイミングかなーって」

　別にものすごい真相を求めているわけじゃない。ただあの時、彼がどんな気持ちで誘ってくれたのかが訊きたいだけだった。

　それなのに才川くんは〝ふい〟と顔を背けて濁にごそうとする。

「特別な理由なんてない」

「特別じゃない理由でもいいよ」

「しつこいな」

　新婚旅行サービスでも、教えてくれる気はないらしい……。これ以上追及して不機嫌になってしまったら台無しなので、仕方がないから折れてあげる。

「そうですかー」

　彼がこうも頑なに濁そうとするということは、もしかしたら私が思う以上の真相があるのかもしれない。なんだろうなと想像を膨らませていると、才川くんは素っ気ない声で。

「そうですよ」

　そう返事をして、私の左手を取った。

「えっ……」

　突然の恋人繋ぎに戸惑う。……本当にどうしたんだろう。人目のあるところで手を繋ぐのは、演技じゃない限りしないタイプだと思ってた。結婚してからってあったっけ？

　才川くんは手を繋いだことに言及することなく、肘置きに頬杖を突きながら穏やかに笑ってこっちを見る。にぎにぎと指の間を握って、結婚指輪が嵌まっている左手の薬指を重点的にくすぐってくる。こそばゆくて笑ってしまう。

「っ、ふふっ……なに？」

「別に。なんでもない」

「そうですかー」

「そうですよ」

　さっきと同じやり取りを繰り返して、イチャイチャした雰囲気。

　残りの時間も彼とお菓子を分け合いながら過ごした。




「うわぁー」

　軽井沢からは路線バスに乗って、降り立ったバスターミナルから旅館が立ち並ぶ道をとことこ歩いていくと、今日宿泊予定の宿がその姿を現した。私の口からは自然と声が出る。宿の外観はサイトに載っていた写真以上に趣があって、古めかしく、立派で。

　夏が近づいてすっかり日も長くなって、もうすぐ夜なのにまだ薄明るい。そんな明るさの中、宿を取り囲む行燈が優しく光り、幻想的な雰囲気を作り出していた。

　しばらく感動してパッと隣を見る。才川くんがこちらを見ている。

「気に入った？」

　そう尋ねてきた顔が優しくて、慈しむような眼差しに胸の奥を絞られる。この宿は私が知らないうちに才川くんが探してくれていた。彼の表情を見ていると、私を喜ばせようと思いながらスマホと睨めっこする彼の姿が想像できて、なんだか和んだ。

　私は「うん」と笑って返し、ささやかな幸せを噛かみしめる。




　暖簾をくぐると着物姿の女性が私たちに気が付いて、優しい笑顔を浮かべながら歩み寄ってきてくれる。

「いらっしゃいませ。ようこそお越しくださいました」

　仲居さんの深々としたお辞儀と美しい所作に私が恐縮していると、才川くんは自分の名前と予約していた旨を淀みなく伝えて宿泊の手続きを済ませる。その間私は〝ぽけーっ〟としながら、彼の背後で館内を見回す。

　館内に入ると上質な畳の匂いに包まれて〝ほうっ〟と息をつく。上がり框かまちの先は一面、畳敷き。吹き抜けの空間のいたるところに、年季の入った漆黒の柱。待合スペースには歴史を感じさせる囲炉裏が残されていてそれもまた風情がある。

　手続きが済むと仲居さんが私たちに手を差し出し、「お荷物をお持ちいたします」と申し出てくれた。

　才川くんは自分の分は大丈夫と断って。

「妻の荷物だけお願いできますか」

「かしこまりました」

（妻！）

　あまりにナチュラルにそう呼ばれて、驚いているうちに私が手に提げていた荷物は仲居さんの手に移っていた。

「あっ……ありがとうございます」

（……妻!!）

　最近でこそ会社でそう呼ばれることも増えたけど、それはあくまで変わった関係性を強調するような、彼のネタとしての文脈でそう呼ばれることが多かった。こんな風にしれっと、自然に〝妻〟と呼ばれることってそう無かった気がする。

　頭の中で何度もリフレインしながら、ふわふわした足取りで畳の上を進んでいく。仲居さんはころころと可愛く笑って、客室までの道を案内する傍ら、いろんな話をしてくれた。

「ご夫婦でこういった旅行をされるのは初めてだと旦那様からお伺いしました。特別な旅行で当館を選んでいただいて、本当にありがとうございます」

「いえっ……」

　選んでくれたのも才川くんだったので私はまごついてしまう。仲居さんは気にすることなく朗らかな笑顔で。

「今日は蔵元さんがこの季節だけ出している微発泡の日本酒が手に入ったそうで、食前酒にはそれをお出しすると料理長が申しておりました。他にも珍しい日本酒をたくさん揃えておりますので、お酒も是非お楽しみくださいね」

「わぁ……ありがとうございます」

「ちなみに私のお勧めは同じ蔵元さんの純米吟醸です。爽やかな飲み口ですが甘みもあって、飲みやすいのでお勧めですよ」

　それはなんとも才川くんの好きそうなお酒……と考えているうちに、今日宿泊予定の部屋へと辿たどり着く。

　仲居さんが案内してくれた部屋は、エントランスや廊下とはガラリと雰囲気が変わって、より洗練されたモダンな内装だった。立派な梁が見える高めの天井。三間続きの部屋の一つには、大きく丸い窓のある寝室がある。ふかふかのローベッドが気持ちよさそう。壁の一部やソファには竜胆りんどうの花のうっすらと淡い青紫がアクセントとして使われている。ほんのりと灯る暖かなオレンジの照明も相まって、上品な空間を作り出していた。

　室内の備品について一通り説明を受け、夕食と入浴の時間を確認した後、仲居さんが部屋を出て行くと、私たちは息をついた。

「ここに二人だけで泊まるなんて、贅沢な……」

「サイトの写真以上に雰囲気あるな」

　才川くんが丸窓を開けると、外にはもくもくと湯煙がたちこめる湯畑が見えた。薄暗い空に向かって、ぽつぽつと灯り始めた街灯に照らされながら白くうねり、舞い上がっていく。眺めているだけで早く温泉に浸かりたくなる光景だった。

　だけどもう一つ、部屋に足を踏み入れてからものすごく心惹かれているものがある。

「才川くん……」

「ん？」

「布団。ダイブしてもいい？」

　寝室のローベッドを指さす。普段外泊をしないから〝ローベッド〟を見ること自体初めてだった。綺麗にベッドメイクされていて、見るからに寝心地がよさそう。これは早々に感触を確かめなければ！

　意気込んでいたら、才川くんに止められた。

「だめ。化粧がつくから、風呂に入ってから」

「えーっ……」

　まあ、そう言われる気がしたから事前に確認したんですけどね。

　私は渋々我慢して、旅行鞄かばんの中のものの整理を始める。このあとすぐ使いそうな替えの下着などのお風呂セットを準備する。

　まだ窓の外に目をやって湯畑を眺めている才川くんを目の端に捉えながら、考えた。

（ベッド、一台しか使わなかったりして……）

　今夜の新婚旅行サービスに、全力で期待している。




　完全に日が落ちてしまったら外の景色が楽しめないので、夕食前に一度温泉に入ることにした。旅館の大浴場で、男女分けられた暖簾の前で一旦解散。鍵が一つしかないので、先に出たほうが休憩スペースで相手を待つことにした。

　私の場合、ボディケアや髪を乾かすのに時間をとられる。いくら才川くんが長湯をしても、彼のほうが私より遅くなることはないだろう。浸かって露天の景色を楽しむのはほどほどにして、才川くんを待たせないために急ぐ。ほんとは、最初から才川くんに鍵を預けて部屋に戻っててもらえばよかったんだけど。そこは新婚旅行。なんでも雰囲気が大事！

　バタバタと入浴を済ませて再び暖簾をくぐると、才川くんが休憩スペースの長椅子に座って待っていた。

「早かったな」

　自分が待つことを見越してか、手には文庫本を持っている。そしてその姿は……。

「……浴衣！」

　触れずに我慢しようかと迷ったものの、無理だった。

　初めて見る夫の浴衣姿にテンションは爆上がり。すぐ傍まで駆け寄って座り、近くでガン見する。才川くんは慣れたもので、私の反応にヒく様子もなくしれっと言う。

「浴衣だな。お前もだけど」

　めちゃくちゃ似合う……！　知ってたけど！

　今回の旅行が温泉旅行に決まったとき、真っ先に期待したのがコレだった。才川くんの浴衣姿。グレーを基調にして、差し色に黒とえんじの細いストライプ。紺の羽織を羽織って、お風呂上がりで色気は五割増し。

　率直に言って……エロい！

「……触ってもいい!?」

「痴女か。どこ触るつもりなんだ」

　さすがに呆れられた。




　夕食の時間になると私たちは個室の食事処へ行って、地元の食材をふんだんに使った豪勢な料理を頂いた。仲居さんとの話の中に出てきた食前酒に始まり、茄子の水晶煮やぼたん海老のお造りなど、色とりどりの技巧が凝らされた料理。

　出てくるもの一つ一つに感動して舌鼓を打つ。才川くんと感想を言い合ったり、明日からの旅程の話をしたりしているとあっという間だった。あっという間にお腹も心も満たされて、止椀。次いで、デザートの水菓子を出される。




　食事を終えて、部屋に戻ったら歯を磨いて。やっとのこと私は、お目当てのローベッドにダイブする。

「ひゃあ～天国……！」

　枕に顔を埋め、うつ伏せのまま脚をパタパタ動かす。ふかふかの肌触りも、冷たいシーツの感触も気持ちいい。ご飯を食べて体温が上がっている今、ちょうどよかった。

「もうここに住みたいなぁ～……」

　あまりに心地いいから、そのまま眠りに落ちそうなくらい。温泉に入って、美味しいものでお腹を満たして。後は何も気にせずこのまま眠ってもいいなんて、どんなご褒美？　私最近何か頑張ったっけ？

　布団と同じくふかふかの枕に頬擦りしながら、幸せな気持ちでうつらうつらとしていると、背中にずっしりと重さが加わった。

「……才川くん？」

　心臓が一気に、メーターが振り切れるみたいにいっぱいいっぱいになって、うるさいほどに脈打つ。私の体は、彼の大きな体にすっぽり覆われてしまった。

　才川くんは私の耳の裏に唇をつけて囁ささいてくる。

「……気持ちいいことしないの？」

　ぎゅぅっと心臓が痛くなる。呼吸が荒くなってしまいそうで、胸がいっぱいで。身じろぎをしようにも彼の下敷きになっていてそれすら叶わない。

　私はドキドキしながら答えた。

「……してくれるの？」

　ちらっと背後を振り返ってみると、彼は答えずに微笑ほほんだ。

　ドキドキするけど、私はまだ油断していない。寸止めの可能性もあるからだ。七年間、焦じらされる夜を何度も経験してきた私はさすがに学習している。どんなに甘い空気になったとて、彼が突然手のひらを返して〝お預け〟をしてくる可能性は充分にある。

　才川くんは答えないまま、ゆっくりとした動きで唇を重ねてきた。背中やお尻、脚にまで温かい重みを感じながら、味わうようなキスに徐々に溺れていく。

「んっ……ふ……」

　キスで彼の本気度を測ろうと試みるけど、彼のそれはいつだって甘いので判断がつかない。

　しばらくキスを愉しんだかと思うと、背中の重みが無くなる。重心はお尻のほうへ。彼が上体を起こしたらしい。彼は自分が着ていた羽織を脱いで、それをぱさりと私の真横に落とした。今度は私の番。片腕ずつ後ろに引っ張られて、羽織を脱がされる。

　その途中で、つい笑ってしまった。

「ふふっ……ストレッチみたい」

「色気のないこと言うな」

　ちょっと怒られた。

　声からして少しムッとしているであろう才川くんは、続けて私の帯に手をかける。私の腰の下に手を差し込んで少し体を浮かせながら、しゅるしゅると帯を抜き取る。浴衣なんか脱がせたことないだろうに、彼は器用だ。……脱がせたことないよね？　ないと信じたい。

　急に思いもしなかった不安が頭をもたげたけど、それも束の間。帯を抜くと才川くんは脱がせやすくなった浴衣のあわせ衿に手をかけ、肩から浴衣を脱がし始めた。

「ん、あぁっ……」

　また背中にのしかかって、少しずつ露あらわになる素肌にキスしてくる。首の裏。首筋。背中。

　一気に脱がされるより、少しずつ剥むかれていく今の感じが恥ずかしかった。

「さ、才川くっ……」

「ん……？」

「電気消して……」

「ああ。……このままじゃ嫌？」

　背中にキスをしながら彼がしゃべるので、私はゾクゾク気持ちいいのが止まらず、枕に顔を突っ伏したままだった。

「だって……こんな明るいのっ……」

「うつ伏せのままするから」

「でも」

「そんなに恥ずかしいなら、布団で胸隠してたら？　電気は消さない」

　はっきりと拒否されて、諦める。明るいまま行為に及ぶらしい。

　また少し浴衣を捲めくられ、お尻の上までが露わになる。私の上で才川くんは座る位置を少し後ろにずらした。そして、私の体の両方の側面、胸の横から横腹、腰までを〝つつつ……〟と指先でなぞりながら、腰にキスをする。

「ひゃぁん……！」

　こそばゆさと気持ちよさでのけ反った。私が少し胸を反らした拍子に才川くんは胸の下に手を差し込み、左胸の尖とがりをコリコリといじる。

「ん……敏感だと思ったら、胸もすごい。硬くなってる……」

「やっ……あんっ」

「気持ちよさそうだな。もっと？」

「んんっ……！」

　左の乳首をいじっていた手が、人さし指と親指でぎゅっと抓つねってくる。私の体を知り尽くした手が、〝どこをどう触ると声をあげるかも知っている〟という風に、怖いほど的確に動く。胸の先の次は乳輪を。一番敏感な尖りを人さし指と中指で挟はさむようにして、指の腹で乳輪を擦ってくる。

「んっ、んっ……」

　その間にも彼はまた浴衣を背後から少しずつ捲って、ついにお尻にかぶりついた。

「あっ……」

　柔らかい臀部に軽く歯を立てられ、腰から這はい上がるように強い快感が走る。少しの痛みと強すぎる気持ちよさで、私は耐えきれず横を向いた。

　浴衣はもうほとんど全部脱がされている。

　ちらっと彼の様子を窺うかがうと、部屋の電灯で逆光になっていた。上体を起こして唾液で濡ぬれた自分の口を拭い、欲情した目で私のことを見下ろしている。彼も私も、若干の息切れを起こしていた。

　大きな呼吸を落ち着けながら、口元を拭う才川くんが色っぽく笑う。

「体、見えてるけど」

　私が横を向いたから、胸や恥丘が見えてしまっていることを言っているんだろう。だけどどうしようもなかった。背中を向けたら、お尻を噛まれてしまう。仰向けになったら、きっと今度は胸を嬲なぶられてしまう。どっちつかずで裸体を横に向けたまま、私はくしゃくしゃになった浴衣の上で小さく丸くなった。才川くんの目をじっと見つめながら。

　すると彼は目をそらすことなく、ぽそりと言う。

「……もうやめる？」

　──ほら。こんな意地悪を平気で言う。

　明るい部屋で肌を晒す格好は恥ずかしいから、傍にあった掛布団を手繰り寄せて胸を隠した。それなのに私の口は、まったく矛盾したことを言う。

「やめないで。……もっといじめて」

　彼が息を呑む気配がして──その直後、少し強引に肩を掴つかまれて仰向けにさせられた。

　電灯の下で裸体を曝け出す。真顔になった才川くんと見つめ合って、興奮していることが伝わってきて。それだけで、何もしなくても気持ちよかった。

　彼は言った。

「……いいよ」

　言うなり、すっと彼の頭が動いて、私の胸の上へ。

〝ちゅっ〟と胸を吸われたと思うと、〝カリッ〟と歯を立てられる。

「あっ……」

「〝いじめて〟とか……そういうのはさ」

「っ、ん……」

「歯止め利かなくなるから、言うときは覚悟して言えよ」

　そう言いながら、才川くんは苦しそうに〝はぁっ〟と息を吐き出した。

　私はそろりと彼の下半身に目をやる。彼の浴衣の股間辺りは、テントを張るように一点を起点に張りつめていた。どうするんだろう。もう挿いれるのかな……。

　いじめてくれると言った彼が、次にどういう行動に出るのか。予想がつかずに待っていると、才川くんは仰向けの私の隣に寝転がって、胸を吸いながら秘部へと手を伸ばした。

「は、うぅっ……」

　細い指が恥毛を撫でつけ、そのまま花芯に触れてくる。敏感に尖ったソコを、圧し潰したり、つまんだりしていじってきた。

　あまりに気持ちいいから怖くなって、胸に吸い付く彼の頭に手をやった。しっかり乾かされた髪は柔らかく、抱きしめると一瞬ほっとする。だけど長くは続かず、彼の舌と指の動きに翻ほん弄ろうされてまたすぐ乱された。

　彼が「ナカも触る」とつぶやいた直後には、もう彼の指の第二関節までが私のナカに沈み込んでいた。

「あ、あああ、あ……」

　ナカに入ってくる異物感にもぞもぞして、最終的に腰が浮く。客観的に見るとそのポーズは、彼の指を喜んで迎え入れているようでもある。

（こんな恥ずかしい格好……）

　だけど体は理性に従ってくれなくて、私は彼の指の刺激欲しさに腰を突きだす。

　才川くんがそれを黙って見過ごしてくれるはずもなく。

「やらしい……俺の指ってそんなに美味しい？」

　そう言って、彼が取り上げるようにナカから指を引き抜こうとするので。

「やっ……だめっ……」

　私のナカは縋るように彼の指を締め付け、それでも出ていこうとするから腰が付いていってしまう。情けないポーズだとわかっていながら、体は欲望に忠実に動く。

　才川くんは私の胸の先から口を離して、乳房の下側に頬擦りしながら可笑しそうに喉で笑った。

「どうしたんだよ。今日、めちゃくちゃ乱れてる気がするんだけど……。前からこんなだったっけ？」

「違うっ……」

　泣きそうになりながら首を振る。前からこうなわけじゃなかったと思う。彼が「もうやめる？」なんて訊くから、それは嫌だと思うと同時にスイッチが入ってしまった。

　私だって、自分の痴態に動揺しているし、少しショックを受けているくらいだ。夫婦になって長いといっても、彼を幻滅させたらと思うと怖い。

　それなのに「いじめて」なんて口走ってしまったのは……。

「もっとやらしいとこ見たい」

　そんな私の一面を、彼が受け入れてくれることに期待したからだ。

　痴態を晒して、幻滅されたくはない。でも、彼がどこまで受け入れて、愛してくれるのかも確かめてみたい。私は矛盾した気持ちを抱えながら、才川くんの愛あい撫ぶに身を委ねる。

　付き合った当時だったら怖くて試しようもなかったことが、深く愛されていることを知っている今なら、少しだけ大胆になれた。

　探り探りではあるけれども。

「……あまりにやらしかったら、嫌じゃない？」

「ううん、全然いい」

　優しい声で返事をして、才川くんは胸の先への愛撫を再開した。閉じられた瞼まぶたの先から伸びる睫毛が長い。彼の口の中で、歯を立てられた乳首は充血して敏感なまま、彼の舌に何度も弾かれ、嬲られる。

「んんッ……」

「ん……」

　ナカから出ていこうとしていた指も、さっきの緩慢な動きとは打って変わって激しく動き始めた。時折上側の気持ちいいところを〝ぐっ〟と押さえながら、膣の奥のほうを彼の中指の腹が〝トントントン〟と叩いてくる。

「ひっ、あッ、あぁっ！」

「はッ……イきそう？　つま先が伸びてる」

「待って、だめ！　止めてっ……！」

　ものすごい快楽の波が押し寄せてきているのを感じて、悲鳴のような声で哀願する。

　才川くんは私の胸から口を離して、間近に顔を近付けてきて答える。唇は唾液で艶めかしく光っている。

「〝いじめて〟って言われたから止めない」

「だめ！　やっ……だめっ。だめ……あっ……！」

　まずい。だめ。このままじゃ。

　しゃべっている間も彼の指の動きは容赦がなく、私の弱いところばかりを押さえて攻め立ててくる。

「うっ、ひ、やぁっ……」

　もうすぐ自分が思い切り達してしまうのがわかった。彼と繋がる前から、指だけでここまで感じているのは初めてな気がして。自分だけが盛大にイってしまうのは怖くて、恥ずかしくて。せめて顔を見られないように、自分の手で覆い隠そうとした。

「こら」

　その手は呆気なく、彼のもう片方の手に捕まってしまう。片手だけでは顔をうまく隠せない。

「離してっ……」

「顔隠すな」

「だって……変、なんだもっ……ぁっ」

「なにが？」

「っ……気持ちよくて、ちゃんとした顔できないっ……」

「なんだよ〝ちゃんとした顔〟って」

　彼はくしゃっと笑って、唇を胸から私の首筋へ移動させた。じっと観察するような目をした顔が近づいてくる。

「あっ……」

「ちゃんとしてなくていいから、顔見たい」

「ヒいちゃうかもしれないからっ……」

「いいから。……周りが見たらヒいちゃうくらいエロいとこ、俺に見せて」

　ねだりながら、ベロリと顎の裏を舐なめ上げてくる。

「んんっ……あ、あうっ……ふぁぁぁっ！」

　彼の指が私のナカを大きく激しく掻かき回し、私の脚の間からははしたない水音が止まらなかった。彼の指の腹がイイところを叩くたびに次から次へと溢あふれて、腰がガクガクと震えはじめる。

「だめっ……あ、っ、くぅっ……だめぇっ！」

「顔真っ赤にして……はぁ、ん……いいよ。エロい。……かわいい」

「んッ……」

　欲情した彼の顔が間近に迫ってきたと思うと、キスをされていた。唇の間から割り込んできた舌が口内をぐるっと一周舐め回して、頬の裏の粘膜や歯列を丁寧に舐めていく。その間も指は休むことなく、私のナカで蠢うごめいた。

「ん！　ん！　んんっ……んーっ……」

「ん、っ、はぁっ……ん…………イきそ？」

　彼が問いかけるために一瞬だけ離した唇。彼と私の口の間に唾液の糸が伝う。私がコクコク頷うなずくと、才川くんは「うん……」とほぼ息だけで返事をして、また私の唇を塞ふさいだ。

「ふっ……！」

　唇が腫れるかと思うほど吸われ、舌が蕩とろけそうなほど弄もてあそばれる。

　降ってくるキスが気持ちよくてたまらないから、私は彼に全部委ねるように体を開いた。膝を左右に広げ、彼の指先から与えられる快感を享受する。

　同じところを何度も擦られ、どんどん敏感になって、そして最終的に──。

「は、ふっ……んんぅっ……！」

〝ビクビクビクッ！〟と内側から痙けい攣れんが起きて、程なくしてものすごい疲労感に襲われた。余韻を残すように小さな痙攣が続くなか、体から力が抜けていく。

　才川くんは私の口の中から自身の舌を抜いて、最後に〝ちゅっ〟と唇にキスを落として口を離した。それと同時に、膣の中からもゆっくりと指を引き抜いていく。

「ん……っ」

　ナカから指が出ていく感覚に声が出そうになるのを我慢して、口をきつく結んで。目前にある才川くんの顔を見た。

　彼も最後のほうは苦しかったようで、頬が上気してほんのり赤くなっている。

「上手にイけたな」

　そんな言葉で、優しく笑いかけられた。……どうしたんだろう、今日。エッチの最中すら、なんだかいつも以上に甘くて、調子が狂ってしまう。

　これも新婚旅行スペシャル？

「疲れた？」

　彼の鼻の頭で前髪をくしゃくしゃされる。甘い仕草に胸を甘くしながら私は答える。

「疲れた。……けど」

「ん？」

「……気持ちよかった」

　丸い目を向けられ、その目は段々優しく細められる。噎むせ返りそうなほど甘く幸福な空気。才川くんは優しい顔のまま私と目線を合わせて。

「満足してもらえたならよかった。──でもな」

「……え？」

　両方の手首をそれぞれ布団の上に押し付けられる。曝け出されたままの胸。私を押し倒している才川くんの浴衣も、前がはだけて、見えていた。いろいろと。

　彼は私を見下ろして、色気を垂れ流しながらぺろりと舌舐めずりをする。

「〝気持ちよかった〟なんて、過去形にされても困るんだけど。夜はまだこれからだし──旅行自体まだ、一日目なのに」

「いや、あの……」

　この身に迫る甘い危機。才川くんは張り詰めたモノを私の濡れた部分に擦りつけながら、不穏なことを言った。

「ちゃんと堪能してくれよ。──一週間、全部」

「あっ、あぁっ……♡」




　この夜は深かったです。










　──翌朝。障子の隙間から漏れていた朝陽が眩まぶしくて目を覚ました。

　才川くんの匂いの中に交じる、見知らぬ和室の香り。普段あまり嗅ぐことのないその香りに、一瞬〝ここどこだっけ？〟と混乱して、すぐに旅行中であることを思い出した。そして、もう一つ思い出した。つい数時間前まで、私は激しく愛されていたのだと。

「……はぁ」

　自分を抱きしめる才川くんの、疲れて眠りこけている顔。私は小さく息をついた。

　何度も彼のモノを突き立てられたせいで腰が鈍く痛む。彼は〝まだ一日目〟と言って、繰り返し私のことを抱いたけど。一日目だからこそもう少しセーブするべきだったのでは……。この後の旅程に支障が出ないといいけど。

　若干呆れはしたものの──求められると嬉しかった。最中は眠気と体力の限界でヘロヘロになってしまうけど、彼が何度も「もう一回」「まだ足りない」と熱く囁くたびに、心が満たされていく。一時期は〝自分だけが彼と繋がりたいんだ〟と思って切なくなることもあったから、余計に。

　翻弄されて悔しいやら、嬉しいやら。結局〝愛しい〟が一番にきて、下から見える彼の顎に〝えいっ〟とキスをした。唇を顎に届かせようと体を伸ばした瞬間に──下腹部で〝どろっ〟と体液が動くのを感じて。

「ひゃぁぁっ……」

　変な声が出た。

　驚いて〝バッ！〟と布団を捲り、自分の下半身を見る。羽織るように着ていた浴衣は前がはだけている。体は眠る前に才川くんが拭いてくれたのか、ベタベタはしていないけど……自分の股から零れた白い液を目にして、固まった。

（どっ……どれだけ……！）

　どれだけ私のナカに射精したのか。

　ちょっと動いただけで零れてきた精液に戸惑って、上を向いて才川くんの顔を見る。すると彼はさっきの私の声で目覚めたようで、少し瞼を開けていた。目の下に薄いクマができている。

「ん……おはよ」

「あっ……おはよう。才川くん、あのっ……」

　零してしまう。浴衣を汚してしまう。

　どうしていいか困ってまごつく私を見て、才川くんは状況を察したのか〝ああ〟と納得したように相槌を打った。そしてペラリと布団を捲って……。

「零れてきちゃったか。やっぱり」

「……〝やっぱり〟って！」

　体を拭いてくれたなら、もう少し処理してくれてもよかったのに……！

　そんな直接的なことを言葉にするのは憚られて、文句を言うこともできない。私はこれ以上零さないように体の傾きに気をつけながら、才川くんにお願いする。

「ティッシュ取ってっ……」

「なんで？」

「なんで、って……」

　まだ眠そうな彼は起き上がる素振りも見せず、目を閉じて私のこめかみに唇を寄せてきた。このまま二度寝しかねない雰囲気に焦る。

「拭かなきゃ、動けないっ……」

「動かなくていいじゃん。仕事もないし、朝食だってまだ受付始まったばかりだから後でいい」

「あっ……」

　才川くんは私の体を抱き直しながら、下腹部からお臍までを〝つつつ……〟と撫であげた。その動きに従って、お腹に何か込み上げてくるようで、ゾクゾクしてしまう。

　彼は言う。朝に似つかわしくない官能的な声で。

「ドキドキしない？　ここに俺の精液が溜まってるの」

　ドキドキは、する。ものすごくする。彼が私と子どもをもうけるために注いだものだと思えば、そりゃあ。

「んっ……」

　目尻にキスして、甘えてくる。湿った唇や濡れた声が昨晩の行為を呼び起こしていく。

　朝から変な気持ちにさせられて私が困っていると、彼はあっさりと撤回した。

「でもまあ、ずっと同じ体勢でいるのもつらいか」

「えっ」

「朝風呂行く？」

　そう言って、才川くんは体を起こした。頭上にあった寄木細工の箱からティッシュを数枚取り出し、私の局部を拭き始める。

「わっ！　や、待って、自分でっ──」

「うん。自分で出して？」

「え？」

「ほら、力んで。ナカから俺の押し出すイメージで」

「な、なななっ……」

　いつも通りのトーンで言われても騙されない。なんて破廉恥なことを……！

　ついさっきまで眠たい顔をしていた才川くんは、今は水を得た魚のように楽しそうに、意地悪く笑っている。

「自分でできないなら掻き出してやろうか？　指で」

「いっ……いらないっ！」

　指を挿れられたらそのまま気持ちよくさせられて、そのままなしくずしで朝からエッチになだれこむのは目に見えていた。

　心の隅では〝そんな展開も悪くないかも〟とちょっとだけ思ったけど……。でも。繰り返すけど、旅行は始まったばかり。まだ二日目の朝だ。こんなに最初からエンジン全開でなくともいいんじゃないかなぁ……！




　この後才川くんに連れられ、客室に備え付けられた露天風呂に一緒に入った。二人で入っておいてただ汗を流すだけで済んだはずもなく、縁に座って一回。湯船の中に立って、縁に手を突いてバックで一回。開放的なセックスを楽しんだ後、布団に戻って一回。結局全部ナカに出されてしまった。

　疲れ果てて、眠りこけて──次に目を覚ました時には、朝食の時間はとっくに過ぎていて。




「ごめんって」

「……」

「なあ。朝メシ逃したことは謝るから」

　……そこだけじゃない！　朝ごはんは楽しみにしていたけど、そこだけじゃなくて！

　朝になってからの三度の行為で本格的に足腰が立たなくなってしまった私は、頭まで布団を被って才川くんのことを睨んだ。

　二度目のプロポーズの後だって、ここまでエッチに積極的じゃなかったと思う。そりゃあお預けばかりの日々だったことを思えば、ここ最近はすごく増えたと思うけど。さんざん焦らされたとしても、最終的にきちんと抱いてもらえるようになったと思うけど。それでもこんなに際限なく抱かれ続けることはなかったと思う。

　一体どうしたんだろう？　八年目にして性欲が旺盛になった……？

　どうにも不思議で、私は布団を目深に被ったまま、隣に寝そべる才川くんの顔をじっと観察した。何か変わったところは無いかと。

「なに？」

　私の視線を真正面から受け取って、彼は、朝からあんなに動いたにもかかわらず涼しい顔で私のことを見つめ返した。

　何も変わっていないような気がする。以前と同じでポーカーフェイスだし、出会った頃と変わらず格好いい。むしろ出会った頃よりも格好いい。顔のパーツ一つ一つまで、私の好きなカタチをしている。薄くて色っぽい唇。すっと通った鼻筋。切れ長の目も長い睫毛も、全部好き。

（……じゃなくて！）

　いつのまにか夫の顔に見み惚とれて、目的を見失っていた。彼の変化を見つけだそうとしていたのに！

　返事をせずに百面相をする私を訝いぶかしんで、才川くんは眉をひそめる。〝また何か変なこと考えてるな……〟とバレてることが伝わってきて、変なところだけ以心伝心ができているこの関係を呪う。

　なんとなく恥ずかしいのを我慢して、じっと見つめ続けた。この宿に着いてから、彼が執拗なまでに求めてくる理由は……。

（…………子ども？）

　真っ先に頭に浮かんだのはソレだった。二度目のプロポーズを境に変わった最も大きなことの一つに、彼が避妊をしなくなったことがある。「子ども欲しいんだけど」という言葉も耳にしている。

（早く子どもが欲しいのかな？）

　彼が急せいているのだとしたら……この旅行ってもしかして、子どもをつくるための旅行だったとか？　ああ……そうなのかも。そう思えば納得できるかも。彼がいつも以上にがっついてくるのには、それなりの理由があるはずだし。

　もし彼が本当に、今回の旅行の目的を〝子作り〟に据えているなら、私は彼に言わないといけないことがある。昨日から積極的な彼には言いにくいけど、期待していたらと思うとそれもそれで忍びないし……。

　私は布団から頭を出し、隣の彼に話しかけた。

「……才川くん、あのね」

「ん？」

「私、言ってなかったかもしれないけど……いま赤ちゃんできる時期じゃなくて」

　前に一度、いつ頃ができやすいかを二人で確認したことがある。でもそれは少し前の話だし、彼が時期を誤解していても不思議じゃない。

「排卵期はもう少し後だから、今いっぱいエッチしても、できないんじゃないかなぁって……」

　黙って聞いている彼の目を見ているうちに、段々自信がなくなってきて言葉が尻すぼんだ。がっかりしたかな。あんなに張り切ってエッチしたのに、徒労だったと思ったかな。

　すごく疲れたけど、たくさん抱き合えて私は幸せな気持ちになった。幸せだった分だけ、彼の気持ちとの間にギャップがあったとしたら寂しい。

　今度から排卵期のことはちゃんとお知らせしておこう……と心の中で決めていると、才川くんはきょとんとした顔で言った。

「……え？　知ってるけど……」

「え？」

「っていうか、もしかして嫌だったか。子作りでもないのにあんなにたくさんするの……」

「えっ！　あっ、いや！　そういうわけじゃなくて！」

　何この状況……！

　私のほうが彼から〝エッチしたくなかった？〟と聞かれるシチュエーションがレアなものだから、対応に困る。私が〝したくないの？〟と迫ったことなら何度もあったけど、逆なんて！　数えるほど……もないかもしれないのに！

「嫌とかじゃなくてっ……」

　子どもをつくることが目的じゃなかったんだとしたら。才川くんが昨晩、今朝と妙にがっついていた理由は一体……？

　視線で私の疑問に気付いたらしい才川くんは、バツの悪そうな顔をした。そして頬を掻きながら、珍しく反省したような顔で。

「ヤりすぎ？　……ごめん。旅行だからって浮かれてたかも」

「っ……！」

　……なんか楽しそうだと思ったら！　そんな！　才川くんに限って、そんな……！




　夫の可愛さに萌え転がった新婚旅行二日目。

　ご褒美モードは継続中のまま、私たちはこの宿に三泊して草津を堪能した。








三章　才川夫妻の実家帰省　～妻はゆったり願っている～









　草津で街歩きと温泉を満喫したあとは、旧軽井沢の老舗ホテルに拠点を移しておしゃれな高原リゾート気分を味わった。

　そして一週間の新婚旅行の終盤、最後の二日は才川くんの実家に寄ることに決めていた。

「は～……」

　こっちに来てから借りたレンタカーから荷物を下ろし、改めて彼の実家の家屋を眺める。

「呆けた声出してどうした」

「いやぁ……いつ来ても立派なお家だなぁと思って」

　結婚前の挨拶に来た日。初めて彼の実家にやってきた時は、そりゃあもうびっくりした。〝才川〟の表札がかかる、庭付きの立派な日本家屋。その辺一帯の家屋と比べても明らかに大きくて、聞けば彼の実家は地主さんだという。

　自分が結婚しようとしている相手が結構なお坊ちゃんだと知って畏縮し、〝めちゃくちゃ厳しいお義母さんが出てきたらどうしよう……〟とビビりまくっていたあの日の私。思い出すとそれさえも懐かしい。




　旅行鞄とお土産を手に正面の玄関へ。才川くんが呼び鈴に手を伸ばすとほぼ同時に、待ち構えていたように戸が開いた。

「いらっしゃい」

　出迎えてくれたのはお義母さんだった。才川くんを一瞥して元気そうなことを確認すると、私に視線を移してにこっと笑う。

「よく来てくれたわね、みつきさん」

　お義母さんは目尻にシワをつくって、切れ長の目を柔らかく細める。才川くんがたまにこういう笑い方をするな……と思い出して、私も自然と笑みがこぼれる。

「お久しぶりです、お義母さん」

　才川くんのお母さん、千ち容よさんは、〝大和撫子〟という言葉がぴったりな美人さんだ。意志が強くて聡明そうな切れ長の目に、上品に笑った口元。笑顔も凛々しく、家を守ってきた貫禄があって、一見とても厳しい女性に見える。

　立派なお家と完璧そうなお義母さんを前に、結婚のご挨拶の時は完全に畏縮していた。結局、それは杞憂だった。才川くんのお母さんはこう見えて──。

「今回はいつまで泊まっていってくれるの!?」

〝ずいっ〟と迫ってきた顔が、純粋にキラキラした目で尋ねてくる。

　私は嬉しい気持ちが半分、申し訳ない気持ちが半分で答える。

「あっ……すみません、お義母さん。お伝えしていた通り今回は一泊だけで──」

「えぇっ……嫌よ！　もっと泊まっていって！」

　お義母さんは外見からは想像がつかないくらい気さくな人で、とっても良くしてもらっている。結婚の挨拶で初めて才川くんに紹介してもらった時だって、「おめでた!?　おめでたなの……!?」と興奮した様子で嬉しそうに私の手を握ってくれた（実際は〝おめでた〟でもなんでもなかったので、才川くんがげんなりした顔で「違う」と否定していた）。

　少なくとも一年に一回、お正月には必ず才川くんと一緒に帰るようにしているけど、毎回熱烈に歓迎してくれる。最初はお義母さんのギャップと勢いに完全に押されていたけど、今では普通に話すことができる。

　私はぎゅっとお義母さんの手を握り返す。ほっそりしていて節くれだった手は、さっきまで水仕事をしていたのか少し冷たい。

「長くいたいのは山々なんですけど……月曜にはもう会社行かないとなんですー！」

「会社なんてっ……まだ千秋と一緒なんでしょ？　この子だけ先に帰ってもらって、みつきさんは一週間くらいここに泊まるっていうのは……？」

「帰ってきたばかりの息子にそれかよ」

　後ろで私たちのやりとりをずっと見ていた才川くんが、呆れてため息をつく。

　お義母さんは私の手を握ったまま、むくれた顔で才川くんに言う。

「だってあなた、帰ってきても全然構ってくれないんだもん！」

「いい歳して〝だもん〟はナイ」

　彼の実家に来るようになって、こんなやりとりが定番になっていた。お義母さんに接するときの才川くんはいつ見ても新鮮で、〝息子〟である彼を垣間見てニヤけそうになる。

　すっかり嬉しくなってしまった私は、お義母さんに向かって言った。

「残念ですけど、才川くんに先に帰っててもらうのはできないかなって」

「あら。どうして？」

「彼、私がいないと仕事が回らなくなっちゃうので」

「あらあらまぁまぁっ……！」

　お義母さんが「やだー！」と嬉しそうにニヨニヨした顔で才川くんのことを見る。才川くんは〝お前……〟と私のことを軽く睨んだ。……ちょっと調子に乗りすぎた？　後で怒られるかな……。

　彼はこの場ではまたため息をつくだけで、二人分の荷物を肩に掛けて家の奥へと進んでいく。

「みつき。俺、荷物部屋に運んでるから」

「えっ、私も……」

「みつきさんはこっち！」

「わわっ……」

　荷物を運んでいく才川くんの後ろ姿を見つめながら、私はお義母さんにずるずる引きずられていく。嬉々として「お茶にしましょ！　ちょうど美味しいきんつばを貰ったところなのよ～」としゃべるお義母さんに相槌を打っていると、背後で〝ガラガラッ〟と戸が開いた。

　中から出てきた人物と目が合う。ぱっちりとした目が不思議そうに私の顔を見て、誰だかわかるに従って瞳孔が開き、形のいい唇が開く。

「──みつきちゃんじゃん！」

「詩し織おりちゃん……！」

　色素の薄いロングのストレートヘアを後ろに一つに束ね、シャープな輪郭が際立っている。すらっと長い手脚はモデルさんみたいだ。加えて切れ長・二重のミステリアスな雰囲気の目元。彼女もちょっと才川くんに似ている……というか、美形の家系なんだろうなぁ。私としては、好きなタイプの顔に囲まれてまさに天国。

　詩織ちゃんは夏の始まりらしくラフな格好だった。胸元にレースがついたかわいい黒のタンクトップに、惜しげもなく生脚を晒すショートパンツ。若い。そして脚が眩しい……！　モデルのように細く伸びやかな脚に釘付けになっていると、お義母さんが呆れて言った。

「〝みつきちゃん〟じゃないでしょ。友達じゃないんだからちゃんと〝さん〟付けで呼びなさい」

「今更無理だって。子どものときから呼んでるんだから変えらんないよ」

　そうだ。すっかりもう大人のお姉さんになっている詩織ちゃんだけど、私がここに初めてご挨拶にきた当時はまだ高校生だった。年齢は才川くんの六つ下のはずだから……もう二十四歳か。大学を出てからは院に進んで、薬学の研究をしていると聞いた。

　時間が経つのは早いなぁと噛みしめながら、二人の仲裁に入る。

「まあまあ。〝ちゃん〟呼びでいいんです。そのほうが私も親しげで嬉しいので……」

「えぇっ……！　じゃあ私が〝みつきさん〟て呼ぶのってもしかしてよそよそしく感じて……!?」

「あっ！　いえ、そんなことは……！」

　話がややこしい方向に向かっている！

〝これはまずい〟と焦る私に、詩織ちゃんが助け舟を出してくれた。

「呼びたいならお母さんも〝みつきちゃん〟って呼べばいいでしょ。っていうか、なんか沸騰する音がしてるけど大丈夫……？」

「あっ。お湯……！」

　言われてみれば、そんな音が聞こえていた。慌てて台所へ向かうお義母さん。

　廊下に取り残された私と詩織ちゃんは顔を見合わせて笑う。私はさっき思ったことをそのまま言葉にしてみた。

「詩織ちゃん、もうすっかり大人のお姉さんになって……」

「それ、お正月に会ったときもおんなじこと言ってなかった？　みつきちゃんはほんと変わらない。相変わらず童顔だねー」

　素っ気なくしれっと毒を吐く感じも才川くんにそっくりだ。

　出会ってすぐの頃はものすごく愛想がよくて天使かと思った。それが才川くんと同じ外面の良さだと気付いたときは、〝血の繋がり侮れない……！〟と恐ろしくなったくらいだ。

　すっかり慣れた今ではこうやって皮肉を言ってくるし、逆にそれが彼女の〝気を許した相手への態度〟だと気付いてからは、彼女のことをもっと好きになった。

「そういえばお兄ちゃんは？」

「部屋に荷物運びにいってくれてる」

「そっか。でも珍しいよね、お正月じゃないのにウチに来るなんて」

「なかなか才川くんと休みを合わせられないから……。今回はせっかく時間があるし、行けるときには行っておきたいねって」

「それ絶対みつきちゃんが提案したからだよー。お兄ちゃん一人だったら帰ってくるわけないもん」

　ぱたぱたと手を振って否定する詩織ちゃん。私は彼女の後ろについて居間まで歩きながら、「そんなことないと思うけどな……」と首を傾げた。




　お義母さんお勧めのきんつばを頂いて、時間も時間だったのですぐに夕食の支度が始まる。手伝いをしようと台所に行くと、既にお義母さんが仕込んでくれていたらしい料理の大皿が所狭しと並んでいた。

「わぁ、美味しそう……！」

「ふふっ。ちょっと作りすぎちゃったのよ。お正月以外に来てくれることって珍しいから、季節のお料理をと思って」

　豪勢な手料理が並べられた食卓を四人で囲む。才川くんと私、お義母さんと詩織ちゃんが隣り合わせとなり、私はお義母さんの対面に座っていた。これが才川くんの実家にお邪魔したときの定位置。

「あ。千秋、お父さんにお供えしてくれた？」

「した。帰ってきたときに」

　才川くんのお父さんは、才川くんが私と出会うよりも前に亡くなっている。若い頃から心臓を患っていたそうで、亡くなったのは才川くんが大学に進学してすぐの頃だったと聞いた。私がこの家に訪れたときにはもう、お義母さんと詩織ちゃんは二人暮らしだった。

「そういうところはちゃんとしてるのよねぇ。私には冷たいのに……」

　寂しいわ～といじけて見せるお義母さん。相手にせずにお義母さんの手料理をパクパク口に運ぶ才川くん。彼のスルースキルや塩対応は実家で培われたものらしい。そんな二人を見て詩織ちゃんが「相変わらずだねー」と呆れて笑う。私はそんな三人のやり取りが可笑しくて笑う。

　お義母さんも詩織ちゃんも明るく気さくな人なので、私は恵まれていると思う。会社の女性陣は帰省の時期がやってくるたびに憂鬱そうにしているけど、私は最初の一回以外は、ここに来ることを憂鬱だと思ったことがない。……ないんだけど、少し身構える瞬間はあった。

「ねえ、みつきさん」

　──きた。

　どこか躊躇ためらいがちに呼びかけられて、これから言われることを直感的に察知した。もう毎回恒例になってきているから、予想はしていたけど──。

「はい」

　私はにこっと笑って返事をする。お義母さんは食事をする手を止めたまま、まっすぐ私に言葉を投げかけてくる。

「あなたたちが勤めてる会社って、出産後も復職する女性が多いの？」

「そうですね～。結構すぐに復帰して時短で働いてるママも多いかも……？」

　一見、なんてことないただの質問だ。だけど遠回しに、ゆっくりゆっくり本題に迫っていくのを感じる。

「そうなのね～。それなら安心じゃない。みつきさん、今のお仕事好きって言ってたものね」

　お義母さんの言葉に棘はない。私は今の仕事を続けたいと思っていることを何気ない話の中でお義母さんに伝えていたし、お義母さんも応援すると言ってくれていた。それも嘘じゃないと思う。

　ただそこには、直接言葉にはしないけれど〝子どもはまだなの？〟と訊きたい気持ちが見え隠れしていた。

　私は若干の居心地の悪さを感じさせないように気をつけながら、なるべく朗らかに返事をする。

「不安はあんまりないです！　上司もよく相談にのってくれる人なので、今までも本当に困ったことってそんなになくて」

「それはいいことだわ。環境が整っているなんてラッキーだと思う。まだ制度が充実していないところも多いって聞くし……」

　ああ……言わんとすることはわかります。ひしひしと。環境は整っているんだから、もうそろそろ子どもをつくってもいい頃じゃないかということだろう。お義母さん、私たちが結婚してすぐくらいからずっと孫が欲しそうだったしなぁ。

　食卓の雰囲気は少しピリピリしていた。才川くんも詩織ちゃんも、お義母さんの意図を察して何か物言いたげにしている。でもお義母さんが直接的に〝子ども〟という言葉を使わないので、どうたしなめていいか迷っている様子。

「そうらしいですね。進んでるところは進んでるけど、ギャップが激しいって聞きます」

　ちょうどいい回答が見つけられず当たり障りのない言葉を返すと、話題が同じままで停滞してしまう。でもあからさまに切り上げると、それはそれでお義母さんに悪い気がするし。

　困っていると、詩織ちゃんが助け舟を出してくれた。

「会社の待遇が整ってたって大変なことはいっぱいあるでしょ。それよりお母さん、お酒は出さなくていいの？　みつきちゃんたちが来たら開けるんだって前に言ってなかった？」

「あっ……！」

　私たちがここに到着したときと同じようなやり取りがあり、お義母さんはハッとして席を立つ。会話は一時中断され、会社の産休制度に関する話はそれで終わり。助かった……。




　夕食の後は片づけを手伝って、順番にお風呂に入った。才川くんが入浴している間、お義母さんはまたうずうずと子どもに関することについて話したそうにしていたけれど、そこは詩織ちゃんが一緒にいてくれてうまく話をそらしてくれていた。

　いっそストレートに「子どもはまだなの？」と訊いてもらったほうが、まだ答えやすいのだけど。才川くんとはもう子どもをつくることで合意しているから、「実はそろそろ考えていて」と言ってもいいのかもしれない。……でも考えてるからといって、必ずしもできるものじゃないしなぁ。そんなことお義母さんだってわかってるだろうけど、過度な期待を持たせてしまうのも申し訳ない。




　毎度のことながら、お義母さんとどちらが先にお風呂に入るかでひとしきり譲り合いをした。（詩織ちゃんは早々に飽きて先に入った）

　なんとかお義母さんに先に入っていただいて、私はゆっくり最後のお湯をいただく。自宅のマンションよりも数段広い浴室で髪を洗っている間も、悶もん々もんと考えていた。

　お義母さんの気持ちもわかる。息子が若いうちに結婚したものの、七年経って未だに子どもがいないとなれば、〝もうつくる気がないのかも？〟と不安になっても不思議じゃない。こればっかりは夫婦の問題なのであまり左右されるべきじゃないとは思うけど、私たちも子どもをつくるつもりでいる今、〝孫の顔を見せてあげたい〟とも思う。それをどんな風にお義母さんに伝えるべきか……。




　お風呂からあがって髪を乾かし終えてもモヤモヤした気持ちが消えなかったので、気分転換に縁側に出て涼むことにする。脱衣所から縁側に移動する途中でちらっと居間を覗のぞくと、入浴を済ませた才川くんとお義母さんが何か話をしているところだった。

　たまにの帰省だし、親子で話したいこともあるだろうと、声をかけずにそのまま居間を離れる。毎回そうだ。帰ってきてすぐは、才川くんとお義母さんはあまり会話をしない。夜も更けて一緒にいる空間に慣れてきた頃になって、やっと少し話をする。距離感を掴むのに時間がかかるみたい。男の人と母親って、そういうもの？




　縁側に出ると外はよく晴れていて、夜空にはほとんど雲がなかった。今日は月が綺麗。しん……と静まり返った空気の中、遠くに虫の鳴く声がする。都会から少しはずれただけで、こんなに静かな夜を感じられるなんて。

　小さな才川少年は、夏の夜にこんな夜空を見て過ごしたわけですね……と想像すると、それだけで気持ちが明るく楽しくなる。単純な性格でよかった。ついでに、近くにあった柱に油性マジックでの書き込みを見つけて更にテンションが上がる。

　これはまさか……！

（〝千秋、六歳……！〟）

　わー！　嘘でしょーっ!?

　幼い才川くんの身長を記録したと思われる黒の一本線。私の胸の下ほどの高さに、その線は引かれている。低いところに書かれているものだから、これまで来たなかでは一度も見つけることができなかった。まさかここで、こんな新発見に出会えるとは……！

　上がりすぎたテンションのせいで、誰かに話したくてたまらなかった。見つけてしまった！　才川くんに報告したい。覚えてるかな？　覚えてるか。とにかくこの興奮を、誰かに伝えたい……！

　誰かいないかなときょろきょろしていたちょうどその時、背後から声をかけられた。

「みつきちゃん、なに興奮してんの……？」

　振り返ると、そこには寝間着のＴシャツにショートパンツ姿の詩織ちゃんの姿があった。神々しい肢体を晒して、顔は私にドン引きして目を細めている。そんな表情まで兄妹そっくりで、血が繋がってるってすごいな……と場違いに感動する。そして、兄妹両方からこんな顔を向けられる自分って……と、ちょっと落ち込む。

　だけど今は話を聞いてもらいたい気持ちが勝った。

「これ……！」

　興奮しすぎて説明の言葉も出てこない。

　詩織ちゃんは首を傾げながら近寄ってきて、隣にしゃがんで私が指さした柱をまじまじと見る。「ああ」と頷く。当たり前だけど、詩織ちゃんは見慣れた様子だった。

「なんで？　みつきちゃん、これ見て興奮してたの？」

「だって、六歳って……！」

「そりゃお兄ちゃんにだって少年時代はあるよ。なんだと思ってんの」

　けらけらと笑い飛ばされる。詩織ちゃんにはこの感動が伝わらない……！

「六歳だったら、ちょうど私が生まれたくらいか～。確かにアルバム見てもこれくらいの身長だったかも。ちっさー」

〝アルバム〟という言葉に反応して、私はさっと詩織ちゃんのほうを向いた。私が勢いよく首を動かしたので、彼女は少しびっくりしていた。

「えっ、なに……」

「あの……詩織ちゃん、一生のお願いが……！」




　縁側から場所を移して、お父さんのお仏壇がある和室へ。詩織ちゃんが押し入れの中を探索すると、すぐに数冊のアルバムが出てきた。

　夕方お義父さんに手を合わせたときには気付かなかった。まさかこの部屋に、こんなお宝が眠っていたとは……！

「お兄ちゃん、お母さんと話してるから、今のうちだけね。バレたら私も怒られるし……」

〝うんしょっ〟と声を出しながら、押し入れからすべてのアルバムを引っ張り出してくる詩織ちゃん。私は傍で正座して、彼女が取り出したアルバムを一冊ずつ受け取っていく。

「いつのやつが見たい？」

「いつのやつでも見たい！　……あっ、でもなるべく小さいときのやつ……」

　高校生の頃の写真はうちにもアルバムがある。前に、才川くんに「ちなみに当時の彼女は……」と意地悪されて、迂う闊かつに開かないことにしたけど……。でも小さいときのものなら、そんな心配もない。

「じゃあ、私が生まれた頃の……お兄ちゃんが六歳のときのやつが、確かこの辺に……。あ、あった」

　数冊の表紙を見比べて、その中から一冊をピックアップする。シンプルな無地のものやチェック柄など様々なデザインのアルバムがある中で、その一冊は赤ちゃんクマのイラストが描かれていて可愛らしいピンク色。詩織ちゃんが生まれたタイミングで購入されたものだとわかる。

　中を開くと、最初のページには病院のベッドで仰向けになっている新生児のアップ。

「はー！　詩織ちゃんちっちゃ……！　かぁわいいー」

「私の写真はいいから。次のページ捲ってみて」

　意外と照れ屋なところまで兄妹似ていることを微笑ましく思いながら、言われた通りにページを捲る。

　そこには幸せそうに詩織ちゃんを抱くお義母さんと、同じく詩織ちゃんを抱いて優しく笑うお義父さんが写っていた。

「あ、ごめん。もう一ページ先だった」

「ううん。すごく良い写真……」

　二十数年前の写真だけあって、二人とも若い。遺影を見たときはそうは思わなかったけど、若かりしお義父さんは才川くんに少し似ている。背が高く、髪の色素が薄く、薄い唇で綺麗に笑っている。二人とも自然に笑みがこぼれていて、娘の誕生を心の底から喜んでいることが伝わってくる。

　才川くんも、私たちの間に子どもが生まれたらこんな風に笑うのかな。

「次のページにはお兄ちゃんもいるよ」

「どれどれ……」

　促されるままもう一ページ。捲ると、確かにいた。見つけた瞬間に息を止めた。

「か……可愛すぎない……!?」

　動揺のあまり一度アルバムを閉じた。顔を上げて目の前にいた詩織ちゃんのほうを向くと、「いや、せっかく出したんだから見なよ」と呆れられた。私は深呼吸をして再び同じページを開く。

　写真の中では才川少年がベビーベッドの中を覗き込み、赤ん坊の詩織ちゃんに触ろうと一生懸命に手を伸ばしている。

「あームリっ……かわいい、ムリ……」

「みつきちゃん……」

　詩織ちゃんが私を気持ち悪そうに見ていることに気付きながらも、やめることができないくらい可愛かった。続きのページを捲るたびに心臓を鷲掴まれるショットが続く。赤ちゃんの布団に入り込んで一緒にお昼寝をする才川少年。食事中も赤ちゃんの食事シーンに釘付けになって口元からぽろぽろご飯をこぼしている才川少年。なんと無邪気な！　もはや天使！

　幼少期の才川くんは顔ももちろん愛らしく、この場にいるなら連れて帰りたいくらいの可愛さだった。目に入れても痛くない……！

「よく誘拐されなかったね……！」

「みつきちゃん、コメントがもうよくわかんないよ……」

　詩織ちゃんは本格的に私に呆れていた。もうそろそろ自重しないと相手にしてもらえなくなるかも……。私はまだまだはしゃぎたい気持ちを抑えて、静かにページを捲った。

　かわいい才川少年とともに、どのページにも幸せな家族が写し出されている。

　ゆっくり捲ったり、たまに戻ったりしながら、私の口からは自然に感想がこぼれていた。

「なんか……二人が大事に育てられてきたんだって、わかるよ。こんなにたくさん写真が残ってるのもすごいし、撮った人の眼差しが優しいっていうか……」

　詩織ちゃんもそれを否定する気はないようで、一緒にアルバムを覗き込んでくる。

「ほんと、よくこんなに撮ったよねぇ……。他に撮ってくれる人なんていないから、ほとんどこれお父さんとお母さんが撮ったんだと思う。お母さんはわかるけど、お父さんは写真なんてどうでもよさそうなぶっきらぼうな人だったのに……」

「そうなの？」

　それは知らなかった。写真ではこんなに優しそうなのに……と思ったけど、言われてみればお義父さんが写っているもの自体少ない。自分が写ることは嫌がったのかもしれない。

「そうだよ。まさしく今のお兄ちゃんみたいな感じ。外面はいいけど家に帰ると無口で、不愛想なの！　お母さんへの態度もそっくり！」

「そうだったんだ……」

　そう聞かされると、お義母さんへの親近感が一気に増す。外面はいいのに、家に帰ると塩対応な夫。〝もっと優しく！〟ともどかしいときもあっただろう。

　同時に、こうも思った。お義父さんもある点ではわかりやすい人だったんだろうなと。だって才川くんのお父さんだし。お義母さんも、不器用な夫の本音はきっちり理解していたんだろうなと。なんとなくそう思った。

　今まで知らなかったこの家の歴史を少し理解できた気がして嬉しくなっていると、詩織ちゃんが私の顔を覗き込んできた。何やら申し訳なさそうに。

「さっきはごめんね」

「え。何が？」

　何を謝られたのかわからず首を傾げると、詩織ちゃんは言葉に迷いながら理由を話した。丁寧に乾かされた長い髪が、部屋の外から吹き込んだ風で柔らかく広がる。

「晩御飯のときからお母さん、やたら遠回しに子どもの話題振ってきたでしょ？　ごめん、あれ私のせい。二人が来る前に私が〝今日はみつきちゃんに余計なこと言っちゃダメ〟って言ったから、逆にあんな回りくどいことに……」

「ああ、なんだ。全然！」

　そう言われて納得した。お義母さんのあの遠回しな話題の振り方は、〝「子どもはまだ？」とは言っちゃダメ！〟ということが念頭にあったからなんだ。でも心情的にまったく触れないということもできなくて、会社の制度を訊くような質問になった。

　ワケを知ると、モヤモヤは少し小さくなる。

　詩織ちゃんは困った顔で続ける。

「お母さん、お兄ちゃんよりもみつきちゃんのほうが話しやすいみたいだから。気になることとかずけずけ訊いてくると思うけど、本人に悪気はないんだ。ほんとにごめん」

「うん、大丈夫。そんな風には思ってないよ」

　返事をしながら、良い子だなぁと思った。才川くんに似て慣れた人相手にはツンとしている印象だったけど、こんな風にお母さんのフォローをして、なおかつ私にまで嫌な気がしないような言葉を選んで。私が詩織ちゃんくらいの歳のときに、こんな気遣いができただろうか？

　私が気にしていないとわかって、彼女はほっとしたようだった。そしていつものカラッとした雰囲気に戻って、違う話題を振ってくる。

「そういえばさ」

「うん？」

「さっき、居間でお兄ちゃんとお母さんが話してるのが聞こえてきたんだけど」

　そういえばそうだった。私が縁側に行く途中で覗いたときも、二人は何か話をしていた。会話の内容までは聞き取れなかったけど。

「お兄ちゃんも、お母さんに晩御飯のときのこと話してた」

「……え？」

　それは一体……どんな風に、何を話したんだろう？

　私の表情が曇ったのを見て、詩織ちゃんは不安を拭い取るように笑った。

「心配しないで、喧けん嘩かとかじゃないから。二人とも大人なんだし、ちゃんと落ち着いた会話だったよ」

「そう、なんだ……」

「なんて話してたか聞きたい？」

　素直にコクコク頷くと、彼女はあっさりと教えてくれた。

「お兄ちゃんがお母さんにお願いしてた」

「お願い？」

「〝子どもに関しては俺がずっと待たせてたんだ〟って」

「……」

「〝だから、みつきを焦らせるようなことは言わないでほしい〟って」

　──なんだそれ。

　呆れる気持ちと、愛しい気持ちがないまぜになって脱力する。私はアルバムを胸に抱いたまま上体を前に倒した。

「みっ……みつきちゃん？」

「いや、ごめん……。そっか。才川くんそんなこと……」

　夕食の席で何も言わないと思っていたら、なんだ。そんなことを考えてたんだ。そして私の耳に入らないところで、私を守ろうとしてくれていたらしいということ。

　ほんと、かわいいなぁ……。

「みつきちゃん、お兄ちゃんに待たされてたの？」

「いや、そんなことは……」

　詩織ちゃんは純粋な眼差しで、私の顔を覗き込んでくる。才川くんがお義母さんに言ったらしい言葉を真に受けて、私たちに今子どもがいない理由を才川くんの都合だと思って。

「ダメだよ、ガツンと言ってやんなきゃ。お兄ちゃんちょっと自分勝手なとこあるから！　気をつけて！」

　本当に良い子だな……！　力強く語る詩織ちゃんに胸が熱くなる。義理の妹がめちゃくちゃ美人な上にこんなに良い子で、私は幸せ者です。




　でも幸せの一番の理由は間違いなく、結婚した相手が才川くんだということだ。




　才川くんによく似た詩織ちゃんの顔を見て、〝このツンデレ兄妹め！〟と思いながら笑いかけた。励ましてくれていることには感謝して。

「ありがとう詩織ちゃん。でも大丈夫」

「……ほんとかなぁ……」

「うん。これで私も結構〝お兄ちゃん〟のことには詳しいんだよ」

　わからないことならたくさんある。彼が結婚八年目にして初めて指輪をくれた理由も、突然「子どもがほしい」と言うようになった理由も、私にはわからない。

　でもたった一点においてだけは、私が世界中の誰よりも一番詳しい。

「詩織ちゃんのお兄ちゃんは、嫁のこと溺愛してるから大丈夫」

「……それ嫁が自分で言っちゃう？」

　惚気じゃんかー、と、再び詩織ちゃんをうんざりさせながら、私はまたワクワクしてアルバムを一ページ捲った。




　心ゆくまで昔の写真を堪能した頃、ちょうどお義母さんと才川くんの話が終わった。そろそろ眠りにつこうという時間。私と才川くんは借りている客間に戻り、そこに布団を並べて眠ることになった。敷布団にシーツを掛けながら、少しワクワクしてしまう。

「あーなんか、布団を出すとますます〝才川くんの実家！〟って匂いがするね」

「なんだそれ。どんな匂いだ」

「どんな……うーん……。優しい感じの……？」

「思ったことない」

「そうかなぁ。実家の匂いってだけで安心しない？」

　私がシーツ掛けをしている間に、才川くんが押し入れの中から掛布団を出してくれる。二人分の掛布団を床に積み、伸びをする。

「んー……安心……。どうだろ。結婚前も一人暮らしだったし、家を出てからはだいぶ経つからな……」

「そっか……お義母さんとはたくさん話せた？」

　問いかけると一瞬だけ不自然な間が生まれた。なんだろうと思って才川くんのほうを見ると、立ったまま私のことをじっと見下ろしている。彼は何か言いたそうにして、でも結局何も言わずに布団の準備に戻った。

　シーツを掛け終わった敷布団の上に掛布団を敷きながら、少し遅れて返事をする。

「結構話した」

「そう」

　もう少し深く訊いてみようか迷ったものの、やめておく。親子のことに踏み込むのも野暮な気がした。

「電気消すぞ」

「うん」

　彼が照明器具から伸びる紐ひもを数回引っ張ると、豆電球まですべて消えて真っ暗になる。続いて、隣から布団の中にごそごそと潜り込む音がして、しばらくすると才川くんの穏やかな呼吸が聞こえてくる。本当に静かな夜だ。

　せっかくだから少し何か話したいような気がしたけど、彼がすぐにでも寝そうな気配だったので黙っていた。私も目を閉じて、眠りに入るために大きく息を吸って、ゆっくり胸を上下させる。

　そのまましばらく時間が過ぎて、もう間もなく夢の中……という段階になって、隣から声をかけられた。

「みつき」

「……なに？」

　かろうじて、私は呼びかけに応えた。声をかけられるのがあと数秒遅かったら、私はもう眠ってしまっていたと思う。慌てて意識を覚醒させる。才川くんのほうを見るけど、真っ暗で姿は見えない。すぐ隣にいるはずなんだけど。

　彼は抑えた声で言った。

「……昼間に、お袋が言ってたことなんだけど」

　顔は見えないけど、彼が言いにくそうにしているのは伝わってきた。

　なるべく優しい声を出す。

「うん。どれのこと？」

「やたら遠回しに孫のこと言われただろ。……気にしてる？」

　ぐっと抑えられた声から、彼の気遣いや申し訳なさが滲にじみ出ている。暗闇の中でじっと目を凝らすと、その表情まで読み取れそうな気がした。

　さっき詩織ちゃんに言われたことを思い出す。

「才川くん……お義母さんに私のこと〝焦らせないで〟って言ってくれたんだよね」

　暗闇の中で彼の目が驚いて丸くなる気配。

「聞いてた？」

「ううん。詩織ちゃんから聞いただけで、直接は」

「あいつ……」

　段々目が暗闇に慣れてきて、気配だけじゃなく実際に彼の表情が見えるようになっていく。思った通り、今はバツが悪そうに顔をしかめていた。詩織ちゃんが聞いていたとも、それを彼女が私に伝えていたとも知らなかったみたいだ。

　私は彼の質問に短く答える。

「気にしてないよ」

　才川くんはじっと私の目を見つめてきて、そこに嘘がないかを確かめてくる。距離があるせいで読みきれなかったのか、布団を被ったままギリギリまで近づいてきて……。

「……本当に？」

「うん」

　近づいてきてくれて嬉しい私は、そのことがバレないように小さく頷いた。

　間近にやってきた才川くんの顔は、わかりづらいけどまだ少し不安げだ。お義母さんが私を傷付けてしまったんじゃないかと恐れている。

　それと……詩織ちゃんが教えてくれたもう一つのことも、たぶんまだ気にしている。




〝子どもに関しては俺がずっと待たせてたんだ〟




　彼は、今私たちの間に子どもがいないことに対してそんな負い目を感じているらしい。

　確かに最近まで私が〝子どもが欲しい〟と思っていても、彼の一存でゴムを着けられ、避妊した状態でセックスをしていた。それは私が〝待たされていた〟ことになる？




　──そうじゃない、と思う。




「〝ずっと待たされてた〟なんて私、思ってないよ」

「それは……嘘だろ」

　嘘にされてしまった。これは、もっと丁寧に説明しなくちゃ伝わらない。

　彼のこんな負い目は、今ここでなくしてあげたい。

「嘘じゃない。だって私、〝子どもが欲しい〟と思ったのって最近のことだし」

「え？　……最近？」

　向かい合わせに寝転がったまま、彼は不思議そうな顔をした。不安が垣間見える顔を見ていると愛しさがこみ上げてきて、髪を撫でつけたいのをぐっと我慢する。

「うん、この一年くらい。それまではあんまり欲しいとは思ってなかった。仕事が楽しいし、才川くんと二人でいる時間がいっぱいあるほうがいいやって」

　私の説明に対して、才川くんはしばらく黙って頭の中で咀嚼していた。

　そして口を開くと。

「……今は二人でいる時間より、子どもが欲しい？」

　──そこ気にしちゃう？

　いつになく素直な反応に驚く。いつもはそんな女々しいこと言わないのに。実家だから？　少し寂しそうな顔に愛しさが込み上げてきて、抱きしめてしまいたかった。

　丁寧に。丁寧に。少しの誤解も生まないようにじっくりと言葉を連ねる。

「〝二人でいる時間がどうでもよくなった〟って意味じゃないよ。それも大事。家で二人で過ごす時間も、こうやってちょっと真面目な話をする時間も……すごく大事で、ずっと持ってたいなって思うよ」

　隣の布団に手を伸ばす。掛布団の中を探って、見つけ出した大きな手を握る。きちんと布団の中に仕舞ってあったから、彼の手はものすごく温かかった。才川くんはなぜか少し緊張しているようで、〝ピクッ〟と指先を動かす。その指ごと優しく握る。

　私が子どもを欲しいと思うようになったきっかけを、そういえばまだ話していなかった。

「前に、育休中のもっちーが会社に子ども連れてきてくれたことがあったでしょ？」

「ああ……一年くらい前か」

「うん、それくらい。めちゃくちゃ可愛かったよねぇ、ぷくぷくしてて……」

　思い出してもニヤけてしまう。普段子どもが足を踏み入れることのないオフィスに赤ちゃんがやってくると、同僚たちは一気に和やかな空気を放ち始める。近付いてはこないけど、遠くから覗いて微笑ましそうにしている人。赤ちゃんのほっぺたに触り、デレデレになっている人。

　同僚たちが普段見せないような一面も見られるから、女性社員が赤ちゃんを連れてきてくれるのは嬉しかった。

　そして違う一面を見せてくれたのは、私の夫も例外じゃない。

「才川くんも、もっちーの子ども抱っこしてた」

「あいつ、義理堅く同期の席は全部まわってくれたしな」

「もうほんと可愛かった……」

「うん」

「赤ちゃんもだけど、その子を自分の膝の上に乗せて、パソコンのキーボード触らせて遊んでる才川くんが可愛すぎて……」

「……は？」

　なんでムービーを撮っておかなかったのかと、後で死ぬほど後悔するくらい可愛かった。「代わりに仕事してくれんの？」なんて冗談を言いながら、小さな体を支えて、子どもの好きにさせている。そんなレアショットを、一年経った今でも鮮明に覚えている。

　きっとその時だ。私が〝才川くんと自分の子ども〟を意識し始めたのは。

「単純だけど……それですごく憧れを持っちゃって。才川くんがあやしてた赤ちゃんが我が子だったら、それってもう、たまらないなって」

「たまらないって、お前……」

　呆れた顔だって気にならない。自分が想像したものは間違いなく素敵なことだと自信があるから。

　彼の強張っていた指は、いつの間にか力が抜けて柔らかくなっていた。その指の間を握って笑いかける。

「その日から、すごく赤ちゃんが欲しかったんだー」

　避妊されていたのは釈然としなかったけど、その程度の話なのだ。彼が〝待たせてしまった〟と気に病むほどのことじゃない。逆に、彼が〝私が欲しがっているから仕方なく〟じゃなくて、「子ども欲しいんだけど」と自分から言ってくれたことが嬉しかった。

　きゅっと、才川くんが私の指の間を握り返してくる。さっきから疑り深く私の顔を覗き込んできていた彼だけど、気まずさや緊張は解けている様子。

　旅の終わりにこういう会話ができてよかった……。

　私が満足していると、隣で才川くんが動いた。

「……え？」

　布団から出てきたので〝トイレにでも行くのかな？〟と思っていたら、そうではなくて。才川くんは自分の布団から私の布団に移ってきて、ゴソゴソと潜り込んでくる。

「えっ……えっ！」

　私が被っていた掛布団は膨れ上がり、体の上を彼の体重と体温が移動する。動揺した私が動けないでいると、才川くんが〝すぽっ〟と頭を出した。じっと見つめられる。いつも通りの涼しい表情。でも、何か思惑を持っている表情……。

　びっくりしながら、私は彼の下でピンと体をまっすぐにする。

「な……なに……？」

　才川くんの実家でこんな体勢は危ない。万が一にもご家族に見られるようなことがあったら……。

　ドキドキしつつ、早くどいてほしい気持ちが急いて口が空回る。

「あの、ちょっと、どいっ……」

「今からつくろっか、子ども」

　目が点になる。

（今から？　…………今から!?）

　びっくりしすぎて、悲鳴をあげそうになった。

「えっ……う、えぇっ……」

　才川くんは自分の体重を手のひらで支えていた姿勢から、腕を折り畳んで私の顔の左右に肘を突く。微笑みかけてきた彼の表情は明らかに、焦っている私のことを面白がっていた。でも、わかる。彼は本気だ。本気の目をしている。

「ちょうど排卵期に入ったくらいじゃない？」

　……今日当てる気だ！

「かっ……帰ってから！」

「家に帰ってから？　……無理。待てない」

「ふぅっ……♡」

　才川くんは待てないことを体で示すように、寝間着越しに股間部分を押し付けてきた。〝グリッ〟と硬い感触を脚の付け根に感じて、彼の欲望の大きさを思い知る。〝冗談〟と引っ込めてもらうのは、もう難しそうな。

　それでもここでシてしまうのは、まずい！

「ダメだってばっ……」

　キスしようと近付いてきた唇を、バッ！　と手のひらでブロックする。一度キスしてしまったらもう終わりだ。絶対に流されてしまう。息継ぎできないほどのキスに溺れて、ぼーっとしている間に彼に食べられてしまうに違いない。

「ふが……」

　私の手は才川くんの口を塞いでいた。

「ダメ！　お義母さんも詩織ちゃんもいるのにっ……」

　もうみんな眠っている時間とはいえ、起こしてしまわないとも限らない。この部屋がみんなの寝室から少し離れているといっても、これだけ静かな夜だ。小さな物音や声も届いてしまうかもしれない。

　冷静に考えれば考えるほど、ここでの子作りはない。

　どうやって才川くんに折れてもらおうかと考えていると──〝べろっ〟と手のひらを舐められた。

「ひぁっ……」

　とっさに、ブロックしていた手を引っ込めてしまう。

「あ……」

　やばい。

「んんッ……」

　彼は目敏く一瞬の隙を突いて、私にキスをした。上から押さえつけるように。

「んっ！　ふっ！　んぅっ……」

　歯磨きをした後の味がして、あっという間に口の中を蹂躙される。舌を吸われ、口こう蓋がいを舐められて全身の力が抜ける。もがこうとした手も、すぐに指を絡め取られて頭の上に縫い止められる。

　万歳させられて身動きが取れない。唇が離れると吐息は熱くなっていて、才川くんは一瞬だけ私の目前で休むと、すぐ首筋に唇を移してきた。

「あ……」

　──気持ちいい。

　いつもより興奮しているらしい彼は少しだけ乱暴だった。私を布団の上に押さえつけて動けなくして、食べるように首筋を貪むさぼってくる。

　まるで襲われているかのようなシチュエーションに、自分の気持ちも高揚していくのがわかった。「ダメっ」「嫌っ」と言葉にするたび、心臓が痛いほど鼓動を鳴らす。あまり声を出してはいけないという状況にも、興奮してしまう。

　それでも最後までしてしまうのは……。

　ほんの少しだけ残った理性を振り絞って、私は自分の上にある彼の体を抱きしめ、背中をさすった。

「才川くん……ここまでにしとこう？　実家ではさすがに……」

「ん……ゆっくり突くからっ……」

　ゾクゾクッ！　と快感が走って、抱きしめる力を思わず強くする。食い下がってくる切羽詰まった感じの声が珍しくて、お腹の底に響いて。押しつけられたままの彼自身と、〝ゆっくり突く〟という言葉から、想像してしまった。ゆっくり彼が侵入してきて、ゆっくり引き抜かれる感覚を。……そんなの絶対に気持ちいい。

　一度想像してしまったせいで、私の頭の中はそればかり。

「はっ、ふっ……♡」

　逞たくましい体にぎゅぅっと抱き着いて、私も首筋に顔を埋める。くしゃっと頭を掻き抱き、もう片方の手では背中を抱いて、静かに昂たかぶっている野獣をこの腕の中に。

　才川くんが雰囲気を壊さない程度に低く小さな声で「腰浮かせて」と言うので、私の腰はその声に吊り上げられた。必然的に下半身を彼に擦り付ける形になり、膨張した彼の硬さをよりしっかり感じてしまう。

「っ……なんか、いつもよりっ……」

「それ以上言ったら泣き叫ぶくらい激しくする」

「やっ……」

　それは困る。

　大人しく彼の体にしがみついている間に、パジャマのズボンは下ろされ、それと一緒にショーツも脱がされた。このままじゃ、布団を汚してしまう……。

　そう不安に思ったことが伝わったのか、それとも既にしとどに濡れていることに気付いたのか。才川くんは私の体を片腕で抱きかかえながら、枕元にある旅行鞄に手を伸ばした。

　ジッパーを開けて、中をごそごそと探っている。

「……何してるの？」

　私の真上では、まだシャツを着ている才川くんの胸から腕の付け根がゆらゆらしていた。ほどなくして目当ての物を引き当てたようで、彼は元の姿勢に戻って私の上を陣取る。

　彼の手には家から持ってきたタオルが握られていた。

「布団汚すかもしれないから、腰の下に敷かせて」

　才川くんの腕からそっと下ろされると、お尻の部分に布団とは違う肌触りを感じた。確かにこれなら布団を汚さずに済む。心配がない反面、〝それくらいしっかり今から抱かれるんだな〟と思うと無性に照れた。

　才川くんは自分もズボンと下着を下ろして、そっと先端を私に宛がう。

「……まだ早いか」

「えっ」

「もう少し濡らしたほうがいいかも。ボタン、はずして」

　不服な顔をして見せてみたけど、目で〝早く〟と促されて、負ける。彼の実家で、もう一枚たりとも脱ぎたくないと思っていたのに、上まで脱がされてしまった。しかも自分の手で。

　私が自分のパジャマのボタンをはずして乳房を晒すと、才川くんは吸い寄せられるように赤い尖りにキスをした。

「ん……♡」

「乳首、勃たってる」

　彼は機嫌よさそうに小さく笑うと、少しずつ赤い実を口の中に含み、〝ちゅくちゅく〟と舌で嬲った。私は極力声を出さないように手の甲を自分の口に当てて、どこにも行き場のない快感を体の内側に溜めていく。才川くんはもう片方の胸も吸うと、乳房の下側の丸みに唇を添え、そのままお臍まで〝つつ……〟と下る。

「ふ、うぅっ……！」

　快感を溜め込んだ腰が跳ねる。ビクッと突き出す様子が面白かったのか、彼はまた笑った。

「できあがるのが早くない？　さっきまで〝ここまでにしとこう〟って言ってたのに」

「それはっ……才川くんが」

「うん。……裸でしたいんだけど、いい？」

「……才川くんも全部脱ぐ？」

「脱ぐよ。全裸でくっつきたい……」

　普段なら絶対に言わないことを、ここぞとばかりに口にする。それも極上の甘い声で。

〝くっつきたい〟なんてねだられたら、私が「嫌」と言えるはずがないのに。

　私の上で膝立ちになった才川くんが、自分のシャツの裾を掴んで一気に脱ぐ。露わになる腹筋。胸筋。しなやかな鎖骨。彼はシャツから首を抜くと、乱れた髪を鬱うっ陶とうしそうにして首をふるふると振った。

　その姿に胸をときめかせながら、私は中途半端に脱げていたパジャマから腕を抜く。

　才川くんが屈んで近付いてくる。私は受け入れようと両腕を伸ばす。彼はキスをしながら、私の頭を抱き込んだ。

「ん……」

　ゆっくりと素肌が重なる。最初に胸の先が触れてチリチリと刺激が走り、その後には胸の膨らみが。遅れてお腹同士が触れ合って、熱い体温を分け合っていく。人肌に独特の生温かさと肌触りにうっとりとして、それが他ならない夫のものであることに安心する。

　ほっと息をつきながら、幸せを実感する瞬間。

　キスの最中に薄く目を開けると、才川くんも私のことを見ていた。お互いの表情を盗み見ようとしていたバツの悪さに面白くなってしまって、〝ふふっ〟と小さく笑い合った。幸せなキスを繰り返す。

　唇を離して、もう一度〝ちゅっ〟と触れるだけのキスをしてから、才川くんは低く囁いた。

「……挿は入いっていい？」

　さっきからお腹や太腿を擦っていた陰茎の切っ先が、今はまた私の蜜口にぴとりと添えられている。彼が腰を揺するたびにぬるぬると秘部を擦るので、私は気持ちいい反面、早くナカにきてほしくて焦れた。自分でも驚くほどの甘えた声で「いいよ」と答える。

　私は腰の位置を調整するように動きながら、体にぐっと力を入れ、覚悟する。挿そう入にゅうの瞬間に声をあげてしまわないように。

　だけどあまり自信がなかったので。

「才川くん……」

「ん？」

「もう一枚、タオル……。噛んでないと声出るかも」

「だめ」

　あっさりと却下された。ほんとに、声でバレてしまったらどうするつもりなんだろう……。

　才川くんは〝しー〟と黙るようにジェスチャーしながら、その指をぴとっと私の唇に押し当てた。──なにその仕草。かわいい。

　私がうっかりときめいていると、彼はそのまま腰を下ろしてきた。

「っ、んっ……」

〝にゅぷぷっ……〟と空気を含んで呑み込んでいくのを感じて、長い人差し指で封をされた口が声を出しそうに歪む。才川くんはほとんど音を発さずに「我慢」と言った。そう言う彼も、気持ちよさに耐えるように眉間に皺しわをつくっていた。

　膣壁をゆっくりゆっくり擦られながら、お腹の中を圧迫していく圧倒的な質量。明らかにいつもより大きくなっているソレを呑み込もうと、自分のナカが収縮を繰り返すのがわかる。

「はっ……は、ぁっ…………ふーッ……」

　じっくり、じっくり。少しずつ。

　気を抜くと耐えかねて、一気に最奥まで突き挿れてしまいそうな快感の中、慎重に腰を押し進めていく。奥にいくほど狭くなっているナカを優しく押し拓ひらかれ、爪先にぎゅっと力を込めた。

「んんっ……♡」

「……こら。もうちょっと我慢して」

　声が漏れていることを注意されているのかと思った。でもそうじゃなかった。いつの間にか私は彼の腰に脚を絡め、自分から深く繋がろうと迎え腰をしていたようで。

「っ……ごめっ……」

　それに気付いたときは恥ずかしくて、顔が熱くて仕方がなかった。

　今すぐ一番奥を突いてほしい。でもそれをされたら、絶対に声が我慢できない。

　才川くんは息遣いだけで笑って、私の耳の中に囁いた。

「無意識？　ん……大胆だな。旦那の実家で」

「もうっ……っ、あ、はッ……！」

〝くんっ！〟と最後は一気に押し込まれた。入っちゃいけないところに入った気がして、声をあげるより前に息が詰まる。ドクドク脈打つのをダイレクトに感じて、それとは別に才川くんの心音も近くに感じていて、混乱する。どこもかしこも彼を感じている。

「子宮に届いた。このまま……ゆっくり擦り続けようか。挿れるのと同じくらい時間をかけて、引き抜いて……」

「や、あ、っん…………♡」

　それはダメ。

　じっくり挿入されたあの時間の長さを思うと、気が狂いそうになる。彼が少し引き抜こうと腰を引いただけで、出っ張りに引っ掛かった内壁が持っていかれる。みっちりと彼に絡みついていた肉が移動し、掻き混ぜられると、その動きの緩慢さに焦れて発狂してしまいそうだ。

　ぎゅっと彼の首に抱き着いて、〝ダメ、ダメ〟と首元に額を左右に擦りつけて伝えた。

「抜かないほうがいいの？」

「抜いちゃダメっ……」

「そっか……なら、そうだな……奥に入れたまま細かく突く？」

「ひうッ……！」

　言うなり彼が実践したので、布団の上でのけ反った。さっき一度奥に触れた亀頭が、〝どちゅっ〟〝ぶちゅっ〟とぶつかってくる。ストロークは短いのに確かにぶつかる感じがして、その衝撃欲しさに私はいっそう脚を開いた。もっと奥を開くように。彼が、もっとナカまで入ってこられるように。

「あっ、うっ……ふっ、んんっ！」

　声が我慢できない。さっきから不断で腰を打ち付けてくる才川くんは、本気で私を妊娠させるつもりでいる。そう思うと頭の奥が痺しびれて、多幸感でどうにかなってしまいそうだった。

　いつの間にか彼は私の腰の左右真横に両手を突いて、少しずつ腰の動きを速めていく。

「まっ……待っ、て……そんなにしたらっ……もう、声っ……」

「はぁ……みつきっ。みつきっ……！」

　彼は興奮していたけど、その声はしっかり抑えられていた。静かな夜の空気の中、彼の腰の動きに合わせて衣擦れの音と、「ふッ」「ふッ」という間隔の短い吐息が聞こえる。それから濡れそぼったナカが何度も犯される水音。

　ほのかに才川くんの汗の匂いがして、頭がぼーっとした。次第に彼の顎から汗が垂れてきて、私の顔の上に降ってきた。

　静かに激しく抱かれているんだと、不思議な気持ちになる。

「っ、は…………みつき？」

　何も言わない私を不思議に思ったのか、才川くんが頬を上気させながら見つめてくる。

　私はもう胸がいっぱいで苦しくて、泣きそうになっていた。何を言っても足りない気がして、いっそのこと黙っていたいと思うほど。

　だけど不安にさせたくないので、思っていることのほんの一部だけ言葉にする。




「才川くん…………いっぱい出して」




　興奮を煽あおりたいわけでもなく、もちろん、早く終わらせたいわけでもない。

　ただ彼とより深く結びつきたいと思った時に、やっぱり子どもが欲しいと思ったし、そう思うといっぱいナカに注いでほしかった。

　たった一言ですべてが伝わったとは思わない。けれど才川くんは目を細めながら一度頷いて、また身を屈めて私にキスをした。

「んっ……ふっ……さいかわ、くっ……」

「ぷはっ…………はっ……んっ！　んっ！　んっ……！」

「あぁんっ……♡」

　一突きごとに深く、長く奥へと押し付けられる。お互いに絶頂が近いことがなんとなくわかって、間もなく射精されると思うと感度はどんどん上がっていった。

　我慢しきれない声が漏れ出ていく。

「あッ……も、キちゃうっ、才川くん……キちゃっ……！」

　声を小さくしようとするほど、甲高い声が出る。それは才川くんの興奮を誘ってしまうようで、今度は才川くんも声を抑えきれていなかった。

「はっ、あぁっ……んッ……！　俺もっ……俺もイくっ……！」

「はぁぁぁっ」

　達する瞬間、才川くんが〝グググッ！〟と一番深く腰を押し付けた。同時に〝びゅるるるっ！〟とナカで白濁が弾け、奥のそのまた奥へと流し込まれていく。

「あッ……あうっ……♡」

　吐き出される感覚すらも気持ちよくて、私がピクピク体を震わせながら感じていると、才川くんは荒くなった息を吐き出しながら私の耳に口付けた。

「ん……はぁっ、はぁー……っ……みつき。まだ………」

　彼の申告通り、お腹の中にまだトクトクと注がれている感じがする。

　体力をだいぶ消耗したはずなのに、才川くんはなおも奥へ奥へと注ごうと、腰を押し付けてくる。

「奥でしっかり、俺のやつ味わって……」

「うん……」

　射精が治まった後も、才川くんはしばらく私のナカにいて、体重をかけないようにしながらずっと瞼や頬や唇にキスをしてくれていた。私のナカから抜き去った後も、ナカから零れないように私を寝かせたまま隣に横になり、ずっとお腹を擦りながら話をしてくれていた。

「終わったら眠くならない……？」

「眠い」

「だよね。目が半分開いてないもん……」

　眠いけど寝まいとしている顔が可愛くてつい笑ってしまう。才川くんは険しい顔で頑張って目を開きながら言った。

「朝起きてまだ二人とも全裸は、まずいだろ……」

「……たしかに」

「ちょっと落ち着いたら、体拭いて服着よう」

「もう今着ちゃわない？」

「ダメ。ちょっとじっとしてて」

「……はい」

　ほんとに妊娠させる気なんだなとドキドキしつつ、一人寝てしまわないで待っててくれるのが嬉しかった。なんとなく、才川くんとはうまく子どもを育てていけるような気がした。

　しばらく経って、私たちは旅行鞄の中からもう一枚タオルを取り出し、体を拭いた。腰の下に敷いていたタオルのお陰であからさまな染みをつくることはなかったけど、布団は互いの汗でぼとぼとに濡れている。私が〝どうしようどうしよう〟と焦っていたら、才川くんはぼそっと「大丈夫だろ」と言った。

「なんで大丈夫……？」

「察してくれるって。自分が〝まだなの？〟って急かしてきたくらいだし」

「察してもらっちゃダメでしょ……！」

「嘘。汗は乾くから大丈夫」




　翌朝。才川家の居間には、不自然に家の布団の洗濯を申し出る私の姿があった。

「寝汗が凄かったので……！」

「いいのよそんなの気にしなくて。それより、そんなに暑かった？　ごめんなさいね。エアコンの調子が悪かったかしら……」

「そんなことはないんです……！」

　エアコンで追いつかないくらい汗をかいてしまったのは自分たちのせいだ。というか、才川くんのせいだ！　当の彼は素知らぬ顔で帰宅の準備を進めている。

　結局洗濯をさせてもらうことは叶わず、私が罪悪感に駆られていると、お義母さんが〝ひそっ……〟と声をひそめた。

「それから……お夕飯のときのことも、ごめんなさい。プレッシャーをかけるようなことを言ってしまって」

「あっ、いえ。それは本当に気にしないでください」

「自分だって経験してたのに、ダメね。時間が経つと忘れちゃって。私も詩織が生まれるまでは親戚から〝二人目はまだか〟って散々急かされて、うんざりしてたくせに」

「そんなことが……」

「でもその時にね……主人が、〝千容を焦らすことは言わないでくれ〟ってきっぱり言ってくれたのよ。ほんとに親子って、似るものなのね」

　そう言ってころころ笑うお義母さんは、なんだかとっても可愛かった。お義父さんに今でも恋をしていて、少女のように笑うことができる。才川くんの実家にはやっぱり悪い人がいない。

　そんなに才川くんに似ているお義父さんなら、一度は会ってみたかったなぁ……なんて思っていたら。お義母さんの話はまだ終わっていなかった。

「あとね、みつきさん。ずっと前から思っていたんだけど……一つだけお願いごと、いいかしら」

「え？　はい」

　なんだろう……？　〝ずっと前から思っていた〟と言われると緊張した。何をお願いされるんだろう。

　才川くんは手際よく荷物をまとめ、既に玄関にまで運び出し終わっている。私とお義母さんは並んで歩いて、小声でひそひそと会話しながら玄関へ。

「ここでは私も詩織も〝才川〟なの」

「……あ」

　何を言われるのかわかった。〝しまった〟と思った気持ちが顔に出る。

「だから、あの子のことは〝千秋〟って呼んであげてくれる？」

「……すみません……」

　会社で長らく他人のフリを続けていたこともあって、私は彼のことを外でも家でも〝才川くん〟と呼んでいる。二回目のプロポーズの後に一回〝千秋〟と呼んだきりで、最近は名前で呼ぶ練習をさぼっていた。

　先に玄関で靴を履いていた才川くんにも私たちの会話は聞こえていたらしく、顔は不自然にそむけられ、居心地の悪そうな表情。あれは、彼自身も〝名前で呼んでほしい〟と思っている顔だ。

　善処しよう……と思っていると、お義母さんが私の肩を叩いた。

「謝ることじゃないわ。でも、ね……みつきさんも〝才川〟で、私たちは家族なわけだから」

　……胸がくすぐったい。私は「はい」と返事をしながらはにかんだ。




　家までの帰り道で私が彼のことを名前で呼べたかどうかは、ご想像にお任せ。








四章　新入社員の立ち聞き









「休暇中はご迷惑をおかけしました」




　そう言いながら、才川さんがお土産のお菓子を営業二課のデスクに配り歩いている。ぼちぼちと社員が出社してくる朝のオフィス。一週間ぶりに出社している才川さんを見つけると、みんなそれぞれ声をかけていた。

「おー、お帰り才川」

「向こうは天気よかったのか？」

　そんな声が方々から行き交う。新婚旅行から帰ってきた二人の出社によって、オフィスは少し賑やかだ。

　一方の花村さんは別のフロアにお土産を配りに行ったようで姿が見えない。役割分担がきっちりできているあたり、早くも夫婦らしい。……そりゃそうか。息ぴったりの才川夫妻だもんなぁ。

　新人の私は順番的に最後になるので、お土産はまだ受け取っていない。才川さんともまだしゃべっていない。

　自分のデスクでぼーっと彼の様子を見ていた。調査とかではなく、もちろん恋愛感情とかでもなく。ただただ後学のために。長期休暇をとった後ってこうするもんなんだな。お土産を配って、不在中の出来事を聞いて……なるほど。気持ちよく休むために大事なことかもしれない。

　眺めているとなかなか大変そうだと思った。部署内だけならまだしも、花村さんと分担しているということは、普段関わりのある人には全員に配っているのだろう。ただ配るだけならいいとして。もちろん、彼の場合はお土産を渡すだけで済むはずがなく、才川さんはお土産を渡す先々で絡まれ、そのたびに足を止めていた。

　たとえばこんな絡まれ方。

「旅行先は温泉地だったんだって？　なんかやらしー」

　駒田さんなんかは筆頭で、冷やかすように笑っている。

　しかしそれに動じる才川さんではない。冷やかされている当の本人だとは思えないほど爽やかな笑顔で、こう答えた。

「堪能しました！」

　何をですか。

　同じことを思い浮かべたらしい駒田さんが、声に出して問いかける。

「堪能したって何をだよ。温泉を？　新妻を？」

「野暮なこと訊かないでくださいよ、駒田さん」

　それもう〝新妻を〟って言ってるようなもの……。

　会話を聞いてしまった私は駒田さんと同じように渋い顔になりながら、自分の作業に戻った。

　そしてついに、私の番が回ってくる。

「はい、野波さんも」

「ありがとうございます」

　受け取ったものを見てみると、温泉饅頭だった。美味しそう。これは今日のおやつにしよう。

「俺がいない間、結構代わりに電話取ってくれたりしたんじゃない？」

「ちょっとだけです」

　電話自体は本当に多くなかった。やっぱりだいたいの仕事相手には事前に連絡を入れてくれていたようで、一週間の休暇に戸惑っていたのはごく一部の人だけだ。

　ごく一部でも結構困ったのだけど、休み明けで心なしかツヤツヤしている才川さんを見ていると文句を言いたい気持ちは消えた。新婚旅行はよっぽど楽しかったらしい。

　才川さん、浴衣似合いそうだな。花村さんと二人で浴衣を着て街歩きとか、したんだろうか。普通に羨ましい。私もそんな温泉デートをしてみたい……。

「才川さんたちが行った草津温泉って、湯畑が有名なところですよね」

「うん、すごかったよ。夜はライトアップされてて幻想的な感じでさ。写真もたくさん撮った」

「見たいです！」

「ああ。ちょっと待って」

　言ってから、〝ここで足を止めさせちゃ悪いかも？〟と思ったけど、才川さんは嫌な顔をせずポケットの中からスマホを取り出した。お土産のお菓子が入った箱を片手に持ち、もう片方の手でスマホをいじる。私は自分の席から立ち上がって、そのスマホを覗き込む。

　その時に。

「…………あ」

　パパッと才川さんが、素早い動作で一枚の写真をスルーした。

　……今の写真、浴衣姿で眠る花村さんの寝顔だったような……。しかもちょっと前がはだけてる、際どい感じの……。

「事故事故」

　才川さんは軽くそう言って、何事もなかったように温泉街の写真を見せてくれる。

「ほら。周りの建物もレトロで……」

「わーすごーい」

　私はつい棒読みになってしまった。

　才川さんもさすがにあの写真を見せるつもりはなかったようで、スマホをしまいながら小さく「ごめん」と言った。ご馳走様です……。




　花村さんが下のフロアから戻ってきて、二人がお土産を配り終える頃。オフィスはすっかり仕事モードに入っていた。営業エリアでは内線・外線が忙しなく鳴って、近くにある打ち合わせスペースでは営業と制作スタッフが議論をしていて。才川さんと花村さんは恐ろしいほどの順応力で、一週間のブランクを感じさせることなく通常業務に戻っていた。才川さんは得意先との電話で爽やかに笑いながらＣＭ撮影の予定を詰め、花村さんは請求書の発行依頼書を作っている。

　そんな二人の様子をちらっと視界の端で確認しながら、私も私の仕事をしつつ電話に代理で出ていたりすると、午前中の時間はあっという間に過ぎていった。

　そして、間もなくお昼休憩に入ろうという時間。どこかで会議をしていたらしい局長が営業フロアに戻ってくる。手帳や書類を脇に抱えたままきょろきょろと一帯を見回し、やがて目を止める。

　局長はまっすぐ才川さんのほうを向いて、手招きした。

「才川、ちょっと」

「はい」

　……なんだろう？

　ちょうど得意先との電話を終えたところだった才川さんは席から立ち上がり、局長が入っていった応接室へと続いて入っていった。立ち話では済ませられないようなこと。そしてわざわざ応接室に入ったということは、何かしら秘密があるということ。──別に興味をそそるような話ではないかもしれない。得意先の話とかだったら応接室ですることも珍しくないし。

　私は一瞬気になったくらいで、そこまでの好奇心は働かなかった。自分の目の前の作業に意識を戻して、早く報告書を完成させようと思った。──が。このタイミングでなんと、トイレに行きたくなってきた。

　女子トイレに行くには一度セキュリティロックのかかっている部屋の外に出なければいけない。そして出てすぐのところには、さっき局長と才川さんが入っていった応接室がある。

（今あっちに行ったら、聞き耳を立てに行くみたいで、なんか……）

　だけどトイレに行きたい。最悪、応接室に近い扉から出ずに、別の扉から出てもトイレには行くことができる。でも、まあまあ遠回りだ。立ち聞きしようという意図があるわけでもないのにわざわざ遠回りをするのは、それはそれでどうなの？　と一部の私が反対する。堂々としてなさい！　とやけに力強く励ましてくる。そうこうしているうちにどんどんトイレに行きたくなってくる。

　席を立ち、近くの扉から部屋の外に出た。意識していたのは私だけのようで、誰からも「盗み聞きか？」なんて声をかけられることもなかった。私は応接室を少し意識したものの、そこで足を止めることなく、トイレに向かう。

　──なのに、聞こえてきてしまった。これはもはや事故だ。

『──というわけで、結婚したばかりで悪いけど、才川』

『……はい』




『転勤ね』




（……ええぇぇぇぇぇっ!?）

　局長の言葉が耳に入った瞬間、思わず声を上げそうになって〝ばっ！〟と自分の口を塞いだ。才川さんが、転勤。…………転勤！

　びっくりしすぎて、さっきまで差し迫っていたはずの尿意はどこかに消え去った。結局私はここまでやってきて、トイレには行かずに聞き耳を立てただけ。




　花村さん…………事件です！








五章　才川夫妻の遠距離恋愛　～夫は衝撃を受けている！～









〝転勤ね〟




　その内示は新婚旅行から戻ってきて早々、出社してから数時間たらずで出された。

　局長から呼び出しを受けて、〝何か大事な用件なんだろうな〟と感じつつも、転勤だとはさすがに予想していなかった。完全に油断していた。

　でも言われてみれば、確かにそんなタイミングかもしれない。上の代の先輩たちの例を思い出してみても、結婚直後は転勤を言い渡される率が高い気がした。会社としては、〝そのタイミングなら転勤を言い渡しても辞めないだろう〟という見込みなのかもしれない。

　確かに、子どももこれからという今のタイミングで転職活動をするつもりはないし、業務内容に不満があるわけじゃないから、辞める気はないけれども……。

「……勤務地はどこですか？」

「北海道支社」

（北海道！）

　それも予想の斜め上で、目を剥いた。北海道支社なんて。存在は知っているが、新卒でこの会社に入って七年、一度も行ったことがない。

「元々北海道支社は、少数精鋭で業績がよかったんだ。ただここ半年くらいで優秀な中堅がぱらぱら他社に引き抜かれてしまってな……。それで、才川にお鉢が回ってきた」

「なるほど……」

　相槌を打ちつつも、納得はできずにいる。そこでなぜ俺なのか。

　尋ねたとして、不満が残らないようにおだてられて終わるだけだと思ったので訊かなかった。頭の中では別のことを考えていた。

（北海道……）

　そこで暮らす自分の姿がイメージできない。寒いのは苦手だ。あまり生きていける気がしない。けれど〝寒いの苦手なんで無理です〟なんて言えるはずもないので、俺は内示に従う前提で局長に尋ねる。

「期間は決まっているんですか？」

「それが、今はなんとも言えないんだよなぁ……。現状の比重は小さいとはいえ、北海道も単体でしっかり収益を上げておきたいエリアだ。少なくとも前年度並には業績を回復させて、若手もしっかり育てて……。才川の頑張り次第、って感じかなぁ」

「はぁ……」

　それはつまり、帰ってこれない可能性もあるということか。具体的な数値目標が設定されなかったあたりに不安を覚える。〝とりあえず一年〟とも言われなかったから、行ったら最後、そのままずっと赴任という可能性も……。

　みつきはなんて言うだろう。

　俺みたいに寒いところが苦手ではないはずだけど、今住んでる家のことは気に入ってると思う。職場だって、今の環境で機嫌よく働けていると思う。

　まずはあいつの意見も聞いてみないことには……と思いつつ、大事なことを局長に尋ねた。

「花村は連れていってもいいんでしょうか？」

「まあ、それは気になるところだよな。まだ新婚だし、何より才川だし……」

　社内でみつきを甘やかす俺のことを普段から見ているせいか、局長は若干呆れた様子だった。いや。新婚じゃなくても、俺じゃなくても気にするだろ、そこは。夫婦別居の可能性があるなら、確認するだろ。

　局長は〝ふぅ〟と息をついて、軽い口調で答えた。

「別に、人事も〝ダメ〟とは言わないだろ、さすがに。ただ本人がいない場所で決めるわけにはいかないから、花村本人から異動願いを出してもらうことになるかな」

「わかりました」

「夫婦でよく話し合ってくれ」

　局長からはそう言われて、応接室での面談は終わった。




　自分のデスクに戻ると、隣の席ではまだ転勤のことを何も知らないみつきが請求書と格闘していた。紙に出力したエクセル表に赤ペンでチェックを入れながら難しい顔をしているので、声をかける。

「どうした？　数字合わない？」

「うん。見積りよりもシステムの数字が若干多くて……いつもはそんなことないんだけど」

「ごめん、それたぶん休み中に追加で増えた分だ。受注メール転送する」

「あっ、そういうことかー！　よかった！」

　謎が解けてすっきりした様子のみつきは、晴れやかに笑って紙とペンを置き、パソコンに向き直る。俺はさっき局長から聞いたばかりの話を自分の中に留めつつ、彼女に声をかけた。

「家に帰ったら相談がある」

「……珍しいね？」

　きょとんとしているみつき。俺がこんな風に改まって〝相談がある〟なんて予告をすることはなかったから不思議そうにしている。やっぱり、転勤だとは微み塵じんも思っていないようだ。

　打ち明けた瞬間の彼女の驚く顔を想像すると、ちょっと楽しくもなってしまうが……現実問題、戸惑いのほうが大きかった。

　今まで暮らしたことがない土地で、みつきと二人で暮らしていく。どんな感じだろう？

　結婚当初からずっとあのマンションに住んでいるから、転勤はもしかしたら刺激になるかもしれないな、とも考えた。飽きっぽい彼女を飽きさせないための刺激。さすがにもう、〝策を練らなきゃ別れられるかも〟とは思わないけど。それでも。できるだけ彼女には、毎日ドキドキしていてほしい。いつまでも新鮮な気持ちを持ったまま、俺の傍にいてほしい。

　然るべきタイミングに、然るべき転機がやってきたんだろうか。そう思えば、突然決まってしまった転勤も悪くはない。

　──このとき俺の頭の中では、みつきとの生活が続くこと前提で話が進んでいた。当たり前のように、みつきは北海道に付いてきてくれるものだと思っていた。




　帰宅して、夕食の席に着く前。いつものように「お帰りなさい」と言って出迎えてくれたみつきにスーツのジャケットを預けながら、なるべくいつものトーンを心がけて言った。

「今日、午前中に局長に呼び出された」

「みたいだね。呼ばれてるからなんだろーとは思ってた。……あ。もしかして会社で〝相談がある〟って言ってたことと関係ある？」

「うん」

　いつも通りにサラッと言ってしまうはずが、いざ話すという段になるとなぜか緊張した。こういう、生活が変わりうる大きなニュースって、今まではなかったかもしれない。……そんなことないか。配置転換で同じ部署になったときだって大きなニュースだったな。あの時、俺はみつきが自分で知る瞬間まで黙っていることにしたけれど。

　俺と同じ部署になることを知ったときの、みつきの〝信じられない〟という顔を思い出すと、つい笑いそうになった。

「……才川くん？」

　みつきが俺の次の言葉を待っているので、気を取り直して口を開く。

「俺、転勤だって」

「…………えぇっ!?」

　一瞬黙り込んでから、すぐに単語の意味を理解したようで、彼女は俺のジャケットをぎゅっと握って驚いた顔になった。

「こら。そんな風に握ったらシワになる」

　あまりに思い切り握るから不安になって、彼女の手からジャケットを取り返そうとする。しかし本当に驚いたらしいみつきは手を離してくれず、戸惑った目でまっすぐ俺のことを見て問いかけてきた。

「いつ!?　どこに!?」

「一ヵ月後。北海道」

　転属を伴う異動の場合、うちの会社では一ヵ月前に内示を出さなければいけないことになっている。だから、だいたい一ヵ月後。一ヵ月後には、俺たちは北海道にいるということになる。やっぱり全然イメージが湧かなくて、内示を受けたこと自体夢だった気さえしてくる。

　みつきは言った。

「北海道かぁ……」

　想像した通り、その場所自体にはあまり抵抗がなさそうだった。

　みつきは少し何かを考えてから、パッと顔を上げて明るく笑う。

「北海道だったら、ご飯美味しいね！」

　……そこかよ。

　みつきの返答に脱力して、そして、屈託のない笑顔にほっとする。もしここで深刻な顔をされていたら、ちょっとつらかったかもしれない。内示を出されたのは俺なので、俺の都合でついてきてもらうのは正直気が重い。

　だけど、こんな風に笑ってくれる彼女とだったら、きっとどこに行っても楽しい。

　一ヵ月後から始まる新しい生活に、少し希望を持ち始めていると────信じられない一言が俺を襲った。




「行ってらっしゃい」




　再びみつきを見れば、とっても良い笑顔で可愛く微笑んでいた。俺は最初〝空耳か？〟と思って、自分の耳を疑って。でもやっぱり「行ってらっしゃい」と言われたような気がして。

「……え。お前は？」

　内心狼狽うろたえていることがバレないように、ゆっくり声を発した。するとみつきは目を丸くして、〝当然〟と言わんばかりに答える。

「私？　私はもちろん、残るよ。一ヵ月引き継ぎの猶予があるっていっても、さすがに二人同時に抜けたら困る人もいるだろうし……。旅行で一週間休むのとはワケが違うし」

「……あ、そう……」

　頭の中をぶたれたような感覚。この、俺に対して何の未練も執着もなさそうなみつきの物言い。それに対してショックを受けている自分。

（…………デジャヴ？）

　前にも同じようなことがなかったか？　……昔もそうだった。結婚を決めるきっかけになったのだって、みつきが「内定を辞退しようと思うの」と突拍子もないことを言い出したからだ。七年前の、俺のことなんてまったく気にも留めず「地方とか海外もアリかなって！」と無邪気に言っていたみつきのことを思いだして、げんなりする。

（そういえば、そういう女だったな……）

　──だけどそれも、これまでの結婚生活の中で随分変わったと思っていたのに。

　まだショックを受けている俺に、みつきは質問をしてくる。

「いつまでとかって、決まってるの？」

「いや……期限は特に言われなかった」

「そっか。じゃあしばらく離ればなれになるね……」

　そこでやっと少し寂しそうな顔をしてくれたけど、本当に〝少し〟だった。目を伏せ、浮かない顔で離ればなれの生活を想像している。彼女は彼女なりに寂しいつもりなんだろうけど、俺からすれば〝そんなもん？〟という感じだった。

　そんなもんなのか？

　七年も一緒に暮らしてきたのに、来月からは別々って。結構なことだと思うんだけど。というか、普通に、「私も行く」って言ってくれるもんだと思ってたんだけど。

「……そうだな。しばらく」

　俺は復唱するしかできなかった。

　七年前に味わった、どうしようもない焦燥感に駆られる。彼女が描く未来のビジョンの中で、俺はどれくらいの割合を占めているんだろう。みつきにとっての俺の重要度ってどれくらい？　逆にどれくらいなら、今ここで「私も行く」って言ってくれたんだ？

（……ダサ）

　自分の思考が、大学生のときからまったく進歩していないことに気付いて情けなくなった。七年の結婚生活の中で焦らして、切なくさせて、彼女の気持ちを手に入れた気でいたけど、実際は……今でもやっぱり、自分のほうがずっとみつきに対して執着している。

　そのことに気付かされて、打ちのめされた気分になる。避妊をせずに抱けるようになったって、指輪を嵌めさせたって、本質的なことは何も変わらないのかもしれない。

（……ん？）

　ふと、みつきの視線を感じたような気がしたが、俺が顔を上げるとみつきは〝ふいっ〟と顔を背けた。……なんだ？

　何か違和感があったけど、深く突っ込めないまま。俺が黙っているとみつきが口を開いた。

「でもまあ、あと一ヵ月あるもんね！」

　そう言って気持ちを切り替えて笑うので、俺はとっさに〝笑うな〟と思ってしまった。悲しい顔はなるべくさせたくないと思っている。でも、今はもっと寂しがってほしかった。

　幼稚な感情だとは思うけど。




　──釈然としないまま一ヵ月が過ぎてしまって。

　俺は本当に、一人だけで北海道に赴任することになった。

「忘れ物ない？」

「たぶん」

　玄関で部屋着のみつきに見送られる。今日は日曜日だ。正式な赴任日が明日なので、今日のうちから向こうに移り住む。住居は会社が手配してくれた。必要だと思われるものは先にすべて段ボールに入れて送ったので、俺の荷物は手に持つ鞄一つだけだった。

「もし何か忘れてたら送るから、言ってね」

「だいたい向こうでも買えるし」

「そっか」

　向こうに無いものといったらお前くらいだ。……なんてこと言うキャラでもないしなぁ。

　みつきはこの一ヵ月でだいぶ割り切ったのか、今は笑顔で送り出そうとしてくれている。その表情を見ると無性に腹が立って、頬を抓りたくなる。後ろ髪を引かれる思いと悔しさで、何を言えばいいのかわからなくなる。……いや、言っておきたいことはあるか。

「戸締り、気をつけて。夜はドアガードもちゃんとかけること」

「うん」

「会社からの帰りも。遅くなるなら駅からでもタクシー乗れよ」

「なんか過保護だね」

「笑いごとじゃなくて、真面目に」

　ころころ楽しそうに笑う彼女に強く言うと、みつきは微笑みながら頷いて「はい」と言った。意外としっかりしてるから大丈夫、という安心はあるものの、心配したっていいじゃないか。っていうか、するだろ。家に一人だなんて。今まではずっと一緒だったんだから。

　彼女が了承して、そこで会話が止まる。玄関で長々と立ち話をする意味もない。話題が尽きれば、俺はもう出発しないといけない。みつきはもう気が済んだんだろうか？

　何か、彼女のほうから話題を振ってくれないかなと、そんな淡い期待をいだいていると、みつきは小首を傾げて言った。

「……才川くん」

「ん？」

「キスしよっか」

　……その言い方はなかなか可愛くもあって、ドキッとしなかったわけではないのだが。

　なんだか気持ちを見透かされているような気がして。彼女優位な言葉に思えてきて。それでキスをしてしまうのは癪だったので、つまらない意地を張ってしまう。

「……その言い方じゃ無理」

「えぇっ……」

「やり直し」

　あくまでいつもの二人のスタンスを守りたい。ここでみつきに「じゃあいいですー」なんて言われようものなら後悔するのは絶対俺なのに、余計な駆け引きをしてしまう。馬鹿じゃないだろうか。

　自分に呆れながら待っていると、彼女は言う。少し照れ臭そうに。

「…………キスしたい、才川くん」

「……もう一声」

「えっ！　えぇっと……キス……して、くださっ……んんっ」

　最上級の言葉を探しているみつきに焦れて、結局最後まで聞かずにキスをしてしまった。ほんとは〝したい〟で充分だった。みつきが〝したい〟と思ってくれてるかが大事だった。

　玄関に立っている彼女の目線の高さに合わせて屈み、首の後ろに片手を差し込む。唇を舐める。〝ふるふるっ〟と彼女の顔が震える。俺が目を開けて確認すると、みつきはしっかり目を閉じていた。長い睫毛も細かく震えている。舌まで入れる？　……入れておくか。しばらくできないかもしれないし。

「んっ……は、んむぅっ……」

　ちゅくちゅくと舌を吸うと、思いのほかエロいキスになった。みつきが俺のポロシャツの胸を掴んで、ぎゅっと握って引き寄せてくる。その手は少し震えている気がした。

（あ、なんか…………やばい）

　このまま押し倒したくなってきた。

　キスを続けて、酸欠気味になってきたところで唇をつけながら床に座らせて、後頭部に手を添えながら体を後ろに倒せば────と、具体的な動作までシミュレーションしたけど、ダメだ。飛行機の時間に間に合わなくなる。

　仕方なく、渋々唇を離すと、二人の口の間に銀糸が引いた。みつきはとろんとした表情を見せて、くったりと俺の胸に寄りかかってきた。

「才川くん、ちょっと……やりすぎっ……」

　うるさい。そんな風に言われたら、もっとしたかった俺がバカみたいじゃないか。

　そんな情けないことは口が裂けても言えないので、短い言葉にした。

「じゃあな」

　こっそり、彼女のつむじに顔を埋めて大きく息を吸い込んだ。

　この落ち着く匂いとも、しばらくさよならだ。










　北国の朝は爽やかだ。東京では汗だくになって起きる季節だが、気持ちよくていつまでだって寝ていられる。

　日中だって東京より気温も湿度も低いお陰で、過ごしやすい。毎朝、俺は東京にいたとき以上に布団から出たくなくて、出社時間のギリギリまでベッドの中で粘っていた。

　北海道ここに朝食を作って起こしてくれる嫁はいない。布団の中に潜り込んできて、体温を分けてくれることもない。

　みつきがいないことばかり実感する生活の中で、短いメッセージだけは毎日スマホに届いていた。朝は、天気予報を見るタイミングなのか〝そっちは今日も涼しいんでしょう？〟と。

（……〝布団から出たくない〟……っと）

　布団から頭と手だけを出して、寝たままスマホでぽちぽちと返事を打つ。今までと変わらない素朴な文面。あともう一言、二言くらい言いたいことはある気がするが、長文はキャラじゃないのでぐっと堪こらえる。

　今朝はみつきも余裕があったのか、すぐに返事がくる。

〝頑張って！　勇気を出して布団から出て！〟

　そんな激励の後には、メラメラと燃える犬のスタンプ。〝ファイト！〟とこっちに向かって気合を入れてくる。……子ども扱いされている気がして萎えた。それにしてもこのスタンプ、絶妙にみつきっぽいな……。

　彼女からの返信に既読だけつけて返事は打たず、のそりとベッドから起き上がる。

　コーヒーだけ淹れて飲んでから行くか。

　朝はだいたい天気のことで短いやり取りをして、夜は一日のことを思い出すのか〝局の担当さんが才川くんいなくなって寂しいって言ってたよ〟とか、〝あの案件って誰に相談すればよかったんだっけ？〟とか、日中に起きたことや疑問を送ってくることが多かった。

　どうでもいいようなメッセージは届くのに、電話はなかなか鳴らない。

（だからといって、こっちからかけるのも……）

　仮にこちらから彼女に電話をするにしても、たいした話題がなかった。北海道支社に配属されて一週間。人には恵まれて、これといった事件もない。

　みつきに電話をかけるには、きっかけが足りない。




　──一つだけ、自分から連絡しようか迷う出来事があった。北海道に移って二週目のある日。担当する得意先もほぼほぼ決まり、挨拶回りも大詰めというところ。初めて訪問した菓子メーカーの広報宣伝部で、思いがけない相手と再会する。

「──あ」

　会議室に足を踏み入れた瞬間、部屋の中にいた女性が小さく声をあげた。何があったんだろうと思ってその人のことをじっと見る。黒髪のショートカットを耳にかけていて利発そうな女性だ。歳は俺と変わらず三十歳くらいだろうか。どこか懐かしい雰囲気を持った和風美人は、目を丸くして俺のことを見ていた。

　なんでこっちを見てるんだ？

（……ああ）

　彼女の反応を見て、俺も相手のことを思い出した。まさかここで会うとは。

「お世話になります。営業の才川です」

　驚きはしたものの、お互いに同僚がいる手前、一旦は初対面のように名刺交換をするだろう。個人的な話は後ですればいい。そう思って、いつものように先に名刺を差し出した。

　すると彼女は、綺麗にメイクを施した顔で品よく笑って、自分の名刺を差し出しながら挨拶した。

「広報宣伝部マネージャーの碇いかりです。──お久しぶりです。才川さん」

　同僚や先方の現場担当者からは〝え？〟と疑問符が飛ぶ。そりゃそうだ。赴任して初めての挨拶なんだから、「お久しぶりです」なんておかしい。

（……おい）

　そこは初対面で通すところじゃないのか、大人として。

　心の中で独り言ごつが、彼女は何も気にしていなさそうな顔でニコニコと笑う。俺が適当に〝前に別件の仕事でご一緒したことがあって〟と話を作ろうかと計算していると、彼女に先手を取られた。

　疑問符を飛ばす人たちのほうをくるっと振り返って、マネージャーに昇進するまでにフル活用してきたであろう茶目っ気のある笑顔を振りまく。

「もう時効だから言っちゃいますけど、学生の頃に付き合ってたんです。私たち」

〝えぇっ！〟と声をあげたのは、東水広告社の先輩だった。先方の現場担当者はびっくりしすぎて声も出ない様子。俺は頭痛がした。……ものすごく厄介なことになった。

「……そういうことは時効でも言わないものだと思います。碇さん」

「えー。だって、隠したまま仕事するのもかえって変じゃない？　内緒の関係がよかったんならごめんね……？」

「碇さんっ」

　語気を強めてたしなめても、彼女はくすくすと楽しそうに笑うだけだった。




　碇小さ夜よ子こ。

　俺の高校卒業間際から大学に入学してすぐの数ヵ月間だけ付き合っていた、元彼女。




　まさか北海道まで来て再会するとは思わなかった。更には大人になった彼女の、人を手のひらの上で転がそうとする性格。会社までの帰り道、俺は地味にダメージを受けていた。

　北海道支社の先輩である三み好よしさんは人の疲労などお構いなしに俺を質問攻めにしてくる。〝最近買った〟と自慢していた伊達眼鏡の奥で、少年のような目をキラキラさせて。

「碇マネージャーが元カノってどういうこと!?　なんで!?　いつ!?」

　答えるべきか逡巡したが、変に隠したら相手方にまで詮索を入れられかねない。

　ここは隠し事をしないのが吉と判断して、渋々話すことにした。

「高校時代、俺が通ってた塾で講師のバイトをしてたんです。碇さんが」

「えっ。じゃあ碇さんってお前より年上？」

「年上です。二つか三つほど」

「高校時代に女子大生と付き合うとか──！　お前──っ！」

　完全に男子高校生のノリになっていて腹が立つ。人の過去でテンションを上げるのはやめてほしい。

　あの関係を〝付き合っていた〟と言ってもいいのかも、正直微妙なところだった。たまたま一緒になった帰り道で、「付き合ってみない？」と言ってきたのは碇さんのほう。

　そのとき俺は、前に付き合っていた同級生の元彼女の重さに辟易していて。別れるまでにだいぶ苦労したから、碇さんとならその点は楽そうだなと思った。あっけらかんとした性格だから、別れることになったときに後腐れがなさそう。同じ学校の女子と付き合うことの面倒さを思うと、自分はこういう相手のほうが合っているのかもしれないと思った。

　だけど実際付き合ってみても、碇さんは俺を弟のように扱った。他の塾の生徒と同じように勉強を見て、特別なことといったら一緒に帰ったり出かけたりするくらいで。色っぽい空気になったような記憶もない。

　──結局どうして別れたんだったか。ほとんど自然消滅に近かった気がする。

「そんな青春時代の思い人と大人になって再会するなんて、ドラマチック～」

「そんな綺麗なもんで済めばいいですけどね……」

　純粋に仕事の面だけ考えても、事あるごとに昔の関係を持ち出されるのは厄介だ。大事な局面で話の腰を折られることや、これをネタに無理な依頼をされることもあり得なくはない。

　そんなことを想像すらしていない先輩は完全に他人ごとで、面白がって突っ込んでくる。

「さすが本社から来た色男！　高校時代も隅に置けませんな～」

「馬鹿にしてますね……？」

「いやいや。でも、ちょっと安心したよ」

「え？」

「愛想のいい超高性能アンドロイドが派遣されてきたのかと思ってたからさ～。さっき碇マネージャーに困らされてる才川を見て、〝よかった人間だった！〟ってホッとしたわけですよ。三好さんは」

「……はあ」

　それはそれは……良かった、のか？

　早く打ち解けられるように精一杯愛想よくしてきたつもりだけど、たまにこうやって本質を見抜く人もいるから自分の処世術は完璧じゃない。弱みを見せたようで良い気はしないが、同僚に気を許してもらえるなら悪いことばかりではないのかも。

　三好さんは元カノの話題に飽きることなく、ニヨニヨとこっちを見てくる。

「でも、いいのか～？　才川、本社に新婚の奥さんがいるんだろ？」

　嫌な予感がして、ピクッ、と眉を動かしてしまった。……こっちに来てから俺、みつきのこと誰かに話したっけ？

　三好さんはふふんと得意げに笑う。

「北海道支社が完全に隔離されてると思うなよ。お前みたいに本社から来た奴は他にもいるし、逆にウチから本社に行った奴もいるから、情報は筒抜けだ。ちなみにお前が数年かけて同期を口説いて嫁にしたことは、営業はみんな知ってます！」

「……あー」

　広告会社の人間は大半がおしゃクソ（おしゃべりクソ野郎）であると知っていた。それを今まで散々利用して、みつきとの関係をコントロールしてきた俺が、皮肉なことに今度はそれに足元を掬すくわれそうになっている。

　北海道支社の人間にみつきのことを知られるのは別に構わなかった。問題なのは今日の出来事が東京本社に広まってしまうことだ。〝長年にわたって同期の花村を溺愛してきた才川〟が、〝クライアントと元恋人関係〟というのはよろしくない。心象が悪すぎる。みつきだって何て思うか──。

　……何て思うんだろう？

　彼女の反応が少し気になるものの、噂うわさが広がるのはやっぱり何かと都合が悪い。

「……三好さん。お願いですから今日のこと──」

「わかってるさ！　今日のことは誰にも言わないよ！」

（会社に戻って十秒でしゃべりそう……）

　広告会社の人間で、おしゃれ伊達眼鏡をかけている男は高確率でおしゃクソ。




　──ということがあったので、みつきに伝えておくべきか迷っていた。

　その日も、彼女からの着信はなかった。なぜだ。メッセージはたまに長文で送られてくるのに。それなら電話で話したほうが早くないか？　と思う。でもそう送ってしまうと、いかにも自分が電話で話したいみたいになるから、提案することもできずに。

（我ながら面倒くさい……）

　帰宅してすぐにシャワーを浴びて、髪を乾かしてすぐ、疲労でベッドに突っ伏した。

　意味もなくスマホをいじる。電話をかける決心がつかず発信ボタンを押せないまま〝写真〟のアイコンをタップした。スマホのカメラを使うことはあまりないので、枚数は少ない。

　ぼーっと眺めながらスクロールすると、この間の旅行の写真が続く。こんなに撮ってたのか……と思って、それだけ楽しんだってことか、と一人で笑ってしまった。

　旅行の写真には、大半みつきが写り込んでいた。というか、そういう風に俺が撮ったんだ。温泉街を楽しそうに歩く後ろ姿とか。その直後にこっちを振り返って笑った顔とか。ご機嫌で夕食の刺身を頬張っている顔とか。朝の、俺の腕の中で眠ってる顔とか……。

「…………かわいい」

　気付けば寝顔の写真で手を止めて、しばらくじっと見つめていた。

　二人で旅行をしたのはつい最近のことなはずなのに、なんだかずっと昔のことのような気がしてくる。このとき隣にあった肌のぬくもりや柔さが、離れたことでうまく思い出せなくなってしまった。

「はあ…………触りたい……」

　さっきから、思わず本音が口からこぼれまくっている。今は一人暮らしで他に人がいないから、気が緩んでいるのかもしれない。

　写真の中のみつきの頬を親指で撫でる。旅行三日目の朝の写真。この前夜も夜中まで激しく抱き合ったせいで、早朝みつきはなかなか目を覚まさなかった。

　顔から、首。そこからなだらかに続く双丘に目をやる。浴衣は着崩れていて、あわせ衿がたゆみ、乳房がこぼれ出そうになっていた。あの朝みたいに、捲って中が見たい。写真なので叶わない。

「……はー…………まじか」

　勃ってきた。嘘だろ……。

　写真なんかで簡単に反応してしまう自分の体を呪う。放置しようか迷って、今抜いておくかと思い直す。今日も一日中忙しかったし、疲れて勃ちやすくなってるのかも。

　スマホを一度手放して、床に座って自分が穿はいているスウェットのズボンの紐をほどく。緩めたところで少しずらして腰で穿いて、ボクサーパンツの中から自身を取り出す。

　半勃ちだった。数回手の中で扱くと、最近抜いてなかったせいかすぐに完全に勃起する。

（自分で抜くことも、最近はなかったもんな）

　少し前までは自分で処理をするのが当たり前だった。みつきを抱いていいのは二、三ヵ月に一回と決めていたから、それ以外は自分でどうにかするしかなかった。

　堂々と「抜いてくる」と言うときもあったけど、そう宣言するものでもないし。みつきが寝てからや、休日買い物に行っている間。平日なら風呂に入っている時なんかに、短時間でササッと抜いておくのが常だった。だから作業的に抜くのはお手の物だったのだが。……どうやってたんだっけ。

　勃起はしたものの、ただ自分の手で扱くだけじゃ射精に至るには全然刺激が足りない。エロ動画でも見るか。……いまいち気が乗らないな。女優の喘あえぎ声だと逆に萎えそう。

　少し迷って、さっきベッドの上に転がしたスマホに目がいった。

「……うーん……」

　手に取り、さっき見ていた浴衣姿で眠るみつきの写真を開いた。視覚からの刺激に下半身はきっちり反応していて、〝この写真一枚で抜けてしまう〟と確信する。

　電話をかけてこないあいつをおかずにするのも……と悔しくなる一方で、〝勃ってしまったのもこの写真のせいだし、責任を取ってもらって……〟と写真を使う理由を探していたりする。

　結局俺は、右手にスマホを持ってあいつの写真を見ながら、左手で事に及ぶことになった。

「……っ…………はっ」

　手のひらを裏筋に当てながらしっかり握って、竿の先端と付け根の間を行き来するようにストロークする。海綿体の上で皮が引きつられるように動き、徐々に気持ちよくなっていく。

「っ、うっ……くっ……あッ……あー……やばいっ…………」

　右手のスマホに写るみつきの寝顔を見つめながら、このときのみつきの反応を思い出していた。寝乱れた浴衣を少し脱がせて、首筋から肩へと唇を滑らせていく。そうするとくすぐったそうに身じろぎしていた彼女。

　穏やかな寝息をたてるみつきの表情の変化を見逃さないように様子を窺いながら、彼女の胸のあたりに顔がくるように自分は下にずれて、両方の乳房を手の中に収めた。柔らかな膨らみの側面を両手で挟んで、中央に寄せる。二つの赤い実を同時に舌で舐めあげる。──ピクッ、と気持ちよさそうに、きゅっと寄せられる眉。

　その反応が嬉しくて、俺はみつきの顔を見つめながら胸への愛撫を続けた。片方の乳首を吸いながら、もう片方の乳首を人さし指で何度もはじく。彼女は気持ちよさそうに身を捩よじって、そのうち甘い声を漏らすようになっていって──。

「んっ……んっ。はっ、はっ、はぁっ……ふっ、んんっ……」

　二の腕のあたりに力を入れながら、速度を上げていく。ストロークを短く、速く。そうするたびに、イきそうな感覚が近づいてくる。

　みつきの体が跳ねる像を頭の中で懸命に作り上げながら、そのイメージが消えないように意識を集中させて無心で左手を動かした。──目覚めて、恥ずかしそうに目を細めたみつきの顔。俺がたくさん舐めたせいでぷっくり赤く膨れた乳首。ふるふると震える透明な肌。──だめだ、触れたい。

「はぁ、っ……みつき…………みつきっ……イくっ！　イくっ……！」

　一気に射精欲が昂って、精液がのぼってくるのを感じた。──もう出る。

　飛び散らないように、右手で蓋をした。

　そのときだった。

「っ、え!?　わ、おっ……」

　右手を空けるために床に置いたスマホが〝ヴヴッ！〟と震え、表示を見ると──みつきからの着信で。慌てて出ようにも射精はもう始まっていたので、手を離すことができずに。

「ッ……今かよっ……！」

　タイミングが悪いにもほどがある……！

　途中に残った精液を搾り出す間もなく、すぐにティッシュ箱に手を伸ばして二、三枚取り出し、自身のモノと手を拭く。早く。早くしないと、着信が切れてしまう。

　使ったティッシュを丸めてゴミ箱の中に放り投げ、下着とスウェットをたくし上げながら立ち上がる。床からスマホを拾い上げて応答ボタンをタップした。

　まだ荒い呼吸を整えながら。

「っ…………もしもし」

『あっ。ごめん、今大丈夫だった？』

　スマホを通して、みつきの能天気で明るい声が耳に届く。大丈夫だったかと訊かれれば、あまり大丈夫ではなかった。〝お前の写真をおかずにオナニーしてて忙しかった〟なんて口が裂けても言えなくて、俺は言葉に迷った末に──。

「いや、その…………ごめん」

『え、何が？』

　後ろめたさでつい謝ってしまった。

　意味がわからなそうにしていたみつきは〝電話に出るのが遅かったことかな？〟と結論付けたようで、特に追及してくることなく会話を続ける。

『そっちに行ってから結構経つから、元気かな～って気になって電話しちゃった』

　俺は洗面所に向かいながら肩口にスマホを挟んで、返事をする。手を洗いたい。

「メッセージでは毎日やり取りしてただろ」

『うん。まあ、そうなんだけどね』

　本当は〝全然電話かかってこないな〟って待ってたくせに、心にもないことを言ってしまった。洗面所に着くと、向こうに聞こえないように少量の水を流して手を洗った。水滴を払って、タオルで手を拭いて。何食わぬ顔でリビングに戻っていく。

　みつきも家にいるようで、くつろいだ声で問いかけてくる。

『メッセージでも訊いたけど、そっちはどう？』

「どうって……」

『涼しい？』

「うん。東京よりは」

　俺が答えると、みつきはおかしそうに小さく笑う。続いて、柔らかい声が耳に届いた。

『支社の人たちは？　優しい？』

「……優しいよ。っていうか、みんな酒強い。歓迎会で周りと同じペースで飲んでたら、この間久しぶりに夜中に吐いた……」

『えぇっ、大丈夫なのそれ……』

　電話の向こうでみつきが不安そうに顔をしかめたのがわかった。たぶん今、寝室のベッドの上で膝を抱えながら通話をしているんだろう。

　やっぱりメッセージの文字列よりも、声のほうが身近に感じることができる。俺はスマホの音量を少しだけ上げながら、ベッドの上に腰掛ける。

「お前は？」

『私？』

「何か変わったこととか」

　問題ないのが一番いいに決まっている。でもほんの少しだけ、俺がいないことで日常に支障が出ていてほしいと願ってしまう。主に気持ちの面で。

　しかしみつきにそんな願いは届かず、彼女はカラッと明るい声で言った。

『ぜ～んぜん！　元気にやってるよー』

　突き抜けて明るい声色にガクッと肩を落とす。それは別にカラ元気でもなく、痩せ我慢でもなく。みつきは本当に〝一人の時間を満喫してる！〟という感じだった。

　俺は〝そういう女だっただろう〟と自分を納得させつつも、虚しさに襲われる。彼女が俺を欲しがるように仕込んできて、それは成功したはずなのに。肝心なところでその調教は役に立たない。

『会社はやっぱり、才川くんが抜けた穴は大きいなぁって感じなんだけどね……』

　会社なんてどうでもいい。……いや、よくはないけど。必要とされるのは嬉しいし、滞りなく回っていてほしいという気持ちはある。

　みつきにとっては俺が抜けた穴なんてちっぽけなものなんだろうか。

『あっ！　そういえばねぇ、今日松原さんとランチに行って──』

　屈託のない声が耳の中で反響する。今日起きた何気ないことを楽しそうに話す彼女の声には少しの陰りもない。それは寂しくもあるけど、いつもと変わらない彼女の声に癒されてもいた。

　子どもみたいに聞いてほしそうに息まく彼女に、つい笑ってしまいそうになる。

「──うん。……そっか。へぇ……うん。それで？」

　いつまででも聞いていられそうだと思いながら、相槌を打つ。

　彼女の声を聞いていて──ふと、みつきに話すか迷っていたことを思い出した。

　こっちで再会した碇さんの話。この様子だと、みつきはまだ知らなさそうだ。さすがに今日の今日で噂が広まることはないか。別にやましいところは何もないから、あえて触れる必要もない気はするけど……。

（……どうだろ）

　三好さん経由で本社に元カノの噂が広がる可能性も考えるならば……今きちんと説明しておいたほうが、みつきは安心する？

「あのさ」

『ん？　なあに？』

　けろっとした返事に──〝やっぱりいいか〟と思い直した。

「……いや、なんでもない」

　よくよく考えれば、もし碇さんのことがみつきの耳に入ったとして彼女はそれで不安がるようなタイプじゃない。距離が離れてもこんなにけろっとしているくらいだし。ましてや夫婦になってもう長いんだから、今さら誤解や不安もないだろうし。

『えっ、そんな言い方されると気になる……！』

　この伸びやかな明るい声を、曇らせてしまうのも嫌だった。

（それに……）

　どちらかといえば、今は恥ずかしくさせたい。

　全然寂しそうじゃないことに腹が立っているので、彼女に一矢報いたい。

『なんて言おうとしたの？』

「……じゃあ言うけど」

　何を言われるか想像がついていないみつきはじっと俺の次の言葉を待っている。素直すぎるいつもの態度にやるせなくなりながら。彼女の性欲や恋しさに火が点くように、狙って声をひそめて。

　最初に話そうか迷っていた元カノのこととは、まったく違う言葉を選んだ。




「……エッチしたい」




　──口にしてから、これは仕返しでもなんでもなく、ただの素直な願望だと気付いた。

　電話の向こうでみつきが口をパクパクさせて動揺しているのを感じ取りながら……結局会いたい気持ちが募って、俺が悶々とするだけだ。








六章　才川夫妻の長電話　～妻は待っている～









　才川くんが単身赴任を始めて、一週間とちょっとが経った。

　突如私たちを襲ったまさかの異動命令。社内で結婚を公にしたから〝部署異動くらいはあるかな？〟と思っていたら。そんなものじゃ済まなかった。

（北海道かぁ……）

　彼に辞令が出た日。帰宅して才川くんから赴任先を教えてもらったときは、理解が追いつかなくてポカンと間抜けな顔をしてしまった。北海道なんて旅行でしか行ったことがない。それに、寒いのが苦手な才川くんと北海道の組み合わせが私にはどうにも陳腐に思えて。

　彼が家にも会社にもいない生活は不思議なもので、しばらく私は凡ミスばかりだった。一人で食べきれるはずがないのに彼の分まで食事を用意してしまったり、仕事でも、才川くんが向こうに持っていった案件の事務作業まで間違ってやってしまったり。




　その日の仕事を終えた私は、晩御飯は一人で会社近くのラーメン屋さんに寄ってみた。才川くんがいるときには絶対にしなかった。でも今は一人だし、頑張って晩御飯をつくるモチベーションも湧かないし……。

　あらゆることにやる気が出なくて、お風呂上がりのパックもさぼってしまう。録り溜めたドラマを見ようかとも思ったけどそれもいまいち気が乗らない。一人の夜の時間、私は早々にベッドにあがってダラダラとしていた。明かりをつけたままごろんと横になって、スマートフォンをいじる。

（才川くん……どうしてるかな）

　彼とのやり取りは朝と夜のメッセージだけだった。赴任してすぐは、歓迎会もあるだろうし荷解きも終わっていないだろうから、電話をかけるのは我慢していた。

（もうそろそろかけても……。でも、余裕ができたなら才川くんからかけてきてくれそうなものだし、今かかってきてないということはまだ……）

　そんなことを悶々と考えながら、今日までにやり取りしたメッセージを見返す。彼の文面は結婚当初と変わらず今も素っ気ない。

　──自分でもよく我慢できてると思う。一週間も才川くんの声を聞かないなんて、思えば、結婚してからなかったから。

　彼と一緒に北海道に行っていれば、こんなに寂しい思いをすることはなかったのかもしれない。だけど「私も行く」とは言えなかった。……というか、言いたくなかった。

　才川くんに話した理由も嘘じゃない。〝二人が一度に抜けたら周りの人に迷惑がかかるから〟というのは事実だ。実際、才川くんが抜けた穴は大きくて私でもカバーしきれていないほどだし。ここで私まで抜けたら大変なことになる。……でもそんなことは建前で、ほんとは付いていってもよかったと思う。夫婦としての暮らしを優先しても構わないはずだった。

　それなのに私が一人ここに残ったワケは。

「……才川くん。わかってないんだろうなぁ」

　ぽそりとつぶやいて、何気なくスマートフォンの画面をスクロール。写真のフォルダからこの間の旅行のときのものを開いて、ぼーっと眺める。

　レアな浴衣姿とか。前日に夜更かししたせいで目が開いてない顔とか。実家で見せてもらった子どもの頃の写真とか。帰りの新幹線で、疲れて眠りこけている顔とか……。

（……すき！）

　勝手にときめいて、うつ伏せにパタリと倒れる。会いたい。会いたすぎる。もう週末の北海道行きの飛行機のチケットを取ってしまおうか……。

「……我慢……！」

　くっ！　と唇を噛みしめて誘惑を振り切る。行ったらダメだ。平日が仕事で忙しい分、週末はゆっくりしたいだろうし……！

（…………行かないなら、電話くらいはもういいかな）

　そうやって、私は彼に電話をかけることを自分に許しかけていた。

　──なんだか変わっちゃったなぁ。昔の私はこんなに何かに固執したり、こだわったりするタイプじゃなかったと思うんだけど。昔だったら、電話は相手からかかってくるまで我慢できた。

　才川くんと出会ったときだってそうだ。就職説明会で出会って一目で恋に落ちて、私は「好き」とすぐ伝えたけれど、断られればそれまでだと思った。結果、そのとき彼は良いとも悪いとも言わず私を自宅に連れ帰って抱いたけれど、翌朝彼が「付き合う？」と言わなければ、あのまま気まずそうな雰囲気に従って他人になっていたんだと思う。──それくらい、昔の私は諦めのいい性格をしていて、相手に対して強く望むことをしなかった。

　人って誰に出会うかで大きく変わるものなんだなぁと、彼と結婚して強く思った。

（……よし！）

　意を決して、通話履歴から彼のスマートフォンに電話をかける。発信が鳴っている間に起き上がり、ベッドの上に座る。気持ちを改めて彼が出るのを待つ。




　──今日、会社で小耳に挟んだ噂のことも実はちょっと気になってる。

　別に疑うわけじゃないけど、余計に声が聞きたくなってしまった。




（……あれ？）

　才川くんはなかなか電話に出ない。発信音が繰り返し鳴り続ける。電源を切っているわけではなさそうだけど、これは……もしかして、まだ仕事終わってない？　まだ会社の人と一緒？　……元カノと飲みに行ってる、なんてことは……。

（いやいや）

　いろんな想像を巡らせつつ、もう少しだけ待ってみる。……〝寝てる〟っていう可能性もあるか。赴任してまだ一週間だから、慣れない環境で疲れ果てていても仕方がない。

　もし寝ているなら、着信音で起こしてしまうのも申し訳ない。また明日に改めようと電話を切ろうとした──そのときに。

『…………もしもし』

　急に通話が始まって、彼の声が聞こえた。……なんだかいつにも増して声が低い。疲れてる……？　心なしか、呼吸も少し苦しそうな気がする。

　タイミングが悪かったのかも。反省しながら、それでも電話が繋がったことが嬉しくて。久しぶりの才川くんの声だ。耳が喜んで、全身が〝ぶわっ！〟と高揚するのがわかる。

「あっ。ごめん、今大丈夫だった？」

　ベッドの上で体育座りをしていた私は、ピンと背筋を伸ばした。

　私の想像では、才川くんの二言目は「もう寂しくなったのか」とか、「そろそろ電話してくると思った」とか、そういう言葉。──でも実際の彼の言葉は、違っていて。

『いや、その…………ごめん』

　どういうわけか謝られた。

「え、何が？」

　予想外の言葉に拍子抜けする。一体何に対して謝られたんだろう。……まさか元カノ関連のことじゃないよね？

　たぶん違うと思ったので、訊きたい気持ちはぐっと我慢する。きっと電話に出るのが遅かったこととか、そんなことだろう。声がちょっと疲れているし……洗濯機でも回してた？　家事をしていたところ、急いで電話に出てくれたのかも。申し訳ない……。

　気を取り直して、明るい声で話しかけた。

「そっちに行ってから結構経つから、元気かな～って気になって電話しちゃった」

『メッセージでは毎日やり取りしてただろ』

「うん。まあ、そうなんだけどね」

　そうそう、この感じこの感じ。

　いつもの塩対応にしっくりきて、私は電話の向こうに伝わらない仕草で〝うんうん〟と頷いた。一週間以上も電話を我慢したのに、この塩加減……！　安定の才川くんです。正直、電話を我慢していたことはちょっと褒ほめてほしいくらいなのですが。

　あともう一週間くらいは我慢が必要だったのかな～……と反省していたら、電話の向こうで水の流れる音が聞こえた。ちょろちょろと流れる水と、それが排水溝にコポコポと吸い込まれていく音。やっぱり家事の最中だったみたいだ。

　手短に済ませたほうがいいのかな……と迷いつつ、せっかく久しぶりに声を聞くので、もっと話したい欲のほうが勝つ。

「メッセージでも訊いたけど、そっちはどう？」

『どうって……』

「涼しい？」

『うん。東京よりは』

　電話をしながら、堪えきれずにちょっと笑ってしまう。特に面白い会話をしたわけでもないのに、ぶっきらぼうな話し方すらなんだかもう懐かしくて、嬉しくて笑いがこぼれてしまった。

　もっと声が聞きたくて、積極的に質問をする。

「支社の人たちは？　優しい？」

『……優しいよ。っていうか、みんな酒強い。歓迎会で周りと同じペースで飲んでたら、この間久しぶりに夜中に吐いた……』

「えぇっ、大丈夫なのそれ……」

　耳心地の良い声に聞き入っていたら、急に心配になるようなことを言われた。才川くんが吐くなんてよっぽどだ。彼はなかなかのザルなのに。

　介抱する人がいない中で酔いすぎる彼のことを想像して、不安になって──まさか元カノに介抱されるシーンなんて今後ないよね？　と別の点でも不安になって。

　またいろいろ想像を巡らせていると、今度は才川くんが問いかけてきた。

『お前は？』

「私？」

『何か変わったこととか』

　変わったこと……。そりゃあ、才川くんがいないんだから変わったことだらけだ。料理は作りすぎるし、仕事は余計な作業までやってしまうし。一週間が過ぎた今ではいろんなやる気まで奪われてる。どれも愚痴っぽくなってしまいそうで言えない。

〝寂しい〟ともなんとなく言いたくなかったから、カラッと明るい声をつくった。

「ぜ～んぜん！　元気にやってるよー」

　心配をかけずに済むなら、それが一番いい。

　その後も彼は私の話を聞いてくれた。変わってしまった日常の中の、特に問題ない部分だけを切り出して彼に報告する。優しい声で相槌を打ってくれるものだから、電話を終えるのが嫌になってしまって。いつまでも他愛のない話をしていたくて。

　だけど彼と通話しながら、ずっと頭の隅で気になっていることがある。

（噂のことは話してくれないのかな……）

　今日、終業間際に喫煙スペースの前を通ったときに、同僚が才川くんの話をしているのが聞こえてきた。転勤しても話題に出してもらえるなんて愛されてるな～なんて、自分のことのように嬉しくなっていたら、どうもそんな良い話ではなかったようで。




〝えっ、あいつ北海道で元カノと会ってんの!?〟




　寝耳に水だった。元カノが？　北海道にいる？　聞いてない……！

　そもそも彼が昔付き合っていた人のことはほとんど知らない。あえて訊いてみようとも思わなかった。昔のことは関係ない。……と言えたら格好いいけれど、訊かなかったのは自分のためだ。知ってしまえば多かれ少なかれ嫌な気持ちになるし、それなら最初から知らないほうがいいと思っていた。

　それがこんな形で、今になって知ってしまうとは思ってもみなくて。

　少しだけ動揺している。

『あのさ』

　不意に、才川くんのほうから話を切り出した。噂のことを思い浮かべていた私は一気に緊張して、自分の膝をぎゅっと抱きかかえる。──話してくれるんだろうか？

　やましいことは何もないと思う。でも、暗くならずに最後まで聞けるかはちょっと自信がない。顔を見ながらならまた違うのかもしれないけど、電話じゃあ──と恐れていると。

　彼が落としてきたのは、噂のこととは別の爆弾発言。




『……エッチしたい』




　全身が〝うひゃぁっ〟と縮み上がった。声を聞いた瞬間の高揚感とはまた違う。ストレートな欲望をぶつけられたドキドキと、才川くんの口が〝エッチ〟と発音したことへの興奮と。たった一言でいろんな感情を誘発されて、わけもわからず、口をパクパクと開閉する。……今そんなこと言われても！　どうすれば！

　今すぐ北海道に飛んでいくわけにもいかず、家のベッドの上で右往左往していると、才川くんは艶っぽい声のままで話し続けた。

『さっきさ……お前から電話かかってきたとき』

「え？　うん……」

『抜いてる最中だったんだ。ほんとは』

　……なんと……！

「えっ……あっ……そ、そうなんだ……！」

　衝撃の告白になんと返事をするのが正解かわからず。遅れて、彼が言ったことの意味を考えた。想像した。才川くんが私からの電話に出る寸前に、自分の手で自身を慰めている光景を。……エッチだ！

「じゃあ……さっきの、は……」

　電話に出た瞬間、彼の息が乱れていたのは……。

　そういうわけかと合点がいって更に恥ずかしくなる。

「……すごいタイミングで電話してしまってすみません……」

『ほんとにな』

　完全に動揺して、まごついて。うまく言葉を繋げない。噂のことは完全に頭の中から吹き飛んでいた。

　電話の向こうで彼がこちらの反応を窺っている気配がする。──これはまずい。表情が見えるわけでも、息遣いが聞こえたわけでもないのに、なんとなく今、彼が〝にやっ〟と意地悪な笑い方をした気がした。

『……何をおかずにしてたか知りたい？』

「……いやいやいやいや！　知りたくない！」

　おかずって!?

　彼の口から爆弾が止まらない。才川くんの一人エッチの話なんて、今まで気にしたことは……あったけど！　触れちゃいけない話題だと思っていたからノータッチだった。彼が私を抱かないときに、どうやって処理をしていたのかなんて。正直ものすごく興味があったけど、普通に〝ＡＶを見て〟とかだったらちょっと傷つくし……。

　知りたい気持ちを抑えて、彼の意地悪を乗り切ろうと奮闘する。もういい大人のくせにすぐこういう意地悪をする！　卒アルを見ているときも、訊いてもないのに当時の彼女を教えようとしてくるし。

（……ああッ、元カノっ……！）

　思い出してしまった！　でももうその話をするような雰囲気じゃない。

　才川くんは楽しそうに自身のおかずの話を続けている。

『写真なんだけどさ』

「待ってー！　言わないで！」

　電話をしているのに耳を塞ぐという珍妙な光景。案の定、才川くんは私の反応を面白がって勝手にしゃべり続ける。私も私で、耳を塞ぎつつも気になって、彼の声を拾ってしまう。おかずが写真とか。グラビア？　それともＡＶ女優？　動画よりショックかもしれない！　しかも、なんでそんなに楽しそうなの。ご機嫌な声をもっと聴いていたいけど……！　知りたくない……！

『この間の旅行で、浴衣で寝たときの』

「言わないでぇぇぇっ！　…………え？」

　……この間の旅行？

　彼の言葉を聞くまいと喚いていた声を、ぴたりと止める。

『胸が見えそうな、ちょっとエロいやつ』

　ＡＶ女優と旅行……にはさすがに行っていないだろうから、〝この間の旅行〟というのは、つまり。

『お世話になりました』

「…………いやいやいやいや！」

　しれっとした彼のお礼の言葉。〝ぼっ！〟と頬が熱くなり、私は一気に茹でダコになる。さっきまで彼が自慰をしていた、それが自分のことを想像しながらの行為だったと思うと……。

　無意識に、ベッドの上で〝もじっ〟と膝を擦り合わせた。なんだか、変な気分になってしまった。

「っ……」

　才川くんとは電話が繋がっているだけで、彼にこちらの様子が見えているわけじゃない。それなのに、彼は見透かしたように言う。

『……やらしい気分になった？』

　──どうしてくれるんだろう。

『俺がお前の写真で抜いたって知って、嬉しい？』

　その質問に「嬉しい」って答えたら、「変態」って罵るくせに……。

　様子を確認するための電話が、いつの間にかやらしい空気を作り出していた。才川くんが何もしゃべらなくても、耳をそばだてると聞こえてくる息遣い一つでもどかしい気持ちにさせられてしまう。また彼のペースだ。

　そんなのいつものことなのに、無性に悔しくなって、私は彼が困るであろう質問を捻り出す。

「……才川くんは」

『ん？』

「どんな風に一人でしてたの？　さっき」

　七年以上も一緒にいるけど、そんなこと訊いたことがない。

　電話の向こうで彼が黙り込む。調子に乗った質問だったかもしれない……と早速後悔しながら、撤回することもできずに彼の言葉を待つ。

　才川くんがゆっくり口を開くのに合わせて〝ぴちゃ〟と水音がして、私は密かに〝ぶるっ〟と身震いする。

『……眠ってる間に体に触ったときの、お前の反応を思い出しながら自分で触ってた』

「……えっ……あっ……そう、なんだ」

『首筋から肩に唇這わせたら、くすぐったそうにしてたな、とか……。首筋や胸の谷間に顔をうずめたら、良い匂いすることとか思い出して、どんどん手ぇ速くして』

「……才川くん、あの」

『片方の胸の先を吸いながらもう片方を指でいじめたら、段々エロい声出すよなって。その声とか表情を思い出してたら、イきそうに──』

「ストップ!!」

　とても聞いていられなくて制止した。

　電話の向こうで彼は一度黙って、深いため息をついた。そして大きく呼吸しながら言った。

『……言っててまた興奮してきたかも。みつき』

「……はい」

　名前を呼ばれ、ドキドキしつつも返事をする。スマホを持っていないほうの行き場がない腕は、折り畳んで胸の前に。心臓が痛い。

　才川くんの掠れた声がする。

『……キスしたい』

　心臓が爆発してしまう。

　ドクドクうるさい胸を押さえつけて、スマホのスピーカーから聞こえる彼の息遣いに耳を傾けていると、〝ちゅっ〟とキスする音がした。どこにも触れられていないのに、才川くんに唇を優しく塞がれたような感覚。下唇同士をくっつけながら、熱い目を向けてくる彼の顔を想像した。

『口開けて』

　くちゅっ、と淫いん靡びな音が鳴る。脳が溶けそうな甘い水音に翻弄されて、私はそろりと口を開いた。その間にも左の耳からは〝ちゅっ〟〝ちゅぷっ〟と彼の唇がたてる音が流れ込んできて、頭の奥が痺れる。

『んッ……ふっ…………俺の舌、吸って』

「えっ……どうやって」

『想像して。俺の舌を……ん……受け入れるみたいに、吸って……』

　優しい舌に口の中を侵される。実体のない舌の動きを音から想像して、それにうまく絡むよう、自分の舌を動かす。才川くんが想像できるように音をたてることも忘れずに、私はスマホの集音部分に向かって恐る恐るキスを返した。

「ふっ……んっ……」

〝ちゅ〟〝ぷちゅ〟と控えめな音がたつ。気恥ずかしさが邪魔をして、彼がするように情感のあるキスがなかなかできない。それでもやめたくなくて。もっと彼からのキスの音を聞いていたくて、しばらく電話越しの戯れを繰り返した。

　頭の中がキスの音で満たされた頃、電話の向こうで〝はぁっ〟と乱れた息遣いが大きく聞こえて、唇が離れていくのを感じた。

『ん…………はぁっ。……スマホ越しなんてシュールだなと思ったけど……案外、没頭できるもんだな』

「うん……」

　実際、私は才川くんに深いキスを食らった後のように頭がぼーっとしていた。音だけで気持ちよくなってしまえるものなんだと、怖くなった。

　もっとしたいな……と欲が出始めた私に、彼は言う。

『……今って、ベッド？』

「ベッドだよ」

『風呂はもう入った後？』

「……うん。髪も乾かした」

『服は？』

　彼の質問一つ一つが、私の今の姿を頭の中に再現するためのものだと気付いて照れる。とっさに自分の首から下を見て、説明する。

「パジャマ。よく着てる、ミント色のストライプが入った……」

『ああ、あれか。下がショートパンツの……。……ブラは？』

「…………着けてない」

　そう告白して、耳が熱くなる。決して触れられないのに、彼の言葉で丸裸にされた気分だ。

　スピーカーからは冷静な声が聞こえる。

『それじゃあ……パジャマの上から、自分の手で揉もんで』

「……自分で？」

『俺がいつもするみたいに』

　言われるがまま、自分の胸の膨らみの上に手のひらを乗せる。ふにっとした感覚。自分で揉むという行為にいまいちピンとこないでいると、電話の向こうから詳細に指示が飛んでくる。

『ただ触れるだけじゃなくて。五本の指でしっかり掴んで』

「えぇっ……」

　言われた通りにやってみるものの、これはだいぶ恥ずかしい。しかも、こうしている間にも彼が音声を聞いて、想像してるなんて……。

　この状況での沈黙に耐え切れずに質問する。

「才川くんは……？」

『俺は……ずっと耳にキスしてるから。みつきは俺がいつもするみたいに、胸に指が沈み込むくらい強く握って……しっかり揉みしだいて』

「ん……」

　言われて、いつもそうされていることを思い出した。確かに才川くんは、最初は胸に優しく触れても、最終的には形を確かめるようにグニグニと強く揉んでくる。思えばすごくエッチな触られ方をしていたなと思い出していると、スピーカーからまたリップ音が流れ始めた。──耳にキスをされている。耳の中を丹念に舐められ、たまに耳たぶを食はまれる。

「は、あぁっ……んっ♡　んぅっ……」

　そうしていると思い出す。耳や首筋にたくさんのキスを受けながら、よく彼の舌や指先で胸を気持ちよくさせられていたことを。段々記憶が鮮明になって、そのときの汗や、息遣いや、熱まで思い出されてきて。気付いたら、私ははしたなく自分の胸を捏こねまわしていた。

「いやっ、あっ……♡　才川くっ……」

『……んっ……はっ。気持ちいい……？』

「んっ、気持ちいいっ……！」

　抑えた声で叫ぶと、電話の向こうで彼が小さく笑った。満足そうに笑う顔を思い浮かべると可愛くて、愛しくてより寂しさが募った。

　会いたい。

『はぁっ……じゃあ今度は……パジャマ脱いで、胸を出して』

　愛しい声にそう言われると、なんでも聞いてあげたくなる。同時に、私の体もパジャマ越しの刺激だけじゃもう足りなくなっていた。

　片方の手でパジャマのボタンをはずす。私がすべてのボタンをはずし終えたところで、見計らったように彼が尋ねてきた。

『胸、どうなってる？』

「……乳首が勃ってる」

　彼に触れてもらうのを待つように、じんじん疼うずきながらツンと勃っている。

『触りたい？』

「うん……」

　恥ずかしい思いをしながら素直に答えたのに、その後才川くんは黙り込んでしまった。

　私は勝手に触れてしまいたい衝動をぐっと堪えて、彼の指示を待つ。なんとなくそういうルールな気がした。

　それでもあまりに沈黙が長いので、〝もしかして寝落ち？〟と不安になり声をかける。

「……才川くん……？」

『……お前さ』

　あ、よかった。起きてた。

　何かをしばらく考えていたらしい彼は、質問してくる。

『前からちょっと気になってたんだけど』

「なに？」

『自分の乳首に口届く？』

「…………えぇ？」

　そんなのやったことないからわからない。

『やってみて』

　電話の向こうの彼の顔は見えない。だけど珍しい顔をしている気がした。自分の興味に対してまっすぐな少年みたいに、純粋に。

『下側から持って、口元に近付けるように押し上げたら……届く？』

　言われた通りにやってみようと、右手が空いていたので右の胸で試してみた。手のひらで下乳を持ち上げ、口元にグッと寄せる。……あとちょっとな気がするけど届かない。あと、ちょっと……。

　ぺろ……と遠慮がちに舌を伸ばした。

「んんッ……」

　ああ、これ。〝自分でしたって別に〟なんて思っていたけど、意外と……。

　電話の向こうから、才川くんの興奮した息遣いが聞こえる。

『はッ……届いたんだ？　すごいな……。……あー、それはだいぶ……見たかった』

　冗談じゃない。こんなところ絶対に見せられない。

　でも今は部屋に自分一人だけだから。才川くんから見えないのをいいことに、音をたてないようにチロチロと舐める。こんな行為を覚えてしまったことに背徳感を覚えながら……自分で慰めなければいけないこの状況に、もどかしくなりながら。

　私をもどかしくさせている当の本人は、こう言った。

『……一緒に舐めるから、もっと舐めて』

　……一緒に？

　目下自分で舐めている最中の乳首に、才川くんが唇を寄せてくる場面を想像した。……だいぶエッチだ。エッチすぎて絵面的にムリ！

　ギブアップを告げようとしたけれど、すぐにまた電話越しのリップ音が聞こえてきて、彼が私の胸を舐めているのだとわかった。

「あ……ん……♡」

『あぁー……やらしっ……んッ、みつきっ……』

　彼の頭の中の私も、はしたなく自分の胸の先に舌を伸ばしているんだろうか。そんな想像で彼が劣情を膨らませているのだと思うと、どうしようもなく興奮した。想像上はすぐ近くにあるはずの彼の頭をくしゃっと撫でたくなる。

『こうやって……ん……胸にたっぷり愛撫したらさ。そろそろお前、ねだってくる頃だよな』

　指摘されて、びくっと体が硬くなる。今まさに浮かせようとしていた腰をその場にとどめる。それを見抜いたような才川くんの声が、詳つまびらかにしていく。

『ナカに欲しがるみたいに、アソコを俺の太腿に擦り付けてきて……』

　最近はそうだったかもしれない。子作りをするようになって寸止めが少なくなった今では、〝早く挿れて〟と私からねだることも多かった。言葉にされてしまうと、その通りな体が浅ましくて、恥ずかしい。

「やっ……ごめん、なさっ……」

『違う。責めてない。……もどかしいんだろ？』

　彼の声は優しかった。恥ずかしいのと、優しい声の心地よさがないまぜになって涙が出そうになる。才川くんは穏やかに言う。

『下着の上から優しく触れてみて。指先で。そっと……円を描くみたいに、イイところを自分で焦らして……』

　ああ。そんな風に思いながら、いつも触れていたんだ……。

　翻弄してくる彼の手つきを思い出す。ギリギリまで粘って快感を高めようとする彼の上手な指先は、真似しようにも真似しきれない。それでも今は彼の声を聞きながらなこともあって、充分気持ちよかった。

「はっ……あッ、んぅっ…………♡」

『外側がヨくなってきたら、今度は……指、挿れてみるか』

「ふ、ん……」

『……あ。爪は？　伸びてるならやめとこう』

　ナカを傷つけないように気遣われる。当たり前のように彼はいつも爪を切ってくれていたことを知る。痛かったことなんて一度もなかった。きっとこんな風に、知らないところでたくさん、気遣われている。

「……ちょうどさっき切ったところだから、長くない」

『そっか』

　才川くんはひと呼吸おいて。

『じゃあ……最初は一本だけ。そっと、ゆっくり……』

　彼の言葉通りにそっと、〝つぷっ……〟と中指を膣の中へと沈める。

「んんんっ……♡」

　異物を感じて押し戻そうと蠢くナカを、じっくりと突き進んでいく。やっぱり彼とは指の長さが違う。太さも。才川くんは細長い綺麗な指をしているけど、私よりは太くて、存在感が全然違う。

『濡れてる？』

「っ、は……うん、濡れてるっ……」

『もう一本入りそうなら、挿れていいよ』

　そう聞くなり私は自分のナカから中指を取り出し、人差し指と揃えて二本を自分のナカに沈めた。それでもやっぱり彼に触ってもらうときに比べれば刺激が足りなかった。物足りないなりに気持ちよくなろうと懸命に指を動かす。

「あっ、あっ……！」

『っ……音、こっちにまで聞こえてきてる……。……は、あぁっ……』

　電話の向こうの声は、若干息が切れていた。

　私は自分のナカをいじる手を止めずに、耳を澄ませて電話の向こうに意識を集中させる。小さな音で、〝ぐちゅっ〟〝くちゅっ〟と濡れた音がして──彼もまた、自慰をしていることに気が付いた。

「っ、や、才川くんっ……！」

『っ……みつき。寝てっ……』

　すっかり興奮しきっていた彼の声は熱に浮かされているようで、私はその声に押し倒されるように背中からベッドに倒れる。

〝ちゅっ〟とキスされる音がして、その後は苦しそうな息遣いが続いた。

『はぁっ、くっ……あぁっ……さっきの……濡れた音聞いただけで、ちょっと……イきそうになった。……みつき、もう一回。自分で胸舐めながら、下もいじって……』

「っ、エッチ！」

『エッチだよ。お前の写真見て自分で抜いてたときからずっと……抱きたくてたまらないんだから、仕方ないだろっ……』

　こうまで欲望が剥き出しな才川くんは珍しい。

『お願い。さっきみたいに……してくれ』

　私を恥ずかしくさせるためじゃなくて、彼自身が興奮しているから出てきた言葉だった。彼もまだ今よりもっと気持ちよくなろうとしている最中。

　ベッドで仰向けに寝転がっていた私は両手を自由にするためにスマホを耳元に置く。右手では引き続き濡れた蜜口に指を出し入れしながら、今度は左手で自分の左胸を持ち上げて、その先端に舌を伸ばした。そうすればなんとなく才川くんに抱かれているような気持ちになる。彼の逞しいモノに貫かれながら、一生懸命に胸を吸われているような。

「んむっ……♡　ふっ、あぁっ！　あんっ……！」

『みつきっ……！』

　電話の向こうで彼は自身の劣情を扱く。息が詰まる感覚や、呼吸が荒く、段々間隔が狭く速くなっていくのを感じて、興奮が高まっていく。──気持ちいい。もっと。

　それぞれ一人の空間にいるのに、お互いの痴態を晒している。妙な高揚感とこの上ない羞しゅう恥ちに、すぐにでも達してしまいそうだった。

「もっ……ダメ！　イくぅっ……！」

『はッ、あ……待って。まだイくな。あとちょっとだから、一緒にっ……』

　眉間にぎゅっと寄せられた皺と、扱く速度を上げる姿を想像した。……かわいい。抱きしめたい。

　そんなことをぼんやり思いながら、私も自分の体を慰めることに耽る。最初は舌先しか届かなかったのに、夢中になるうちに首を精一杯伸ばして、胸も少し痛いくらいに引っ張り上げて、今は赤い実を口の中に含めるようになってしまった。いつも彼がするみたいに歯を立てたり、思い切り吸い付いたり。それも、耳の中に彼の艶っぽい喘ぎ声が届くうちに、体に力が入らなくなってやめてしまう。

『あッ……はっ！　はっ！　んんっ……みつきっ……』

「あ、あぁぁっ……♡」

『イってっ……イ、っく……はぁっ、あぁぁっ……！』

　──出した。その瞬間がはっきりとわかったので、私の体はナカに射精されたと錯覚して〝ぎゅぎゅっ！〟と収縮した。自分の指がナカに食い締められる。それが彼の精を欲しがる動きだと知って、遅れて、自分が激しく達したことに気付いた。

　荒い息を吐き出す。もう一ミリも動けないと思うほど、体が疲れている。

　電話の向こうの声も疲労で掠れていた。

『っは……はあっ……はぁっ、はーっ……』

　シャツを汗でぐっしょり濡らして、疲れ果てている才川くんをイメージする。猛獣みたいな低く大きい息遣いが聞こえてきて、余韻に浸る。

　しばらくすると気だるそうな声がした。

『……はっ…………やらかした感がすごいな、これ……』

「ほんとにね……」

　たった一週間とちょっと会えなかっただけでこんな風になってしまう私たちは、結構ヤバい。しかも結婚八年目。同じ結婚八年目の駒田さんなんかが知ったら、「若いな！」と馬鹿にされてしまいそうだ。こんなの口が裂けても言えないけど。




『あー、くそ…………会いたい』




　……結婚八年目でこれはヤバい。でも今でもこんな風にお互いに焦こがれられるということは、もしかしたら幸せなことなのかもしれない。




「……私も会いたい」




　昔の恋人の噂にモヤモヤしたり、声を聞くだけで気持ちが止まらなくなったりしてしまうくらいには。




　私は今日も恋をしている。








七章　才川夫妻の反省会　～夫は思い知る～









（若いな……）

　この間の電話はすごかった。なんだか知らないけれど、意味がわからないくらい盛り上がってしまった。慣れない単身赴任とはいえ、テレフォンセックスであそこまで盛り上がれるものだろうか……。〝どれだけ飢えていたんだ〟と、自分の堪え性のなさに驚く。

　みつきに引かれなくてよかった。……内心では引いていた？　便乗してくれたから、調子に乗ってアレコレ要求してしまったけど。

　自宅のベッドの上、一人で乱れるみつきのことを想像した。単純に興奮したし、彼女が俺のことを想いながら体を慰め、寂しくなっている場面は、思い浮かべるだけで脳の奥から麻薬物質が出て、多幸感に襲われる。

「……はー……」

　また思い出してしまった。

　思わずニヤけそうになった口元を手で覆い隠す。なんだこれは。気持ち悪い。

（もう昼休憩も終わるのに……）

　東水広告社、北海道支社の昼下がり。昼食を摂り終えた社員たちがぱらぱらと戻ってきて業務に戻っていく。同じ会社でも東京本社の雰囲気とはまったく違う。社員の数も本社に比べればずっと少なく、社内の人間はほとんどみんな顔見知りと言っていい。その上北海道支社のオフィスはフリーアドレスで、部署の垣根がなかった。

　誰がどこの席に着いても構わないなか、先輩の三好さんが俺の隣にパソコンを持ってきて座る。

「なになに才川くん、思い出し笑いですか？　エッチなのはいけないんだ～」

「隣に座るのやめてもらっていいですかね」

「やめて！　俺意外とナイーブだから冷たいこと言わないで！」

　今日も伊達眼鏡を掛けている。すっかり気に入ったらしいが、三好さんの茶々を入れてくる性格と相まって無性に腹が立つ。

　相手にするのはほどほどにして、仕事に集中しようとパソコンに向き直ると、三好さんは自分のパソコンが起動するまでの時間が暇だったのか続けて話しかけてきた。

「嫁さんとはちゃんと連絡とってんの？」

　思いのほか真面目なトーンの質問だったので、三好さんの表情に茶化す雰囲気がないのを確認して真面目に答える。

「とってますよ。基本的にはショートメッセージのやり取りですけど、つい最近電話しました」

「なるほど。それでこのところご機嫌なのか」

「……ご機嫌ですか？」

「ご機嫌だろー。表情が明るくなったし、さっきなんて思い出し笑いしてたくらいだし」

　思い出し笑いをしていたのは事実なのでぐっと言葉に詰まる。表情が明るくなったということについては、自覚がなかった。いつも通りのつもりだった。

　他人から見てもわかるほどの変化が起きていることに戸惑っていると、三好さんが言う。

「いやー、でも原因が嫁さんでよかったよ」

「〝よかった〟って？」

「いやな、煙草ルームでみんなが言うんだよ。〝最近才川の機嫌がいいのは、元カノとなんかあるからじゃないかー〟って……」

「……三好さん、喋ったんですか？」

　隣を向くと、三好さんの横顔は〝はっ！〟と自らの失言に気付いたらしい表情。徐々に青褪ざめていく。ゆっくりこちらを向く。伊達眼鏡の奥に見える目は明らかに泳いでいた。

「いやいやいや。俺が話すまでもなく、みんな知って──」

「あそこの営業担当って三好さんと俺だけですよね。制作は入ってないし」

「…………ごめーん！」

　この人に口の堅さを期待していたわけではないけど、本当にあっけなくしゃべったなと呆れた。それから、どこまで話が広がっているのかが気になった。本社の同僚ももう知っているんだろうか。それならみつきは？　何も訊いてこないということは、まだ知らない？

　申し訳なさそうに縮こまっている三好さんに尋ねる。

「いつ、誰に話したんですか？」

「お前と一緒に碇マネージャーに会った日の午後に、ちょうど本社の同期とテレビ会議してて……」

「早ッ！」

　即日かよ！

　情報漏洩の早さに愕がく然ぜんとした。おしゃクソここに極まれり。

　本社の人が知ったのなら、みつきの耳に入るのは時間の問題だった。うちの会社の人間が、こんないかにもゴシップらしい話題を放置するとは思えない。絶対に尾ひれはひれがついて語られているに違いない。

　あるいはもう、みつきは知っているのかもしれない。言ってこないだけで。

　ちょうど週末だし、夕方の往訪が済んだら一度東京に帰るという手も……。

（……何焦ってるんだ）

　別にやましいことはないのだから、堂々としていればいい。みつきはこんなことで不安になったりしない。悔しいことでもあるけど、あいつは俺に想われているということに対して絶対的な自信を持っていた。（〝私のこと大好きだよね〟とはっきり見抜かれてしまったときの敗北感は、きっと一生忘れようがない）

　だからこんなことで嫁と拗れようがないと、わかっているのに。それでも〝みつきが知った可能性がある〟とわかってからソワソワと落ち着かないのは。

　離れている距離のせい？

「ほんとごめん……どうしても黙ってらんなくって」

「いえ、もう……いいですけど……」

　不思議と怒る気にもならなかった。彼のキャラクターゆえなのか、〝やっぱり言っちゃったー！〟と言わんばかりの雰囲気には〝やっぱりか〟としか思わなくて。はっとして見せたのも青褪めていたのも実は演技で、わざわざ隣の席に座って話しかけてきたのは、噂を広めてしまったことを謝るためだったのかも？　なんて深読みしてしまう。

「嫁には後で電話で説明しておくので、大丈夫です」

　この後に入っている打ち合わせが二件終われば、少しみつきに電話をする時間くらいあるだろう。

　そう思って今度こそ自分の仕事に戻ろうとしたら、三好さんは続けて言った。

「そういえば言い忘れてたんだけど」

「なんです？」

「今日の五時に碇マネージャーに呼ばれてるんだ、今期の交通広告のプランの件で。才川いける？」

「……いけます」

　みつきに電話するタイミングが……と思ったけど、仕事だ。五時から打ち合わせして会社に戻ってあれこれ作業をしてたら今晩の飛行機には乗れなさそうだけど、それでも仕事だ。

（くそ……）

　どうしてこうもうまくいかないんだろう。

　五時からの打ち合わせは問題なく進んだ。碇さんは打ち合わせに私情を挟んでくることもなく、また議論をループさせることもなく（他のクライアントではありがちなのだ）、お陰できっかり一時間で結論が出た。

　今期の交通広告は商品の認知拡大のため、北海道以外のエリアでの出稿を厚めに行う。社長決済までの時間があまり無いということだったので、早々に媒体担当に振り出さないといけない。

　現在の時刻は六時。今から会社に戻って仕事することを考えると、やっぱり今日飛行機に乗ることは叶わない。アポが入った段階でわかっていたことなのに、本当に無理だとわかるとダメージが大きい。

　明日の朝一の便に乗ることはできるけど、そうするとみつきに「なんで一泊しかできないのに帰ってきたの？」と純粋な目で訊かれそうな気がした。自分との温度差に今は耐えられる気がしなくて、明日もたぶん自分は行けないんだろうなと思った。

「それでは、ありがとうございました」

「こちらこそありがとうございました。失礼いたします」

　クライアントに見送られてエレベーターに乗り込み、頭を下げて扉が閉まるのを待つ。

　扉が完全に閉じてエレベーターが下降を始めたタイミングで、隣の三好さんが言った。

「……交通広告に前向きなのは嬉しいんだけどな～。テレビもやってくんないかな……」

「やってもらえたら大きいですよね。これまでも提案はしてるんですか？」

「してるしてる。でも〝うちの商品はテレビ向きじゃないと思う〟って碇マネージャーにかわされててさぁ」

「なるほど……」

　はっきりそう言われてしまっているなら説得は難しそうだ。大きな会社だから、〝テレビをやるほどの予算がない〟というわけでもないんだろう。

　面白いクリエイティブを見せることができれば意見を変えられるだろうか……と算段していると、エレベーターの扉が開くと同時に三好さんが脇腹を小突いてきた。

「なんですか」

「今日の残りの作業、俺が引き取ってやろうか」

「え？」

　ビルの外に歩き出しつつ、三好さんの顔を見る。そこにはまだ若干の申し訳なさが残っていた。

「そろそろ一回嫁さんのところに帰ろうかなって思ってたんじゃねーの？　今から空港に向かえば充分間に合うだろ」

「それは間に合うでしょうけど……。でもいいんですか、任せて」

　願ってもない申し出だった。今晩中にみつきに会えるかもしれない。無理だと諦めていたことが急に息を吹き返して、気持ちが高揚する。

　三好さんはこういうことは慣れないのか、少し照れ臭そうに言う。

「俺がしゃべったせいで、才川の嫁さんを不安にさせてるかもしれないし……。それをフォローしに帰るって言うんだったら、俺にも責任あるだろ」

「三好さんにしか責任ないですけどね」

「だからごめんって！」

「仕事引き取るだけで許されると思ってるんですか？　簡単だなぁ」

「……来週の昼メシ全部奢おごるから！」

「冗談ですよ。……ありがとうございます。じゃあ、お願いできますか」

　おう、と三好さんが返事をしてくれたので、俺はもう踏ん切りがついていた。このまま会社にも家にも戻らず、まっすぐ空港に行く。航空券は電車の中で予約すればいい。着替えの準備も何もないけど、元いた家に戻るんだからなんとかなるだろう。足りないものは向こうで買ってしまえばいい。

「それじゃあ、お疲れ様です」

　会社に戻るのと空港に向かうのとでは逆方向だったので、俺たちはクライアントのビルの前で別れようとした。──その時だ。

「才川さん」

　呼び止められて、振り返る。そこには碇さんがいた。さっき着ていたブラウスの上にカーディガンを羽織り、肩にストラップの長いブランドもののバッグを提げている。帰り支度を済ませて外に出てきた様子。

　碇さんの向こう側には、会社に向かって歩き出そうとしていた三好さんが見える。碇さんに気付いてこちらを向き、〝なんだ？〟と不思議そうな顔をしている。

　碇さんが俺の目線の動きで背後の三好さんの存在に気付いたのか、振り返って彼にこう言った。

「あ、三好さん。さっきはありがとうございました」

「あっ、いえ！　ええと……どうかされましたか？」

「ちょっと才川さんに個人的な用があって」

「……あー。そうなんですね」

　伊達眼鏡の奥の目が、碇さんを通り越して俺に向けられる。その目は〝どうすんのお前、これ〟と言っていて、哀れみが混じっていた。……どうするもこうするも。

「すみません碇さん。私この後別件があって、また後日──」

　しれっと立ち去ろうとしたら、腕をガシッと掴まれた。

「いいからちょっと付き合いなさい。──では三好さん、失礼します」

　碇さんにニッコリと笑顔を向けられた三好さんは「あ……はい」と呆けている。……あの人の噂好きが発動して、また変な風にゴシップ化しないといいけど……。淡い期待だろうか。

　無理矢理腕を掴んできた碇さんは強い力で俺を引っ張り、駅のほうではなくビルの裏側へと歩いていく。なんのつもりなんだ。ちらっと腕時計を確認する。会社に戻らなくてよくなったとはいっても、そこまで時間に余裕があるわけじゃない。

　相手が女性なだけに乱暴には振り払えない。でもイライラしていた。

「〝個人的な用〟とかやめてもらえませんか。得意先とはいえこういうことは、はっきり言って迷惑です」

　キュッと足を止めて、俺の腕を掴んで前を歩いていた碇さんが振り返る。余裕のある顔が人を小馬鹿にするように笑う。

「怒ってても取引先モードなんだ？　昔みたいにくだけた話し方でいいのに」

「碇さん」

　いい加減にしてくれと、うんざりした気持ちを隠さずに名前を呼んだが、彼女はもう俺の目を見ていなかった。下のほうを向いて、何かを見ている。

　一体何を……と視線の先を辿ると、俺が左手の薬指に着けている結婚指輪に行き着く。

「結婚したのよね」

「……そうですよ。だからこういうことは本当に困ります」

「独身だったらまた違った？」

　それを訊くことになんの意味があるんだと舌打ちしそうになった。

〝独身だったら〟なんて、今となっては想像もつかない。七年前にみつきと結婚して、自分は今の自分になったんだと思った。もしも独身だったなら、それはもう俺じゃない。

　そこまで事細かに説明する気もないけれど。

「あなたは何がしたいんですか？　〝付き合ってた〟って言っても学生のときほんの一瞬だけで、ここまで突っかかられるほどの関係じゃなかったと思うんですけど……」

　体の関係はおろか、キスさえしていない。「付き合ってみない？」という提案に頷いただけで、ほとんど口約束だけの関係だった。今になって彼女がこんな絡み方をしてくるのは、面白がっているとしか思えない。

　碇さんは肩をすくめて言う。

「そんな寂しいこと言わないで。興味があるの」

「興味？」

「子どもだったあなたが、大人になった今は奥さんのことをどんな風に抱くのかなぁって」

　すっと顔を近付けられて、イランイランの香水がふわっと香る。男の好奇心を駆り立てる効果があるのだと、昔担当した化粧品ブランドの担当者が言っていたことを思い出した。

　官能をくすぐる花の香り。なるほど。計算し尽くされたようなメイクとファッションにはよく合っている。

「……下世話ですね」

「下世話なついでに提案なんだけど」

「なんです？」

　ビルの裏側に人の気配はなかった。会社の自社ビルだからか関係者以外が通ることはなく、更に定時が過ぎているせいで会社の気配も感じない。彼女にとって都合のいいテリトリーに連れ込まれてしまったことにようやく気が付いた。

　碇さんは俺の首に両腕を回して、艶めかしく笑う。

「一晩で二億のテレビスポット発注っていうのはどう？」

「……俺に枕営業をしろと？」

「早く結果を出さないと、奥さんがいる東京には戻れないって。三好さんが言ってた」

「まじでおしゃクソ……」

　提案のダシになるはずもないから、三好さんは冗談のつもりで言ったんだろう。そもそも俺は〝結果を出せば帰れる〟とも約束されていないし。

　とはいえ二億はデカかった。決まれば一発で今期の予算は過達。確約はされていないけれど、本社に戻る早道といえば早道かもしれない。

「別に〝愛人にして〟とは言わない。夫婦仲を壊す気もない。たった一晩、取引をするだけでいいのよ。火遊びみたいなものでしょう？」

　昔の清楚な雰囲気からは信じられないような妖艶さで囁く。見た目は当時の雰囲気からそのまま大人になって、真面目で聡明な人に見えるのに。

　甘い香りと蠱こ惑わく的な眼差しに噎むせ返りそうになる。押し当てられた胸と絡みつつある下肢に、〝人に見られたらもう言い訳できないな……〟と思った。

　浮気ってこういう風に始まるのか。これまで縁がなかったから知らなかった。

　碇さんは囁く。男を仕留めるのにうってつけの、甘えるような声で。

「奥さんにするみたいにして……」

　言われて、少し笑ってしまった。口元の笑みを隠さずに彼女の耳元に唇を寄せる。

　睦むつ言ごとでも囁くように見えるだろうか。素直に感じたままを言葉にした。




「奥さんしか燃えないから無理」




　甘えていた碇さんの表情がピキッと固まり、続いて白けた顔になる。俺の首に絡んでいた細い腕は簡単に離れていって、背を向けた碇さんは俺を置いて歩き出していった。

「興ざめです。才川さん０点」

「テレビスポット二億は？」

「私の誘いは断っておいて？　図々しい」

「そもそもマネージャーに二億を動かせる裁量はないですよね」

「言ってみたかっただけよ……」

　興を削がれていじけた碇さんのほうがよっぽど素だと思う。こっちで再会してから初めて〝懐かしい〟と感じた。人を手のひらの上で転がす悪女よりも、今こうして項垂れているちょっと残念な感じのほうが碇さんらしい。

　碇さんはとぼとぼとビル裏の駐車場へと向かおうとするが、俺は一刻も早く駅に向かいたかった。背中に挨拶を投げかけて立ち去ろうとしていたら、不機嫌な顔がこっちを振り返る。

「なにぼさっとしてるの。早く来て」

「いや、だから。俺この後は用事があって──」

「空港に行くんでしょ？　私、車だからちょうどいい駅まで乗せてあげる」

「……聞いてたんですか」

「やだー、聞いてたって何を？　奥さんのフォローをしにこれから東京に帰るとか全然聞いてないです～」

「聞いてたんですね……」

　それならさっきの茶番は一体なんだったんだ。やっぱりからかわれていたことがわかって、がっくりと肩を落とす。〝奥さんしか燃えない〟なんて余計なことを言ってしまった。

　彼女の後をついて駐車場に向かう。碇さんの車は赤いボディのコンパクトカーだった。助手席に乗ってシートベルトを締める。

「車通勤って珍しいんじゃ……？」

「え？　ああ……私、今は親と住んでて実家が市外にあるの。電車だとちょっと不便で」

「……北海道出身だったんですか？」

「あなた、ほんとに私に興味なかったのね」

　苦笑いして碇さんはそろりと車を発進させた。駐車場を出る際に左右を確認しながら、こっちを見ずに問いかけてくる。

「真っ直ぐ空港に行くの？　自宅にも寄らない？」

「寄りません。ありがとうございます」

　お礼を言うと、少しの間だけ碇さんが黙る。そのうち場をもたせるように音楽をかける。流れてきたのは普段あまり馴な染じみのないＫ‐ＰＯＰだった。

　彼女は普段よく聞く音楽で自分のペースを取り戻したのか、口を開いて。

「ちょっと奥さんが不安になってるくらいで帰らないといけないなんて、大変そう」

「たぶん、不安がってはないんですけどね……」

「そうなの？」

　噂がみつきの耳に入っている可能性はあるけど、不安がるみつきの姿は想像できない。今晩中に帰りたいのもただ俺が会いたいからだし、早く会って噂のことを直接説明したいのも自分のためだった。彼女には不誠実な男だとは思われたくない。

（……嫌われたくなかっただけか）

　今日一日自分がソワソワしていたワケに、やっと思い至った。

　隣の碇さんを横目に見る。

「……っていうか、あなたのせいでしょう。同僚もいるのに〝付き合ってたんです〟なんて言ったら、波風立つのは目に見えて……」

　運転中なので前を見据えながら、碇さんは嘆く。

「だぁぁって悔しいじゃない！　昔〝まぁいっか～〟って簡単にリリースしちゃった小魚が、ものすごい上等なクエに化けてるんだもん！　しかも結婚してるって！　私はまだ独身なのに……！」

「独身なんですね」

「あ、ちょっと興味出てきた？」

「リップサービスです」

「可愛くない……」

　赤信号にさしかかりハンドルに凭もたれて口を曲げている碇さんは、可愛くないこともなかった。一瞬だけ、この人と付き合い続けていたらどうなっていたんだろう、と想像して──やっぱりそれは、もう自分ではないような気がした。今の自分は、みつきと出会わなければありえない。

　信号が青になり、車を発進させながら碇さんが話し始める。さっきよりもずっと静かな声で。

「私ね」

「はい」

「あなたはもしかしたら、大人になってもずっと恋はしないんじゃないかなって思ってたんだ」

　からかう様子もなく、ただ純粋にそう言われた気がしたので答えに困った。

　彼女の言葉はつまり、碇さんとの間にも恋はなかったということ。

「だって私と付き合うことをＯＫしたときも、ほんとはピンときてなかったでしょ？　結局キスすらしてないもんね。……もしかしたら〝して〟って言えばしてくれたのかな」

　それは……どうだろう。

　俺が深く考えるよりも先に彼女が結論を出す。

「でもあなたが自分から〝したい〟と思うことはなかったんだろうなぁって」

「……そうですかね」

　そうかもしれないし、そうじゃないかもしれない。あの当時の自分にそんな自発的な感情があったとは思えないけど、先のことはわからない。あのまま付き合い続けていたら、気持ちが育って〝したい〟と思うこともあったかもしれない。──今となってはもう想像ができない、というだけで。

　みつきと結婚しなかったパターンの人生を一ミリもイメージできないでいると、隣で碇さんが〝ふっ〟と小さく笑った。

「なんか悔しいな」

　悔しい？　……どうして？

　彼女の言葉の意味がわからず眉を顰ひそめた。俺の表情を読み取った碇さんが困った顔で笑う。進行方向を向いて、吹っ切れたように明るい声で。




「だってあなた、〝今が初恋〟って顔してるんだもん」




「…………どんな顔ですか、それ」

　その後の俺は押し黙るしかなかった。〝初恋〟というワードが地味に恥ずかしかったし、傍から見てそんな顔をしていたことも恥ずかしい。何より〝今が初恋〟って。

（結婚してもう七年だぞ……）

　遅すぎる初恋な上に、初恋を引きずり過ぎている。それが実らなかった恋ならわからないでもないが、自分は結婚しているのに。

　でも……そうなのかもしれない。助手席で居た堪たまれない気持ちになりつつ、ふと思い出した。学生の頃、別れる前に碇さんに言われた気がする。




〝きみに恋はまだ早かったね〟




　言われた当時はただ馬鹿にされていると思っていたけど今ならわかる。たしかに、あの時はまだだった。〝恋〟と呼べる感情を抱くほど、あの時の俺は他人に関心もなかったし執着することもなかった。

　他人に対して期待を持ったり執着したりするようになったのは全部、大学生になってみつきと出会ってからのことだ。




　碇さんに駅の傍で降ろしてもらって、別れる間際に「嫁とひと悶着ありますように」と縁起でもないことを言われた。

「変な呪いをかけるのはやめてください。残念ながら拗れようがないんですよ。妻は誤解して自爆するようなタイプじゃないので」

「そうなの？　でもわかんないでしょ。あなたがどう思っていたって、奥さんが心の中でどう思ってるかなんて」

　仰る通りなので返す言葉に困った。夫婦は他人だから、ほんとのところどう思っているかまではわからない。でもみつきに限って、噂に嫉妬して苦しむことはない。そんな漠然とした自信が自分の中で勝っていて。

　碇さんの忠告を聞き流していると、更にこんなことを言われた。

「それに、ひと悶着くらいあるほうが健全じゃない？　酸いも甘いも乗り越えて、夫婦は夫婦になっていくんじゃないの？」

〝経験ない私が言うのもなんだけど〟と濁された。俺がその言葉を咀嚼しているうちに彼女は得意先の顔に戻って。

「じゃあ、また来週の提案もよろしくお願いします。才川さん」

　静かに車を発進させた。

　俺は「ありがとうございました」と言って会釈をしながら〝酸いも甘いも乗り越えて、夫婦は夫婦になっていく〟というフレーズが、やけに頭の中に残っていた。




　空港までの電車の中で飛行機を予約し、席を確保する。これで今夜自宅に帰れるメドが立った。ホッと気が緩んで座席のシートに深く体を沈める。

　空港に着くなり自動チェックイン機でチェックインを済ませ、保安検査場を通過して搭乗口へ。飛行機に乗るまでは少し時間があった。

　離陸前にみつきに連絡を入れておこうかと思ったが、スマホの電池の残量が少なかったのでやめておく。搭乗券をｅチケットにしたから電池は温存しておきたい。それにもうすぐ会うんだし、ここまできたら驚かせたい気持ちも出てきた。




　そうして帰ることは一切告げずに、自宅のマンションに到着したのは夜十一時過ぎ頃。インターフォンを鳴らさなかった。持っていた鍵を使ってそろりとドアを開ける。

　すると、ちょうどそこには脱衣所から出てきたばかりのみつきがいた。寝間着に着替え、髪も乾かし終えたようで下ろしていて。そんななか不意に現れた俺を見て、目を剥いている。〝信じられない〟とでも言うような顔で。

「……あ……えっ……」

「……ただいま」

　なんだか耐え切れなくて、早々に目を合わせられなくなった。〝なんで〟〝どうして〟とみつきの目が口よりも先に物を言うので、悪戯が見つかってしまった子どもみたいな気持ちになる。

（……やっぱりそういう反応だよな）

　電話で〝私も会いたい〟と言ってくれてはいたけれど、たぶん俺ほどじゃないだろうなと思っていた。どうしたって気持ちの大きさにはギャップがあって。そのことにいちいち切なくなることすらほんとは馬鹿らしいことなんだ。元からの性格だってあるんだから、そんなのは仕方がない。

　自分ばかりがすごく変えられてしまった気がするから、少し悔しいだけで。

「悪い。急に帰ってきて」

　謝りつつ、いつもみたいに鞄をみつきに渡せなくて玄関の上に下ろした。革靴を脱ぐために屈む。もうすぐ頭上から「なんだー！　もう！　びっくりした！」と彼女が明るく高らかに笑う声が降り注ぐことを想像しながら、体を起こして────驚いた。

　みつきは笑っていなかった。笑わず、丸くした目からぼろぼろと涙をこぼしていた。

　俺の驚く顔を見て彼女もそれに気付いたのか、自分の手で拭って「あっ……」と声をあげる。

「な、なに……なんで泣いて」

　まさか泣かれるとは思っていなかった俺は、とっさにどうしていいのかわからなくなった。

　触れることにも戸惑いながら頭にふんわりと手を乗せる。みつきは自分の目元を手で押さえながら俯く。表情が見えなくて、どうして泣いているのかは余計にわからなくなる。──本当にどうして？　俺の不在中に何かあったのかと不安になっていると、みつきは俯いて目元を隠しながら喚いた。

「……帰ってくるなら連絡して！」

「えっ……ごめん」

　それはさっきも謝ったはずなのに。みつきの勢いに気圧されてもう一度謝らせられた。

〝え、怒るとこそこ……？〟と不思議に思って、泣いている理由を他に探す。みつきの表情をよく見ようと頬を両手で挟んだ。

　ゆっくり上を向かせて、至近距離で見つめ合う。

「……すごい泣き方」

　思わず口から感想が漏れてしまった。

　みつきの唇は固く結ばれている。いっぱいいっぱいな顔が涙を堪えようとふるふる震えて、それでも我慢しきれなかった涙が目尻から垂れていく。

　マジ泣きしている顔が珍しくて、しばらく魅入ってしまった。

「だって……今日帰ってくるなんて、思わなかっ……」

「俺が急に帰ってきたら、なんで泣くの」

「っ……それは……」

　みつきは両手でワイシャツの胸のあたりをきゅっと掴んできた。俺が問い質すうちにその手にどんどん力が込められていく。まだ理由は聞けていないのに、その仕草に愛しさを覚える。

「……なんで？」

　なるべく優しい声で問い詰めた。何かを期待して〝なんで？〟と彼女を問い詰めるこのシチュエーションは、これまでにも何度かあった。──思えばいつもこんな風に、言葉をねだっていた。

　欲しい言葉が彼女の喉元まできているのを感じて、気持ちが逸はやる。

「もっ……毎回そうやって言わせようとする！」

「うん、聞きたい。……なんで泣いてるのか教えて」

　意固地になっている彼女の背中を弱い力で叩いた。あやすような行為にみつきは一瞬ムッとして、目を伏せて、それからもう一度俺のことを見た。

　涙で濡れた目がキラキラしている。

「…………寂しかったから以外にないでしょっ……」

　慣れない泣き顔だったことも相まって、ぎゅっと胸の奥が絞られる。──その言葉がすごく聞きたかった。〝泣かせてしまった〟と申し訳なくもあるが、それよりもっと甘やかな気持ちが胸に満ちる。やっぱりこの感情は、少しだけ仄暗い。

「うん」と返事してみつきのつむじに顔を埋める。大きく息を吸い込んだ。自分と同じシャンプーの匂いに混じって彼女の匂いがする。陽だまりみたいに優しくて安穏とした香り。

　二週間前に家を出たときにも嗅いだ落ち着く匂いに、ようやく〝帰ってきた〟と実感が湧いた。

「もうっ……才川くん！」

　みつきの声はなぜかまだ少し怒っていて、つむじに顔を埋めている俺を突き離そうとグイグイ胸を押してくる。……せっかく会えたのに、なんでそんな態度を取られなきゃいけないんだ。

　離したくなかったので腕の中に閉じ込めると、それは嫌ではなかったのか一瞬〝ほっ〟と落ち着いた表情を見せた。束の間、何も言わずに玄関で抱き合う。

「……みつき」

　しばらくすると流石にこの状況がちょっと恥ずかしくなってきて、名前を呼んでそっと体を離し、彼女の様子を窺った。みつきは泣いている顔をどうしても見られたくないのか、必死に自分の顔を手で隠そうとする。

「か……顔洗っていくから、先にリビングに行ってて」

「いいよ、そのままで」

「よくない……！」

　俺としては、今のみつきともう少し話がしたかった。普段の明るく笑う彼女とは違って、泣いて反抗的になっている今。いつもとは違う会話ができる気がして。

　迷った末に、その場でみつきを勢いよく抱き上げ肩に担ぐ。

「えっ、あ！　ちょっ……」

「寝室で話そう」

「おっ……下ろして！」

　バタバタと暴れるみつきを「こら」「危ない」とたしなめて寝室へと向かった。

　部屋の中に二台あるベッドのうち、俺のベッドにみつきを運ぶ。華きゃ奢しゃな体をベッドの真ん中に下ろして、自分はその上に覆い被さった。

　彼女の顔を隠している長い髪を掻き分け、露わになった顔の唇にキスする。

「んっ……」

　柔さを味わうように唇を食むと、小さく開いた口の隙間から甘い息を漏らす。止まらなくなってしまう気がして、早々に口は離して額に口付けを落とし、切り上げた。

　みつきはキスを受けた額に手を当てながら、嬉しそうなのに不機嫌な、複雑な表情をする。

「急に帰ってくるし、甘いし、才川くんなんなの……」

「〝寂しかった〟って泣いたくせに、お前こそなんなの」

　みつきは〝ふいっ〟と顔を背けた。こんな態度は珍しい。

　顔を背けたことで露わになった首筋に顔を埋める。

「あッ……」

　意固地になっている気持ちを一つ一つ解くように首筋に丁寧にキスすると、甘い呻うめきとともにみつきの表情が緩んでいく。心地よさそうに感じて、ゆっくり、快楽に堕ちて。

「ふ、あ、あぁっ……♡」

　このまま懐柔できそうだと思った。でも、懐柔してしまうことが正解か？　……そうじゃないだろ。有耶無耶にしてちゃ、ダメだろ。

　迷った末に、結局俺は話を蒸し返すことにした。首筋へのキスを止めて静かに話しかける。

「……寂しがってるとは思ってなかった」

　率直に伝えると、みつきの表情が曇った。彼女的にはあまり触れてほしくない部分らしい。

　寂しいと思っていたことは、みつきにとって隠したいことだった？

「電話では平気そうにしてただろ」

「仕事で行ってるのに心配かけちゃダメでしょう」

　ぴしゃりとした声で返された。

「……そっか」

　そんな風に思っていたなら、あの場では明るく振る舞うかもしれない。……やっぱり電話はダメだ。会わないと。彼女は意外と取り繕うのが上手いので、対面でなければ見逃してしまう。俺はてっきり、みつきが一人の時間を満喫しているものだと思い込んでいた。

　本心を見抜けなかったことはただただ不甲斐ない。

（夫婦になって長いのに、何してるんだろうな……）

　こっそり反省していると、みつきはまだ厳しい目でこちらを見つめていた。俺が〝なに？〟と目で返事しても、言いにくそうにして口を噤つぐんでいる。みつきの心の中にはまだ何かしこりがある。

「なんだよ。言って」

　今度は声に出して問いかけた。すると、みつきは張り詰めた声で答える。

「心配かけちゃいけないと思ったから、電話はしばらく我慢してた」

「うん」

　それは我慢せずにかけてきてほしかったけどな……と心の中で独り言つ。

　みつきの本題はそこじゃなかった。

「なのに……会社では〝あいつ今元カノに会ってるらしいよ〟なんてからかわれて」

「あ……」

「私、そんな話聞いてないんだけど」

　俺が碇さんと北海道で再会したことを誰かから聞いたらしいみつきは、明らかに怒っている。──やっぱり知っていたか。

　非難する目を甘んじて受けて、不満に耳を傾ける。

「電話したときに才川くんから話してくれるかと思ってた。……でもそんな話題、あの通話では一切出なかったし」

「ごめん」

　話そうか迷って、結局あの時は話さなかった。〝話しておいたほうがみつきは安心するかもしれない〟と頭によぎっていたのに、〝まあいいか〟と思ってしまったのだ。




〝彼女はそれで不安がるようなタイプじゃない〟

〝距離が離れてもこんなにけろっとしているくらいだし〟

〝ましてや夫婦になってもう長いんだから、今さら誤解や不安もないだろう〟




　──たくさんの思い違いをして、みつきを不安にさせていた。付き合いの長さを過信して、気持ちを見誤って。それは結局、彼女の強さに甘えていただけだ。

「……ごめん」

　もう一度謝ると、みつきの目に〝じわっ〟とまた涙が滲んだ。

「あんまり謝られると、ほんとに何かあったみたい」

「違う。そんなわけないだろ」

　やましいことは誓って何もなかった。どうすれば不安を取り除ける？

　みつきを心の底から安心させるために、信じてもらえるように、まっすぐ彼女の目を見つめて話す。

「昔付き合ってた人が、たまたま得意先にいた。その人がおどけて〝学生の頃に付き合ってたんです〟って言ったから、一緒にいた同僚が面白がって広めて……」

「……ほんとは疑ってない。ごめんなさい。才川くんは不誠実なことする人じゃないって、ちゃんと知ってるよ」

　今度はみつきのほうから謝られた。疑われてはいないけど、悲しませたことは確か。目尻に溜まっていた涙の粒が真横にこぼれるのを見てチクリと胸が痛む。

　彼女は両手で自分の顔を隠して言った。

　独り言のように小さな声で。

「信頼してるのに不安になるのは、どうしてなんだろう……」

「……それはたぶん……」

〝酸いも甘いも乗り越えて、夫婦は夫婦になっていく〟

　今日やけに心に残っていた言葉が、恐らく的を射ている。




「俺たちがまだ、夫婦になっていってる途中だからだよ」




　こんな小さな衝突すら今までろくにしてこなかった自分たちは、夫婦としてまだまだ未熟で。相手を不安にさせない術も、不安を上手に吐き出す術も、全部これから会得していくんだろう。──七年やそこらでわかった気になっていてはいけなった。




　みつきが顔を隠していた手を、両方の手首を掴んでゆっくり取り払う。彼女の目は赤くなっていた。なだめるように目尻や瞼にキスをすると、小声で「口にもして」とお願いされる。

　特に返事をせず、手首を掴んだまま口にキスをした。体重は自分の肘にかけて彼女にはかからないように気をつけながら、舌で口内を深く探る。

「は……んんッ……」

　泣いていたせいか少ししょっぱい。

　口へのキスの合間にも涙の跡を舐め取った。それが気持ちいいのか、みつきは顔を〝ふるっ〟と震わせて、目を細めて俺を見る。上気して赤くなった頬と、真っ赤に染まった唇。誘うような顔が艶めかしい。

　俺は恍こう惚こつとした気持ちになって尋ねる。

「セックスする？」

　ぴくっ、とみつきの表情が固まり、続いてムッとした顔になった。明らかにちょっと期待している顔が、不満を前面に押し出して訴えてくる。

「私に訊かないで、才川くんがどうしたいか言って」

　いつになく我が侭だ。だけど今日ばっかりは仕方がないか。

　みつきの言葉に従うことに決めた。〝たまにならこういうのも悪くないかも〟と思いながら、形のいい耳に唇を寄せる。

「……めちゃくちゃしたい……」

　囁きながら局部を押し付けると、みつきは口を俺の肩に押し当てて声を殺しながら「んんっ……」と呻いた。ショートパンツの上から陰核が擦れるように狙って大きく腰をグラインドする。

「はっ……あ、あ、ふッ……♡」

　自分の下に組み敷いたみつきが甘い声を漏らすと、体が彼女を求めていたことを思い出す。写真を見るだけで欲情して、自慰をして、最終的にみつきを巻き込んでテレフォンセックスまでして。それほどまでにみつきに飢えていた。

　電話の内容を思い出しながら、耳朶みみたぶを甘噛みして囁く。

「ん…………電話越しにあんなことするのも、初めてだったよな」

「あ、っ……あれはちょっと……才川くん、変態すぎだと思う」

「自分だって愉しんでたくせに」

「ひぁっ!?」

　耳の穴の中に舌を伸ばし〝グチャグチャ〟と大きな音をたてて舐める。みつきの体がゾクゾク震えていることを確認して、執拗なまでに耳を攻め立てた。

「あっ！　待っ……や、だめっ……やめ、て……」

「はぁ……ふっ……んーっ……。自分の胸舐めながら下もいじって……気持ちよかったんだろ？」

「んっ……！」

　みつきはぶんぶんと首を横に振って否定する。

　嘘つけ、と思った。あんなに乱れておいて。

　気持ちよかったと認めるまで耳攻めをしようと、彼女の頭を抱いて固定する。俺がみつきを虐めるこの状況に、〝すっかりいつも通りのセックスだな〟と思っていたら。

「──気持ちよかったけど！」

「え」

　唐突に認められて拍子抜けした。耳を攻めるのは一旦やめて彼女の顔を見る。さんざん耳を犯したせいかもう顔が真っ赤になっている。

　目を潤ませてみつきが言った。

「才川くんの声が気持ちよかっただけなんだと思う……。自分で舐めるのも、触るのも、気持ちよくないわけではないんだけど……物足りないっていうか」

　そこで彼女は少しだけ言葉を溜めて。

「……才川くんがしてくれるほうが、ずっと気持ちいい」

　そう打ち明けて、後は黙り込んでしまった。

　珍しく大胆なことを言う……と思ったら、やっぱり恥ずかしかったようでぎゅっと胸に抱き着いて顔を隠してきた。──かわいい。離れていた時間もあってか、余計に可愛く見えて困る。

「……そっか」

　いつもだったら、こんなことを言われたら「やらしい」とか、「どこ触って欲しいの」とか言って虐めるところだ。今は嬉しくて言葉が出てこない。

　しばらく沈黙が生まれたせいか、焦れたみつきが自分から顔を上げて俺の背中に手を回し、〝くんっ〟と首を伸ばしてくる。──喉仏にキスされた。

「んッ……」

「才川くん。……いっぱい触って」

　顎の下あたりから聞こえた声が腰にキて、誘われるがまま彼女の胸の膨らみに手を伸ばす。

　右腕の肘で自分の体重を支えていたので、空いている左手だけで乳房を揉みしだいた。力を込めれば指が沈み込むほどの柔らかさ。沈んだ分だけ押し戻してくる弾力。自然と指に力が入る。

「んっ……♡」

　感じた声が聞こえてきて、唇の震えがダイレクトに喉に伝わる。彼女は俺の喉に唇をくっつけたまま「直接触って……」と更にねだってきた。

　顎のすぐ下にみつきの頭があって、俺は下を向くことができなかった。手元が見えないまま手探りで彼女の寝間着の裾を見つけ、中に手を忍ばせる。腹部にぺたりと指の腹を当て、スーッと体を上っていく。乳房の下側の丸みに行き当たり、山を登るように胸の頂へ。

「ひゃ、あんっ……！」

　尖りに触れず乳輪の上で弧を描くと、みつきは甲高い声で喘いだ。一番敏感な部分に触れてもらえずもどかしいのか、俺の喉にかかる吐息も熱い。

「っ、ん……才川くんっ……！」

「ッ……！」

　彼女は「触って」と言葉にする代わりに何度も俺の喉に口付けてきた。水っぽい音をたてながら、吸って、舐めて、キスをして。

　そのねだり方があまりに情欲をそそるので、猛った自身のモノをみつきの腹に擦りつける。俺は感じた声が出そうなのを我慢しながら、しばらく彼女の赤い実には触れず、焦らして、ギリギリまで焦らして──みつきが耐えきれずに俺の喉をむしゃぶってねだる頃になってやっと、硬く尖った乳首を抓った。

「ふぅぅっ……！」

　みつきは喉に唇をつけたまま軽く達して、息を荒げ、浮かせていた頭をくたりと枕の上に下ろす。もう涙は引いたはずなのにまた涙目になって、自分の口の端に付いた唾液を手の甲で拭いながら。

「はっ……才川くん、もっとっ……」

「……うん」

「胸だけじゃなくて、全部、もっと──いっぱい、触ってっ……！」

　くしゃっと泣き出しそうな顔でそんなことを言われたら、逆らえるわけがない。

　口から「はっ……」と息が漏れ、自分がひどく興奮しているのがわかった。乱暴に服を脱がせて、彼女の体を貪りたい。そんな衝動を理性で抑えつけ、性急な手つきでみつきの寝間着を脱がしていく。

　自分が望んだ手前みつきもそれを拒むことなく、脱がせやすいように両腕を上げ、上半身が裸になると今度は腰を浮かせた。ショートパンツと一緒にショーツも剥はぎ取る。彼女は生まれたままの姿になる。体を捩よじり、腕で大事なところを隠そうとするが、目が完全に誘っていた。

　──クラクラする。すぐにでも服を脱いで、裸になって触れ合いたい。素肌の温度や匂いを確かめながら絡まって、動物のように交わりたい。

　劣情を煽られるのには十分な光景を見下ろして、自分のワイシャツのボタンに手をかけた。腕時計もはずして、インナーシャツも脱いで、ベルトに手をかけて。その一部始終をみつきがドキドキ期待した面持ちで見つめて待っている。

　すべてを脱いで改めて彼女の上を陣取った。手のひらを突いた部分、膝を突いた部分が小さく軋んで、俺の影がみつきに落ちる。その間、会話はなかった。

　みつきはそろりと伸ばした指先で俺の頬を撫でてきて、そのまま手のひらを首裏へと滑らせて抱き込んだ。俺はその力に従い姿勢を低くして、ぴとりと肌を重ね合わせる。きめの細かい素肌の感触と、弾力と、体温を味わう。

「ん……」

　みつきが声を出したことをきっかけに話しかけた。

「……重い？」

「ううん、重くない」

　会話の切れ目でどちらからともなく軽いキスをする。そのまま唇を首筋まで這わせ、手のひらで細い肩を撫で回す。

「あっ……ん……」

　みつきが肩を竦すくめて甘く喘ぐ様子を見て、どんどん我慢できなくなって、息が荒くなるのを隠さず耳とうなじを唇で往復する。指先でくびれをなぞり、尻を撫で、届く範囲で体の各部位に触れていると、彼女も太腿を擦り合わせ始めた。

　体の準備ができているのなら、俺も早く彼女のナカに挿は入いりたい。

　正面から顔を見つめたまま手を下肢に伸ばして、繁みの奥にある蜜口に触れた。〝クチュッ〟と指先が濡れるのを感じて、そのまま中指を付け根までゆっくり沈める。

「はんっ……♡」

「簡単に入った……もう良さそうだな」

　コクコクと彼女が強く頷く。

　俺は膣壁を中からぐるっと一周だけ撫でて、指を引き抜いた。

「あん！　あ、うぅっ……」

　吸い付く襞が惜しむように指に絡んでくるので、この後すぐ挿いれるにもかかわらず切なくなった。指に残った愛液を舐め取りながらみつきを見下ろす。彼女はもっと切なそうで、胸を上下させながらもどかしそうに腰を揺らしている。

　──やっとだ。久しぶりに生身の彼女を抱けると思うと気持ちが昂って、俺の分身は痛いほどにいきり勃っていた。

　仰向けに寝るみつきの尻の下側に、少しだけ背を反らして座る。怒張したモノの先端を彼女の濡れそぼった入り口に添えると、俺の先端から零れ出ている先走りと、みつきの蜜穴から溢れ出る愛液が触れ合って〝ぐちゅっ〟と卑ひ猥わいな音がたつ。避妊はしない。

「んぁぁっ……」

〝ぐちゅぐちゅ〟と体液の混ざり合う音を、わざと奏でて愉しみながら、ゆっくりと──腰を前に突き出した。

「はああ、あ、んんッ……！」

「っ、ん……くッ……」

　熱い襞の感触に翻弄されつつ、柔らかな媚肉を穿うがっていく。ゴムを着けていないから熱が直に染み込んできて、尋常じゃない快感に襲われる。気を抜くとすぐ射精してしまいそうだった。

「ん…………っはぁ、入ったっ……」

　みつきのナカに自分のモノを収め、馴染むように浅く出し挿れを繰り返す。みつきは「あっ♡　あっ♡」と短く喘いでシーツの上を泳ぐ。

　感じている様を見ると一気に火が点いて、小刻みに速く腰を打ち付けた。

「あっ！　はっ！　あんっ、あんっ……！」

〝ぱちゅぱちゅぱちゅ！〟と太腿と臀部がぶつかり合う音が寝室に鳴り響く。そのうちもっと奥深くを突きたくなって、今の体勢では届かなくて。

「は、ッ……みつき、ごめんっ……！」

「えっ……ひゃぁっ!?」

　彼女の下側で前後に腰を動かしていた状態から、身を乗り出して彼女の肩の左右に両手を突いた。俺の脚に押し上げられる形でみつきの脚が高く持ち上がる。体が柔らかくないとキツい体位。彼女の体が柔軟でよかった。

　俺は一番奥を突こうと、上からプレスするように腰を振る。テクニックも何もなく、ただがむしゃらに。

「あんっ！　あうぅっ！　や、待って……子宮がっ……潰れ、ちゃっ……！」

「はっ！　んッ！　ふっ……はぁっ……バカ。潰れるわけないだろっ……」

「でもっ……！」

「潰れないから。っ、ふッ！　はぁっ……奥に出させてっ……んっ！　くっ！　今日は、もっ……孕はらむまで出すっ……！」

「やっ……ああぁんっ!!」

　子宮の入り口に押し入らんばかりの勢いで激しく穿ち、夢中で腰を打ち付ける。

　久しぶりのセックスなのにちょっと身勝手じゃないか。みつきに無理をさせて。そのうち俺の執着が尋常じゃないことに気付いた彼女に、愛想を尽かされてしまいそう。──そんな不安と反省が頭をもたげていたときに。

「はっ、んんっ！　……千秋、くっ……」

　不意にみつきに名前を呼ばれ、〝どくん〟と心臓が強く脈打つ。──今？

　普段ほとんど呼んでもらえることのない自分の名前に気を取られて、彼女の口元を凝視した。確かに今、名前を呼ばれた。

「ん、ふッ……いい、よ……？　いっぱい出してっ……千秋くんっ……！」

　──こんなタイミングで呼ぶのか。ただでさえ理性が馬鹿になっているのに。

「みつきっ……！」

「あ、んぅっ♡　……イイッ、千秋くん、気持ちいいッ！　もっとっ……あんっ！　あぁっ……」

　名前を呼ばれて、受容されて。後ろめたさや不安はどこかに飛んで行った。

　俺はみつきに煽られるまま腰を振り続け、何度も何度も彼女のナカに射精した。




　──さすがにやりすぎた。帰宅したのが夜十一時過ぎ。みつきを解放したのはほとんど明け方だった。「孕むまで出す」と言って、みつきはそれに「いいよ」と言った。それもさすがにここまでとは思っていなかったようで、二人でシャワーを終えてみつきのベッドに入る頃には、彼女はまた不機嫌になっていた。

「週末だからまだよかったけど……！」

「ごめん」

　謝って、つらそうにしている彼女の腰をさする。俺もたいがい足腰が痛いが、自業自得なので黙っている。

　ひとしきり文句を言ったみつきはすっきりしたようで、〝ふぁ～〟と欠伸あくびなのかため息なのかわからない声を出して枕に突っ伏した。そしてちらっとこっちを見て。

「……赤ちゃんできたかな？」

「デキててもおかしくはない」

　あれだけやればな。

「でももしデキてても、パパとはしばらく離れ離れだね～」

「おい……」

　まだ宿ってもない子に向かって不穏なことを言う。……っていうか、子どもが生まれてもこの別居生活を続けるつもりでいるのか？　そこはさすがに付いてきてほしい。そもそも、みつきだって〝寂しかった〟と泣いていたのに、なぜ……？

　文句を言おうとして、さっきのみつきの泣き顔を思い出した。北海道勤務はまだしばらく続く。その中で、もしまたみつきがあんな風に一人で不安になることがあったら嫌だなと思う。そもそも不安にさせないことが一番ではあるけど。

　枕に頬を沈めて眠そうにまどろんでいる彼女。その頭をくしゃくしゃ撫でながら、俺は口を開いた。〝ちょっとクサいな〟と自分で思ったが、大事なことなので伝えておく。

「あのさ、不安なことがあるならちゃんと言えよ。……夫婦なんだから」

「……そんなこと言うなら才川くんだって」

「俺？」

　予想外に言い返されてポカンとする。俺、何か他に言ってないことあったっけ……？

　思い当たらず黙っていると、痺れを切らした彼女が俺の両頬を手のひらで〝むぎゅっ〟と包んだ。無理矢理みつきに向き合わされて、叱るように言われたのは、こんなこと。




「赴任先に付いてきてほしいなら、ちゃんと〝付いてきて〟って言って」




　……バレていた。あまりの気まずさに言葉を失う。

　転勤の報告をしたとき、みつきに「行ってらっしゃい」と言われたことにひどく落ち込んだ。〝付いてきてほしい〟と思っていた気持ちは彼女に見抜かれていて、みつきはそれを見抜いた上で、俺が言葉にするかどうかを窺っていたのだと。あの時やけに視線を感じるなとは思っていたけど……そういうことだったのか。

（ダサ……）

　ダサいにもほどがある。つまらない意地を張っていたことまで、彼女にはバレていたなんて。

　北海道勤務は今後もしばらく続くだろう。そしてみつきは、俺が「付いてきて」と言わない限りは絶対に付いてきてくれそうもない。離れて暮らすのが嫌なのはお互い様なはずなのに不公平な話だと思う。──それでも、今回折れるべきは自分だとわかっていた。

　みつきはいつまででも待っていそうな様子で俺の顔を見つめている。改まってしまうと恥ずかしい。言えないでいるとどんどん恥ずかしくなっていって、今はプロポーズよりも恥ずかしいんじゃないかと思うほど。

　目をそらしたり、開きかけた口を閉じたり。何度か挑戦して、諦めて、気合を入れ直して……そんなことを散々繰り返した後で、やっと。

「……俺と一緒に来てください」

　蚊の鳴くような声で絞り出すと、みつきは今日初めて満面の笑顔を見せた。

「はい」




　その後、俺は三好さんと上長に許可を取った上で月曜日まで東京にいた。本社に出社して、みつきの転属をお願いするために。

　二週間ぶりに歩くオフィスでは同僚たちから〝浮気者！〟〝不潔！〟といわれのない批判を浴びた。いつものようにみつきを溺愛してかわそうとしたら、彼女から「触らないでもらえます？」と冷たくされて、逆に周囲からは〝可哀そうに……〟〝夫婦仲復興に努めるんだぞ……〟と励まされた。

　局長のデスクまで歩いて向かいながら、こそっとみつきに話しかける。

「お前……そんな態度じゃ、ほんとに夫婦仲危ないのかなって誤解されるだろ」

「本当に夫婦仲が危ないなら北海道に転属願いなんて出さないよ」

「……それもそうか」

　納得してしまってそれ以上文句が言えなかった。

　局長に相談すると、〝花村本人の希望なら〟と聞き入れられた。ただし転属には他部署の承認も必要なそうで、正式に辞令が下りるまでには少し時間がかかるとのこと。〝それくらいは仕方ない〟と俺は一度北海道に戻って、またしばらく離れた生活を送った。

　無理のない範囲で一日の終わりに電話をする習慣ができた。一度、土日を使ってみつきがこっちに遊びに来たりもした。そしてもうそろそろ、みつきがこっちに移ってくる──そんなタイミングで。

　俺にまさかの辞令が下された。




『東京本社に戻ってきてほしい』

「……え？」

　本社にいる局長から内線に電話がかかってきて、話を聞くと内示だった。電話での内示って。っていうか、本社に戻れとは……。

『お前が異動前に持ってたクライアントから、〝才川を担当に戻せ〟って直談判されて……。本来クライアントの希望で人事を決めることはしないんだが、複数社から希望があったから、仕方なく』

「……花村は、そのまま東京に置いておいてもらえますか？」

『お前はほんとそればっかりだな』




　クライアントの我が侭に振り回されて人事を決めてちゃダメだろ。それに、こんな形で東京に戻れるんだったら、あんなに恥ずかしい思いをしてみつきに「一緒に来てください」と頼んだのは何だったのか……。

　一連の出来事に疲れ、脱力しながら玄関のドアを開ける。今日は赴任を終えて本当に自宅に帰る日。少し緊張しながら扉を開くと、気配を察して玄関で待っていたらしいみつきが迎えてくれる。

　花のように可愛らしく笑って。




「お帰りなさい」




　その笑顔で全部どうでもよくなった。

　会社に振り回されようが。クライアントに振り回されようが。




「ただいま」




　幸せだからなんでもいいです。








後日談１　才川夫妻の初対面　～夫、我が子に出会う～









「元気な女の子だよ、赤ちゃん」

　初めて見たときは本当に不思議だったんだ。なんか、すごく変な感じ。みつきの腕に抱かれてぐっすり眠ってる、この子が自分の子なのかって。

　ちょっと混乱していて。だから、閉じられた瞼をしばらくじっと見ていた。

　触れることにも少し躊ちゅう躇ちょしていると、目についたのは二つの小さな握り拳こぶし。おくるみの端からちょこんと覗かせているソレはあまりに小さくて、思わずそのままの感想を漏らしていた。

「……手、ちっちゃいんだな」

「うん、ふにふにしてるの。触ってみて」

　そう言ってみつきが、自分の指で小さな拳を開かせ隙間をつくったので、俺は自分の指を伸ばし、そっと、その隙間の中に入る。

「ほんとだ」

　その子は弱い握力で俺の人さし指を握ってきた。五本の指でしっかりと。

　なんだか言いようのない嬉しさに襲われて、口がむずむずするのを我慢する。親指の腹で〝すり……〟と小さな指たちを撫でながら、もう一度よく我が子の顔を見た。しっかりと閉じられたままの瞼。本当によく眠っている。

「……お前に似てる」

「そう？」

「目元とか鼻とか、まんまだなって」

「口は才川くんそっくりじゃない？」

「そうか？」

「あ、起きたみたい」

　真上での会話が気になったのか、〝ひくっ〟と顔を揺らし、ゆっくりと開かれる瞳。

　俺は〝ごくっ〟と息を呑んだ。人の緊張なんて知りもしないで、みつきは機嫌よく笑う。腕の中の子どもを揺らし、あやし、俺のほうに向けながら。

「この人がパパですよ～」

　薄く開いた小さな目がこちらを見て、正直、どうすればいいのか分からなかった。見えているんだろうか？　見えないよな、新生児なんだから。

　自分の父親だって、わかってるのか？

「才川くん……そんな難しい顔で見ないであげて」

「あ、いや……悪い」

　謝ったものの、見上げてくる小さな生き物に戸惑いを隠せない。

「抱っこする？」

「……うーん」

　もちろん、子どもの扱いにも慣れていない。赤ん坊を抱いたことだってない。

「抱っこしてあげてください、パパ」

　もうすっかり母親の顔をしているみつきの言葉に、おずおずと腕を伸ばして受け取る。腕が重みを感じ取るのに合わせて、ふんわりと優しいミルクの香りが漂った。甘い匂いに鼻腔をくすぐられ、なんとも言えずむず痒がゆい気持ちが増していく。

「落とさないでね」

「わかってる」

　そうは言ったものの不安だった。まだ首が据わらないので、腕に頭が乗るようにして。子どもを抱きかかえるだけのことがこんなにも難しいなんて。

　腕に抱えた感触は、軽いけれど重みがある。矛盾しているけれどまさしくそんな感じ。

「椛もみじ」

　あらかじめ決めていた名前を呼ぶと、軽く身じろぎして、腕を一生懸命伸ばしてくる。

　その仕草がひどく嬉しかった。

「ね、かわいいでしょ？」

「ああ、すごく……かわいいな」

「よかった」

「え？」

「才川くん、やっぱりちゃんと親バカだったなって」

〝今どんな顔してるか見せてあげたい〟と笑われて、俺は何も言えなくなってしまった。

「笑うな」と文句を言いたかったけど、腕の中で動く子どもを見るうちに、悔しい気持ちは消えてなくなる。

　代わりにこみ上げてきたのは、もっと別の感情で。

「……みつき」

「なぁに？」

「ありがとう」

　言葉は自然と出てきた。直後に、目と鼻の奥がツンとした。自分が泣きそうになっているんだとわかった。ああ、自分は今、それほどに感動しているのか。

　思っていることが伝わってしまったらしく、みつきまでうるっと目に涙を溜めて。ごまかすようにはにかんで、彼女は言った。

「……こちらこそ。ありがとう」

　そのやり取りに無性に照れて、俺は腕の中の娘に目をやる。薄く開かれた目は、まだほとんど何も見えていないはずだ。それなのにまっすぐこちらを捉えている気がした。ばんざいした手はひたすらに、一生懸命こっちに向かって伸ばされている。

「椛」

　名前を呼ぶ声に反応するように、両手を揺すって。

　家族が増えるのってすごい。自分の分身ができたみたいに、急に大事なものがこの世に生まれ出てきた。

　自分の分身……というのは違うのかもしれない。自分よりもずっと大事な存在──三十年も生きてきて、今になって？

「椛。……かっわいいなぁ」

〝うん〟と言ってみつきは笑いながらぽろぽろ泣いていた。




　戸惑いつつも理解してるんだ。

　今、幸せに触ったんだと。








後日談２　才川夫妻の子育て　～妻、新しい幸せを知る～









　才川椛は二歳になった。




　夜。玄関から〝ガチャッ〟と鍵が開く音がすると、私よりも先に〝ぴくっ〟と反応して玄関のほうを覗き込む。

「パパ、かえってきた！」

「帰ってきたねぇ」

　洗い物をしていた私はエプロンで手を拭いて、一緒に出迎えに行こうと思ったらもうそこに娘の姿はなく。

　玄関に行けば、一足早く到着していた椛が才川くんの脚に絡まっていた。

「おかえりなさい！」

「ただいま、椛」

　椛は彼のスラックスを両手でぎゅっと掴んだまま、頭をくしゃくしゃ撫でられて〝キャー！〟と喜んでいる。父親の帰宅にすっかりテンションが上がってしまっている彼女。これは、今夜は寝かし付けるのが大変そう。

　椛が頭を撫でられているのを見て、〝うずっ……〟ともどかしい気持ちに駆られる。それをひた隠し、私はお疲れの才川くんに声をかける。

「お帰りなさい」

「ん、ただいま」

　いつものように鞄と上着を受け取る。才川くんは脚に絡みついてくる椛を「待って」と制しながら革靴を脱ぐ。一瞬ぴたっと我慢していた椛は、彼が靴を脱ぎ終えると途端に飛び跳ねて主張した。

「パパ！　おふろー！」

「うん、一緒に入ろうな。パジャマ用意しておいで」

「はい！」

　元気よく返事をして、〝たたたーっ〟と部屋の中を駆けていった娘。

　私はちらっと横目に彼を見る。最初は、ぐっと堪える。「なんだよ」と目で返事してきた彼にすぐに我慢できなくなって、結局私は不満を吐き出していた。

「扱いが違う……！」

「何が」

「こんなにあっさり一緒に入ってあげるなんて！　私なんて七年もかかったのに……！」

「子ども相手に何言ってんのお前」

　ネクタイを解く彼に呆れた目を向けられる。私だって、自分がこんな大人げないことを考えるとは思わなかった。だけど私の予想をはるかに上回って、才川くんは椛を甘やかすのだ。そしたら案の定、椛はパパにぞっこんになってしまった。

「そのうちきっと〝パパと結婚するー〟って言いだすんだよ……」

「……そんな深刻な顔して言うことか？」

「今〝それは言われてみたいな〟って思ったでしょ」

「頭の中を読むな」

「わっ」

　彼は表情から本音がバレたと思ったのか、私の視界を遮るように頭の上に手をかざしてきた。大きな手が目の前にやってきて、それで。

「……才川くん？」

　彼の表情は手のひらに阻まれて見えない。でも意外なことにその手は、くしゃくしゃと私の前髪を撫でてくる。

「えー、なに。ふふっ……」

　あまりに心地良いので、私はぎゅっと目をつむってそれを享受する。頭を撫でられて喜ぶ椛を見て、〝いいなぁ〟と思っていたことは彼にバレていたらしい。

　そうこうしているうちにパジャマを両手に抱えた娘が戻ってくる。才川くんは私の髪を撫でていた手をすっと引っ込めた。

「パジャマ！」

　準備できた！と言わんばかりに、これみよがしに自分のパジャマを才川くんに見せつける。才川くんはその場にしゃがんで、椛と目線を合わせてパジャマセットを確認する。

「自分でちゃんと準備できたな」

「うん！」

「えらい、椛」

　頭をグリグリ撫でられて、椛はまた〝キャー！〟と喜びはしゃいでいる。喜びすぎでかわいい。ちょっと喜び方がミーハーっぽいのが気にはなるけれど、嬉しい気持ちはよくわかる。

　才川くんはパジャマセットを手に持った椛をそのまま抱き上げて、脱衣所へと向かう。

「みつき、ごめん。俺のパジャマ持ってきといて」

「はい」

　この後は二人でお風呂でいちゃいちゃなさるんですね……。童謡を歌ったり数を数えたりするんだろう。後でこっそり盗み聞きに行こうかな。

　私が企んでいると、さっきの才川くんとのやり取りを聞いていた椛が声を上げる。

「パパー」

「ん？　なに？」

「パジャマ、準備できないの？」

　無垢な目が、抱き上げられて同じ高さの目線になっている才川くんに問いかける。おっと。これは私が持っていかないほうがいいのかも？　椛には自分で用意させたんだから、才川くんもやっぱり自分でするって言うかな？

　どちらになってもいいように私がその場で待っていると、彼は少し考えてから椛に言った。

「パパはできないんだよ」

　できないんだ。

　持ってこいってことね、と、承知した私はくるりと背を向けて寝室へ。背後からはまだ納得していない椛の声がする。

「なんでー？」

　娘からの純粋な問いかけ。

　才川くんはそれに悪びれなく答える。

「パパは、ママがいないとなんにもできないんだ」

「そうなんだ！」

「うん」

「ダメだねパパ！」

「ダメだな」

（なんでもしてあげる……！）

　背後から聞こえてくるやりとりの一部始終を聞いていた私は、膝から崩れ落ちそうになっていた。




　二人がお風呂を出たら、今度は私の出番。裸の椛を大きなバスタオルでくるみ、〝きゃっきゃ〟とくすぐったがって暴れる彼女の体をなんとか入念に拭く。その間に才川くんはサッと自分の髪を乾かし、リビングで晩御飯を食べる。私は才川くんのほうに行きたがる椛の注意を引きつけて、髪を乾かし、自分の膝に寝かせて歯を磨く。

　お風呂でやけに騒がしかったから、そこで体力を使い果たしたのかもしれない。就寝の準備を整えた頃には椛に才川くんの帰宅時ほどのテンションは残っていなかった。布団の中に入るなりうつらうつらとして、一応「えほん」とせがんでくるものの、目はもう半分も開いていない。

「続きは明日にして、そろそろ寝んねしよっか」

「やぁ……あかずきんはぁ……？」

「赤ずきんは明日も頑張るよー」

　そう言って絵本を閉じ、椛の手の届かないところに置く。ブランケットを肩まできっちりかけると、規則正しい呼吸が聞こえ始める。

　今なら教えてくれるかなと、悪い大人な私は娘に尋ねた。

「ねぇ、椛」

「んん……？」

「お風呂で、パパとどんなお話したの？」

　既に目を閉じている椛。ぎゅっと眉間に皺を寄せて〝んんん……〟と何か考えた後に、こう答えた。

「ないしょ」

「ママにも内緒？」

「……ないしょ！」

　眠いせいか不機嫌だ。二回目の〝ないしょ！〟はなんだか面倒臭そうだった。これは教えてくれそうにない。

「そっかぁ、内緒かぁ……」

　さすが才川くんの子ども。なかなかの秘密主義です。

（変なところが似てしまって……）

　椛がこんなに頑なに「ないしょ！」と言うからには、たぶん、才川くんが「ないしょだぞ」と約束をしたんだろう。ますます何を話したのか気になる……。

　ぽん、ぽん、と椛の胸を優しく叩きながら〝なんだろう〟と考えて、自分も眠りに落ちそうにうつらうつらとなっていると、不意に椛がこんなことを言った。

「……クルマの、おもちゃ」

「え？」

「おねがいしなきゃ……」

「……クルマのおもちゃを？　なに、サンタさん？」

　訊き返すと、椛は完全に眠りに落ちていて、〝すぴーっ〟と呼吸を繰り返していた。不思議に思った私は目が冴えてしまった。

　首を傾げて考える。どうして椛がクルマのおもちゃをお願いするんだろう。自動車に興味が湧いたんだろうか？　でも、一体いつ？　今日だって、夕飯前はいつもの人形遊びに夢中になっていたのに。

　それは才川くんとの内緒話と、何か関係があるんだろうか……。謎は深まるばかりだ。

「椛、寝た？」

　食事を終え、歯磨きも済ませた才川くんが寝室の中に入ってくる。

「うん。絵本一冊読み終わらないうちに……」

「長湯したから疲れたのかも」

　私と会話しながら彼は、椛を挟んで向こう側に寝転がる。ごく自然に。才川くんは彼女の左側、私は右側に寝転ぶのが定位置になっていた。

　椛を起こさないくらいの声量で、才川くんに問いかける。

「椛がね、〝クルマのおもちゃお願いしなきゃ〟って言うの」

「……ああ」

「なんでか知ってる？」

「内緒」

　また内緒だ。やっぱり才川くんとの内緒話と関係があるらしい。一体なんなんだろう……。

　悶々と考えを巡らせる私をよそに、才川くんは椛に顔を近付ける。起こさないように気を遣いながら、鼻先を娘のほっぺたへ。

「まだちょっと赤ん坊くさいな」

　そう言いながら、機嫌よく笑って鼻の頭でほっぺたをグリグリしている。この溺愛ぶり……。私はここ最近疑っていたことを聞いてみる。

「才川くん」

「ん？」

「私が見てないところで椛にキスしてるでしょ」

「……」

「あっ、目ぇそらした！　やっぱり……！」

「みつき、声。椛が起きる」

　サッと目をそらした才川くんを非難すると、〝声が大きい〟と注意された。私は不本意ながら黙る。

（だろうと思った！）

　彼のテンションは出産前後で大きく変わっていないように見える。椛のことを猫かわいがりしたりはせず、落ち着いたクールな父親……に見えるけれども。滲み出てしまっている。才川くんは椛のことが大好きだ。

「才川くんの親バカ……」

　今度は怒られないように、小さな声でぼそっとぼやく。すると椛の向こう側にいる才川くんは呆れた顔になって、息をついた。寝転びながら頬杖を突いて、こちらを見て。

「あのさ」

「……はい」

　きっと、また〝子ども相手に何言ってるんだ〟とたしなめられるんだ。──そう思い込んでいたら、彼は私の想像とは違うことを口にした。

「お前が〝才川くん〟って呼ぶの、椛が真似したらヤなんだけど」

　きょとんとして、彼の顔を見る。頬杖をついている彼は私と同じ方向に顔を傾けていて、お互い横になっているけれどまっすぐ目が合う。

　私は彼の言葉の意図が読み切れないまま、弁解する。

「椛の前では〝パパ〟って呼んでるよね？」

「……そうじゃなくて」

　違うの？

「最近、全然名前で呼ばない」

（……ああ）

　いつも通りの何気ない彼の表情が、ほんの少しだけムッとしているように見えた。じっと見つめ合う。才川くんは私の言葉を待っている。

　たしかに最近〝千秋〟とは呼んでいない。でも、そもそも前から呼ぶほうが珍しいくらいだったし。何より、恥ずかしくて呼びにくい気持ちはまだ残っていた。

　苦し紛れに、こう言い訳する。

「……椛が〝千秋くん〟なんて呼んだらやだ」

「なんで？」

「……なんでも！」

　すぐに〝なんで？〟と子どものように追及してくる彼の言葉を振り切って、私は椛のブランケットを肩まで掛けなおした。ちょっと暑いのかもぞもぞと手を出した拍子に、べろんと捲れあがってしまっていたのだ。〝くー〟と静かな寝息をたてて、気持ちよさそうに眠っている。

　才川くんは私に似ていると言うけど、私からすれば才川くんにそっくりだと思う。寝ているときの顔なんか特に。才川くんをあどけなくしたみたいだ。

　不意に彼の手が伸びてきた。〝すぐ椛に触りたがる……〟と触れる前から呆れていると、その手は椛を通りすぎて私に伸びてきた。横の髪を撫でつけながら、才川くんは。

「じゃあセックスのときだけでもいいから」

「……え」

「名前。呼んでほしい」

「……っ！」

　まだ名前のこと考えてた……！　っていうか！　椛が寝てるときでもここで〝セックス〟とか言わないで……！

　動揺して固まって、文句の一つも言えなかった。才川くんは畳み掛けるように私の髪を梳いて、〝お願い〟と熱っぽい声で漏らす。その感じにめっぽう弱くて、私は目をそらしながらこくんと頷いた。椛を間に挟んでの甘言に、真剣な顔でのお願い事。ずるい。

　彼は私の返事を確認するなり上体を起こし、椛の頭を撫でた。それから彼女の足側を通って、寝転ぶ私の元にやってくる。

「首に腕まわして」

　背中と膝裏に差し込まれた手に、〝お姫様抱っこだ！〟と理解した私は喜んで彼の首に両腕を回した。才川くんが私を抱きかかえて立ち上がる。……一体どこでするつもりなんだろう？

　椛が眠る寝室を離れ、連れて行かれたのはリビングのソファの上。椛が生まれてから買い替えたソファは、背もたれを倒せばベッドにもなるソファベッドだ。

「そこでするの？」

「嫌？」

　首を横に振る。

　才川くんは私をソファの上に座らせると、手際よくリクライニングを倒してベッドにする。「真ん中に寝て」と私に促し、ベッドの端に膝立ちになって寝間着のシャツを脱ぎ始めた。ドキドキと、それを待つ。

　なんだか緊張してきた。

「期待した顔してる」

　上は裸になった才川くんがそう甘く笑って、〝すり……〟と頬を撫でてくる。首の裏も撫でられ、それだけのことにゾクゾクと感じてしまう。

「んぁっ……」

　自分でも戸惑うほどの感度の良さ。居ても立っても居られない気持ちになって、ねだるように彼の首に抱きつく。首筋に擦り寄る。

「才川くんっ……」

「なに？　……もう欲しいの？」

　息をひそめるように囁く声。少し意地悪なその声に濡れてしまう。

　真っ暗なリビングは時計の針が動く音がはっきり聞こえるほど静かで、囁き声なのに大きく聞こえた。

「はっ……あ、あぁっ……」

　才川くんはすぐにはソレをくれない。じれったい唇の動きでこめかみや目元にキスを繰り返す。その傍らで、私のナカをほぐそうと指先が茂みを掻き分け、泉の中に沈み込んでいく。

「んんんっ……」

　ナカで蠢く彼の指が関節を曲げ、イイところを押さえる。私は首に腕を回して抱きついたまま、ソファベッドで体を跳ねさせた。

「あっ、はっ……あ……だめっ……だめ！　指でそんなにしちゃっ……！」

〝グチャグチャグチャ！〟と中指で激しく掻き回されて、裏返りそうな声で喘いだ。彼の指の動きは止まらず、脚の間からはしたない音が止まらない。

「待っ……ふっ、あ、あぁっ」

「イく？」

「あッ、あッ……ああ──ッ！」

　ソファベッドの上でのけ反り、ビクビクと体を震わせる。達した瞬間に才川くんは私の唇を塞ぎ、上から押さえ込むように口の中を貪った。このまま、本番になだれ込むようだ。

「んっ、んんッ……」

「はぁっ……エロ……。椛が起きるかもしれないのに、そんな思い切り声出して」

「っ！」

　ハッとして手で塞ぎ隠そうとした口は、またあっさりとキスで塞がれてしまう。

「んーっ……」

　彼は食べるようなキスを繰り返しながら、私のショーツの中から手を抜き去る。そのままスカートとストッキングを脱がし、ショーツを下ろした。彼も自分のズボンの穿き口に手をかける。

　早く、と焦れた私は彼の首に回した腕を引き寄せて、首筋にたくさんキスをした。ボディーソープの清潔な香り。彼の肌は熱かった。

　ほどなくして、服を捲り上げられたお腹のあたりに熱が触れる。

「んぁっ……あっ、んんっ……なんで……？」

　彼は屹立したソレをお腹に擦りつけてくるばかりで、なかなかナカに挿れてくれない。張ち切れんばかりに膨張したモノの熱を感じていると、早く欲しくてたまらなくなる。

　意地悪をされているのかと思ったら、そうじゃなかった。目前の才川くんは苦しそうな顔で言う。

「や……ちょっと迷ってて」

「……迷う？　何を？」

「ゴムを着けるか」

「えっ」

　一度私が妊娠して以来、彼はまた避妊を欠かさなくなった。〝妊娠中は免疫力が下がっているから〟とゴムを着けるようになり、出産の後も、お互い〝二人目はまだいいかな〟とそのままでいた。

　ここにきて起こった心境の変化。才川くんはどこから出したのか、避妊具の入った箱を手の中に持ちつつ、こちらの反応を窺っている。──実は私も。そろそろ二人目を考えてもいいんじゃないかって、切り出そうと思っていた。

「……着けなくていいと思う」

　おずおずと、下から彼の顔を覗き込んで伝えると、才川くんは一瞬きょとんとして。それから柔らかく笑った。

「着けなくていいんだ？」

「うん……」

「二人目できるかも」

「いいよ」

　即答すると、また流れるように唇を奪われた。

「ん……」

　深く口の中を味わうようなキス。薄く目を開けると視線が絡んで、その目は愛しげに細められていた。胸が甘く蕩け、息が詰まる。甘いキスに溺れる。

「んはっ……はぁっ……」

　たっぷりキスをした後で唇を離すと、才川くんは呼吸を整えながら、雰囲気を壊さない程度の声量で囁いてくる。

「椛と何の話してたか、知りたい？」

「えっ……知りたい」

　それ、今するような話……？　疑問に思いつつ、気になっていた私は彼に話の続きを促す。才川くんは今度はもったいぶることなく、すんなりと答えを教えてくれた。

「妹か弟だったら、弟が欲しいんだって。椛は」

「……そんな話してたんだ……」

　だから〝クルマのおもちゃ〟か。やっと話が繋がった。

　まだ我が侭盛りで、お菓子やおもちゃをねだって泣くような椛が、未来の弟を思いやっていたんだと思うとちょっと胸が熱くなる。

　娘の成長に嬉しくなっている私に、才川くんは言った。

「〝じゃあ弟で頑張ってみるよ〟って言っといた」

「……なんてこと言うの!?」

　しかもそんな、自由自在みたいな！

　教育によくないからほんとにやめて！

　そう喚こうとした私を黙らせるように、彼は唇を触ってくる。

「早くしよ」

　目前にある顔が、冷静なのに熱っぽく、切実に訴えてくる。そうされると黙るしかなくなってしまう。

　私のお腹の上を擦っていた彼のモノは強度を増し、先走りで濡れていた。先端でグイグイとお腹を押してきて、そこから恥丘をなぞっていったと思うと、次第にソレは割れ目の中へ。

「あっ……あっ、あ……ンッ」

「……ナマでするのなんて、久しぶりすぎて……緊張するかも」

　そう言いながら彼は、腰を押し進めてきた。

「あっ、あっ！　待って！　ゆっくりっ……」

「あー……やばいっ……」

「んん──っ……」

　にゅるりとよく滑って、みるみるうちに根元まで。何にも隔てられない直の感触にゾクゾク震えていると、才川くんもよっぽど気持ちいいのか〝ぶるっ〟と身震いした。いつもより大きく感じる呼吸。最大限に膨張したモノに擦られて、お腹をいっぱいにされて、私も息絶え絶えだ。

「はぁっ、はぁ……」

　挿入だけでお互いこんなに苦しくなるなんて。

　真上にいる体を抱きしめて、髪を撫でながら尋ねる。

「だ……大丈夫？　才川くん……」

「ん……？　ああ、うん……」

〝ふーっ……〟と、興奮から漏れるような吐息。それを耳のあたりで感じていると、私までぞわぞわと気持ちよくて、甘い声が漏れ出てしまう。

「はぁっ……」

「ん……大丈夫じゃないかも」

「え」

　熱い吐息が漏れる唇で、くすぐられる耳の裏側。

　彼の腰がゆるく動きだす。

「めちゃくちゃに腰振りたい……」

「あっ」

「ガンガン犯して、早く、みつきのココ」

「待っ……」

「俺のでいっぱいにしたい」

「はっ、あぁんっ！」

〝ココ〟と囁くと同時に小突くように動かれて、それだけで達してしまいそうになった。かつては白濁した液をお腹いっぱいに吐き出されていたことを思い出して、ナカが反応する。

「はっ、すご……押し付けたら嬉しそうにヒクヒクして」

「んっ」

「普段そんな反応しないくせに……ナマだとそんなに違う？」

「あうっ……」

　動かれたままでは言葉が出てこなくて、代わりにコクコク頷いた。避妊をしている普段とはまったく違う。奥に触れてくる感触も、熱も。注がれてしまうかもしれない危機感も。才川くんの興奮度合だって。全然違う。

　繋がっている部分だけじゃなく全身が気持ちよくて、手脚を彼の体に絡めていた。べろりと顎を舐め上げられながら、徐々に激しく突かれる。

「そこっ、そこっ　んあっ……もっとっ……！」

「そんな声出して……ん……ほんとに椛が起きてきたら、どうする？」

「やっ……」

「そうなっても止められないかも」

「あっ」

「ココに全部出すまでずっと……」

「あんっ、あんっ！」

　──そんなこと言って、絶対に中断するくせに。彼が椛にトラウマを残すようなことをするはずがない。

　わかっているのに、きっちり興奮させられてしまった。荒い腰つきに本気なんじゃないかと錯覚させられて、しっかり彼の体を抱いてしがみつき、快感を享受する。

「もっと奥っ……」

「かわいい」

「あっ……あっ」

「俺の下であんあん喘いで……ずっと聞いてたいくらい」

「ンンっ」

「はッ……名前も呼んで……？」

　今にも達しそうな声でお願いされて、頭の奥が痺れる。

　喘ぐ声に交じって、彼の名前はすんなりと口から出てきた。

「千秋っ……」

「うん」

「ちあきっ、ちあきっ……！」

「っ……出そう」

「出してっ……千秋くん、キスしてっ……いっぱいしてっ……」

　全身を揺さぶるように突き上げられて、もう、何がなんだかわからなくなる。口を開けば欲望がダダ漏れになって、求める声は掠れた。

　彼は応えるように口を塞いでくれる。

「んんッ……！」

　息苦しいほどのキスを食らいながら、彼自身が弾けそうになっているのを感じた。〝ごちゅんっ！〟と奥に何度もぶつかり、ラストスパートをかけているのだと。私はもう力の入らない体で、迎え入れるように腰を揺らす。

「ン！　んっ、んぅっ！」

「ん……っ！　はぁっ……あっ……!!」

　唇を離した瞬間にぎゅっと強く抱きしめられた。〝びゅるっ！〟とナカで迸ほとばしり、遅れてドクドクと、脈動を感じる。奥に注がれているのを感じながら強く抱き返した。彼の射精はなかなか治まらなかった。

　ソファベッドの上で抱き合って、じっとして。しばらくしてから、才川くんが私の首元でグリグリ顔を動かす。

「っ……はぁっ……あー……めちゃくちゃ出た……」

「ん……すごかった……」

「気持ちよかった？」

　尋ねられて、素直にこくんと頷く。

「そっか。よかった」

　彼は小さく笑いながら私の額に頬擦りして、それからゆっくり自身を抜き去った。

　行為の後はまったり。鼻先や頬をくっつけながら、ピロートークの話題はどんなことにしようか考えていたら……。




「パパー！　ママー！」




　寝室から突如聞こえた娘の声に〝びくぅっ!!〟と二人して跳ね上がる。──起きてしまった！

　自分たちを探す娘は、いつ寝室のドアを開けて、ここにやってくるかわからない。

　才川くんも珍しく動揺していて、起き上がって。

「俺が見てくる」

「待って才川くん服着て！」




　エッチの後まったり……とはいかないけれど。

　今は親子三人、幸せに暮らしています。








　　　才川夫妻の恋愛事情　～８年目の溺愛と子作り宣言　【終】
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○発覚






　丸窓に縦線が浮かんでいるのを確認した時、私は一人、自宅のトイレでぽかんとしていた。

　悪阻つわりとかは特になく、生理が予定日になってもこないから〝もしかして〟と思い、さほど期待もせずに使ってみた妊娠検査薬。それがまさかの陽性反応。

〝あれ？　これはもしやデキていますね？〟とまずは他人事のように思い、それから遅れて、少しずつ自分に起きたことだと理解し、打ち震えた。

（……赤ちゃんできた!!）

　居ても立っても居られずリビングに走り、スマホを手にした私。すぐにでも才さい川かわくんに電話をしようとして……思いとどまった。ちょうどこの時、彼は仕事が忙しく、帰りがいつも深夜になっていた。赤ちゃんができたなんて知ったらきっと、仕事どころではなくなってしまうだろう。集中力がゼロになって何も手につかなくなるに違いない。

　そんな才川くんは想像できないけれど、〝子どもができた〟ということにはそれだけのインパクトがある気がする。少なくとも私は、丸窓に浮かんだ縦線を何度も何度も繰り返し見て、そわそわと浮き足立っていた。こんなに落ち着かないのはいつぶりだろう。

（いつ言おう……！）

　とりあえずは産婦人科を受診して、妊娠が確定してから才川くんには報告したい。調べると妊娠検査薬が当たる確率はほぼ百パーセントらしいけど、それでも〝実は妊娠してなかった〟ということがないとは限らない。ぬか喜びになってしまったら嫌なので、もう少しだけ彼に報告するのは我慢していようと決めた。




　産婦人科に行くまでに、私はスマホでいろんなことを調べた。ネットの情報は確かじゃないと理解しつつ、あまりに妊娠・出産について知らないものだから不安が大きくて。

　もしこのお腹の中に赤ちゃんがいるなら、今はどんな状態なんだろう。妊娠しているなら、やっちゃいけないことって何があるんだろう？　ママになった知り合いの顔を頭に思い浮かべながら、〝たしかお酒は飲んでなかったな。カフェインも控えてたっけ？〟と彼女たちの行動を思い出す。

　それから調べていくうちに、どのセックスが決定打だったのかも判明してしまった。最終生理日から計算するとあの日しかありえない。

（あれか～！）

　ベッドに横になってスマホをいじっていたところ、スマホを頭上に放り出して私はぱたりと枕に顔を伏せた。命中日がはっきりするとかなり恥ずかしい。

　考えられるのは彼が北海道での単身赴任から一時的に帰宅した日のセックスだった。それまで二週間会っていなかったし、その後も彼はまた北海道に戻ってしまったから、間違いない。

　あの日は久々だったというのもあるし、少し前にテレフォンセックスをしてしまっていたことも相まって、寂しいやら愛しいやらでとんでもなく盛り上がってしまった記憶がある。いつもはしないような恥ずかしい体位に、〝妊娠させたい〟と本能的な欲求を剥むき出しにした荒い腰遣い。気持ちが昂たかぶった私も彼を「千ち秋あきくん」と名前で呼んでしまって、なんだかもう……意味がわからないくらい気持ちよかったし、乱れてしまった。日付が変わる頃から明け方近くまで愛されたあの日の行為は、きっとこの先も私の記憶に色濃く残り続けるんだろう。

（……赤ちゃんかぁ）

　することはしていて避妊だってしていなかったのだから、デキていたとして何も不思議じゃない。むしろ最近の私たちはそれを願っていた。あの日の私も、〝この人の子どもが欲しい〟と強く願いながら彼を抱いていた。妊娠検査薬の反応からしても、たぶん、ほんとに、デキているんだろう。

「……はぁ～」

　どうにも実感が湧かなかった。お腹の張りもないし、胎動だってもちろんまだ感じない。生理がきていないこと以外はいつもの自分と変わりない。自分の中に別の命が宿っているなんて、とても信じられなかった。




　産婦人科できちんと妊娠を確認してもらうまで、才川くんに黙っていられるかどうか。基本的になんでも彼に報告する癖くせがついていたので、いつものノリでペロッと言ってしまうのではないか。──なんていう心配は杞憂で、そもそも才川くんとゆっくり話せる時間がなかった。彼が北海道での単身赴任から帰ってきたと思ったら、今度は私が営業二課から三課に異動。必然的に才川くんの補佐からもはずれることになり、会社での私たちの接点はほぼゼロに。

　会社で二人でゆっくり話すこともないし、家にいる時間も私たちの生活はすれ違ってばかり。才川くんは私が眠っている深夜に帰宅し、朝は〝直行するから〟と時間ギリギリまでベッドの中で粘っていた。

　──そんな日々の中で一度だけ、危なかった時がある。いつもと同じく深夜に帰宅した才川くんがベッドの中に潜り込んできて、〝……する？〟と誘ってきたのだ。

　眠そうなかわいい顔でのお誘いが、どれだけ魅力的だったか！　普段の私なら「する！　したいです！　お願いします!!」と諸手を挙げてＯＫしていたところ。

　だけどこの時、私は自分がエッチをしてもいいのかわからなかった。〝妊娠中は乳首を刺激しちゃダメ〟って読んだ気がする。〝避妊も必須〟って書いてあった気がする。でも妊娠を明かしてないタイミングで「ゴム着けて」なんて言ったら疑問を生むだろうし……！

　その日は才川くんからのお誘いをなんとか振り切り、私たちは眠りについた。まさかこんなに頑なに拒まれるとは思っていなかったらしい才川くんの、少しショックを受けている顔が可愛かった。




　そして──ついに迎えた、受診の日。打ち合わせなど予定がまだ何も入っていない日の中で、診察の予約が取れる最速の日を押さえた。その日は事前に午前休にすることを部長に伝え、私は単身、産婦人科へ乗り込む。

　検尿を済ませ、カルテを書き終えて診察室に向かう頃、私はとても緊張していた。内診台に座らされた私はガチガチに体を強張らせていたらしく、看護師さんに何度も「力抜いてくださいねー」と言われてしまった。

　そして、いざ診察。アルコール消毒の後、先生は下から入れた細く冷たい棒状の診察機器を左右にグリグリ動かしながら、あっさりと「妊娠してますね」と言った。

「ほっ……ほんとですか？」

　十中八九そうだと予想していたとはいえ、あまりにあっけない。

「はい。赤ちゃんの姿はまだ見えませんが、胎たい嚢のうができています。おめでとう」

「ありがとうございます……」

　お礼を言いつつ、私は自分の上にあるモニターに釘付けになっていた。

　赤ちゃんの入っているらしい胎嚢は、とってもちっちゃく映っている。でも──確かに、このお腹の中に新しい命が宿っている。具体的に「これですよ」と言われると、〝実感が湧かない〟なんてもう言ってられなかった。

　いるんだ、赤ちゃんが。私と、才川くんの子どもが。確かにこの中に。

（ほんとに……）

　実感を得ると妙に感動してしまい、胸の奥が震えて泣きそうになる。

　そして、私は思った。

（早く……早く言わなくちゃ、才川くんに）

　この言い得ぬ嬉しさを、早く彼と共有したくて仕方がなかった。自分が父親になると知ったら彼はどんな顔をするか。きっと照れ臭そうにして平然を装い、不器用に喜ぶに違いない。

（──ああ）

　簡単に想像できる。そしていつか見た、会社で同僚の子どもを抱っこしていた才川くんの姿を思い出す。穏やかに笑って子どもと遊んでいたあの姿。〝彼の抱えている子どもが、私と彼の子どもだったらどれだけ素敵だろう〟と思った。夢に見たあの光景が、そのうち現実のものになる。

　初めての妊娠にもかかわらず、この時の私の頭の中は幸せな想像でいっぱいで、不安なんて一つもなかった。




　その日の午後。産婦人科を後にした私はそのまま出社して、才川くんに自分が妊娠していることを打ち明けた。

　我ながら絶妙なタイミングだったと思う。その日、私が妊娠していることなど想像すらしていない才川くんは、荒れ放題になっている自分のデスクを前に絶望していた。私が補佐をはずれ、修羅場の中で整理整頓まで手が回らなかったらしい（彼の補佐をしている間は何でもやってあげていたから、一部私のせいかもしれないけど）。

　そんな才川くんに、私は妊娠を告げる前に「補佐に戻ってあげてもいいよ」と言った。彼は「そんな権限ないくせに」と鼻で笑ったが、局長から〝補佐に戻したほうがいいと思う？〟と訊きかれていた私には、実はそんな権限があった。「意外と私の一存ですよ？」と悪戯っぽく告げると、彼は珍しく悔しそうな顔で「じゃあ戻ってきてください」と言った。

　かつてない完全勝利のワンシーン。その時に、私は〝今だ〟と思った。




〝でもそろそろ、補佐の後任できる人探さなきゃね〟

〝なんで？　戻ってくるなら別に必要ないだろ〟

〝産休に入ったらさすがに補佐はしばらくできないし〟

〝……それいつの話？〟

〝結構すぐの話〟

〝……〟

〝妊娠しました〟




　その時の才川くんの可愛さといったら。




　普段のクールな彼からは想像もできない。私が妊娠を告げた瞬間、彼はオフィスで膝から崩れ落ち、その場に蹲うずくまって蚊の鳴くような小さな声で「…………そういう、大事なことは……。っていうか、早いな……？」と言った。驚いてくれるかな、と思っていたけど、まさかここまでとは思わず、私まで驚いてしまったくらいだ。

　結婚相手が才川くんじゃなければ、私はもっと早くに妊娠のことを告白していたと思う。なんでも秘密主義な彼に対するちょっとした仕返し……というか、単純に彼に性格が似てきたんだと思う。

　とびきりのサプライズで才川くんを驚かせたい。私が何度も彼の告白や、プロポーズや、「子ども欲しいんだけど」という告白に驚かされ、幸せを感じてきたように。

　彼はひとしきり驚いた後で、顔をくしゃっと崩して言った。




〝幸せになろう〟




　その日の才川くんの笑顔を、私は死ぬまでずっと忘れないんだと思う。




　──まあ、その後はちょっとだけ怒られた。〝なんで病院に行く前に俺に言わなかったんだ〟と、妊娠検査薬で陽性だった時にすぐに言わなかったことを責められた。

　私は怒られてから、〝そっか、一緒に病院に行くっていう選択肢もあったのか……〟と思った。それは思いつかなかった……。




　あらためて一度才川くんと一緒に産婦人科に行くことになり、再度モニターで胎内を見ると、前回にはなかった変化があった。赤ちゃんの姿自体はまだ見えない。でも、心臓の明滅が確認できた。更にはドップラー聴診器を使い、〝ドッドッドッドッ……〟という心音まで確認できた。

　私は才川くんと顔を見合わせ、目配せで〝すごい〟、〝速い〟とアイコンタクトをとる。機械を通した力強い心音は、まだ見ぬ我が子が確かに存在すると私たちに伝えている。

「おめでとうございます」

　初めて我が子の存在を確認した才川くんに向かって先生が声をかけると、才川くんは照れ臭そうに会釈をしながら「ありがとうございます」と言った。

　先生は改まった雰囲気で彼を諭す。

「奥さんの妊娠期間の約十ヵ月は、旦那さんご自身にとっても〝父親〟になっていくための大切な準備期間です」

「はい」

　才川くんの背筋が伸びる。先生の話を真面目に受け止めているとわかる。

「お二人にとって〝子ども〟とは何か、〝親になる〟とはどういうことか、是非じっくり話し合ってみてください。それから奥さんの心と体の健康についても。身近なあなたの理解や支えが必ず必要になります。一番に気付いてあげられるように日頃から労わってあげてくださいね」

「わかりました」

　しっかりとした返事が心強かった。

　産婦人科からの帰り道、才川くんは自分の耳を触りながら「まだ心臓の音が残ってる」と不思議そうな顔をしていた。私の記憶には、初めて耳にした赤ちゃんの心音と一緒に、帰り道で才川くんが自然と手を繋つないでくれてすごく嬉しかったことがセットで残っている。




　それからの日々はとても慌あわただしかった。とにかく、私も才川くんも出産に対する予備知識がほとんどなかったので、産婦人科で先生から教えてもらったこととプレママ雑誌に書かれていることを突き合わせ、勉強するところから始まった。

「〝アルコールはＮＧ〟っていうのは知ってたけど、他にも結構あるんだな……」

「〝完全にＮＧじゃないけど摂取量に注意が必要〟ってものが多いんだねぇ」

　意外だったのは昆布。ヨウ素を摂りすぎると赤ちゃんの甲状腺機能が低下するんだとか。出汁にもよく使われるし、結構口にしがちな気がするから気をつけないと。

　出産に関する勉強とは別に、しなければいけないこともたくさんあった。産院の選定に公的医療補助の手続き。親への報告。職場への報告。そして私が復職するつもりであれば、保育園も今から探し始めておかなければならないという。

「やることがいっぱい……」

　やるべきことを紙に書きだし、その多さに愕がく然ぜんとしていた私。隣に座って頬杖をつきながらその様子を眺めていた才川くんは私のペンを手に取り、キュッキュッと優先順位を書き込んでいく。

「報告関係はまだ後でいいよ。〝安定期に入ってから〟って人も多いみたいだし。後は二人でゆっくりやっていこ」

「うん」

　私よりもよく調べて判断材料をくれる。面倒な事務手続きは率先してやってくれたし、迷うことがあればすぐ相談に乗ってくれた。私が比較して決定するという作業に疲れていると、代わりにサクサクと決めてくれた。

　妊娠が判明してからの才川くんは、いつにも増して頼りになる人だった。




　──ねぇ、赤ちゃん。

　あなたのパパ、なんだかとっても張り切ってるみたいです。








○妊娠三ヵ月目






　妊娠が判明してからというものこれといった体調不良もなく、悪阻の気配もないので〝もしかして私、稀にいる悪阻無しのラッキーな体質なのでは！〟──なんて思っていたら、甘かった。

　その後、悪阻は凶悪な重さで私を襲った。

「……きもちわるい」

　激しい吐き気と寒気、そして立ち眩みのトリプルパンチ。とても出社できる状態ではなくて、電話で部長に事情を話し数日の間は会社を休ませてもらった。朝は私を心配してなかなか家を出ようとしない才川くんを「行って！　行って！」となんとか会社に送り出し、あとはベッドとトイレの往復生活。

（あぁぁっ……ごめんねぇっ……）

　トイレの便器にへばりつきながら、私は心の中で赤ちゃんに謝りまくっていた。

　この時期の赤ちゃんが母体から摂取する栄養は微々たるもので、私がきちんと食べられなくてもこの子への悪影響はないらしい。──知識としては知っているけれど、焦あせってしまう。母体が元気じゃないと、赤ちゃんもしんどいんじゃないかって。私がこんなにげろげろ吐いてばかりいたら、この子がお腹の中で育つのを遠慮したりしちゃわない？　大丈夫？

　ドップラー聴診器で心音を聞いたときから少しずつ育っていたらしい母性で、既に私は自分よりも子どもが第一の思考になっていた。自分の中の何を奪ってもいいから、とにかく、元気で生まれてきてほしい。その一心でつらい吐き気とも闘うことができる。

　夜になると、才川くんが仕事を早く切り上げて帰ってきてくれた。いつも遅くまで残業をしてるのに、申し訳ない……。

　彼は寝室のドアを静かに開けて中を覗いてくる。

「生きてるか」

「ぎりぎり生きてる……」

　才川くんは仕事中も私の身を案じて何度かメッセージを送ってくれたけど、私が〝ごめん、文字読むのがつらい〟と送ると、〝わかった（返信はいい）〟と短いメッセージを返してくれた。そのやり取りを最後に、その後はぱたりと連絡が止まった。

　せっかく気遣ってくれたのに悪いことをした……と後ろめたくなっていた私に、彼は何も気にしていない様子で問いかけてくる。

「ゼリー買ってきたけど、食べれそう？」

「ん……わからない」

　私が答えると、才川くんは「一度食べてみるか」と言って寝室を出ていった。キッチンからシンクに水を流す音がして、彼が手を洗っている気配。しばらくするとジャケットを脱ぎ、ワイシャツの袖を腕まくりした才川くんがスプーンとゼリーを持ってきてくれた。

（……甲斐甲斐しい！）

　着替えるよりも先に私の食事を気にしてくれたことに胸を打たれる。私は吐き気と格闘することにいっぱいいっぱいで、彼の晩御飯を用意することもできなかったのに……。

「自分で食べられるか」

「……それはもしや、〝食べられない〟と言ったら食べさせてくれるアレでしょうか……」

「……食べられそうだな。お前実は元気だろ」

「元気じゃないー……」

　元気じゃない。全然元気じゃない。冗談で軽口を叩いてみたけど、依然として寒気は治まらないし、飲み食いができなかった体には力が入らない。

　才川くんもほんとに私のことを元気だと思っているわけではないらしく、彼はベッドの下で膝立ちになり、ゼリーの蓋を捲って、中身を掬すくったスプーンを私の口に近付けた。

「ん」

「あ……」

　私は少しばかり照れ臭いのを顔に出さないように気をつけ、スプーンの上に載った少量のゼリーを吸い込む。……冷たくておいしい。これなら食べられるかも？

　才川くんは私がゼリーを飲み込んだのを確認し、もう一口分ゼリーを掬う。そして、今日一日のことについて話す。

「体が何も受け付けないんじゃ、ずっとしんどかっただろ。何回か吐いた？」

「ん……でも、何も出てこなかった」

「そりゃそうか。食べてないんだもんな……」

「……才川くん、ごめん。家事が何も……」

　優しくされると、今日一日何も仕事をしなかった自分が後ろめたくなってくる。

　才川くんは更にもう一口私にゼリーを食べさせながら、何でもないことのように言う。

「ああ……そんなこと気にしてたのか。いいよ、俺が明日まとめてやるから。掃除も洗濯も、一日くらいしなくたってワケない」

「……うん」

　そうは言っても、才川くんだってクタクタだろうに。仕事で一日疲れて帰ってきて、ご飯もお風呂も何も用意されていなかったら、ドッと疲れてしまうんじゃ？

　不満をこぼされたところでどうにもできないけど、何も言われないのもそれはそれで罪悪感が募る。早くも才川くんにこんなに気を遣わせて……。

「……なんかさぁ」

「うん？」

　気付けば口から弱音が漏れていた。

「ちょっと……不安になってきた。こんなので私、ちゃんとしたお母さんになれるのかな……」

「なんだ。珍しい」

　才川くんはゼリーとスプーンを片手に持ち、私の頭をくしゃくしゃと撫なでる。

「〝ちゃんとした親になろう〟なんて肩に力入れずに、落ち着いてやろう。なるようになるから」

「うん……」

　一日中起き上がれなかったことで心が弱っているのか、自分がいつになく自虐的になっているのを感じた。せっかく才川くんが励ましてくれているのに前向きになりきれない私がいる。

　──このままじゃダメだ。きっとこの先も負担をかけるのに、私のメンタルケアまでさせてたんじゃ才川くんのほうが疲れ果ててしまう。

（しっかりしないと）

　密かにそう決意を新たにして────数日後。食べられるものが徐々に増えていって、妊娠四ヵ月目に入る頃には、私の悪阻はだいぶ治まっていた。








○妊娠五ヵ月目






　安定期に入り悪阻はマシにはなったものの、いつ体調を崩して休むことがあるかわからない。部長と人事総務部には早々に妊娠の報告をしていたけれど、〝これは他の同僚たちにも早く話しておいたほうがいいだろう〟と才川くんと話し合い、次の部会でオープンにしようと決めた。

　部会は月に一回、社内の大会議室で行われる。急な玉突き人事や産休・育休の取得、中途採用などで多少の増減があり、元々三課にいた先輩の駒こま田ださんもこの秋の人事発令で二課所属になった。現状は派遣さんも入れて総勢十八名の営業二課。出産が近付き私が産休に入れば、十七名になる。……いや、新しい補佐の人がくるはずだから変わらないかな？

　上長への報告や個人的に近しい人に報告するのを除き、結婚報告や出産報告などはまずこの場で、部員の前で発表するのが通例になっている。口の字形式にセッティングされた会議机の周りに椅子を並べ、みんなで座って行われる部の定例ミーティング。部長から売上と営収数字の共有があり、新しい広告手法を使って成功した施策のケーススタディがあり、最後に情報セキュリティ上の注意や、連絡事項があって、だいたいいつも一時間ほどで部会は終わる。

「他に何か連絡があれば」

　この日もいつものように部長が連絡事項を終え、部員のみんなは〝そろそろ終わりだ〟と察し、次の仕事へと気持ちが移っている。──そんな中、部長は会を締めることなく切り出した。

「何もないようなら──才川」

「はい」

　指名された才川くんが椅子から立ち上がる。緊張が走る一瞬。〝あっ、私も立たなきゃか！〟と遅れて気付き自分も椅子から立ち上がると、周囲は目に見えてザワつき始めた。「え、なに？」と。「才川？　花はな村むら？　え？」と。

　──ああこれは、なかなか恥ずかしい。結婚報告の時は公開プロポーズが先にあったから、ここまでの緊張感はなかった。

　居心地の悪さに俯く私とは対照的に、才川くんは堂々としていた。

「この場をお借りして、ご報告があります」

　ザワめきがいっそう大きくなる。報告の内容が明かされる前から、野の波なみさんは「えぇぇぇぇっ!?」と戸惑いの悲鳴をあげ、松まつ原ばらさんは察して〝まさか……！〟という顔で絶句し、駒田さんに至っては「なんだ！　離婚か！」と茶々を入れてくる。……離婚なんて縁起でもない！　そんなこと言ってほんとに離婚だったらどうするつもりですか！

「花村のお腹の中には今、私の子どもがいます」

　才川くんの発表に、営業二課の面々は一拍遅れて「……えぇぇぇっ!?」と驚きの声をあげる。野波さんに至っては二度目の悲鳴。私は才川くんの言葉に合わせ、思わず自分のお腹を擦さすってしまった。

　ねぇ赤ちゃん。今、パパがあなたの話をしていますよ。

「今は妊娠五ヵ月で、最近花村がお休みをいただいていたのもそのためでした。これからも皆さんにはご迷惑をおかけするかもしれませんが、お力添えいただけると嬉しいです。どうか、よろしくお願いいたします」

　才川くんが姿勢よく頭を下げるのに合わせ、私も「よろしくお願いいたします」と頭を下げる。すると周囲の驚きの声はそのままに、拍手の音が加わった。

「えーマジかよ才川夫妻！　おめでと！」

「部内カップルで出産って初めてじゃない!?　おめでとう！」

「おめでとう！　でも、えっ……早くないか!?」

「この間結婚したとこなのに……!?　や、おめでとう！」

「男の子!?　女の子!?」

　祝福の言葉にぶら下がる感想は様々で、私は胸が熱くなるのと同時に少し困った。……言われてみればたしかに。この間結婚報告をしたばかりだし、タイミング的に早い？　いや、でも子作りを始めたのも結婚報告の後からだったし……。

「性別はたぶん女の子です。それから、まだ他部署の人には報告してなくて、これから花村と各自お世話になっている人に報告して回る予定ですので、まだ伏せておいてもらえると助かります」

　才川くんのお願いに、「は～い」という生ぬるい返事。彼もわかっているだろう。このお願いにはさして効果がない。おしゃべり好きの面々はきっとすぐ誰かに話してしまうから、この後はちゃきちゃきと妊娠報告に回らなければ。

〝どこから回ろう……〟と頭の中で順番を考えているうちに、部会は終了。散会となった。近くに座っていた松原さんが耳打ちしてくる。

「出産は経験ないけど、困ったことがあったら言いなさい。男の才川には言ってもわかんないこともあるでしょう」

「ありがとうございます、松原さん。心強いです」

「任せて。出産の経験こそないけど見送った妊婦の数は両手を超えるわ。それに……次は私の番かもしれないし」

「えっ！」

　松原さんはキリッとした顔で私の肩を軽く叩き、手のひらをヒラヒラ振って会議室を出ていく。その手の薬指にキラリと光る指輪。

　そうです。実は松原さん、先月結婚したんです。相手は同じ東水広告社の若手社員で、新進気鋭のクリエイター。先日はランチで「まさか私が年下に絆ほだされるなんて……！」と嘆いていた（嬉しそうに）。

　松原さんだけではなく、野波さんも最近「彼氏ができました！」と言っていた。こちらのお相手は合コンで出会ったという、自衛隊勤務の細マッチョイケメン。社内の他の人には完全に秘密にしているらしい。彼女曰く、「駒田さんとかにしゃべったら終わり」とのこと。デートの時も見つからないように細心の注意を払っているという。

　たった数ヵ月の間にもそれぞれを取り巻く環境は変わっていく。〝私も半年後には子どもを産んでるんだな～〟と思うと、時の流れの速さに圧倒された。

（……あと半年だって！）

　ほんとすぐだねぇ、赤ちゃん！　ママはあなたに会えるのがもう楽しみで楽しみで仕方ないです。元気に生まれてきてね。待ってるよ。







　会社の人たちにも伝えたし〝そろそろ……〟ということで、続けてそれぞれの親にも妊娠を報告することにした。

　私は自分のお母さんに連絡を入れる際、とっても緊張した。というのも、結婚してからはなんとなく〝甘えてちゃいけない〟という気持ちで実家に寄り付かなかったのだ。〝才川くんの実家に比べて遠いから〟と言い訳をして、毎年の里帰りもしなかった。一年以上顔を合わせないことも普通になりつつある。それでも──孫ができたことくらいは伝えなくちゃ。

　才川くんがお風呂に入っている時間を見計らい、リビングのテーブルに着いてスマホから発信する。１コール。２コール。

　──３コール目で、受話器の持ち上がる音がした。

『もしもし？　みつき？』

　久しぶりに聞いたお母さんの声は相変わらず明るく、朗らかだった。

　その声のトーンに安心して自然と言葉が続く。

「うん、みつきです。ごめんね急に電話して、大丈夫だった？」

『大丈夫よ。元気にしてる？』

「うん、私も才川くんも元気。そっちはどう？」

『元気よ～。なんならお父さんが元気を持て余しすぎて毎週末〝山に行こう〟って言うのよ～ちょっと迷惑～』

「えぇーっ」

〝迷惑～〟の言い方が面白くてつい電話口で笑ってしまった。相変わらず夫婦仲が良さそうで何よりだ。〝山に行こう〟ってなるくらい健康らしいことにも安心した。

　両親の近況を聞いて一安心していると、今度はお母さんから質問してくる。

『あなたから電話してくるなんて珍しいじゃない。何かあったの？』

　冷たくも素っ気なくもない。言外には〝別に何も用事がなくてもいいんだけど〟と許容する雰囲気。これから報告する内容を考えると、ちょっとだけ照れ臭い。

「……あのね」

『うん』

「実は、その……妊娠しまして」

『……えぇっ!?』

「今、五ヵ月なんだけど……」

『しかも五ヵ月……!?　えっ、うそ……あぁっ、そうなの！　良かったじゃない!!』

　驚いてる。めっちゃ驚いてる。

〝やっぱりもっと早く報告するべきだったのかな……〟と反省していると、電話の向こうで、部屋にいるらしいお父さんに興奮気味に報告しているお母さんの声がする。

『ちょっとお父さん！　みつきが妊娠したって！　妊娠五ヵ月だって！』

　少し距離があるのか、お父さんの声は聞こえない。

『……ちょっと待ってねみつき、今お父さんに代わるから！』

「うん」

　お父さんはどんな反応をするだろう。お母さんと違って口数の少ない人だから、わかりやすく嬉しそうにはしてくれないかもしれない。むすっとしながらも、「おめでとう」と言ってくれるだろうか？

　私が緊張しながら電話口で待っていると、次に電話に出たのもお母さんだった。

『もしもし、みつき？』

「あれ、お父さんは？」

『なんかねぇ、泣いちゃった。しゃべれないから今は電話出られないって』

「……えーっ」

　電話の向こうでは、慌てたお父さんが『おいっ、言うな！』とお母さんをたしなめる声が聞こえた。

　あのお父さんを泣かせるとは。赤ちゃんってすごい。結婚の報告をした時も、親族だけで挙式をした時も絶対に泣かなかったのに。歳をとって涙脆もろくなった？　──何にせよ、嬉しがってくれていると知って私も嬉しくなった。







　才川くんがお風呂から出てきて、髪を乾かし終えたら次は彼の番。彼の実家に電話を入れる時、才川くんは最後まで私が電話をしたほうがいいと抵抗していた。

「ぜっっったいにそんなことないから！　お義母さんだって才川くんの口から聞きたいって！」

「そんなことあるんだよ。お袋は絶対にお前から聞いたほうが喜ぶ」

「もぉー……」

　そんなこと言って照れ臭いだけのくせに、私に押し付けようとしてくる。

　私は「仕方ないなぁ」と言って彼の目の前で才川くんの実家に電話をかけた。１コール。２コール。

　才川くんは興味のない素振りで水を飲んでいたけど、緊張しているのか少し居心地が悪そうにしていた。気持ちはわかる。私も緊張したし。実の親にこんなに大きな報告をするのは、私も彼も結婚を決めて以来のことだから。

　３コール目が鳴って──でもやっぱり、これは才川くんの口から伝えるべきことだと思った。４コール目の後に受話器が上がる気配を感じ、同時に私は目の前の才川くんに「はい、バトンタッチ」とスマホを手渡す。

「え、あ……おい！」

『もしもし？　みつきさん!?』

　電話に出たのはお義母さんだった。私のスマホから発信したから、電話は私からだと思っている。才川くんはスピーカーから聞こえる母親の声に一瞬戸惑い、〝お前……〟と私に険しい目を向けた。私は〝どーぞどーぞ〟と電話に出るよう彼に促す。

　才川くんはまだ納得いかない顔をしつつ、渋々私のスマホを耳にあてた。

　第一声は不機嫌な声だった。

「……もしもし」

『……あれ？　千秋……？』

　近くにいるから僅かに声が漏れ聞こえてくる。電話に出たのが私じゃなく、息子だったことに困惑しているお義母さんの声。

　私はテーブルに両手で頬杖をついて親子の会話を見守る。

『千秋がかけてきたの？　どうかした？』

「いや、えっと……その……」

　珍しく言い淀んでいる。そんな彼に、私は黙って正面から〝頑張れ！〟とエールを送る。一瞬だけ目が合った才川くんは気恥ずかしそうに私から目をそらし、まだ打ち明ける勇気が出ないのか、意味もなく口をパクパクさせている。

　変なの。会社ではあんなに堂々としていたのに。

『何よ、はっきり言いなさいよ。変な子ねぇ……』

　あまりに何も言わないものだからお義母さんが呆あきれ始めていた。さすがに見かねて、私はテーブルの上に放り出された才川くんのもう片方の手を握る。指の間と間がかちっと嵌はまるように、しっかりと。さっき一度そらされた目線が〝ちらっ〟とこちらに戻ってくる。

　私はもう一度「頑張って」と口パクで囁ささやいた。

　深呼吸をする才川くん。いつもよりほんのちょっと体温の高い気がする手が、ゆっくり私の指を握り返してくる。

「──実は…………子どもができて」

『……えっ』

　束の間、大きな空白の時間ができた。お義母さんが驚きの声を漏らした後、電話の向こうから一切の物音がしなくなって、私たちは顔を見合わせる。

「……お袋？」

『……みっ……みつきさんに代わってちょうだいっ!!』

　その声は私にまで届いていた。私たちは再び顔を見合わせ、才川くんが耳からスマホを離して私に手渡してくる。〝ほら見ろ〟という顔で。

　私はバツの悪さを感じながら自分のスマホを受け取り、右の耳に当てる。

「もしもし。お電話代わりました、みつきです」

『みつきさぁーん!!　もぉーっ、おめでとぉぉっ』

　お義母さんの反応は〝やっぱり〟と言うべきか、かねてから孫を待ち望んでいただけあって「初孫──！」と大喜びだった。

『男の子？　女の子!?　ああもうどっちでもいいわ！　早く会いたい！』

　テンション高く祝福してくれるのは嬉しい。嬉しいんだけど。でもそれ、よかったら息子さんに言ってあげてほしかったです……。

　どうして私に電話を代わるように言ったんだろう。嬉しい反面、私が複雑な気持ちでいると、落ち着きを取り戻し始めたお義母さんが口早に言った。

『あぁっ……勝手なことを言って悪いんだけどね、私ちょっとだけ心配なのよ。孫が生まれるのは本当に本当に嬉しいんだけど……ほら、千秋、早くに父親を亡くしてるでしょう？　〝父親ってどんなだろう〟って戸惑ったりしないかって……』

「あ……」

　もちろん才川くんにも聞こえていて、私のそばで彼は目を丸くしていた。

　お義母さんはそんなことなど露知らず話し続ける。

『あの人が亡くなる前も、もちろんその後も、ちゃんと育ててきたつもりなのよ。でも、男親にしか伝えられないことってきっとあるじゃない。あの子が充分に父親をやるだけの素養を、私はちゃんと身に付けさせてあげられたのかなって……』

〝孫が生まれる〟という興奮もあってか、お義母さんは感極まって本音らしい言葉をぽろぽろと零していた。──なるほど。これは確かに、息子本人には言えないか。

　才川くんのお父さんは、才川くんが大学に進学した頃に持病の心臓病が悪化して他界している。お義母さんは心配しているのだ。才川くんの至らなさじゃなくて、自分が才川くんに対して充分なものを与えられたかどうかが。

　気配を消して、静かに黙ってお義母さんの話を聞いていた才川くんはもどかしそうな顔をしていた。

　私は〝なんて不器用な親子のところに嫁いだんだろう〟と思った。電話の向こうのお義母さんにそっと声をかける。

「──大丈夫ですよ」

『え？』

「才……千秋くん、もうすっかり父親の顔してますから。ちゃんと一番に子どものことを考えて、一生懸命です。……たぶん、お母さんとお父さんにそうしてもらったみたいに」

『……みつきさん』

　スピーカーから漏れてくる涙まじりの声を聞きながら、私は才川くんのことを見ていた。もう完全に目をそらしてこっちを見てくれなくなった。片手で顔を隠しているせいで表情を窺うかがうこともできない。でも、指だけはまだ私と繋がれたまま。

『みつきさん……千秋に伝えてくれる？　〝教えてくれてありがとう〟って。それから……〝おめでとう〟って』

「お義母さんが直接伝えたほうが絶対に喜びますよ」

『無理よー……あの子と改まった話をするのは恥ずかしいのよ、なぜか』

　それはそれは。

　目の前の才川くんを見ていると、つい思ったままの感想が口から漏れた。

「似た者親子ですね」

『え？』

　才川くんが私の手をギュッと握って〝それ以上言うな〟と首を横に振るので、この話はここまでとなった。




〝親への妊娠報告〟という大義を果たし終えると、私たちはベッドに入ってまったりとした時間を過ごした。お互いに慣れないことをして、少し疲れている。

　早くもウトウトしている才川くんに、私は声をひそめて話しかけた。

「たしかに詩し織おりちゃんが〝叔母さん〟ってびっくりだよね」

　電話口での彼女の反応を思い出すと笑ってしまう。才川くんの実家に電話をかけた時にはちょうど妹の詩織ちゃんも家にいて、お義母さんに電話を代わってもらって妊娠の報告をすると、『っていうことは私〝叔母さん〟じゃん！　やだー！　おめでとう!!』と複雑そうに喜んでいた。

　結婚の挨拶で初めて才川くんの実家を訪れた時、詩織ちゃんはまだ高校生だった。そんな彼女が叔母さんになるというのだから、確かに衝撃だ。

　詩織ちゃんに赤ちゃんを手渡す場面を想像する。少しキツめの眉を困ったように寄せて、たどたどしくあやしている様子がイメージできる。

「……ふふっ。詩織ちゃん、子どもと遊ぶの苦手そう」

「でもあいつはたぶん、赤ん坊にめちゃくちゃ貢ぐタイプだ」

「そうなの？」

「子どもと遊ぶのは苦手だけど、好かれたくて必死になると思う」

　そうなのか。さすがツンデレ兄妹……。

「才川くんも子どもに対してめちゃくちゃデレたりするのかな？」

「子どもが嫌がるだろ、そんなデレデレな父親」

「えー？」

　そんなこともないと思うけど。私は、見てみたいですけど。

　まだ見ぬ子どもと戯れる才川くんを妄想して私が楽しくなっていると、眠そうだった才川くんが布団の中でもぞもぞと動き、上体を起こした。

　そして私のお腹に触れて、子どもを宿し膨らみつつある丸みを優しく撫でる。

「胎動聞いてもいい？」

「もちろん」

　妊娠五ヵ月目に入ってから、この子が動いた瞬間がはっきりわかるようになってきた。それから何度かトライしているけれど、才川くんがお腹に触れている時はなかなか反応してくれない。

　私も上体を起こし、枕を縦にヘッドボードに立てかけてそこに凭もたれた。才川くんは極力私に体重をかけないように気を配りながらゆっくり寝そべって、私のお腹に右の耳をあてる。

「ん……？」

「あ、気にしないで」

　膝枕に近い体勢だから、すぐ目の前にある柔らかな髪に自然と手が伸びていた。才川くんの色素の薄い髪は手触りがよく、ずっと触っていられそうなくらい気持ちがいい。

　才川くんも頭を撫でられていると気持ちいいのか、最初は居心地悪そうに強張らせていた体を緩め、瞼まぶたが重くなっていき再びうとうとし始める。──その時だ。

「……あっ」

〝ぽこん！〟と確かに反応があった。才川くんは驚いてパッとお腹から耳を離し、私たちは顔を見合わせる。

「わかった？」

「わかった」

　食い気味に返事をした才川くんの頬は心なしか紅潮していて、初めて感じた胎動に興奮し、感動しているように見えた。

「中で何してんだろ……」

　そう言って、愛おしそうに目を細めて私のお腹を撫でる。──ほら、お義母さん。千秋くんは大丈夫です。彼の中にはちゃんと父性がある。

　私が彼の様子を見つめていたせいでしょうか。近い距離にいた才川くんがチラッと私を見ると同時に視線が絡んで、私たちはどちらからともなく軽いキスをした。

　唇が一瞬だけ触れ合って、名残惜しそうにすぐ離れていくキスだった。無性にときめいて照れてしまった私は、恥ずかしさに耐えかねてお腹の中の子どもに茶化して言う。

「パパとチューしちゃったよ～」

「こら」

　呆あきれてたしなめてくる才川くんも、今のキスが恥ずかしかったのかバツが悪そうだ。

　あー。愛しいなぁ。どうしてこんなに愛しいんだろう。恥ずかしそうにムッとする表情に、なぜだかとても心奪われる。

　数秒前まで恥ずかしくてたまらなかったのに、〝恥ずかしいなんて言ってる場合じゃないな〟と吹っ切れてしまうような、何か。彼にはそんな魅力があるんだと思う。

「我が子に仲が良いアピールしとこうと思って」

「アピールって……」

「……もっと仲良くする？」

　私が上目遣いで誘うと、才川くんは一瞬きょとんとなり、それからたじろいだ。

（迷ってる迷ってる）

　それもそのはず。私の妊娠が発覚して以降、セックスは一度もしていない。〝安定期に入るまではしない〟という暗黙の了解があって、それがつい先日の健診で、先生から「別にしてもいいですよ」と許可が下りたのだ。

　才川くんは私の体を緩く抱き、頭の上に顎をのせてつぶやく。

「……お医者さんは〝別にしてもいい〟って言ってたよな」

「赤ちゃんを驚かせないくらいだったら」

「どうしようかなぁ……」

　才川くんの声にいつもの意地悪な色はなく、ただただお腹の子への影響を心配しているみたいだった。久しぶりに触れ合いたい気持ちと、なんとなく不安な気持ちがせめぎ合っている。

　こういう時、彼の背中を押してあげるのは得意だ。

「逆に今のうちだと思うけど」

「……今のうち？」

「今のうちに可愛がってくれるべきだと思うなぁ。私を」

　わざとおどけて言って見せると、才川くんは〝ふっ〟と零れるように笑う。

「うん……そうする」

　そのやりとりを皮切りに、私はゆっくりとベッドに押し倒された。首筋にたくさんのキスを受けながらワンピース型のパジャマをすっぽり首から抜かれる。体重をかけないように距離を取ろうとする才川くんの脇下から肩に手を回し、熱く滑らかな素肌の感触を確かめる。

「あっ……」

「ん……少しでも変な感じしたら言えよ」

「うんっ……」

　彼の気まぐれで二、三ヵ月体を重ねないことはざらにあった。けれど二度目のプロポーズの後は頻ひん繁ぱんに抱き合っていたし、五ヵ月のブランクは長い。裸に触れる感覚を少しずつ思い出しながら、これから父親になる彼が、私の男でもあるということを噛かみしめる。

　才川くんは私の肌に口づける合間に囁いてきた。

「綺き麗れいだよ」

「……本気で言ってる？」

「うん。ココに俺の子がいるんだと思うと……」

　段々と目立ってきたお腹の丸みにもキスをする。体の変化に不安を感じている私の心を労わるように全身にキスを降らせ、才川くんは私の体をゆっくり横向きに転がした。自分はその後ろを陣取り、掛け布団を引き寄せて私のお腹に覆い被せる。

「体冷やさないように被ってて」

「ん……」

　心も、体も、大事にされている。

　丁寧に優しく扱ってくれるお陰で少しも怖くなかった。しっかり被せてくれた布団の中、彼の手が前に伸びてきた時も「触るぞ」と前もって声がけをしてくる。

「うん……あっ！　胸は……」

「わかってる。乳首には触らない」

　妊娠中のセックスの注意点で〝乳首を刺激してはいけない〟とあったのを、彼はしっかりと覚えていた。才川くんは制約を守り、後ろから私の耳の中を舐なめる。片方の手では乳房の下の丸みを撫で擦り、もう片方の手では陰核を指の腹で優しく〝クリクリ〟と転がした。

　優しい愛撫あいぶにゾクゾクする。気持ちよくて、もっと触ってほしくて。よくわからないけど涙が出そうになった。

「ん……っ……あぁっ……」

「はぁっ……挿そう入にゅうはやめとく？　俺はこうしてるだけでも──」

「いやっ……」

　もうこれだけで済むはずがない。

　官能に火がつき、私は興奮しきっていた。背後の才川くんを振り返って口走る。

「ナカにきてっ……」

　私が懇願すると彼は「はッ……」と欲情した吐息をこぼし、私の唇を吸った。

「わかった……ゴム着けるから待って」

　上体を起こし「在庫あったっけ……？」と零しながら、ベッドサイドのチェストの引き出しの中を漁る。確かにもう随分と避妊具を使用する機会がなかった。

「あ、ラス１だ」

「わー……」

「ちょうどいいな。一回だけ……ゆっくり、やろう」

「うん」

　ゴムを着けた彼がそろりと侵入してくる。久しぶりの挿入は側位で、才川くんは私のお腹がしんどくないように気を配りながら浅いところを突いた。

「あっ、あっ、あっ……」

　大きな喘あえぎ声が出ることもなければ、激しく突き上げられることもない。いつぞやの行為からは考えられないほど静かで、スローなセックス。

　それなのに信じられないくらい興奮していた。部屋に響く控えめで単調な自分の喘ぎ声も卑ひ猥わいに聞こえ、浅いところで互いの性器を擦り合う行為も、動物的でいやらしい。

　私は傍にあるシーツや枕を掴つかんで、静かな快感に悶もだえていた。

「やっ、あ……あんっ、あぁっ……」

「んんっ……ここ……？」

「あぁっ！　ソコっ……ダメぇっ……」

　側位の体勢から片脚を抱えられ、挿入が少しだけ深くなる。気持ちのいいポイントを優しく、しかし執拗しつように捏こねられて、〝トントントントンッ〟と連続で突かれると大きな快感の波に襲われた。

「あぁぁぁっ！」

「ふっ！　はぁっ……いいよ、みつきっ……イけっ……！」

「ふっ……ん……んんん────ッ!!」

　達するのと同時にグイッと後ろを向かされてキスを食らった。私のナカで一瞬大きく膨らんだ才川くんは、射精と同時に私のナカから引き抜かれていった。

「はあ……はぁ……」

　息を荒げてくったりとベッドに倒れる。そうだ。セックスって気持ちよくて、それで結構疲れるんだったな……と思い出した。だけどこの疲労が、心地いい。

　才川くんは呼吸を整えながら体を起こしてベッドサイドからティッシュを取り、濡ぬれた私の脚の間を拭いて、それから自身の処理を済ませた。丸めたティッシュをゴミ箱の中に捨てると、裸のままブランケットを被って、私の体ごと包んでくれる。

「……寒くないか？」

「うん……あったかい」

　この気遣いがくすぐったい。肌を重ねた後だからか私は無性に甘えたい気分になっていて、ブランケットの中で才川くんに脚を絡めた。そしてほんの少し、本音が出た。

「……私、ちゃんと産めるかな」

「ん？　……不安になってきた？」

　尋ねられて、私は〝しまった〟と思った。怖いとか嫌だとか、出産についてネガティブなことは口にしないでいようと決めていたのに。

　私が黙りこくっていると、才川くんはブランケットの中で私の体に腕を回した。緩い力で彼の胸に引き寄せられ、続いて頭上からひっそりとした声が聞こえた。

「怖いか。そりゃ怖いよな……俺も怖い」

「才川くんが？」

　どうして？　産むのは私なのに。

　純粋に疑問に思ったことが伝わってしまったのか、彼の声は複雑そうに笑っていた。自虐的というか、バツが悪そうというか……。

「産むのがお前だから、怖い。みつきが痛い思いをするのも、仕方ないとはいえ緊急の時は肌を傷つけられるっていうのも、その…………想像すると胸が痛くなる。ごめんな。代わってやれるわけでもないのに」

「……ううん」

　思っていた以上に彼が当事者意識を持っていてくれて、私はびっくりしていた。

　心のどこかではちょっと冷めて考えていたんだと思う。究極のところ、出産の痛みも苦しみも旦那さんにはわからないものだと。だから、自分のお腹を痛めて子を産む母親とはそもそも気持ちの乖かい離りがあるものだと。

　でも才川くんの声が、まるで自分のことのように痛そうな声で言うから。〝一人じゃないんだな〟と思った。出産に伴う痛みや不安や恐れを、想像でも一緒に分かち合ってくれるのならば。怖くても、心細くはないかもしれない。

「ほんとにごめん」

「ううん。なんで謝るの」

　別に才川くんのせいじゃない。妊娠は望んでいたことだし、そうすれば当たり前に〝出産〟が待っていることだってあらかじめわかっていた。──ちょっとばかり覚悟が足りていなかっただけ。

　あとちょっとだけ、私たちは強くならないといけない。この子のために。

　少ししんみりしてしまった空気を変えるべく、私はさっきの妊娠報告について話を戻した。

「なんだか……〝子どもが産まれる〟って、思っていた以上にすごいことなんだね」

「うん？」

「みんなの反応を見てて思ったの。お義母さんも詩織ちゃんも、うちの両親も、みんなそれぞれ違う喜び方してた。私たちだけの話じゃないというか……」

「そうだな……。身内が一人増えて、みんなそれぞれちょっとずつ変わるんだよな」

〝身内〟か。

　──〝身内〟だってよ、赤ちゃん！　パパとママだけじゃなくて、みんな、あなたが産まれてくるのを楽しみに待ってるんだって。

　ちょっと緊張しちゃうよね。ママも緊張します。パパもたぶん、結構緊張しています。

　みんなで頑張ろうね。








○妊娠九ヵ月目






「予定通り明日から産休に入ります。皆さんにはご迷惑をおかけしますが──」

　夕方、そろそろ定時の五時半になろうという頃に局長が周囲の人に声をかけ、私は近くの島の同僚たちに囲まれながら休職の挨拶をしていた。

　手にはさっき受け取ったばかりのかわいい花束。それからみんなの写真が切り貼りされている特製のメッセージブック。これは野波さんが業務の合間を縫って作ってくれたらしい。

「元気な子どもを産んで、しばらくしたら、また皆さんと一緒に働けたらと思っています。こうして見送っていただいて、本当にありがとうございました！」

　すっかり大きくなったお腹を抱えながらお辞儀をすると、妊娠を報告した時と同じように拍手が湧いた。傍にはもちろん才川くんもいて、私が挨拶を終えると〝待っていた〟とばかりに私の肩を抱き、会社用の爽やかスマイルを作って宣言する。

「花村似のかわいい女の子が産まれる予定なので、産まれたら会社メールで一斉送信しますね！」

　私が挨拶をした時の周囲の和やかな反応が一変、「もう親バカ始まってんのか！」「お前がメールすんのかよ！」と才川くんへの野次が飛ぶ。彼の会社での溺愛設定は、二度目のプロポーズ後も妊娠が発覚した後も相変わらずで、今度は〝親バカ〟にクラスチェンジしている。




　休職の挨拶が済むと同僚たちはみんなそれぞれの席にばらばらと戻っていき、続いて営業二課の面々が帰り支度を済ませ、次々に席を立つ。

「よしじゃあ行くかー」

　部長が音頭を取って営業二課の一行はエレベーターホールへ。

　産休前の最終出勤日。この日は二課で壮行会を開いてもらえることになった。場所は東水広告社の社員御用達の創作居酒屋。

　お酒が少しも飲めないのがちょっぴり残念だけど、飲み会の席の明るい雰囲気は好きだ。〝今日の主役だから〟とテーブル席の中央に座らせてもらった。個室の気兼ねない空間で見知った人たちに囲まれて、私はリラックスしながら食事を楽しむ。

　隣に座っていた松原さんが私のお腹を見て言った。

「もうすっかり〝赤ん坊が入ってます！〟ってサイズね」

「そうなんですよ～だいぶ重くなってきました」

　妊娠九ヵ月目。子どもはお腹の中ですくすくと育ち、お腹は目に見えて大きくなった。雑誌には九ヵ月頃に胎動が少なくなる傾向があると記述があったけど、私の場合はまだ続いていた。一時期の〝ぽこっ、ぽこっ〟という感じではなく、〝うにょーっ〟とゆったりとした動き。これは産まれてからもすごそうだ。

　松原さんから見て私と反対隣に座っていた野波さんがひょこっと頭を出す。

「花村さん、大きいお腹抱えて一生懸命早歩きしようとするんですから、もーっ！」

「わぁ、ごめんごめん」

　未消化の有給があったので本当はもっと早く休みに入ることもできた。才川くんからも「心臓に悪いから早く休んでくれ」と言われていたけど、結局私はそこそこギリギリまで出勤し、それで周りをかなり冷や冷やさせてしまったらしかった。

　野波さんの本当に心配してくれていたらしい口振りに〝申し訳ないなぁ〟という気持ちが湧く一方で、今日まで出勤できてよかったなと思う。会社の人はみんな良いエネルギーを持っていて、会話するたびにそれを分けてもらえているような気がするから。お腹が大きくなって通勤は確かにちょっと大変だったけど、それでも会社があるお陰で私は元気に過ごせたと思う。

（何事もなく良い子にしててくれてありがとうね）

　そう念じて大きくなったお腹を撫でる。周囲の人の協力はもちろん、お腹の子の経過が順調でなければこうはいかなかった。

　私がしみじみと今の環境に感謝していると、今度は少し離れた斜向かいの席から駒田さんが声をかけてくる。

「いやぁ、でもわかんないもんだよなぁ。〝才川夫妻〟なんてずっと冗談で言ってたのに、今や花村はリアルに才川の嫁で、子どもまでいるんだもんな……」

「ははは……」

　その話題になるとちょっと困ってしまう。だって私はずっとリアルに才川くんの嫁だったから。当の才川くんは素知らぬ顔で部長と談笑している。

　この話になると〝一体いつから付き合ってたんだ〟と謎の究明に話がいきがちなので、どうやって話を変えようかと考えていると……私が何か新しい話題を投下するまでもなく、駒田さんが口を開いた。

「野波もある日突然〝結婚します～〟とか言い出すのかねぇ」

「えっ……いやぁ～私はまだ……」

　急に話を振られた野波さんの表情はぎこちない。それもそのはず。野波さんは社内の一部の人間を除き、最近彼氏ができたことを隠している。この手の話をされると気が気じゃないはずだ。私まで緊張してくる。

　何食わぬ顔でこの話題をパスしようとしていた野波さん。しかし──次の駒田さんの一言で事態はひっくり返る。

「わかんねぇだろ～。ほら、この間上野公園でデートしてたっていう男とかどうなん？」

「へっ!?」

　裏返った野波さんの声。駒田さんの口から出てきた具体的な話に〝なぜそれを……！〟と言わんばかりの表情で驚きょう愕がくしている。その反応はもう自白しているようなものだった。

　尻尾を出した野波さんを、駒田さんは枝豆をつまみながらニヤニヤと追い詰めていく。

「迂う闊かつだったなぁ野波。あのあたりに住んでる東水社員は少なくないんだ。目撃情報多数な上に今の反応で黒確定」

「あ、あああ……」

「相手の男は結構なマッチョだったって話だが、なんの仕事してんだ？　フィットネスのトレーナーか？　それとも消防士？」

「もおぉぉぉ！」

　自ら招いたピンチに悔しそうに声をあげる野波さん。

　そこに追い打ちをかけるように隣の松原さんが口添えをする。

「そういえば野波、この間鳴なる海みたちの女子グループに誘われて合コン行ってなかった？　確か自衛官ばっかり集めたっていう……」

「松原さあああん」

　なんで言うんですか──!!　と野波さんは絶望で崩れ落ちていた。トレーナーである松原さんのまさかの裏切り。張り巡らされた同僚パパラッチ。これにはさすがに同情を禁じ得ない。

　松原さんはネイルの美しい指先を枝豆に伸ばしながら口を尖とがらせて言う。彼女はちょっとだけ酔っていた。

「水臭いじゃない、野波。彼氏ができたならトレーナーの私には教えてくれたって……」

「言いましたよ一番に！　ベロベロだったなと思ったらやっぱり覚えてなかったんですね!?　秘密だってこともお願いしたのに……!!」

「あれ……？　そうだったかしら？」

　ああ……ほら、この会社はこういうことが日常茶飯事だから……。逆に、よくこの会社にいて才川くんとの関係がバレなかったなと思う。話す相手を間違えていたら一瞬でバレていた。

　松原さんは野波さんとの約束を思い出したらしく、逃げるように席を立つ。

「さぁ～て、化粧なおしてこよーっと」

「松原さあああああん」

　松原さんという防御壁が去り、野波さんは再び駒田さんにロックオンされる。

「そうかそうか、自衛官か～なるほど～。それでその自衛官の写真は？」

「見せませんよぅ!!」

　そんな言い方したら写真がスマホに入ってるのバレバレだから……！

　追及から逃れるのが絶妙に下手くそな野波さん。〝私で助けてあげられるかな……〟と、どう会話に入っていこうか迷っていると、松原さんが立った席にスッと、女性が一人入ってきて座った。

「花村さん」

「あ、東とう郷ごうさん！」

「飲み物空いてますけど次どうします？　ウーロン茶以外にもここ、ミネラルウォーターも置いてるみたいですけど」

「ありがとう。じゃあ、んーとねぇ……」

　隣にやってきてくれたこの女性は、東郷歩あゆむさんという。一七〇センチの高身長に対し、太めに整えられた眉が印象的な柔和な顔つき。私や才川くんより二つ年下の彼女は、最近マーケティング部から異動してきたばかり。私は彼女に才川くんの補佐業務を引き継ぐことになった。

「明日からしばらく花村さんがいないと思うと寂しいです。二ヵ月、短かったですね……」

「私も……！　私も寂しい！　二ヵ月、ほんとにあっという間だったねぇ……」

　引き継ぎの期間は約二ヵ月。最初は〝二ヵ月もあれば充分！〟と思っていたのに、時間が経つにつれて〝あれもこれも〟と伝えておきたいことが増えていった。細かいところでは才川くんが企画書で使うフォントやフォーマットとか。往訪と打ち合わせでなかなか捕まらない時の確実な捕まえ方とか。まあ追々わかってくることかもしれないけど……。

「正直ちょっと心配で。今日までは花村さんが社内にいてくださったからなんでもすぐ質問に行けましたけど……明日からは違うんですよねぇ」

「大丈夫だよ、東郷さんちゃんとしてるし。それに困ったことがあったらスマホに連絡くれたらいいし。そんなに気負わないで」

「花村さん……！」

　彼女が不安に思うのも無理はないと思う。二ヵ月という時間があったとはいえ引き継ぎの量は膨大だった。それに、業務の大半は実際にやってみないと理解するのが難しい。

　それでも東郷さんの真面目で前向きな性格のお陰で、最終的には心残りなく引き継ぎを終えることができた。

「才川くんのこと、よろしくお願いします」

「はい！　花村さんも頑張ってくださいね」

　そんな話をしているうちに楽しい時間はすぐ過ぎてしまった。

　明日から会社に行かないんだと思うと、ものすごく違和感がある。新卒で入社して八年。〝夫と同じ部署になる〟なんて事件もありながら、それにも馴な染じんで過ごしてきた会社だ。残業は多いし爆弾人事も多いしで大変だったけど、人には恵まれていた。〝子どもを産んでしばらくしたらまた絶対に戻ってきたい〟と思うほど。

（戻ってこられるかなぁ……）

　正直、保育園次第だ。預け先が見つからないことにはいつ戻ってこられるかわからない。先のことはまだわからないので、今は〝戻ってこられたらいいなぁ〟と願うのみ。

　一次会が終わって一行が〝駅に向かうか、もう一軒行くか〟でふらふらと足を迷わせていたところ、私は才川くんに声をかけた。

「私、一応ここで帰るね」

　最終日だし、ほんとのところもう少しみんなと一緒にしゃべっていたいところだけど、我慢する。あまり深い時間まで付いて行ったら気を遣わせてしまうから。

　才川くんは顔を寄せ、小さく耳打ちしてくる。

「なに〝一人で帰る〟みたいな言い方してるんだ。一緒に帰るに決まってるだろ」

「え、いいよ。二次会ありそうだし才川くんは行ったほうが──」

「すみません！」

「あっ」

　小声での会話は才川くんが声をあげたことでぶつ切りになった。

　彼はいつぞやの公開プロポーズの日の夜よろしく、私の手首を掴んだまま高くに掲げ、高らかに宣言する。

「花村がもう帰らないとなので、俺もここで失礼しますね。今日は本当にありがとうございました！」

　……だからそれ、恥ずかしいんだってば！

　ムズムズと気恥ずかしい気持ちに襲われながら私も「ありがとうございました」と頭を下げる。

　プロポーズの夜は途中抜けしたことに一同は非難轟ごう々ごうだった。しかし今夜の反応はあの日とは違う。最初に口を開いたのは駒田さん。

「おー、そりゃそうだ。身重の嫁さん一人で帰したら最低だもんな！　才川正解！」

　野波さんからは「帰り道気をつけてくださいね」と心配され、東郷さんからは「良いマタニティライフを！」と激励された。松原さんからは「頑張りすぎないようにね」と。

　こうして私たちは営業二課の面々に見送られ、帰路につく。

「本当に一人で帰れたのに」

「まだ言うか」

　二人きりになった途端、才川くんは家モードに戻って呆れた顔になる。

「一人で帰らせて、落ち着いて酒が飲めるわけないだろ」

　私のお腹が大きくなるのに比例して才川くんは過保護になっていって、最終的に会社から家まで車で送られるまでになった。〝さすがにそれはやりすぎ！〟とたしなめると、彼自身も自分の変化に戸惑っていたりして、妊娠をして変わるのは私だけじゃないんだなと思った。

「大事にされて悪い気はしないんだけどね」

「俺はいつでも気が気じゃない」

「でもそれもあと少しですよ、パパ」

「うん……」

　予定日まではあと二ヵ月。

　手を繋いで夜の道を大通りまで歩いていく。会社での才川くんの顔もしばらく見納めなんだと思うとちょっぴり寂しかった。まあ、家では毎日顔を合わせるんですが……。

「……今度は私が気が気じゃなくなる番なのかなぁ」

「ん？　なんて？」

「なんでもないでーす」

　──ママねぇ、こう見えてなかなかのヤキモチ焼きなんだよ……。

　もういい大人なんだからそんなこと言ってらんないよね。パパには内緒ね。







　そして妊娠九ヵ月目は、〝そろそろ出産の具体的な計画を立てなければ〟という時でもあった。私は夕食を終えた後、事前に先生から渡されていたバースプランシートをテーブルの上に置き、才川くんにはっきり自分の意見を伝えた。

「普通に産みます」

「無痛じゃなくて？」

「うん、無痛じゃなくて」

　前回の健診で、出産に纏まつわる様々な選択肢について説明を受けた私たちは、次の健診で具体的なバースプランを提出することになっている。病院によって設備も違うし、いざ出産となると〝状況を見て臨機応変〟が大前提になるので、すべてが計画通りに進むものではないらしい。それでも一応、〝こうしたい〟という方針は決めておかなければならない。

　普通分ぶん娩べんを希望すると伝えた私に、才川くんが懸念点を挙げる。

「お前、痛いの弱いほうじゃないか」

「大丈夫。出産は大丈夫な気がする！」

〝ほんとかよ〟という顔をしていたものの、彼も反対ではないようで、その後も話し合った結果、出産方法は〝普通分娩〟に決まった。

　当初はお産の方法に〝どうしたいこうしたい〟と言えるほどの知識がなかったけれど、先生から丁寧に説明を受けたお陰で考えがまとまった。フリースタイルや無痛分娩など様々あるお産の方法のメリットとデメリット。赤ちゃんへの影響。母体への影響。

　たくさん質問して、吟味して、才川くんとも話し合った結果、私は普通分娩が自分には合っていると判断したのだ。

　そして他にもう一つ、私には強い希望があった。

「出産の立ち合いはナシで」

「えっ？」

　それは予想外だったのか、才川くんは目を丸くしている。

「俺、別に血とか平気だけど……」

「私が平気じゃないの。その、たぶん……だいぶ見苦しい感じになるし」

「みんなそんなもんだろ」

「嫌だ。絶対に見られたくない」

　ムスッとして珍しく譲らない私に、才川くんは少し思案した上で「わかった」と言った。才川くんは子どもが産まれてくる瞬間を見たかったのかもしれないし、だとすると少し申し訳ないけど……でも、ダメだ。どうしても見られたくない。

　どれだけ痛いものなのか想像もつかないけど、悶もん絶ぜつするほど痛かった場合、相手が才川くんだろうと当たり散らしてしまうかもしれない。自分でもどんな状態になるかわからないようなものを彼に見せる勇気がなかった。万が一にも立ち合いが彼のトラウマになったりしたら嫌なので、私は出産をなるべく綺麗な思い出にすべく、才川くんの立ち合いを丁重にお断りした。

「分娩室の外で待ってたらいい？」

「うん。産まれてから入ってきてほしい」

「じゃあ、次の健診でそう伝えよう」

「確か予定日の前に出張が入ってたよね？　それも一応伝えておいたほうがいいかも」

「ああ、そっか……」

　才川くんは歯切れ悪く頷うなずく。

　コンペに勝って獲得したテレビＣＭ制作案件。その撮影予定日がちょうど出産予定日の二日前になっていた。ロケ地は福岡。タレントの空き状況からその日以外は難しいらしくピンポイントで決まった。クライアントからも〝その日でいい〟とＯＫが出ているのでもう動かせない。そして、担当営業の才川くんが欠席するわけにもいかない。

　決まった当初、才川くんは私に黙ってＣＭ撮影に自分の代理を立てようとしていたけれど、気付いた私はすぐに彼を説得した。出産予定日当日ならまだしも、二日前なのに欠席するのはさすがにクライアントにもスタッフにも悪いと。

　まだ少し迷いのありそうな才川くんを、元気な声で説得する。

「初産だと予定日よりも遅れることが多いっていうし、たぶん大丈夫でしょ」

「うーん……」

「もし出張中に陣痛がきたら、しっかり産んでおくから大丈夫！」

「頼もしすぎる」

　この時の私はちょっと……かなり、見栄を張っていた。正直めちゃくちゃ怖い。子どもに会えることが楽しみである以上に、出産の瞬間が怖い。

　病院の先生は適当な気休めなんて言わなかった。出産方法について説明を受ける際、出産の進行具合によっては会陰切開を推奨することや、緊急の場合は帝王切開に切り替えることなど、いかにも痛そうな話もたくさん聞かされた。

　どれも想像するだけで辛くて辛くて、実のところちょっと泣きそうになったけれど、才川くんにも先生にも黙っていた。世のママがみんな乗り越えてきたことについて、「怖い」とか「嫌だ」とか言う自分が嫌で、なんとなく言えないでいたのだ。








○臨月






　出産予定日が近付き、才川くんは出張先である福岡へと旅立った。もうそろそろ出産という段階が近付いてきて心配も大きいのか、彼からメッセージが送られてくる頻度も上がった。〝体調は〟とか、〝違和感はないか〟とか。それも何度も送っているうちに同じ内容を送るのが躊躇ためらわれたのか、途中からは電話に切り替わっていた。

『今何してる？』

「今？　今はねぇ、家でお昼の情報番組見てる」

　新しくオープンした商業施設をタレントが紹介しているのを見て、ぼんやり〝あ～こんなのできたんだ～〟なんて思っていた。産休に入って遠出も控えるようになってからはトレンドに疎くなった気がする。

　この子を連れてあの商業施設に遊びにいけるのはまだだいぶ先なんだろうな。その頃には少しは混雑が解消されているかも？　そうだといいな。ベビーカーを押して人混みの中を移動するのはとっても大変そうだ。

「そっちはどう？　撮影順調？」

『ああ、まあ……急に先方の社長が見にくることになった。それ以外は順調』

「わぁ……でもチャンスだよね。社長とじっくり話せる機会ってなかなかないし」

『確かにな』

　基本的に担当営業は、ＣＭ撮影中はクライアントの傍に控えていつでも要望を聞けるようにしておかなければならない。場合によっては制作スタッフとも相談し、急きゅう遽きょ撮影の演出を変えたり別パターンを撮ったりすることがあるからだ。

　社長が来ているというならなおのこと。今は休憩時間で電話をかけてきてくれているようだけど、休憩時間だって社長と交流を深める大事なチャンス。

「私は大丈夫だから、気にしないで仕事に戻って。あんまりスマホを気にしてばかりだと印象悪いよ」

『ん……わかった。この後しばらく長丁場に入るから、得意先を見送ってからまた電話する』

「了解」

　それで充分だと思っていた。しかし────その電話を終えてから一時間後に、事態は急変した。出産予定日の二日前。私は自宅で破水してしまったのだ。

　病院に連絡して指示を仰ぐと「こっちに来てください」とのこと。私は自分の気持ちを落ち着けて、淡々と産さん褥じょくパットを宛がった。電話でタクシーを自宅まで呼び、座席を汚さないように大量のバスタオルを用意する。

　家でタクシーを待つ間、私は才川くんに電話を入れた。今はちょうど撮影の時間。一時間前の通話では「この後しばらく長丁場に入る」と言っていた。彼のスマホはたぶん、撮影の妨げにならないようバイブも消されて完全に消音状態になっている。

　やっぱりと言うべきか、彼の電話は留守電になる。私はそっと伝言を吹き込んだ。後でこれを聞く才川くんが不安にならないように、なるべく明るい声を心がけて。

「──みつきです。ごめん、才川くん。破水しちゃった。まだわからないけど、もしかしたらこれから産むことになるかも」

　──というのも、スマホに向かって話している今この瞬間にも腰に激痛が走っていた。痛い。すごく痛い。自分の体でなくなってしまったかのような、経験のない種類の痛みに、私は〝これは陣痛だ〟と悟った。

　産まないとこの痛みは引かないということも本能的にわかっていた。才川くんが撮影現場から病院に駆け付けるまでの時間、粘るのは無理そうだ。大事な撮影現場だし、そう簡単に抜けてくることもできないだろう。距離も離れている。留守電にいつ気付くかもわからない。

　病院に着くとすぐに診察室に案内されて、内診をした先生はやはりこう言った。

「今から産みましょう」

「……今すぐ、ですか？」

「すみませんが、旦那さんのことは待てません。赤ちゃんがもう出たがっています」

　先生のその言葉で、私の心は決まった。

「わかりました。産みます」

　この子が出たがっているのなら出してあげるべきだ。〝パパが仕事でいない〟なんて理由でこの子は待ってくれない。

（まさか今日産むことになるなんて……）

　これからお産に入ることを母と才川くんのお母さんにメッセージで伝えた。才川くんからの折り返しの電話はまだなかった。彼はまだ得意先と一緒だ。クライアント側の社長も来ると言っていた。そんな状況ではスマホのチェックはできない。仕方がない。

　病室に案内されている間にも、頭の中ではいろんな考えが駆け巡っていた。思えば全然まだ覚悟ができていなかった。予定日まであと二日あると思って、怖いから心の準備もギリギリにしようと思っていた。

（──大丈夫。だって元々、立ち合いだってナシで産むつもりだったんだから！）

　どうにかこうにか自分を勇気付け、大丈夫だと思い込む。分娩室の外で才川くんが待っているか、いないか。それだけの違いだ。その他は予定日に産むのと同じ。何も状況は変わらない。

（……それって結構大きな違いじゃない？）

　そんな風に、どうしても思ってしまうけど。




　陣痛分娩室に移動してからは怒涛だった。どんどん間隔が短くなっていく陣痛に「痛い！　痛い痛い痛い！」と一人喚き、それに対して助産師さんは「まだいきんじゃダメです！　いきまないで！」の繰り返し。

　子宮口が開くまでの時間もさんざん苦しんだ。才川くんと予習したはずのいきみ逃しの呼吸法も、〝どうやってたっけ!?〟と思い出せないほど。

　気が狂いそうな痛みの中で、思考がどんどん突き抜けていく。下半身がバラバラになりそうな苦しみを前にして私が考えていたことは、（本人には絶対に言えないけれど）才川くんへの愚痴だった。〝なんでこんな大事な時に出張なんて入れたの！〟とか、〝こういう時って旦那さんが手を握っていてくれるものなんじゃないの!?〟とか。

　しかし思い出してほしい。私は自分から彼に「立ち合いはナシで」とお願いしている。更には、出張が決まって代理を立てようとしていた才川くんに「初産だと予定日よりも遅れることが多いっていうし、たぶん大丈夫でしょ」と言って背中を押したのも、他ならない私。

　そんなことはすべて棚に上げて、私は口に出して叫んでいた。

「さっ……才川くんのっ……才川くんのあほ──っっ!!」

　──この時のことは、先生にも助産師さんにも秘密にしてもらうよう後でお願いした。




　ベッドが分娩台に変わり、「いきんじゃダメ！」と言われていたのが、「いきみましょう！」に変わる頃。私はそれまでの比ではない痛さに襲われ、絶叫した。

「いぃぃぃぃたぁぁぁい！　痛い!!　無理っ、無理ですぅぅぅっ!!」

　周りでは先生や助産師さんが何かしら指示を出してくれていたけど、正直言って半分も聞こえていなかった。頭に入ってくる断片的な単語を捉えて〝口を閉じる！〟、〝お腹を覗き込む！〟と一つ一つの動作をなんとかクリアする。

　もう早く生まれてきて!!　何か不都合があるなら、切開でも何でもして!!　──そう思うくらい、もうほんとに、発狂するかと思うほど。一体自分はどんな悪いことをしてこんな罰を受けているんだろうと思ってしまうくらいに、拷問のように痛かった。

　何度か意識を飛ばしそうになって、そのたび痛みで無理やり正気に戻された。促されるままいきむ動作を段々作業化してきて、〝もうこれ一生終わらないんじゃ……〟と私が絶望を感じ始めていた頃、先生が叫んだ。

「頭が見えたよ、才川さん！」

　それはどういうこと？　これからが本番ってこと!?　今!?

〝まだこれ以上の痛みがあるのか〟と愕然とする気持ちと、〝これで最後だ！〟という希望。この瞬間、才川くんのことは頭の片隅にもなかった。ただただ助産師さんの先導に従い、深呼吸といきみを繰り返す。

「うっ……う──────っん!!　っ、あぁぁっ!!」

「はい、いきむのはもうストップです、才川さん！　あとは短く呼吸して！　はい、〝ハッハッハッハッ……〟」

「はっ……はっはっ、はっはっはっはっ……」

　見よう見まねで助産師さんの呼吸を追う。その後のことは本当に一瞬。先生が「赤ちゃん、出ます！」とロボットアニメのワンフレーズのような言葉を口走ったと思うと、〝ずるずるずるっ！〟と私の中から、何かが滑り出ていった。──あれっ、今、もしかして……？

　朦朧とする意識の向こうで、〝ふぎゃぁぁぁぁぁぁっ！〟と自分のものではない泣き声がした。

（──あっ）

　元気な泣き声にほっとして、私の両目からも涙が溢あふれる。

　直後にお腹の上に乗せてもらった我が子のことが、涙で滲にじんでよく見えない。

「産まれましたよ、才川さん。元気な女の子です」

「あ……あ、っ……」

　力強く泣く我が子の手を握る。エコーでしか見たことのなかった存在が、実体を持っていま目の前に現れた。皺しわくちゃで、鼻も低くて、ぶっさいく。──なのにとんでもなくかわいい。

「あっ、あ……っ……よく頑張ったね～！」

　痛いのが終わって、私はようやく思い出した。私が闘っていた時間、この子も頑張っていたんだということを。狭い産道を通って、長い時間をかけて、やっと長い旅を終え、今ここにいるんだということを。私たちは親子でありながら、戦友みたいなものなのだと。

　私と赤ちゃん、それぞれの処置が終わると、オムツを着けた我が子が私の元にやってきた。生まれたばかりの脆く崩れそうな体を、そっと、包むように抱きしめる。

「……あったかい」

　つい数分前に初めてこの世界に出てきたこの子は、私の胸で〝ぽけ～っ〟としていた。まだ何が何だかわかっていない。とぼけたような顔が愛らしくて、その可愛さが、数分前まで感じていた痛みを過去へ過去へと押しやっていく。

　カンガルーケアは、才川くんに「やっておいたら」と勧められた。彼は会社の同僚ママたちにもヒアリングをしてくれたらしく、それによるとみんながみんな〝やってよかった〟と答えたらしいから、いいんじゃないかと。──そこで私は、才川くんのことを思い出した。

（才川くん……）

　我が子に初めてのおっぱいをあげ、一生懸命吸い付いてくる様子に初めてのときめきを覚えながら、この幸せな光景を早く彼に見せてあげたいと思った。




　分娩室を出ると私の両親と才川くんのお母さんと、そして詩織ちゃんがいた。才川くんの姿はなかった。

　私は元気なつもりだったけど、そうは言ってもやっぱり体は疲れていたのか、産後ハイになっている心とは裏腹に頭は眠くて仕方がなかった。駆け付けてくれたみんなに「産まれました」と報告をして、それから、どうしたんだったか。朧おぼろげに才川くんのお母さんが「千秋ももう来るからね！」と言っていたような気がする。

　しばらくすると赤ちゃんは新生児室に引き取られ、私は両親や才川くんのお母さん、詩織ちゃんと話している途中で、眠りに落ちた。




　どれくらいそうしていただろう。無事に出産を終えた私は、浅い眠りの中にいた。──夢を見ていたんだと思う。青い海の中、水底のほうで仰向けになってゆらゆらと漂う夢。

　魚か人魚にでもなったのか、不思議と息苦しくはない。ただぼーっと海面のほうを見上げ、優しく波に揺られ続ける。




〝みつき〟




　誰かに名前を呼ばれた気がしたけれど、声の主の姿は見えない。

　私は〝まあいいか〟と気にするのをやめ、再び目を閉じて漂う。すると再び声がした。




〝遅くなってごめん〟




　……この声は、才川くんですね？

　その時点で自分が眠っているとわかり、〝起きなきゃ〟と思った。でも体がへとへとで言うことをきいてくれない。意識は覚醒しつつあるのに目が開かないという、不思議な感覚。




〝……お疲れさま〟




　その言葉の後、私の頭にふんわりと温かいものが載せられた。それは記憶にある手のひらの温度。私は彼に、頭を撫でられていた。

（──あのね、才川くん）

　話したいことがたくさんあるの。体が起きてくれなくてしゃべれないけど、才川くんがいない間に経験したことがほんとにたくさん……たくさん、あるの。

　まず、あなたの子ども、ちゃんと無事に生まれてきてくれたよ。とっても大変だったけど！　母子ともに健康らしいからいっぱい褒めて!!

　それから、一緒に予習したいきみ逃しの呼吸法は、土壇場になるとうまくできませんでした。助産師さんに「違う！」って何度も怒られました。実践って難しいね。……あと、アホって言ってごめん。「立ち合いは嫌だ」とか言ってごめん……。




〝よく頑張ったな〟




　たくさんある〝言いたいこと〟を、とても言葉にまとめられる気がしなくて途方に暮れていると、唇に優しい感触があった……ような、気がした。

　まさかこんな場面で眠っている間にキスをするような、ベタな人じゃない。……いや、どうかな？　そういえば初めてエッチした次の日の朝は、私が狸たぬき寝入りしているとも知らずほっぺチューしてたっけ。

（……じゃあ現実？）

　唇の表面が触れ合うだけの優しいキスだった。私は浅い眠りの中で、白雪姫のキスシーンを頭に思い浮かべていた。愛しい人のキスで眠りから目を覚ます白雪姫。──でも私はお姫様でもなんでもないから目を覚まさない。現実はそう都合よくできてない。




〝……ありがとう〟




　──それは絶対、私が起きているときにもう一回言って。










　次に才川くんと病室で対面した時、彼は私服姿だった。出張先からまっすぐここへやってきた彼は、私が眠っている間に母子ともに無事なことだけ確認すると一度自宅に戻ったらしい。私が家に忘れてきてしまった入院バッグを持って、再びこの病室に訪れた。

　その時には私もすっかり目を覚まし、腕にもう一度赤ちゃんを抱いていた。

　第一声は私から。

「元気な女の子だよ、赤ちゃん」

　才川くんは何を言えばいいのかわからないようで、黙ったままベッドに近付き、傍にあったパイプ椅子に腰かけた。そして、まじまじと子どもの顔を見つめる。不思議なものでも見るような新鮮な表情。タイトルを付けるなら〝未知との遭遇〟。そんな言葉がぴったりの反応だった。

　すやすやと眠る我が子の目元を見つめ、それから体に目をやって。そうして彼はやっとのこと口を開いた。

「……手、ちっちゃいんだな」

　感慨深そうな声の出し方にぎゅっと胸の奥が絞られる。

　私は泣かないように我慢して、笑って彼に促した。

「うん、ふにふにしてるの。触ってみて」

　嘘みたいに柔らかな、小さな手を開かせる。才川くんの指が入るくらいの隙間をつくり、そこに触れるよう彼に目配せする。才川くんはそっと指を伸ばし、我が子の手に触れた。

「ほんとだ」

　才川くんと娘の、初めての触れ合い。赤ちゃんはきっとまだ何が何だかわかっていなくて、それでも、才川くんの細長い指をしっかりと握りしめていた。彼はくすぐったそうに口をむずむずさせている。そんな光景を目の当たりにして、私は早くも〝この子を産んでよかったな〟と思った。

「……お前に似てる」

「そう？」

「目元とか鼻とか、まんまだなって」

「口は才川くんそっくりじゃない？」

「そうか？」

　お腹から出てきたときは皺くちゃで、どっちに似てるかなんてちっともわからなかったけど、綺麗にしてもらって対面した瞬間なんかは〝才川くんだ！〟と思った。

　違うのかな？　絶対に才川くん似だと思うんだけど。私の願望が強すぎてそう見えてるだけ？　自分よりも断然才川くんに似ててほしい。

「あ、起きたみたい」

　ほら。今〝ひくっ〟と揺れた鼻も、眉も、唇も。朝、カーテンを開けた時に朝日の眩まぶしさを嫌がる才川くんにそっくりだ。それからゆっくりと開かれた目だって、ずっと奥まで覗のぞけそうなほど澄んでいる。

　やっぱりこの子は才川くん似だ。

「この人がパパですよ～」

　腕に抱いたまま揺らして彼のほうに向けると、赤ちゃんは〝じっ……〟と才川くんのほうを見る。新生児は目が見えないというし、表情もすべてただの反射らしいけど、それでも気配が気になるのか、ずっと彼のほうに意識を向けたままだ。

　可笑しかったのは、才川くんが負けじと神妙な顔でこの子を見つめ返していたこと。

「才川くん……そんな難しい顔で見ないであげて」

「あ、いや……悪い」

「抱っこする？」

「……うーん」

　いやここは抱っこするとこでしょ！　自分の子なんだから！

　同僚が会社に連れて来た子どものことは抵抗なく抱っこしていたのに、新生児となると経験がないのか、才川くんは明らかに渋っていた。

　赤ちゃんの扱いなんて慣れでしかない。それに、これから嫌というほど抱っこすることになるんだから。

　そしていつか、きっとすぐ、抱っこなんてさせてくれないくらい大きくなってしまうものだろうから。

「抱っこしてあげてください、パパ」

　もう一度促すと、彼はおずおずと腕を伸ばしてきて赤ちゃんを受け取った。

「落とさないでね」

「わかってる」

　一応注意はしたものの、初めて我が子を抱く彼の姿は結構様になっていた。小さな頭をきちんと自分の腕に乗るようにして、赤ちゃんに負担がかからないよう気をつけているのがわかる。

　勉強したのかな？　意外と、先のことには備えるタイプだと思う。プレママ雑誌も私以上に読み込んでたみたいだし。そういうところを見ると、私は〝一人じゃないんだな〟って安心する。

　才川くんは娘を抱いている状態に慣れてきたのか、口元を優しくほころばせてつぶやいた。




「椛もみじ」




　──それがこの子の名前。才川椛。

　産まれてくるのが女の子だとわかって才川くんが名づけの話題を出す前から、なんとなく予想がついていた。きっと才川くんは子どもに、自分と私の両方に関連した名前を付けたがる。だけど不器用な彼のことだから、ストレートに自分たちと同じ文字を使ったりはしないだろう。それならどんな名前をつけるか。いろいろ想像を巡らせた上で、たぶん〝椛〟だろうなと。

　昔、自分が子どもを産むなんてまだ一ミリも想像していなかった頃に、才川くんと自分の名前の由来について話した記憶がある。その時に、私の名前の〝みつき〟は、もしかしたら平仮名じゃなくて漢字になってたかもしれない……という話をした。中秋の名月の日に私が生まれたので〝月〟の字を入れたいということになり、お父さんが〝満月〟、お祖母ちゃんが〝美月〟がいいと主張して意見が分かれた。とても決まりそうになかったから、最終的にお母さんが「じゃあ平仮名にしましょう。かわいいし！」と言って、私は〝花村みつき〟になったのだと。〝だから私たち、実は秋夫婦なんだよ～〟という話を、確かにした。

　その話を才川くんが憶えているとしたら、たぶん彼は秋に纏わる名前をつける。例えば〝紅葉〟とか。でもそれは露骨だし、彼女は五月生まれの予定だとわかっていた。じゃあ〝楓〟とか？　とも一瞬考えて……そこで、〝椛〟という漢字があることを思い出した。たぶん、こっちだ。才川くんが付けるなら、〝花〟の字が入っているこの漢字を選ぶ。きっと。──そんな私の予想を過程も含めてすべて話すと、才川くんは心底驚いた顔で「名探偵か」と突っ込んできた。




「ね、かわいいでしょ？」

　名前を呼ばれて、才川くんの腕に抱かれている椛は一生懸命、彼に向かって腕を伸ばしていた。その様子がたまらなくかわいい。お名前はお気に召しましたか？

　才川くんも椛の仕草が嬉しいのか、優しい声を出す。

「ああ、すごく……かわいいな」

　その表情を見て、私は安心する。

「よかった」

「え？」

「才川くん、やっぱりちゃんと親バカだったなって」

　バツが悪そうに〝きゅっ〟と口を閉じた彼は、たぶん自覚がない。

「今どんな顔してるか見せてあげたい」

　椛を抱っこしながら、どれだけ慈愛に満ちた顔をしていたか。いつの間にかもうすっかりパパの顔だった。指摘されて初めて気付いた様子の才川くんは、きっと、自分がそんな表情をできることも知らないんだろう。私だけが知っていれば、それでいいような気もする。

　しっかりとこの目に焼き付けていようと、後は黙って彼と椛のことを見つめていた。すると、才川くんが唐突に口を開いた。

「……みつき」

「なぁに？」

「ありがとう」

　──まさか御礼を言われるとは思わず、私は完全に無防備だった。

（っ……不意打ちっ……）

　椛を抱いたまま、顔を上げずに彼が静かに囁いた言葉は、ダイレクトに私の涙腺を刺激する。それまでずっと〝頑張らなきゃ〟と思っていた緊張の糸がぷつりと切れ、目に涙が溜まっていくのを感じた。

　悪阻のつらさや、いざこれから産むという時に彼が傍にいなかった心細さ、産んでいる最中に感じた地獄みたいな苦しさが報われたように、昇華されていく。──子どもが産まれたことに才川くんがこれだけ感動して、こんな言葉をくれるのなら。

　私は本当に、この子を産んでよかった。

「……こちらこそ。ありがとう」




　──あのね、椛。

　パパはほんとは、いつもはこんな風に泣きそうな顔になったりしないんだよ。




　頭の中でそんなことを娘に語りかけていると、椛は〝パパ、そうなの？〟と言わんばかりに才川くんに手を伸ばしていた。

「椛」

　彼が再び名前を呼ぶと、それに応えるように大きく両手を広げる。ただの反射だとわかっていても愛しい仕草。

　なんて幸せな光景なんだろう。精一杯生き始めた命の眩しさと、大好きな人が見せる最上級の優しい笑顔。

　この先はきっと甘くない。想像もできないような苦労が、たくさんあるんだと思う。それでも、今日のこの光景は、これからの私たちをずっと守ってくれるような気がした。

　才川くんがまた娘の名前を呼ぶ。

「椛。……かっわいいなぁ」

　くしゃっとした笑顔に、私は「うん」と返事をしながら、結局ぽろぽろ泣いてしまった。




　生まれてきてくれてありがとう。

　今日から三人家族だね。よろしくね。








二章　才川夫妻の新ルール　～椛、０歳４ヵ月～









　椛が産まれ、お世話になった病院を退院してから二ヵ月。

　生まれてすぐは寝つきのよかった椛も、最近は夜中にぐずるようになった。夫婦揃そろってベッドに入り、深い眠りに落ちかけていた深夜一時。

　この日も椛の夜泣きが炸さく裂れつしていた。




〝ああーっ！　うぎゃーっ！　ぎゃーっ、あーっ！〟




　今夜も力強い泣き声です、椛さん！

　私はベッドの中からベッドサイドに手を伸ばしてランプのスイッチを探す。指先がスイッチを捉え、オンにすると〝パッ〟とオレンジの明かりがぼんやりと灯り、私の周辺を照らした。すぐさまベッドを抜け出し、傍に置いていたベビーベッドの中から椛を取り出す。

「椛～、起きちゃったね～」

　立って声をかけながら左右に揺すっても、椛は胸を反らして〝ほぎゃーっ!!〟と泣き叫ぶ。これはこれは。もしかしてお腹が空いてるな？

　ちょっとずつ泣いている理由の見極めができるようになってきて、おしめを確認せず、おっぱいをあげようと胸を出した。

　その時、後ろから才川くんが声をかけてくる。

「みつき、俺あやそうか」

　ありゃ。才川くんも起きちゃったか。

　背後のベッドを振り返ると、才川くんが眠そうな目をこすりながら上体を起こしていた。目が半分開いていない。

　私は椛の口に乳首を含ませながら答える。

「ううん、たぶんお腹空いてるんだと思う。才川くん明日も朝早いでしょ？　先に寝てて」

　思った通り、椛は乳房をしっかり捉えて〝んくっ、んくっ〟と母乳を飲んでいた。

「やっぱりおっぱいかー」

　一生懸命な様子がかわいい。そうだよね。お腹が空いたら眠れないのは大人も赤ちゃんも一緒だよね……。

　起き抜けでふらつく頭をなんとかしっかりさせようとパチパチ瞬きを繰り返し、それから、背後でまだ才川くんが起きていることに気が付いた。「先に寝てて」って言ったのに。彼は所在なさそうに、先に眠ってしまうことを後ろめたそうに自分の首の後ろを擦っている。

（そういう意外と律儀なところが、好きでもあるんだけど……）

　私は心を決め、振り返ってビシッと彼を指さした。

「才川くん、寝て！」

「えっ」

「本当に遠慮しなくていいから。これは戦略だから！」

「……戦略？」

「夜泣きで二人とも寝不足になるより、どっちかがたっぷり眠って元気なほうがいいでしょ？」

　一番心配なのは、私に気を遣った才川くんが寝不足のまま会社に行って体を壊してしまうことだった。椛が産まれるまで朝に弱かった彼は今、私よりも早く起きて朝食の準備をしてくれたり、途中まで洗濯をしてくれたりする。

　寝不足は確かにつらいけど、今の状態がベストだと思う。

「才川くん、椛が産まれてからは朝テキパキ動いてくれるし……そのほうが私も助かる。これは共倒れしないための戦略だから、才川くんはしっかり寝て」

　彼は少し思案し、それから納得したように頷いた。

「わかった。ここは任せる」

「合点！」

　目の端で才川くんが布団にもぐりなおすのを〝よしよし〟と見送り、授乳に戻る。

　いい飲みっぷりです、椛さん。お腹いっぱいになって、今度はぐっすり眠ろうね！

　意気込みながら椛が母乳を飲んでいるところを見守っていると、なんと寝落ち。

（寝かせてあげたいけど、まだゲップしてないよー！）

　吐いちゃう吐いちゃう！　起きて！

　慌てて彼女の小さな足裏をこちょこちょする。すると椛は〝ビクッ！〟と体を揺らして目を薄く開け、また乳首に吸い付き始めた。

「お～まだ飲むのー？」

　母乳を飲みながら寝落ちする椛を起こしてはまた授乳が再開するということを何度か繰り返した末、〝もういい〟と乳首から口を背けた椛を肩の上に乗せるように抱っこして、背中をぽんぽんと叩く。耳の横で「げぽっ！」と鳴ったのを確認して一安心。そのまま背中を擦って優しく揺らし続けると、〝すぴーっ〟と寝息が聞こえてくる。

　肩の上でコテッと眠りこけている椛を、そーっとベビーベッドの中に戻す。柔らかい体から慎重に指先を剥はがし、しばらく手を宙に浮かせたまま待って……。

（……やっと寝た！）

　椛がすやすや眠っていることを確認して、私はベビーベッドの柵に手を置き項うな垂だれた。今夜は長い闘いだった！　でも、二～三時間もすればきっとまた泣き始める。今度は才川くんを起こさないように、もっとサッと起きないと……。

　覚悟はしていたものの、夜泣きによる寝不足は想像以上につらかった。〝産後はホルモンの作用で細切れ睡眠がさほどつらくない状態になる〟って本で読んだけど、全然つらいんですけど!?　書籍で得られる情報も、病院の先生からのアドバイスも、全部〝※個人差があります〟と但し書きがつくものだと、わかってはいるんだけど。

　すやすやと眠る椛の上にしっかりとブランケットを掛け、私はベッドの中に戻る。才川くんを起こさないように慎重に膝をベッドに突いた……つもりだったのに、こっちを向いて眠っていた才川くんの目が薄く開いた。

　私は慌てて、小さな声で謝る。

「ごめん、起こしちゃった？」

　才川くんからの返事はなかった。彼は目が開ききらないままぼーっと私のことを見つめ、そのまま無言で腕を伸ばしてきて、私の体を自分の腕の中にすっぽり収めてしまう。

（……ん？）

　鼻の頭を彼の胸に押し付けられる。パジャマの柔軟剤の匂いに交じってほんのりと、才川くん自身の匂いがする。予期せず抱きしめられたものだからドキドキしてきた。

（なんだろう……？）

　どうして彼が抱きしめてきたのかわからず、困惑したまま手を微妙に浮かせていると、才川くんはさっき私が椛にしたように、〝ぽんぽん〟と優しく背中を叩いた。まるで私のことを寝かしつけるみたいに。

「さ……才川くん……？」

　特に色気のある接触ではないけれど、ドキドキする。なんというか……恥ずかしい。でもちょっと嬉しい。なんだろう。どうしてこんなことしてくれるの？

　私が顔を彼の胸から離してチラッと頭上を盗み見ると、当の才川くんは眠いのか再び目を閉じていた。

　そして目を閉じたまま、静かな声でこう言った。

「お疲れ、みつき。……ありがとう」

　──〝空耳かな？〟と一瞬だけ思った。でもすぐ〝そうじゃない〟と思い直し、私は目の前の才川くんの体をぎゅっと抱き返した。

（……好き！）

　いつからこんなに素直に想いを伝えられるようになったの？

　最近の才川くんには本当にびっくりする。思えば「ありがとう」はちゃんと言ってくれるタイプだったけど、それでも……なんだか最近の才川くんは、思ったことを丁寧に伝えようとしてくれている気がする。

　出会ってからずっと、彼は自分の気持ちをあまり口に出すタイプではなかったから、不思議な感じ。よく見ていれば大事なことはなんとなくわかるし、〝私がわかっていればいいや〟とずっと思っていたけど。素直になられると、やっぱり嬉うれしい。

（あー……頑張れる……）

　才川くんの胸に張り付いたまま大きく深呼吸して、大好きな匂いで胸を満たす。この温もりがあれば大丈夫。〝まだまだ頑張れる〟と、そう思えた。

　パートナーが才川くんだから、子育て自体に大きな不安はない。──ただ、ここのところ少しだけ気になっている。病院を退院して二ヵ月。こうやって同じベッドで眠ってはいるものの、性的な接触は一切ない。

（才川くん……平気なのかな）

　もぞもぞと動き、頭を上げて彼の寝顔を見る。綺麗な顔が健やかな寝息をたてていて、その寝顔はやっぱり、椛とよく似ている。頼りになるし、愛しいんだけど、どうにも〝エッチしたい〟という気持ちにはならない。産後の母親はそんな気分になれないことも多いらしいから、今は気にしなくていいのかなとも思うけど、それでも……。

　一ヵ月健診でお医者さんから「もう性交渉は再開して問題ありません」と言われたことを、私は何となく才川くんに打ち明けられずにいた。仮に打ち明けたとして、彼が「じゃあ今晩するか」と言い出した時に、私にはまだ応えられる自信がなかったから。

（でも、いつまでも黙っているわけにも……）

　私の頭の中に〝産後セックスレス〟とか、〝浮気〟とか、よくない言葉が浮かんでは消える。そしてこの悩みは、時間が経つにつれて根が深くなっていくのである。







　まだ蒸し暑さが残るものの、季節は徐々に秋へと移り変わりつつあった。

　四ヵ月健診。才川くんが付き添いたがっていたけれど、今日は普通に仕事がある。だから、健診には私と椛で行く。

「パパはいま椛のために、一生懸命頑張ってるからね～」

　言いながらベビーカーを前後に動かして遊ぶと、椛は〝あーうー！〟と声をあげる。今日も元気元気！　この様子なら健診も問題なさそう。

　予想した通り、健診では目立った問題もなく「椛ちゃん、順調に育っていますね」と太鼓判を捺おしてもらった。

「ちょーっと母乳を飲みすぎじゃないかって気もするんですけど……」

「でも便もきちんと出ているそうですし、体重も標準の範囲内ですよ」

「そうですか」

「快便、快食。大いに結構です」

「ありがとうございます。……だって！　椛、よかったねー！」

　胸の前に抱っこしていた椛の顔をうりうりすると、くすぐったそうに〝んー！　まー！〟と言って首を小さく振る。見ていればすくすく育っていることはわかるけど、先生に順調だと言ってもらうと安心が大きい。

「お母さんのほうも大丈夫そうですね。問診の結果も問題ありません」

「はい、元気です！　ちょっと寝不足ですけど！」

「まあ夜泣きはね。しばらくはしんどいかもしれませんが、いつまでもは続きませんから」

「頑張ります」

　そう聞くとほっとするような、少しだけ寂しくもあるような……。大変は大変だし、早く夜の間はぐっすり眠ってくれるようになるととても助かるけど──夜中に何度も起こされてお乳をあげたことも、後々大事な思い出になったりするのかなぁ。

（椛は問題ないとして……あとは才川くんと私の問題か）

　セックスは未だに再開せずで、一ヵ月健診で「もう再開して問題ありません」と言われたことすらまだ打ち明けられずにいた。自分から切り出すと〝したい〟アピールに聞こえてしまいそうで、そんなことを気にしているうちにずるずるとタイミングを逃し続け、四ヵ月健診が済んでしまった。

　再開するかどうかは別として、お医者さんに「もういいよ」って言われたことくらいは話さなきゃいけないと思っている。さすがに。







　夜、帰宅した才川くんは「ただいま」と言いながら鞄かばんを床に置いたあと、ジャケットを脱ぎながら二言目に「健診どうだった？」と訊きいてきた。

　私は彼の肉じゃがを電子レンジに入れながら答える。

「問題なかったよ。気になってた〝おっぱいの飲みすぎ〟も、ウンチと体重から見て標準の範囲内だって」

「そっか」

　リビングにいる彼を振り返ると、ネクタイを緩めながらベビーベッドの中の椛を覗き込んでいた。椛は視界に入ってきた父親の顔に触れようと、〝あー、ぶー〟と声を発しながら手を伸ばす。才川くんは椛に「手ぇ洗ってくるからちょっと待って」と声をかけ、私がいるキッチンにやってきた。

　ワイシャツの袖を腕まくりしてシンクの水で手洗いをする。その最中に、彼は尋ねてきた。

「みつきは？」

「うん？」

「椛は問題ないって言ってたけど、お前は大丈夫だったのか」

「ああ、うん。大丈夫」

　なんならもう随分前に〝セックス再開してもいい〟って言われたよ！　……とは、やっぱり言えなかった。その言葉は、そのまま〝だから今晩どうですか？〟という意味を勝手に含んでしまうような気がして。

（……うーん）

　隣で薬用石せっ鹸けんを使って念入りに手を洗う才川くん。ちらりと盗み見る。今日も今日とて抜群に綺麗な横顔をしている。ネクタイを解いて緩めた胸きょう襟きんも、腕まくりをして露あらわになった、腕時計をしている逞たくましく引き締まった腕も、セクシーだと思うのに。

（……〝エッチしたい〟とは、思わないんだよね。どういうわけか）

　私の性欲センサー、一体どうしてしまったんだろう……。

「……ん、何？　顔になんか付いてる？」

「いや……ううん！　なんにも！」







　夕食を食べ終えると、才川くんは椛をお風呂に入れてくれる。肩に乗せるように椛を片手で抱っこしながら、もう片方の手で着替えを持っていく。

「椛を出す時になったら呼ぶ。洗い物は俺がやるから置いといて」

「わかった。ありがとう」

　いつもこんな風に才川くんは、椛をお風呂に入れる間、私に自由時間をくれる。たった十数分のことだけど、これがとっても有難い。

　私は二人がお風呂に入った音を確認し、テーブルに突っ伏した。

「はぁ～っ……」

　脱力。四六時中、ずっと椛のことを気に掛けているから、知らず知らずのうちに体に力が入ってしまっている。貴重なリラックスタイムはだいたいアラームをかけて仮眠を取ったり、スマホを触ったりして過ごしていた。

　今日はスマホ。セックスを再開していいって言われたことを才川くんに打ち明けられなかったさっきの自分が気がかりで、指が勝手に検索ワードを入れていた。




〝産後　セックス　いつから〟




　同じ疑問を持つ人は多いのか、途中まで入力した段階で予測で検索候補にばっちりの言葉が出た。検索結果としてあがってきたページの見出しをスクロールしていくと、出るわ出るわ。産婦人科の先生が解説している記事から、同じ疑問を持った女性が質問し、一般の人がそれに回答しているページまで。

　一つ一つ流し読んで得た情報が次の通り。





・産後のセックスは産み方や個人の経過にもよるが、だいたい１ヵ月後からＯＫ

・しかし、実際セックスを再開するのは３～４ヵ月からが多く、４割ほどは再開していない






　興味深いのは、私と同じような産後のママの意見だった。




〝正直、赤ちゃんのことでいっぱいいっぱいで夫の相手をしている場合じゃない〟

〝眠い。とにかく眠い。エッチする時間があるなら寝たい〟




　そ……それだ──っ!!

　わかりみが深くて、食い入るようにその投稿を読み込んでしまった。才川くんはものすごく育児に協力的だし、〝そんな風に思うなんて私はヒドい奴だ〟と思って考えないようにしていたけど、文章にして表現されたものを目にすると共感せざるを得ない。

　そう！　そうなんですよ！　エッチする時間があるなら寝たい！

（私だけじゃないんだ～）

　その他に書かれていることに対しても共感の嵐だった。




〝お医者さんがいいって言っても、実際すると痛そうで怖い〟

〝「裂けるんじゃないの？」と思うと怖くてできない〟




　うんうん。ですよね……私もそれが怖い……。

　いろんな記事や投稿を読むうちに段々腑ふに落ちていった。セックスを再開することに対して抵抗がある理由は、別に一個だけじゃなくて、〝赤ちゃんのことが第一になる〟とか〝エッチするほどの体力が残ってない〟とか、そもそも〝怖い〟とか、複数の理由が複雑に絡み合っている。

　何の解決にもなっていないけれど、〝同じ気持ちの人がいる〟と思うと心が少し軽くなった。私は調子に乗って、次々とＷＥＢページを読み──そして、この見出しに出会ってしまった。




『産後のセックスレスが招く浮気に要注意!?』




　……なんでそんな、無駄に不安を煽あおる書き方するかなぁ。

　なんて思いつつ、スルーできなかったあたり私も気にしていたんだろう。最後にセックスをして以降、一度も求めてこなかった才川くんがどうやって性欲を発散していたのかは純粋に気になっていた。

　その記事では、産後のセックスレスと浮気についてこんな風に書かれていた。





・今まで自分だけを見ていてくれた彼女が、まるで他に男でもできたかのように自分そっちのけで子どもにかかりきりになる

・誘いに全然応じてくれないことが続いてこっちのやる気もなくなってしまった

・完全に〝子どもの母親〟にしか見られなくなって、性愛の対象じゃなくなった






　な……なんて自分勝手な……。

　スマホを持つ手がわなわなと震える。〝まるで他に男でもできたかのように〟とか、〝子どもの母親としか見られない〟とか、全部「お前の子だろうが！」の一言に尽きる。

　子を持つ世の男性みんながみんなそうではないだろうし、才川くんまでそんな風に感じているとは思わない。ネットの記事に書かれていることがすべてなわけがない。──それでも、実情からかけ離れたまったく的外れなことを書いているかといえば、そうでもないんだと思う。

（うーん……そうかぁ……）

　頭に引っ掛かっていたのは三点目。『完全に〝子どもの母親〟にしか見られなくなって、性愛の対象じゃなくなった』という意見。これだけは才川くんに直接訊いてみないとわからない。なぜなら出産してからというもの、私が拒む以前に、才川くんのほうから誘ってきたこともないからだ。

　どうすればいいんだろう。浮気はされたくない。後々セックスレスになるのも嫌だ。でも、どうしても今はまだそういう気分にはなれない。その上才川くんのほうも私に魅力を感じなくなっているんだとしたら、それってもうどうしようもなくない？

　いつの間にか八方塞ふさがりになっていた状況に愕然としていると、お風呂場のほうから「みつき、椛のこと出すぞ！」と才川くんの声が聞こえた。

「あ！　はーい！」

〝バッ！〟と椅子から立ち上がり、用意していた椛の着替えとバスタオルを持って脱衣所へ向かう。

　私が到着すると既に浴室の扉が開いていて、髪や体の濡れた才川くんが椛を抱っこしていた。

「ちょーっと待ってね」

　私はササッと脱衣所の床にバスタオルを敷き、椛を受け取ってその上に寝かせる。タオルでぽんぽんと体に纏まとわりつく水を拭き取っていく。

「椛～気持ちよかったですか～？」

「今日はご機嫌だった。頭を洗ってる時もおとなしかったもんな」

「そうなんだ。偉いねぇ～椛ちゃん」

「みつき、あと任せていい？　頭と体洗ってすぐ出る」

「うん、いいよ。ゆっくり入って」

　そう返事をしながら視線を上げると、そこには才川くんの裸体があった。浴室の中で椅子に座っている。両方の太腿を跨またぐようにタオルが掛けられていたから局部は見えないけれど、紛れもなく裸。椛の体をタオルで包んでいる最中だった私はついガン見してしまった。

「……みつき？　手が止まってるけど」

「……あ！　ごめん！」

　パッと視線を椛に戻し、彼女に服を着せていく。才川くんは不思議そうな顔をしながら浴室の扉を閉め、自分の頭と体を洗い始めた。

　私は久しぶりにしっかり目にした彼の裸を思い出し、考える。

（あんなに素敵なカラダを前にして、ムラムラしないとかある……？）

　営業という仕事柄お酒を飲むことも多いのに、出会った当初と変わらずスマートな体型を維持している。私は出産前ですら〝体型を崩さないように〟と会社や家で地味にエクササイズを頑張っていたのに、才川くんはずっと自然体でいた気がするから憎らしい。

（……うーん）

　雑誌の巻頭を飾るような、今を時めく俳優にも勝るとも劣らない。そんな夫と一緒にいて〝エッチする気分になれない〟とは。

（これも〝お母さんになる〟ってことなのかなぁ）

　私の戸惑いをよそに、椛はタオルで拭かれるのがくすぐったいのか〝キャッキャッ〟と喜んでいた。

「……ふふっ」

　無邪気に喜ぶ娘の姿を見ていると癒されて、〝自分は何を重苦しく悩んでいるんだろう〟という気持ちになってくる。自分から深みに嵌まろうとしているだけで、ほんとはそんなに難しいことでもなんでもないんじゃないかって。

　自然と私まで笑顔になって「うりうりっ！」と椛をくすぐった。

（──一人で悩んでても仕方ないよね）

　決意して、私は浴室の扉越しに彼に声をかける。

「才川くーん」

「ん？」

　シャワーの水音に交じって才川くんの声が浴室に響く。私は顔が見えないのをいいことに、緊張を隠してこう言った。

「椛を寝かしつけたら、話があるんだけど……」







　お風呂からあがってサッパリした後、椛はおっぱいを飲んで綺麗なゲップを出し、スムーズに眠りについた。私が才川くんに「話がある」と言ったのを聞いていたから？

（──なんてね）

　大人の事情がわかるようになるのはまだまだ先のこと。それでも空気を読んだかのような寝つきのよさに驚く。ベビーベッドの中ですやすや寝息をたてている椛の、天使のような寝顔を見つめながら柔らかな額を撫でた。

「〝話〟って？」

　背後で才川くんが、椛を起こさない程度に抑えた声で私に問いかける。

　その声に合わせて私も彼を振り返った。傍にある二人のベッドの上、お風呂あがりの寝間着姿で片脚を伸ばして座っている才川くん。

　私は緊張して口がムズムズするのを誤魔化しながら、そろりと同じベッドに上がる。彼のすぐ隣に正座する。かしこまった私の態度に才川くんも〝何事だ〟と思ったようで、胡坐で座り直して私に向き合った。

「……みつき？」

「あのね。……セックスのことなんだけど」

「──ああ、うん」

　私が見ている限り才川くんの反応は普通だった。気まずそうだったり、その話題を避けたそうだったりする様子はない。ちょっと気恥ずかしそうではある。

　まずは、ずっと言えなかった病院の先生の言葉を伝える。

「実は……一ヵ月健診の時に〝性交渉を再開してもいいですよ〟って言われたの」

「あ、もういいのか」

「うん。母体の状態的にはもういいって。でも──」

〝だから今晩しよう〟って話ではないことをわかってもらうため、途切れることなく言葉を続ける。後ろめたい気持ちがまだ残っていたので、続きを言うのは俯きながらになってしまった。

「……今はまだ、そういう気分になれません」

　──言った。言ってしまった。

　はっきりと言葉にした後で、おそるおそる才川くんの反応を窺う。彼は気分を害した様子もなく、ショックを受けた様子もなく、私の気持ちを聞いてただ「うん」と頷いた。

（……それはどういう反応？）

〝別に俺は困らない〟ってこと？

　こういう時、ポーカーフェイスな男を夫に持つと大変だなって思う。

　私は彼の気持ちを探りながら、自分の気持ちの続きを打ち明ける。

「エッチしたい気分にはまだなれないんだけど、でも……そのせいで将来セックスレスになることもあるっていうし──だからといって、我慢してするのも違う気がするし……」

「うん。それは違うよな」

　肯定されて、安心していいものかどうか。

　自信がないものの私は言葉を続ける他ない。

「正直……常に寝不足で〝それどころじゃない〟っていうか」

「うん。そうだと思う。特に今は」

「──でも！　……才川くんが浮気したら嫌だっ……」

「……ん？」

「え？」

　そこで初めて、才川くんは私の言葉に引っ掛かりを覚えたようで、不思議そうに首を傾げた。

「待て。浮気の話はなんで出てきた？」

「……ネットを見てたら、産後のセックスレスが原因で浮気されることもあるって」

「ネット……」

　彼がその単語だけをつぶやいて、私は地面に埋まりたくなる。よくよく考えると情けないし、申し訳ない。別に何か不安になるような態度を才川くんにとられたわけでもないのに、ネットの情報だけ鵜呑みにして〝浮気が怖い〟なんて。どうかしてる。

（……さすがに怒るかな）

　私だったら怒る。夫婦になってもう長いのに、そんなことで不安を持たれたら心外だ。

　今のこの数秒の出来事を巻き戻して、なかったことにしたかった。だけど時間は巻き戻せない。私の不安を才川くんに知られてしまったことも、この空気も、なくならない。

　これは怒られても仕方がないと思って、唇は「ごめんなさい」と言う準備をしていた。──しかし、才川くんは怒っていなかった。

「みつき」

「……はい」

　彼は落ち着いた声で名前を呼び、胡坐をかいたまま私の顔を覗き込み、私の両手を握って話しかけてきた。

「浮気はしない」

「……うん」

　知ってる。そんな不誠実なことができない人だということも、私の心を傷つけるようなことは絶対にしないでいてくれていることも、知ってる。

　彼が当たり前のように守ってきたそのことを、こんな風に言葉にさせてしまうことがもう、申し訳なくてたまらなかった。慣れない育児で精神が不安定だからって、何でも言っていいわけじゃないのに。

　私よりも幾分大人な才川くんは、手を握って私の目を見たまま問いかけてくる。

「みつきは俺にどうしてほしい……？」

「……わかんない」

「今はまだ、セックスとかそういうのは嫌なんだよな。不安な気持ちはどうすればなくなる？　何が不安なんだと思う？」

　驚くほど優しい声のトーンで、彼は私の悩みを整理し、解きほぐしていく。

　才川くんが浮気なんてしないと頭ではわかっていた。それでも不安になるのはどうして？　──本当に不安に思っていることの正体は、何？

　掘り下げていけば自分の気持ちが見えてくる。私は彼の手を握り返し、見えてきた自分の気持ちをゆっくりと言葉にする。

「……才川くんは、私のことまだ抱ける？」

「……ん？」

　ピンときていない声が返ってきた。私は〝自分の不安はここだ〟ともう確証があったので、勇気を出して彼に問う。

「椛を産んだ後の私でも、〝抱きたい〟って思う？」

　──傍から聞けば馬鹿な質問だと思われるかもしれないけれど、私は大真面目だった。椛を産んで私は変わった。精神的なことはもちろん、肉体的にも、目に見えて変わった。胸は明らかに以前よりも大きくなったし、太腿も、あんなにエクササイズを頑張ったにもかかわらずムチムチしている気がする。私が私に変化を感じるみたいに、才川くんの私を見る目も変わったとして、何も不思議じゃない。

　私は彼の回答を待つ間、緊張していた。才川くんは口ごもっていた。……質問の仕方がストレートすぎたかもしれない。「抱けない」なんて、正直に言いにくいよね……。

　頭の中で悪い返事ばかり想像していると、ついに彼が口を開く。

「……ヒかないって約束できるか？」

「……うん……？」

　質問の意図がよくわからないまま私は返事をしていた。才川くんの切れ長の目が、言いにくそうに私からそらされる。緊張する。彼の答えは──。

「そりゃ……抱きたいよ」

「……えっ」

「以上。終わり」

　才川くんの本音ターンはほんの一瞬で終わってしまった。私は握っている手をしっかり掴んで慌てて食い下がる。

「えっ、まっ……待って！」

「……なに」

「どっ……どうして抱きたいの？」

「掘り下げるのはナシ。ノーコメント」

　手のひらを出してシャットアウトされた。〝ヒかないって約束できるか？〟と前置きした割にあまりにあっけなく、私としてはもう少し説明が欲しいところ。照れて一言しか言ってくれなかったあたり、それが本音のようにも思えるけど。

「待って。もっとちゃんと教えて」

　私はわがままになることを選んだ。今ここで才川くんの気持ちをきちんと確認しておけば、後々うじうじしなくて済むかもしれない。〝子どもを産んだ私の体には何の魅力もないんだ〟なんて、卑屈に思わなくて済むかもしれない。

「何をきっかけに〝抱きたい〟って思うの？」

　引き下がらない私に、彼は珍しく弱った顔になる。

「きっかけなんて特にない。……ただ」

「……ただ？」

「……椛を産んでから、また綺麗になったなって。見た目というか……雰囲気が。うまく言えないけど」

「……あ……どうも……」

　何を言えばいいのかわからず、変な空気になってしまった。そんなに褒められるパターンは、予想していなかった……。才川くんは〝だから言いたくなかったのに〟という表情でムスッとしている。

　二人して黙りこくってしまうという、私たちにしては珍しい状況の中。才川くんが渋々口を開く。話の流れを変えるように。しかし、より核心に近付くように。

「それを知った上で、お前は俺にどうしてほしい」

　妙に照れ臭く、むず痒い空気が寝室の中を漂っていた。まるでお互いに好きだということを初めて確認しあった中学生カップルみたいに、青い。

　才川くんが恥ずかしいことも打ち明けてくれたんだと思うと、私も自分の気持ちを言えそうな気がした。

　才川くんにどうしてほしいか。

「んーと…………急せかさずに待っててほしい、かな……」

「セックスを？」

「うん。……だけど、まったく求められないのも〝女として魅力なくなったのかな〟って不安になる」

「……なるほど」

　才川くんは頷いてくれたけど、私はまあまあ勝手なことを言っていると思う。──ダメだ。私、今、ものすごく面倒臭いこと言っている。

　言ったそばから反省を始める私をよそに、才川くんは口元に手を当ててしばらく考えていた。そして。

「──そうだな。じゃあ」

　そう口を開き、私の小指に自分の小指を絡めてきた。

「〝したいな〟って気分になったら、小指を絡める……っていうのは？」

　──指切りのポーズ。私は自分の小指に絡まる才川くんの小指を不思議な気持ちで見つめていた。いつか、〝エッチしたい〟って気持ちが私に戻ってきたら、こうすればいいってこと？

「俺も抱きたい時はそうする」

　それはつまり、才川くんが〝したい〟と思ったら、こうしてそれとなく小指を絡めて伝えてきてくれるということ。確かにそれなら、求められている実感で心は満たされるかもしれない。

　だけどそうなると不安が一つある。私は目を見開いたまま尋ねた。

「……せっかく才川くんが小指を絡めてきてくれても、私がまだ気分じゃなかったら？」

　かつては彼に〝気分じゃない〟の一言でエッチを寸止めされていた時期もあった。それを思えば私も「気分じゃない！」と言ってしまえばいい気もするけど、私は知っている。あれはなかなか堪こたえる。女の私ならまだしも、男の才川くんだとＥＤになってしまうのでは……？

　才川くんも、私に実際に断られるシーンを想像したのか渋い顔になる。そして苦笑しながら、約束にこう付け加えた。

「変に気を遣わなくていいから、代わりに手を繋いでくれたら……それでいい」

　小指を解き、指を絡めて手を握り、今度は繋いだその手にキスをする。

「その時は手ぇ繋いで寝よ」

　彼の優しい仕草は、私の体を憑つき物が落ちたようにすとんと軽くした。

　──いつからこの人は、私の不安を除くのがこんなに上手になったんだろう？

〝手を繋いで眠る〟。とっても素敵な案だと思う。夫婦間の愛情を確かめる術は、何もセックスだけじゃない。体を重ねる気分にはなれない時も、それなら才川くんを無駄に傷つけずに済みそうだ。──なんだ。こんなちょっと話をするだけで解決してしまうなんて。

　私は心を震わせながら、わざとおちゃらけたコメントをする。

「い……イケメン……！」

「だろ？」

　恥ずかしいのか、彼も珍しくおちゃらけたコメントを返す。見ると才川くんは耳まで真っ赤になっている。普段はこんなキザな提案、絶対に自分からしないのに。

（……私のため？）

　らしくない提案も、不安を除くのが上手になったのも、全部私のため。そう思うと感極まって、気付けば私は目の前の才川くんを〝ガバッ！〟と抱きしめていた。

「っ……この男前！　抱いて!!」

「こら。冗談で言うのはっ──」

　直接的な言葉は困るのか、才川くんは抱き着く私の体を引っぺがそうとしながらたしなめてきた。私は引っぺがそうとしてくる力に抗い、〝ぎゅぅっ！〟ときつく彼の体にしがみつく。そして、真面目に打ち明ける。

「ほんとに。……千秋くん」

　名前を呼ぶと掴んでいる彼の腕が〝ビクッ〟と震えた。今も〝才川くん〟と名字で呼びがちな私が、彼を下の名前で呼ぶのは、ちょっと特別な時だけ。

　私の声から冗談っぽさが消えたのを察した才川くんは、ぐっと低く抑えた声で「なに？」と私の耳元で囁く。それだけでひどく胸が高鳴り、心臓がばくばくと早鐘を打って苦しくなった。バレないように小さく「はぁっ……」と息を吐きだす。

　私は深呼吸して、そっと、さっき彼がそうしてくれたみたいに小指を絡めた。

「現金でごめん。その……なんか、急にシたくなってきたというか……」

　早速自分から絡めてしまった小指が恥ずかしい。才川くんも、このパターンは想定していなかったのか、小指がさっきより若干強張っていた。私なんて手に汗をかき始めている。

「……千秋くんは今、気分じゃない？」

　バツが悪いなんてもんじゃない。我ながらなんて単純な心をしているんだろう。

　でも気持ちは止められなかった。広い心で私を受け止めて不安を除こうとしてくれた彼が愛おしい。甘えたくて仕方がない。〝才川くんの腕の中で女になりたい〟と、長らく休眠していた欲求が目を覚ました。

「……お前、絶対わかっててやってるだろ」

　がっくりと肩を落として脱力した才川くんは、眠っている椛の様子をちらっと確認。彼女はよく眠っている。それから、私の背中に腕を回し、肩口で大きなため息をつきながら言った。

「リビング行こ」

「……はい」

　彼の腕が膝裏にかけられる。妊娠前よりも体重が増えているはずの体をひょいと持ち上げられた。

「寝室のドアは開けとこうか。椛が起きたらすぐわかるように」

「うん……」

　いわゆる〝お姫様抱っこ〟でリビングのソファまで運ばれる。

　妊娠中と変わらないくらい慎重に、ゆっくりとソファの上に降ろされる。

「ん……」

　彼が膝裏から手を抜くよりも先に、〝待てない〟とばかりに私たちは唇を触れ合わせた。唇の表面の柔さをゆっくりと味わうように互いの唇を食み、そして、才川くんのあたたかな舌を口の中に受け入れる。

　舌を使うキス自体久しぶりだった。私たちは勘を取り戻すように、相手の出方を窺いながら舌を伸ばす。舐める。吸い付く。

　こんな性的なキスは久しぶりすぎて、かなり、恥ずかしい。

「んッ……はぁっ……なんか、キスって……こんな息苦しいものだったっけ……？」

「ん……緊張してるからじゃないか。たぶん。……ん……俺も……心臓が痛い……」

「あッ……」

　そっか。私だけじゃないのか。お揃いなら〝じゃあいいか〟という気持ちになるから不思議だ。

　私はソファの座席部分に横に寝かされ、その上に才川くんが、私に体重をかけないように気を付けながら乗りかかる。首筋に彼の柔らかな髪の感触があるこの感覚も懐かしい。授乳しやすいよう前が簡単に開けられるデザインのワンピース。才川くんが胸のボタンをはずし、片方の乳房を露わにする。彼は下乳の膨らみに唇を寄せながら上目遣いで尋ねてきた。控えめに。

「…………舐めていい？」

「あっ……えっ、と……」

　いいんだっけ。ダメなんだっけ。ご無沙汰すぎてそんなこと、真剣に考えていなかった。──ただ、私の目は口ほどに物を言ってしまったらしい。どこか期待していた私の眼差しを喜ぶように彼は目を細め、赤い尖りに舌先を伸ばす。

「はっ……うぅんっ……！」

　明らかに感じたような、甘ったるい声が自分の口から漏れて驚いた。どうなっているんだろう。椛に吸われても気持ちよくなったりなんかしないのに、才川くんに吸われると体に〝気持ちいい〟と信号が走る。

「ん……出ないな……」

「ひ、あぁッ……」

　彼は〝何を〟とは言わないけれど、たぶん母乳の話。そりゃ出ないでしょう、たぶん。吸い方が違うもの。……ということを、教えていいものだろうか。教えたら実践して、彼は私の母乳を吸い出してしまいそうだ。

「ふっ、ぁ……母乳が飲みたいの……？」

「ダメ？」

「……だって、なんか、変態プレイみたいじゃない……？」

「〝プレイ〟なんて大袈裟な。椛がいつも美味そうに飲むから、〝どんな味なんだろう〟って気になるだけ」

「んんっ」

　さも〝普通だろ？〟というトーンで才川くんが言うので、私はわからなくなる。ほんとに？　ほんとにそれって普通……？

　今度ネットで調べてみよう。……いや、やめよう。ネットの情報を無理やり私たちのケースに当てはめるのは、もうやめるんだった。そんなことをしても意味はない。

「はっ……あぁっ……ぁ、んぅっ……」

　母乳の出ない官能的な舐め方で執拗に胸を吸われ、私はソファの上で身を捩よじる。この声は椛のいる寝室まで届いてしまいはしないだろうか。まだ理解できるような年齢じゃないとわかっていても、あられもない声を聞かせたくない。

　自然と私は自分の口を手で塞ぎ、声を殺すようになった。才川くんは「久しぶりだから聞きたいのに」と小さく文句を垂れつつ、私の気持ちを汲んで手はそのままにしておいてくれる。

「……まあ、いいけど。〝声を殺して〟っていうのも……燃えるし」

「はぁぁッ……」

　無駄に艶っぽい声でそんなことを囁くから、下半身からゾクゾクと何かがせり上がってきて私は〝ぎゅっ〟と爪先を丸めた。──だめ。クラクラする。エッチがしたい。

「みつき……」

「ふッ……はぁっ、あんっ……」

　首筋や肩、それから耳の中を、食べるように唇と舌で貪むさぼられる。人間、利き手と逆側が無防備になっているせいでそちらの感度が高いものらしい。私の場合は左側が。

　左側の肩から上を存分に攻められながら、右側は大きな手のひらに包まれ、指と指の隙間で熟れた乳首を扱かれる。

（あっ……母乳、出ちゃいそっ……）

　乳房が張ってくる。このままだと出る。確実に。

「は、ん……千秋くっ……」

「ん……？」

「私も脱がせていい……？」

　一度胸への刺激をやめてもらうためのお願いだった。正直に「母乳が出そう」と言うと「出して」と意地悪くいじめられる未来が目に見えていたので、回避する。才川くんは私のお願いにきょとんとして、それから「いいよ」と優しく笑った。

　才川くんが上体を起こすのに合わせ、私も仰向けの姿勢から体を起こす。じっと彼の目を見つめていると〝どうぞ〟と目で言ってきたので、私は彼の寝間着のトレーナーの裾に手をかけた。ゆっくり胸の下あたりまで捲めくる。引き締まった格好いいお腹が見える。……ドキドキする。

「……万歳して」

「ん」

　彼は従順で、私に指示されるまま両手を高く上げ万歳する。するすると捲り上げられるようになったトレーナーシャツ。胸が見え、二の腕が見え、最後に髪の乱れた才川くんの頭が再び姿を現す。乱れて視界を邪魔する前髪を、ふるふると首を横に振って払い、才川くんは口元をほころばせて色っぽく笑った。

「ありがとう」

　……ああ、むり。死んじゃう死んじゃう。これにムラムラしないなんて私、ちょっとどうかしてた。

　素肌の才川くんに抱きしめられると彼の匂いがより強く香る。体からほどよく緊張が抜けていって、代わりに官能に火がつき始める。ゴツゴツした骨格と滑らかな肌に触れ、〝どろどろに溶け合いたい〟という感情が湧き出てきた。同時に、〝この人を目一杯愛したい〟とも。

「……千秋くん」

「ん……？　今度は何？」

「すごく……気持ちいいね」

「……うん。……俺も」

　ソファの上で抱き合ったまま微笑ほほえみ合う。しゃべる合間にキスをして、途中で休憩するように首筋に顔を預け、肌の匂いを吸い込んで。──仄かに汗の匂いが入り交じる彼の香りにソワソワと浮足立ち、心がときめいていた。愛しさと、安あん堵どと、興奮と。一見相反するような感情が一気に湧いてくるものだから、困る。

　互いに抱擁でのスキンシップをしっかり堪能した後は、才川くんが私の体を下っていった。ワンピースは早々に頭からすぽっと脱がされて、ソファに座る私の胸の谷間、お腹、お臍、そして下半身へと、唇を滑らせていく。

「んっ……ふッ……」

　くすぐったくて優しい感触。それは更に下へ下へと降りていき、自然な流れで脚を開かされる。内腿への口づけ。脚の付け根への口づけ。──そして中心を少しはずしたところへの愛撫。

「んあッ……やっ……」

　しばらくは下着の上でもぐもぐ口を動かされ、翻ほん弄ろうされていた。熱い吐息で蒸れていく。興奮の混じったぬくもりに下腹部がじんじん疼うずいて、彼の愛撫の丁寧さが恨めしくなってくる。

「さいかわ、くっ……もっ……も、やだぁっ……！」

「呼び方。元に戻ってるぞ」

　焦じらしている側の才川くんはいたって冷静だ。しかし今日は意地悪をするつもりはないらしく、私の要求に応じてか、それから間もなくして下着に指をかけた。左右同時に引きずり下ろし、足首から抜き取って、ソファの下へと落とす。

　そこで才川くんの動きがぴたりと止まった。

「……どうしたの？」

「……いや？」

　なんでもない、という素振りで再び私の脚の間に顔を埋めてくる。どこに唇がくるのか読めず下半身を強張らせる私。才川くんはまず、アンダーヘアを鼻先でぐりぐりしてきた。

　そこに鼻があるということは、吐息がダイレクトに敏感な部分にあたる。

「ひ、あっ……」

　ちろ……と舌が伸びてきて、私の秘部をピチャピチャと唾液で濡らしていく。自然と丸く縮こまる背中。開いてしまう脚。〝もっと舐めて〟とねだるような自分のポーズに恥じ入る。とっさに秘部を隠そうと伸ばした手は、才川くんの手に捕まって指を組んで繋がれる。

　恥ずかしい。でも嬉しい。才川くんは片方の手を私と繋いだまま、もう片方の手で私の腰を引き寄せ、唇で花芯をついばんだ。上唇と下唇で敏感な肉芽を挟はさみ込み、やわやわと揉もむように食はむ。優しい唇の動きに神経を奪われる。

「んぁっ……は、あぁんっ……」

　奥底から止めどなく蜜が溢あふれてくるのを感じる。こんな感覚も久しぶりだった。じくじくと下腹部が疼き、どこにも発散できない熱が積算されていく。〝ひくひくっ！〟と自分のソコが痙けい攣れんした瞬間もわかってしまって、私の頬はどんどん熱くなっていった。

　記憶にある中でも、最上級に丁寧で繊細な愛撫。産後初めての性交をするからだろうか。まるで私が処女でもあるかのように（実際に処女だった時は性急だったけど）、じっくりと丹念な前戯を施される。

　その気遣いが嬉しくて、私は繋いでいる彼の手を〝きゅうっ〟と握った。──すると才川くんは口淫をぴたりと止め、私の脚の間から顔を上げる。

「……なあ、みつき」

「うん……？」

「痛かっただろう」

　言われてすぐ、お産のことを言われていると理解した。どうして今その話をするのかなと不思議に思ったけれど、もしかしたら才川くんは、ずっとタイミングを計っていたのかもしれない。産後に病室で再会した時には〝椛との対面〟っていう一大イベントがあったし、その後も口を開けば、お互いに椛に関することばっかりになってしまっていたから。

　彼はずっと、私に対して何か言いたかったのかも。

　股のあたりからじっと見上げてくる才川くんの目を見て、ぽそりと返事をする。

「……痛かったかと言われれば、めちゃくちゃ痛かったけど……」

　それはもう、〝あれを言葉で説明するのは無理だ〟と諦めてしまうほど。あの壮絶な体験は、究極のところ男の人に理解してもらえることはないんだと思う。男性も妊娠できる体に進化でもしない限りは。

　才川くんは椛が出てきた場所に視線を落としながら、私のアンダーヘアを優しく撫でつける。

「ごめんな、帰ってくるのが間に合わなくて。……やっぱり出張は誰かに代わってもらうべきだったって、反省した」

「それは私が……」

　私が「いい」って言ったんだ。だから才川くんのせいじゃない。

　しかし彼はそう思ってはいないようで、ぽつりとこぼす。

「〝痛い痛い〟って泣き叫んでたんだって？　……詩織が、〝みつきちゃんでもああなるんだ……〟って愕然としてた」

「あぁっ……」

　できれば忘れてほしいのだけど、それは無理な相談だろうか。詩織ちゃんには、これから自分の身にも起こりうることとしてビビらせてしまったかもしれない。いや、事実、痛かったんだけど……。

「痛い思いさせてごめん」

　そう言って、彼はまるで贖罪でもするかのように、そっと再び秘部に口づける。傷を慰撫するような優しいキス。

　才川くんのせいじゃない。違うよ。──そう思うのに、彼の態度に昂っている私がいた。恭しい愛撫。優しく握られた手。出産の苦しみを耐えたご褒美として彼に奉仕されているような、特別な高揚感。

「んんッ……」

　やがて彼の唇と舌は外側だけでなく、穴の中に焦点を当ててきた。内側に舌先が挿さし込まれ、こちょこちょとくすぐられる。彼の唾液と私の愛液が混ざり合い、〝くちゅくちゅ〟と淫いん靡びな音がリビングに響いていた。

　才川くんは目を閉じてソコを舐めることに没頭している。

「っ……ふぅっ……ぁっ……」

　とろとろにほぐされていく中でつい腰が引けそうになるのを、繋いだ手に引き留められる。〝逃げるな〟と。ビクビクと跳ねてどうしようもない体をソファの上に繋がれて、私は才川くんの気が済むまで口淫され、ついには上り詰めてしまった。

「あっ……あ、あぁっ……！」

　一際大きな痙攣と丸めた爪先で、達したことはすぐに彼に伝わる。

「ん……大丈夫か？」

「ふっ、もっ……しつこいっ……」

「〝しつこい〟はないだろ。痛くないように頑張ってるのに」

　それはわかっている。わかってはいるけど、じれったいのだ。体はとっくに彼を受け入れた時の感覚を思い出し、彼のことを欲しいと言っているのに。

「ゆっくりやろう。久しぶりなんだし」

　ちらりと彼の下半身に目をやれば、スウェットの股部分は大きくテントを張っていた。待ちきれないのは彼だって同じでしょうに。それでも時間をかけて、丁寧に慣らしてくれている。私が痛くないように。

　才川くんは繋いでいないほうの手を逆手にして、指先を私の蜜口に宛がった。

「……俺の指、食べて」

　なんでいちいちそんなエッチな言い方を……！

　文句を言うよりも先に彼の指が侵入してきて、私は息を詰まらせる。

（あ……っ、長い……）

　潤んだソコは驚くほどスムーズに彼の長い中指を受け入れて、深いところまで飲み込んだ。指の腹が器用に膣の上壁を撫でる。ザラついた部分をくすぐり、同時に親指で陰核も苛められる。

「ひぁッ……はっ……あぅっ……」

　上手な指先に翻弄され、私は感覚を取り戻していく。これは本番の予行演習。〝中に挿は入いってくる〟感覚を、怖くないと確認してくれている。繰り返しゆっくり何度もピストンされて、とろとろの蜜が彼の指に絡みつく。指の動きには徐々に変化がつけられ、途中で指を曲げられたり、ぐるっと膣壁を一周撫でるように回されたりした。

「……美味しい？」

「あっ……んんっ……！」

　指戯の最中にぽそりと耳元で囁かれ、それだけで達しそうになってしまった。間近にやってきた彼の首に自由なほうの腕を回し、しがみついて甘える。ゾクゾクとたまらない気持ちが抑えきれず、がむしゃらなキスをした。

「うっ……ん……んんっ！」

「んー……はぁっ……みつきっ……」

　片方の手はまだずっと繋いだまま。蜜穴の中を愛されながら、口では濃厚なキスをしながら、私は二度目の絶頂に近付いていく。才川くんが舌で私の口内まで愛撫するものだから、私はもうどこもかしこも気持ちよくて、おかしくなりそうだった。

「んっ！　あぁっ……はっ、ンあっ──」

「はぁっ……ココ、ふっくらしてきた……」

「はぅんっ……」

　子宮に近い膨らみを撫でられると、根元まで埋め込まれた指をしゃぶるみたいに食い締めてしまう。イイところに届いてしまう彼の長い指。この指に良いようにされると、頭の奥が痺しびれてぼうっとする。

「はっ……イかせていい？　……怖い？」

　ふるふると首を横に振る。私のエクスタシーは今、彼の指先の匙さじ加減一つ。これまでもずっとそうだった。

「……いっ……イきたいっ……」

「ん。わかった」

　瞼に唇の優しい温度を感じながら、彼の指の動きに神経を集中させていく。卑猥なぬかるんだ音が大きくなって、長い指のピストンが速くなっていく。

「あ、っ……あっ、あっ、あぁっ……！」

　甘く切ない痺れが全身を駆け巡り──脱力とともに恍こう惚こつ感。今度はじんわりと体に広がっていくような、余韻が尾を引く絶頂だった。







　私が二回達してソファの上でへばっている間に、才川くんは一度寝室に椛の様子を確認しに行った。

「よく眠ってた。誰に似たんだろうな」

「……睡眠に貪欲なところは才川くんじゃない？」

「……じゃあ食に貪欲なところはお前だな」

　そんな軽い応酬をしながら、彼はソファに腰掛けてスウェットのズボンを脱ぐ。ボクサーパンツも一緒に脱ぐ。それから椛を寝室に見に行った際、ベッド横のチェストから取ってきたらしい避妊具を箱から一つ取り出した。私はそれを久しぶりに見た。

　妊娠中の行為でもそうしていたように、才川くんは自然な動作でそれを自身のモノに取り付ける。一瞬席をはずしたから萎えてしまっているかと思ったのに、自分の手の中で数回擦ると瞬く間に復活し、装着するのに充分な強度を取り戻していた。三十路を過ぎたばかり。まだまだ若い。

「見すぎ」

「え、わっ……ごめん」

　目に入る位置でのことだったから、思わず食い入るように見てしまっていた。指摘されて慌ててパッと視線をそらす。

　才川くんは根本までくるくると避妊具を伸ばしきると「ふぅ……」と息をつき、身を翻して座席部分に膝を突いた。私が伸ばしている脚の上を跨ぎ、ゴムのついたソレが見えるように。

「触って」

「えっ」

　いいともダメとも言えないうちに、手を取られてソコに導かれた。避妊具がぴっちりと覆い被さっている彼のモノは雄々しく勃たち上がり、私が触れたのに反応して更に高く反り返る。……こんなに大きかったっけ？

　たぶん才川くんは、私が怖くないように事前にサイズ感を確かめさせてくれたんだろう。だけどちょっと待って。これ、逆効果じゃない？

「お……大きいね……」

「赤ん坊が出るのに比べれば全然小さいと思うけど」

「そりゃそうだけどっ……いや、でも！」

　記憶にあるモノよりも一回り以上大きい気がして、私の中にふつふつと恐怖心が芽生える。産前は普通に致してたかもしれない。でも産後の今のこの体であんな大きいのを受け入れたら……もしかして、裂けるんじゃ!?

　すっかりその気の才川くんは指で私のソコをくちゅくちゅといじり、乾いていないことを確認する。避妊具を着けた自身の先端を蜜口に宛がい、正常位の体位を取ると〝むずっ……〟と腰を震わせて。欲情しきった顔で。

「──挿いれるぞ」

「えっ、たっ…………たんま！」

「……たんまぁ？」

　いざ愛し合おうという直前で私がストップをかけたので、彼は拍子抜けして困っていた。その顔を見るとここまでかなり我慢していたらしくて、申し訳なくもなってくる。──でもこっちだって死活問題なんです。

　興奮している彼の顔を下から見上げているうちに不安になってきてしまった。いつかの激しいセックスを思いだす。本当に興奮していると、彼は〝歯止めが利かない〟という様子で腰を振りたくってくる。心身が万全な時ならそれが気持ちいいし、一緒になって盛り上がってしまうけど……今だけは事情が違う！

　私は手で〝待った〟をかけながら才川くんに不安を打ち明ける。

「ひっ……久しぶりすぎて裂けるかもしれない……！」

「──ああ」

　すると彼は、今にも私のナカに押し入ってきそうだった長大なモノを腰ごと引いて、理解を示してくれる。

「……わかった、無理に挿いれないから」

「ありがとう……」

　しかし彼のモノは一向に衰えなかった。才川くんはすごすごと私の上から下りたものの、その脚の間では屹立が、天井に向かってはち切れんばかりに反り返っている。

　久しぶりにできると思ってああなっているなら、ここで白旗を上げるのは申し訳ない。それだけじゃなくて私も、〝もし想像するような痛みがなければ、すごく気持ちいいんだろうな〟という不純な期待もある。

　何より、椛がぐっすり眠ってくれている貴重なこの状況。今の間にしっかりと愛し合っておきたい。次はいつできるかわからないんだし。

　才川くんも、ここで早々に〝諦める〟という頭はないらしかった。

「……自分のペースでする？」

「……えっ？」

「いざという時に自分の意思ですぐ止められないのが怖いんだよな。それなら……この体勢は？」

　そう言いながら才川くんは、椛を抱き上げる時と同じように私の脇の下に両手を入れ、上に持ち上げて私を自分の膝の上に乗せる。ソファの上で対面になる。このまま私が腰を落とせば、対面座位になるポーズ。

「……えっ！」

「これなら自分で深さを調整できる」

「あ、いやっ……」

「怖かったらすぐ腰引いていいから」

「っ……」

　理屈で言うと合っている。……合っているけども！

（これは、これでっ……）

　座っている才川くんの勃起したモノの上で膝立ちになった時には、もう先端が蜜口に触れていた。あとは私が腰を落とさないことには、私たちは繋がることができない。

「ゆっくりどうぞ」

「……鬼畜！」

「なんでだよ」

　だって……だってこんなの、あんまりだ。自分から挿れるなんてただでさえ恥ずかしいのに。

　しかし私を気遣って提案してくれたらしい彼に、これ以上どうこう言うこともできなかった。私は才川くんの肩に両手をかけ、ビビりながら、ゆるゆる腰を落とす。

「…………あっ」

　ちょっと挿れては、〝あれっ？　こんな感じだったっけ……？〟という違和感に腰を上げ、またちょっと挿れては、〝痛いっ！　……の前兆？〟と、僅かなムズムズ感にも敏感に腰を上げて。

〝少し挿れては戻る〟のじれったい動きを繰り返した。そのうち入口が慣れていったのか、ムズムズ感が〝気持ちいい〟の前兆であることに気付く。もう少しだけ深く挿れてみる。それ以上深いのは怖くて引き抜く。今度はもう少し奥まで挿れてみる……そんな動きをしばらく繰り返していると、明らかに感覚が変わってきた。

（あっ……気持ちよくなってきた、かもっ……）

　私がそうしている間、才川くんは無理に突き挿れることも、腰を振ることもなく待ってくれていた。ただ私のこの動きは彼にとって焦れるのか、時折艶めかしい吐息をこぼして奥歯を噛みしめていて。

「ん……才川くん……？」

「っ……すごい、生殺しっ……」

「えっ」

　彼は私の腰に添えるだけだった両手を背中まで滑らせ、私の体を緩く抱きしめると胸の谷間に顔を埋め、擦り寄ってきた。

「はっ……ごめん、なんか……めちゃくちゃ興奮してる……」

「……そうなんだ」

　こんな風に入口で焦らされることがなかったからだろうか。彼の申告通り、胸にかかる才川くんの吐息は興奮していて熱かった。私の蜜口の浅いところを出たり入ったりしている彼のモノも、さっきからずっと上を向いてビクビクと脈打ったままだ。

　こんなに欲望を持て余してる才川くんは産前にもあまり見たことがなくて、私は不謹慎だけど〝かわいい〟と思ってしまった。

「ん……焦らなくていい。怖くなくなるまで、そのまま──っ、ぁッ」

「あッ……あ……んんぅっ……！」

　感じている才川くんの顔を見ながら──私は思いきって腰を落とした。しっかり濡れていたソコは〝にゅぷぷぷっ……！〟と空気を含みながら滑りよく彼の怒張したモノを受け入れ、そして、案外簡単に根本まで飲み込んでしまう。

「お、まえっ……急にっ……！」

　焦らした末の急な挿入で、射精したいのを我慢するように体をぶるぶる震わせながら才川くんが私を見る。体を少し離して、私が痛がっていないかを確認してくれた──それなのに私は。

　深い挿入感で、ベッドに突いていた膝がガクガクと震えるほど、気持ちよくなってしまって。

「あ……いやっ……」

　才川くんの両肩を掴んで、彼をナカから引き抜こうとしたが遅かった。私は既にイき始めていて、三度目の絶頂の甘美な感覚に包まれている。自分ではどうにも止められない膣壁の収縮。太く逞しい才川くん自身をきゅうきゅうと締め付けて、そして。

「はっ……あ……んぅっ！」

　乳房から〝ぴゅっ！〟と乳白色の液体が噴き出す。それはいつにも増して勢いがよく、あろうことか才川くんの頬を掠めてしまった。

「あっ、ごめっ……！」

　自分の粗相が恥ずかしく、私は慌てて謝った。才川くんは一瞬何が起きたのかわからない顔でぽかんとしていた。〝早く拭かなきゃ〟と私が背後のローテーブルの上にあったティッシュを手に取り、母乳のかかってしまった彼の頬に当てようとした時──ティッシュを持っていた手の手首を掴まれ、制止された。……どうして？

　才川くんは私の腕を捕まえたまま、もう片方の手の指で自分の頬にかかった母乳を拭い、その正体を確認した。そして、私の目の前で〝ぺろっ〟と舐める。

「っ……！」

「……甘い」

　油断していた。至近距離でそれを見てしまった。才川くんが指に絡んだ私の母乳を舐め取る光景は、愛液を舐められるのとはまた違った恥ずかしさがある。頬が燃えるように熱い。

「すごいな。……こんなに出るんだ」

　才川くんの興味は私の母乳に移っていた。彼は手のひらで乳房を包み込むと、やわやわと揉みながら指の股で尖りを挟み、扱き始める。

　さっき勢いよく噴出したことで乳の出がよくなっている。胸の先っぽからとろとろと母乳がこぼれ出るのを、才川くんが顔を近付け、舌先で掬い取ってしまう。

「は……ぁっ……」

「……もっと飲んでいい？」

「ん……」

　こくこくと抵抗なく頷いてしまったのは、どうしてだろう。彼は私が答えるのとほぼ同時に大きく口を開けて乳房を食べ、舌で乳首をいやらしく捏ね回してから咥くわえ、母乳を吸う。

「ひッ……んっ。やぁっ……」

　こんなに気持ちよくなってしまっていいんだろうか。母乳は椛のものなのに。本来赤ちゃんに与えるはずのものを夫に吸われて感じている私は、どうかしている。──そんな背徳感すらも、今は快感に変わっていた。才川くんに母乳を吸われて気持ちいい。腰のあたりがゾクゾクしてきて、まだ繋がったままの彼のモノを奥で食い締める。胸への刺激と子宮の疼きが直結している。

「あ……んっ……いい。もっと、飲んでっ……」

　才川くんが母乳を吸い出すコツを覚えてしまった。椛に吸われている時はなんともないのに、彼に吸われた途端に悩ましく声を漏らしてしまうのはなんでなんだろう。彼に吸われているとたまらない気持ちになり、彼の頭を抱いて〝もっと強く吸って〟とねだってしまう。

　才川くんは上手で、私が望む通り〝ちゅうちゅう〟とキツく乳首を吸ってくれる。喉を鳴らして、美味しそうに。片方をたっぷり吸うと今度はもう片方の乳首を口に含んで、目を閉じ、私を味わっていた。

　そんな倒錯的な行為をしているうちに、彼は私の奥深くまで沈めた自身のモノでゆっくり律動を始める。胸への刺激と合わさり、膣壁が蠢うごめく。熱くて硬い彼の剛直と擦り合うとヒクついて、私は才川くんの上ではしたなく腰を揺らした。

「っ……はぁ……あぁっ……！」

「ん……また溢れてきた。……気持ちいいと出てくるんだ？」

「ちがっ……ちがう、ん……んぅっ……！」

「はぁっ……違わないだろ。ほら……止まらなくなってる」

　彼の膝の上でユサユサと体を揺さぶられ、下腹部から込み上げる快感から逃げようと胸を反らして仰け反ると、突き出した胸から母乳を吸われて。

　終わらない快楽の中を揺蕩たゆたっていた。

「んんんぅっ……！」

　彼に胸を吸われながら二、三度強く突き上げられると、私は〝ビクビクッ〟とまた体を震わせて──四度目の絶頂。さすがに疲れてしまい、今度は目前にある才川くんの体にくったりと凭れかかった。彼のほうはというと、私がイく瞬間、奥歯を噛みしめて射精を堪こらえてしまっていた。

「はぁっ……どうして我慢するの……？」

「ん……？　ああ……なんか、勿体ないなと思って。イったら抜かないといけないだろ。でも……久しぶりに入ったココが、なんだかすごく落ち着くから……」

〝だからイきたくないんだ〟と、彼は穏やかな声でつぶやいた。私はなぜか無性に切なくなって、凭もたれかかっている彼の胸の裏側へと手を回し、大きな背中を撫でる。

　──落ち着く。彼が口にしたその感覚は私にもよくわかる気がした。体の一部を才川くんと繋げて、ぺったりと体をつけて抱き合って、体温を分け合っていると、不思議と心が落ち着いてくる。セックスで興奮するくせに、セックスで安心する。父親になっても母親になっても、私たちは元より別々の、ただの男と女で、他人であったことを思い出す。それを自ら選んで夫婦になり、二人で決めて椛をつくったことを……そんな、当然の経緯いきさつを思い出して〝今〟の確かさに安心する。

　しばらくじっと二人で抱き合っていた。動かず、しゃべらず、ただじっと。

　そうして何分経ったのか、充分二人の時間に浸ったところで私は「そろそろ椛のことが気になる……」と告げた。

「じゃああと一回だけ。俺もすぐイけるから、最後に一緒に……」

　そう言って始まった今日最後の一回はとても優しかった。体をしっかりと強く抱きしめられながら、ゆっくり強く大きく奥を穿うがたれる。〝ぐちゅんっ〟と先端が最奥に当たる感覚に息を呑み、私は声にならない声をあげて彼の胸にしがみついた。

「……ココでイく？」

　ぐちゅんっ、ぐちゅんっ……。

　具合を確かめるように狙ってその場所を数回、連続で押される。

「あ……そこっ……そこが、いっ……」

「好きな場所は変わらないんだ」

　揺れて震える声でなんとか意思表示をすると、今度はソコに〝ぐっ！〟と先端を押し付けながらグリグリと擦こすられる。

「は……あぁんっ……」

「……かわいいよ、みつき」

　狙いすまして私のイイところを擦りながら、極上に甘い声でそんなことを言ってくれる。ここは天国だろうか？　彼の言葉によって私の頭の中で何かが弾け、さっきイったばかりにもかかわらず快感が押し寄せてくる。

　セックスを〝怖い〟と思っていたのが嘘みたいに、気持ちよくて心地いい。こんなにもゆったりと優しい動きでイきそうになるなんて思いもしなかった。〝ハッ、ハッ、ハッ……〟と短くなっていく呼吸を合わせ、迎え腰になって、可能な限り肌を密着させる。手も脚も胸もお腹も、顔も、全部を使って彼を感じようとする。汗がこぼれ始めた才川くんの顎にキスをして、唇にもキスをして。

　──気持ちよくて母乳が溢れる。吸われてもないのに、膣の中を力強く擦られるのに反応して、とろりと溢れふれ、尖せん端たんから滴したたっていく。

「あぁっ……」

「また出てきた」

「っ……よくあるの。椛が眠ってる時まで胸が張ってきちゃって……」

「出したほうが楽？」

　恥じらいながらコクコク頷いて肯定すると、才川くんは〝今はキスをするのに忙しい〟という風に私とキスをしながら、手のひらで両方の乳房を揉んだ。彼の指の上をこぼれるほど、後から後から白い液体が溢れて止まらない。

「ん……あ……だめ、才川くん……汚れちゃうっ……」

「はっ……俺が掃除するから、気にしなくていいからっ……」

「んぐっ……」




　キスに没頭しながら母乳を垂れ流し、徐々に上り詰めていく。椛が眠っているけど胸が張ってどうしようもない時、トイレで自分で搾乳していたおっぱいを、今は夫の手で搾られながら。

　いつの間にか膣の中で才川くんが張り詰めていた。

「……俺も楽になっていい？」

「っ……ばかっ……」

　彼は機嫌よく「ごめん」と笑って、また私にキスをしながら執拗に一点を擦る。息を詰めて、腰の動きが本気になって──それから間もなくして、才川くんは射精した。私を強く抱きながら苦しそうに呻うめく。私は避妊具越しでもわかるほど勢いのある飛ひ沫まつに奥を叩かれ、彼の後を追うように五回目の絶頂に至った。

　しばらくお互いの震えを感じ合い、余韻に浸る。







　行為が終わって急激に襲ってきた眠気をなんとか跳ね除け、私たちは二人で寝室を覗きに行った。

「……寝てるな」

「寝てるね。いつもならオムツかおっぱいかでそろそろ目を覚ます頃だけど……」

「空気を読んで今晩はおとなしくしててくれたとか？」

「まさか」

　才川くんがガラにもない冗談を言うから可笑しくて、クスクスと笑う。彼はすよすよと眠る椛の柔らかな髪をふんわりと撫でた。

「椛は賢いもんな」

　──さっきまでは激しい雄の目をしていたのに、もうすっかり父親の顔をしている。その切り替えの早さに安心する。

　私が一ひと度たび椛の泣き声を聞いたら駆け付けずにいられないように、彼も椛を一番に大事にしてくれていると、信じられるから。
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　秋が深まり少し肌寒くなってきた頃、私は久しぶりに東水広告社を訪れた。

「わ～！　もうこんなに大きくなったの！」

「うわ！　まじで二人の子どもだ！」

「かわいい！　え～いま何ヵ月ですか？」

　お昼休みの直後だったからかオフィスには結構な人がいて、私と椛の周りにはちょっとした人だかりができた。今日は長期休暇を取っている社員向けに設けられた健康診断の特別日程。この日は育休中で子連れの母親が多くやってくることもあり、健康診断中は会議室に一時的に設けられた託児所に子どもを預けられることになっていた。

〝昔なら考えられない〟と、既にお子さんの大きくなった先輩ママたちは言う。まだ制度が追い付いていないことは多々あれど、昔と比べれば会社が随分と子育てするママ社員に優しくなったと。

　今は健康診断を終え、椛を連れて同僚たちがいるオフィスフロアに挨拶にやってきたところ。

「今はねぇ、六ヵ月になりました」

　抱っこしている椛の顔がみんなに見えるように自分の体を横に向けると、椛は自分を見つめるたくさんの顔を珍しそうにきょろきょろ見回していた。あまりに泣くようなら諦めようと思っていたけど、幸い今日は機嫌がいい。初めての託児所も楽しかったみたいだ。

（さては外面がいいタイプね！）

　家での椛はこうはいかない。授乳をしても顔をそむけられてしまうし、オムツを替える時も盛大に嫌がられる。一度泣きだしたらギャン泣きで、揺らしてもダメ。おもちゃで誘ってもダメ。アニメを流してもダメ。夜になるとさすがに疲れるのかおとなしくなってくれるけど、問題は才川くんのいないお昼間だった。

（いつもこれくらいおとなしかったら助かるんだけど……）

　まあ、そんな都合よくできてないよね。一人の人間だもんね……。

　私がぼんやりそんなことを考えていると、〝いま何ヵ月ですか？〟と訊いてきた野波さんが顔をキラッキラとさせて椛に話しかけてくれる。

「六ヵ月ですか～！　椛ちゃん、はじめまして！」

　椛は野波ちゃんの前髪に手を伸ばし、「だあだあ！　あぶぅー」と声を発している。それだけで周囲の人々は「は～かわええ～！」と持て囃はやしてくれる。

　よかったね椛！　モテモテだね！

「そうなんだよなぁ。子どもってのは、信じられない速さでデカくなるんだよなぁ……」

　傍に立って腕を組んでいた駒田さんが、椛を覗き込んでしみじみと言う。

「駒田さんのお子さんは小学生でしたよね」

「おう。最近の口癖ぐせはすっかり〝お父さんうざい！〟になったなぁ……」

「あぁっ……」

　駒田さんのことだからきっと娘さんを構い倒すに違いない。年頃の女の子がお父さんに反発するのはありがちだけど……。才川くん、椛に〝お父さんうざい！〟って言われたらどんな顔するのかなぁ……。

「ほんと……早いですよねぇ」

　六ヵ月の赤ちゃんなんてまだまだ小さい。それでも、産まれてからの経過を毎日のように目で追っていると成長の速さに驚かされる。両手で支えればお座りができるほど体に安定感が出てきた。口の中には、下の前歯二本が〝ちょこっ〟と可愛く見え始めた。

　さっきの野波さんの言葉に反応したみたいに、何か言いたげに言葉を発するのもそう。生まれたばかりはただの反射でしかなかった笑顔も、今はおもちゃを与えると嬉しそうに笑ったり、話しかけると本人はおしゃべりしているつもりで楽しそうに笑ったりする。……ギャン泣きモードに入ると止まらないけど。

　そろそろ人見知りして泣くかなと思ったけど、それはまだ大丈夫みたいだった。今みたいにお利口にしていてくれるのなら、たまにはこうして外に出て大人と触れ合うのも、椛にとって良い刺激になるかもしれない。

　今オフィスにいる人には粗方挨拶を済ませ、そろそろお暇しようかと思った。改めてオフィスを見渡すと、私が産休に入る前に比べて随分と様変わりしている。デスクや打ち合わせテーブルの配置や、そこにいる人の顔触れも微妙に違う。見覚えのない人までちらほら見かける。休みに入ってまだ一年も経っていないのに。

（浦島太郎になったみたい……）

　これが椛を保育園に預け、復職できる頃にはもっと変わっているのかなぁ。

　あまり長くいてもみんなに気を遣わせてしまうだろうし、仕事の手を止めさせてしまうのも忍びない。〝よっこいしょ〟と椛を抱き直し、「じゃあそろそろ……」とお別れの挨拶をしようとした時。

「あ！　才川さん戻ってきましたよ！」

　ちょうど打ち合わせを終えて席に戻ってきたらしい才川くんが、補佐の東郷さんを引き連れて歩いてきた。資料と筆記具を小脇に抱え、真面目な顔で東郷さんと何か話している才川くんは、まだ私と椛の存在に気付いていない。

　私はちょっと緊張していた。この会社で結婚報告も妊娠報告も才川くんと一緒にしてきたけれど、親子三人が会社で揃うのはこれが初めてだ。〝どんな感じになるんだろう……〟と私自身も想像がつかず、少しワクワクの交じった緊張感。

「才川さん！」

　野波さんが才川くんを呼ぶ。声に反応し、彼の目線がこちらに向けられる。──私と才川くんの目が合った。その瞬間、彼も一瞬だけ緊張したことが確かに伝わってきた。

　健康診断で今日会社を訪れることは前もって才川くんに話していた。その後で、こうやってオフィスフロアに顔を出すことも。予告はしていたけど彼も私と同じ緊張を感じているらしい。しかしすぐに笑顔の下に隠して、落ち着いた態度を取る。

「来たか」

「うん」

「大人に囲まれても泣かないんだな」

「そうなの。今日すごくお利口」

「偉いじゃん、椛。おいで」

　手荷物を傍のテーブルにおいて自然な動作で手を伸ばしてくるので、私は抱っこ紐をはずし才川くんに椛を預ける。椛は才川くんの顔を見る前から匂いで察したのか〝ヒクッ〟と鼻を動かし、きょろきょろと周りを見回していた。そして抱っこされる瞬間、才川くんの姿を見つけると「うきゃーっ！」と明らかにテンションの上がった声を出す。普段、平日は夜しか会えないパパに会えて嬉しくなってしまったみたいだ。

　才川くんは一度椛を高い高いして喜ばせてから、顔が近付くよう自分の肩に寝かせるみたいに椛を抱いた。才川くんは椛に顔をぺたぺた触られながら笑いかけている。

　それは私が昔、同僚が会社に赤ちゃんを連れてきてくれたときに心の底から憧れた光景だった。慣れた手つきで子どもをあやす才川くん。いつも家で見ているけれど、会社で見るとまた新鮮だったりする。

「やだ～才川がパパしてる！」

　同僚が珍しいものを目にしたように声をあげると、人だかりは更に増えてしまった。才川くんよりも先にここにいた私は少し居心地が悪い。あまり長く滞在すると、やっぱり迷惑じゃないかって。近しい人たちはこうやって歓迎してくれるけど、だからといってみんながみんな好意的なわけじゃないと思う。職場に子どもを連れてくるのを良しとしない人も、少なからずいるんだと思う。滞在時間に比例して、私は段々心配になってきた。

　才川くんと一緒に席に戻ってきた東郷さんも、赤ちゃんに興味津々で椛のことを覗き込んでいる。

「わー椛ちゃんだ！　実物は初めて見ました～」

　東郷さんは元のおっとりした雰囲気も相まって、太めに整えられた眉を〝でれっ〟と緩め優しく椛に接してくれる。「椛ちゃん、パパのこと大好きでちゅね～」と。

　そう、そうなんです！　椛、結構パパにべったりなんです……！

　東郷さんにバラしてやろうかと思っていたら、逆に東郷さんが暴露し始めた。

「でもね～パパも椛ちゃんのことだぁーい好きみたいでね～。会社のパソコンのデスクトップ画面がね～」

「東郷さん」

　すかさず才川くんが名前を呼んでストップをかけたものの、そこまで聞けば続きはもう予想がついた。才川くん、パソコンのデスクトップ画面を椛の写真に設定してるんだ……。典型的な親バカじゃないですか……。

　人にバラされるとさすがに恥ずかしかったのか、才川くんは少しバツが悪そうな顔をしていた。にんまりと笑う東郷さんから「抱っこ！　私も抱っこしたいです！」と言われて、そっと椛を受け渡している。

「見かけより重いから気をつけて」

「はい！　姪が同じくらいなので結構慣れてます！」

　東郷さんの抱っこの仕方は、自信ありげだっただけあって安定感があった。才川くんの手を離れた椛もムズがることなく、初めて会う東郷さんの顔を〝ほけ～っ〟と眺めている。

「やーん、ぷにぷにっ♡　この時期って最高にかわいいですよね～！」

　おっとりしていておとなしい印象だった東郷さんが珍しくきゃぴきゃぴしている。こんな風に、赤ちゃんは人の珍しい一面を引き出してくれるからすごい。

　一度両親の手を離れると、遠慮していたらしい同僚たちが控えめに「おっ……俺も抱っこしてみていい？」「私も！　私も抱っこしたかった……！」と名乗り出てきた。椛がいつ泣きださないかハラハラして見守っていると、今日の椛は愛想の良さＭＡＸ。代わる代わる抱っこしてくれる大人たちに対して笑顔を振りまいていた。

　才川くんが私にだけ聞こえるよう、ぽそりとつぶやく。

「ほんとに今日ご機嫌だな……？」

　ギャン泣きする椛を知っている才川くんは、今の椛の様子を〝信じられない〟と言わんばかりに驚いていた。

「ね。少しくらい人見知りするかと思ったんだけど全然で……それより才川くん、デスクトップが椛ってほんと？」

「うるさい」

「見たいな～」

「だめ」

「どうしても？」

「どうしても」

「えー……デスクトップくらい別に──っ、ぁっ……」

〝デスクトップが子どもの写真でも別に恥ずかしくないよ〟

　そう言って見せてもらえるよう説得しようとしたのに、私は何も言えなくなってしまった。同僚のみんなが椛に注目しているなかでこっそりと、小指を繋がれてしまったから。

（……なんていうタイミングで……！）

　二ヵ月ほど前、夜の営みを再開する際に新しく約束した決め事。〝エッチしたいな〟って気分の時は、相手の小指に自分の小指を絡めて意思表示をすることになっている。この場合は恐らく、〝今晩したいな〟の合図。

　そーっと横顔を覗き見ると、当の才川くんはしれっとした顔で椛が抱っこされるのを見守っていて、私は〝やられた〟と悔しい気持ちになった。たぶん、私の顔は真っ赤になってしまっている。ここで「今日はイヤ」と言えたら彼の鼻を明かすことができるのかもしれないけど、悲しいかな、満更でもない私がいて。

　小指を繋いだまま確かめるように囁いた。

「……今晩ってこと？」

「帰るの少し遅くなるかもしれないけど、それでもよければ」

「遅くなるってどれくらい？」

「八時」

　八時か……。これから帰ってすぐ晩御飯の下準備をして、お風呂掃除をして、明日の朝に出すゴミを集めて、洗濯物を取り込んで、それから……明日以降に回せることは……。夜に愛し合うだけの時間をつくれるか。それだけの体力を残せるか。頭の中でシミュレーションする。

（家事を片付けられたとして、椛がそんなに早く寝てくれるかなぁ……）

　主に時間についてぼんやり不安を抱えていると、才川くんがすかさず追加の提案をしてくる。

「椛はいつも通り俺が風呂に入れる。風呂でしこたま遊んで疲れさせて、寝かしつけまでやるから」

　その言い方がちょっと必死に聞こえたので、照れた私が折れた。〝そこまでシたい気分なのかな？〟と思うとちょっと照れ臭い。なんだかすごい夜になりそうだと、期待してしまう。

「──うん、わかった。待ってるね」

「うん」

　そのやり取りを最後に小指が解かれる。交渉成立。後から感じたことだけど、この〝小指を絡める〟決め事は、〝指切りげんまん〟をするようで、夜の約束をするのにちょうどいい。

　そうこうしているうちに、同僚たちによる〝椛だっこリレー〟は若手の男の子の番になっていた。

「わっ、いっ……いいですかっ？」

「恐こわ々ごわ抱いたら赤ちゃんも不安になっちゃうからね。堂々として。赤ちゃんの喉が詰まらないようにスペース作って……」

　傍で東郷さんがついててくれているから不安はない。〝本当に赤ちゃんの扱いに慣れているんだなぁ〟と感心するとともに、〝この子が才川くんの補佐なら安心だ〟と改めて思う。とっても気配りができて、才川くんの気が回らないところまでしっかりフォローしてくれそう。本人に聞こえないよう、才川くんにこっそり耳打ちする。

「……東郷さん、いい感じだね」

「ん？　ああ……うん、助かってる。最近は慣れてきたのかズバズバ指摘してくるし、お前より厳しいかも」

「え？　私めちゃくちゃ優しくなかった？」

「え？」

　わざとらしく訊き返された。解せない……厳しくした覚えなんてないんだけど。

　釈然としないので異議を申し立てようとしたけれど、椛を抱っこした若手くんの言葉に遮られてしまう。

「うっわー！　ほんとだ、ぷにぷに！　しかも、アレですね。ミルクの甘い良い匂いがする……！」

　言われた瞬間はどうともなかったけれど、ワンテンポ遅れて〝ミルク＝母乳〟だと理解しカッと頬が熱くなった。健康診断が始まる前に一回あげたから、そうだ。間違いない。若手くんは純粋に思ったままを口にしただけで他意はない。わかってはいるけどこれは……！　恥ずかしい……！

　隣の私の反応でいろいろ察したらしい才川くんは「いっぱい抱っこしてもらったなー」と声をかけながら、角が立たないよう椛を連れ戻した。ちょうどそこで才川くんのデスクに外線がかかってきたらしく、才川くんが呼ばれる。椛は才川くんの腕を経由し、私の腕の中へ。

「じゃあ仕事戻るから。帰り道気をつけて」

「うん」

　最後に椛とも手を繋ぎ、「また家でな」と挨拶して才川くんは席に戻っていった。

　さて。パパにも会えたし、そろそろ退散しましょうかね、椛さん。

　もう一度〝よっこいしょっ〟と椛を抱き直す。野波さんや駒田さんたちに「ばいばーい」と手を振られ、ご機嫌で答えていた椛と共にオフィスを後にする。去り際にちらっと才川くんのデスクに目を向けるときちんと片付いていた。これも東郷さんのフォローの賜物だろうか。才川くん、一人で仕事を抱えると自分の身の回りのことが二の次になっちゃうからな……。

　電話に出ていた才川くんは、得意先となにやら話し込んでいて忙しそう。同時に、すごく楽しそうでもあった。入社九年目、働き盛り。任せられる仕事の規模も扱い金額も右肩上がりで伸びていく頃。才川くんのライフステージは今、家庭も仕事も激変の時期なんだと思う。

　ちらりと見えた横顔はキラキラ輝いていた。得意先と仕事の話をしていても楽しそうで、自信に溢れていて。主任として激務に追われる彼を、家でも会社でも、誰よりも傍で見ていた時期が私にもあった。だけど私が知っているその才川くんよりも、眩しい。

（……〝今が一番充実してる〟って感じ）

　できればその働きぶりを間近で見ていたかったけれど、今の私の仕事は椛を健やかに育てること。職場復帰の時期もまだ決まっていないし、今は椛のことだけ考えてあげたほうがいいのかなとも思う。──少しだけ、置いてけぼりを食らっているような寂しさがあるけれど。

（──なんてね！）

　気持ちを明るく持ち直した。真剣に考えだすと泥沼に嵌まってしまいそうなことは、深く考えないに限る。セルフコントロール大事。

　気付けば椛が指を咥えながら〝じっ……〟と私のことを見ていて、目が合うと「んまー！」と何か話しかけてくる。なんとなく、励まされているような気がした。

「大丈夫だよ～ママは元気！」

　そう言ってもう一度椛を抱き直す。

　その時、背後から声をかけられる。

「一階まで送りますよ、花村さん！」

　追いかけてきてくれたのは才川くんの補佐をしてくれている東郷さんだった。

　黒のボブヘアと形のいい耳にぶら下がった星のピアスを揺らし、小走りで駆けてくる。

「えっ……あー！　気を遣わなくていいのに……！　ありがとう……！」

　エレベーターホールで一階に下りるエレベーターを待つなか、ちょっとした話をする。

「お仕事で忙しいのに、長居しちゃってごめんね……」

「いいえ！　みんな椛ちゃんにメロメロですよ～。全然人見知りしないし、泣かないし、いい子ですね！」

　東郷さんが〝ねーっ！〟と笑いかけてくれるのに対して、意味がわかっているのかどうか〝きゃっ！〟と喜ぶ椛。すっかり東郷さんと仲良しだ。

「うん。今日は椛もすごく楽しかったみたい」

　──なんて言いながら、一番楽しかったのは私かもしれない。椛を産んでからというものほとんど彼女と二人きりで、仕事を終えた才川くんに一日の出来事を聞いてもらう日々だった。こんな風に一日のうちにたくさんの人と会って、テンポのいい会話をして──鈍っていた勘を取り戻すような感じ。純粋に楽しいと思う。決して椛と二人で過ごす時間が物足りないわけではなくて。

　エレベーターがやってきて、乗り込むと他に人はいなかった。声をひそめる必要もなく、東郷さんは伸び伸びとした声で言う。

「でもね。才川さんが今朝〝今日花村が娘を連れてくるかもしれません〟って言ったときの営業部の盛り上がりは凄かったんですよ～」

「ほんと？　才川くんが……？」

　そんなこと言うタイプの人かな？　と一瞬困惑したけど、すぐに納得した。会社での溺愛キャラがまだ続いているとしたらありうる。っていうか、才川くんは会社に私がいなくてもあの演技を続けているのか……余計なこと言われてないといいな……。

　今日久しぶりにオフィスに来てみて感じたように、会社で起きていることを私は何も知らない。

「聞けば才川さん、平日もほとんど椛ちゃんのことお風呂に入れてあげてるんですよね！」

「え？　あ……うん！　そうだね」

「それができる旦那さんって貴重ですよ。他にもオムツ替えたりとか、二人だけで遊んだりとか。今の時代になっても〝嫁がいないとできない！〟って男性、まだまだいますから」

「そっか……」

　東郷さんの話を半分耳に入れつつ、才川くんが意外と会社で育児について話しているらしいことに驚いていた。

（そういう話するんだ……）

　別に何も悪いことじゃないのに胸の奥がザワザワする。何だろう、この感じ。

「実際社内でも、最近は家庭トークになったら〝才川を見習え！〟って女性陣が──」

　東郷さんの言葉がなかなか頭に入ってこない。才川くんが褒められている。そのことはぼんやりわかるし、それは嬉しいことなはずなのに、なぜだか素直に受け取れない。

「──他にも料理とか、掃除とかしてて────だから、すごいなぁって」

　言葉の節々にちょっとずつ違和感。〝何だろう何だろう〟と考えているうちにエレベーターが一階に到着し、私と椛と東郷さんはエレベーターを降りる。

　その時に、東郷さんが発した一言が決定打だった。

「才川さん、素敵なイクメンですね！」

（……イクメン？）

　つい足を止めてしまった。東郷さんが不思議そうに「花村さん？　どうかしましたか？」と私を振り返る。ハッと気付いた私は慌てて足を動かした。

「ううん、なんでも！　ありがとう。結局ここまで送ってもらっちゃって……」

「いいえ」

　ニコッと晴れやかに笑う東郷さんに他意がないのは明らかで、彼女はただ才川くんのことを褒ほめてくれただけ。〝素敵な旦那さんですね！〟と、恐らくは私を喜ばせるつもりで言ってくれていることも伝わってきた。

　そこまでわかっているのに違和感が拭えないのは……どうしてだろう。







　その日の夜、才川くんは言っていた八時を少し過ぎた頃に帰ってきた。

「悪い。最後の打ち合わせが少し伸びた」

「ううん、お疲れさま」

「椛は？」

「おっぱいの後に大泣きしてから一度寝て、今さっき起きたところ……」

「おお……お疲れ」

　日中、会社にいたときも含め外出中はご機嫌だったから〝これはもしやそういう日なのでは……！〟と期待していたら、家に帰ってくるなり泣き叫ばれた。最近の椛は喜怒哀楽の波が激しい。さっきまで機嫌よく笑っていたと思ったら急に泣いたり、怒りだしたり……これも情緒が育ってきてる証なのかなと思うけど。

　今日はいつもより長い時間外にいたから疲れているはずなのに、まだ大泣きできる元気が残っていたとは驚いた。ママはもうだいぶしんどいんですが……。

　一度眠ると落ち着いたのか、今はかなり機嫌が回復している。ネクタイを解いて「お目覚めか、椛さん」とベビーベッドの中を覗く才川くんに、「あーっ！　きゃー！」と手を伸ばして触れたがっている。

「風呂に入れてくる」

「うん。お願いします」

　すくすく育っている椛をお風呂に入れるのは、今やなかなかの重労働だった。手が大きくて力のある才川くんが、今も継続して毎日のように入れてくれるのはありがたい。

　二人が浴室に入った音を確認し、レンジで牛乳を温めてそこにひと匙の蜂蜜を溶かす。ホットミルクと一粒のチョコレート。束の間のリラックスタイム。

（あー……）

　癒される。

　東郷さんが言っていた通りだ。才川くんが椛をお風呂に入れる役を担ってくれてとても助かっている。一日の中で二人がお風呂に入っている間だけ、私は完全に一人きりで一息つくことができる。こんな時間が持てるのは当たり前じゃないということも知っている。

（…………でもなぁ）

　ゆっくり考える時間が持てたことで、私の頭の中には昼間に感じた違和感がモヤモヤと蘇よみがえっていた。才川くんは育児に協力的なほうだし、私も〝感謝しなきゃな〟って思う。だけど──彼が育児や家庭に纏わるアレコレをするのは、〝イクメンだから〟なんだろうか？

（それってなんか変じゃない……？）

　椛が産まれるまでは気にしたこともなかった。既に耳慣れた〝イクメン〟という言葉に、こんなに自分がひっかかりを覚えるとも思わなかった。積極的に育児に参加する男性を褒め称える名称が、なんだか鼻につくのはどうしてか。

　悶もん々もんと考え込んでいるうちにお風呂場から「みつき！　椛出す」と呼ばれ、マグカップをシンクに下げて慌てて脱衣所に向かう。浴室の中から椛を受け取る。

「は～い椛さん！　すっきり～」

　声をかけながら椛の体をタオルで拭いて寝間着を着せていると、才川くんがお風呂からあがって「後は俺やるよ」と言ってくれた。私は二人と交代で入浴することになった。今日は寝かしつけまでやってくれるという才川くんに椛を預け、ゆっくりと湯船に浸かる。

（いや、まあ……確かにものすごく助けられてるんだけど）

　とっても助かる。でもモヤモヤする。有難い気持ちはある。でもモヤモヤする。──その繰り返しだった。

　いっそ才川くんが育児も家事もまったくやらないダメ夫だったなら、躊ちゅう躇ちょなく不満をぶつけるのに。……なんて、どうしようもないことを思ってしまう。

　実際の彼は至る所で私のことを気遣ってくれて、考えられる限り育児にも協力してくれて──周りの人から私が羨うらやまれるほどの〝イクメン〟。この状況で「モヤモヤする」なんて言ったら世間から〝何を贅ぜい沢たくな！〟と怒られてしまいそうだ。実際のところ本当に、私は何にモヤモヤしているんだろう？

　お風呂から出ると、寝室からは二人が楽しそうに遊んでいる声がした。いつもなら「ママもまぜて～！」と突入するところ、今日はなんとなく足が向かなかった。

　どういうわけか、椛は才川くんがいると大抵機嫌がよく、私と二人だけの時みたいに力一杯泣き叫ぶようなことはほとんどない。

（お父さん子なのかなぁ……？）

　少し複雑な気持ちを抱え、立て続けにスキンケアとドライヤー、歯磨きまで済ましてしまう。

　就寝の準備を整えた私が寝室に向かう頃には、さっきまで聞こえていた楽しげな声がピタッと静まり返っていた。気になった私がそーっと部屋の中を覗くと、ベッドの上で才川くんが胸の上に椛を乗せ、すよすよと眠っている。同じく椛も、才川くんの胸にぺったりしがみつきながらすよすよ眠っている。

（寝かしつけるうちに自分も寝ちゃったのね）

　彼は椛を寝かしつけるとき、一度私たちのベッドの上で一緒に横になって椛の体をぽんぽんと叩く。そして椛が眠ると、慎重に彼女の体を抱き上げてベビーベッドに移すのだ。

　今日は私が代わりに椛をベビーベッドに運ぶ。途中、起こしてしまわないかと心配になったけれど、外出もしたし、お風呂でもはしゃいだしでよほど疲れていたのか、まったく目を覚ます気配がなかった。

　今日は帰宅してから一段と手を焼かされて、正直イライラしてしまった時間もあったけど……この寝顔を見るとすべてリセットされる。ぷるんとした唇を半開きにして〝くーっ……〟と静かに眠っている様はまさに天使。〝守らなければ〟という気持ちになる。起きてる時もかわいいけどね！

　起きないのをいいことに、抱き上げた時にチュッとおでこにキスをしてからベビーベッドに降ろした。

（……さてと）

　次は才川くんだ。今晩は〝する〟って約束だったけど、どうだろう。見れば彼もたいがい疲れ果てていて、胸の上から椛を取り上げてもピクリともしない。夜の営みが邪魔されないようお風呂でたくさん遊んで椛を熟睡させる作戦だったらしいけど、その過程で自分自身もクタクタになってしまったみたい。ちょっと間抜けでかわいい。

　私はベッドに座り、眠っている彼の頭に手を伸ばす。ドライヤーで乾かした後の柔らかな髪に触れる。優しく撫でつける。

　才川くんはぼんやりと目を薄く開いた。

「……悪い。寝てた」

「ううん」

「いま何時……？」

「今はねぇ……十時過ぎ。疲れたでしょ。このまま寝ちゃってもいいよ。……あ、でも才川くん、晩御飯まだ──」

　そう言いながら髪を撫で続けていると、その手は才川くんに掴まれて彼の口元へ。手のひらを唇でくすぐられるのと同時に、くぐもった声が聞こえる。

「……やだ。する」

　小さい声でもはっきりとした主張。彼にしては珍しく子どもっぽい物言いをするので、笑いそうになる。

「するの？」

「するよ。……するだろ？」

　それは〝お前もしたいだろ？〟と同義の言葉だった。したいかしたくないかで訊かれれば、そりゃあしたい。お昼にみんながいる傍であんな誘い方をされれば、期待してしまうってなもんで。

　だけど疲れている姿を目にすると、〝ゆっくり休んでほしい〟と思うのも事実。

「しようよ……」

　才川くんは開ききらないとろんとした目で私を誘い、腕の中に招き入れようとしてくる。その腕の中に飛び込んだらもう終わり。とびきり甘い夜が始まって、彼はなかなか私を放してくれないに違いない。

　とっても魅力的だけど少し思いとどまって、彼を見下ろしたまま話し続ける。

「今日はもうヘトヘトじゃない？」

「ヤる体力はある」

「目、半分開いてないけど……」

「開いてるし。っていうか……もう勃ってる。どっちにしろ抜かないと寝れない」

「……勃つようなきっかけあった？」

「……頭撫でられて？」

　そんなのでも反応しちゃうんだ……。男の人の体の仕組みは未だによくわからない。才川くんとしかしたことがない上、彼は事細かに教えてくれるタイプではないから当然といえば当然だった。

　それでも、結婚してしばらくしてから覚えたこともある。

　私は彼の胸に飛び込むことなく、座ったまま、寝転ぶ彼の寝間着のズボンの股間部分に手を伸ばす。

「っ……みつき、なに……」

「……ほんとだ。硬くなってる」

　すりすりと擦るほどに硬度を増して反り返り、張り詰めていく。いつもならすぐに私の手を捕まえてやめさせる才川くんが、今は眠さのあまり体が動かないのか、されるがままでいる。もしくは、気持ちよくて〝やめてほしくない〟と思っているのか。

「……ねぇ、才川くん」

「……なんだよ」

　片方の腕を自分の顔の上に置いて表情を隠していた。眉がヒクッと動く程度の反応も私に見られたくないのか、会話をしていてもその腕をはずしてくれない。私は腕の隙間から、どうにかこうにか目を合わせられないかと彼の顔を覗き込む。

「今日は私が抜いてあげよっか」

　そう提案すると、才川くんは顔を隠していた腕をずらして私のことを見た。その目は驚き、見開かれている。……無理もないか。私が自分からそういうことを申し出たのは数えるほどしかない。

「……なんで？　したくないから？」

「ううん、そういうわけじゃないけど」

〝したくないから手で抜く〟って、なるほど。そういう捉え方もあるか……。

　決してそういうわけではないけど、うまく説明できる自信がなくて濁にごしたまま手を動かす。スウェットのズボンの腰紐をほどき、ボクサーパンツのウエストを引っ張って前をくつろげると、大きなソレが〝ボロン〟と姿を現す。

「え、待て。本気で……？」

　局部を露出させられると抵抗があったようで、才川くんは両肘を後ろに引いて上体を起こそうとした。力比べになってしまうと私に勝ち目はない。こぼれ出てきたソレに手を添えたまま、私はすかさず身を屈めて首を伸ばし、彼の口にキスをした。

「んっ……」

　浮き上がりかけていた才川くんの上体が再びベッドに沈む。キスの最中、彼の目は開いていて、それを確かめた私の目も開いていて、束の間アイコンタクトがあった。才川くんから〝何のつもりだ〟と。唇を離せば途端に怒られそうな雰囲気だったので、多少強引に舌を唇の隙間に差し込む。

「ん……ふッ……」

　手を添えていた彼の剛直が如実に〝ビクン〟と反応したので、私は口で彼の舌を吸い上げながら手の中で彼自身を扱く。口の中に唾液の甘い味。手のひらに張り詰めた熱。才川くんの唇は柔らかく、呼吸が鼻を抜けるときの甘い声が妙に色っぽくて、私は密かにゾクゾクした。

　──どれくらいの間そうしていたんだろう。気付けば私の頬と後頭部に彼の手が添えられていて、私たちはただただキスに夢中になっていた。口内の隅々までを舐ねぶるようないやらしいキス。唇を離すと互いに耐え切れないほどの恥ずかしさに襲われ、どちらからともなく視線をそらす。

　すると才川くんが〝ぽそっ〟と、一言だけ。

「…………手、離して」

　何からかといえばもちろん、私がまだ握ったままの彼のモノから。

　ただこの時、伏し目がちに願い出てきた才川くんの顔がどうしようもなく可愛く見えて、悪戯心が芽生えてしまった。彼の劣情は先ほどまでのキスのせいなのか、私が知る限り最大サイズまで大きくなって、天井を向いてビクビクと脈打っていた。

　私は言われた通りに手を離した。才川くんはあからさまにほっとした様子で息をついた。しかしそれも束の間──私が彼の足元に移動して顔を股間に埋めたので、彼は慌てた声をあげる。

「っ、こら……！」

「大きい声出さないで」

　傍に椛がいるからだと言外に伝わり、才川くんは渋々口を噤つぐむ。不思議な気分だった。私が才川くんを襲うなんてそうそうないレアケース。襲おうとしたところで、上手な彼が相手では必ず失敗に終わってしまうから。

　おとなしくなった才川くんの股部分に再び顔を近付け、間近で観察する。行為の時に見えることはあれど、こんなにまじまじと見つめることはない。先端の柔らかな丸み。くびれ。血管が浮き出た竿。あらためて目の当たりにするとその立派さにたじろいでしまう。〝コレと私のココで椛を作ったのか……〟と思わず自分のお腹を撫でた。……やっぱりコレ、私の出産前後でサイズが大きくなってない？

「……やめといたら」

　頭上で小さく声がした。いやいや、やめませんよ。

　返事をする代わりに、先端から少量溢れている透明な液体を舌先で掬う。才川くんが反射的に〝ぎゅっ〟と内腿で私の肩を挟んでくる。……感じた？

　確証を得られないまま、もう少し続けてみようと先端のまぁるい部分を口の中に含んでみた。ちょうど唇がくびれに嵌まるくらい。ほんのり酸っぱい匂いとしょっぱい味がして、しばらく私はそこを吸ったり舐めたりしながら、才川くんを味わっていた。

　そのうち先端だけでは物足りなくなってきた私は、前に一度彼から教えてもらったやり方を記憶の彼方から引っ張りだしてきて実践する。くびれの部分を舌で撫で、根元のほうから裏筋を舐め上げて……浮き出た血管をなぞるように。

「っ……なんか……巧くなってないか……？」

「ん……っは……そう？」

　特に何か努力をしたわけじゃない。けど単純な性格をしているものだから、褒められると嬉しくなって〝もっとやってやるか！〟と気合が入る。気合が入った結果、私は更に彼のモノを深くまで咥え込んだ。

「ッ……」

　前に言われた通り、歯は立てないように気をつけながら。優しく、ゆっくり、根気強く。〝これ以上はちょっと苦しいかな……〟と思うギリギリのところまで彼を咥え込むと、頭の芯がぼーっとした。

　大きい。熱い。頬の裏の粘膜が擦れる。大きいモノで口の中を擦られる感覚がこそばゆくて、気持ちいい。

　気持ちいいのが私だけではなさそうな点もよかった。

「はッ……んくっ……」

　息を詰める気配と低い呻き声。自分の腕で口を塞ふさぎながら声を我慢し、ビクビクと腰を跳ねさせる才川くんはとんでもなくエッチだった。いつも私が攻められるばかりだけど、たまにはこういうのもいいかもしれない。

　私は喉を突かれないように注意しつつ、もっと感じてほしくて舌を一生懸命動かした。舌先と表面をできるだけ上手に使って、舐めていない部分がなくなるほど満遍なく、丹念に愛した。

「みつきっ……もっ…………はぁッ……」

　口の中で才川くんが緊張していく。張り詰めていく。

　彼はイきたくないと思っているらしく、快感を逃がすように身を捩って腰を引き、私の口の中から抜け出そうとした。私は手を使って引き留める。いつしかお尻までずり落ちてきていた下着とズボン。筋肉がついた太腿に手を添え、サラサラした素肌を優しく撫でて懐柔した。〝口の中に射だしていいよ〟と。

「んあっ……ン……ふっ…………！」

　喘ぐのを我慢したような呻き声が聞こえて──次の瞬間、口の中で〝びくんっ！〟と一際大きく震えた。それと共鳴するように私の腰までビクッと震え、一緒にイってしまいそうなのを我慢した。……我慢できたかな？　ちょっとだけイってしまったかもしれない。

　口内には才川くんの味が広がっていた。

「んっ……」

「……はぁっ……あー……いいよ、飲まなくて……」

　達したばかりで気怠そうな才川くんが上体を起こし、私の背中を擦りながら口の中に指を入れてくる。しかし、私の口からは何も出てこない。

「……えっ。飲んだ……？」

　問いかけに対しこくんと頷く。喉に粘っこいのが絡んでうまくしゃべれない。

「……衝撃だな」

　才川くんは眉間に皺を寄せ、困ったような、何とも言えないような、複雑な表情をしていた（怒ってはいないと思う）。「はぁ～……」と風船から空気が抜けるみたいな長いため息をつき、ガサガサと後頭部を掻かいて、こう漏らした。

「……まさか九年目で……」

「……意外と飲めるね！」

「やかましい」

　怒られた。

　精液を飲んだのも、彼を口で絶頂に導けたのも初めてのことだった。結婚して九年目になるけど、今になってもまだ〝初めて〟がたくさんある。それは幸せなことだと思う。これだけ同じ時間を過ごしていても、まだまだ楽しみがあるということだから。

　才川くんが射だしてこのまま私の勝ち越しかと思いきや、そう甘くはなかった。彼は私の口の中に射精してしまったことがよっぽど悔しかったのか、少しムッとした顔で私のパジャマに手をかける。

「脱いで」

「勃起は治まったんじゃないの？」

「一回で済むわけないだろ」

　呆れた顔で言われた。彼の自己申告通り、ボクサーパンツからはみ出たままの才川くんのモノは再びビクビクと脈打っている。セックスするには充分そうなほどの大きさと硬度。

　ぷちぷちとボタンをはずしていく性急な手つきに、私はドキドキしながら尋ねた。

「……眠いんでしょう？」

「あんなんされたら眠気も吹っ飛ぶ」

　その言葉には少しだけ嘘があった。元々疲れて眠そうだったところ射精したものだから、彼の顔はさっきよりも更に眠そう。しかし眠たげな目の中にもギラギラとした欲情がしっかりと宿っていて、〝このまま寝る〟という選択肢がないことだけはわかる。

　なんだか申し訳ないことをしてしまったかも……。

　才川くんは口数少なくパジャマを剥いで、あれよあれよという間に私を一糸まとわぬ姿に変えた。電気を点けたままの寝室のベッドの上に寝かされ、裸が心細く感じられた私は自分の手と腕を使って胸と腰回りを隠した。

　彼は自分の寝間着を脱ぐと私の上に覆いかぶさり、体を隠していた私の手を取ってシーツの上に押し付け、不思議そうに訊いてくる。

「今なんで体隠した？」

　躊躇なく暴いておいてそんなことを訊く。両手首を顔の左右でシーツに縫い留められて身動きが取れなくなった私の、乳房の輪郭やくびれに沿うように〝つつ……〟と唇を這はわせてくる。

「あっ……ん……だって……太ったから……」

「なんで？　会社の誰かに言われた？」

「ううん、言われてないけど……」

　ひと昔前ならいざ知らず、このご時世にそんなことを面と向かって言ってくる輩やからはいない。でも口にはしないだけで、〝そう思われただろうなぁ〟と思った。それくらい、自覚がある。

「明らかに胸とか、お尻とか、大きくなっちゃったなぁって……」

「ああ……まあ、そうだな」

「〝そうだな〟!?　ひどい！　そこは嘘でも〝そんなことないよ〟って言って！」

「〝そんなことないよ〟」

「嘘つき！」

「どっちだよ」

　くだらない応酬の末に面白そうに笑われた。私は笑われるために悩みを打ち明けたわけじゃない……。密かに〝綺麗だよ〟と言ってくれることに期待していた私は、ムスーッとむくれた。前の時は言ってくれたのに！

　すると才川くんは、私が〝前より大きくなった〟と気にしている乳房に手を移してたぷたぷと揉み始めた。そして唇を使って同じく大きくなってしまった乳輪をくすぐり、肝心の乳首にはぎりぎり触れない、際どい部分を攻めてくる。

「んッ……！」

「ん……誰にどう見られるのを気にしてるか知らないけど……」

「あッ、はァッ……」

「俺にはエロくて、魅力的に見えるよ」

　焦らされた乳首が〝ひくっ、ひくっ〟と疼く。前まではこんなことなかったはずだ。才川くんの焦らし癖は今に始まったことじゃないけれど、こんなに早く我慢の限界がきてしまうのは…………椛を産んで、私の体が前よりも敏感になっているから？

　才川くんの言葉も、じれったい刺激も、止まらない。

「だって……俺の子どもを産んでこうなったんだろ？」

「んっ！　んっ……！」

　肯定しているのか喘いでいるのか自分でもよくわからない。攻められているのは胸なのに、どうしようもないじれったさが体中を苛さいなんでたまらず腰が浮いた。必然的に才川くんの腰にぶつかり、意図せず恥骨同士を擦り付ける体勢になる。

　才川くんは言った。今のこの状態か、私の体に対してか、どちらに対する言葉かよくわからないけれど──。

「……ごめん。正直たまらない」

　その言葉と同時に乳首に彼の舌先が触れた。

「あんッ！」

　生温かい舌はヒクつく敏感な実を瞬く間に掬い上げ、硬くなっていることを私に確認させるように〝ぴん、ぴん〟と数回弾く。そして熟れた実はそのまま彼の口内に吸い込まれていき、〝ちゅぅぅぅぅ！〟とキツく吸われる。

「ひぁっ……んんっ！」

　とても声が我慢できず、とっさに私は頭上にあった枕を引き寄せて自分の顔の上に抱き寄せた。口から漏れるあられのない声が低反発枕の中に吸収されていく。

「んっ……んふっ……」

　焦らされたせいで、脳天を突き抜けるような快楽に襲われた。声は出したくないのに、〝もっと強く吸って〟、〝痛いくらい噛んでっ……〟と、欲望が止まらない。

　枕で見えないものの、胸のあたりから楽しげな才川くんの声がする。

「ん……ははっ、すごい感度。んー…………もう片方もいっとく？」

　問いかけられ、枕に顔を押し付けたままコクコクと頷く。もう片方も吸ってほしい。放置されるなんて考えたくもない。

「どうしようかなぁ……」

　ともすればもう片方には触れないらしい口振りに翻弄される。

　嫌。嘘でしょ？　もう片方の胸の尖りはすっかり期待して、彼の口に嬲なぶられるのを今か今かと待っている。〝おあずけ〟なんて無理。勘弁して。

　私は枕の下側を浮かせ、才川くんの目を見て訴えた。

「……お願い。吸ってっ……！」

「──いいよ」

　一瞬、才川くんが息を呑んだように見えた。すぐにまた枕を被せられて視界が暗くなり、続けてもう片方の乳首に刺すような鋭い快感が走る。

「ふっ……!!」

　前歯で〝カリッ〟と噛まれた感触。椛にあげる量が減ってきているので母乳は出ないものの、そうやって甘噛みされるたびに脳天で何かが弾け、〝気持ちいい〟で頭がいっぱいになる。

　吸われて、噛まれて、嬲られて──たっぷりと両方の胸を愛し尽くされた頃、私の顔を隠していた枕が才川くんの手によって下ろされた。

「……気持ちよかった？」

　きっと私は、とろとろに蕩けただらしない顔をしていたんだろう。彼は私の返事を待たずにキスしてきて、そのまま本番に移ろうと下のほうでボクサーパンツをずり下ろしている。

「かわいいよ……みつき」

「ん……」

「感じやすくて、はしたなくて……ん……興奮する。早く奥に挿は入いってがっつり犯したい……」

「んんっ……！」

　性的な興奮を誘発する過激な言葉選び。そこに入り交じる本能的な衝動。〝ちゅっ、ちゅ……〟とキスを繰り返す間も、彼は熱っぽい目で私のことを見つめていた。人差し指と親指で挟んだ耳をくすぐってくる、そんな愛撫すら官能的で、私もねだるように腰を擦り付けていた。

　剥き出しの才川くんは熱くはち切れんばかりに膨れ、私の割れ目と恥丘を力強く擦る。──挿入を待ちきれず、恥骨が痺れた。

「……挿れて」

「うん……ゴム着けるからちょっと待って」

「いやっ」

「……みつき？」

「離れないで。着けなくていいっ……このまま奥まできてっ……」

　私の中でも本能が強く働いて、そのままの彼を求めていた。

　才川くんは苦しそうに目を細め────先走りのこぼれる先端を私の蜜穴に沈めると、ゆっくり、ゆっくりと腰を押し進めてくる。

「あっ、あっ、あっ……！」

「……みつき、声」

「ふッ……！」

　指摘されてとっさに自分の指を噛んだ。──大きい。いっぱい擦れる。お腹の奥底が熱い。気持ちいい……。

　最後に生でしたのはもう一年以上も前のことだ。久しぶりのスキンレスの感触に、膣壁が愉悦に震えてきゅうきゅうと彼を締めつける。

「は、あぁぁっ……」

　才川くんも気持ちよさそうに深く息を吐きだしていた。私の上にのしかかる体がぶるぶると震え、射精を我慢しているのだとわかる。

　久しぶりの感触に互いに翻弄されて、少し落ち着いた頃に見つめ合った。才川くんはバツの悪そうな顔をしている。

「……いま完全に流されたよな、俺」

「……流されたね」

　私が同意すると彼は「はぁ……」と落胆のため息をつく。欲に流された才川くん。私も私で〝着けなくていい〟と言って誘ってしまったから、同じく欲に流されたことになる。

「……二人目のことちゃんと話し合うまでは、避妊するつもりだったのに……」

　口ではそう言いながらも、彼が私のナカから出ていく気配はない。それどころか、さっきから動きたそうに腰がへこへこと揺れていて、媚肉を優しく擦られる感触に私はたまらなくなっていた。

「っ……才川くんっ……」

「ん……？」

「腰、動いてるよ……？」

　指摘すると、彼は〝ニヤッ〟と意地悪く笑った。

「お前こそ……腰浮かせて奥に当てようとしてるみたいだけど、自覚あんの？」

「えっ……あ、あぁっ……」

　自覚はあった。もっと奥に触れてほしくて、私は腰を浮かせて彼を深くに受け入れる動きをしていた。

　才川くんはそんな私に気付き、意地悪を言って、両手の指をそれぞれ絡めてくる。指の間を優しく握り、シーツの上に縫い留め、そして大きく腰をグラインドさせ始めた。

「あん……あっ……あんっ……」

　押しては引いて、押しては引いての繰り返し。ひどく緩慢な動きのくせにとても猛々しく、狭くなっている奥を拓こうと力強く穿たれる。一回一回の衝撃が重たい。

「んっ！　んぁっ……！」

　腰を打ち付けて最奥を捏ねられたかと思えば、下腹同士を密着させてぐりぐりと動かされる。恥毛が擦れ合う。私のものより少し硬い才川くんの毛は、彼が腰を揺するたびに私の恥丘と肉芽をチクチク刺激して甘美な疼きを生んだ。

「あー……子宮が下りてきた」

「あ……はあ……あんっ……」

「そうだよな……ココは知ってるもんな。〝中出しされるのが気持ちいい〟って」

「んッ……！」

　とても椛の耳には入れられないような言葉を、内緒話をするように耳の中に注ぎ込まれる。包容力があって、なのにＳっ気の色濃い不思議な声。その声を聞くとドキドキして、私の体は期待する。彼が射精するあの瞬間の、体の奥底で弾けてじんわりと広がる温かさと、恍惚感を、体が思い出す。

　才川くんは亀頭で私の奥を捏ねながら囁き続けた。

「中出しでイき癖ついてたくらいだし……久しぶりに射したらどうなるんだろう。……試してみる？」

「あ……うそっ……」

　──ナカに射されてしまうんだろうか。

　前に生理があったのっていつだっけ。今日は安全日なんだったっけ？　二人目ができたらちゃんと育てられるかな。椛一人でもお手上げ状態の時があるのに──そんな思考もどろどろに溶けていく。

「みつきっ……あッ、く…………イきそっ……」

　才川くんが熱い息をこぼしながら耳にキスしてくるから、私はそれにゾクゾクと興奮して〝気持ちいい〟しか考えられなくなる。くすぐったさに肩を竦すくめ、彼に身を委ねて喘いでいた。私ももういつイってもおかしくない。

「あっ……だめ、あ……あっ、ぁんっ……！」

　ナカで才川くんのモノが大きく膨らんだのがわかって、直感的に〝あ、中出しされる〟と思った。同時に私は絶頂を迎える。──しかしその一瞬後、才川くんは私の膣の中から〝ズルッ〟と自身を引き抜き──射精した。私のお腹の上に、びゅるびゅると。

「っ……！」

　一足早く達してビクビクと体を痙攣させる私の上──膝立ちになって射精をする才川くんは言いようがないほどエロティックで、私は〝すごい瞬間を見てしまった〟という気になった。お腹にかけられた熱い白濁と、その独特の匂いすらもエッチで、才川くんがイく瞬間の歯を食いしばる表情とともに脳裏に深く刻まれる。

「はぁっ……はぁ……」

　彼は射精が止まると倒れるように私の顔の横に手のひらを突き、肘を折り畳んで顔を近付けたと思うと深いキスをした。

「ンンっ……」

　口内を舐めるキス。あんなにがむしゃらに性器を擦り合っても〝まだ足りない〟と言わんばかりの欲張りな口づけ。激しく愛された余韻がまだ体に残っている中で、そのキスはとても官能的で、エッチな気分が抜けていかない。

「っは……ん……なんで最後抜いたの……？」

「ん……？　んん──……やっぱり、話し合いが先だよなと思って……」

「生で挿れたのに？」

「……なに？　二人目孕はらませてもよかった？」

　ねっとりとしたキスの合間に少ししゃべって、意味ありげにお腹を〝さわさわ〟と撫でられる。そんなことをされるとうっかり頷きそうになるけれど、少しずつ冷静さを取り戻してきた私の思考は意外と現実的だった。

「……まだちょっと早い、かなぁ」

「そうだよな。俺もそう思う……ごめん、ちゃんと確認せずに挿れて」

「私も……誘ってごめん」

「いや、まあ……うん……」

　才川くんはそれには答えにくそうにもごもごと言い淀んだ。誘惑に流されたことがそこそこショックだったらしい。

　今日のセックスはここまで。椛が産まれてからは二回戦、三回戦とだらだら続くセックスはしなくなった。あれはあれで時間を忘れてお互いの体に溺れる没入感がとても良かったけれど、今のメリハリのあるセックスも嫌いじゃない。明日に持ち越さないほどの疲労感が心地いいし、何より終わってから才川くんとピロートークができる余裕があるという点がよかった。

　彼はティッシュ箱ごとベッドの上に引き寄せ、私のお腹を綺麗に拭く。続いて愛液が垂れる秘部を。

　処理に使ったティッシュをすべてゴミ箱の中に収めると、才川くんは脱ぎ捨てたボクサーパンツを穿はいて私の隣に仰向けに寝転び、大きく伸びをした。

「あー、無理。眠い。さすがに疲れたー……」

「だよねぇ……」

「いや……違うな。みつきのほうが疲れてるか」

　そう言って自然に肩を抱いてくれる。〝私のほうが〟ということはないと思うけど、疲れているのは事実なので素直に甘えておくことにした。肩に近い位置に頭を乗せて腕枕をしてもらう。

「風呂はどうする？」

「うーん……椛がよく眠ってるから、今のうちにシャワーだけパパッと浴びてこようかなぁ……」

「そうか」

　自分でそう言っておきながら、私はしばらく才川くんの腕の上から動けなかった。すぐ隣に見える彼の横顔がとっても綺麗だったから。

　隣の席で働いている時は日常的に目にしていたのに、こうやってじっくり観察するのは久しぶりだった。長い睫毛に高い鼻梁、形のいい薄い唇。

　才川くんは私を腕枕したまま天井を見つめ、何か考え事をしている。

　何を考えているんだろう？

　気になった私が〝尋ねてみようかどうしようか〟と迷って口を開閉させていると、才川くんの顔がこっちを向いた。近い距離で目が合う。

「……お前が、自分からしたがる時ってさ……」

「……うん？」

　私のことを考えていたらしいと知って照れる。緊張が走る一瞬。

　才川くんは口を小さく開け、何か言おうとして────口を閉じる。

　彼は小さく笑って言い直した。

「……いや。やっぱりいいや。なんでもない」

「そう？」

「うん、シャワー行ってきたら。俺も浴びるから戻ってきたら起こして」

「わかった」

　そんなやり取りの末、最後に軽く唇を触れ合わせて私は彼の腕の上から起き上がる。

　本日二回目のお風呂。彼が綺麗に拭いてくれたお腹に温かいシャワーをかけながら、私はさっき才川くんが言いかけたことについて考えていた。

　──才川くんが何を言おうとしたのかはなんとなくわかる。




〝……お前が、自分からしたがる時ってさ……〟




　今晩のセックス、誘ってきたのは才川くんのほうだ。だから彼が言っているのはそのことじゃなくて、繋がる前に「今日は私が抜いてあげよっか」と言って、実際に口でしたことを言っているんだと思う。

　私が主導権を握りたがる時は〝何か言いたいこと〟を隠している場合がある。才川くんはさっき、それを問い質そうとしたんだ。確証を持ちきれずやめたみたいだけど。

　やめてくれてよかった。問い質されたところで、私もどう答えればいいのかわからない。〝何か言いたいこと〟は、あるような気もするんだけど……。

（でも……何を？）

　何かが胸につっかえているのは確かだった。今日会社に行った時も、東郷さんから聞いた才川くんの話にモヤモヤしていた。でも、それが何かと訊かれると、うまく言葉にできない。そんなふわふわした話、打ち明けたところで才川くんを困らせるだけだろうし……。

　結局答えは見つけられないままシャワーを終え、私は寝室へと戻った。椛は引き続きよく眠っている。寝顔はやっぱり天使。〝うちの子が一番かわいい〟とわりと本気で思う。昼間は力一杯泣き叫ばれるけど。機嫌が悪いとめっちゃキックされるけど。でもかわいい。

　才川くんもくったりと眠りこけていた。ボクサーパンツだけを身に付けた無防備な格好で丸くなって眠っているものだから、風邪をひいてしまうんじゃないかと心配になった。サッと掛け布団をかける。さっきは少しの接触で目を覚ましたけれど今回はまったく。ピクリとも動かない。

「……もうシャワーは明日でいいんじゃない？」

　声をかけても微動だにしない。形のいい唇をぴとっと閉じ、静かな寝息を漏らし呼吸を繰り返している。ほんとによく眠っているものだから起こすのが忍びなかった。むりむり。こんなの起こせません。こっちも寝顔が天使。

「……才川くんは、ものすごく頑張ってるよねぇ」

　仕事で疲れていても、椛にも私にもしっかり構ってくれるところが愛おしい。家族のために会社で働いて、家に帰ったら娘をお風呂に入れて、一緒に遊んで、寝かしつけて。その後は妻を肉体的にも精神的にも甘やかす。改めて考えるととってもハードだ。疲れて深い眠りに落ちるのも無理はない。

　これ以上ないくらいに頑張ってくれていると、わかっている。

　私は何をモヤモヤしているんだろう？

（……ちょっと気持ちが不安定になってただけだよね）

　自分でも判然としない自身の感情をそう結論付け、私もベッドの中に入った。才川くんのことは起こさない。体が冷えないようにぴったりくっついて体温を分け合う。私は彼の胸に擦り寄って眠った。







　翌週になると椛のぐずりっぷりが激化した。私がトイレに行くために少し離れるだけで大泣きして、その後はいくらあやしてもなかなか泣き止んでくれない。ちょっとずつ量を増やして慣れてきていたはずの離乳食も完全拒否。あまりに嫌がって、しまいには蹴ってくるものだから、作った十倍粥は床の上に引っ繰り返してしまった。

　そのあたりから少しずつうまくいかなくなっていった。会社の健康診断に行ったときはご機嫌で愛嬌を振り撒いていた椛なのに、スーパーに買い物に行こうとベビーカーに乗せると嫌がって泣く。抱っこしてしばらくうろうろしていると泣き止むが、ベビーカーに戻すとやっぱり泣く。仕方がないから買うものを最低限に絞り、抱っこ紐を使って抱えながら買い物に行く。

（お……重い……！）

　それもそのはず。六ヵ月を過ぎた椛の体重はそろそろ七キロを超えようというところ。少しの間の抱っこなら問題なくても、長時間歩きまわって、更には買い物した荷物を持って……となると負担が大きい。

　おとなしくしていてくれるならまだいいけれど、椛にとって家も外もスーパーも関係ない。抱っこをしていても、一度スイッチが入れば全身で〝不快〟を体現するように「ふぎゃあああああああっ！」と力一杯泣き叫ぶ。〝いつもはそんな太い声してないじゃん！〟と突っ込みたくなるほど、根性のありそうな野太い泣き声。

　甘えるなと言われてしまいそうだけど、その泣き声を聞くと心が折れそうになる。胸がザワザワして、心細くなって、こっちが泣きたい気分になってくる。

（しっかりしなきゃっ……）

　なんとか自分を奮い立たせてその場は乗り切ったが、自宅に戻ってからはもっとひどかった。何の前触れもなく「ほぎゃああああああああっ！」と全力で泣き叫び、一旦そうなるとなかなか泣き止んでくれない。

　離乳食は元より、母乳をあげようとしても顔を背けて完全拒否。〝お腹はすいてないんだ〟と判断して次はオムツを確認するも、ウンチもおしっこも出ていない。抱っこをしてもダメ。〝赤ちゃんが泣き止む動画〟を見せてもダメ。

　最近は椛の意思表示を理解できるようになってきた気がしていたのに、またさっぱりわからなくなってしまった。これまで大変な思いをして積み上げてきた育児が振り出しに戻った気がして虚無感に襲われた。

「椛～泣かないで～！　どうしちゃったの……」

　魂の叫びのような泣き声を聞いていると、〝隣近所から苦情がくるんじゃ〟と不安になる。同時に、自分が椛にひどいことをしているような気になって、胸を刺すような痛みに襲われる。

　一生懸命やってるのに。なんだってしてあげたいと思うのに。でも、どうしていいのかわからない……。

　なかなか泣き止まない椛と格闘を続けているうちに時間がどんどん経って、夕方頃。まだ会社にいるであろう才川くんから電話がかかってきた。

（もう帰ってくるのかな……）

　早く帰ってきてほしい。一人じゃとても抱えきれない。

　その頃には私もすっかり疲弊していて、半ばすがるような気持ちでスマホの通話ボタンを押していた。

「もしもし？」

『ああ、俺』

「うん。お疲れ様。どうかした？」

　かかってきた電話の第一声で弱音を吐くわけにもいかなかったので、まずは彼の用件を聞こうと思ったら、ことのほか気丈な声が出た。本当はさんざんな気分のくせに、なんで私は、こんななんでもない雰囲気の声をつくっているんだろう……。

　才川くんの用件を聞いたら、この困った現状を打ち明けよう。

　──そう、思っていたのだけど。

『みつき、ごめん』

「え？」

『今日は帰りが終電になりそうだから……椛のこと、風呂に入れられない。任せていい？』

　後ろから刺された気分だった。

「あ……そっか、うん……了解」

〝早く帰ってきて〟なんてとても言えない。〝私今こんなに大変なんだよ！〟なんてことも、まさか言えない。

　まだしばらく才川くんが帰ってこないことに加え、椛のお風呂も私が入れないといけないことが決まった。予定していたよりも更に仕事が一つ増え、体がずっしり重くなる。

（……仕方ない）

　そういう日もある。むしろ、普段からお風呂に入れてくれていたことに感謝しないと。知らず知らずのうちに〝それが当たり前〟みたいな感覚でいたからダメージがでかいんだ。才川くんには仕事があるんだからアテにしすぎちゃいけないのに。

　通話中も、椛は私が離れたことで再び大きな泣き声をあげていた。

『……すごい泣き声だな。大丈夫か？』

「あ…………うん。大丈夫」

　嘘をついてしまった。というか、それ以外に言いようがある？　私が「大丈夫じゃない」って言ったら、全部の仕事を放りだして今すぐ帰ってきてくれる？

　──言えるわけがない。彼は責任の重い仕事をたくさん任されている。それにもし才川くんが飛んで帰ってきてくれたとして、私は私を責めずにいられないと思うから。

　通話は才川くんの『できるだけ早く帰る』という言葉で終わった。スマホを置いて椛を抱き上げてあやすも一向に泣き止んでくれる気配はなく、〝この状態の椛をお風呂に入れるのか……〟と途方に暮れる。

　実は、私が椛をお風呂に入れるのはかなり久しぶりだ。才川くんは〝できるほうがやる〟ではなく、椛の入浴を完全に自分の役目として、必ず八時までに帰ってきてお風呂に入れてくれていた。ここ最近は本当に、一日も欠かさず。だから彼は電話でも、今日はそれを遂行できないことを申し訳なさそうにしていた。

　産後一ヵ月ほどまでの沐浴は私もよくやったけれど、大きく育ってからの椛をお風呂に入れた経験は少ない。ただでさえ成長の早い時期だ。たった一ヵ月で身長も体重も劇的に増えて、今は寝返りもうつし、ずり這いもする。こうなってからは一度も自分でお風呂に入れていない。それに、昼間のように暴れられたらと思うと……。

　恐れていた通り、椛は簡単にはお風呂に入れさせてくれなかった。泣き止んで落ち着いてきた瞬間を見計らって決行したのに、私と一緒に裸で浴室に足を踏み入れた瞬間ギャン泣き再開。ここぞとばかりに根性を入れて「ふんぎゃああああああああ！」と泣くので、浴室に反響して更に大きく聞こえる泣き声に早速心が折れそうになる。

「なんで～椛、お風呂嫌いじゃないでしょー？　泣き止んで～！」

　負けじとあやそうと裸のまま声をかけるも、ひっくり返って泣こうとする椛が重くて段々腕が痺れてくる。本当になんで？　なんで泣いてるの？

（才川くんと入る時はおとなしいのに……）

　何かやり方が違う……？　でも、まだ浴室に入っただけだ。こうなってくると私を困らせるために意地悪で泣いているんじゃないかと、赤ん坊相手にどうしようもないことを考えてしまう。

　ここまで全力で拒否してるんだから、今日はお風呂は諦めたほうがいいのかな。一日くらい入れなくても平気？　慣れないことをして椛に嫌な思いさせるくらいなら、今日一日くらいお風呂はお休みして、明日才川くんに任せたほうが……。

（──いや、ダメでしょ）

　自分の中の悪魔の囁きを一いっ蹴しゅうする。間違えちゃダメだ。〝椛がお風呂に入りたがってない〟って理由でラクをしようとしてるのは私。椛はきっとお風呂が嫌で泣いているわけではないし、毎日お風呂に入れて清潔にしてあげたほうがいいに決まってる。今日もたくさん汗をかいて、ウンチもしたし、涙もヨダレもいっぱい出してた。綺麗にしないとかぶれてしまうかもしれない。

「椛……お風呂入るよ！」

　依然として泣いているが、わからないものはわからない。泣き止むのを待っても無駄と判断して突き進むことにした。湯船のお湯の温度を確認する。三十八度。うん、適温。

「お湯に浸かりますよ～」

　手足から少しずつ掛け湯をしていく間も、私の声なんて聞いちゃいない。手足をバタつかせて暴れるものだから危うく膝の上から滑り落としそうになる。

「もっ……椛っ……暴れないで。熱い？　そんなことないでしょ？」

　自分の手にかけて確認もしてみたけど少しぬるいくらいだ。

　ゆっくり湯船に浸かるのは難しそうなので、せめて体と顔だけでも綺麗に洗おうと、胡坐をかいた自分の脚の上に寝かせる。ベビーソープで顔と頭を洗い、シャワーで流す。暴れる椛の目や耳の中に水が入らないようにするのは至難の業だった。

　姿勢を変えて椛と向かい合い、首の後ろを支えながら体の後ろを洗っていく。その間もキック、キックの連続。ものすごい脚力だ。

「そんなに蹴ったらママ痛いよっ……」

　力強い蹴りを太腿やお腹に食らい、最後に両脇の下から手を入れて椛を軽く立たせ、お尻と足を綺麗にしていく。

「うぎゃあああああああ！」

「あとちょっと！　あとちょっとだから！」

　──そうしてなんとか椛の全身を洗い終えた。自分の頭や体を洗う余裕なんて到底なく、手足についた泡だけ洗い流して浴室の外へ出る。脱衣所の床にあらかじめ敷いておいたバスタオルの上に椛を置くと、「へひゃっ、へひゃっ……」と泣き声が落ち着いていく。

「ごめんねー……ママ、お風呂に入れるの下手だったね……」

　謝りながら椛の体に付着した水滴を拭き取っていく。その途中でふと、私は重大なミスに気が付いた。

「……あぁっ！」

　椛の着替えがない。私が準備するのを忘れていたのだ。

　いつも才川くんが椛をお風呂に入れてくれている間に私が準備して、お風呂から出てきた椛を迎え入れていた。今日は私一人だから段取りが違う。バスタオルと一緒にあらかじめ脱衣所に全部揃えておく必要があったのに、そんな簡単なことに頭が回らなかった。

「あー……えっと……」

〝とりあえず着替えが必要だ〟と、私は椛をバスタオルの上に置いて裸のまま寝室に向かった。椛用のチェストからカバーオールとオムツを取り出し、すぐに脱衣所へと戻る。

　かなり急いでいたし、目を離したのはほんの一瞬だけ。──しかしそれがいけなかった。

　次の瞬間、飛び込んできた光景に自分の目を疑った。

「も……椛っ!!」

　バスタオルに寝かせていたはずの椛がずり這いをして洗濯機のところまで移動し、排水口近くに置いていた衣料用石鹸を掴んで口に入れようとしていた。

「離しなさいっ!!　それは食べられないからっ……!!」

　私は動転し、すぐに手を伸ばして椛の手から石鹸を奪おうとした。しかし椛は「だあぁぁぁ！」と声をあげて全力で拒否し、なかなか手から離してくれない。握った指を無理やり解こうにもうまくいかず、最終的に──焦った私は、椛の手を叩いてしまった。

「椛っ!!　これは危ないの！　めッ!!」

　そうまでしてやっとのこと石鹸を奪い返した。石鹸は日頃から使用していて、角が取れて小さく丸くなっている。椛が容易く飲み込めてしまう大きさだ。〝もし戻ってくるのがあと一歩遅かったら〟と思うとゾッとする。

　石鹸を奪われ、私に手を叩かれた椛は一瞬〝ほけっ〟として、それから徐々にヒクヒクと鼻を揺らし、段々と顔をくしゃくしゃにして……。

「ふ、ふぎゃ…………ふぎゃあああああぁぁっっっ!!」

　今日一番の声量で、盛大に泣き始めた。

「あっ……」

　それまでとは種類の違う泣き方に、私はハッとして我に返る。

　──今のは本当に椛が悪かっただろうか。椛はもう自分で動き回れるし、なんでも口に入れたがる。まだ小さいから食べていいものとダメなものの判断なんてつくはずがない。

　手の届く範囲に危険なものがあったのに、目を離した私が悪いんじゃないの？　それを、椛を叩いて叱るなんて、理不尽だ。私がしっかり見てなきゃいけなかったのに。

「椛っ……ごめんね。びっくりしたねっ……」

　不満を全身で訴えるように激しく泣き叫ぶ椛を抱っこしてあやす。しかしそうしても火に油を注ぐように泣き声が大きくなるばかり。

　永遠に泣き止みそうにない椛に対して途方に暮れていた時──玄関のほうで〝ガチャッ〟と鍵が開く音がした。

（えっ……？）

　顔を上げる。脱衣所のドアを開けたままだった。

　しばらくすると、そこから才川くんがひょこっと顔を覗かせた。

「あ……」

「…………みつき？」

　帰ってきたばかりで、コートを着たままの才川くんが姿を現す。

　彼は裸のまま私の腕の中で泣き叫ぶ椛と、同じく裸のまま床にへたり込んで泣きそうになっている私を見て、目を丸くしていた。

（どうして……？　今日は終電になるんじゃなかったの？）

　視線で私の疑問を察したらしい彼は、目のやり場に困った様子で答える。

「電話でのお前の様子が変だったから…………椛も尋常じゃないくらい泣いてたし、打ち合わせはリスケしてもらって帰ってきた。メッセージも入れたんだけど……その様子じゃ、見れなかったよな」

　スマホは見ていなかった。才川くんとの通話の後、椛にかかりきりでチェックする余裕がなかったから。

「……打ち合わせ、だったんだ……」

　それなのに帰ってきてくれたんだ。

　才川くんは私たちの前に膝を突いて座り、タオル掛けに掛けてあったもう一枚のバスタオルを私の背中に羽織らせてくれた。お礼を言わないといけないところ、情けなさのあまり声が出てこない。──打ち合わせだったのに。心配かけて、仕事まで切り上げさせて。私は何をやっているんだろう。

　自分がとてもダメに思えてくる。母親としても。妻としても。

「椛はずっとこんな状態？」

　目線を合わせ、私を責めることもなく優しい声で問いかけてくる。

　私は〝せめてちゃんと説明しなくちゃ〟という一心で声を絞り出す。

「……全然、泣き止んでくれなくて」

「うん」

「何をしても嫌がって……お風呂でも暴れまくるし、今も全然服を着てくれない」

「そうか……大変だったな。貸して」

　まだ泣き叫ぶ椛を、才川くんの大きな手が私の腕の中から掬い上げる。彼は自分のコートとスーツが濡れることも気にせず椛を胸に抱き、優しく背中を叩いてあやし始めた。

　声がけとかは特にない。ただ〝ぽん、ぽん……〟と規則正しいリズムで背中を叩き続けるだけ。

　──すると不思議なことに、椛は大声で泣くのをやめ、瞼が重くなっていったかと思うと、次第におとなしくなった。

（…………どうして？）

　あんなに、〝何もかもが嫌！〟ってくらい拒絶していたのに。才川くんの腕の中でまどろむ椛は落ち着いていて、とっても良い子だった。

（どうして才川くんだと泣き止むの？）

　軽くショックを受けてその場にフリーズしていた私に、才川くんは言う。おとなしくなった椛をバスタオルの上に寝かせ、オムツを穿かせながら。

「椛の着替えは俺やるから、お前も早くパジャマ着たら。風邪ひく」

「……才川くん」

「ん？」

　私は肩に掛けてもらったバスタオルの端をキュッと掴んで体を隠しながら話す。才川くんが気を遣って言ってくれたことも無視して、聞いてほしい話をつらつらと。

「私、お風呂を出てから、椛の着替えを出してなかったことを思い出して」

「うん」

「椛を床に寝かせたまま一瞬だけここを離れたの。そしたら……椛が石鹸を口に入れようとしてて」

「え」

　着々と椛にカバーオールを着せていた才川くんの手がピタッと止まる。彼は驚いた様子で私の顔を見つめていた。〝それからどうした〟と瞳が先を促してくる。

「間一髪やめさせたんだけど……その時に私、椛のこと叩いちゃった。目を離した私が悪かったのに怒鳴って、まだ赤ちゃんなのに……」

「……ああ」

　彼の反応は複雑そうだった。大事に至らなくて安心した気持ちと、私が椛を叩いて怒鳴ったことについてどうコメントすればいいか迷う気持ち。

　正直、才川くんからは怒られると思った。いくら肝が冷えるような状況でも〝赤ん坊相手に叩いて怒るのはよくない〟と。

　しかし、彼は慎重に言葉を選んで「そんなこともあるよ」と。

　私はどうしても気が済まなくて、脈略のない話をしゃべり続けた。

「……椛、離乳食は食べたくないんだって。でもおっぱいも飲んでくれなくて」

「うん」

「何をしても、泣くの。蹴ってくるの。今日は特に、ほんとに……何もうまくいかなかった」

　才川くんは着替えを終えた椛を抱え、立ち上がりながら言う。

「そりゃ思うようにはいかないだろ。子どもは自分の体の一部じゃないんだから」

　──才川くんがそれを言う？

　言葉が心のささくれに引っ掛かり、はっきりカチンときた。頭の中で何かいけないスイッチが入った気配。

　彼が言っていることは至極まともで、正論だと思う。子どもは自分の一部じゃない。独立した自我を持っていて、泣くのも笑うのも彼女の自由だ。

　そんなことわかってる。でも今の才川くんの言葉は──私と同じように四六時中いつも椛と一緒にいて、ボロボロになるまで椛に振り回された人の言葉じゃない。

「……みつき？」

「っ……」

　偉そうに、と。

　絶対に言ってはいけない言葉が喉元まで出かかっていた。

〝それを言ったらおしまいだ〟と自分でもわかる。でも……それなら、どうしたらいい？　このわけのわからない苦しさと苛立ちは、どうしたらなくなる？

　今すぐこの場から逃げ出したかった。理不尽に喚き散らして才川くんに怒りをぶつけてしまわないように、消えてしまいたかった。でもここは自宅でそれは叶わないので、とっさに私は彼にお願いをした。床からよろよろと立ち上がりながら。

「……ごめん、才川くん。私着替えるから、椛の寝かしつけ任せていい？」

「いいけど……みつき、お前──」

　皆まで聞かずに内側からドアを閉める。才川くんと椛を廊下に閉め出し、自分一人だけ脱衣所に閉じこもる形で。

　ドアの外で才川くんが戸惑っている気配が伝わってくる。私はこう念じる他なかった。

（早く行って……）

　しばらくドアに耳をあてて待っていると、すぐ近くから足音が遠のいていく。たぶん、私のお願いに従って椛を寝かしつけに行ってくれたんだろう。

　ドアの外から二人の気配が完全に消えて、私は閉めたドアを背にずるずるとその場にしゃがみ込んだ。

「あー…………最悪」

　思わず独り言をこぼす。

　あの場で不満を爆発させるよりマシだと思って一人になったけど、冷静に考えるとこれもたいがい最悪だ。さっきの私の態度は明らかにおかしかった。いつも通りに振る舞えなかった時点で構ってほしい気持ちが透けて見える気がして、より自分が情けなくなる。

　──もっとうまくできると思っていたのに。卑屈にもならず、溜め込むこともなく、要領よく楽しく子育てができるような気がしていた。そんなに甘くはなかった。

「……っ、くっ……ふっ……うう──っ……！」

　一人になったことで気が緩んで、気付けば涙が溢れ出ていた。頬に熱い涙がハラハラと零れていく。一度泣き出すと涙腺が壊れたみたいに尋常じゃない量の涙が出てきて、嗚咽が止まらない。

　どうやっても止められないので、まとっていたバスタオルに顔を押し付ける。しばらくそのままの姿勢で泣き続けた。

　──私、こんなに手のかかる女だったんだ。悔しい。消えちゃいたい。

　私の中にある言葉が私を総攻撃する。止まらない涙とともに、自分を責める言葉も止まらなくなっていた、そんな時──〝コンコンッ〟と控えめなノックの音がした。

『……みつき？』

　ドアを一枚挟んでくぐもって聞こえる声。その声に脱力する。

（……ああ）

　なんだかんだ優しい才川くんは私を放っておかない。それに対して私は、〝なんで放っておいてくれないんだろう〟とイライラする。本当は放っておかれたくないくせに。もし放っておかれたら、悲しくなって怒るくせに。

『大丈夫か』

「……大丈夫」

　少し間を置いてしまったことも、嫌になる。こんなの「大丈夫じゃない」って言ってるみたいなものだ。それなら素直に「大丈夫じゃない」って言えばいいのに、言えない。「大丈夫じゃない」って言った後にどんな言葉を継ぎ足せばいいのかわからないから。

　才川くんは無理にドアを開けてくることなく、私に自分から出てくるよう促してくる。

『そこは寒いだろ。こっちでちょっと話そう』

「……嫌。一人にして」

『みつき』

「ちょっとでいいから一人にしてよ」

　子どもじみた自分の返事に嫌気がさす。才川くんも、こんな面倒な私のことなんて放っておけばいいものを、なかなか立ち去ってくれない。

『みつき、早く出て──』

「ひどいこと言いたくないの！」

　思うより大きな声が出てしまった。自分が冷静じゃなくなってきているのを感じる。ダメだ。まずい。このままじゃ……。

　落ち着くまでここで一人引きこもっていたいのに、才川くんがそれを許してくれない。

『言えばいいだろ。何をそんなになるまで我慢してるんだ』

「言えるようなことならすぐ言ってるっ……」

『言えないようなことって何』

　しつこい。黙って。あっちへ行って。

　彼のなんでもない言葉さえ気に障って、心無い言葉を吐きそうになる。これはだいぶキてる。こんな状態で本音なんて絶対に話しちゃダメだ。

『黙ってたらわからない』

　声の発生源が移動する。聞こえる音と気配で、才川くんもずるずると床に座り込んだのがわかった。脱衣所のドア一枚を隔てた向こう側に、彼も私と同じように床に座っていると思うと、少し滑稽に思えた。

　私が無視を決め込んでも、才川くんは根気強く話しかけてくる。

『みつき。話そう』

　それでも私が頑なに何も言わないものだから、さすがに彼も疲れてきたのか大きなため息が聞こえてきた。当たり前だ。仕事で疲れて帰ってきたら子どもが大泣きしていて、子どもをあやして寝かしつけたと思ったら、今度は妻が脱衣所に閉じこもっているんだから。嫌気がさしてため息が出るのも仕方がない。

　決して彼を困らせたいわけじゃなかった。ここはなんとか涙を止めて、適当な言い訳を考えて明るく廊下に出ていくべきか。

　そんな、何の解決にもならないことを私が考えていたら、再びドアの向こうから声がする。

『……わからないんだよ。結婚してもう長いのに、それでも……悪いけど、わかってやれない。俺はお前みたいにエスパーじゃない』

「……誰がエスパー……」

　物言いはふざけているけど才川くんは真剣だった。耳をすませば聞き分けられる。話す声のトーンや、間合いの取り方。緩急。考えながらしゃべっている気配。呼吸。言葉の勢い。

　ドアの向こうから真剣に語りかけてくる。

『想像はできるけど想像でしかないし、当てずっぽうじゃ意味ないだろ。俺の自己満足じゃなくてさ……お前が何に傷ついて、苦しいと思ってるのか知りたい。みつき。ほんとに思ってることを教えて』

　彼の声は弱々しくもひたむきだった。聞いていると、〝私も真摯に答えなきゃ〟と思わせられる声。

　私はバスタオルから顔を上げ、嗚咽を堪えながら打ち明ける。

「……〝不公平だ〟って思った」

『……何が？』

「才川くんは仕事で毎日いろんな人と会えるし、話せるし。私ほどは前と生活変わらないよね」

　口火を切ると溢れ出す。今まで喉元で塞き止められていた言葉たちが一気に押し寄せて、放出する。そこから先は一息だった。

「産後に体形が変わるのは私だけ。椛と接する時間もそう。才川くんは一日中椛を見てる必要もないし、ちょっと育児に参加したら周りから〝イクメンだね〟って褒められるんでしょ？　──私は褒められない。椛をお風呂に入れても、オムツを替えても、眠いのを我慢して授乳しても、誰も褒めてくれない！」

　早口で言い切ると、脱衣所と廊下が〝しん……〟と静まり返った。泣きながら捲し立てたせいで少し酸欠気味で、肩で息をしている私は、完全に〝ヒステリーを起こした人〟。

　一方で、言葉にしたことで〝これが私の本心か〟と腑に落ちていた。東郷さんが口にした〝イクメン〟という言葉への違和感。私が彼と同じだけのことをして、それを誰かが認めてくれるわけでも、そんな私を認めてくれる言葉があるわけでもない。

　ドアの向こうにいる才川くんは黙っていた。〝愛想を尽かされたかもしれない〟と、私は真面目に考えた。ここまで感情を露わにして当たり散らしたのは長い結婚生活の中でも初めてで、才川くんは私のこんな一面を知らない。ヒかれても仕方がない。

　黙っていても確かにそこにいるのを感じる距離感で、私は彼の次の言葉を待っていた。

『……そうだな。〝不公平〟っていうのは同感。子どもは二人で望んでつくるのに、いざ産んで育てるってなると母親のほうが大きい犠牲を払う。体の変化も仕事のことも、育児でしんどい思いをさせてるのも、俺の責任だと思う』

　才川くんのせいだと思っているわけじゃない。

　彼が本当に自分のせいだと思ってしまっていそうでチクリと胸が痛んだ。彼にできる精一杯をやろうとしてくれていたと知っているから、余計に痛い。

（どうしよう……）

　こうなってしまう気がしたから言いたくなかった。私の理不尽な不満は、理不尽なくせにきっちり才川くんのことを傷つけてしまう。だから何が何でも私は言葉を飲み込んで、自分の中だけでこの感情を完結させるべきだったのに。

　もう取り返しがつかないことを悔いていると、再び才川くんの声。彼の話にはまだ続きがあった。

『でも一つだけ否定したい』

「……なに？」

　一つでいいんだろうか。私が言っているのはたいがいどれも才川くんにはどうしようもないことで、繰り返すがかなり理不尽なことばかりだ。──そんな中でたった一つ、彼が否定したいことって何？

　興味が勝って、私は話の続きを待った。

　才川くんがゆっくりと口を開く気配。

『俺は……自分のことを〝イクメン〟だなんて思ったこと、一度もないよ』

「……あ」

『みつきに比べたら半分もできてない自覚があるから、自分を立派だとは思わないし〝これが理想〟とも思わない。椛を風呂に入れるのも、できる限り家事をするのも……何も特別なことじゃない。全部俺が〝父親〟だからだ』

（──そうだ）

　彼の言葉を聞いているうちにまた涙が瞳に膜を張る。──そうだったじゃないか。

　才川くんが椛の世話をする時も、家のことをする時も、彼は一度も「手伝う」とか「やってあげる」といった言葉は使わなかった。他人事だったことなんて一度もなかった。いつだってちゃんと当事者で、私と同じ目線で話をしてくれていたのに。

「っ……ごめん、なさっ……」

『なんで？』

「ヒステリー起こして、ごめん……こんな……ごめんなさい」

　気付けば頭を垂れ、蹲ってボロボロに泣いていた。情けなくて、みじめで、大きな嗚咽が止まらなくなる。

　才川くんにだけはひどい言葉を投げつけたくなかった。それは心のどこかで、彼が一つも悪くないことをわかっていたから。それなのに言ってしまった。ぶちまけてしまった。

　──脱衣所のドアが開く。顔を上げると、膝立ちの才川くんがドアの隙間から私を見つけ、見下ろしているのが見えた。子どもがかくれんぼをして見つかる時はちょうどこんな目線になるんだろうか。

　椛を寝かしつけてくれたらしく、ドアの外に現れたのは彼一人だけ。コートとジャケットを脱いでワイシャツ姿になった彼が、目をまん丸くして私を見ている。

「……単身赴任のあの夜以来だな。そのマジ泣きの仕方は」

「っ……見ないで……あっちに行って」

「まだ言う？　しかも、何も着てないし」

　当然願いは聞き入れてもらえず、才川くんは私が顔を隠そうとした手を捕まえて無理やり顔を上げさせる。そして私の膝の上に落ちていたバスタオルを拾い、ごしごしと雑に私の顔を拭いた。

「んやっ……じっ……自分でするからっ……！」

「いいから俺にさせて」

　顎まで垂れた涙を拭かれ、洟もかまされ、まるで子どものような扱いに〝何してるんだろう私……〟と客観的になって冷静さを取り戻す。そのうち私の涙が止まると、才川くんは再び私にバスタオルを羽織らせ、頭を優しく抱き寄せてくれた。

　自然と私は才川くんの胸にしなだれかかる体勢になる。座ったまま抱きしめられ、彼の顎が私の頭上に乗る。背中に回された手がぽんぽんと背を撫でていく。

　頬をぺったりとくっつけた彼の胸のワイシャツからは、仄かに汗の匂いと彼の肌の匂いがした。規則的に脈打つ心音を聞いて、彼の匂いに包まれていると、ささくれ立って凶暴になっていた私の心は段々と鎮静化していった。

　頭の上から低く優しい声がする。

「……落ち着いた？」

「……うん。本当にごめん」

　冷静になると、一番に気になるのはやっぱり椛のこと。

「……椛、ちゃんと寝た？」

「うん、ベッドに置いたら一瞬だった。泣きまくってさすがに体力が尽きたのかも」

　そう聞くとチクッと胸が痛い。泣き止ませてあげられなかったことと、叩いて更に泣かせてしまったことが思い出されて罪悪感が蘇る。

　私は彼の胸に頬をくっつけたままぼんやりと打ち明けた。

「……才川くんに言ったことは、ただの八つ当たりなの」

「うん」

「私がいくらあやしても泣き止まなかった椛が、才川くんに抱かれて簡単に泣き止んだから……嫉妬もあったと思う。本当にごめんなさい」

「あ、そんなこと思ってたのか…………謝らなくていい。俺のせいでもあるし。お前があやしても泣き止まなかったのは、みつきが疲れてることが椛には伝わってたのかもしれないなって……」

「え？」

「〝早く帰ってきて助けろ〟って俺を呼んで泣いてたのかも」

「そんな……」

　そんなわけがない。

　才川くんの優しい解釈を否定しようとしたら、より強い力で〝ぎゅっ〟と抱きしめられた。肌に彼の腕が食い込むほど強く、しっかりと。

　彼は〝ふぅ〟と息を吐いた。

　それは何のため息か。今度こそ〝手のかかる嫁だ〟という意味の呆れたため息だと思った。──そうではなかった。

　才川くんは感服したように言う。

「お前はすごいよ……。椛のことで手一杯なはずなのに、俺にまで〝傷つけちゃダメだ〟って気ぃ遣って」

「……すごくない」

　結局こんな風にぶちまけてしまったのに、褒められると居た堪れない。一方で、〝頑張ってたんだな〟と認めてくれるようなニュアンスで言われると泣きそうになる。

　私はせっかく止まった涙がまた零れることがないよう、じっと堪えていた。

　才川くんはそんな私を抱きしめたまま話し続ける。

「なんだろうな……。単身赴任の時にあれだけ〝思い込みはやめる〟って決めたのに、結局どっかでみつきのことを〝強い〟って思い込んでたんだ。今こうやって教えてもらったら〝そりゃしんどいよな〟って理解できるんだけど」

　それでよかったのに。才川くんが私を強いと思っていたのは、私自身が〝そう思われたい〟と願って、そんな立ち居振る舞いをしてきたからだ。いつでもできる限り明るく前向きに振る舞って、彼を癒せる妻でいたいと努力してきた。

　──それが今回、感情が爆発して、私の面倒な一面が露見して。

　こんなに優しくされても、心のどこかでは〝見損なわれたんじゃ〟と怖くなる。

「……ごめんなさい」

　もうそれしか言えない。

「だから謝らなくていいって」

「本当にごめん……」

「みつき。気にしすぎ」

「でも」

「大丈夫だから」

　被せ気味な彼の言葉に私は口を噤んだ。

　才川くんは低く抑えた声で、力強い言葉で、私を諭す。

「ひどいこと言ったっていい」

「えっ……」

「俺はお前のことを〝強い〟って思い込みがちだけど……逆に、お前の中で俺はどれだけメンタル弱いことになってるんだ」

「や、違っ……」

「自分がちょっと八つ当たりするくらいで俺が傷つくと思ってたんだろ？　それで〝ひどいこと言いたくない〟って、こんなになるまで溜め込んでたんじゃないのか」

「ごめん、違う。才川くん、そうじゃなくて……」

「うん……何？」

　才川くんのことを〝弱い〟と思っているつもりはまったくなかった。私が感情をぶち撒けないように気を付けていたのは、ただ……。

「〝こんな面倒なところを見せたら嫌われる〟と思って……それがイヤだった。嫌われたくないから隠したかった。〝才川くんを傷つけたくない〟とか、そんな綺麗な理由じゃないの。自分のことばっかりなの。だからっ──」

　だからすごくなんかない。褒めてもらえるようなことは何一つない。

　必死で自分の気持ちを説明していたら、途中で上を向かされ──口を口で塞がれた。

「んむっ……」

　脈絡のないキスに目を剥く私。両頬はいつの間にか彼の大きな手のひらに包まれていて、顔をがっちり固定された状態でのキス。

　唇の表面をしっかりくっつけてするキスは五秒ほどで終わり、ゆっくり唇を離すと、才川くんは再び自分の胸に私の頭を抱き寄せた。彼の表情は見えない。一体どんな顔をしているのかわからない中、彼はぶっきらぼうに言った。

「──そんなことで嫌いになるわけないだろ、今更」

　そしてこう付け足した。




「何年夫婦やってるんだよ」




　──それもそうか、と。

　私はキスで、ぶっきらぼうに放たれた彼らしい言葉で、納得してしまったのです。







　その後、私は才川くんに促されてお風呂に入りなおし、頭と体を洗ってゆっくり体を温めた。泣き腫らしたひどい顔は洗ってもひどいままで、スキンケアをして髪を乾かし、歯を磨き終わってもひどいままだった。

　バツの悪さを残したまま寝室に向かうと椛は本当にぐっすり眠っていた。泣き叫んでいたのが嘘みたいに穏やかな寝顔を見つめ、私が叩いてしまった手の甲を擦る。〝ごめんね〟と念じて擦っていると、椛はくすぐったそうに手を引っ込めた。

「みつき」

　ご飯を食べ、お風呂からあがって寝る支度を整えた才川くんと一緒にベッドに入る。時間が経つほどに布団の中はポカポカしてきて、足先まで温かい。

　今日一日満身創痍だったので、私は早くも眠りに落ちそうになっていた。

　そんな中、才川くんが囁いてくる。

「俺も反省してることがあるんだけど……」

「……なぁに？」

「急に〝一人で風呂に入れなきゃいけない〟なんて困っただろうなと思って……ごめん」

「え、あ……」

「〝できる限り俺がやる〟ことが大事なんだと思ってたけど、そうじゃなかったなって。どうしてもお互いにできないことは出てくるだろうから、そういう時にカバーし合えるように準備しておくことのほうが大事だなってわかった」

「なるほど……たしかに」

　そうかもしれない。〝相手に迷惑をかけないように〟じゃなくて、〝どうやって二人で協力するか〟を考えたほうがきっとうまくいく。

　才川くんはそのための具体策を考えていてくれたらしい。

　いつの間にか布団の中で私の手を握って、彼は一生懸命語りかけてきた。

「明日は三人で風呂に入ろう。椛と入るときのコツを教える。あと……風呂にベビーチェアがあればもっと楽だろうなって思ってたんだ。それも買いに行こう」

「うん」

「みつきは俺に覚えてほしいこと教えて」

「わかった」




　その姿を見ていて私はしみじみと、〝この人と家族になってよかったなぁ〟と思った。








四章　才川夫妻の愛し方　～椛、２歳５ヵ月～









　東水広告社の昼下がり。オフィスに設置された壁掛け時計に目をやると時刻はちょうど午後四時になっていた。俺は椅子から立ち上がり、遠く離れたマーケティング部の島にあるみつきのデスクに目を凝らす。

　彼女は一つ隣の席にいる入社一年目の後輩と同じパソコンの画面を見つめ、何やら話し込んでいた。

（……ちょっと近すぎないか？）

　みつきがこの春からトレーナーをすることになった新人は男だった。まだスーツに着られているような初々しさと、何に対しても恐々とした様子で取り組む慎重さ。眼鏡で、どちらかといえば内気そうで──しかし〝綺麗な顔をしている〟と、女性陣の間では早くも人気になっている。

　どうして彼女がトレーナーをすることになったのか。俺は〝育休明けだしみつきが指名されることはないだろう〟とぼんやり思っていたのだが、甘かった。うちの会社は育休明けだろうと時短だろうと、新人のトレーナー候補からはずされることはないらしい。

　加えて、みつきは復職する際、元いた営業部ではなくマーケティング部に配属された。通常は現業復帰が原則だが、マーケティング部で女性社員の産休・育休が集中していて人員不足なことが理由だった。

　かくしてみつきはマーケティング部の新人のトレーナーになり、社内の運用ルールから社会人の基本的なマナー、分析ツールの使い方など、あらゆる面で彼のお世話をすることになった。それ自体は構わない。みつき本人も初めてトレーナーをやることを楽しんでいるように見えるし、何より仕事なのだから。

（それにしたって近すぎないか？）

　見ればパソコンを使った何かを教えていることはわかるのだが、みつきが何気なく説明しているのに対して新人の男は明らかに緊張している。元々緊張しぃなのか、女性への耐性がないのか、はたまた相手がみつきだからなのか……。

（あっちまで話しに行こうかな……）

　焦れて、二人がいる席まで歩いていこうとした時。みつきが自分の腕時計を見る素振りをしたので、俺はその場に留まった。四時になっていることに気付いたらしいみつきはパッと椅子から立ち上がってこっちを向く。

　そして、手で大きくバッテンをつくり、俺にサインを送る。

（〝お迎えＮＧ〟ね……）

　手元のスケジュール帳をパラッと捲る。俺のほうはこの後の時間、打ち合わせなどは入っていない。他の資料作成や請求作業も、明日以降に回して問題ないものばかりだ。

　みつきがサインを送ってきたのに倣ならって手で大きくマルをつくる。〝お迎えＯＫ〟のサイン。こうして、今日は俺が椛の保育園のお迎えに行くことに決まった。

「……ふふっ」

　隣の席で東郷さんが笑う。俺の視線に気付くと彼女は悪びれることなく「あ、ごめんなさい」と軽く謝った。

「いや……悪い。隣でこんな動きされたら気になるよな」

「いえいえ、どんどんやってください！　椛ちゃんのお迎えでしょう？　二人でサインを送り合ってるのが微笑ましくて、四時になったら私まで二人を見ちゃうようになりましたよ～」

「ははっ……」

　笑って誤魔化すしか他に言いようがない。日課なので慣れつつはあるが、さすがに俺だってこれはちょっと恥ずかしい。

　当初はメッセージアプリでお迎えの可否を連絡し合っていたが、途中でみつきから「素っ気ない文面で〝無理〟って言われるとムカッとくるから、方法を変えたい」と申告があった。

〝思うところがあればなんでも教えてほしい〟とみつきにお願いした手前、そう要求があれば改善せざるを得ない。いくつかアイデアを出し合った結果、メッセージアプリはやめて目を見て伝えるこの習慣ができあがった。

（俺的には、内線で充分な気もするけど……）

　みつき的には家庭の会話を近隣の席の同僚に聞かせることに抵抗があるらしい。今のサインを送り合う方法のほうがよっぽど恥ずかしいと思うのだが、あいつの感性はよくわからん……。

　とにかく、残りの仕事をなるべく進め、定時である午後五時半にはそそくさとオフィスを出る。

「じゃあ東郷さん、後を任せてごめん。お先」

「はい、お疲れ様です。椛ちゃんによろしくです～」







　保育園は、運よく自宅からそう遠くないところに入ることができた。入園したのは椛がもうすぐ一歳になろうという頃で、五月生まれの椛はちょうど０歳４月クラスに入ることができ、一歳クラスよりも格段に倍率が低かったことが幸いした。

　現在二歳五ヵ月。たまに熱を出すこともあるが、本人は保育園を楽しんでいるらしい。お迎えは原則午後六時半まで。お互いにどうしても迎えが難しい時は延長保育をお願いするが、定時通りに会社を出ることさえできれば充分間に合う時間。

　到着したのは六時十五分頃。指定のＩＤカードをかざして入室すると、ちょうど他の親御さんたちもお迎えに来ていたタイミングらしく教室が混み合っていた。保育士の先生が一人ずつ順番に対応してくれるのを待ちながら椛の姿を探していると、斜め後ろから声をかけられる。

「才川さん」

　振り返ると、うっすらと見覚えのある女性が立っていた。華やかな顔立ちで、歳は俺とそう変わらなさそうな三十歳前後。少し明るめの茶髪を巻き、前髪をふんわりとアップにしている。

（誰だっけ……桜ちゃんのお母さん？）

　名前を呼ばれたので面識はあるはずだが、いかんせん人の名前が覚えられない。かろうじてまだ覚えているのは、椛と交流のある子どもの名前くらいだった。

　これが仕事ならば難なく覚えられるのだが、退社後はどうもそういうスイッチが切れてしまうらしい。みつきは会社でたくさんの人とやり取りしつつ、保育園のコミュニティーでもちゃんと誰が誰かを把握していて、純粋にすごいと思う。

「今日は旦那さんがお迎えなんですね」

「そうなんです。今日は私のほうが時間に融通が利いたので」

「奥さんと同じ会社にお勤めなんでしたっけ？　旦那さんが協力的で羨ましいわ～」

　桜ちゃんのお母さんはころころと笑う。それに対して返事に困り、「いえ」と曖昧に笑った。同じタイミングでお迎えにきていた人たちの顔ぶれを見ると、ちらほらと男性の姿もある。自由業と思われる私服の人や、会社勤めであろうスーツの人。男親が迎えに来るのはもう決して珍しくない。

　桜ちゃんのお母さんとの間に特に話題が見つからず困っていると、教室の中で友達と人形遊びをしている椛の姿を見つけた。

「椛」

　名前を呼ばれて、椛はピクッと反応したと思うと、保護者たちが集まる通路をきょろきょろ見回す。もう一度俺が「椛」と声をかけるとそれを頼りに俺の姿を見つけ、〝パァァッ〟と顔を輝かせた。

「パパぁぁぁぁぁっ！」

　遊んでいた人形を床に取り落とし、一目散に突進して抱き着いてくる椛。

　仕事鞄を床に置いて、突進してきた椛を抱き上げる。

「きょうパパの日!?」

「うん、パパの日」

「きゃ～！」

　俺の姿を見つけるなりわかりやすくテンションを上げてくれる、この反応が愛おしい。

　あんなに小さかった椛も二歳を過ぎるともうしっかりとした〝子ども〟になった。身長はもう俺の股下くらいまでの高さはある。体重は十キロを超え、五キロのお米二袋分かと思うと〝そりゃ重くなったわけだ〟と納得する。

　顔は成長するにつれて更にみつきに似てきたような気がする。愛嬌のある大きな瞳が、特に。

「あのねぇ、きょうはねぇ、おだんごちゅくった！」

「お団子つくったのか。上手にできた？」

「うん！　それからねぇ……」

　今日の出来事を聞いてほしくてたまらなさそうな感じがかわいい。言葉も、つい最近までは単純な音の単語や、〝あちち〟や〝ブーブー〟など赤ちゃん用に噛み砕いた言葉を使っていたのに、今はたくさんの言葉を理解して使いこなしている。サ行とタ行、ラ行がちょっと苦手みたいだが、上出来だと思う。

　俺は相あい槌づちを打って椛の話を聞きながら、彼女を抱っこしたまま連絡ボックスの中に入っている連絡帳とプリントを回収する。

　ちょうどその時、背後から声をかけられた。

「椛ちゃ～ん」

　男にしては少し高めの声に振り返ると、エプロンを着けた大柄の男がそこに立っている。椛はそいつの姿を見るなり嬉しそうに声をあげた。

「あっ！　ヨウジ先生だ！」

　椛のクラスを担当する保育士、〝ヨウジ先生〟こと里さと見み陽よう士じ郎ろう先生は、俺より少し年下の二十八歳。髪は染めていないものの少し鬱うっ陶とうしめの長い黒髪に、チャラついた雰囲気。耳にはピアス穴の名残。一八五センチほどありそうな身長と、シャツの上からでもわかる筋肉質な体格。

　ヨウジ先生は初対面の時から変わらない人懐っこい笑顔で話しかけてきた。

「椛ちゃんのパパさん、こんばんは」

「こんばんは。今日もありがとうございました」

「いえいえ。今日のお迎えはパパさんでしたか～」

　ヨウジ先生はいろいろと緩い。しゃべり方も、雰囲気も。子どもを相手にしているからか表情は柔らかく、童顔なのも相まって実年齢より若く見える。

　最初は保育士らしからぬ雰囲気に〝この先生大丈夫か？〟と不安になったものの、保育中の子どもの様子を事細かに教えてくれることから保護者内での人気は高かった。それだけじゃなく、子どもからも。大柄な体だからこそ成せるパワープレイは、遊びたい盛りの園児に大人気だという。

　人を見かけで判断するもんじゃないなと反省した。椛もヨウジ先生には懐いていて、彼が近付いてくると俺の肩越しに「いぇ～い！」とハイタッチを交わしていた。

　──しかし、俺はこの男のことが好きじゃない。

「椛ちゃんのママ、会いたかったなぁ～」

（でた）

　こういうことを平気で言ってくるところが、好きじゃない。

　ヨウジ先生はみつきに対して好意を持っているらしく、なぜかそれをまったく俺に隠そうとしない。最初はそういう新手のジョークだと思って笑って受け流していたが、俺が椛を迎えに来るたびにチラつかせてくるので、いよいよ本気か冗談かわからなくなってきている。

　純粋な椛はケラケラ笑って言う。

「ヨウジ先生、ほんとにママのこと好きね！」

「大好きだよ～！　なんなら椛ちゃんのパパになりたいくらいだよ～！」

「おい」

　あまりに聞き捨てならなくてつい敬語も崩れてしまった。直後に〝しまった〟と思ったが、ヨウジ先生は特に気にせずケラケラと笑っている。

「冗談ですよ～！　今のところは！」

「今のところは……？」

　いちいち引っ掛かる物言いをするところも好きじゃない。

　からかわれているんだろうか？　歳が近くて同性だから？

（いや、ダメだろ）

　一度ここらでガツンと真面目に文句を言ってやろう……と思った矢先。ヨウジ先生は「あ、そうだ」と話を区切った。

「椛ちゃんのオムツがなくなりそうなので追加をお願いできますか」

「あ、はい」

「オムツには名前をお願いします。ビニール袋も三枚。それから──」

「あ……すみません待ってください。メモします」

　ヨウジ先生が急に真面目な連絡に切り替えたので俺はタイミングを逃した。椛に腕から下りてもらって鞄の中から手帳を取り出す。ヨウジ先生に指示されたことを俺が漏れなく書き留めると、最後に彼は言った。

「──まあ、奥様が全部ご存知かと思いますけど！」

「……はあ」

「ほんとに椛ちゃんのママはしっかりされてますよねぇ、あんなにふわふわ可愛らしいのに」

「どうも……」

「それに対して椛ちゃんのパパは、まだ椛ちゃんと接するときに照れがありますよね」

「え」

「格好つけすぎというか、ちょっと冷たいっていうか……」

「そうですかね……？」

　やっぱり、からかわれているんだろうか。たまに椛のお迎えで顔を合わせると、やたらと突っかかられるような気がする。

　本当にみつきに気があるのか？

（意外と年下ウケがいいんだよな、あいつ……）

　新人の高橋といい、ヨウジ先生といい。どちらもみつきが既婚者だと知った上で純粋な好意を向けていそうだから困る。そうなると会社での溺愛設定も虫除けの効果を発揮しないから。

　俺が釈然としない気持ちでいると、椛が〝もう用事は済んだでしょ〟と言わんばかりに脚に張り付いて、よじよじと登ってくる。

「だっこ！　だっこ！」

「……うん」

　かわいい。仕事終わりで疲れている体で長時間の抱っこは正直疲れるが、しかしかわいい。椛がこうして常に俺を求めてくれるから、余計な嫉妬に頭を悩ませている暇はあまりない。それが有難かった。

　再び椛を抱き上げる。

「帰ろっか、椛」

「うん！」







　保育園を出ると、俺と椛はまっすぐ家には帰らず、帰路の途中にあるスーパーに寄った。俺が会社を出た後、みつきからメッセージが送られてきていたのだ。

　メッセージの内容は謝罪とお願いだった。〝今日は元々夕方にトレーナー研修が入っていたのを忘れていて、お迎えに行けなくてごめん〟ということ。〝スーパーに寄ると遅くなりそうだから、できたら代わりに買い物もしてほしい〟ということ（ご丁寧に〝今日はこれを作るつもりです〟と某レシピサイトのＵＲＬが貼ってあった）。

（今日はチキンライスか……）

　スーパーに足を踏み入れると、椛は〝買い物カゴを持つ〟と言って聞かなかった。

「椛。今日は重いものも買うからパパに貸して」

「や！」

　なんでも自分でやりたいお年頃。無理に買い物カゴを奪おうとすると凄まじく怒るので、重ための牛乳や野菜なんかはしばらく手で持ち運び、椛が飽きた頃にカゴを回収した。







　夕食の材料とその他の生活用品を購入して、帰宅。靴を脱いだらまず洗面所に行き、椛用の台の上に乗せて手を洗わせる。続いて、さっきのスーパーで買ったオレンジジュースを一緒に飲んで一息つく。

「パパこれから晩御飯の準備しようと思うんだけど、一人でアニメ見てられる？」

「んー……」

　すんなり「うん」とは言わない。椛は迷っていた。隣で一緒にアニメを見てほしい気持ちと、おとなしく言うことを聞いて〝偉い〟と褒めてほしい気持ちがせめぎ合っている。

　さんざん迷った末に、椛は小さな声で「できりゅ」と答えた。

「できるか。椛、えらいなぁ」

「きゃ～!!」

　褒めてくしゃくしゃと頭を撫で回すと嬉しそうに体を捩る。

　椛が宣言通りおとなしくアニメを見ていてくれたお陰で難なくチキンライスの下準備をすることができた。といってもやることは簡単で、みつきが送ってきたレシピは具材を炒めず鶏肉、たまねぎ、にんじんを切って調味料と一緒に炊飯器にぶち込んで炊くというもの。

　準備ができたら後は炊き上がるのを待つだけ。みつきもまだ帰ってくる気配がないので、先に椛を風呂に入れることにする。

　頭はまだ俺が洗っているが、最近体は自分で洗えるようになってきた椛。気が向けば俺の背中を洗ってくれたりもするので、本当にいろんなところで成長を感じさせられる。

　二人とも頭と体を洗い終えて湯船で少し遊ぶ時間。椛は昨日までのお気に入りだったジョウロには目もくれず、今は定番のお風呂グッズである黄色いアヒルに夢中になっている。アヒルの中にお湯を溜め、椛がぎゅっと握るのに合わせて口から飛び出す水鉄砲が俺を襲う。

「アヒルー！」

「うわっ」

　水にやられた素振りをすると喜んで、何度もベコベコとアヒルを握る。最初はそれで喜んでいた椛は段々罪悪感が芽生えてきたのか、「パパごめんねぇ」と言っておとなしくなった。このあたりは女の子なのかなと思う。

　少し落ち着いた椛を膝の上に乗せる。そのタイミングで、俺はずっと気になっていたことを椛に訊いてみた。

「ヨウジ先生とママってどう？」

「えー？」

「保育園で二人でお話してる時どんな感じ？」

「うーん……？」

　俺の質問が抽象的すぎるせいか、椛は答えに困っていた。俺自身〝子どもに何訊いてるんだ〟と自分に呆れる。一体どういう答えなら満足するのか。

〝保育園の先生相手に嫉妬してる〟なんて椛にもみつきにも絶対にバレたくないので、これ以上の質問はできない。「やっぱり今の質問はなーし」と打ち消して、その後は椛が保育園で習ってきた歌を一緒に歌った。







　お風呂から上がると間もなく八時。みつきから〝もう家に着きます！　ほんとにごめん！〟とメッセージがきていた。椛の髪を乾かす傍ら手短に〝大丈夫〟と返事を送ると、俺に背を向けて髪を乾かされていた椛がこちらを振り返る。

「ママはぁー？」

「もうすぐ帰ってくるって」

　保育園に迎えに行った瞬間や、俺が仕事から帰ってきた瞬間は〝これでもか〟というほどに喜んでくれるが、しばらく俺と二人きりの時間が続くと必ず「ママは？」と言い始める。

（やっぱりみつきの傍が一番安心するか……）

　その気持ちはわからなくもなかった。母乳を飲ませてくれて、眠るときも胸を口に含ませながら添い寝してくれていた母親の絶対的な安心感は、もう椛に深く刷り込まれているはずだ。

　頭では〝母親には勝てない〟と理解している。

　ただ、やっぱり、それでも……「ママのほうが好き」とはっきり言われてしまうと辛いので、「パパとママどっちのほうが好き？」という不毛な質問は絶対にしないことに決めている。

「できた」

　すっかり乾いてふわふわになった椛の頭をぽんぽんと叩く。椛は温風が心地よくて眠くなってしまったようで、振り返って俺に抱き着きながらぼんやりとした声で言う。

「ママまだかなぁ」

　さっきからそればっかりだ。

　あまりにそればっかりだから、俺もつい口をついてこんなことを言っていた。

「椛はほんとにママのこと好きだな」

「うん。だいすきぃ」

　眠そうながら〝にこぉっ〟と笑うその顔が、過去に誰かさんが「好きになってしまったかもしれません」と言ってきた時の顔にそっくりで、きゅぅぅっと胸を締め付けられる。なんだこれ。瓜二つじゃないか。

　あまりの愛くるしさに言葉を失っていると、椛は顔を俺の胸にすりすりして甘えながら話しかけてくる。

「パパぁ」

「うん？」

　もしかしてパパにも「だいすきぃ」やってくれるのか？

　大歓迎なので期待して待っていると、椛はこんな質問をしてきた。

「パパはぁ？　ママのことすき？」

「え……」

　そっち？

　不意を突いた質問に固まってしまった。黙り込んだ俺を不思議に思った椛が顔を上げ、もう一度「すきぃ？」と尋ねてくる。今度は澄んだ瞳で〝じぃっ〟と俺の目を見て。

「あ……んーと……」

　えっ、なにこれ。死ぬほど恥ずかしい気がするのは俺だけか？

　眠そうな椛の頭を撫でながら、どうやって返事をしようか考えあぐねていた。「好きだよ」とサラッと言えばいいだけなのかもしれないけど。

　一度言い淀んでしまったばっかりに、余計に言いにくくて。

「ええと……パパは──」

　恥ずかしいのを押して、どうにか答えようと思った時に──玄関のほうから〝ガチャガチャッ〟と鍵の開く音がした。その音を耳にした椛は寝ぼけまなこをパチッと覚まし、「ママだ──!!」と飛び上がって廊下を駆けていく。

「あ、おい椛っ……」

　切り替え早ッ！

　スタートダッシュで後れを取った俺は椛に追いつくことなく、廊下に足を向けた時にはみつきがもうリビング近くまで来ていた。ベージュのストッキングを穿いた脚にべったり椛に張り付かれながら。

「椛ただいま～。あ、もうお風呂入れてもらったんだね。あったかーい」

「パパとアヒルであそんだ！　それから、お歌もうたった！」

「そっかそっか。いいなぁ～」

「あとねあとね！　ほいくえんでおだんごちゅくった！」

　一度俺に聞かせた保育園での話を嬉々としてみつきに一から話そうとする。飛び跳ねながら今日の報告をする椛に「うんうん」と笑って相槌を打ちながらリビングまでやってきたみつきは、俺の顔を見るなり申し訳なさそうな顔をした。

「才川くん、ごめん。お迎えありがとう」

「うん」

「研修が長引いちゃって、遅くなってごめんね。すぐ晩御飯つくって──」

「チキンライスはもう作った」

「え？　……ほんとだ！　超いい匂いする！」

　椛を抱っこしながらいそいそとキッチンに向かうみつき。炊飯器を開け、椛と一緒にホカホカのチキンライスを覗き込む。

「椛～パパのチキンライスだ～！」

「チキンライシュー！」

　みつきは椛とそっくりな顔を突き合わせて「やったー！」と無邪気に喜びながら、くるっと俺を振り返って笑う。

「も～パパ大好き！」

（こいつ……）

　現金な〝大好き〟が憎たらしい。しかし悪い気はしないので、〝俺ってチョロいなぁ〟と思う。これくらいで〝大好き〟と言って笑ってくれるなら、次も喜んでやってしまうだろうなと思うくらい。男というのはつくづく単純にできている。

　みつきはさっき俺が椛に言えなかったことを、いとも簡単に言ってしまった。椛もみつきの真似をして、「もみじもパパ大好きぃ～！」なんて言っていて。

　娘と嫁の掛け合いは続く。

「ママのほうがパパのこと好き～」

「そんなことないもん！　もみじのほうがこぉぉぉんなにパパ好きだもん！」

「えー？　でもママは、パパと結婚してるもんね～」

「むきゃぁぁぁ！」

　これみよがしに結婚指輪を見せるみつきに、椛はみつきに抱っこされながら悔しそうに手足をバタつかせる。

（おとなげない……）

　しかもなんだ、そのこっぱずかしい会話は。どっちがより好きかを張り合う嫁と娘に口が緩みそうになるのを隠しながら、「早くメシにしよう」と二人を促した。







　食事を終え、みつきが風呂に入っている間に椛の歯を磨いた。最近はこれも「自分でやる！」と言うので、俺は椛から「できた！」と申告があった後に仕上げ磨きをする。

　奥歯まで生え揃った小さな乳歯が愛しい。それを丁寧に一本一本磨いていたら「パパ、ながぁい……」と椛からクレームが入る。おとなしく磨かれていてくれるが、仕上げ磨きはあまり好きじゃないらしい。

　うがいをさせて、夜の九時前に寝室へと滑り込む。椛を寝かせる時間として今は九時を目安にしていた。どうしても六時半までに迎えに行けない時は九時を超えてしまうこともあるが、〝基本的にはこの時間を守ろう〟とみつきとの間で取り決めていた。

　乳児の間は寝かしつけだけ夫婦のベッドでやって、椛が眠ると傍に置いているベビーベッドに移していたが、大きくなってきてからは椛が「一緒がいい！」と言うので、夫婦のベッドでそのまま川の字になって三人で眠るようにしている。

　椛が眠る前の時間、みつきと二人で絵本を読むことも珍しくない。

「〝どうしておばあさんのお口は大きいの？〟────あ」

　今日は『赤ずきん』を読んでいる途中で、椛はうつ伏せで絵本にへばりついて寝息をたてていた。

「いつもより早かったな」

「ほんとだね」

　うつ伏せから仰向けに転がし、頭を子ども用の枕の上に載せる。ダイナミックに動かされてもまったく目を覚ます気配がない。それほど保育園で力一杯遊んできたのか。はたまた、ヨウジ先生に力一杯遊んでもらったのか……。

（……思い出してしまった）

　椛を迎えに行った時のヨウジ先生のふざけた態度を思い出して胃がムカムカした。

　俺がそんなことに思いを馳せているとは露知らず、みつきは愛おしそうに椛の前髪を撫でて言う。

「才川くん……」

「ん？」

「今日、ほんとにごめんね。ギリギリでお迎え任せちゃって」

「ああ……」

　別によかった。みつき曰く〝前から決まっていた予定を忘れていた〟そうだが、それくらいのミスは誰にでもある。それにみつきが忘れていたということは、よっぽど忙しかったということだと思うので、責める気は微み塵じんも起きなかった。

　しかしみつきは浮かない顔をしている。

「なるべく才川くんをお迎えに行かせたくないんだけどね……」

「なんで？」

　それはさすがに気を遣いすぎだろう。みつきがまた〝自分がやらなきゃ〟と抱え込もうとしている気がしたので、考えを変えてもらおうと言葉を紡いだ。椛を起こさないように抑えた声で。

「コンペの時期とかじゃない限り気にしなくていい。どっちもフルタイムで働いてるんだから、平等に……」

「あ、いや、そういう意味じゃなくて」

「え？」

　みつきは言葉を詰まらせた。黙ったまま椛の髪を撫でて何かを考えていたかと思うと、ちらっと俺のほうを見る。

　その目は〝申し訳ない〟というよりも、今はどこかバツが悪そうな。

「……呆れないでね？　……才川くん、ママたちの間で人気あるでしょ」

「ん……？」

　思わぬ方向から話を切り出されて困惑する。……人気？

　みつきは何を憂いているのか。俺はちょっと予想がついてしまって、フライングでニヤけそうになった。

　みつきは最後まで言うか言うまいか迷った末に、ぽつりとこぼす。

「……私の知らないところでちょっかい出されるの嫌だ」

「……馬鹿だなお前」

　心に反した言葉が口から出ていた。内心はとても舞い上がっていた。

　──みつきが妬いている。それはあの単身赴任のとき以来のことで、その時同様、俺の中に不謹慎な喜びが満ちていく。まだそんな心配をしてもらえるんだと思うと嬉しい。

　我慢できず椛ごしに腕を伸ばし、みつきの顔にかかる髪をサラッと撫でる。みつきが気恥ずかしそうに目を伏せるので、グッときた。

（……かわいい）

　頬に垂れていたサイドの髪を彼女の耳にかける。露わになった形のいい耳。親指と人差し指で挟み、スリスリと撫でるとやんわり拒否される。

「やめて」

　その表情がどう見ても〝やめて〟という感じではなく、どちらかというと〝もっとして〟という気持ちが見え隠れしていて更にそそられる。いつもなら「ほんとは期待してるくせに」と言って苛めるところだが、今は自分から素直に求めたほうがいいだろうか。嫉妬を素直に伝えてくれたみつきのために。

（すごいな……）

　こういう嫉妬とか、子どもの前で「大好き」とか。すべてが簡単なわけではないんだろうけど、素直に口に出せるということにただただ感嘆する。

　自分には真似できないと思った。椛に「ママのこと好き？」と聞かれるとどうしても照れが入る。後輩やヨウジ先生に妬いていたことだって、みつきに「馬鹿だな」と言ってしまった手前、絶対に言えなくなってしまって。

　今晩の俺にできるのは、遠回しなことをせずにみつきを誘うことだけだった。

「……セックスする元気残ってる？」

　ストレートな言葉で確かめると、みつきは目を伏せて逡巡した後、そう時間をかけずにコクッと頷く。

　俺は椛の上から身を乗り出してみつきの額にキスをして、それから椛の頬にもキスをしてから、ベッドの足側を迂回してみつきを抱き上げ、彼女をリビングへ連れ去った。







　天井付けの照明は消して、フロアランプのふんわり柔らかい光だけを灯したリビング。フロアランプは椛が生まれてから購入した。みつきが「明るい部屋でするのは恥ずかしい」と言って、〝でも真っ暗なリビングでするのは危ない〟という話になり、購入に至ったもの。

〝子どもに隠れてリビングでこっそり愛し合うために購入した〟という経緯があるだけに、フロアランプの放つ明かりは心なしか淫靡に見えて欲情を駆り立ててくる。

　ソファも、前に使っていたものがボロくなったので、買い替える時にリクライニング機能のついているソファベッドを選んだ。大きな音をたてないようにソファをベッドに変形させ、真ん中にみつきを寝かせる。

　ついさっきまで天てん真しん爛らん漫まんな母親の顔をしていたみつきが、見る見るうちに色っぽく、女の顔になっていく。

「……脱ぐ？」

「……ううん、脱がない」

　椛がある程度大きくなるとそれが当たり前になった。万が一、椛が起きてきてしまった時、二人が素っ裸では言い訳に困るから。もう随分と裸で抱き合っていないような気がするが、仕方がないと自分に言い聞かせている。

　すべて脱がせてしまいたいのを我慢し、パジャマの前ボタンを上から三つはずして胸を露わにした。みつきは手で顔の下半分を隠しながら小さな声で言う。

「……やっぱり胸ちっちゃくなったよね？　筋トレとか頑張ってはみてるんだけど……」

　椛は二歳になる頃に卒乳した。妊娠後はかなり胸が張っていたようなので、それと比べれば確かにサイズダウンしたように思うが、妊娠前に戻っただけに見える。何も気にすることはないと思うけど、どう伝えればいいのか迷って「綺麗だよ」とまとめてしまった。

「っ……もう、またそんな嘘っ……あっ……」

「ん……嘘じゃない」

　露出した胸の先っぽを口に含むと、舌の上で乳首がツンと尖っていくのがわかる。

〝綺麗だ〟と言ったのは嘘でも気休めでもない。椛を産んでから、みつきは確実に綺麗になっていた。内側から滲み出る強さが、彼女をより凛りんと輝かせているというか……それもやっぱりうまく伝えられないけれど。

　現にみつきがトレーナーをしている新人の高橋も、保育園のヨウジ先生も、彼女に好意を持っている。〝そういう目で見ている〟とまで言うつもりはないけどそれでも、子どもを産んでより魅力的になって、それが男の気を引いてしまうのは確かだと思う。

　今日は優しくしようと思っていたのに、気付けば乳首に少し強めに歯を立てていた。

「あッ……待って、そんなっ……あぁんっ……」

　育児に家事に仕事にと奔走する彼女を労わりたい気持ちが半分。もう半分は、〝俺のことしか考えられない体にしてやりたい〟。──そんな仄暗さは今でも健在で、俺はみつきを抱く時、なかなか複雑な気持ちを抱えている。

　胸の尖りを甘噛みする合間に囁いた。

「……ズボン下ろしたいから腰浮かせて」

　そろりと浮いた腰の裏に手を滑らせ、ズボンをショーツごと一緒に足首まで下ろす。

　みつきは恥じらって脚を閉じながら言った。

「あ……ブランケット取って」

「うん」

　ソファに掛けてあった一枚のブランケットを取り、自分とみつきの下半身を隠すように掛ける。これもとっさに椛に見られないための工夫。

　ブランケットで覆い隠した中、しとどに濡れたみつきの割れ目に指を滑らせる。節や筋が彼女のイイところを刺激するよう、指先だけでなく指全体を押し付けて擦ると、みつきの口からは甘い声が漏れた。

「ふぁ……はんっ……あ、あぁっ……」

　とろとろ蜜が溢れてきてどんどん滑りがよくなっていく。

　いっそう硬く尖っている乳首を口の中で愛でて、もう片方の乳首を抓つまんで指で刺激してやることも忘れずに。そして、洪水を起こしている蜜口の少し上部分に付いている突起を親指でグリグリ押し潰す。

「あっ、あうっ……だめぇ……一度に、触っちゃっ……」

　二つの熟れた実と一つの敏感な核。同時に攻めると刺激が強すぎるのか、みつきはソファの上で激しく身を捩り、悶える。

　みつきの喘ぎ声は小さかった。気持ちよさそうだが〝絶対に声を出してはいけない〟と決めているような張り詰めた吐息。感じすぎないように我慢している険しい顔を見ていると俺のほうが興奮してしまって、早くみつきに挿れたくなった。

「はぁッ……挿は入いっていい……？」

「うん……」

　了解を得るなり自分のスウェットをずり下ろし、下着の中から自身を取り出す。声を抑えるみつきを見ていただけで充分に勃起していて、年甲斐のない正直な体に自分でも呆れる。

「ゴムは着けなくていいんだよな」

「うん。いいよ」

　避妊は椛が二歳になる頃からしなくなった。そろそろ椛に妹か弟をつくってあげたいという話になり、それからは自然の成り行きに任せている。

　許可をとると、弓なりに反り返る自身の先端の位置を調整し、みつきの穴に照準を合わせた。ソファベッドの上、彼女の体を押し潰さないように慎重に覆い被さり、みつきの呼吸に余裕があるのを確認して腰を押し進める。

「は……あ、あっ……あぁっ……」

　じんわりと熱くてどろどろな膣の中を進む。最初に彼女のナカに挿入るとき、俺は今でも心臓が痛いほど鳴っていて、実のところ毎回緊張している。

〝ぐちゅ……〟と淫らな音をたてながらみつきの柔らかな襞を掻き分け、なめらかに沈み込んでいく。何の隔たりもない状態で性器と性器が擦れ合い、腰の下あたりから気持ちよくうねるような波が広がった。気を抜いたら今にも射してしまいそうで、奥歯を噛みしめる。

「…………痛くない？」

　早くも荒れ始めた呼吸を抑え、余裕を取り繕って尋ねる。みつきは「痛くない」と笑って返事をして、それからキスをねだってきた。

　可愛くて滅茶苦茶に抱きたくなる。

「……ああ。奥がキュッてなってる」

　口の中で甘い舌を吸いながら実況すると、目を閉じているみつきの頬の赤みが増した気がした。ああ抱き潰したい。声を出さずにはいられないほど激しく突いて、みつきが泣くほど気持ちよくさせたい。

　娘が寝室で眠っている今、それは無理な話だった。

　腰の動きを速くしないように精一杯我慢して、膣壁を性器で優しく撫で擦る。みつきがヒクッと体を震わせる場所を丁寧に確かめ、〝今はここが気持ちいいんだな〟と学習していく。

　声を殺して悶えるみつきは、首筋や胸の谷間に汗をかいていた。肌が匂い立つ。その匂いを感じていると切ないほど胸が苦しくて、彼女が欲しくなって、俺は華きゃ奢しゃな体を力一杯抱きしめていた。──挿入が深くなる。

　子どもをつくる時にしか入らない一番奥まで亀頭を押し込んで、カリで膣壁を抉るように力強く抜き差しする。

　新人の男に対する無防備な近さや、保育園の先生との親密そうな雰囲気。それに密かに腹を立てていることは打ち明けず、代わりに激しい劣情を打ち付けて思い知らせる。

　このしなやかな手足も、優しい肌も、柔らかな髪も、すべて────俺のものだと。

「はぁっ…………どうしたの？　今日、なんか……才川くん、すごいっ……あぁッ」

　顔を蕩けさせたみつきが呂律の回りきらない甘い声を出す。奥を捏ねると内壁はしなやかに蠢いて、より深い場所へと俺を誘う。

　彼女の体を貪るなか、顔が近付くタイミングがあればそのたび無我夢中でキスをして、求め合って、そんな互いの熱が俺とみつきをどこまでも淫らに堕とした。〝カッ〟と頭の中が熱くなって、理性が焼き切れて。

　気付けば俺は腰遣いをセーブすることも忘れていた。みつきの両脚をブランケットの中で抱え、激しく腰を打ち付ける。

「あっ、あっ、あっ、あっ……！」

〝パンパンパンパンッ!!〟と断続的に貫くとみつきは短くスタッカート調で喘いだ。依然として部屋に響かないよう声を押し殺しているので、俺の首に抱き着いてくるみつきはその声を俺の鼓膜へと注ぐ。息をたっぷり含んだその声は濡れていて、やらしくて、聞いているだけで射精しそうなほど官能的だった。

「あ、あぁん！　だめ！　才川くんっ……！　激しくしたらっ……声、出ちゃう、からぁっ……！」

「はッ……激しいのが好きなくせにッ……っ！　……んっ！　んっ！　ほらっ……奥から溢れてきたっ……」

「いやぁっ……！」

　目の前の相手にだけ聞こえるように耳の中に囁き合って、互いの感度を高めていた。声を抑えた激しい交わりに興奮を覚えてしまい、拍車がかかる。

　腰を抱いたまま結合部を密着させ、乱暴なほど揺さぶる。

「だっ、だめっ……死んじゃうぅっ……！」

　高まって体をビクビクさせるみつきが両脚を俺の腰に絡めてきた頃、俺も限界を迎えていた。今にも弾けそうなほどに張り詰めて、精を吐き出したくてドクドクと脈打つ。みつきが達する瞬間に合わせようと我慢して、我慢して我慢して、最後に奥に強く押し付けるような一突き。

　するとみつきのナカが大きくうねった。

「あッ……あ、あッ……いっ、く……」

　彼女が控えめにそう口走ったのを聞いて、我慢をやめる。気を緩めてイきそうな感覚に身を任せると口から「うッ」と呻き声が漏れ、腰から頭のてっぺんにかけて快感が突き抜けた。

「あっ、あ……んぅっ……！」

　イっているみつきの体が射精に合わせてもう一段、跳ねる。弓なりに反る俺の体にしがみついて離そうとせず、深いところで射精を受け入れてくれる。俺はふわっと遠ざかろうとする意識をなんとか保ち、ドクドクと続く射精をみつきの中に注ぎ続けた。

　しばらくして射精を終えると、俺たちは自然に顔を近付けてキスをした。全速力で走った後のような乱れた息と、リップ音で室内が満たされる。「大丈夫か」と互いの体を気遣い合って、後処理をしようとテーブルの上のティッシュを手に取った──その時だ。




「こら────っ！」




　突如廊下のほうから聞こえた声に──生きた心地がしなかった。抱き合うことに夢中になっていて、俺もみつきも気付いていなかったのだ。椛が目を覚まし、自分で寝室のドアを開けていたことに。

「パパ、だめでしょぉっ！」

　椛は怒りながら駆け寄ってくる。慌てて俺はブランケットの下でみつきの中から自身を引き抜き、そこにティッシュを宛がいながらみつきに「落ち着け」と耳打ちする。みつきは俺を突き飛ばそうと手に力を込めていて、今にも泣き出しそうにふるふると震えていた。予想外の出来事に体を強張らせ、青褪ざめている。

　俺はなるべく〝いつも通り〟を装って椛に返事をする。

「椛。起きちゃったのか」

「ママの上からどいて！　いじめないで！」

　俺はみつきの上から体を起こす。直前、みつきはボタンの開いたパジャマの合わせ部分を掴んで椛から隠れるように背を向けた。二人の下半身は大判のブランケットで隠されている。

　当たり前だが、椛は俺とみつきが何をしていたか理解しているわけじゃない。ただ目覚めたら二人ともベッドの上からいなくなっていて、リビングのソファにいるのを見つけたと思ったら……パパがママの上にのしかかっていたわけだから、そりゃ〝いじめてる〟と思うよな……。

　これはどうしたものか。必死で頭を働かせ、最善の対処法を考える。一番は椛の中でトラウマにしないこと。ここで自分たちが慌ててしまったら、椛も物々しさを感じてしまうかもしれない。

「いじめてないよ」

　なるべく穏やかな声を出し、ゆっくり説明する。

「ママが〝眠れない〟って言うから、バタバタして遊んでただけ」

「夜はバタバタしちゃいけないのに？」

　正論にぐっと詰まる。その通りだ。夜になってもテンション高くはしゃぎたがる椛に、俺がそうやって教えた。

「──ごめんな。パパがダメだった。夜にバタバタしちゃいけないのに、ダメなことしちゃった。でもママのことはいじめてないよ」

「ほんとに……？」

「ほんとに」

　椛はその純粋で大きな瞳を疑わしそうに細め、俺のことを見つめてくる。──心が痛いったらない。セックス自体を悪いことだとは思わないが、子どもに見つかりそうになってこんな言葉で誤魔化そうとしている俺は、親としてどうなんだ？

　なんとかして早く椛を安心させてあげたい気持ちで焦るが、またしても俺は、上手な言葉が出てこない。

　椛の澄んだ瞳を前にして俺が次の言葉に迷っていると、今まで背を向けていたみつきが椛のほうを向いて、ソファベッドから起き上がった。

「椛、おいで」

「ママ！」

　みつきが両手を広げると、椛は反射的に飛びついて腕の中にすっぽりと嵌まる。

　俺と椛が会話をしている間に、みつきはブランケットの中で最低限の身なりを整えていたらしい。ショーツもパジャマのズボンも身に着けた姿で椛のことを抱っこしていた。

「ほんとにママいじめられてない……？」

　あっ。まだ疑われている……。

　信じてもらえなかったことに落ち込んでいると、みつきが椛と鼻をグリグリ突き合わせながらフォローをしてくれた。

「いじめられてないよ～。ママはパパのこと大好きだから、ぎゅーって抱っこしてたの」

「えーっ、もみじもぎゅーして！」

「椛も大好きだよ～！　ぎゅ～っ！」

「きゃー！」

　なるほど、そういえばよかったのか。……とはいえ、やっぱり俺には照れのある言葉だった。〝大好きだから〟とか、そんなにすんなりさぁ……。言えないだろ。

　椛はみつきに抱きしめられながら頬ずりされて、嬉しそうに喜んでいる。ひとまずは笑ってくれてよかった。次からはちゃんと気配に気付けるくらいは理性を残しておこう。というか、リビングはもうダメか……。

　反省する俺をよそに、みつきは椛を安心させる笑顔で笑いかける。

「起きたら一人で寂しかったね。一緒に寝ようね」

「うんっ」

　あっ、じゃあ俺も。

　後片付けは椛が再び寝付いてからゆっくりやろうと、椛を抱っこして寝室に向かうみつきの後ろを付いていこうとした。

　しかし。

「パパ、いや！」

「えっ……」

　明確な拒絶を食らった。椛は抱っこしてくれているみつきの首にぎゅうっと抱きつきながら、みつきの肩越しに俺を睨む。

　みつきも戸惑っていた。

「も、椛……？」

「パパはあっち──！」

「わーっ、椛、静かに！　夜だからシーっ！」

　昼間と同じフルパワーで叫ぶので、静かにしてもらうことが先決になった。俺が寝室に付いていこうとすると興奮して怒るので、寝かしつけはみつきに任せ、廊下の外で待機することに。

（なぜ……）

　寝室外の廊下に立って聞き耳を立てていると、みつきが「なんでパパ嫌なの？」と原因を訊きだそうとしてくれていたが、「いや！」と言うばかりで理由を教えてくれない。みつきが「ママほんとにいじめられてないんだよ？」と説明しても、「でも、いや！」とのこと。

　俺は地味にショックを受けていた。

　しばらくすると寝室の中が静かになって、みつきが廊下に顔を出す。俺たちはお互いの困った顔を見合わせた。

「なんか、ごめん。私のせいでもあるから才川くんだけ怒られてるのは申し訳ないんだけど……」

「いや……」

　だいたい俺が悪いから仕方がない。みつきは声が出ることを最初から気にしていたし、それをわかっていてわざと声を出させようと強めに攻めた俺が悪い。そもそも……椛がある程度育ったら、我慢するべきだったのか？

（いや、そんなことは……）

　何が一番の失敗だったのか悩みながら、みつきと一緒に寝室に足を踏み入れる。椛はダブルベッドの真ん中で仰向けになってちょこんと眠っていた。

　起こすとまた全力拒否されかねないので、触れるのは我慢して慎重に寝顔を覗き込んだ。みつきに添い寝してもらって落ち着いたのか、いつものあどけない寝顔を晒さらしている。

　みつきは声をひそめて言う。

「まあ……あれだね。椛も大きくなってきたし、椛の目が届く範囲でするのはもう厳禁だね……」

「やっぱり……？」

　でもそれって、実質の〝もうセックスしません〟宣言では……？







　みつきは「一晩寝たら元に戻るよ、たぶん……」なんて言っていたが、翌朝、目を覚ました椛が俺を見る目は依然として厳しかった。

「おはよう、椛」

　目覚めたベッドの上で緊張しながら挨拶をする。

　いつもなら「おはようー」と挨拶しながら飛びついてきてくれるのに、今日は複雑そうな顔で〝じっ……〟と俺を見たあと、取るべき態度に困った末に〝ぷいっ〟と顔を背けて走り去ってしまった。

　これは困った。今日は俺が椛を保育園まで送っていく日だ。

　保育園に連れていくため、服を着せようとしても。

「はい。椛、ばんざい」

「パパはイヤぁ──!!」

　この拒否りよう……。

「なあ、椛。パパの何にそんな怒ってんの？」

「イヤ！」

「椛」

「もおおおぉぉぉ！」

　抱っこをしてなんとか話をしようとしても、グイグイ俺の顔を押しのけて全力で拒否。これは送り迎えをさせてくれる状態じゃないと判断し、落ち着くまで当面の間は、みつきに送り迎えを任せることになった。

「じゃあ、行ってくるね」

「悪い……」

「ううん。なんかそういう時期に入っちゃってるだけな気もするから、あんまり落ち込まないで」

　みつきはそう言って励ましてくれたが、椛が早くみつきと二人になりたそうに「ママはやく～」とごねているのを見ると心が折れる。この日は会社に行ってからも引きずるくらい落ち込んだ。







　一日保育園で遊んで、帰ってくる頃にはさすがにほとぼりも冷めているはずだと。

　そう期待して、夜八時に帰宅した。いつも俺が玄関の鍵を開ける音を聞きつけて一目散に駆けてくる。元気のいい足音を期待して玄関のドアを開けたが……シーンとしている。

　リビングに向かうと、みつきが困ったように笑って俺を見た。

「お帰りなさい」

「ただいま。……あれ？　風呂……」

「椛がどうしても〝早くお風呂入る！〟って言うから、二人で入っちゃったの。ほら椛～パパ帰ってきたよ？」

「もみじはいましぇんっ！」

「えぇ～……」

　みつきは既にパジャマを着ていた。同じく椛ももう寝間着姿で、ラグマットに座っているみつきの膝の上に頭を突っ込んで、俺から顔を隠していた。尻が突き出ているけれども、それで隠れているつもりなのか……？

　避けられているのは切ないものの、頭隠して尻隠さずな椛の様子が可愛くて吹き出しそうになる。みつきも目が笑っている。俺は床に鞄を置いて、二人の傍に腰を下ろす。

　こちらに向かって高く突き出されている〝ぷりん〟とした椛の尻を、ツンツンと指で突く。

「椛の顔が見たいなぁー」

　そう独り言のように言葉を漏らしながら更にツンツン突いていると、小さな尻がフリフリと揺れる。椛、ちょっと楽しくなってきてるだろ、これ。

　手応えを感じて続けてみる。

「もーみーじー」

「いましぇーん」

「椛っ！」

「ひゃうっ！」

　不意を突くように椛の腹回りを掴み、強引にみつきの体から引っぺがして持ち上げる。

「捕まえたっ」

　俺の膝の上に乗せた。あとはひたすら疲れるまでくすぐってやれば、なし崩し的に仲直りできるだろう……なんて思っていたら、甘かった。

「いやいやいやぁ──ッ！」

「えっ、あ……痛っ！　痛い痛い、椛！　蹴るな！」

　膝の上でひっくり返ってキックの嵐。いつも元気よく飛び跳ねている椛の脚力は二歳児ながら凄まじく、結構痛い。

　結局夜も全力で拒否られ、無理に距離を縮めようとすると大泣きされた。久々に自分だけでゆっくり湯船に浸かる時間。くつろげることは嬉しいはずなのに、椛の態度にじわじわ傷付き、心は休まらなかった。

　俺が風呂を出るとみつきと椛がソファに座ってテレビを見ていた。冷蔵庫からいつも飲んでいる水を取り出し、何気なく二人の隣に座る。〝ちょっかいかけなければいいんだろ〟とやさぐれた気持ちでいたら、椛は俺のほうに顔を向けて言った。

「パパはあっちいって！」

「えっ」

「あっちー！」

　グイグイと体を押してくるので水をこぼしそうになり、慌ててソファから下りる。その後も椛は俺を追い回し、グイグイ脚を押して、一体どこに連れて行かれるのかと思えば……リビングの外、廊下に放りだされた。

「じゃあね！　バイバイ！」

　別れの言葉の直後にバタンとドアを閉められる。

「……えー……」

　まさかのリビング外に追放。これはダメージがでかい。

　その後もリビングに戻ることを許されず、椛が寝る準備に入るまでの数十分は寝室で一人文庫本を読んで待つことになった。九時になり、椛が寝室にやってきてからも状況は変わらず。同じベッドに入ることは許されず、再び廊下に追い出されて、みつきと椛の楽しげな声を聞きながら待つこと数分。

　今晩も、椛を寝かしつけたみつきがひょっこりと廊下に顔を出す。

「寝ました」

「悪いな任せきりで……」

「それは別にいいんだけど……ちょっと才川くん、折れるのが早くない？　嫌がられてもグイグイいけば早く仲直りできるかもよ？」

「……地味にキツいんだよ、泣いて嫌がられるの」

「まあ……昨日までパパにべったりだったからねぇ」

　困ったように眉尻を下げて笑うみつきは昨晩ほど深刻そうではなくて、〝俺もそんなに深刻にならなくていいのかな〟と少し安心する。

　同時に、もっとこの笑顔に癒してほしくなって、身を屈めてみつきにキスをした。

「ん……なに？」

　さっき椛と一緒に飲んでいたリンゴジュースの味がする。

「慰めて、みつき」

　そう言って、廊下の壁に彼女を押し付けてキスを繰り返した。柔らかい唇の感触を味わっていると、わかってはいたがすぐに抱きたくなってきて、〝お風呂場に鍵をかけてすれば椛に見つからないか……〟なんて算段していると。

「ストップ」

「んむっ」

　手のひらでキスをブロックされた。

　なんとこっちも拒否。なぜなんだと目で訴えかけると、みつきは演技がかったわざとらしい声で言う。

「別の女の代わりなんてイヤよ！」

「おい……」

〝別の女〟ってなんだ。まさか椛のことか……？

　体は既に昂ってきていたので、冗談はほどほどに浴室に移動したかった。しかしみつきは俺の唇を防いだまま、こっちを見上げてくる。

「でも真面目な話……今はやめとこう？　私も、昨日見つかりそうになって考えが変わったっていうか……やっぱり椛にはこういうの見せちゃダメだなって」

「それは俺だって──」

　別に見られてもいいとは思ってない。

　弁解しようとしたが、先手を打たれてしまう。

「今日は手を繋いで寝る日」

「……うん」

　そう言われてしまうと、〝それはそれでいいか〟と思ってしまうわけで。

　俺たちは浴室には行かず、ベッドに入って椛のお腹の上で手を重ねた。

「まあ良い機会だし、とことん椛と向き合ってみて」

「……そうだなぁ」







　その後も椛と仲直りすべく何度もトライしたが、ことごとく嫌がられ、終いには顔を見るなり逃げられるようになった。

（父親への反抗期だけ早すぎじゃないか……？）

　そうして、父娘の間に大きな心の壁ができて一週間。すっかりみつきが保育園に迎えに行くことで固定化していたので、会社で午後四時にサインを送り合う習慣も自然となくなっていた。

「アレ、もうやらないんですか？」

「〝アレ〟？」

　隣の席で東郷さんが、頬杖を突きながらつまらなさそうに訊いてくる。

「椛ちゃんのお迎えサインですよ。二人で仲良くマルとかバツとかやってたじゃないですか」

「ああ……うん。最近はずっと花村にお願いしてて」

「そうなんですね～」

　別に良いとも悪いとも言われてないのに、東郷さんの反応がチクリと痛い。なんだろう。言外に責められているような……。

（っていうか、責められてるんだよな。たぶん）

　今の状況がいいとは俺も思わない。〝お互いフルタイムで働いてるんだから平等に〟なんて自分で言っておいて、これだもんな。はっきりとは言ってこないだけで、みつきも呆れているのかもしれない。

　椛が嫌がることを言い訳に育児から手を離そうとしているようで、そんな自分のことも嫌だった。







　翌日。時計を見るとたまたま時刻は夕方四時を指していて、俺は何気なくみつきの席を見た。ここ最近は何の確認もなく自然とみつきがお迎えに行くことになっていたので、特にサインを送り合ったりもしていなかったのだが──しかしこの日、みつきは椅子から立ち上がってはっきりと俺にサインを送っていた。腕で作られた大きなバッテンのサイン。

（えっ）

　お迎えＮＧ？

　戸惑う俺に、みつきはジェスチャーを続けて〝ちょっと来て〟と手招きした。

　俺はよくわからないまま自分の席を立つ。みつきの席に向かうと、彼女は俺が後をついてきていることを確認しながら執務エリアを出て、使用されていない会議室の中へと入っていった。

　そして扉を閉め、完全に二人きりになった途端に俺に手を合わせて。

「才川くん、ごめん！　椛のお迎えお願いしてもいい……？」

　頭の中に、全力で俺を拒否する椛の姿が浮かんでいた。ここ最近の椛の態度からいって、俺が迎えにきたら嫌がって大暴れすることは目に見えていた。

　みつきもそれをわかっているから、俺に頼んでくる表情が固かった。しかしそれでも頼まねばならない事情があるようで、申し訳なさそうに一生懸命説明してくる。

「さっき得意先から急ぎの依頼がきて、まだちょっと出られなさそうなの。部の人はみんな出払ってるし、高橋くん一人に任せるのも酷で……」

「そうか……」

〝高橋のためかよ〟と一瞬不満が頭をよぎってしまったが、そうじゃない。みつきは自分に課せられた職務を果たそうとしているだけで、そのために俺を頼ろうとしてくれている。それに──いつまでもこのままでいいはずもない。

「わかった。俺が迎えに行く」

　しっかり返事をして請け負うと、みつきはほっとした顔で「ありがとう」と言った。

　そうと決まれば急いで仕事をまとめなければ。会議室から自分のデスクに戻るなり、俺は椅子を引きながら隣の席の東郷さんに声をかけた。

「ごめん、東郷さん。今日は俺が椛を迎えに行くことになった」

「え、そうですか！」

　東郷さんはこっちを見て、〝パァァァッ〟と顔を輝かせる。

　そこまで東郷さんが喜ぶようなことか？　と不思議に思いながら話を続ける。

「だから、今日の会議の議事録とかお願いすることになるけど……」

「いいですよ！　喜んでやります！」

　自分の仕事が増えるのにもかかわらず、なぜだかとっても機嫌がいい。嫌な顔をされないで済むのは有難いけれど、逆にどうしてそこまで？

「東郷さんは俺が迎えに行くほうがいいの？」

「そうですね……才川さんみたいに、お子さんのいる男性が率先してお迎えに行ってるのを見たら、他の人たちも〝今はもうそういう時代かな〟って気持ちになっていくでしょう？」

「そんなもんかな……」

「そんなもんです。雰囲気づくりは大事ですよ。自分が母親になる時には、もっとそれが当たり前になってたらいいなっていう……まあ、予定はないんですけど」

　照れ臭そうに笑って、東郷さんは最後にこう結んだ。

「こういう場面でお手伝いできると、私も育児に参加してるなぁって感じがするんです」







　五時半に会社を出て、電車に乗って椛の保育園まで向かう途中。俺は東郷さんに言われたことに考えを巡らせていた。彼女は仕方なく残務を引き受けてくれたわけではなく、〝自分も育児に参加している〟という気持ちで任されてくれたのだという。

　他人である東郷さんまでそうやって椛を気に掛けてくれているのに、実の父親であるはずの自分は何をしているのか。椛に避けられたまま様子を見てばかりで、送り迎えもその他のコミュニケーションもみつきに任せて。

　椛が俺を拒絶するからといって、〝じゃあもう世話するのはやめた〟って──俺が育児を投げ出してもいい理由にはならないだろう。

　気持ちを強く持ってお迎えに臨む。保育園に着き、ＩＤカードを使って入室すると案の定、椛は俺の顔を見るなり〝ママじゃない……！〟とショックを受けていた。

「椛、帰ろ」

「やっ……ママは!?」

「ママはまだお仕事」

「やぁー!!　ママじゃないとやあぁぁぁ!!」

　今にも泣きだしそうな顔で首をぶんぶん横に振る。覚悟はしていたもののやっぱり痛い。こっちは大好きなのに。泣くほど嫌がられるとボディーブローのようにじわじわと効いてきて胸が痛む。つい最近まで、お迎えの時は「パパぁぁぁぁぁ！」と絶叫しながら猛スピードで突進してきたのに、この変わりよう。

　我が子を迎えに来た周りの保護者たちも、その様子を見て「あらあら」「大変ですね」と笑っている。

（……つら）

　もっと、今より椛が小さく、赤ん坊だった頃。みつきのほうが椛の〝イヤイヤ〟に悩まされていたことがあった。事あるごとにギャン泣きされて、何をしたところで泣き止んでくれないのだと言っていた。〝自分の頑張りを否定されている気持ちになる〟のだと。その時の俺は〝それはつらいな〟と共感しているつもりでいたけど、今やっとわかったような気がする。これはマジでつらい。

　しばらく根気強く「おいで」と誘ってみたが、効果はなし。その場にいた保育士の先生も一緒になって「パパは椛ちゃんと一緒に帰りたそうだよ～？」と椛を宥なだめてくれたが、当の彼女は部屋の奥のカーテンにしがみついて〝ママが迎えに来るまで絶対にここから動かない！〟と強固な姿勢を取った。

　これは埒が明かない。帰り道ずっと泣き叫ばれるのはつらいが、もう力ずくで引っ張って連れて帰るしかないか……。

　周りの先生も無言で頷いて〝仕方ないですね〟と合図する中、俺は仕事用の革靴を脱いで簀子すのこに上がり、椛に歩み寄ろうとした。

「こないで────!!」

　まるで凶悪犯扱いだ。獲って食われるとでも思っているのか。

　椛はカーテンの裏に隠れて本気で嫌そうにしている。部屋の中に響く金切り声に、一歩椛に近付くたびに罪悪感が募った。

「椛。ほら、帰る準備して」

「いや────!!」

　ああ痛い痛い。こんなに小さい子どもの言動一つで自分が動揺させられていることに驚く。〝所詮子どもの言うことだ〟なんて割り切れない。むしろ、子どもが口にすることだからか？　純粋に、心から「嫌い」と思っているのかもしれないと思うと救いがない。

　連れて帰らないと仕方ないが、俺に対して心を許していない椛に無理強いをするのは気が引けていた。

　すると、その時。背後から別の保育士の先生に声をかけられた。

「才川さん」

「……なんでしょう」

「お困りみたいですね」

　──ヨウジ先生だ。椛のクラスの担当をしている若い男の先生。たった今、他の子どもを見送り終えたところのようで、プレイルームの中に戻ってきていた。

　普段何かと俺に突っかかってくるヨウジ先生が、腹の立つ笑みを浮かべてベランダを指さす。

「最終お迎え時刻まであと少し時間があります。よかったら外で作戦会議しません？　椛ちゃんのことで共有しておきたいこともありますし」

　逡巡しながらもう一度椛を見ると、まだカーテンを掴んで威嚇するようにこっちを見ている。俺はため息をつき、ヨウジ先生の提案を飲むことにした。

「……お願いできますか」







　ベランダはプレイルームから少し離れていて、戸を閉めると子どもの声も保護者の声も聞こえなくなった。園児の安全を考えて設置されたと思われる幅の狭い柵に凭れかかり、ヨウジ先生が気の抜けた声で話す。

「天気のいい日はここでシャボン玉飛ばしたりするんですよ！　椛ちゃん、大きいシャボン玉つくるのが上手です」

「そうなんですか」

　もうそんなことができるのか、と純粋に驚いた。ヨウジ先生の話に反応を示すのはなんとなく癪だったが、自分の知らない椛について教えてもらえるのは有難い。特に、一日の出来事を教えてもらえなくなった今では。

　日常の話はほどほどに、ヨウジ先生は今の椛の反応について話し始めた。

「いやぁ～椛ちゃん、根性ありますよね！　女の子であそこまで頑なな反応をする子はなかなか見ません。いいですよ～僕は好きです！」

「はぁ……」

　そうなのか、やっぱりあの頑なさは特別なのか……。普段、我が子以外と接する機会があまりないので、一つ一つのことが〝年齢〟によるものなのか、〝個人の性格〟によるものなのか判断がつかないことがよくある。だから、他にもたくさんの子どもと触れ合っている先生からフラットな意見をもらえるのは嬉しい（先生の好みかはどうでもいいけど）。

　しかしどうして俺をベランダまで連れ出してきたのか。椛の耳がない場所なら他にもたくさんあったはずなのに、ヨウジ先生はあえて他の先生や親御さんたちにも聞かれることのないこの場所を選んだ。

（何の話をされるんだろう……）

　こんな呼び出しを受けるのは初めてで、多少なりとも緊張していた。送り迎え時に泣いている子は珍しくないが、今の椛のような全力拒否は他に見たことがない。〝家庭でのコミュニケーションの取り方が悪い〟とか、注意されるんだろうか……。

　人前で泣き叫ばれたことで俺は少しだけ弱気になっていた。

　ヨウジ先生は本題を切り出す。

「椛ちゃんから聞きましたよ、いろいろと」

　……何を？

「才川さん──奥さんのこと、いじめてたんですって？」

「は？」

　言葉通りに受け取って、一瞬〝ＤＶを疑われているのか？〟と思ったが、すぐにそうではないと悟った。ヨウジ先生は訳知り顔でニヨニヨしている。

　この顔は明らかに真相がわかっている顔だ。俺は膝から崩れ落ちそうになった。

（椛……！）

　子どもは常に親が思っている以上におしゃべりで、意図しない話が家の外に漏れてしまうことが往々にしてある。ヨウジ先生は椛の話から、俺たち夫婦が椛に夜の営みを見られそうになったことを知っているようだ。

　最初は馬鹿にされるのかと思った。もしくは「最低ですね」と非難されるのかと。そうされても仕方ないだけのことをした自覚はあったので、甘んじて受け止めようと覚悟を決めていると……意外なことに、どちらでもなかった。

　ヨウジ先生は手すりに凭れて腕を組み、〝うんうん〟と頷きながら話を続ける。

「まあ、ぶっちゃけ〝あるある〟です。〝夜に仲良ししてるところを子どもに見られちゃった〟ってご夫婦、意外といるもんですよ。子どもは見たものや思ったことをなんでも外で話してしまうので、こういう話自体はよく聞きます。だいたい聞かなかったことにしますけど……」

「うちのは聞かなかったことにしてくれないんですね……」

　聞かなかったことにして、忘れてほしかった。あえて俺に報告してきたヨウジ先生は悪びれせずに言う。

「才川さんの場合は、ほら。同じ男だし。アドバイスが必要かと思って」

「……アドバイス？」

「男親からすると、女の子ってどう接していいか余計に難しいでしょう？　僕もです。女の子は難しい。まだ子どもとはいえ、男女の思考回路は根本的に違うんだと思います」

　話し方自体は軽いものの、一向にしてからかってくる雰囲気がないので調子が狂う。

　俺は手すりを両手で掴みながらヨウジ先生を見て、彼の話を真面目に聞くことにする。

「奥さんも言ってましたけど、単純に〝そういう時期〟っていうのもあるんですよ。〝パパイヤ期〟って言ってね。何かにつけて〝パパ嫌い！〟って拒絶してくるんですけど……本当に嫌われてるわけじゃないってことは、わかってますよね？」

「それは……まあ」

　言葉に挫けそうにはなるが、本気で言われていると思ったらもっとショックがでかいと思う。お尻を突いた時もなんだかんだ楽しそうにしていたし、〝口だけ〟だと頭では理解していた。

「良くも悪くも、子どもは親が思っているよりもずーっと賢いんですよ。自分が放つ〝イヤ〟って言葉で親がダメージを受けることをちゃんと知ってる。椛ちゃんは今、パパの愛情を試してるんじゃないでしょうか」

「なるほど……」

　試されていたのか……。

「あと、女の子はちょっとおませですから。自分の父親と母親が好き合っているかということにも敏感です」

「ああ」

　それは身に覚えがある。こんな風に拒絶する前、椛は俺に「ママのこと好き？」と尋ねてきた。……俺はうまく答えられなかったけど。

「両親が仲良しな分には構わないと思うんですよ。行為を見られるのは〝気を付けてください〟としか言いようがないですけど……見られてしまったものは仕方ないので、納得いくまで説明してあげるしかないんじゃないですか？　直接的なことは言わずとも、ほんとのことを」

「ほんとのこと……」

「椛ちゃんが〝本当に気になっていること〟が何か、しっかりと目を向けて話してあげることが大切です」

　ヨウジ先生は意外とちゃんとした先生だった。

　その後もいくつか子育てについて日頃から疑問に思っていたことをヨウジ先生に質問し、彼なりの回答を返してもらって、あっという間に最終お迎え時刻の六時半がくる。

　ヨウジ先生からアドバイスをもらった上でのリトライ。俺がベランダからプレイルームに戻ってきたのを見つけるなり、椛はまた〝たたたーっ〟と駆けていってカーテンの後ろに隠れてしまった。

「椛、おいで」

「や！」

「椛……パパのお話聞いてほしいんだけど」

　無理に距離を詰めず、少し離れた場所に腰を下ろす。さっきまで椛が一人で遊んでいたスポンジブロックを積み上げながら、〝ここに来て〟と誘う。

「ほら。一緒にやって、椛」

「……うー」

〝家にはないおもちゃで一緒に遊べる〟ということは、椛にとって魅力的なことらしい。カーテンの裏でしばらく葛藤してもじもじした後、強張った顔でそろりそろりと近付いてくる。そのまま、スポンジブロックを挟んで俺の向かい側にぺたんと座る。

　試しにブロックを一つ手渡すと、無言でそれを受け取り、俺が積んでいた山の上に乗せた。

「ヨウジ先生に聞いたんだけど、椛、シャボン玉つくるの上手なんだって？」

「……うん。じょうず」

「すごいな。今度パパにも見せて」

「いや！」

　やっぱりか。何か答える機会があればここぞとばかりに「いや」と言う。

　これはもう、みつきやヨウジ先生が言っていたように〝そういう時期〟なんだろう。年齢によるもの。〝パパじゃなくてママがいい〟と思ってしまうのも仕方がない。──でも椛と俺の場合、きっかけはあったんだと思う。みつきと抱き合っていたところを見られそうになったから、ついそのことばかり気になっていたけど、本当は。

「……パパ、思い出したんだけどさ。椛の質問に一個答えてなかったなって」

〝ピクッ〟と椛の顔のパーツが揺れる。

　その反応に内心〝まじか〟と。本当にそれを気にしていたのかと、娘の記憶力の良さに驚いた。俺が椛に訊かれて答えられなかったこと。

「椛が〝パパはママのことすき？〟って訊いてくれたのに、ちゃんと答えられなかった」

　椛は胸にブロックを抱いてじっと俺のことを見ている。俺の言葉の続きを聞きたそうにしている。──やっぱりソレなんだ。椛が本当に気になっていること。ヨウジ先生は椛に「ほんとにママのこと好きね！」と言われたら臆面もなく「大好きだよ～！」と言うし、みつきだって照れもなく「パパ大好きー」と言うから、椛は不思議だったんだろう。どうして自分の父親だけが、ママのことを好きだと言わないのか。

（ほんとにどうしてなんだろうな……）

　娘の前で「ママを好き」だと言うことが、なぜかみつき本人に伝えることより何十倍も恥ずかしかったんだ。

　自分が今変な顔をしていないかを気にしながら、一度両手で顔を覆って、一息ついて、椛の目を見る。そして、しっかり言葉にする。

「パパもママのこと好きだよ」

「……うそ！」

「うそじゃない。ほんと」

　一体どう言ったら、二歳の椛に信じてもらえるだろう。気恥ずかしいから椛の前ではみつきとのスキンシップは控えめにしていた。それが今、こんな風に娘から詰められるとは思ってもいなかった。

　どう言えば信じてもらえるか迷って、結局、本当のことを話すほかなかった。

「パパさぁ……恥ずかしいんだよ。〝ママすき～〟ってしてるところを椛に見られるの、めちゃくちゃ恥ずかしい」

「……そうなの？」

〝なんで？〟と理解できなさそうに椛の眉が下がる。椛は俺なんかと違って愛情表現が巧いから無理もない。けれど椛は、わからないなりに理解しようとしてくれていた。

「どうして？」

「え？」

「どうして〝ママすき～〟ってするのが恥ずかしいの？」

　……また難しいことを訊いてくるな。

　どうして恥ずかしいのか？

　しばらく考え込んで、あまり取り繕わず答えることに決めた。

「……大好きすぎるから？」

　一体自分は何を口走っているのか。

　冷静になると恥ずかしくて死にそうになるが、今ここで濁せばまた椛を不安にさせてしまうだろう。椛は〝大好きすぎて恥ずかしい……？〟とやはり理解できていない風だったが、とにかく。あの夜のことも含めて、きちんと説明しておきたい。

「ほんとはママのことが大好きだって、椛にバレるのが恥ずかしい。……だから夜にコソコソしてたんだよ。ママに甘えてるところを椛に見られるの、恥ずかしいから」

「どうして？」

　また〝どうして？〟が返ってきた。

　娘によって突き詰められていく。〝恥ずかしい〟の根幹には何があるのか？

　……それは俺が、ただ単に──。

「…………格好つけだから？」

　そう答えると、椛はみつきによく似た顔で〝ほけーっ〟としてから、「そっかぁ」と納得したように頷いた。

　そして立ち上がり、座っている俺の膝の上に乗ってくる。ここ一週間では考えられないほどの接近。椛は無邪気な声で言う。

「パパってかっこうつけなのね！」

「ああ、うん……」

「もみじのこともすきっ？」

「もちろん。すごーく好きで、大事だよ」

「もみじもーっ！」

　ぎゅうっと体を抱いてくれる。久しぶりに椛の優しい匂いに包まれる。

　もしかしたらもう一生抱っこさせてくれないかもしれないと思っていたから、やけに感動してしまった。嬉しくてぎゅっと抱き返し、頬をくっつけてすりすりする。椛は嫌がらず、「きゃーっ！」と喜んでくれる。肌はお日様の匂いがする。

（あー幸せ……）

　久々の娘とのスキンシップを堪能していて────俺は時計をちらりと確認した。

（あっ）

　最終お迎え時刻の六時半はとうに過ぎていた。誰も止めないでいてくれたが、お迎えにきてずるずる居残っていると園に迷惑がかかってしまう。俺は一部始終を聞いていたかもしれない先生たちに向かって、恥ずかしい気持ちを押して「すみません」と謝りながら立ち上がったら。

　そこにいたのは。

「……えっ！」

　会社で残業しているはずのみつきが、俺と椛を見て目をうるうるさせていた。

「えっ……えっ？　なんっ……えっ？」

　俺は椛を腕に抱えながらしどろもどろになった。みつきの隣にはヨウジ先生が立っていてニヤニヤとこっちを見て笑っている。近すぎないか？　十メートルほど離れてほしい。……っていうか、そうじゃなくて。

「なんでここにいんの……？」

「才川くんが会社を出てすぐ部の人が帰ってきて、〝引き継ぐからお迎え行っていいよ〟って言ってくれたの。二人がちょっと心配だったからお言葉に甘えて出てきたら……なんか、ものすごい尊いワンシーンを目撃してしまった次第です……」

　あ……死にたい……。

　全身から力が抜ける。さっき椛に対して話したアレコレを思い出し、目が回った。一体どこから見られていた？　仲直りした瞬間だけのことであれば、そこまでのダメージは。

「そっかそっか～〝大好きすぎる〟のかぁ～って」

「っ……！」

「ふふっ」

　ばっちり聞いていたらしいみつきもさすがに恥ずかしかったのか、笑いつつも手でパタパタと顔を扇いでいる。頬どころか耳まで赤い。その反応を見て、俺も何も言えなくなってしまった。

　ヨウジ先生からは「まだまだお熱いですねぇ」と冷やかされ、椛からは「パパかっこつけなんだって！　かっこつけ！」と連呼された。







　──そして、保育園からの帰り道。珍しく三人で帰れることにはしゃいだ椛は、最初「自分で歩く！」と意気込んで俺とみつきの間で手を繋いでいたが、やがてやっぱり疲れたのか「だっこ……」とぐずり始めた。腕を伸ばして俺に抱っこを求める椛を見て、みつきは笑う。

「もうすっかり仲直りだね」

「いや、まだわからない。そういう時期らしいから……」

　そう返しつつ、ほっとしている自分がいる。しゃがんで椛の顔を覗き込むと眠そうで、弾みをつけて抱き上げると〝くたっ〟と肩に頭を預けてくる。

「重いでしょ。鞄持つよ」

「ううん、平気。ありがとう」

　歩き始めると三分と経たずに肩から〝くーっ……〟と寝息が聞こえてきた。あまりの早さにみつきと顔を見合わせて笑う。

「椛がね、私と二人のときにぷりぷり怒って言うの。〝パパ全然ママのこと好きって言わない！〟って」

「なんだ。原因わかってたのか……」

　だからみつきは途中から余裕だったのか。原因がわかっていたなら教えてくれればよかったのに。……教えてもらっていたところで、椛にすんなり「ママのこと好きだよ」とは言えなかったかもしれないが。

　みつきは機嫌よく笑う。

「椛には何度も〝パパはママのこと大好きだと思うよ～？〟って言ったんだけどね」

「それもすごい自信だな」

「だって、そうでしょう？」

「……えっ」

　椛は肩に担いでいたので抱っこは片手で足りていた。もう片方、みつきのいる側の手で持っていた鞄をみつきに奪われたと思ったら、その手の小指に小指を絡められていた。

　それはエッチしたい気分の時のお誘いの合図。

「お義母さんが、〝たまには椛を預からせて〟って言ってくれてたよね」

「ん？　ああ……」

　街中で急に結ばれた小指に動揺して、中途半端な返事になる。

　みつきはいつもと変わらぬ素振りで言う。小指を絡めたままで。

「そろそろ椛も保育園に慣れてきたし、お義母さんに見てもらうのもいいかなぁと思うんだけど……休日デートとかってどう思う？」

　腕の中には安心してスヤスヤと寝息をたてている娘。小指には、内心めちゃくちゃ照れているくせに、精一杯いつもの顔をつくっている妻。──世界中の幸福を全部手に入れてしまったような高揚感を覚えながらも、低いテンションを守って返事をする。

「……いいと思う」




　最高だと思う。
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ごあいさつ

兎山もなか　＆　烏丸かなつ










合本版のお買い上げありがとうございます！

まさか合本版をつくれるほど続きを書かせていただけるとは思わず、

感慨深いのと同時にとっても有難いです……!!

初めましての方にも、どうかお楽しみいただけていますように。




発売中の「特選短編集」やコミカライズ、シチュエーションＣＤを含め、

今後とも〝才川夫妻シリーズ〟をよろしくお願いいたします。





兎山もなか





合本版発売おめでとうございます。

いつまでも甘く新しい顔を見せてくれる才川夫妻がずっと大好きです。

表紙、今まであまり描いたことがないテイストに仕上げてみました。

とっても楽しかったです。絵もどうかお気に召していただけますように





烏丸かなつ
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